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作
品

及
び
論
文
の
タ
イ
ト
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は
「
」
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し
た
。
ま
た
、
作
中
や
論
文
内
で
用
い
ら
れ
て
い

る
語
句
は
「
」
で
示
し
、
筆
者
に
よ
る
強
調
は
〈
〉
で
示
し
た
。
引
用
に
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し
て
は
原

文
の
表
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に
従
っ
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二

引
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体
は
い
わ
ゆ
る
新
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を
用
い
た
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仮
名
遣
い
は
原
文
ど
お
り
と
し
、
ル
ビ

は
適
宜
省
略
し
た
。

三

数
字
は
、
基
本
的
に
漢
数
字
を
用
い
る
が
、
引
用
に
際
し
て
は
原
文
の
表
記
に
従
っ
た
。

四

人
名
に
つ
い
て
は
敬
称
略
と
し
た
。

五

引
用
の
出
典
は
す
べ
て
注
に
記
し
た
。
な
お
注
は
通
し
番
号
で
各
章
の
末
尾
に
示
し
た
。 

六

『
赤
い
鳥
』
関
連
作
品
の
引
用
は
、
す
べ
て
『
赤
い
鳥

複
刻
版
全
一
八
巻
一
九
六
冊
』

（
日
本
近
代
文
学
館
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

七

本
研
究
の
書
式
は
、
縦
四
〇
字×

横
三
〇
行×

２
５
９
頁
（
Ａ
４
版
）
に
設
定
し
た
。

た
だ
し
、
本
文
の
み
の
分
量
（
注
、
参
考
文
献
、
附
表
な
ど
を
含
ま
な
い
）
は
、
４
０

０
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
約
５
５
０
枚
に
相
当
す
る
。
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一 
日
本
児
童
文
学
に
お
け
る
〈
死
〉
研
究
の
流
れ
と
課
題 

近
代
初
期
ま
で
、〈
生
〉
と
〈
死
〉
は
不
可
分
で
あ
っ
た
。
人
々
の
多
く
が
慢
性
的
な
低
栄

養
状
態
に
あ
っ
た
近
代
初
期
以
前
、〈
死
〉
は
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で
あ
り
、
文
芸
・

絵
画
作
品
の
中
で
生
者
と
死
者
が
と
も
に
描
か
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
１

。 

し
か
し
、
近
代
以
降
の
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
人
々
の
生
活
の
質
は
劇
的
に
向
上
し
、

と
り
わ
け
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
医
療
技
術
の
進
歩
は
人
々
の
健
康
状
態
の
改
善
と
平
均
寿

命
の
延
伸
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。 

医
療
は
、〈
生
〉
を
科
学
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
〈
生
〉

に
関
す
る
知
識
や
技
術
が
一
部
の
専
門
家
に
独
占
さ
れ
、
不
可
分
な
も
の
と
さ
れ
て
き
た

〈
生
〉
と
〈
死
〉
は
切
り
離
さ
れ
た
。
ま
た
分
業
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、〈
死
〉
に
関
し

て
も
人
々
が
自
分
た
ち
の
手
で
葬
儀
を
営
み
、
故
人
を
埋
葬
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
。 

現
在
、〈
死
〉
は
〈
生
〉
の
対
極
に
あ
る
も
の
と
い
う
認
識
が
一
般
化
し
、
忌
む
べ
き
も
の

と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
〈
死
〉
の
タ
ブ
ー
視
、
〈
死
〉
の
〈
生
〉
か
ら

の
隔
離
の
傾
向
が
強
ま
る
に
つ
れ
、
人
々
の
〈
生
〉
に
対
す
る
意
識
も
希
薄
化
し
、
そ
れ
に

伴
う
実
存
的
不
安
感
の
増
大
と
い
っ
た
心
理
問
題
も
起
こ
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
〈
死
と
は
何
か
〉
〈
生
と
は
何
か
〉
と
い
っ
た
問
い
は
、
東
西
の
文
学
に
お
け

る
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
文
学
作
品
を
通
し
て
〈
死
〉
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と

の
有
効
性
を
提
唱
し
て
い
る
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
は
、
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
「
デ

ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
死
へ
の
準
備
教
育
）」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
五
七

年
（
一
九
八
二
年
）、
上
智
大
学
で
「
死
と
生
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
て
以
降
、「
死

の
哲
学
」「
生
と
死
の
教
育
」
な
ど
の
講
座
で
「
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
提
唱
し
て

き
た
。
デ
ー
ケ
ン
は
次
の
よ
う
に
語
る
。 

 

個
々
の
作
家
は
実
に
多
様
な
方
法
で
死
と
い
う
主
題
を
扱
い
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
死

へ
の
態
度
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
多
様
性
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒

た
ち
は
死
と
い
う
主
題
の
複
雑
さ
を
知
り
、
人
生
の
意
味
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
理
解
や

解
釈
を
探
求
す
る
必
要
性
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
２

。 

 

デ
ー
ケ
ン
は
文
学
作
品
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
〈
死
〉
と
い
う
主
題
を
考
え
さ
せ
る
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こ
と
の
重
要
性
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
〈
死
〉

に
関
す
る
研
究
分
野
に
お
い
て
文
学
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
き
、
文
学
作
品
は
あ
く
ま

で
〈
死
〉
へ
の
思
索
へ
誘
う
た
め
の
副
次
的
教
材
と
い
う
位
置
づ
け
に
す
ぎ
ず
、
文
学
作
品

に
お
け
る
〈
死
〉
の
表
現
そ
の
も
の
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

文
学
作
品
に
お
け
る
〈
死
〉
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
読
者
と
す
る
児
童
文
学
の

世
界
で
も
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
〈
死
〉
が
さ
ま
ざ
ま
な
表
現

で
描
か
れ
て
き
た
。
日
本
児
童
文
学
に
お
け
る
〈
死
〉
と
〈
生
〉
の
問
題
に
関
し
て
は
、
一

九
九
〇
年
代
ま
で
宮
澤
賢
治
、
坪
田
譲
治
、
小
川
未
明
を
は
じ
め
と
す
る
童
話
作
家
の
作
品

が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
中
野
新
治
「
賢
治
の
死
生
観
」（『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の

研
究
』
、
一
九
八
九
年
一
二
月
）
、
五
十
嵐
康
夫
「
死
生
観
・
愛
・
神
様-

-

坪
田
譲
治
」
（『
日

本
児
童
文
学
』、
一
九
九
二
年
八
月
）
な
ど
の
、
作
者
の
死
生
観
を
検
討
す
る
研
究
が
多
く
発

表
さ
れ
て
き
た
。 

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
、
詳
細
な
分
析
か
ら
作
品
中
に
扱
わ
れ
る
〈
死
〉
の
文
学
的
特
徴
、

作
者
の
創
作
意
図
を
検
討
す
る
研
究
が
中
心
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
例
と
し
て
、
厚
美
尚
子

「
小
川
未
明
・
小
説
に
描
い
た
少
年
の
死 

:

〈
母
子
関
係
〉
を
中
心
に
」（
『
梅
花
児
童
文
学
』、

二
〇
〇
八
年
六
月
）
、
竜
口
佐
知
子
「
花
鳥
童
話
集
」
中
の
二
つ
の<

死>
-
-

『
よ
だ
か
の
星
』

と
『
お
き
な
ぐ
さ
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（『
國
文
學 

:
 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
、
二
〇
〇
八
年
八

月
）、
横
田
由
紀
子
「
小
川
未
明
の
童
話
に
お
け
る
〈
死
〉
を
考
え
る-

-

『
金
の
輪
』
を
中
心

に
」（『
ヘ
カ
ッ
チ
』、
二
〇
〇
九
年
五
月
）
な
ど
が
あ
る
。 

ま
た
、
青
木
美
保
「
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
と
「
世
界
の
中
心
で
、
愛
を
さ
け
ぶ
」
に
お
け
る

死
生
観-

ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
変
奏-

」（『
福
山
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』、
二

〇
〇
八
年
三
月
）、
朴
昭
映
「
宮
沢
賢
治
の
「
よ
だ
か
の
星
」
と
権
正
生
の
「
小
犬
の
う
ん
ち
」

の
比
較
と
考
察
」（『
国
際
児
童
文
学
館
紀
要
』、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
、
比
較
文
学
の
立
場
か

ら
論
じ
る
研
究
も
挙
げ
ら
れ
る
。 

死
生
学
、
精
神
医
学
の
方
面
か
ら
文
学
作
品
を
検
討
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

島
薗
進
「
死
と
向
き
合
う
と
い
う
こ
と 

: 

宮
沢
賢
治
の
悲
し
み
と
恵
み
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文

化
研
究
所
紀
要
』
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
、
浜
垣
誠
司
「
宮
沢
賢
治
の
グ
リ
ー
フ
・
ワ
ー
ク 

:
 

ト

シ
の
死
と
心
の
遍
歴
」（『
宮
沢
賢
治
研
究a

nn
u
al

』
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
研
究
は
個
別
の
作
家
の
作
品
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
が
、
大
澤
千
恵
子
と
山
口
美

和
の
研
究
は
、
日
本
児
童
文
学
に
お
け
る
〈
死
〉
の
表
現
、〈
死
〉
の
語
り
の
全
体
像
を
捉
え
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よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。 

大
澤
千
恵
子
「
児
童
文
学
に
お
け
る
死
生
観
―
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
宮
澤
賢
治
の
童
話
を
手

が
か
り
に
」
（
『
死
生
学
研
究
』
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
は
、
「
日
本
児
童
文
学
の
成
立
と
子
ど

も
の
死
の
問
題
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
大
澤
は
『
赤
い
鳥
』
を
大
正
期
の
童
心
主
義
児
童

文
学
の
代
表
と
位
置
づ
け
、
そ
こ
で
描
か
れ
る
子
ど
も
を
、「
無
垢
と
か
よ
わ
さ
の
象
徴
で
あ

る
、
社
会
環
境
に
左
右
さ
れ
る
頼
り
な
い
も
の
」
３

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
大

正
期
の
児
童
文
学
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
つ
い
て
、
「
子
ど
も
の
弱
さ
や
無
垢
さ
は
、

生
の
は
か
な
さ
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
実
の
子
ど
も
の
死
と
は
乖

離
し
た
感
傷
的
な
死
で
あ
っ
た
」
と
主
張
し
て
い
る
４

。
し
か
し
、
議
論
の
中
で
具
体
的
な

作
品
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
主
張
の
根
拠
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。 

 

ま
た
、
山
口
美
和
「
児
童
文
学
作
品
の
テ
ー
マ
と
子
ど
も
観
の
変
遷 

:

『
赤
い
鳥
』
に
お

け
る
〈
死
〉
の
扱
い
を
中
心
と
し
て
」（
『
児
童
文
化
研
究
所
所
報
』、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
で

は
、
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
長
田
秀
雄
「
蓮
の
曼
荼
羅
」
、
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
、

北
原
白
秋
「
金
魚
」
な
ど
、
〈
死
〉
を
扱
っ
た
作
品
を
取
り
上
げ
、
〈
死
〉
と
い
う
テ
ー
マ
の

扱
い
方
と
子
ど
も
観
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
山
口
に
よ
る
と
、『
赤
い
鳥
』
の
子
ど
も
観
は

「
子
ど
も
は
教
育
を
怠
れ
ば
堕
落
し
て
し
ま
う
存
在
で
あ
り
、
教
育
を
受
け
る
前
の
状
態
に

お
い
て
は
、
無
能
力
で
無
価
値
な
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
い
う
明
治
時
代
の
子
ど
も
観

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
『
赤
い
鳥
』
の
「
標
榜
語
」
に
登
場
す
る
「
真
純
」
「
純
麗
」
「
純
清
」

と
い
っ
た
言
葉
が
示
し
て
い
る
よ
う
に 

、
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の

作
品
を
、「
子
ど
も
は
無
垢
で
純
心
な
存
在
」
と
い
う
鈴
木
三
重
吉
の
子
ど
も
観
と
文
学
理
念

が
貫
い
て
い
る
５

。 

と
こ
ろ
で
、
山
口
が
注
で
論
文
の
目
的
は
「
文
学
的
芸
術
性
と
い
う
観
点
か
ら
作
品
分
析

を
行
う
も
の
で
は
な
い
」
６

と
述
べ
て
い
る
が
、
山
口
の
研
究
は
作
品
の
分
析
に
重
点
を
置

か
ず
に
、
作
品
に
登
場
し
た
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
、〈
死
〉
の
扱
い
方
か
ら
現
れ
た
大
正
時
代

の
子
ど
も
観
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
児
童
文
学
を
全
体
的
に
理
解
す
る
た
め

に
有
益
な
研
究
で
あ
る
が
、
大
澤
同
様
、
議
論
の
中
で
具
体
的
な
作
品
の
分
析
を
行
っ
て
い

な
い
た
め
、〈
死
〉
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
表
現
方
法
が
用
い
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
づ
け

が
な
さ
れ
て
い
る
か
、〈
死
〉
の
扱
い
方
は
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て

は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

二
〇
一
〇
年
代
以
降
は
、
日
本
児
童
文
学
研
究
の
分
野
で
も
〈
死
の
語
り
〉
を
め
ぐ
る
問
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題
が
次
第
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
田
辺
欧
・
藤
井
美
和
の
「
死
生

観
の
文
学
空
間
―
現
代
北
欧
児
童
文
学
に
お
け
る
「
死
の
語
り
」（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
採

択
研
究
課
題
、
二
〇
一
二
年
四
月
～
二
〇
一
五
年
三
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、「
子
ど
も

に
対
す
る
死
生
学
」
研
究
の
現
状
に
関
し
て
、
田
辺
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

 

「
子
ど
も
」「
死
生
観
」「
死
生
学
」
い
う
３
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
文
献
を
検
索
す
る
と
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
精
神
医
学
、
社
会
学
、
教
育
学
の
な
か
で
見
出
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
副

次
的
教
材
と
し
て
、
生
き
物
の
生
死
や
「
死
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
絵
本
な
ど

が
紹
介
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
個
別
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
か
ら
捉
え
ら
れ
た
一

方
向
的
な
解
釈
で
あ
り
、
作
家
自
身
の
死
生
観
や
文
学
に
込
め
ら
れ
た
死
生
観
、
ま
た
「
な

ぜ
文
学
を
通
し
て
子
ど
も
に
「
死
」
を
語
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
観
点
は
こ
れ

ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
７

。 

  

こ
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
田
辺
・
藤
井
は
現
代
北
欧
児
童
文
学
（
主
に
デ
ン
マ
ー

ク
お
よ
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
に
お
け
る
子
ど
も
の
死
の
受
容
に
関
す
る
研
究
の
実
態
を
、
文

学
、
社
会
学
、
死
生
学
な
ど
学
際
的
な
見
地
か
ら
多
角
的
に
検
証
し
て
い
る
。
も
っ
ぱ
ら
医

学
や
社
会
学
、
教
育
学
の
分
野
で
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
子
ど
も
に
対
す
る
死
生
学
の
議
論
を

文
学
研
究
で
主
体
的
に
取
り
上
げ
る
と
い
う
田
辺
・
藤
井
の
研
究
ス
タ
ン
ス
は
、
死
生
学
教

育
が
文
学
の
研
究
領
域
に
お
い
て
も
大
き
な
可
能
性
と
必
要
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
田
辺
・
藤
井
の
研
究
と
比
較
す
る
と
、
日
本
児
童
文
学
に
お
け
る

〈
死
〉
の
扱
い
方
や
表
現
、
そ
こ
か
ら
現
れ
た
〈
生
命
〉
に
対
す
る
理
解
な
ど
問
題
を
め
ぐ

る
研
究
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。 

 

二 

研
究
対
象
と
し
て
の
児
童
雑
誌 

―
『
赤
い
鳥
』
研
究
の
現
状
― 

近
代
以
前
の
社
会
は
乳
幼
児
死
亡
率
が
非
常
に
高
く
、
〈
死
〉
は
子
ど
も
の
身
近
に
あ
る
、

日
常
的
な
現
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
代
以
降
、
医
療
の
発
展
に
よ
っ
て
乳
幼
児
死
亡
率
が

低
下
す
る
に
つ
れ
て
、
子
ど
も
は
〈
死
〉
か
ら
遠
い
存
在
、〈
生
〉
の
象
徴
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
子
ど
も
を
め
ぐ
る
〈
死
〉
と
〈
生
〉
の
変
容
は
社
会
の
近
代

化
過
程
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
児
童
雑
誌
の
言
説
に
も
色

濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。 
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児
童
雑
誌
と
は
、
子
ど
も
を
読
者
対
象
と
し
て
教
育
的
・
娯
楽
的
読
み
物
や
記
事
を
掲
載

し
た
定
期
刊
行
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
児
童
雑
誌
は
そ
の
時
代
の
子
ど
も
観
や
社
会

背
景
、
児
童
文
学
作
家
の
創
作
意
図
、
編
集
者
の
編
集
方
針
な
ど
を
反
映
さ
せ
た
紙
面
作
り

を
し
て
い
る
。
児
童
文
学
に
お
け
る
〈
死
〉
や
〈
生
〉
に
対
す
る
理
解
と
、
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
描
写
を
研
究
す
る
さ
い
に
、
児
童
雑
誌
の
分
析
は
避
け
ら
れ
な
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
大
正
時
代
は
「
新
教
育
」「
自
由
教
育
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
実
践
さ
れ
た

時
期
で
あ
っ
た
。
欧
米
で
起
こ
っ
た
児
童
中
心
主
義
的
な
教
育
思
潮
も
大
正
時
代
に
日
本
に

伝
わ
り
、
子
ど
も
の
興
味
や
自
発
性
を
尊
重
す
る
教
育
改
革
の
動
き
も
起
こ
っ
た
。
こ
う
し

た
時
代
背
景
の
下
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
七
月
、「
世
俗
的
な
下
卑
た
子
供
の
読
み
も

の
を
排
除
し
て
、
子
供
の
純
粋
を
保
全
開
発
す
る
た
め
」、
鈴
木
三
重
吉
に
よ
っ
て
児
童
雑
誌

『
赤
い
鳥
』
が
創
刊
さ
れ
た
。 

『
赤
い
鳥
』
に
は
芥
川
龍
之
介
、
有
島
武
郎
、
泉
鏡
花
、
谷
崎
潤
一
郎
、
菊
池
寛
な
ど
、

当
時
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
文
学
者
か
ら
の
投
稿
が
数
多
く
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
赤
い

鳥
』
は
児
童
文
学
全
体
の
レ
ベ
ル
を
高
め
た
と
評
価
さ
れ
、
日
本
初
の
芸
術
児
童
雑
誌
と
見

な
さ
れ
た
８

。
そ
し
て
、
日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
赤
い
鳥
研
究
』（
小
峰
書
店
、
一
九
六
五

年
）
を
は
じ
め
、『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
本
格
的
な
学
術
研
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。 

『
赤
い
鳥
』
研
究
は
大
き
く
四
つ
の
方
向
に
分
け
ら
れ
る
。 

 一 

『
赤
い
鳥
』
の
主
宰
者
で
あ
る
鈴
木
三
重
吉
の
業
績
に
関
す
る
研
究
、
特
に
三
重
吉
と

『
赤
い
鳥
』
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
研
究
。
西
田
良
子
『
鈴
木
三
重
吉
の
感
覚
的
世
界:

『
赤

い
鳥
』
を
め
ぐ
っ
て
』
（
森
の
仲
間
、
一
九
七
三
年
）
、
根
本
正
義
『
鈴
木
三
重
吉
と
「
赤

い
鳥
」』（
鳩
の
森
書
房
、
一
九
七
三
年
）、
赤
い
鳥
の
会
編
『『
赤
い
鳥
』
と
鈴
木
三
重
吉
』

（
小
峰
書
店
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

二 

大
正
時
代
の
児
童
文
学
思
潮
、
教
育
環
境
、
子
ど
も
観
な
ど
の
社
会
背
景
か
ら
『
赤
い

鳥
』
運
動
や
、『
赤
い
鳥
』
の
文
学
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
お
よ
び
功
績
な
ど
を
検
討
す
る

研
究
。
久
米
井
束
「
教
育
か
ら
見
た
「
赤
い
鳥
」
の
運
動
」（『
日
本
児
童
文
学17

(1
0)

』、

一
九
七
一
年
一
〇
月
）
、
桑
原
三
郎
『
「
赤
い
鳥
」
の
時
代 

:
 

大
正
の
児
童
文
学
』
（
慶
応

通
信
、
一
九
七
五
年
）、
河
原
和
枝
『「
子
ど
も
観
の
近
代:

『
赤
い
鳥
』
と
「
童
心
」
の
理

想
」』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

三 

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
外
国
文
化
、
文
学
の
受
容
を
中
心
と
す
る
研
究
。
例
え
ば
、
浅
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野
法
子
「『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
中
国
像
」（
『
梅
花
児
童
文
学 (

7)

』
一
九
九
九
年
七
月)

、

丸
尾
美
保
「
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
掲
載
の
ロ
シ
ア
関
連
作
品
の
考
察
」（
『
梅
花
児
童
文
学 1

0

』

二
〇
〇
二
年
七
月
）、
丸
尾
美
保
「
ソ
ロ
グ
ー
プ
作
品
の
日
本
に
お
け
る
受
容 

:

「
赤
い
鳥
」

を
中
心
に
」（
『
梅
花
児
童
文
学 1

1

』
二
〇
〇
三
年
六
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

四 

『
赤
い
鳥
』
誌
面
の
分
析
に
重
点
を
置
く
研
究
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
綴
方
か
ら
『
赤

い
鳥
』
の
編
集
方
針
や
児
童
教
育
な
ど
を
検
討
す
る
研
究
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。

深
川
明
子
「
鈴
木
三
重
吉
の
子
ど
も
観:

前
期
「
赤
い
鳥
」
の
綴
方
を
中
心
に
」（『
教
科
教

育
研
究 

2
1

』
一
九
八
五
年
六
月
）
、
菅
邦
男
『『
赤
い
鳥
』
と
生
活
綴
方
教
育 :

 

宮
崎
の

児
童
詩
と
綴
方
』
（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
、
中
内
敏
夫
『
綴
る
と
解
く
の
弁
証
法:

「
赤
い
鳥
」
綴
方
か
ら
「
綴
方
読
本
」
を
経
て
』（
渓
水
社
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。 

  

そ
し
て
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
童
話
作
品
に
関
す
る
研
究
は
、
大
き
く
二
つ
の
方
向

に
分
け
ら
れ
る
。 

一
つ
は
、
童
話
作
品
群
の
紹
介
を
通
じ
て
『
赤
い
鳥
』
の
特
質
や
、『
赤
い
鳥
』
が
代
表
す

る
大
正
児
童
文
学
、
文
化
の
風
潮
な
ど
を
検
討
す
る
研
究
で
あ
る
。
河
原
和
枝
「『
赤
い
鳥
』

の
子
ど
も
た
ち 

:
 

誕
生
期
の
「
童
話
」
に
現
れ
た<

子
ど
も>

像
」
（『
年
報
人
間
科
学 

1
2

』
、

一
九
九
一
年
）
、
金
森
友
里
「
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
戦
争
観:

創
刊
一
九
一
八
年
か
ら

休
刊
一
九
二
九
年
ま
で
の
傾
向
」（『
富
大
比
較
文
学 5

』、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。 

も
う
一
つ
は
、
個
別
の
作
家
や
作
品
の
分
析
に
重
点
を
置
く
研
究
で
あ
る
。
大
藤
幹
夫
「
坪

田
譲
治
と
『
赤
い
鳥
』
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞 

6
3
(4

)

』、
一
九
九
八
年
四
月
）、
小
野
由
紀

「
野
上
彌
生
子
の
児
童
文
学--

「
赤
い
鳥
」
の
「
お
爺
さ
ん
と
お
婆
さ
ん
」
を
中
心
に
」（「
児

童
文
学
研
究 

(3
5)

」、
二
〇
〇
二
年
）、
田
中
俊
男
「
教
科
書
・「
赤
い
鳥
」
と
い
う
場 :

 

新

美
南
吉
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
論
」
（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要.

 

教
育
科
学
・
人
文
・
社
会
科

学
・
自
然
科
学 

48

別
冊
』
二
〇
一
五
年
二
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
個
別
の

作
家
研
究
や
作
品
研
究
は
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。 

こ
の
ほ
か
、『
赤
い
鳥
』
掲
載
の
童
謡
の
分
析
を
中
心
と
し
た
研
究
も
数
多
く
あ
る
。
例
え

ば
、
滝
沢
典
「
創
造
期
の
「
赤
い
鳥
」
童
謡
」『
日
本
歌
謡
研
究 (

1
3)

』
一
九
七
四
年
三
月
）、

大
畑
耕
一
「
大
正
・
昭
和
初
期
童
謡
の
考
察:

「
赤
い
鳥
」「
金
の
船
・
金
の
星
」
を
中
心
に
」
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（『
藤
女
子
大
学
・
藤
女
子
短
期
大
学
紀
要 

第2

部 3
1

』
一
九
九
三
年
一
二
月
）
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、『
赤
い
鳥
』
の
表
紙
、
挿
絵
、
絵
画
を
研
究
対
象
と
す
る
研
究
も
あ
る
。
申
明
浩

「『
赤
い
鳥
』
表
紙
デ
ザ
イ
ン
の
芸
術
的
展
開
と
意
義
」（『
日
本
児
童
文
学 

4
4(

4)

』
一
九
九

八
年
八
月
）
、
仲
本
美
央
「
児
童
出
版
物
に
お
け
る
絵
画
の
研
究:

『
赤
い
鳥
』
の
児
童
出
版

美
術(

童
画)

に
つ
い
て
」
（『
北
海
道
教
育
大
学
函
館
学
校
教
育
学
会
年
会
発
表
論
文
集 

2

』

一
九
九
六
年
九
月
）
、
仲
本
美
央
「
『
赤
い
鳥
』
の
グ
ラ
ビ
ア
版
画
報
に
関
す
る
研
究
」
（『
読

書
科
学 4

1(
2
)

』
一
九
九
七
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

三 

本
研
究
の
構
成
に
つ
い
て 

 

本
研
究
は
、
近
代
日
本
児
童
文
学
作
品
の
中
で
描
か
れ
る
〈
死
〉
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
特
に
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
童
話
作
品
に

お
け
る
〈
死
〉
の
表
現
に
注
目
し
、
そ
の
表
現
の
特
徴
や
時
代
と
の
関
係
、
作
者
が
込
め
た

意
図
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
考
察
す
る
。 

本
研
究
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。 

第
一
部
「『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
〈
他
者
の
死
〉
の
問
題
―
昔
話
の
再
話
作
品
と
創
作
童
話

の
あ
い
だ
―
」
は
五
章
か
ら
な
る
。『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
昔
話
の
再
話
作
品
お
よ
び
創

作
童
話
の
中
の
〈
他
者
の
死
〉
に
焦
点
を
当
て
、
親
な
ど
身
近
な
人
や
動
物
の
〈
死
〉
や
、

そ
れ
ら
の
〈
死
〉
に
対
す
る
子
ど
も
の
向
き
合
い
方
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
な
ど

を
検
討
す
る
。 

第
一
章
で
は
『
赤
い
鳥
』
の
欧
米
の
昔
話
作
品
群
を
中
心
に
、
作
品
中
の
〈
殺
す
〉〈
殺
さ

れ
る
〉
〈
食
べ
る
〉
〈
食
べ
ら
れ
る
〉
な
ど
の
場
面
を
取
り
上
げ
な
が
ら
そ
れ
ら
の
表
現
の
特

徴
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
表
現
と
『
赤
い
鳥
』
の
編
集
方
針
と
の
関
係
を
検
討

す
る
。 

第
二
章
と
第
三
章
で
は
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
と
動
物
の
死
〉
に

焦
点
を
当
て
る
。『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
欧
米
の
昔
話
の
再
話
作
品
に
み
ら
れ
る
動
物
の

〈
死
〉
は
、
食
材
と
し
て
人
間
に
食
べ
ら
れ
る
形
式
が
多
い
。
殺
さ
れ
た
動
物
た
ち
は
、
人

間
の
食
料
・
衣
料
で
あ
り
、
ま
た
、
生
き
て
い
る
動
物
は
、
狩
猟
の
際
の
使
役
動
物
で
な
け

れ
ば
、
家
畜
化
さ
れ
た
物
質
的
な
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
赤
い
鳥
』
の
創
作
童
話

作
品
に
お
い
て
動
物
の
〈
死
〉
は
、
よ
り
多
様
な
か
た
ち
で
描
か
れ
て
い
る
。 
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第
二
章
で
は
、『
赤
い
鳥
』
の
創
作
童
話
作
品
に
お
け
る
、
子
ど
も
の
身
近
に
あ
る
動
物
の

〈
死
〉
と
そ
れ
に
対
す
る
子
ど
も
の
感
情
の
描
写
に
注
目
し
、
描
写
の
特
徴
と
芸
術
性
を
〈
殺

害
さ
れ
た
動
物
た
ち
〉〈
ペ
ッ
ト
の
死
〉〈
童
話
の
ロ
マ
ン
ス
的
性
格
と
動
物
の
死
と
の
関
係
〉

と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
子
ど
も
の
遊
び
と
動
物
の
〈
死
〉

に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
子
ど
も
に
よ
っ
て
遊
び
の
最
中
に
殺
さ
れ
た

動
物
は
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
、
森
田
草
平
の
創
作
童
話
「
鼠
の
お

葬
ひ
」
（
一
三
巻
三
号
、
一
九
二
四
年
九
月
）
を
中
心
に
検
討
す
る
。
『
赤
い
鳥
』
で
描
か
れ

た
動
物
の
〈
死
〉
は
、
動
物
の
属
性
に
よ
っ
て
分
け
る
と
野
生
動
物
の
死
や
ペ
ッ
ト
の
死
な

ど
、
死
因
に
よ
っ
て
分
け
る
と
病
死
、
餓
死
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
と
る
が
、
中
に
は
子

ど
も
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
と
い
う
死
を
扱
っ
た
作
品
も
数
篇
あ
る
。
森
田
の
「
鼠
の
お
葬
ひ
」

は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
子
ど
も
が
遊
び
の
最
中
に
は
つ
か
鼠
を
殺
し
て
し
ま
う
。
小
さ
な
虫

や
、
ミ
ミ
ズ
、
蜂
な
ど
と
は
異
な
り
、
哺
乳
類
が
子
ど
も
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
童
話
作
品
は

少
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、「
鼠
の
お
葬
ひ
」
は
読
者
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
作
品

で
あ
る
。 

第
四
章
と
第
五
章
で
は
『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
お
け
る
子
ど
も
と
〈
身
近
な
人
の
死
〉

の
語
り
を
取
り
上
げ
る
。
子
ど
も
が
直
面
す
る
〈
死
〉
に
つ
い
て
は
、
動
物
の
死
以
外
に
も
、

家
族
の
死
や
親
友
の
死
と
い
っ
た
人
間
の
死
も
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
で
は
扱
わ
れ
て
い

る
。
子
ど
も
が
直
面
す
る
〈
身
近
な
人
の
死
〉
は
、
童
話
の
中
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て

き
た
の
か
。 

第
四
章
で
は
〈
他
者
の
死
〉
と
物
語
の
意
図
、
社
会
批
判
お
よ
び
文
明
批
判
と
し
て
の
〈
他

者
の
死
〉
の
語
り
、〈
子
ど
も
の
死
〉
に
遭
遇
し
た
子
ど
も
た
ち
と
喪
失
体
験
の
感
情
表
出
か

ら
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
お
け
る
子
ど
も
の
〈
身
近
な
人
の
死
〉
を
検
討
す
る
。
第
五

章
で
は
、
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」（
十
巻
五
号
、
一
九
三
五
年
十
一
月
）
を
取
り
上

げ
、
三
吉
と
母
親
の
死
別
を
め
ぐ
る
表
現
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作

品
に
お
け
る
親
子
の
死
別
を
め
ぐ
る
表
現
の
特
徴
と
、
児
童
文
学
に
お
い
て
親
子
の
死
別
を

描
く
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。 

第
二
部
「『
赤
い
鳥
』
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
問
題
―
〈
生
命
表
現
〉
と
の
関

わ
り
か
ら
―
」
は
六
章
か
ら
な
る
。
第
六
章
で
は
『
赤
い
鳥
』
掲
載
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど

も
の
死
〉
の
描
か
れ
方
に
注
目
し
、
〈
超
自
然
的
要
素
を
含
ん
だ
子
ど
も
の
死
〉
〈
日
常
生
活

に
お
け
る
子
ど
も
の
死
〉〈
子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
子
ど
も
の
死
〉
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
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〈
子
ど
も
の
死
〉
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

第
七
章
以
降
は
個
別
の
作
家
に
注
目
し
、
代
表
作
品
の
分
析
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
子

ど
も
の
死
〉
の
描
写
に
関
す
る
特
徴
、〈
子
ど
も
の
死
〉
の
語
り
か
ら
現
れ
る
作
者
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
〈
死
〉
や
〈
生
〉
に
対
す
る
理
解
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
七
章
で
は
、
〈
超
自
然

的
要
素
を
含
ん
だ
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
と
し
て
宮
原
晃
一
郎
の
「
身
に
咲
い
た
花
」

（
六
巻
二
号
、
一
九
二
一
年
二
月
）
を
取
り
上
げ
、
宗
教
的
要
素
の
強
い
作
品
に
お
け
る
〈
子

ど
も
の
死
〉
の
描
か
れ
方
の
特
徴
、
お
よ
び
そ
れ
と
宗
教
の
教
義
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。 

第
八
章
で
は
、
下
村
千
秋
の
創
作
童
話
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
（
二
一
巻
三
～
五

号
、
一
九
二
八
年
九
～
十
一
月
号
）
を
取
り
上
げ
、
こ
の
創
作
童
話
が
昔
話
の
何
を
踏
襲
し
、

ど
の
よ
う
に
独
自
性
を
出
し
て
い
る
の
か
を
、
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た
。
ま
た
、

『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
現
れ
る
基
本
的
な
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
つ
で
あ
る
社
会
的

弱
者
と
し
て
の
子
ど
も
の
日
常
生
活
に
お
け
る
〈
死
〉
の
描
か
れ
方
や
、
そ
れ
ら
の
描
写
と

物
語
の
機
能
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。 

第
九
章
で
は
、
加
能
作
次
郎
の
「
少
年
と
海
」（
五
巻
二
号
、
一
九
二
〇
年
八
月
）
を
取
り

上
げ
、
童
話
作
品
に
お
け
る
子
ど
も
の
〈
死
〉
に
対
す
る
認
識
お
よ
び
心
理
と
そ
れ
ら
に
基

づ
く
言
動
、
い
わ
ゆ
る
〈
子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
子
ど
も
の
死
〉
に
関
す
る
描
写
の
特
徴
を

分
析
す
る
。 

第
十
章
と
第
十
一
章
で
は
、
坪
田
譲
治
と
小
川
未
明
の
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉

の
語
り
を
検
討
す
る
。
坪
田
の
作
品
に
お
い
て
、
死
は
終
焉
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
時
間

と
空
間
を
超
え
た
繋
が
り
を
生
み
だ
す
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
第
十
章
で
は
、「
小
川

の
葦
」
（
二
十
一
巻
三
号
、
一
九
二
八
年
九
月
）
を
取
り
上
げ
、
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
通
じ
て

坪
田
が
童
話
作
品
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て

第
十
一
章
で
は
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
未
明
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
〉
や
〈
子
ど
も

の
死
〉
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
込
め
ら
れ
た
意
味
な
ど
を
、
「
町
の
天
使
」
（
一
六
巻
一
号
、
一

九
二
六
年
一
月
）
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
、
考
察
す
る
。 

近
代
日
本
文
学
研
究
に
お
い
て
〈
生
と
死
〉
は
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
、
長
い
研

究
の
蓄
積
が
あ
る
。
一
方
、
近
代
日
本
児
童
文
学
に
お
け
る
〈
生
と
死
〉
の
研
究
、
と
り
わ

け
〈
死
〉
の
研
究
に
関
し
て
は
、
包
括
的
な
研
究
は
お
ろ
か
、
個
別
の
作
家
の
研
究
も
十
分

に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
研
究
が
近
代
日
本
児
童
文
学
に
お
け
る
〈
生
と
死
〉
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の
研
究
、
お
よ
び
『
赤
い
鳥
』
研
究
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
る
。 

ま
た
、
児
童
文
学
の
対
象
読
者
は
、
発
育
途
上
の
子
ど
も
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
作
品
で

描
か
れ
る
〈
生
と
死
〉
は
、
子
ど
も
に
〈
死
〉
と
〈
生
〉
、
〈
命
〉
と
い
う
も
の
が
何
で
あ
る

か
を
理
解
さ
せ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
研
究
は
、

近
代
日
本
の
児
童
文
学
の
中
に
見
ら
れ
る
〈
死
〉
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
言
語
認
知
能
力
や
心
の
発
達
段
階
に
合
っ
た
〈
生
命
〉
概
念
の
説
明
様
式
を
提
示

す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
以
降
の
子
ど
も
の
読
み
物
研
究
や
創
作
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と

考
え
る
。 

   

注 １
一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
た
「
死
の
舞
踏
」
な
ど
は
、

そ
の
好
例
で
あ
る
。「
死
の
舞
踏
」
は
王
や
領
主
、
聖
職
者
や
農
民
な
ど
、
様
々
な
階
級
の
者

と
、
骸
骨
や
死
神
の
よ
う
な
も
の
が
一
緒
に
踊
っ
て
い
る
と
い
う
図
像
で
、
い
か
な
る
者
も

あ
る
日
突
然
訪
れ
る
死
に
よ
っ
て
身
分
や
貧
富
の
差
な
く
無
に
統
合
さ
れ
る
と
い
う
当
時
の

死
生
観
が
表
さ
れ
て
い
る
。
ミ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
著 

、
富
樫
瓔
子
『
死
の
歴
史 

死
は

ど
の
よ
う
に
受
け
い
れ
ら
れ
て
き
た
の
か
』（
創
元
社
、
一
九
九
六
年
）
四
六
～
四
七
頁 

２
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
『
死
へ
の
準
備
教
育 

第
１
巻 

死
を
教
え
る
』（
株
式
会
社

メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
、
一
八
八
六
年
）
五
十
一
頁 

３
大
澤
千
恵
子
「
児
童
文
学
に
お
け
る
死
生
観
―
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
宮
澤
賢
治
の
童
話
を
手

が
か
り
に
」（
『
死
生
学
研
究
』、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
一
五
九
頁 

４
大
澤
千
恵
子 

前
掲
論
文
、
一
五
九
頁 

５
山
口
美
和
「
児
童
文
学
作
品
の
テ
ー
マ
と
子
ど
も
観
の
変
遷 :

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
〈
死
〉

の
扱
い
を
中
心
と
し
て
」
（
『
児
童
文
化
研
究
所
所
報
』、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
一
〇
二
頁 

６
山
口
美
和 

前
掲
論
文
、
一
一
三
頁 

７
田
辺
欧
、
藤
井
美
和 

「
死
生
観
の
文
学
空
間
ー
現
代
北
欧
児
童
文
学
に
お
け
る
「
死
」

の
語
り
」（2
0
1
4 

年
度 

科
学
研
究
費
助
成
事
業 

研
究
成
果
報
告
書
）（
研
究
課
題/

領
域
番

号
：24
6

５
２07

0

、
研
究
種
目
：
挑
戦
的
萌
芽
研
究
）
二
頁 

８
鳥
越
信
『
子
ど
も
の
本
の
百
年
史
』（
明
治
図
書
出
版
、
一
九
七
三
年
）
四
十
三
頁 
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第
一
部 

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
〈
他
者
の
死
〉
の
問
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―
昔
話
の
再
話
作
品
と
創
作
童
話
の
あ
い
だ
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鳥
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欧
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の
昔
話
の
再
話
作
品
を
中
心
に
― 

              



19 

 

一 
『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
再
話
作
品
研
究
の
課
題 

雑
誌
『
赤
い
鳥
』
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
八
月
の
創
刊
か
ら
昭
和
十
一
年
（
一
九

三
六
年
）
八
月
の
鈴
木
三
重
吉
の
死
ま
で
、
十
八
年
間
続
い
た
。
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三

年
）
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
そ
の
十
月
号
お
よ
び
十
二
月
号
の
休
刊
、
ま
た
昭
和
四
年
（
一

九
二
九
年
）
二
月
か
ら
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
一
月
ま
で
の
一
時
休
刊
を
除
き
、
確
実

に
月
刊
ペ
ー
ス
で
通
巻
一
九
六
冊
を
刊
行
し
た
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
年
）
に
第
一
次
世

界
大
戦
が
勃
発
し
、
戦
時
中
に
日
本
と
外
国
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思

想
、
文
化
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
外
国
童
話
の

翻
案
も
ぞ
く
ぞ
く
と
出
版
さ
れ
、『
赤
い
鳥
』
に
も
欧
米
の
昔
話
の
再
話
が
数
多
く
掲
載
さ
れ

た
。 鈴

木
三
重
吉
は
「
世
俗
的
な
下
卑
た
子
供
の
読
み
も
の
を
排
除
し
て
、
子
供
の
純
粋
を
保

全
開
発
す
る
た
め
」
の
話
・
歌
を
創
作
し
、
世
に
広
め
る
一
大
運
動
を
宣
言
、『
赤
い
鳥
』
を

発
刊
し
た
。
こ
の
と
き
、
創
作
童
話
、
童
謡
以
外
に
、
三
重
吉
の
手
に
よ
る
再
話
作
品
を
は

じ
め
と
す
る
、
多
く
の
再
話
作
品
も
『
赤
い
鳥
』
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
昔
話
は
残
酷
な
場
面
が
多
く
、
子
ど
も
に
向
い
て
い
な
い
と
い
う
説
が
あ
る
が
、

そ
の
最
も
極
端
な
主
張
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
唱
え
ら
れ
た
、
ナ
チ
ス
の
残
酷
な
行
為

は
グ
リ
ム
の
昔
話
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昔
話
の
残

酷
さ
に
関
す
る
研
究
が
す
で
に
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
日
本
で
は
、
そ
の
代
表
者
の
一

人
で
あ
る
野
村
泫
が
『
昔
話
は
残
酷
か
』
で
文
芸
学
、
民
俗
学
、
心
理
学
の
三
つ
の
立
場
か

ら
昔
話
の
残
酷
さ
を
詳
し
く
検
討
、
昔
話
の
残
酷
さ
は
独
自
の
文
体
を
持
ち
な
が
ら
、
け
っ

し
て
子
ど
も
に
害
を
お
よ
ば
さ
な
い
は
ず
だ
と
強
く
反
論
し
た
１

。 

大
正
時
代
の
代
表
的
な
児
童
雑
誌
で
あ
る
『
赤
い
鳥
』
の
昔
話
関
連
作
品
に
も
〈
殺
す
〉

〈
殺
さ
れ
る
〉
な
ど
の
残
酷
な
モ
チ
ー
フ
を
扱
っ
た
作
品
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。〈
殺
人
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
残
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
昔
話
に
お
け
る
〈
殺
す
〉〈
殺

さ
れ
る
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
単
に
残
酷
性
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
く
、
独
自
の
意
味
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
章
は
『
赤
い
鳥
』
の
欧
米
昔
話
作
品
群
を
中
心
に
、
作

品
中
の
〈
殺
す
〉〈
殺
さ
れ
る
〉〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉
な
ど
の
場
面
を
取
り
上
げ
な
が

ら
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
に
現
れ
た
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
の
編
集
方
針
と
意
図
を
検

討
す
る
。 

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
昔
話
の
再
話
作
品
を
研
究
対
象
と
す
る
場
合
、
研
究
上
の
難
点
に
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つ
い
て
、
渡
辺
茂
男
は
主
に
二
つ
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
２

。
第
一
に
、

作
者
が
確
定
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
赤
い
鳥
』
に
寄
稿
し
た
作
者
の
中
に
は
、
芥

川
龍
之
介
、
久
米
正
雄
、
菊
池
寛
、
宇
野
浩
二
な
ど
、
当
時
の
文
壇
で
活
躍
し
て
い
た
作
家

が
い
る
一
方
、
丹
野
て
い
子
、
小
野
浩
、
樋
口
や
す
子
な
ど
『
赤
い
鳥
』
の
編
集
者
も
い
る
。

編
集
上
の
便
宜
、
経
済
的
理
由
な
ど
で
、
鈴
木
三
重
吉
が
他
人
の
名
を
か
り
て
発
表
し
た
作

品
も
多
数
あ
る
。
ま
た
、『
鈴
木
三
重
吉
童
話
全
集
』、『
鈴
木
三
重
吉
全
集
』
な
ど
全
集
に
収

録
さ
れ
て
い
る
作
品
は
全
て
が
三
重
吉
の
作
品
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
こ
と
３

は
桑
原

三
郎
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
桑
原
は
掲
載
時
の
作
家
が
誰
か
を
判
別
す
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
と
主
張
し
て
い
る
。 

も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
再
話
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
典

拠
や
原
話
な
ど
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。『
赤
い
鳥
』
の
目
録
に
原
話
が
示
さ
れ

て
い
る
も
の
は
、
僅
か
数
編
し
か
い
な
い
。
ま
た
、『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
昔
話
の
再
話
方
式

も
様
々
で
あ
る
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
正
直
も
の
」
は
、
グ
リ

ム
童
話
の
話
を
脚
色
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
平
気
な
平
左
」（
二
巻
第
二
号
、

一
九
一
九
年
二
月
）
は
日
本
人
を
主
人
公
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
作
者
の
小
山
内
薫
が
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
昔
話
を
日
本
風
に
書
き
換
え
た
作
品
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
再
話
す
る
か
、

原
話
に
忠
実
に
書
き
換
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
脚
色
す
る
の
か
、
脚
色
す
る
場
合
ど
の
程
度

脚
色
す
る
の
か
は
、
作
者
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。 

そ
の
た
め
、
本
章
で
は
昔
話
の
再
話
作
品
を
一
つ
の
作
品
群
と
し
て
捉
え
る
。
そ
し
て
、

そ
の
中
に
現
れ
た
〈
殺
す
〉
〈
殺
さ
れ
る
〉
の
描
写
に
注
目
、
そ
の
内
容
を
大
き
く
。
〈
食
べ

ら
れ
た
も
の
〉
〈
殺
さ
れ
た
も
の
〉
〈
食
べ
ら
れ
な
い
主
人
公
、
殺
さ
れ
な
い
主
人
公
〉
の
三

つ
に
分
け
て
そ
れ
ら
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
物
語
中
の
〈
殺
し
〉
の
含
意
を
検
討
す
る
。 

『
赤
い
鳥
』
の
再
話
作
品
に
は
国
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
八
一
篇
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
欧
米
昔
話
関
連
作
品
は
七
六
篇
で
あ
っ
た
（
国
の
内
訳
に
つ
い
て
は
文
末
付
表
『
赤
い

鳥
』
欧
米
昔
話
関
連
作
品
一
覧
を
参
照
）。
そ
の
中
で
も
〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉〈
殺
す
〉

〈
殺
さ
れ
る
〉
な
ど
を
描
い
た
も
の
は
六
八
篇
で
、
相
当
な
頻
度
で
現
れ
て
い
る
。
欧
米
昔

話
の
再
話
作
品
に
お
け
る
〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
小
澤
俊
夫
は

『
昔
話
が
語
る
子
ど
も
の
姿
』
で
以
下
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
一
、
動
物
同
士
（
人
間

と
動
物
）
の
命
を
め
ぐ
る
物
語
。
二
、
人
間
が
自
然
の
世
界
を
侵
略
し
て
い
る
物
語
。
三
、

究
極
の
仇
討
ち
の
物
語
（
相
手
を
食
う
、
あ
る
い
は
相
手
に
そ
の
肉
親
を
食
わ
せ
る
）
４

。 
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し
か
し
、
昔
話
の
中
の
動
物
を
動
物
と
し
て
見
て
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
村
瀬
学
は
、
子
ど
も
向
け
の
絵
本
に
出
て
き
た
動
物
た
ち
は
動
物
と
人
間

両
方
の
性
格
を
持
つ
「
架
空
の
動
物
」
で
、「
動
物
」
と
「
人
間
」
と
の
間
を
つ
な
ぐ
「
中
間

も
の
」
で
あ
る
５

と
主
張
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、『
赤
い
鳥
』
関
係
作
品
に
登
場
す
る
こ
れ

ら
の
も
の
に
は
、「
現
実
の
も
の
」
に
近
い
も
の
も
、
現
実
に
は
全
く
存
在
し
な
い
も
の
も
た

く
さ
ん
存
在
す
る
。
動
物
に
つ
い
て
は
自
然
世
界
の
動
物
に
近
い
も
の
、
喋
っ
た
り
笑
っ
た

り
人
間
に
近
い
も
の
、
魔
力
を
持
っ
て
い
る
超
自
然
的
な
も
の
な
ど
、
様
々
な
か
た
ち
を
と

っ
て
現
れ
る
。
本
章
で
は
〈
食
べ
ら
れ
る
自
然
界
の
動
物
〉
、
〈
食
べ
ら
れ
た
擬
人
化
さ
れ
た

も
の
〉、〈
超
自
然
的
な
も
の
の
食
べ
物
〉
の
三
つ
に
分
け
、
物
語
に
お
け
る
〈
食
べ
る
〉〈
食

べ
ら
れ
る
〉
の
関
係
性
を
検
討
す
る
。 

 

 

二 

再
話
作
品
に
お
け
る
〈
食
べ
る
〉
〈
食
べ
ら
れ
る
〉
関
係 

―
動
物
、
擬
人
化
さ
れ
た
も

の
、
超
自
然
的
な
も
の
を
め
ぐ
っ
て
― 

ま
ず
、〈
食
べ
ら
れ
る
自
然
界
の
動
物
〉
に
つ
い
て
。
食
べ
る
側
は
も
っ
ぱ
ら
人
間
や
、
人

間
の
よ
う
に
喋
り
、
考
え
る
動
物
、
自
然
界
の
動
物
と
異
な
る
特
性
を
持
っ
た
動
物
で
あ
る

（
文
末
付
表
（
『
赤
い
鳥
』
欧
米
昔
話
関
連
作
品
）
表Ⅰ

参
照
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
食
べ
ら

れ
る
側
の
多
く
は
自
然
界
の
動
物
、
す
な
わ
ち
本
能
に
し
た
が
っ
て
行
動
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
動
物
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
食
べ
ら
れ
る
側
は
〈
命
〉

を
持
つ
存
在
と
し
て
の
側
面
が
非
常
に
希
薄
で
あ
り
、
生
き
も
の
の
姿
の
ま
ま
や
、
解
体
さ

れ
た
食
べ
物
の
状
態
で
描
か
れ
て
い
る
。 

 

・
蜘
蛛
は
、
そ
の
網
の
真
ん
中
で
、
た
だ
今
捉
へ
た
ば
か
り
の
蠅
を
た
べ
よ
う
と
し
て
ゐ
ま

し
た
（「
魔
法
の
魚
」）。 

・
狼
は
、
そ
の
間
に
、
羊
を
二
三
匹
食
べ
ち
ら
か
し
て
、
と
っ
く
に
逃
げ
て
し
ま
ひ
ま
し
た

（「
馬
鹿
」
）。 

・
狐
は
前
の
晩
に
、
そ
の
穴
か
ら
入
り
こ
ん
で
、
中
に
入
れ
て
あ
っ
た
、
一
ば
ん
肥
っ
た
鶏

を
一
羽
と
っ
て
食
べ
た
の
で
す
（「
悪
狐
」）。 

・
一
匹
の
水
牛
が
来
て
、
沼
の
水
を
の
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
獅
子
は
山
を
か
け
下
り
て
、
水
牛

を
噛
み
こ
ろ
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
（「
鼻
ッ
張
り
の
強
い
狼
」）。 

・
鸚
鵡
が
来
て
も
た
っ
た
一
ぱ
い
の
牛
乳
と
、
魚
の
切
れ
を
た
っ
た
一
と
き
れ
し
か
出
さ
な
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い
で
そ
れ
を
二
人
で
食
べ
よ
う
と
言
ふ
の
で
す
（「
お
な
か
の
皮
」
）。 

・
灰
色
の
大
熊
が
、
森
の
水
の
下
で
、
旨
し
さ
う
な
豚
の
肉
を
食
べ
て
ゐ
ま
す
（「
わ
る
い
狐
」）
。 

・
娘
は
鼠
の
代
わ
り
に
、
来
る
途
で
拾
っ
て
来
た
魚
の
骨
を
や
り
ま
す
と
、
黒
猫
は
そ
れ
を

喜
ん
で
食
べ
て
か
ら…

（「
優
し
い
娘
の
話
」）。 

 

村
瀬
学
に
よ
る
と
、
我
々
が
姿
を
失
っ
た
も
の
を
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

姿
を
失
っ
た
こ
と
で
、
そ
こ
に
か
つ
て
存
在
し
た
命
を
感
じ
取
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

食
べ
る
こ
と
の
出
発
点
は
、
命
あ
る
も
の
が
切
り
刻
ま
れ
、
解
体
さ
れ
、
そ
の
姿
を
失
う
過

程
の
終
点
に
あ
る
６

。
物
語
中
の
「
蠅
」「
羊
」「
鶏
」「
水
牛
」
は
獲
物
か
ら
食
べ
物
へ
至
る

過
程
、
自
分
の
〈
命
〉
を
守
る
た
め
の
逃
走
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
魚
の
切
れ
」

「
豚
の
肉
」「
魚
の
骨
」
は
も
と
の
姿
に
関
す
る
描
写
は
一
切
せ
ず
、
生
き
も
の
の
姿
を
喪
失

し
た
食
べ
物
と
い
う
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
食
べ
る
側
の
狐
、
狼
な
ど
は
喋
っ

た
り
魔
法
を
使
っ
た
り
、
自
然
界
の
動
物
以
上
に
〈
命
〉
を
感
じ
さ
せ
る
。〈
命
〉
を
持
つ
存

在
と
し
て
の
側
面
が
非
常
に
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
の

大
き
な
前
提
に
な
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
食
べ
ら
れ
る
運
命

か
ら
逃
れ
得
た
も
の
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉
の
関
係
性
が
、
行

動
で
は
な
く
言
葉
の
レ
ベ
ル
で
、
す
な
わ
ち
会
話
を
通
じ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
大

い
た
ち
」
の
蜂
の
子
と
「
悪
狐
」
の
「
物
置
小
屋
の
中
に
あ
る
鼠
」
は
実
際
に
は
存
在
せ
ず
、

い
た
ち
が
鴨
を
、
狐
が
猫
を
誘
惑
し
、
騙
す
た
め
の
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
、「
鳥
の
言
葉
獣
の

言
葉
」
の
羊
は
番
犬
と
狼
が
、「
鷲
と
亀
と
禿
」
の
仔
犬
は
鷲
親
子
が
狙
お
う
と
し
て
い
る
獲

物
で
あ
り
、「
雪
だ
る
ま
」
の
鶏
は
お
爺
さ
ん
と
お
婆
さ
ん
に
対
す
る
狐
の
要
求
を
表
し
て
い

る
。 次

に
、
〈
食
べ
ら
れ
た
擬
人
化
さ
れ
た
も
の
〉
に
つ
い
て
。
〈
食
べ
ら
れ
る
〉
側
が
擬
人
化

さ
れ
て
い
る
物
語
も
、『
赤
い
鳥
』
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。 

 

・
あ
あ
、
ま
し
ま
し
ゼ
メ
リ
イ
さ
ん
、
後
生
だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
は
な
い
で
、
ど
う

か
も
と
の
青
い
水
の
中
へ
逃
し
て
下
さ
い
な
。
そ
の
代
り
あ
と
で
ど
っ
さ
り
お
礼
を
し
ま
す

か
ら
（「
ゼ
メ
リ
イ
の
馬
鹿
」
の
カ
マ
ス
）。 

・
狼
が
、
ウ
オ
ウ
オ
と
呻
る
の
が
聞
え
て
来
ま
し
た
。
な
ま
け
も
の
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
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た
。
こ
こ
で
下
手
に
の
ろ
の
ろ
し
て
ゐ
て
あ
の
狼
に
喰
は
れ
で
も
し
た
ら
お
し
ま
ひ
だ
と

（「
な
ま
け
も
の
」
の
な
ま
け
も
の
）。 

 

こ
の
ほ
か
に
も
、
「
大
い
た
ち
」
の
狼
に
食
べ
ら
れ
る
兎
、
「
三
匹
の
子
豚
」
の
狼
に
食
べ

ら
れ
る
子
豚
、
鶏
を
食
べ
る
狐
な
ど
も
〈
食
べ
ら
れ
た
擬
人
化
さ
れ
た
も
の
〉
で
あ
る
。
物

語
中
で
語
ら
れ
る
〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉
関
係
は
自
然
界
の
厳
し
さ
の
反
映
だ
と
思
わ

れ
る
。
実
際
、
食
べ
ら
れ
る
側
が
自
然
界
の
動
物
で
あ
ろ
う
と
擬
人
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
、
基
本
的
に
は
自
然
の
摂
理
に
し
た
が
っ
た
形
で
強
い
も
の
が
弱
い
も
の
を
捕
食
す
る

と
い
う
図
式
と
な
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、〈
食
べ
ら
れ
た
擬
人
化
さ
れ
た
も
の
〉
に
関
し
て
は
自
然
の
摂
理
に
し
た
が
っ
た

捕
食
関
係
が
描
か
れ
る
一
方
で
、
兎
を
う
ま
そ
う
な
ご
馳
走
だ
と
思
う
「
兎
と
針
鼠
」
の
針

鼠
や
、
象
の
耳
を
噛
み
だ
す
「
黒
い
小
鳥
」
の
蟻
、
狼
や
熊
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
心
配
し

て
い
る
「
雪
だ
る
ま
」
の
雪
だ
る
ま
な
ど
、
現
実
の
食
物
連
鎖
で
は
考
え
に
く
い
、
も
し
く

は
あ
り
え
な
い
関
係
性
も
存
在
す
る
。 

と
こ
ろ
で
、
昔
話
の
中
で
人
間
と
動
物
は
〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉
の
関
係
性
に
あ
る
。

人
間
も
食
の
循
環
の
要
素
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
は
数
多
く
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
擬
人
化

さ
れ
た
も
の
の
〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉
関
係
に
お
い
て
、
人
間
が
動
物
な
ど
人
間
以
外

の
も
の
を
食
べ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。「
大
い
た
ち
」
に
出
て
く
る
擬
人
化
さ
れ
た

鴨
を
食
べ
た
土
人
は
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。「
土
人
は
早
速
鍋
の
蓋
を
開
け
て
、
煮
え
か
け
た

鴨
を
、
一
匹
も
残
さ
ず
、
が
つ
が
つ
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
あ
と
の
骨
を
、

す
つ
か
り
鍋
の
中
へ
入
れ
と
い
て
、
さ
つ
さ
と
帰
つ
て
行
き
ま
し
た
」
７

。
し
か
し
、
大
い

た
ち
は
踊
っ
て
い
る
鴨
た
ち
を
捕
ま
え
て
煮
た
の
に
対
し
、
土
人
は
直
接
擬
人
化
さ
れ
た
鴨

に
相
対
し
て
い
な
い
。
彼
が
食
べ
た
の
は
す
で
に
〈
食
べ
物
〉
に
な
っ
て
い
る
鴨
で
あ
る
。

一
方
、
人
間
が
食
べ
る
ど
こ
ろ
か
、
擬
人
化
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
食
べ
ら
れ
る
危
機
が
、

「
ガ
ラ
ス
の
山
」「
骸
骨
島
」
で
は
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
擬
人
化
さ
れ
た
も
の

は
生
き
た
姿
を
持
つ
〈
命
〉
あ
る
存
在
で
あ
り
、
人
間
は
擬
人
化
さ
れ
た
も
の
を
食
べ
な
い
。

物
語
の
中
で
人
間
の
食
べ
物
で
は
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

そ
し
て
、〈
超
自
然
的
な
も
の
の
食
べ
物
〉
に
つ
い
て
。
物
語
に
出
て
く
る
生
き
物
の
中
に

は
、
自
然
界
に
あ
り
え
な
い
、
超
自
然
的
な
も
の
も
多
数
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
ぶ
く

ぶ
く
長
々
火
の
目
小
僧
」
の
「
ぶ
く
ぶ
く
」
は
、
何
千
人
も
の
兵
士
と
馬
を
一
気
に
飲
み
込
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み
、
お
腹
か
ら
吐
き
出
し
た
。「
欲
張
り
猫
」
の
「
猫
」
は
牝
牛
・
栗
鼠
・
百
姓
・
鼬
・
狐
・

兎
・
小
熊
・
大
熊
・
お
嫁
さ
ん
の
行
列
・
お
月
さ
ま
・
お
日
さ
ま
を
食
べ
尽
く
し
た
が
お
腹

の
皮
が
破
れ
て
し
ま
い
、
皆
は
中
か
ら
逃
げ
出
し
た
。「
お
な
か
の
皮
」
の
「
猫
」
も
、
鸚
鵡
・

お
婆
さ
ん
・
驢
馬
・
馬
方
・
王
さ
ま
・
王
妃
・
兵
隊
・
象
・
蟹
を
呑
み
込
ん
だ
が
、
最
後
に

は
お
腹
に
穴
が
開
き
、
食
べ
た
も
の
た
ち
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。 

「
ぶ
く
ぶ
く
」
と
二
匹
の
「
猫
」
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
物
語
に
属
し
て
い
る
が
、
多
く
の

人
や
動
物
を
食
べ
、
結
局
生
き
た
ま
ま
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
食
べ
る
と
い
う
行
為
に
何
ら
か
の
意
味
が
与
え
ら
れ
た
、
あ
る
種
の
儀
礼
的
性
格
を

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
古
く
か
ら
供
犠
と
い
う
行
為
に
は
経
済
的
な
見
返
り
へ
の
期
待
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
人
は
神
に
食
べ
物
を
捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
か
ら
食
べ
物
を
得
よ

う
と
す
る
８

。
物
語
の
「
ぶ
く
ぶ
く
」
や
「
猫
」
は
も
の
を
食
べ
物
と
し
て
食
い
、
ま
た
そ

の
食
べ
物
を
も
の
に
返
す
。
そ
れ
は
も
の
の
命
の
在
り
よ
う
を
支
配
で
き
る
神
の
力
の
名
残

と
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
神
に
食
わ
れ
た
も
の
は
死
ぬ
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
元
に

戻
る
。
神
の
食
べ
物
は
〈
命
〉
と
関
わ
っ
て
い
な
い
と
理
解
で
き
る
。 

人
間
は
自
然
界
の
動
物
を
食
べ
る
、
超
自
然
な
も
の
は
人
間
を
食
べ
る
。
そ
れ
以
外
の
〈
食

べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉
関
係
に
人
間
は
関
与
し
て
い
な
い
。
動
物
は
自
然
界
、
人
間
界
、
超

自
然
界
で
、
食
べ
た
り
、
食
べ
ら
れ
た
り
し
て
、
物
語
に
お
け
る
〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉

の
関
係
性
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
食
べ
ら
れ
た
も
の
の
多
く
は
、
生
き
も
の
の
姿
を
失
っ
た

も
の
、
逃
走
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
食
材
と
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
は
〈
命
〉
を
喚
起
し
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
猫
」
が
魚
の
腸
を
食
べ
る
際
、
「
ぶ
く
ぶ
く
」
が
千
人
の
兵
士
を
丸
呑
み
す
る

際
、
ま
た
「
針
鼠
」
が
兎
を
自
分
の
巣
に
運
ん
で
い
く
際
、
こ
れ
ら
三
つ
の
場
面
で
は
い
ず

れ
も
血
が
流
れ
て
い
な
い
。 

「
血
が
流
れ
て
い
な
い
こ
と
」
に
関
し
て
、
小
澤
俊
夫
は
「
殺
し
た
」
と
い
う
言
葉
の
中

身
が
抜
か
れ
て
い
る
と
指
摘
、
昔
話
の
語
り
口
は
非
写
実
的
で
あ
る
と
主
張
し
た
９

。
確
か

に
、
流
血
の
伴
わ
な
い
殺
し
は
、〈
殺
す
〉
と
い
う
言
葉
に
含
ま
れ
る
血
な
ま
ぐ
さ
い
現
実
を

曖
昧
に
す
る
。
し
か
し
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
殺
し
の
対
象
が
〈
命
〉
で
は
な
く
食

材
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
物
語
中
の
〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉
の

関
係
性
は
常
に
命
の
や
り
と
り
が
不
在
の
も
と
で
形
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

三 

動
物
、
お
よ
び
超
自
然
的
な
も
の
を
め
ぐ
る
〈
殺
す
〉〈
殺
さ
れ
る
〉
関
係 



25 

 

 
通
常
、
〈
食
べ
る
〉
〈
食
べ
ら
れ
る
〉
の
関
係
性
は
、
食
べ
る
側
の
食
欲
と
い
う
本
能
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
食
べ
ら
れ
る
側
の
命
を
も
っ
て
食
べ
る
側
の
命
を
繋
ぐ
命
の

や
り
と
り
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
食
べ
る
と
い
う
本
能
か
ら
離
れ
た
、
命
の
や
り
と
り
が

不
在
の
〈
殺
し
〉
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
。 

昔
話
に
お
け
る
〈
殺
し
〉
の
問
題
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
は
〈
殺
し
〉
に

現
れ
る
「
残
酷
性
」
に
注
目
し
て
き
た
。
筆
者
は
そ
う
し
た
観
点
と
は
異
な
り
、〈
殺
す
〉〈
殺

さ
れ
る
〉
の
関
係
性
に
見
ら
れ
る
動
物
、
超
自
然
的
な
も
の
、
人
間
の
違
い
に
注
目
し
、
昔

話
に
お
け
る
〈
殺
し
〉
の
含
意
を
検
討
す
る
。 

『
赤
い
鳥
』
に
お
い
て
、
動
物
が
殺
さ
れ
る
場
面
は
合
計
一
一
例
あ
り
、
殺
さ
れ
た
も
の

は
〈
動
物
に
殺
さ
れ
た
も
の
〉
と
〈
人
間
に
殺
さ
れ
た
も
の
〉
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
文

末
付
表
（
『
赤
い
鳥
』
欧
米
昔
話
関
連
作
品
）
表Ⅱ
参
照
）
。
動
物
に
殺
さ
れ
た
動
物
に
つ
い

て
は
、
〈
殺
す
〉
〈
殺
さ
れ
る
〉
関
係
に
お
け
る
動
物
が
す
べ
て
自
然
界
に
近
い
か
た
ち
で
描

か
れ
て
お
ら
ず
、
喋
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
な
ど
、
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
。 

「
蟻
と
驢
馬
」
の
蟻
は
ほ
か
の
虫
を
見
つ
け
る
と
、
す
ぐ
に
噛
み
殺
す
。
蜘
蛛
に
さ
え
手

を
出
す
蟻
は
大
変
気
が
強
い
と
、
物
語
中
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
強
い
蟻
は
そ
の
強
さ
ゆ
え

に
ほ
か
の
虫
を
平
気
で
殺
し
、
ま
た
自
分
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
る
た
め
に
も
虫
を
殺
そ
う
と

す
る
。 

「
悪
狐
」
の
狐
は
ほ
か
の
動
物
を
散
々
食
べ
た
挙
句
、
ラ
イ
オ
ン
の
王
様
に
殺
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
狐
は
食
べ
る
と
い
う
本
能
に
し
た
が
っ
て
ほ
か
の
動
物
を
殺
し
た
が
、
ラ
イ
オ
ン

の
王
様
は
「
い
い
か
、
だ
れ
も
ず
る
い
こ
と
を
し
た
り
、
お
れ
を
ば
か
に
し
た
り
す
る
と
、

こ
の
と
ほ
り
だ
ぞ
」
と
、
自
ら
の
権
威
を
示
す
た
め
に
狐
を
殺
し
た
。 

「
あ
ひ
る
」
の
狐
は
鶏
小
屋
に
侵
入
し
、
そ
こ
に
い
た
七
面
鳥
と
鶏
を
一
羽
残
さ
ず
、
瞬

く
間
に
引
き
裂
い
て
し
ま
っ
た
。
蟻
に
噛
み
殺
さ
れ
た
ほ
か
の
虫
、
ラ
イ
オ
ン
の
王
様
に
殺

さ
れ
た
狐
は
相
手
の
力
の
誇
示
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
狐
に
引
き
裂
か
れ
た
七
面

鳥
と
鶏
は
理
由
も
な
く
殺
さ
れ
た
。 

と
こ
ろ
で
、
昔
話
に
は
強
い
動
物
が
弱
い
動
物
に
殺
さ
れ
る
物
語
が
よ
く
登
場
す
る
。
例

え
ば
、
「
三
匹
の
子
豚
」
の
狼
は
二
匹
の
子
豚
を
殺
し
た
後
、
三
匹
目
の
子
豚
に
殺
さ
れ
た
。

「
金
の
毬
」
の
熊
と
蛇
は
「
大
変
な
悪
者
」
と
し
て
、
獅
子
と
猫
に
殺
さ
れ
た
。 

こ
う
し
た
話
は
こ
れ
ま
で
、
普
段
は
知
略
で
し
か
強
い
者
に
対
抗
で
き
な
い
弱
い
者
へ
の

慰
め
、
一
種
の
社
会
風
刺
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
１
０

。
し
か
し
、
弱
い
者
の
反
撃
に
よ
る
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強
い
者
の
死
を
一
種
の
慰
め
や
社
会
風
刺
と
し
て
理
解
す
る
前
に
物
語
の
内
容
そ
の
も
の
に

注
目
す
る
と
、
強
い
動
物
が
弱
い
動
物
に
殺
さ
れ
る
明
確
な
理
由
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か

る
。
理
由
の
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
強
い
者
が
弱
い
者
を
殺
す
と
き

は
自
身
の
力
を
誇
示
す
る
以
外
、
大
き
な
理
由
が
な
い
。
強
い
者
は
絶
対
的
な
権
力
の
持
ち

主
と
し
て
、
弱
い
者
の
命
を
支
配
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
強
い
者
が
殺
さ
れ
る
時
に
は
必

ず
理
由
づ
け
が
な
さ
れ
る
。
理
由
が
な
け
れ
ば
弱
い
者
は
逆
襲
で
き
な
い
と
も
言
え
る
。 

人
間
に
殺
さ
れ
た
動
物
に
つ
い
て
。
石
田
輯
、
濱
野
佐
代
子
ら
に
よ
る
と
、
人
間
に
と
っ

て
動
物
は
食
料
、
衣
料
で
あ
り
、
狩
猟
際
の
使
役
物
で
あ
り
、
家
畜
化
さ
れ
た
物
質
的
な
存

在
で
あ
る
一
方
、
恐
怖
や
敬
意
の
対
象
と
し
て
、
人
間
の
精
神
性
に
影
響
を
与
え
て
い
る
１
１

。

『
赤
い
鳥
』
の
昔
話
に
お
い
て
人
間
に
殺
さ
れ
る
動
物
た
ち
も
、
そ
の
多
く
が
人
間
の
物
質

的
な
要
求
の
た
め
に
殺
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
大
法
螺
」
の
男
は
獣
を
殺
し
て
、
そ
の
皮

で
袋
を
作
り
、
「
か
じ
り
大
王
」
の
お
爺
さ
ん
は
鶏
を
殺
し
て
、
そ
の
頭
か
ら
宝
石
を
得
た
。

「
が
ら
す
の
山
」
の
若
者
は
野
猫
を
捕
ま
え
る
と
、
す
ぐ
に
そ
の
爪
を
剥
が
し
、「
ボ
ビ
ノ
が

王
様
に
な
っ
た
話
」
の
召
使
は
犬
を
殺
し
て
、
そ
の
心
臓
を
手
に
入
れ
た
。 

人
間
と
動
物
と
の
関
係
は
一
方
向
で
あ
る
。
人
間
は
支
配
者
と
し
て
君
臨
し
、
そ
の
立
場

は
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
鳥
の
言
葉
獣
の
言
葉
」
の
番
犬

た
ち
は
主
人
を
裏
切
っ
た
罪
で
羊
飼
に
殺
さ
れ
た
。「
や
ん
ち
ん
猿
」
の
虎
は
羊
を
食
べ
た
嫌

疑
を
か
け
ら
れ
、
羊
飼
に
殺
さ
れ
た
。
番
犬
は
家
畜
化
さ
れ
た
動
物
で
あ
り
、
虎
は
野
生
の

動
物
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
人
間
が
食
料
・
衣
料
と
す
る
羊
を
独
占
し
よ
う
と
し
た
た
め
に

殺
さ
れ
た
。 

そ
し
て
、
殺
さ
れ
る
動
物
は
食
べ
物
と
し
て
の
動
物
と
同
様
、
擬
人
化
さ
れ
て
い
な
い
。

擬
人
化
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
人
間
の
世
界
と
は
隔
絶
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

「
や
ん
ち
ん
猿
」
の
虎
は
猿
と
喋
っ
た
り
、
相
談
し
た
り
す
る
が
、
羊
飼
の
前
で
は
も
の
言

わ
ぬ
、
た
だ
の
動
物
で
あ
る
。「
鳥
の
言
葉
獣
の
言
葉
」
の
羊
飼
は
番
犬
た
ち
の
言
葉
が
わ
か

る
が
、
直
接
会
話
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。 

殺
さ
れ
た
超
自
然
的
な
も
の
に
つ
い
て
。
超
自
然
的
な
も
の
が
殺
さ
れ
る
と
き
、
人
間
に

殺
さ
れ
る
場
合
と
、
超
自
然
的
な
も
の
同
士
の
殺
し
合
い
が
あ
る
（
文
末
付
表
（『
赤
い
鳥
』

欧
米
昔
話
関
連
作
品
）
表Ⅱ

参
照
）
。
「
灰
色
の
小
人
」
の
鍛
冶
屋
は
、
宝
物
の
番
を
し
て
い

る
犬
を
槌
の
一
打
で
殺
し
た
。
こ
こ
で
の
犬
は
超
自
然
的
な
力
を
有
し
て
い
な
い
が
、
魔
法

使
い
の
番
犬
と
し
て
超
自
然
的
な
も
の
の
側
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
が
ら
す
の
山
」
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の
ボ
リ
ッ
シ
は
山
を
守
る
鷲
の
足
を
切
り
払
っ
て
殺
し
た
。
こ
の
場
合
、
鷲
も
そ
の
血
が
人

間
を
復
活
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
超
自
然
的
な
も
の
と
し
て
見
る
こ
と
が

で
き
る
。 

し
か
し
、
宝
物
の
番
犬
を
殺
し
て
宝
物
を
手
に
入
れ
る
こ
と
や
、
鷲
を
殺
し
て
金
の
林
檎

を
得
る
な
ど
、
人
間
に
殺
さ
れ
た
結
末
が
物
質
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
超
自
然
的
な
も

の
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
魔
法
使
い
や
魔
物
を
殺
す
た
め
に
、
人
間
は
つ
ね
に
あ
る
種
の

助
け
に
巡
り
合
う
。「
蛙
の
王
女
」
の
ワ
シ
リ
サ
姫
は
イ
ワ
ン
王
子
の
助
け
で
魔
法
使
い
を
成

敗
し
た
。「
山
羊
の
角
」
の
カ
リ
フ
は
水
甕
の
忠
告
に
従
い
、
山
羊
の
角
で
大
男
を
突
き
刺
し

て
殺
し
た
。「
蟹
の
王
子
」
の
王
子
は
鳥
の
忠
告
を
聞
き
入
れ
、
毒
入
り
の
お
菓
子
を
魔
法
使

い
の
老
婆
に
食
べ
さ
せ
て
殺
し
た
。「
骸
骨
の
島
」
の
若
者
た
ち
は
骸
骨
の
助
け
で
魔
物
を
死

に
追
い
や
っ
た
。 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
自
ら
の
力
で
動
物
を
簡
単
に
殺
せ
る
人
間
で
も
、
超
自
然
的

な
も
の
に
関
し
て
は
他
か
ら
力
を
借
り
な
け
れ
ば
殺
せ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
マ
ッ
ク

ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
に
よ
る
と
、
昔
話
の
中
の
人
間
は
原
則
と
し
て
助
け
を
待
つ
、
救
い
を
必

要
と
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
１
２

。
人
間
は
超
自
然
的
な
も
の
を
殺
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て

も
、
超
自
然
的
な
も
の
が
人
間
以
上
の
力
を
持
っ
た
、
強
い
立
場
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
ま
た
、
殺
さ
れ
た
魔
法
使
い
や
大
男
、
魔
物
は
人
間
に
殺
さ
れ
る
前
、
人
間
を
食
べ

よ
う
と
し
た
り
、
命
を
狙
っ
た
り
し
て
い
る
。
人
間
は
動
物
を
殺
す
場
合
と
異
な
り
、
超
自

然
的
な
も
の
に
対
し
て
は
自
分
や
仲
間
の
命
を
守
ろ
う
と
す
る
な
ど
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
反

撃
す
る
場
合
が
多
い
。
動
物
同
士
の
殺
し
合
い
に
見
ら
れ
た
、
弱
い
者
が
強
い
者
を
殺
す
際

の
あ
る
種
の
理
由
づ
け
は
、
人
間
と
超
自
然
的
な
も
の
の
殺
し
合
い
に
も
適
用
さ
れ
る
。 

 

四 

人
間
を
め
ぐ
る
〈
殺
す
〉
〈
殺
さ
れ
る
〉
関
係 

人
間
が
殺
さ
れ
る
と
き
は
、
王
様
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
文
末
付
表
（
『
赤
い
鳥
』

欧
米
昔
話
関
連
作
品
）
表Ⅱ

参
照
）。
人
間
世
界
の
頂
点
に
立
つ
王
様
は
、
ほ
か
の
人
間
に
対

す
る
生
殺
与
奪
の
権
利
を
有
し
た
存
在
で
あ
る
。「
ぶ
く
ぶ
く
長
々
火
の
目
小
僧
」
と
「
少
年

と
魔
女
」
の
王
様
は
、
求
婚
者
や
家
来
を
殺
し
た
。
切
り
殺
さ
れ
た
求
婚
者
、
死
刑
に
な
っ

た
赤
士
爵
の
命
は
、
完
全
に
王
様
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
人
間
世
界
の
頂
点
に
立
つ
王
様
は
、

ほ
か
の
人
間
を
殺
す
権
利
を
有
し
た
存
在
で
あ
る
。 

し
か
し
、
強
い
者
が
し
ば
し
ば
弱
い
者
に
殺
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
王
様
も
ま
た
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殺
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。「
雪
娘
」
の
王
様
を
死
な
せ
た
の
は
雪
娘
と
い
う
超
自
然
的
な
も
の

で
あ
り
、
「
あ
ひ
る
」
の
王
様
を
殺
し
た
の
は
蜂
た
ち
で
あ
る
。
「
魔
法
の
魚
」
の
王
様
は
家

来
が
「
命
の
水
」
で
生
き
返
る
の
を
見
て
、
自
身
を
斬
り
殺
せ
と
役
人
に
命
じ
る
。
役
人
た

ち
は
命
令
に
従
い
、
王
様
の
首
を
斬
り
落
と
し
た
。
し
か
し
「
命
の
水
」
は
尽
き
て
し
ま
い
、

王
様
が
生
き
返
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
「
命
の
水
」
「
死
の
水
」
を
手
に
入
れ
た
家
来
た
ち
は

乱
暴
な
王
様
を
殺
す
だ
け
の
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
殺
さ
れ
て
も
決
し
て
反
撃
し
な

か
っ
た
。
反
撃
の
意
思
そ
の
も
の
が
な
か
っ
た
。
人
間
が
同
じ
人
間
の
王
様
を
殺
す
こ
と
は
、

物
語
が
許
さ
な
い
。
次
節
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、〈
主
人
公
は
殺
さ
れ
な
い
〉
と
い
う
原
則
を

守
る
た
め
、
物
語
は
巧
み
に
王
様
を
自
殺
さ
せ
て
い
る
。 

王
様
が
関
わ
ら
な
い
、
〈
殺
す
〉
〈
殺
さ
れ
る
〉
関
係
を
見
て
み
る
。
ま
ず
、
昔
話
に
出
て

く
る
悪
者
は
、
殺
さ
れ
る
結
末
を
迎
え
る
こ
と
が
多
い
。「
大
当
て
ち
が
ひ
」
で
お
爺
さ
ん
に

川
に
落
と
さ
れ
た
三
人
は
、
最
初
か
ら
悪
者
と
さ
れ
て
い
る
。「
あ
る
男
爵
の
お
話
」
の
男
爵

に
殺
さ
れ
た
人
も
、「
悪
い
奴
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
悪
者
だ
か
ら
殺
さ

れ
た
と
い
う
よ
り
、〈
殺
す
〉
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
に
悪
者
と
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。 

特
に
、
男
爵
は
偶
然
に
あ
る
男
の
頸
の
上
へ
飛
び
下
り
た
の
で
、
そ
の
男
は
頭
の
骨
を
折

っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
男
爵
は
「
併
し
よ
か
っ
た
よ
。
そ
い
つ
は
大
変
な
欲
張
り
の
悪
い

奴
で
、
い
つ
も
飼
料
を
法
外
に
た
か
く
売
り
つ
け
る
の
で
、
ひ
ど
く
人
に
憎
ま
れ
て
ゐ
た
の

だ
さ
う
だ
。
だ
か
ら
お
れ
が
殺
し
た
っ
て
だ
れ
も
ぐ
ず
ぐ
ず
言
ふ
も
の
は
ゐ
な
か
っ
た
よ
」

１
３

と
、
自
ら
の
行
為
を
正
当
化
し
た
。 

殺
さ
れ
た
人
が
悪
人
で
は
な
い
場
合
、
男
爵
の
殺
人
は
罪
に
な
る
。
殺
人
を
正
当
化
し
な

け
れ
ば
、
悪
い
行
為
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
強
い
者
は
横
暴
な
振
る
舞
い
に
よ
っ
て

し
ば
し
ば
弱
い
者
に
殺
さ
れ
る
が
、〈
殺
す
〉
こ
と
自
体
は
そ
の
時
の
力
関
係
の
結
果
で
あ
り
、

悪
で
は
な
い
。
し
か
し
、
人
間
同
士
の
〈
殺
し
〉
に
は
力
の
強
弱
に
関
係
な
く
、
道
徳
的
な

規
準
の
適
用
が
見
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
物
語
中
の
〈
殺
す
〉
行
為
は
基
本
的
に
道
徳

と
関
係
な
く
、
そ
こ
に
教
訓
も
見
ら
れ
な
い
と
言
え
よ
う
。 

こ
れ
ま
で
昔
話
は
現
実
世
界
を
反
映
し
な
が
ら
、
常
に
弱
い
者
へ
目
を
向
け
て
い
る
と
特

徴
づ
け
ら
れ
て
き
た
１
４

。
動
物
が
動
物
を
殺
す
、
超
自
然
的
な
も
の
が
超
自
然
的
な
も
の
を

殺
す
、
人
間
が
人
間
を
殺
す
。
物
語
に
お
け
る
〈
殺
し
〉
は
容
赦
の
な
い
弱
肉
強
食
の
法
則

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
が
、
時
に
弱
い
者
が
他
の
力
を
借
り
て
逆
襲
す
る
こ
と
も
あ
り
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う
る
。 

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
〈
殺
し
〉
が
現
実
世
界
で
は
な
く
、
物
語
と
い
う
〈
空

想
〉
の
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
弱
い
者
が
何
ら
か
の
理
由
づ
け
を
も
っ
て
強

い
者
を
殺
す
こ
と
も
、〈
空
想
〉
と
し
て
の
物
語
な
ら
で
は
と
言
え
よ
う
。
加
え
て
、〈
空
想
〉

世
界
の
動
物
や
超
自
然
的
な
も
の
、
人
間
が
殺
さ
れ
る
と
き
、〈
殺
し
〉
の
行
為
は
基
本
的
に

一
瞬
で
終
わ
る
。
殺
さ
れ
る
者
は
事
前
に
そ
れ
を
知
る
こ
と
も
な
く
、
殺
さ
れ
た
結
末
も
知

ら
な
い
。〈
空
想
〉
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
殺
さ
れ
る
過
程
も
、
殺
さ
れ
る
側
の
抵
抗
も
、
殺
さ

れ
た
く
な
い
と
い
う
意
思
も
描
か
れ
な
い
。
物
語
が
殺
さ
れ
る
者
に
殺
さ
れ
た
く
な
い
と
い

う
感
情
を
持
た
せ
な
い
よ
う
、
決
め
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。 

 

五 

再
話
作
品
に
お
け
る
〈
殺
さ
れ
な
い
主
人
公
〉 

 

物
語
に
は
殺
さ
れ
る
者
が
い
る
一
方
で
、
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
、
結
果
的
に
殺
さ
れ

な
い
者
が
い
る
。
そ
れ
は
物
語
の
主
人
公
で
あ
る
。
食
べ
ら
れ
た
も
の
や
殺
さ
れ
た
も
の
は
、

悪
い
も
の
、
弱
い
も
の
、
強
い
も
の
な
ど
、
多
種
多
様
で
、
必
ず
し
も
同
じ
性
質
を
持
っ
て

い
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
主
人
公
で
は
な
い
と
い
う
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。
主
人

公
が
殺
さ
れ
な
い
の
は
、
物
語
の
中
で
〈
主
人
公
は
殺
さ
れ
な
い
〉
と
い
う
法
則
が
常
に
作

用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
主
人
公
は
殺
さ
れ
る
運
命
か
ら
ど
の
よ
う
に
逃
れ
る
の
か
、〈
殺

し
〉
は
主
人
公
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。 

ま
ず
、
〈
殺
す
〉
側
に
立
つ
者
は
、
「
王
様
」
「
父
親
」
「
兄
」
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
い
る

（
文
末
付
表
（
『
赤
い
鳥
』
欧
米
昔
話
関
連
作
品
）
表Ⅲ

参
照
）
。
王
様
は
人
間
社
会
の
統
治

者
で
、
ほ
か
の
人
間
に
対
し
て
生
殺
与
奪
の
権
力
を
有
し
て
い
る
が
、
親
が
自
分
の
子
ど
も

を
殺
す
「
子
殺
し
」
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
。
例
え
ば
、「
ボ
ビ
ノ
が
王
様
に
な
っ
た

話
」
で
は
、
主
人
公
の
ボ
ビ
ノ
は
何
年
も
教
育
を
受
け
た
が
、
動
物
の
言
葉
以
外
、
何
も
覚

え
な
か
っ
た
。
父
親
は
そ
れ
が
気
に
入
ら
ず
、
つ
い
に
彼
を
殺
そ
う
と
し
た
。
ま
た
、「
三
人

兄
弟
」
で
は
兄
二
人
が
、
主
人
公
で
あ
る
弟
が
父
の
死
を
願
っ
て
い
る
と
嘘
を
つ
き
、
そ
れ

を
聞
い
て
怒
っ
た
父
が
兄
二
人
に
弟
を
殺
せ
と
命
じ
た
。 

近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
は
一
個
人
と
し
て
の
人
格
を
持
っ
た
存
在
で
あ
り
、
大

人
に
守
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
過
去
に
遡
れ
ば
、
親
が
我

が
子
を
殺
す
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
現
象
で
は
な
く
、
親
の
た
め
に
子
ど
も
を
犠

牲
に
す
る
行
為
は
親
の
正
当
な
権
利
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
。
親
が
子
ど
も
を
殺
す
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理
由
と
し
て
は
貧
困
や
生
活
水
準
の
維
持
、
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
の
社
会
へ
の
適
応
の
困

難
さ
な
ど
、
様
々
で
あ
る
。 

話
の
中
で
も
子
殺
し
の
正
当
性
が
示
さ
れ
る
が
、
勉
強
が
よ
く
で
き
な
い
こ
と
や
親
孝
行

し
な
い
こ
と
を
理
由
に
子
ど
も
を
殺
す
親
は
現
実
に
な
か
な
か
い
な
い
。
父
が
子
ど
も
を
殺

す
の
に
理
由
は
い
ら
な
い
と
い
う
よ
り
、
子
ど
も
が
殺
さ
れ
る
理
由
を
物
語
が
必
要
と
し
て

い
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
主
人
公
を
、
自
ら
が
殺
さ
れ
る
運
命
と
向
き
合
わ
せ
る
必

要
が
あ
る
か
の
よ
う
に
物
語
が
展
開
さ
れ
る
。 

昔
話
に
お
い
て
〈
殺
し
〉
の
場
面
が
頻
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現
実
社
会
の
残
酷
な
一

面
を
表
し
て
い
る
と
い
う
説
や
、〈
殺
し
〉
に
対
す
る
恐
怖
は
物
語
が
展
開
す
る
原
動
力
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
物
語
で
は
〈
殺
し
〉

は
一
瞬
の
行
為
で
あ
り
、
殺
さ
れ
る
側
が
事
前
に
命
の
危
機
を
知
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
殺
さ
れ
る
恐
怖
に
つ
い
て
触
れ
た
記
述
も
見
当
た
ら
な
い
。「
小
人
の
謎
」
で

主
人
公
は
王
様
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
。「
さ
あ
、
お
は
じ
め
。
い
い
か
、
明
日

の
朝
ま
で
に
こ
の
藁
を
す
っ
か
り
金
の
糸
に
し
て
見
せ
な
い
と
、
お
前
の
命
は
な
い
ぞ
」
１
５

。

こ
の
と
き
、
主
人
公
の
娘
は
怖
い
と
思
い
、
主
人
公
は
自
分
が
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ

と
を
知
り
、
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
も
自
分
の
命
を
守
ろ
う
と
努
力
し
始
め
る
。
こ
こ
で
は
〈
殺

し
〉
が
現
状
を
破
壊
し
、
主
人
公
を
危
機
に
直
面
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

  

と
こ
ろ
で
、
口
承
文
芸
と
し
て
の
昔
話
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
異
な
っ
て
い
て
も
語
り
方
は

同
じ
と
い
う
も
の
が
多
い
。
昔
話
の
語
り
方
に
関
し
て
、
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
に
よ
る

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
は
主
人
公
や
敵
対
者
を
孤
立
的
に
語
る
こ
と
が
多
い
１
６

。
ま
た
、
同

じ
場
面
は
同
じ
言
葉
で
語
ら
れ
、
三
度
繰
り
返
さ
れ
る
場
面
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
言
葉
で
語
ら

れ
る
。
物
事
や
性
質
を
極
端
に
語
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
主
人
公
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
途
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
目
に
あ
う
が
、
最
後
に
は
必
ず
幸
せ
に
な
る
。
等
々
。
昔
話
の
語
り
方
に
は
こ

の
よ
う
な
あ
る
種
の
法
則
が
あ
る
こ
と
を
、
リ
ュ
ー
テ
ィ
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
１
７

。 

実
行
さ
れ
て
い
な
い
〈
殺
し
〉
は
、
主
人
公
が
こ
れ
か
ら
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
困
難
を

予
言
し
て
い
る
。
予
言
と
し
て
の
〈
殺
し
〉
は
、
処
罰
や
駆
逐
な
ど
、
他
の
表
現
に
変
え
て

も
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
表
現
で
は
な
く
直
接
命
に
係
わ
る
〈
殺

す
〉
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
昔
話
は
極
端
性
を
好
む
と
い
う
法
則
が
潜
ん
で

い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
ぶ
く
ぶ
く
長
々
火
の
目
小
僧
」
と
「
山
羊
の
耳
」
で
は
王
様

に
殺
さ
れ
た
他
の
王
子
さ
ま
の
存
在
や
、
殿
様
に
殺
さ
れ
た
他
の
床
屋
の
存
在
が
暗
示
さ
れ
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る
が
、
主
人
公
は
殺
さ
れ
な
い
。
殺
さ
れ
た
彼
ら
の
こ
と
は
失
敗
の
前
例
と
し
て
冒
頭
部
分

に
置
か
れ
、
成
功
し
て
〈
殺
さ
れ
な
い
〉
主
人
公
と
の
対
比
を
明
確
に
さ
せ
て
い
る
。
成
功

し
た
ら
お
姫
さ
ま
と
結
婚
で
き
、
大
金
が
手
に
入
る
が
、
失
敗
し
た
ら
殺
さ
れ
る
。
多
く
の

研
究
者
１
８

が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
口
承
と
い
う
か
た
ち
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
昔

話
は
内
容
や
表
現
を
極
端
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
に
強
い
印
象
を
与
え
、
語
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
意
味
で
、
人
間
の
命
に
直
接
係
わ
る
〈
殺
し
〉
は
、
物
語
の
極
端
性
を
高
め
る
た

め
の
最
適
な
設
定
だ
と
思
わ
れ
る
。 

さ
ら
に
、
物
語
の
冒
頭
部
と
半
ば
で
〈
殺
さ
れ
る
〉
危
機
を
作
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
〈
予
言
〉
と
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
緊
張
感
を
維
持
さ
せ
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
前
節
の
〈
殺
さ
れ
る
も
の
〉
に
関
し
て
は
熱
湯
で
殺
さ
れ
る
、
火
で
殺
さ
れ
る
、
毒

殺
さ
れ
る
な
ど
、
殺
さ
れ
る
方
法
が
多
岐
に
わ
た
り
、
死
に
方
に
関
す
る
描
写
も
見
ら
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
〈
予
言
〉
と
し
て
の
殺
人
は
〈
殺
し
〉
が
抽
象
化
さ
れ
て
お
り
、
殺
さ
れ
方

の
描
写
に
具
体
性
が
な
い
。
「
す
ぐ
に
斬
り
殺
し
て
し
ま
う
」
「
み
ん
な
王
さ
ま
に
切
り
殺
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
「
早
速
お
前
た
ち
四
人
の
命
を
取
る
」
「
あ
な
た
方
を
殺
し
に
ま
い
り

ま
し
た
」
「
そ
の
床
屋
を
手
討
ち
に
し
て
し
ま
は
れ
る
の
で
し
た
」
「
も
う
刀
の
柄
に
手
を
か

け
て
お
つ
し
や
い
ま
し
た
」。
文
中
に
出
て
き
た
〈
殺
し
〉
に
関
す
る
表
現
は
、
す
べ
て
簡
潔

で
あ
る
。
抽
象
化
さ
れ
た
〈
殺
し
〉
は
、
肉
体
的
な
苦
痛
を
想
像
さ
せ
な
い
効
果
を
も
つ
。 

主
人
公
は
〈
殺
し
〉
の
予
言
に
よ
っ
て
、
自
分
を
殺
そ
う
と
す
る
相
手
の
正
体
を
知
っ
て

い
る
。
そ
し
て
主
人
公
の
多
く
は
自
分
の
命
を
脅
か
す
元
凶
と
、
災
い
を
回
避
す
る
方
法
を

教
え
ら
れ
、
結
末
で
命
を
救
わ
れ
る
。
昔
話
の
主
人
公
が
向
き
合
う
〈
殺
し
〉
は
未
知
の
恐

怖
を
語
ら
ず
、
常
に
救
い
の
出
口
を
用
意
し
て
い
る
。
ま
た
、
昔
話
は
き
わ
め
て
主
人
公
中

心
主
義
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
焦
点
を
当
て
ら
れ
た
主
人
公
は
物
語
を
聴
く
者
の
注
意
を
喚

起
し
、
主
人
公
と
の
一
体
感
を
生
み
出
す
。 

 

結
び 

 

「
明
治
年
代
に
巌
谷
小
波
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
日
本
の
近
代
児
童
文
学
の
歴
史
も
三
十

年
近
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
西
欧
的
な
意
味
で
近
代
と
ほ
ど
違
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明

治
末
年
こ
と
か
ら
大
衆
児
童
文
学
の
荒
廃
が
目
だ
っ
て
い
た
」
１
９

。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
、

鈴
木
三
重
吉
は
厳
し
く
批
判
し
た
。 
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私
は
、
こ
れ
ま
で
世
の
中
に
出
て
い
る
、
多
く
の
お
伽
話
に
対
し
て
、
い
つ
も
少
な
か

ら
ぬ
不
平
を
感
じ
て
い
た
。
た
だ
話
が
話
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
み
で
、
い
ろ
い
ろ
の
意

味
の
下
品
な
も
の
少
な
く
な
い
。
単
に
文
章
か
ら
言
っ
て
も
、
ず
い
ぶ
ん
投
げ
や
り
な
俗

悪
な
も
の
が
多
い
。
こ
の
点
だ
け
で
も
子
供
の
た
め
に
、
い
か
に
も
に
が
に
が
し
い
気
持

ち
が
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
材
料
そ
の
も
の
の
選
び
か
た
に
も
考
え
の
足
り
な
い
の
が
往
々

あ
る
。
私
は
い
ろ
ん
な
点
に
十
分
注
意
し
て
書
い
た
つ
も
り
で
あ
る
。
文
章
と
し
て
は
、

わ
れ
わ
れ
が
実
際
に
使
っ
て
い
る
だ
け
の
平
易
な
純
な
口
語
の
み
を
選
ん
で
、
出
来
る
だ

け
単
純
に
書
こ
う
と
努
力
し
た
２
０

。 

  
 

丹
野
て
い
子
な
ど
編
集
者
の
回
想
に
よ
り
、
鈴
木
三
重
吉
は
『
赤
い
鳥
』
の
投
稿
作
品
を

隅
々
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
２
１

。
三
重
吉
の
児
童
文
学
の
文
章
表
現
に
対

す
る
執
着
は
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
材
料
そ
の
も
の
の
選
び
か
た
」
に
関
し
て
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
児
童
文
学
創
成
期
の
当
時
、
日
本
の
子
供
た
ち
に
紹
介
す
べ
き
も
の
は

余
り
に
多
く
、
三
重
吉
は
積
極
的
に
芸
術
性
の
高
い
海
外
の
作
品
を
紹
介
し
よ
う
と
し
た
２
２

。 
 

 

し
か
し
、
海
外
の
物
語
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
ば
れ
た
の
か
は
今
日
ま
で
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
」
は
海
外
の
物
語
と
し
て
は
最
も
早
い
時
期
に
日

本
に
入
っ
て
来
た
も
の
の
一
つ
で
、
昭
和
二
八
年
（
一
五
九
三
年
）
に
『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ

ス 
(ESO

P
O

 N
O

 FA
B

V
LA

S)

』
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
明
治
に
な
っ

て
か
ら
翻
訳
が
進
み
、『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
大
正
時
代
に
も

「
農
夫
と
蛇
」
な
ど
は
多
く
翻
訳
さ
れ
、
再
話
さ
れ
た
が
、『
赤
い
鳥
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
。「
農
夫
と
蛇
」
は
、
農
夫
が
雪
上
で
死
に
か
け
て
い
る
蛇
を
助
け
た
が
、
息
を
吹
き
返

し
た
蛇
は
農
夫
の
子
供
に
噛
み
付
き
、
死
に
至
ら
し
め
る
。
農
夫
は
そ
ん
な
蛇
を
斧
で
二
つ

に
切
り
裂
い
た
と
い
う
内
容
だ
が
、
こ
の
有
名
な
話
の
文
末
に
は
「
邪
悪
な
も
の
か
ら
は
恩

返
し
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
教
訓
が
付
い
て
い
る
。
教
訓
を
、「
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
拘
束
し
て
、
特
定
の
生
き
方
を
強
要
す
る
。
す
で
に
成
立
し
て
い
る
社
会
構
造
と
慣

習
の
中
で
、
も
っ
と
も
傷
つ
く
こ
と
の
少
な
い
処
生
術
を
確
認
す
る
」
２
３

手
段
と
定
義
す
る

場
合
、「
農
夫
と
蛇
」
に
お
け
る
〈
殺
し
〉
は
ま
さ
し
く
〈
教
訓
〉
の
た
め
に
語
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。 

高
山
毅
は
『
赤
い
鳥
』
に
つ
い
て
、「
当
時
の
封
建
的
、
非
人
間
的
な
教
育
に
対
す
る
反
抗

と
し
て
出
て
き
た
。
古
く
さ
い
教
訓
の
教
育
内
容
や
学
校
唱
歌
に
反
抗
す
る
も
の
と
し
て
、
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こ
う
い
う
も
の
に
比
較
的
反
感
を
い
だ
い
て
い
る
中
流
以
上
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
少
数

に
支
持
さ
れ
な
が
ら
出
て
来
た
」
２
４

と
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
、
『
赤
い
鳥
』
の
昔
話
の
再

和
作
品
に
登
場
す
る
〈
食
べ
る
〉
〈
食
べ
ら
れ
る
〉
〈
殺
す
〉
〈
殺
さ
れ
る
〉
に
は
基
本
的
に
、

教
訓
が
込
め
ら
れ
て
い
な
い
。
「
農
夫
と
蛇
」
が
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
も
、

当
然
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。 

 

ま
た
、
物
語
中
の
〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉〈
殺
す
〉〈
殺
さ
れ
る
〉
と
い
う
行
為
は
現

実
性
の
な
い
、
空
想
世
界
の
中
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
に
も
鈴
木
三
重
吉
の
編

集
方
針
が
貫
か
れ
て
い
る
。
三
重
吉
は
、
当
時
の
冒
険
、
侠
客
、
感
傷
な
ど
を
売
り
物
に
す

る
日
本
の
児
童
読
み
も
の
に
つ
い
て
、
言
い
伝
え
と
し
て
は
面
白
い
が
、
寓
話
と
し
て
は
実

に
貧
弱
で
、
概
し
て
西
洋
の
童
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
豊
か
な
空
想
が
足
り
な
い
と
語
っ
て

い
る
２
５

。
物
語
を
教
訓
か
ら
切
り
離
す
こ
と
、
そ
し
て
空
想
世
界
へ
の
探
求
は
、
鈴
木
三
重

吉
の
編
集
方
針
の
柱
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
物
語
の
中
で
出
て
き
た
〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら

れ
る
〉
〈
殺
す
〉
〈
殺
さ
れ
る
〉
は
教
訓
に
従
属
す
る
の
で
は
な
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
従
属
す

る
の
で
あ
る
。 

   

注 １
野
村
泫
『
昔
話
は
残
酷
か: 

グ
リ
ム
昔
話
を
め
ぐ
っ
て
』（
東
京
子
ど
も
図
書
館
、
一
九
九

七
年
） 

２
渡
辺
茂
男
「
『
赤
い
鳥
』
と
外
国
児
童
文
学
～
特
に
民
話
に
つ
い
て
」
（『
赤
い
鳥
研
究
』
、

小
峰
書
店
、
一
九
六
五
年
）
一
五
七
～
一
五
九
頁 

３
桑
原
三
郎
「
解
説
・
年
譜
・
関
係
文
献
」『
鈴
木
三
重
吉
童
話
全
集
別
巻
』（
文
泉
堂
書
院
、

一
九
七
五
） 

４
小
澤
俊
夫
『
昔
話
が
語
る
子
ど
も
の
姿
』（
古
今
社
、
一
九
九
八
年
）
八
七
～
一
一
七
頁 

５
村
瀬
学
『
食
べ
る
思
想
』（
洋
泉
社
、
二
〇
一
〇
年
）
一
七
〇
～
一
七
一
頁 

６
村
瀬
学 

前
掲
書 

三
八
頁 

７
鈴
木
三
重
吉
「
大
い
た
ち
」
一
五
頁 

８
村
瀬
学 

前
掲
書 

三
八
頁 

９
小
澤
俊
夫
『
昔
話
入
門
』（ 

ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
）
七
八
頁 
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１
０
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
野
村
ひ
ろ
し
訳
『
昔
話
の
本
質
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四

年
）
一
一
九
頁 

１
１
石
田
輯
、
濱
野
佐
代
子
、
花
園
誠
、
瀬
戸
口
明
久
『
日
本
の
動
物
観 

人
と
動
物
の
関

係
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
三
頁 

１
２
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
野
村
ひ
ろ
し
訳
『
昔
話
の
解
釈
～
い
ま
で
も
や
っ
ぱ
り
生

き
て
い
る
』（
筑
摩
書
房 
、
一
九
九
七
年
）
八
六
頁 

１
３
樋
口
や
す
子
「
或
男
爵
の
お
話
」
四
九
頁 

１
４
小
澤
俊
夫
『
昔
話
と
は
何
か
』（
小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）
二
三
頁 

１
５
南
部
修
太
郎
「
小
人
の
謎
」
五
三
頁 

１
６
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
小
澤
俊
夫
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
～
そ
の
形
式
と
本
質
』

（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
九
五
年
）
一
一
八
頁 

１
７
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
～
そ
の
形
式
と
本
質
』
一
一
八
頁 

１
８
小
澤
俊
夫
『
昔
話
と
は
何
か
』
三
二
頁 

１
９
菅
忠
道
「
赤
い
鳥
の
成
立
と
発
展
」
『
赤
い
鳥
研
究
』
（
日
本
児
童
文
学
学
会
編
、
一
九

六
五
年
）
七
～
八
頁 

２
０
鈴
木
三
重
吉
『
湖
水
の
女
』（
春
陽
堂
、
一
九
一
六
年
）
三
頁 

２
１
野
町
て
い
子
「
赤
い
鳥
と
私
」
（『
赤
い
鳥
代
表
作
集Ⅱ

』
、
小
峰
書
店
、
一
九
八
〇
年
）

三
〇
八
頁 

２
２
滑
川
道
夫
「『
赤
い
鳥
』
の
児
童
文
学
史
的
位
置
」『
赤
い
鳥
研
究
』（
日
本
児
童
文
学
学

会
編
、
一
九
六
五
年
）
三
八
頁 

２
３
上
野
瞭
「
寓
話
の
時
代
か
ら
物
語
の
時
代
へ 

～
イ
ソ
ッ
プ
・
ペ
ロ
～
・
デ
フ
ォ
・
ス

ウ
ィ
フ
ト
・
グ
リ
ム
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
～
」（『
児
童
文
学
読
本 

日
本
児
童
文
学
別
冊
』、
一

九
七
五
年
一
月
）
一
九
六
頁 

２
４
高
山
毅
「
児
童
文
学
の
展
望
」
『
大
正
期
の
児
童
文
学
』
（
角
川
新
書
、
一
九
六
五
年
）

三
四
頁 

２
５
鈴
木
三
重
吉
『
湖
水
の
女
』（
春
陽
堂
、
一
九
一
六
年
）
三
頁 

  

（
出
版
情
報
） 

王 

玉 

「（
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
「
殺
す
」
「
殺
さ
れ
る
」
問
題 

―
欧
米
昔
話
再
話
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作
品
を
中
心
に
― 

）
」
『(

研
究
論
集 

＝ 
R

esearch
 

Jo
u

rn
al 

o
f 

G
rad

u
ate 

Stu
d

en
ts 

o
f 

Lette
rs)

』
第1

4

号
、
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
四
年 
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第
二
章 

『
赤
い
鳥
』
創
作
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
と
動
物
の
死
〉

の
語
り 

―
創
作
童
話
の
芸
術
性
を
め
ぐ
っ
て
― 
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一 
『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
創
作
童
話
の
定
義 

『
日
本
児
童
文
学
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
童
話
と
は
「
児
童
文
学
の
一
分
野
と
し
て
の
創

作
物
語
を
指
す
文
芸
語
。
低
年
齢
の
児
童
の
た
め
の
創
作
物
語
を
指
す
語
と
し
て
使
わ
れ
た

り
、
ま
た
読
者
を
児
童
と
限
定
せ
ず
、
象
徴
や
空
想
を
内
容
と
す
る
文
芸
の
一
様
式
で
あ
り
、

童
心
を
描
い
た
作
品
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
１

。 

「
童
話
」
の
語
は
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
作
家
、
学
者
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、
そ

れ
は
「
昔
話
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
入
る
と
「
童
話
」
は
、「
娯
楽
を
旨
と

し
て
教
訓
の
目
的
を
有
し
、
児
童
の
た
め
に
家
庭
に
於
て
物
語
ら
れ
る
民
間
説
話
」
と
定
義

さ
れ
る
が
２

、
そ
の
一
方
で
、
童
話
は
「
教
育
的
呼
称
」、
お
伽
噺
は
「
世
俗
的
呼
称
」
で
あ

る
と
す
る
見
方
や
、
さ
ら
に
は
昔
話
を
童
話
と
定
義
し
、
創
作
物
を
準
童
話
と
定
義
す
る
異

説
３

な
ど
も
あ
っ
た
。 

し
か
し
一
般
的
に
は
、「
童
話
」
と
い
う
呼
称
は
存
在
す
る
も
の
の
、
子
ど
も
の
た
め
の
文

芸
物
語
の
総
称
は
「
御
伽
噺
」
で
あ
っ
た
。
「
童
話
」
と
い
う
語
の
定
着
は
、
『
赤
い
鳥
』
の

台
頭
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鈴
木
三
重
吉
は
昔
話
な
ど
の
民
話
を
材
料
と
し
た
自
分

の
再
話
作
品
に
つ
い
て
、
初
期
に
は
「
御
伽
噺
」
と
「
童
話
」
の
呼
称
を
と
も
に
用
い
て
い

た
が
、『
赤
い
鳥
』
創
刊
以
降
は
、
世
俗
的
な
呼
称
と
み
な
さ
れ
て
い
た
「
御
伽
噺
」
を
捨
て
、

意
識
的
に
そ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
「
童
話
」
と
い
う
呼
称
だ
け
を
用
い
た
。 

『
赤
い
鳥
』
に
は
、
民
話
に
材
を
と
っ
た
再
話
作
品
や
、
外
国
児
童
文
学
の
翻
訳
作
品
な

ど
が
多
数
掲
載
さ
れ
た
が
、
同
時
に
ま
た
創
作
童
話
作
品
も
数
多
く
存
在
し
た
。
創
刊
当
初

は
、
再
話
作
品
の
み
が
「
童
話
」
と
呼
ば
れ
、「
童
話
」
と
「
創
作
童
話
」
が
区
別
さ
れ
て
い

た
。
後
に
、
こ
の
区
別
が
な
く
な
り
、
す
べ
て
の
作
品
が
「
童
話
」
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
三
重
吉
が
言
う
「
童
話
」
と
は
、
「
た
ん
に
子
ど
も
の
た
め
の
読
み
物
」
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
「
純
性
を
保
全
開
発
す
る
た
め
の
」
芸
術
で
あ
る
４

。「
童
話
」
の
意
味
は
、
次
第

に
昔
話
や
伝
説
、
民
間
説
話
の
上
か
ら
離
れ
て
い
き
、
芸
術
を
追
及
す
る
創
作
物
語
の
上
に

定
着
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

現
在
世
間
に
流
行
し
て
い
ゐ
る
子
供
の
読
物
の
最
も
多
く
は
、
そ
の
俗
悪
な
表
紙
が
多

面
的
に
象
徴
と
し
て
ゐ
る
如
く
、
種
々
の
意
味
に
於
て
、
い
か
に
も
下
劣
極
ま
る
も
の
で

あ
る
。
こ
ん
な
も
の
が
子
供
の
真
純
を
侵
害
し
つ
々
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
単
に
思
考
す

る
だ
け
で
も
怖
ろ
し
い
。
西
洋
人
と
違
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
哀
れ
に
も
殆
末
だ



38 

 

嘗
て
、
子
供
の
た
め
に
純
麗
な
読
み
物
を
授
け
る
、
真
の
芸
術
家
の
存
在
を
誇
り
得
た
例

が
な
い
。「
赤
い
鳥
」
は
世
俗
的
な
下
卑
た
子
供
の
読
み
も
の
を
排
除
し
て
、
子
供
の
純
性

を
保
全
開
発
す
る
た
め
に
、
現
代
第
一
流
の
芸
術
家
の
真
摯
な
る
努
力
を
集
め
、
兼
て
、

若
き
子
供
の
た
め
の
創
作
家
の
出
現
を
迎
ふ
る
、
第
一
区
画
的
運
動
の
先
駆
で
あ
る
。「
赤

い
鳥
」
は
、
只
単
に
、
話
材
の
純
清
を
誇
ら
ん
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
全
誌
面
の
表
現
そ

の
も
の
に
於
て
、
子
供
の
文
章
の
手
本
を
授
け
ん
と
す
る
５

。 

 
 

こ
れ
は
『
赤
い
鳥
』
創
刊
号
に
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
標
榜
語
」
で
あ
る
。
当

時
の
子
ど
も
の
読
物
を
、
俗
悪
で
子
ど
も
の
真
純
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
、

子
ど
も
に
純
麗
、
純
清
な
読
物
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
三
重
吉
の
決
意
が
感
じ
ら
れ
る
。『
赤

い
鳥
』
の
こ
の
「
標
榜
語
」
に
代
表
さ
れ
る
主
張
が
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半

に
か
け
て
勃
興
し
た
、
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
を
中
心
に
子
ど
も
中
心
主
義
の
教
育
を
目
指

す
「
大
正
自
由
教
育
運
動
」
に
呼
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
６

。 

と
こ
ろ
で
、
鈴
木
三
重
吉
が
追
及
す
る
「
純
麗
な
読
み
物
」「
真
の
芸
術
」「
話
材
の
純
清
」

と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
創
作
童
話
に
お
い
て
芸
術
性
は
ど
の

よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
検
討
す
る
際
、
当
時
の
社
会

背
景
と
文
芸
思
潮
を
知
る
の
み
で
は
事
足
り
ず
、
あ
る
一
定
の
切
り
口
か
ら
個
々
の
創
作
童

話
作
品
を
分
析
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。 

第
一
章
で
検
証
し
た
よ
う
に
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
欧
米
昔
話
の
再
話
作
品
に
み
ら

れ
る
動
物
の
死
は
、
食
材
と
し
て
人
間
に
食
べ
ら
れ
る
形
式
が
多
い
。
殺
さ
れ
た
動
物
た
ち

は
、
人
間
の
食
料
・
衣
料
で
あ
り
、
ま
た
、
生
き
て
い
る
動
物
は
、
狩
猟
の
際
の
使
役
動
物

で
な
け
れ
ば
、
家
畜
化
さ
れ
た
物
質
的
な
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
た
欧
米
昔
話
の
再
話
作
品

に
見
ら
れ
る
動
物
の
死
に
比
べ
、『
赤
い
鳥
』
創
作
童
話
作
品
に
お
け
る
動
物
の
死
は
、
圧
倒

的
な
多
様
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
本
章
で
は
、『
赤
い
鳥
』
創
作
童
話
に
お
け
る
子
ど

も
と
、
そ
の
身
近
に
あ
る
動
物
の
死
を
中
心
に
、
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
創
作
童
話
作
品
の
芸

術
性
を
検
討
す
る
。 

 

二 

殺
さ
れ
た
動
物
た
ち 

―
表
現
と
主
題
の
多
様
性
― 

 
 
 

筆
者
の
統
計
に
よ
る
と
、『
赤
い
鳥
』
の
創
作
童
話
で
、
子
ど
も
の
身
近
に
い
る
動
物
の
死
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を
扱
っ
た
作
品
は
合
計
で
三
二
編
あ
る
（
文
末
附
表
「『
赤
い
鳥
』
子
ど
も
と
動
物
の
死
関
連

作
品
一
覧
」
）
。
扱
わ
れ
る
動
物
の
死
に
は
、
野
生
動
物
の
死
、
ペ
ッ
ト
の
死
、
病
死
、
餓
死

な
ど
様
々
な
形
態
が
あ
り
、
な
か
に
は
再
話
作
品
で
頻
繁
に
み
ら
れ
る
、
動
物
の
殺
害
と
い

う
モ
チ
ー
フ
も
出
て
く
る
。 

例
え
ば
、
野
上
豊
一
郎
「
猫
を
殺
し
た
話
」（
一
九
一
九
年
九
月
、
三
巻
三
号
）
で
は
、
大

事
に
飼
っ
て
い
た
鳩
数
羽
が
野
良
猫
に
食
べ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
父
は
野
良
猫
を
殺
そ
う
と

す
る
。
最
初
は
ロ
オ
レ
ル
棒
で
打
ち
殺
そ
う
と
し
た
が
、
猫
は
う
ま
く
逃
げ
て
失
敗
す
る
。

次
に
、
父
は
一
本
の
手
槍
を
使
っ
て
猫
を
狙
っ
た
。
数
回
は
か
わ
せ
た
猫
も
、
と
う
と
う
最

後
に
は
突
き
抜
か
れ
重
傷
を
負
う
。
翌
日
、
父
は
近
隣
の
住
人
か
ら
、
植
木
屋
の
苗
畑
で
死

ん
で
い
た
野
良
猫
が
、
畑
の
隅
に
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
話
を
聞
く
。 

ま
た
、
中
村
星
湖
「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」
（
一
九
二
五
年
一
二
月
、
一
五
巻
六
号
）
で
は
、

ジ
ン
チ
ャ
ン
と
家
族
は
、
家
に
迷
い
込
ん
で
き
た
子
犬
に
ポ
チ
と
名
付
け
、
飼
う
こ
と
に
し

た
。
し
か
し
、
大
の
犬
嫌
い
の
隣
家
の
母
が
、
息
子
に
命
じ
て
ポ
チ
を
遠
く
へ
置
き
去
り
に

し
て
き
た
。
だ
が
、
ポ
チ
は
自
力
で
再
び
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
家
に
戻
っ
て
く
る
。
そ
の
後
、
鎖

に
つ
な
が
れ
て
飼
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
た
ま
に
鎖
を
外
さ
れ
た
と
き
は
喜
び
の
あ
ま

り
、
走
り
回
っ
て
近
所
の
家
に
い
た
ず
ら
を
し
た
。
そ
し
て
あ
る
夜
、
ポ
チ
は
近
隣
の
住
人

に
毒
を
盛
ら
れ
、
狂
気
へ
陥
っ
て
し
ま
う
。
狂
っ
て
し
ま
っ
た
ポ
チ
は
人
に
噛
み
つ
く
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
父
は
仕
方
な
く
ポ
チ
を
殺
し
て
林
の
奥
に
埋
め
た
。 

次
に
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
再
話
作
品
で
描
か
れ
た
動
物
の
殺
害
例
を
い
く
つ
か
見

て
み
た
い
。「
大
い
そ
ぎ
で
そ
の
鶏
の
頭
を
割
っ
て
見
ま
す
と
、
な
る
ほ
ど
、
魔
法
つ
か
ひ
が

言
っ
た
と
ほ
り
、
き
れ
い
な
小
さ
な
石
の
玉
が
出
て
来
ま
し
た
」（
「
か
じ
り
大
王
」）
、「
家
来

は
そ
れ
を
見
る
と
、
た
め
し
に
、
死
の
水
を
少
し
ば
か
り
そ
の
蜘
蛛
へ
振
り
か
け
て
見
ま
し

た
。
す
る
と
蜘
蛛
は
忽
ち
こ
ろ
り
と
死
ん
で
し
ま
っ
て
」（
「
魔
法
の
魚
」
）
、「
恐
ろ
し
い
犬
が
、

宝
物
の
張
番
を
し
て
を
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
鍛
冶
屋
の
槌
の
一
打
で
、
そ
の
犬
は
殺
さ

れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」（
「
灰
色
の
小
人
」
）、
等
々
。 

再
話
作
品
で
は
、
動
物
の
殺
害
描
写
が
一
語
ま
た
は
一
文
で
終
わ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
詳
細
に
描
写
さ
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
動
物
の
死
の
描
き
方
に
、

血
が
流
れ
る
描
写
や
、
悲
惨
な
死
に
様
の
描
写
な
ど
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。

小
澤
俊
夫
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
昔
話
に
お
け
る
〈
殺
し
〉
の
語
り
口
は
、
非
写
実
的
で
抽

象
的
な
も
の
で
あ
り
、
殺
す
と
い
う
言
葉
の
中
身
が
抜
か
れ
て
い
る
７

。 
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つ
ま
り
、
人
間
に
殺
さ
れ
た
動
物
が
登
場
す
る
作
品
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
だ
が
、

上
の
二
つ
の
創
作
童
話
に
お
け
る
〈
殺
し
〉
の
表
現
は
、
再
話
作
品
の
そ
れ
と
は
著
し
く
異

な
っ
て
い
る
。 

 

「
猫
を
殺
し
た
話
」
で
は
、
ロ
オ
レ
ル
棒
や
手
槍
な
ど
、
父
が
猫
を
殺
す
際
の
手
段
が
紹

介
さ
れ
、「
恐
し
い
叫
ひ
声
を
し
た
。
猫
は
槍
の
穂
先
に
横
腹
を
突
き
抜
か
れ
て
、
そ
の
穂
先

が
湯
殿
の
羽
目
板
に
さ
さ
て
ゐ
る
猫
は
口
を
立
て
に
開
け
て
こ
つ
ち
を
睨
み
な
が
ら
唸
つ
て

ゐ
る
」
８

と
、
父
の
投
げ
た
槍
に
刺
さ
れ
た
猫
の
様
子
も
事
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し

て
最
後
に
は
、「
植
木
屋
の
苗
畠
の
中
に
野
良
猫
が
死
ん
で
ゐ
た
か
ら
、
可
哀
さ
う
だ
と
お
も

つ
て
、
畠
の
隅
に
う
め
て
や
つ
た
」
と
、
猫
の
死
後
の
様
子
が
具
体
的
に
描
写
さ
れ
、
物
語

は
幕
を
閉
じ
る
。 

 

「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」
で
は
、
近
隣
の
住
人
に
毒
入
り
の
餌
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
ポ
チ
が

「
不
思
議
な
唸
り
声
を
発
し
た
り
、
そ
こ
ら
を
掻
き
む
し
る
や
う
な
音
を
立
て
た
り
、
物
凄

く
吼
え
つ
づ
け
た
り
」
し
、
結
果
「
犬
小
屋
に
敷
い
て
あ
つ
た
炭
俵
の
茅
は
す
つ
か
り
掻
散

ら
さ
れ
、
ま
は
り
の
土
に
は
か
な
り
大
き
な
穴
」
９

が
掘
ら
れ
て
い
た
。
ポ
チ
が
苦
し
さ
の

あ
ま
り
必
死
に
も
が
く
様
子
が
具
体
的
に
想
像
で
き
る
描
写
で
あ
る
。
瀕
死
の
状
態
で
「
眼

は
黄
色
く
濁
つ
て
、
へ
ん
な
光
を
帯
び
て
ゐ
」
た
ポ
チ
だ
が
、
か
ろ
う
じ
て
一
命
を
と
り
と

め
る
。
し
か
し
、
狂
犬
に
変
わ
り
果
て
た
た
め
、
仕
方
な
く
父
は
ポ
チ
を
殺
す
決
断
す
る
。 

 
 

 
 

ポ
チ
を
裏
の
林
へ
連
れ
て
行
つ
て
、
鎖
で
立
木
へ
繋
い
で
置
い
て
、
木
刀
で
ポ
チ
の
頭

を
打
ち
ま
し
た
。
ポ
チ
は
く
る
し
さ
う
に
鳴
い
て
逃
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
二
つ
三
つ
力

を
入
れ
て
打
つ
と
、
樫
の
固
い
木
刀
は
ポ
キ
リ
と
折
れ
ま
し
た
。
そ
の
折
れ
た
の
で
、
お

父
さ
ま
は
ま
た
続
け
さ
ま
に
打
ち
ま
し
た
。
ま
る
で
お
父
さ
ま
が
狂
人
に
な
つ
た
や
う
で

し
た
。
遂
に
ポ
チ
は
倒
れ
て
、
血
を
吐
き
ま
し
た
。
青
い
草
が
ま
つ
赤
に
染
ま
り
ま
し
た

１
０

。 

 
 

 

こ
の
文
章
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
犬
の
殺
し
方
に
つ
い
て
も
、
非
常
に
具
体
的
で
詳
細
な

描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
描
写
は
や
や
過
激
で
あ
り
、
昔
話
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
児

童
文
学
に
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
昔
話
に
お
け
る
動
物
の
殺
害
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
進
行
の

た
め
の
道
具
で
あ
り
、
簡
潔
な
語
り
口
で
も
そ
の
役
割
は
十
分
に
果
た
せ
て
い
た
１
１

。
し
か

し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
創
作
童
話
に
お
け
る
動
物
の
殺
害
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
進
行
の
役
割
以
上
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に
、
話
の
主
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

昔
話
に
登
場
す
る
動
物
た
ち
は
基
本
的
に
、
食
べ
ら
れ
る
か
、
皮
を
剥
が
れ
て
衣
料
に
さ

れ
る
か
な
ど
の
目
的
で
人
間
に
殺
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
ま
た
家
畜
を
殺
し
、
農
作
物
を
食

い
荒
ら
す
な
ど
し
て
人
間
世
界
に
害
を
も
た
ら
す
時
、
動
物
た
ち
は
非
正
義
の
側
に
置
か
れ
、

容
赦
な
く
殺
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
昔
話
の
人
間
と
動
物
は
お
互
い
に
決
し
て
相
容
れ
る
こ

と
の
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
生
き
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
、
創
作
童
話
で
あ
る
「
猫
を
殺
し
た
話
」
や
「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」
で
は
、
動

物
と
人
間
と
の
間
の
あ
る
種
の
〈
矛
盾
〉
、
お
互
い
に
相
容
れ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
主
題
と
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
動
物
を
殺
し
た
人
間
の
側
が
明
ら
か
に
非
正
義
の
立
場
と
な
っ
て

い
る
。 

大
切
に
育
て
て
い
る
鳩
を
食
べ
ら
れ
た
の
で
、
父
は
野
良
猫
を
殺
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
野
良
猫
も
「
自
然
界
に
生
れ
出
て
、
人
間
と
同
じ
や
う
に
生
き
て
行
く
資
格
の
あ

る
一
つ
の
生
き
も
の
で
あ
る
」
と
思
い
、
父
は
「
可
哀
さ
う
に
な
る
と
共
に
、
ま
た
、
何
だ

か
大
変
に
わ
る
い
こ
と
を
し
た
」
よ
う
な
心
持
に
な
る
。
人
間
の
生
活
に
害
を
及
ぼ
し
て
も
、

野
良
猫
は
人
間
と
等
し
く
、
命
あ
る
存
在
で
あ
る
。
同
じ
自
然
界
の
生
き
物
と
し
て
、
人
間

は
動
物
の
命
を
奪
う
権
利
な
ど
な
い
と
い
う
の
が
、「
猫
を
殺
し
た
話
」
で
作
者
が
読
者
に
伝

え
よ
う
と
し
た
主
題
で
あ
る
。 

「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」
は
「
猫
を
殺
し
た
話
」
よ
り
も
複
雑
な
話
と
い
え
る
。
犬
の
ポ
チ

は
、
ジ
ン
チ
ャ
ン
一
家
に
可
愛
が
ら
れ
る
一
方
、
隣
家
の
住
人
か
ら
は
河
に
捨
て
よ
う
と
さ

れ
る
ほ
ど
に
嫌
わ
れ
て
い
る
。
ポ
チ
は
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る
人
間
と
憎
し
み
を
抱
く
人
間

と
の
間
で
翻
弄
さ
れ
る
、
無
力
な
存
在
で
あ
る
。 

ポ
チ
に
虐
待
を
加
え
る
者
は
、
ポ
チ
を
毛
嫌
い
す
る
隣
家
の
住
人
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

ポ
チ
は
鳴
か
な
い
と
い
う
話
を
聞
き
つ
け
た
大
工
は
、
わ
ざ
と
ポ
チ
の
尻
尾
を
踏
み
つ
け
、

キ
ャ
イ
ン
、
キ
ャ
イ
ン
と
痛
そ
う
に
鳴
く
ポ
チ
を
見
て
「
や
つ
ぱ
り
鳴
く
ん
だ
よ
」
と
「
笑

ひ
な
が
ら
」
の
た
ま
う
。
こ
れ
は
、
ポ
チ
に
何
の
恨
み
も
な
い
立
場
の
人
間
で
あ
っ
て
も
、

動
物
の
苦
痛
に
は
ま
っ
た
く
無
関
心
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
無
関
心
は
、

動
物
を
人
間
の
役
に
立
つ
か
、
立
た
な
い
か
の
二
分
法
で
捉
え
る
こ
と
に
由
来
す
る
。「
ジ
ン

チ
ャ
ン
の
犬
」
で
は
、
動
物
の
苦
痛
に
対
す
る
人
間
の
無
関
心
さ
と
い
う
視
点
も
導
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
残
酷
さ
へ
の
批
判
が
一
層
強
ま
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、〈
子
供
の
遊
び
相
手
〉
と
〈
泥
棒
の
用
心
〉
の
た
め
に
飼
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
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た
ポ
チ
は
、
人
間
の
手
助
け
を
す
る
た
め
の
使
役
動
物
や
、
物
質
的
存
在
の
家
畜
と
は
異
な

り
、
ジ
ン
チ
ャ
ン
と
家
族
に
と
っ
て
は
「
う
ち
の
者
」
で
あ
る
。「
眼
に
涙
を
溜
め
て
、
黙
つ

て
」
ポ
チ
の
死
を
目
撃
し
た
幼
い
ジ
ン
チ
ャ
ン
が
感
じ
る
素
朴
な
悲
し
み
に
比
べ
、
仕
方
が

な
い
こ
と
と
は
い
え
自
ら
の
手
で
ポ
チ
を
殺
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
父
の
心
情
は
複
雑
で
あ

る
。
こ
の
父
の
感
情
描
写
が
同
作
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
際
立
た
せ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。 

物
語
の
冒
頭
で
は
、
父
も
ポ
チ
に
対
し
て
「
他
人
に
く
れ
る
か
棄
て
る
か
殺
し
て
し
ま
ふ

か
し
よ
う
と
」
１
２

考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
ポ
チ
の
飼
い
主
と
な
っ
て
か
ら
は
、
ポ
チ
を
殺

そ
う
と
持
ち
か
け
る
母
に
対
し
、「
自
分
と
こ
で
飼
ひ
つ
け
た
生
物
を
殺
す
の
殺
さ
せ
る
の
な

ん
て
、
平
気
で
出
来
る
も
の
か
！
」
と
怒
る
一
面
も
見
せ
る
。
電
車
で
遠
く
ま
で
行
っ
て
頑

丈
な
首
輪
と
鎖
を
買
っ
て
き
た
こ
と
も
、
ポ
チ
を
そ
の
鎖
で
繋
ぐ
こ
と
も
、
ポ
チ
を
守
る
た

め
の
行
動
で
あ
る
。
物
語
の
中
で
ポ
チ
を
殺
し
た
父
の
感
情
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、「
い
つ

も
に
な
い
恐
い
顔
」
を
し
て
い
る
父
が
ど
れ
ほ
ど
心
苦
し
か
っ
た
か
、
前
段
ま
で
に
積
み
重

ね
ら
れ
た
描
写
に
よ
っ
て
、
読
者
に
き
ち
ん
と
伝
わ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。「
ジ
ン
チ
ャ
ン

の
犬
」
で
は
、
人
間
と
動
物
が
使
用
価
値
の
有
無
に
基
づ
く
結
び
つ
き
以
外
に
、
愛
情
と
い

う
新
た
な
つ
な
が
り
で
結
び
つ
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

「
猫
を
殺
し
た
話
」
「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」
な
ど
動
物
と
人
間
の
愛
情
に
よ
る
結
び
つ
き
、

動
物
の
生
命
の
尊
重
を
主
題
と
す
る
話
が
あ
る
一
方
、
堤
文
子
「
犬
の
子
」（
一
九
二
七
年
一

二
月
、
一
九
巻
六
号
）
か
ら
は
、
新
た
な
意
味
合
い
を
含
ん
だ
動
物
の
死
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
を
発
見
で
き
る
。 

「
犬
の
子
」
で
は
、
三
年
生
の
正
子
と
一
学
年
下
の
妹
、
涼
が
、
あ
る
日
、
庭
で
一
匹
の

子
犬
の
赤
ち
ゃ
ん
と
出
会
う
。
そ
れ
は
う
ち
に
迷
い
込
ん
で
き
た
隣
家
の
犬
だ
と
言
う
母
の

言
葉
を
よ
そ
に
、
正
子
と
涼
は
こ
の
子
犬
を
飼
い
た
い
と
思
う
。
隣
人
が
子
犬
を
探
し
に
来

た
と
き
、
二
人
は
慌
て
て
タ
ン
ス
の
奥
に
あ
る
カ
ス
テ
ラ
の
空
箱
へ
子
犬
を
押
し
込
み
、
犬

は
ど
こ
か
へ
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
嘘
を
つ
い
た
。
隣
人
が
去
る
と
二
人
は
母
に
真
実
を
打
ち

明
け
、
カ
ス
テ
ラ
の
空
箱
か
ら
子
犬
を
引
き
出
し
た
が
、
子
犬
は
す
で
に
死
ん
で
し
ま
っ
て

い
た
。 

堤
千
代
（
出
生
名
堤
文
子
）
は
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
の
「
小
指
」
お
よ
び
そ

の
他
の
作
品
で
第
一
一
回
直
木
賞
を
受
賞
し
、
同
賞
初
の
女
性
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
堤
が
鈴
木
三
重
吉
に
見
出
さ
れ
た
作
家
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
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昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
七
月
、『
赤
い
鳥
』
一
九
巻
一
号
に
堤
の
「
た
ま
ご
」
が
、
自
身

は
じ
め
て
の
入
選
童
話
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
き
、
「
文
鳥
」
（
一
九
二
七
年

九
月
、
一
九
巻
三
号
）
、「
犬
の
子
」（
一
九
二
七
年
一
二
月
、
一
九
巻
六
号
）
の
二
作
品
が
入

選
し
、
そ
の
後
は
「
オ
フ
ロ
ノ
ユ
メ
」「
お
空
の
字
」「
お
ま
わ
り
さ
ん
」「
き
つ
ね
の
よ
め
入
」

な
ど
合
計
十
八
編
の
作
品
が
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
。 

『
赤
い
鳥
』
編
集
長
で
あ
る
鈴
木
三
重
吉
は
、
応
募
作
品
す
べ
て
を
丁
寧
に
添
削
し
て
い

た
。
堤
文
子
の
入
選
童
話
「
た
ま
ご
」
へ
の
講
評
に
は
、「
九
分
ど
ほ
り
ま
で
は
原
作
の
ま
ま

で
す
か
ら
、
す
ば
ら
し
い
わ
け
で
す
」
１
３

と
あ
り
、
絶
賛
の
ほ
ど
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
入

選
童
話
の
二
作
目
で
あ
る
「
文
鳥
」
は
、
早
く
も
推
奨
童
話
と
し
て
紙
面
を
飾
っ
た
。
「（
応

募
作
品
の
）
童
話
を
推
奨
に
し
た
の
は
、
十
年
に
わ
た
る
募
集
作
中
、
全
く
こ
れ
が
は
じ
め

て
で
す
。
私
も
ほ
く
ほ
く
喜
ん
で
ゐ
ま
す
」
１
４

と
あ
る
よ
う
に
、
三
重
吉
が
堤
の
才
能
を
非

常
に
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

具
体
的
に
鈴
木
三
重
吉
が
堤
の
童
話
の
ど
の
よ
う
な
点
を
評
価
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
講
評
文
を
参
照
に
し
た
い
。「
表
現
に
は
、
女
の
人
に
と
も
な
ひ
易
い
無
用
な
飾

り
や
、
い
や
み
が
寸
分
も
な
く
、
た
ん
た
ん
と
し
て
、
し
か
も
切
れ
味
が
よ
く
て
、
す
が
す

が
し
い
と
こ
ろ
が
、
い
い
気
持
で
す
」
１
５

、
「
か
は
い
い
幼
稚
さ
の
あ
る
人
で
あ
り
な
が
ら

題
材
を
つ
か
み
、
と
ら
へ
る
、
し
つ
か
り
し
た
批
判
力
と
、
簡
潔
に
実
写
的
に
づ
ば
づ
ば
と

事
象
や
感
情
や
心
理
を
描
き
う
つ
す
、
的
確
な
叙
写
の
力
と
を
も
っ
て
ゐ
る
」
１
６

。
三
重
吉

は
堤
の
表
現
力
、
題
材
選
び
の
力
、
叙
写
の
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

「
犬
の
子
」
で
は
、
子
犬
を
「
た
ま
ら
な
い
く
ら
ゐ
か
は
い
ら
し
」
く
感
じ
た
姉
妹
が
、

犬
の
名
前
か
ら
、
犬
小
屋
の
こ
と
、
首
輪
の
こ
と
、
そ
し
て
「
犬
が
大
き
く
な
つ
て
か
ら
の

こ
と
」
ま
で
、「
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
、
夢
中
に
な
つ
て
」
話
し
合
う
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
に
、
子
犬
が
「
水
色
の
テ
ー
プ
を
首
わ
に
し
て
、
ち
よ
こ
ち
よ
こ
走
つ
て
来

る
と
こ
ろ
が
、
眼
に
見
え
る
や
う
な
気
」
１
７

ま
で
し
て
く
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
淡
々
と
し
た
描
写
か
ら
、
子
ど
も
二
人
の
子
犬
に
対
す
る
強
い
愛
情
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
ま
た
、
隣
人
が
子
犬
を
探
し
に
訪
れ
た
と
き
、
急
い
で
子
犬
を
空
箱
の
な
か
に

詰
め
込
み
、
そ
の
た
め
に
子
犬
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
正
子
は
子
犬
の
墓
を
作
り
な
が
ら
、「
こ

ち
こ
ち
に
な
つ
て
ゐ
た
子
犬
に
す
ま
な
い
や
う
な
気
が
し
て
、
涙
が
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
で
」

１
８

た
、
と
い
う
描
写
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
正
子
は
子
犬
の
お
墓
に
向
か
っ
て
お
辞
儀
を
し

た
こ
と
が
語
ら
れ
、
最
後
は
「
今
で
も
正
子
さ
ん
は
、
こ
の
子
犬
の
こ
と
を
思
ひ
出
す
と
、



44 

 

本
当
に
か
あ
い
さ
う
で
〱
た
ま
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
、
読
者
に
正
子
の
気
持
ち
を
想
像
す
る

余
白
を
残
し
た
一
文
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。 

子
ど
も
た
ち
の
過
失
に
よ
り
子
犬
の
命
が
失
わ
れ
る
と
い
う
重
い
題
材
で
は
あ
る
が
、
物

語
の
中
で
は
親
が
子
ど
も
を
叱
り
つ
け
る
場
面
や
、
子
ど
も
が
反
省
す
る
場
面
は
一
切
描
か

れ
て
い
な
い
。「
犬
の
子
」
の
死
は
、
子
ど
も
の
愛
に
よ
る
不
慮
の
死
で
あ
る
。
ま
た
物
語
は

こ
の
よ
う
な
死
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
教
訓
な
ど
も
示
し
て
い
な

い
。
こ
の
話
を
読
ん
で
何
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
は
、
読
者
に
任
さ
れ
て
い
る
。
読
者
の

主
体
的
な
読
解
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
犬
の
子
」
は
動
物
の
殺
害
と
い
う
題
材
に

新
た
な
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。 

 

三 

ペ
ッ
ト
の
死 

―
子
ど
も
の
感
情
と
感
性
を
め
ぐ
っ
て
― 

 

 

乳
、
肉
、
卵
、
毛
、
皮
、
毛
皮
な
ど
の
生
産
物
や
、
労
働
力
と
し
て
馴
致
・
飼
育
し
て
い

る
猟
犬
、
牛
、
豚
、
鶏
な
ど
の
動
物
は
、
昔
話
に
よ
く
登
場
す
る
。
し
か
し
、『
赤
い
鳥
』
の

創
作
童
話
に
は
そ
う
し
た
人
間
が
利
用
す
る
た
め
の
家
畜
や
家
禽
と
は
異
な
る
、
ペ
ッ
ト
と

し
て
の
動
物
が
登
場
す
る
。 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
創
刊
の
『
赤
い
鳥
』
に
は
、
ペ
ッ
ト
の
死
に
直
面
す
る
子
ど

も
を
扱
っ
た
創
作
童
話
も
数
編
存
在
す
る
。
子
ど
も
た
ち
が
ペ
ッ
ト
の
死
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
、
ペ
ッ
ト
の
死
に
際
し
て
ど
の
よ
う
な
感
情
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
作

品
ご
と
に
見
て
み
よ
う
。 

宇
野
千
代
「
吉
郎
さ
ん
と
犬
」（
一
九
二
五
年
一
二
月
、
一
五
巻
六
号
）
は
、
子
ど
も
の
吉

郎
が
、
雨
に
濡
れ
て
痩
せ
た
子
犬
二
匹
を
家
に
連
れ
帰
る
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
。
デ
べ
と
ク

ロ
と
名
付
け
ら
れ
た
子
犬
は
吉
郎
に
よ
く
懐
き
、
毎
日
一
緒
に
遊
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
ど

い
雨
が
降
っ
た
あ
る
日
、
学
校
か
ら
帰
っ
た
吉
郎
は
デ
べ
が
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
辺
り

を
探
し
ま
わ
る
が
、
い
く
ら
探
し
て
も
デ
べ
の
姿
は
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、
デ
べ
が
死

ん
で
し
ま
っ
た
の
か
生
き
て
い
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
物
語
は
終
わ
る
。
デ
べ
と
呼
ぶ

た
び
に
嬉
し
そ
う
に
走
っ
て
く
る
ク
ロ
の
頭
を
撫
で
て
や
り
な
が
ら
、
吉
郎
は
「
何
と
も
言

え
な
い
悲
し
い
気
持
ち
」
に
な
っ
た
。 

こ
の
「
何
と
も
言
え
な
い
悲
し
い
気
持
ち
」
は
、
消
息
不
明
の
デ
べ
に
対
す
る
心
配
と
、

帰
っ
て
こ
な
い
愛
犬
の
死
を
意
識
し
た
哀
悼
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、

デ
べ
が
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
は
、
吉
郎
の
愛
情
に
対
す
る
一
種
の
裏
切
り
と
言
え
る
。「
ク
ロ
、
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ク
ロ
」
と
呼
ん
で
も
知
ら
な
い
顔
を
す
る
ク
ロ
だ
が
、「
デ
べ
」
と
呼
ば
れ
る
と
す
ぐ
に
反
応

し
て
嬉
し
そ
う
に
走
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
自
分
の
名
前
が
ク
ロ
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

た
め
だ
ろ
う
と
吉
郎
は
思
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
デ
べ
も
自
分
の
名
前
が
デ
べ
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
デ
べ
の
失
踪
は
、
吉
郎
の
持
っ
て
行
き
場
の
な
い
愛
情
の
表
れ
に

も
見
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
残
っ
た
ク
ロ
を
見
る
と
、
吉
郎
に
は
切
な
い
感
情
が
湧
い
て
く
る

の
で
あ
る
。 

 

宮
原
晃
一
郎
「
お
と
も
雀
」（
一
九
二
六
年
六
月
、
一
六
巻
六
号
）
は
、
自
分
の
「
お
と
も
」

と
な
る
雀
が
欲
し
い
子
ど
も
の
幸
坊
が
、
母
の
反
対
に
も
耳
を
貸
さ
ず
、
雀
の
巣
か
ら
五
羽

の
小
雀
を
と
っ
て
き
て
、
育
て
よ
う
と
す
る
話
で
あ
る
。
し
か
し
、「
骨
を
折
つ
て
そ
だ
て
て

も
」、
小
雀
は
次
々
と
死
ん
で
し
ま
う
。
生
き
残
っ
た
最
後
の
一
羽
を
鳥
か
ご
に
い
れ
、
大
切

に
面
倒
を
見
て
い
た
が
、
と
う
と
う
そ
の
雀
に
も
籠
か
ら
逃
げ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
悲
し

く
な
っ
た
幸
坊
は
、
空
の
籠
を
外
へ
出
し
、
小
雀
が
戻
っ
て
く
る
の
を
待
つ
の
で
あ
る
。 

物
語
の
中
で
幸
坊
は
毎
晩
、
雀
が
「
お
と
も
」
を
し
て
く
れ
る
夢
を
見
て
い
た
。
夢
の
中

で
雀
は
幸
坊
を
「
舌
切
雀
の
宿
」
へ
連
れ
て
行
き
、
人
間
の
言
葉
で
語
り
か
け
る
の
で
あ
る
。

幸
坊
は
そ
の
話
を
深
く
信
じ
、
学
友
た
ち
に
も
打
ち
明
け
た
。
そ
し
て
、
小
雀
が
戻
ら
な
く

て
も
、「
お
と
も
雀
が
夢
に
話
し
た
こ
と
を
忘
れ
」
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
じ
大
切
な
ペ
ッ

ト
を
失
っ
た
話
で
も
、「
吉
郎
さ
ん
と
犬
」
で
は
犬
の
失
踪
が
吉
郎
の
心
に
切
な
い
悲
し
み
の

み
を
残
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
お
と
も
雀
」
で
は
小
雀
の
失
踪
が
幸
坊
の
心
に
大
事
な
夢
を

残
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、「
私
は
、
幸
坊
が
い
つ
ま
で
も
、
そ
れ
を
ほ
ん
と
う
だ
と

思
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
望
」
１
９

む
、
と
物
語
の
最
後
に
は
語
り
手
の
視
点
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
語
り
手
の
望
み
は
、
子
ど
も
が
い
つ
ま
で
も
天
真
爛
漫
な
童
心

を
失
わ
な
い
で
い
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
、
幸
坊
が
「
お
と
も
雀
」

の
夢
を
信
じ
続
け
る
こ
と
に
は
、
小
雀
の
失
踪
と
死
が
も
た
ら
し
た
悲
し
み
を
緩
和
す
る
効

果
が
あ
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。 

次
に
見
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ペ
ッ
ト
の
死
を
受
け
入
れ
る
か
を
テ

ー
マ
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
下
村
千
秋
「
猫
の
お
墓
」（
一
九
二
六
年
一
二
月
、
一
七
巻
六
号
）

は
、
父
が
子
ど
も
の
よ
し
子
の
た
め
に
も
ら
っ
て
き
た
、
金
色
の
左
目
と
銀
色
の
右
目
を
持

つ
子
猫
の
話
で
あ
る
。
一
家
は
子
猫
を
「
し
ろ
」
と
名
付
け
、
大
事
に
育
て
て
い
た
が
、
あ

る
日
、
し
ろ
は
肉
屋
の
大
き
な
犬
に
ガ
ブ
ッ
リ
と
の
ど
を
噛
ま
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
し

て
、
物
語
で
は
、
し
ろ
が
犬
に
か
ま
れ
る
シ
ー
ン
を
、
よ
し
子
が
目
撃
す
る
の
で
あ
る
。 
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よ
し
子
は
「
ひ
ど
い
け
ん
ま
く
で
犬
の
そ
ば
へ
」
近
寄
っ
て
行
く
が
、「
犬
は
憎
ら
し
い
ほ

ど
落
ち
つ
き
は
ら
ひ
」、
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
横
た
わ
っ
て
い
る
し
ろ
を
「
抱
き
上

げ
よ
う
と
し
て
ハ
ツ
と
」
す
る
。
し
ろ
は
も
う
死
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。「
よ
し
子
の
顔
は

あ
を
く
な
り
」、
急
い
で
母
に
助
け
を
求
め
る
が
、
し
ろ
が
息
を
吹
き
返
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
ろ
の
死
に
「
ぼ
ん
や
り
し
て
し
ま
」
っ
た
よ
し
子
で
あ
っ
た
が
、
父
が
帰
っ
て
く
る
と
、

「
だ
ま
つ
て
と
う
さ
ん
の
股
倉
の
中
へ
首
を
突
つ
こ
み
」
、
「
た
ま
ら
な
く
な
つ
て
ワ
ー
ツ
と

泣
き
出
し
」
た
。
襲
わ
れ
た
し
ろ
を
見
た
と
き
の
焦
燥
感
、
し
ろ
の
死
を
感
じ
と
っ
た
際
の

茫
然
自
失
、
そ
し
て
父
の
前
で
吐
き
出
す
こ
と
の
で
き
た
悲
し
み
、
こ
の
一
連
の
描
写
は
、

簡
潔
で
あ
り
な
が
ら
も
、
し
ろ
の
死
に
直
面
し
た
よ
し
子
の
感
情
の
変
化
を
巧
み
に
描
き
出

し
て
い
る
。 

物
語
の
最
後
で
よ
し
子
は
、
父
と
一
緒
に
し
ろ
の
お
墓
を
作
る
。
庭
に
咲
く
桃
の
木
の
下

に
掘
ら
れ
た
穴
に
、
「
し
ろ
は
小
さ
な
前
脚
で
自
分
の
顔
を
包
む
や
う
に
し
て
う
つ
向
き
に
」

埋
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
見
て
よ
し
子
は
、「
ま
た
涙
が
こ
み
上
げ
て
来
」
る
。
よ
し
子
の
涙
は
、

し
ろ
の
死
に
対
す
る
悲
し
み
で
あ
り
、
温
か
い
愛
情
の
表
れ
で
も
あ
る
。
「
し
ろ
は
来
年
は
、

桃
の
花
に
な
つ
て
咲
く
に
ち
が
ひ
な
い
よ
」
と
い
う
父
の
言
葉
に
、
よ
し
子
は
、「
し
ろ
の
お

墓
、
来
る
春
は
う
す
桃
色
に
咲
い
て
出
よ
」
と
綴
っ
た
、
長
さ
三
尺
ほ
ど
の
墓
標
を
立
て
る

の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
「
コ
ス
モ
ス
の
花
び
ら
が
風
も
な
い
の
に
散
り
か
か
」
２
０

っ
た
。 

 

「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」
の
最
後
で
は
、
父
が
犬
の
死
骸
を
穴
に
埋
め
た
と
き
、「
幼
い
ジ
ン

チ
ャ
ン
は
、
眼
に
涙
を
溜
め
て
、
黙
つ
て
、
そ
の
側
に
立
つ
て
ゐ
」
た
。
幼
い
ジ
ン
チ
ャ
ン

に
と
っ
て
、
犬
の
死
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
悲
し
み
で
あ
る
。
こ
の
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
悲
し
み

一
辺
倒
の
感
情
に
比
べ
、
よ
し
子
の
感
情
は
、
悲
し
み
の
中
に
も
愛
情
や
温
か
さ
が
あ
り
、

重
層
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
ろ
の
お
墓
を
作
る
こ
と
は
、
大
好
き
な
ペ
ッ
ト
に
別

れ
を
告
げ
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
し
ろ
は
再
び
桃
の
花
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
と

い
う
父
の
言
葉
に
よ
り
、
よ
し
子
の
心
の
な
か
で
し
ろ
の
死
が
、
終
焉
で
は
な
く
、
新
た
に

再
生
さ
れ
る
命
の
可
能
性
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
父
の

助
け
の
下
で
、
よ
し
子
は
し
ろ
の
死
を
う
ま
く
受
け
止
め
ら
れ
た
。
ペ
ッ
ト
の
死
の
悲
し
み

に
浸
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
よ
し
子
は
命
の
消
滅
に
よ
っ
て
自
然
の
中
に
あ
る
生
命
の
連
続

性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
命
が
連
続
す
る
可
能
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
、

大
切
な
ペ
ッ
ト
の
死
が
も
た
ら
す
悲
痛
を
和
ら
げ
る
た
め
に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、
片
山
廣
子
「
ぺ
い
ち
ゃ
ん
の
話
」（
一
九
二
一
年
六
月
、
六
巻
六
号
）
を
見
て
み
た
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い
。
子
ど
も
の
ふ
う
ち
ゃ
ん
は
、
南
ア
フ
リ
カ
帰
り
の
汽
船
の
船
長
か
ら
ペ
リ
コ
と
い
う
種

類
の
青
い
鳥
を
も
ら
っ
た
。
ふ
う
ち
ゃ
ん
の
家
族
は
、
そ
の
鳥
を
「
ペ
イ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
び
、

可
愛
が
っ
た
。
ふ
う
ち
ゃ
ん
の
家
は
サ
ミ
と
い
う
名
の
犬
も
飼
っ
て
い
た
が
、
あ
る
日
、
サ

ミ
は
病
気
で
死
ん
で
し
ま
う
。「
白
木
の
大
き
い
箱
の
中
に
長
々
と
横
に
な
つ
て
、
耳
に
赤
い

珠
の
珠
数
を
か
け
」
２
１

た
サ
ミ
を
、
ふ
う
ち
ゃ
ん
一
家
は
丁
寧
に
葬
っ
た
。 

葬
送
の
場
面
で
は
、「
そ
れ
で
は
サ
ミ
や
、
さ
よ
う
な
ら
。
今
後
は
ど
う
ぞ
人
間
に
生
ま
れ

て
お
く
れ
。
サ
ミ
や
、
こ
こ
の
家
を
忘
れ
ず
に
ゐ
て
お
く
れ
」
２
２

と
言
う
母
の
姿
が
描
写
さ

れ
て
い
る
が
、
ふ
う
ち
ゃ
ん
の
様
子
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
物
語
の
最
後

で
描
か
れ
て
い
る
ふ
う
ち
ゃ
ん
の
ペ
イ
ち
ゃ
ん
に
対
す
る
言
動
が
、
葬
送
の
場
面
で
の
感
情

を
間
接
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
家
の
外
へ
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
ペ
イ
ち
ゃ
ん

は
土
木
作
業
員
に
捕
ら
え
ら
れ
、
ふ
う
ち
ゃ
ん
の
家
に
戻
っ
て
く
る
。
ペ
イ
ち
ゃ
ん
に
向
か

っ
て
、
ふ
う
ち
ゃ
ん
は
「
遠
く
へ
行
く
ん
ぢ
や
な
い
よ
、
遠
く
へ
行
く
ん
ぢ
や
な
い
よ
」
と

何
度
も
言
い
聞
か
せ
た
。
犬
の
サ
ミ
の
死
に
対
す
る
幼
い
ふ
う
ち
ゃ
ん
の
悲
し
み
は
直
接
的

に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、「
遠
く
へ
行
く
な
」
と
ペ
イ
ち
ゃ
ん
に
強
く
言
い
聞
か
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
間
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ペ
イ
ち
ゃ
ん
へ
向
け
ら
れ
た
思
い
は
、
同
時
に
死

ん
だ
サ
ミ
へ
の
思
い
で
あ
る
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
死
を
通
じ
て
身
近
な
人
や
動
物
の
生
命
に

対
す
る
子
ど
も
の
認
識
、
感
覚
の
変
化
な
ど
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
赤
い
鳥
』
の
創
作
童
話
で
描
か
れ
る
ペ
ッ
ト
の
死
と
、
そ

れ
を
め
ぐ
る
子
ど
も
の
感
情
は
、
悲
し
み
一
辺
倒
で
は
な
い
。
森
三
郎
「
ほ
た
る
」（
一
九
三

三
年
一
一
月
、
六
巻
五
号
）
で
は
、
動
物
、
ペ
ッ
ト
、
命
に
対
す
る
子
ど
も
の
理
解
や
、
考

え
方
が
さ
ら
に
複
雑
な
か
た
ち
で
描
か
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
こ
の
作
品
を
詳
し
く
見
て
み

る
。 

 

「
ほ
た
る
」
は
、
小
学
校
四
年
生
の
久
子
を
め
ぐ
る
話
で
あ
る
。
毎
年
夏
休
み
に
な
る
と

東
京
か
ら
久
子
の
家
へ
遊
び
に
来
て
い
た
従
妹
の
よ
し
子
が
、
今
年
は
病
気
で
来
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
久
子
は
、
よ
し
子
の
病
気
が
早
く
治
り
、
ま
た
遊
び
に
来
ら
れ
る
よ

う
に
と
日
々
祈
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
久
子
は
、
母
に
二
匹
の
ほ
た
る
を
採
っ
て
も

ら
っ
た
。
ほ
た
る
を
見
つ
め
な
が
ら
久
子
は
、「
こ
の
ほ
た
る
は
、
ど
れ
く
ら
ゐ
生
き
て
ゐ
る

で
せ
う
」
と
考
え
、
三
日
経
っ
て
二
匹
と
も
死
な
な
い
で
い
た
ら
よ
し
子
の
病
気
は
治
る
、

と
心
の
な
か
で
願
を
掛
け
た
。
そ
の
後
の
二
日
間
、「
こ
わ
い
や
う
な
、
う
れ
し
い
や
う
な
気

持
ち
が
し
て
、
胸
が
少
し
わ
く
わ
く
」
２
３

す
る
久
子
は
、
何
度
も
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
ほ
た



48 

 

る
の
様
子
を
覗
い
た
。
し
か
し
三
日
目
に
な
る
と
、
今
度
は
ほ
た
る
が
死
ぬ
こ
と
が
心
配
で

た
ま
ら
な
く
な
っ
た
久
子
は
友
だ
ち
の
家
へ
遊
び
に
行
き
、
ほ
た
る
を
見
な
い
よ
う
に
し
た
。

久
子
は
そ
れ
ま
で
も
麦
わ
ら
を
水
に
浸
し
て
ほ
た
る
の
籠
を
編
ん
だ
り
、
出
か
け
る
際
に
は

「
お
掃
除
を
す
る
と
き
、
ほ
た
る
か
ご
に
気
を
つ
け
て
ね
。
う
ご
か
し
た
り
し
ち
や
、
だ
め

よ
」
と
女
中
へ
呼
び
か
け
た
り
、
母
や
女
中
に
「
ほ
た
る
を
触
ら
な
い
で
」
と
頼
ん
だ
り
し

て
、
ほ
た
る
が
で
き
る
だ
け
長
生
き
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
た
。
読
者
は
こ
う
し
た
一
連
の

描
写
か
ら
、
天
真
爛
漫
で
善
良
な
女
の
子
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、
久
子
が
友
だ
ち
の
家
か
ら
帰
宅
す
る
と
、
ほ
た
る
は
家
へ
遊
び
に
来
て
い
た

従
妹
の
敏
ち
ゃ
ん
に
よ
っ
て
持
ち
去
ら
れ
て
い
た
。「
あ
な
た
は
又
、
い
く
ら
だ
つ
て
と
れ
ば

い
い
で
せ
う
」
と
い
う
母
の
無
神
経
な
言
葉
に
、
久
子
は
「
口
も
聞
け
ず
、
涙
が
溢
れ
て
」

き
て
、「
ど
う
し
て
、
も
う
少
し
早
く
か
へ
ら
な
か
つ
た
だ
ら
う
。
さ
う
す
れ
ば
敏
ち
や
ん
な

ん
ぞ
に
、
ほ
た
る
を
わ
た
し
は
し
な
つ
か
た
の
に
」
と
後
悔
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、「
あ
の

ほ
た
る
は
、
よ
わ
り
き
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
ぢ
き
死
ん
で
し
ま
ふ
に
き
ま
つ
て
ゐ
る
、
い
い
気

味
だ
」
２
４

と
思
う
と
、
い
く
ら
か
腹
い
せ
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。 

 

こ
こ
で
読
者
は
、
ほ
た
る
に
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
願
い
、
努
力
し
て
き
た
天
真
爛
漫
で

善
良
な
久
子
か
ら
、
敏
ち
ゃ
ん
へ
の
腹
い
せ
と
し
て
ほ
た
る
が
死
ぬ
こ
と
を
期
待
す
る
久
子

へ
の
変
化
に
直
面
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
の
思
考
が
い
か
な
る
脈
絡
で
成
り
立
っ
て

い
る
の
か
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
ほ
た
る
の
命
に
対
す
る
久
子
の
関
心

は
、
す
べ
て
久
子
自
身
の
立
場
や
心
境
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
変
わ
れ
ば
関
心

の
あ
り
方
も
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
分
自
身
の
視
点
を
中
心
に
周
囲
の

世
界
を
捉
え
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
思
考
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。 

童
話
内
の
シ
ー
ン
で
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
よ
し
子
が
「
少
し
心
臓
が
悪
く
て
ね
つ
い
て

い
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
と
き
、
が
っ
か
り
し
た
久
子
は
、
一
方
で
よ
し
子
の
病
気
を
心

配
し
な
が
ら
、
も
う
一
方
で
は
よ
し
子
が
遊
び
に
来
ら
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
と
失
望

を
露
わ
に
す
る
。
と
は
い
え
物
語
の
中
で
は
、
久
子
の
考
え
方
に
対
す
る
批
判
や
、
読
者
へ

の
教
育
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
一
切
描
か
れ
て
い
な
い
。「
ほ
た
る
」
は
動
物
に
対
す
る
子
ど
も

の
繊
細
な
心
理
の
変
化
を
細
か
く
描
く
こ
と
で
、
天
真
爛
漫
で
善
良
と
い
う
単
純
な
子
ど
も

像
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
同
時
に
抱
く
、
複
雑
な
子
ど
も
像
を
提
示
し
た
と
い
う

点
で
評
価
で
き
よ
う
。 
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四 
童
話
の
ロ
マ
ン
ス
と
し
て
の
性
質
と
動
物
の
死 

古
く
か
ら
、
動
物
は
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
近
代

以
降
は
さ
ら
に
愛
玩
の
対
象
と
し
て
も
一
般
的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
動

物
は
霊
力
を
持
っ
た
不
思
議
な
存
在
と
い
う
概
念
も
昔
か
ら
存
在
す
る
２
５

。
東
西
の
昔
話
に

散
見
さ
れ
る
、
人
間
が
動
物
に
変
身
し
た
り
、
動
物
が
人
間
に
変
身
し
た
り
す
る
動
物
変
身

譚
は
、
そ
の
概
念
の
表
れ
と
い
え
る
。『
赤
い
鳥
』
に
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
作
品
を
見
出
そ

う
と
す
れ
ば
、
下
村
千
秋
「
太
一
郎
と
つ
ば
め
」
（
一
九
二
五
年
九
月
、
一
五
巻
三
号
）
と
、

吉
田
絃
二
郎
「
上
等
兵
と
白
犬
」（
一
九
三
五
年
六
月
、
九
巻
六
号
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

「
太
一
郎
と
つ
ば
め
」
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
太
一
郎
と
お
爺
さ
ん
は

毎
年
家
に
や
っ
て
き
て
巣
を
作
る
つ
ば
め
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
。
あ
る
時
、
日
射
病
に

な
っ
て
ひ
ど
く
寝
込
ん
だ
太
一
郎
が
元
気
を
取
り
戻
す
と
、
そ
の
う
ち
の
一
羽
が
死
ん
で
い

た
。
日
射
病
で
臥
せ
て
い
た
と
き
、
太
一
郎
は
つ
ば
め
の
背
中
に
の
っ
て
家
ま
で
帰
る
夢
を

見
た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
お
爺
さ
ん
は
、
つ
ば
め
は
太
一
郎
の
身
代
わ
り
に
な
っ
て
死
ん
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。 

「
上
等
兵
と
白
犬
」
は
、
田
澤
武
二
上
等
兵
と
戦
場
で
出
会
っ
た
一
匹
の
白
い
犬
の
物
語

で
あ
る
。
田
澤
は
そ
の
白
い
犬
が
子
ど
も
の
頃
に
飼
っ
て
い
た
犬
の
「
エ
ス
」
に
そ
っ
く
り

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
エ
ス
と
名
付
け
て
戦
場
を
と
も
に
駆
け
ま
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

負
傷
し
た
田
澤
が
広
島
の
病
院
へ
送
還
さ
れ
る
と
き
、
犬
は
忽
然
と
姿
を
消
し
て
い
た
。
そ

し
て
田
澤
は
、
子
ど
も
の
頃
に
母
か
ら
聞
い
た
、
急
に
病
気
で
亡
く
な
っ
た
エ
ス
は
生
ま
れ

変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
す
。 

「
上
等
兵
と
白
犬
」
で
は
、
白
い
犬
の
実
体
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
可
愛
が
っ
て

い
た
エ
ス
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
田
澤
の
想
像
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、「
太
一
郎
と
つ
ば
め
」
の
話
で
は
、
つ
ば
め
が
太
一
郎
の
身
代
わ
り
に
な
っ
て

死
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
、
太
一
郎
の
想
像 

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
お
よ
そ
事
実
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
。 

あ
る
日
、
つ
ば
め
は
太
一
郎
の
家
で
働
く
作
男
の
お
で
こ
に
糞
を
落
と
し
て
、
作
男
を
怒

ら
せ
た
。
巣
を
壊
そ
う
と
す
る
作
男
を
、
太
一
郎
が
つ
ば
め
は
家
の
宝
物
だ
か
ら
と
言
っ
て

制
止
す
る
。
つ
ば
め
が
太
一
郎
の
身
代
わ
り
に
な
っ
て
死
ん
だ
こ
と
は
、
作
中
人
物
で
あ
る

太
一
郎
と
お
爺
さ
ん
に
と
っ
て
は
想
像
の
域
を
出
な
い
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
語
り
手
の
声

で
あ
る
地
の
文
に
お
い
て
は
、「
そ
の
死
ん
だ
つ
ば
め
は
、
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
太
一
郎
が
助
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け
て
や
っ
た
そ
の
つ
ば
め
で
あ
る
」
と
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
つ
ば
め
は

恩
返
し
の
た
め
に
そ
の
命
を
太
一
郎
へ
捧
げ
た
」
と
い
う
解
釈
は
成
り
立
ち
う
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
『
赤
い
鳥
』
に
登
場
す
る
動
物
変
身
譚
と
し
て
も
う
一
作
品
、
小
川
未
明
「
海
蛍
」

（
一
九
二
三
年
八
月
、
一
一
巻
二
号
）
を
見
て
み
た
い
。「
海
蛍
」
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
昔
あ
る
と
こ
ろ
に
、
両
親
か
ら
大
切
に
育
て
ら
れ
た
美
し
い
娘
が
い
た
。
娘
は

悪
意
を
持
っ
た
旅
人
に
騙
さ
れ
、
遠
く
離
れ
た
村
へ
嫁
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
低
能
な

夫
が
ど
う
し
て
も
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
時
、
娘
は
嫁
ぎ
先
を
ひ
そ
か
に
逃
げ
出
し

た
が
、
そ
の
途
中
で
川
に
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
を
知
っ
た
夫
も
、
娘
の
後
を
追
っ

て
川
に
身
を
投
げ
た
。
そ
し
て
、
二
人
の
死
骸
は
と
も
に
ほ
た
る
に
な
っ
た
。 

「
死
ん
で
も
、
魂
だ
け
は
、
故
郷
に
帰
り
た
い
」
２
６

と
願
う
娘
が
川
で
溺
れ
て
し
ま
っ
た

夜
、
川
に
は
娘
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
「
蛍
が
出
て
、
水
の
流
れ
に
姿
を
映
し
な
が
ら
飛

ん
」
で
い
た
。
一
方
、
同
じ
く
川
に
身
を
投
げ
て
死
ん
だ
「
愚
か
な
む
こ
」
の
「
水
腫
れ
の

し
た
死
骸
は
、
川
の
上
に
浮
い
て
、
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
流
れ
」、
海
へ
流
れ
着
き
、
娘
が
転
生

し
た
川
ほ
た
る
に
比
べ
て
よ
り
大
き
な
海
蛍
と
な
っ
た
。
川
で
溺
れ
て
死
ん
だ
二
人
だ
が
、

一
方
は
「
水
腫
れ
の
し
た
死
骸
」
と
描
写
さ
れ
、
一
方
に
は
そ
の
よ
う
な
描
写
は
な
い
。
美

し
い
娘
と
、
低
能
な
夫
の
対
比
が
際
立
つ
描
き
方
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
た
る
と

な
っ
た
二
人
は
、
一
方
は
夜
空
に
輝
く
川
ほ
た
る
に
転
生
し
、
一
方
は
大
き
な
海
蛍
に
生
ま

れ
変
わ
る
。
こ
こ
で
初
め
て
、
娘
の
美
し
さ
と
夫
の
美
し
さ
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
向
い
た
と

い
え
る
。
こ
の
童
話
に
は
二
人
の
悲
劇
的
な
運
命
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
美
と
ロ
マ
ン
的
な

愛
情
と
哀
愁
が
漂
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
娘
と
「
愚
か
な
む
こ
」
の
話
は
、
こ
の
童
話
作
品
の
中

で
「
作
中
作
」
と
し
て
出
て
く
る
言
い
伝
え
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
謂
れ
が
あ
る
と
は
知
ら

ず
、
同
作
の
主
人
公
で
あ
る
幼
い
兄
弟
は
、
た
く
さ
ん
の
ほ
た
る
を
捕
ま
え
る
。
し
か
し
、

虫
か
ご
い
っ
ぱ
い
の
小
さ
な
川
ほ
た
る
は
次
々
と
死
ん
で
し
ま
い
、
一
匹
だ
け
い
た
、
並
外

れ
て
大
き
く
、「
何
と
な
く
ひ
と
り
ゐ
る
の
が
さ
び
し
さ
う
」
な
海
蛍
も
、
最
後
に
は
と
う
と

う
死
ん
で
し
ま
う
。 

こ
れ
に
つ
い
て
、
小
川
未
明
は
「
自
然
を
家
と
し
て
、
川
の
上
や
、
空
を
飛
ん
で
ゐ
る
も

の
を
狭
い
籠
の
中
に
い
れ
た
せ
ゐ
」
２
７

で
あ
ろ
う
、
と
語
り
手
の
声
で
注
釈
し
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
、
故
郷
を
恋
し
が
っ
て
亡
く
な
っ
た
娘
と
同
様
、
ほ
た
る
も
ま
た
自
然
に
戻
り
た
い

が
た
め
に
死
ん
だ
の
で
あ
る
と
い
う
受
け
取
り
方
が
で
き
る
。
ま
た
動
物
変
身
譚
は
、
亡
く
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な
っ
た
人
間
が
動
物
に
変
身
す
る
の
み
な
ら
ず
、
死
ん
だ
動
物
も
人
間
の
身
代
わ
り
に
な
る

と
い
う
、
一
方
通
行
で
は
な
い
循
環
性
を
持
っ
た
変
身
の
物
語
で
あ
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。 

『
赤
い
鳥
』
創
刊
の
前
、
鈴
木
三
重
吉
は
小
説
家
と
し
て
「
返
ら
ぬ
日
」「
小
鳥
の
巣
」「
櫛
」

「
桑
の
実
」
な
ど
の
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
繊
細
で
抒
情
的
な
作
風
で
世
に
知
ら
れ

て
い
た
。「
所
謂
ネ
オ
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
構
想
と
、
独
特
の
粘
り
の
あ
る
文
体
と
を
も
つ

て
一
世
を
風
靡
し
た
小
説
家
三
重
吉
の
名
を
知
ら
な
い
者
は
ほ
と
ん
ど
な
か
つ
た
」
と
西
条

八
十
（『
あ
の
夢
こ
の
歌
』
）
が
語
る
よ
う
に
、
自
然
主
義
全
盛
の
時
代
に
あ
っ
て
、
三
重
吉

は
小
説
の
な
か
で
自
分
の
ロ
マ
ン
主
義
的
な
素
質
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
た
２
８

。
そ
の
後
、

小
説
家
と
し
て
の
活
動
を
終
え
た
三
重
吉
は
、『
赤
い
鳥
』
の
編
纂
に
お
い
て
再
び
ロ
マ
ン
主

義
的
な
素
質
を
見
事
に
開
花
さ
せ
る
２
９

。 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
『
赤
い
鳥
』
の
動
物
変
身
譚
の
根
源
に
は
、
人
間
が
危
機
に
瀕
し
た

際
に
身
代
わ
り
に
な
っ
て
助
け
て
く
れ
る
動
物
た
ち
は
、
超
自
然
的
な
力
の
持
ち
主
で
あ
る

と
い
う
概
念
が
あ
る
。
物
語
に
描
か
れ
た
動
物
の
死
は
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
概
念
が
反
映

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
鈴
木
三
重
吉
が
追
及
し
て
い
た
童
話
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
が

具
現
化
し
た
も
の
で
も
あ
る
。 

そ
の
中
で
も
、
小
川
未
明
「
ふ
る
さ
と
の
林
の
歌
」
（
一
九
二
一
年
一
二
月
、
七
巻
六
号
）

は
、
ネ
オ
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
色
合
い
が
最
も
濃
い
作
品
で
あ
る
。
町
の
も
の
を
見
る
と

目
が
汚
れ
る
か
ら
町
へ
行
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
母
鳥
と
の
約
束
を
守
る
小
鳥
は
、
美
し

い
姿
の
ま
ま
林
に
生
き
て
い
た
。
あ
る
時
、
一
人
の
娘
が
そ
の
小
鳥
に
出
会
い
、
小
鳥
の
美

し
さ
に
魅
せ
ら
れ
る
。
娘
は
小
鳥
の
美
し
さ
を
手
に
入
れ
た
い
た
め
に
、
小
鳥
に
あ
る
取
引

を
持
ち
掛
け
た
。
そ
れ
は
小
鳥
の
死
と
引
き
か
え
に
そ
の
美
し
さ
を
も
ら
い
、
代
わ
り
と
し

て
永
遠
に
小
鳥
の
思
い
出
を
愛
し
、
い
つ
ま
で
も
林
を
見
捨
て
な
い
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ

っ
た
。
小
鳥
は
娘
と
の
取
引
に
応
じ
、
命
を
失
っ
て
し
ま
う
。 

 

「
も
し
町
の
方
へ
飛
ん
で
行
つ
て
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
る
と
お
前
の
眼
は
そ

の
時
か
ら
濁
つ
て
し
ま
ふ
。
ま
た
光
を
失
つ
て
し
ま
ふ
」
３
０

と
い
う
母
鳥
の
言
葉
か
ら
は
、

明
ら
か
に
近
代
文
明
そ
の
も
の
と
言
え
る
町
へ
の
嫌
悪
と
批
判
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、「
お

前
は
、
こ
の
青
々
と
し
た
松
林
と
清
い
渓
川
の
流
れ
よ
り
ほ
か
に
見
て
は
な
ら
な
い
」
３
１

と

い
う
約
束
の
言
葉
か
ら
も
、
自
然
へ
の
愛
情
が
窺
え
、
そ
れ
が
ま
た
こ
の
童
話
の
キ
ー
ワ
ー

ド
に
も
な
っ
て
い
る
。
小
鳥
は
自
分
の
「
眼
も
、
翼
も
、
ま
た
声
も
、
そ
し
て
大
事
な
命
」

も
す
べ
て
娘
へ
譲
る
代
わ
り
に
、
娘
の
胸
の
中
で
永
遠
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
望
み
、
そ
の
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望
み
を
自
ら
叶
え
た
。
そ
し
て
、
小
鳥
の
命
と
引
き
か
え
に
娘
は
だ
ん
だ
ん
と
美
し
く
な
り
、

「
眼
は
清
ら
か
に
黒
み
を
帯
ん
で
、
そ
の
声
は
ま
す
ま
す
朗
か
に
、
そ
の
髪
の
毛
は
、
つ
や

つ
や
と
輝
い
」
３
２

て
い
く
の
で
あ
る
。
小
鳥
の
死
は
、
た
だ
生
物
学
的
な
生
命
の
終
焉
を
意

味
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
娘
が
小
鳥
を
思
い
出
し
、
愛
し
続
け
る
限
り
、
小
鳥
と
こ

の
世
と
の
つ
な
が
り
が
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
小
鳥
の
林
や
自
然
に
対
す
る
愛
情
が

永
遠
に
残
っ
て
い
く
こ
と
を
暗
示
し
て
物
語
は
終
わ
る
。 

 

結
び 

 

本
章
で
は
〈
殺
害
さ
れ
た
動
物
た
ち
―
表
現
と
主
題
の
多
様
性
―
〉〈
ペ
ッ
ト
の
死
―
子
ど

も
の
感
情
と
感
性
を
め
ぐ
っ
て
―
〉〈
動
物
の
死
と
童
話
の
ロ
マ
ン
ス
性
質
〉
と
い
う
三
つ
の

角
度
か
ら
『
赤
い
鳥
』
の
創
作
童
話
作
品
に
お
け
る
動
物
の
死
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
を

ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 

第
一
に
、
昔
話
再
話
作
品
で
は
、
動
物
の
殺
害
を
め
ぐ
る
描
写
が
一
語
ま
た
は
一
文
で
終

わ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
詳
細
に
描
写
さ
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

動
物
の
死
の
描
き
方
に
、
血
が
流
れ
る
描
写
や
、
悲
惨
な
死
に
方
の
描
写
な
ど
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
村
星
湖
「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」
や
野
上
豊

一
郎
「
猫
を
殺
し
た
話
」
で
は
、
動
物
の
死
に
方
、
殺
さ
れ
方
の
描
写
が
具
体
的
か
つ
詳
細

で
あ
る
。
昔
話
に
お
け
る
動
物
の
殺
害
は
ス
ト
ー
リ
ー
進
行
の
た
め
の
道
具
で
あ
り
、
簡
潔

な
語
り
口
で
も
そ
の
役
割
は
十
分
に
果
た
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
創
作
童
話
に
お
け
る
動
物

の
殺
害
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
進
行
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
以
上
に
、
話
の
主
題
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
昔
話
に
登
場
す
る
動
物
た

ち
は
、
概
ね
食
べ
ら
れ
る
か
、
皮
を
剥
が
れ
て
衣
料
に
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
物
質
的
な
需
要

を
満
た
す
目
的
で
人
間
に
殺
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
家
畜
を
殺
し
、
農
作
物
を
食
い

荒
ら
す
な
ど
し
て
人
間
世
界
に
害
を
も
た
ら
す
時
、
動
物
た
ち
は
非
正
義
的
の
側
に
置
か
れ
、

容
赦
な
く
殺
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
創
作
童
話
で
あ
る
「
猫
を
殺
し
た
話
」
や

「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」
で
は
、
昔
話
と
同
じ
く
人
間
と
動
物
と
の
矛
盾
を
主
題
と
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
動
物
を
殺
し
た
人
間
の
側
が
明
ら
か
に
非
正
義
の
立
場
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
過
失
に
よ
り
子
犬
が
命
を
失
う
と
い
う
深
刻
な
題
材

を
扱
っ
た
堤
千
代
「
犬
の
子
」
で
も
、
死
を
如
何
に
受
け
止
め
る
べ
き
か
な
ど
の
教
訓
は
教

え
て
い
な
い
。
こ
の
話
を
読
ん
で
何
を
感
じ
る
か
、
何
を
学
ぶ
か
と
い
う
問
題
は
読
者
に
任
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さ
れ
て
い
る
。
読
者
の
主
体
的
な
読
解
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
犬
の
子
」
は
動
物

の
殺
害
と
い
う
題
材
に
新
た
な
可
能
性
を
提
示
し
た
と
言
え
る
。 

 

第
二
に
、
ペ
ッ
ト
の
死
と
向
き
あ
う
子
ど
も
を
扱
っ
た
数
編
の
創
作
童
話
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
ペ
ッ
ト
の
死
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
ペ
ッ
ト
の
死
に
際
に
ど
の
よ

う
な
感
情
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
中
心
に
し
て
い
る
。
宇
野
千
代
「
吉
郎
さ
ん
と
犬
」
で
は
、

消
息
不
明
の
デ
べ
に
対
す
る
心
配
と
、
帰
っ
て
こ
な
い
愛
犬
の
死
を
意
識
し
た
子
ど
も
の
哀

悼
の
気
持
ち
が
描
か
れ
て
い
る
一
方
、
デ
べ
が
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
自
分
の
愛
情
に
対
す

る
一
種
の
裏
切
り
と
い
う
子
ど
も
の
理
解
も
読
み
取
ら
れ
る
。
ほ
か
に
、
宮
原
晃
一
郎
「
お

と
も
雀
」
、
下
村
千
秋
「
猫
の
お
墓
」
、
片
山
廣
子
「
ぺ
い
ち
ゃ
ん
の
話
」
な
ど
の
創
作
童
話

に
描
か
れ
る
ペ
ッ
ト
の
死
を
め
ぐ
る
子
ど
も
の
感
情
、
感
覚
は
、
悲
し
み
一
辺
倒
で
は
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
、
森
三
郎
「
ほ
た
る
」
で
は
自
分
自
身
の
視
点
を
中
心
に
周

囲
の
世
界
を
捉
え
る
と
い
う
子
ど
も
の
思
考
の
特
徴
が
う
ま
く
捉
え
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
、

そ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
す
る
批
判
や
、
読
者
に
対
す
る
過
剰
な
教
育
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
一

切
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
子
ど
も
の
繊
細
な
心
理
変
化
の
描
写
を
通
じ

て
、
天
真
爛
漫
で
善
良
と
い
う
単
純
な
子
ど
も
像
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
持
っ
た

複
雑
な
子
ど
も
像
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。 

 

第
三
に
、
東
西
の
昔
話
に
散
見
さ
れ
る
、
人
間
が
動
物
に
変
身
し
た
り
、
動
物
が
人
間
に

変
身
し
た
り
す
る
動
物
変
身
譚
だ
が
、
下
村
千
秋
「
太
一
郎
と
つ
ば
め
」
や
吉
田
絃
二
郎
「
上

等
兵
と
白
犬
」
で
は
霊
力
を
持
っ
た
不
思
議
な
存
在
と
し
て
の
動
物
と
い
う
、
多
く
の
昔
話

で
見
ら
れ
る
動
物
像
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
小
川
未
明
「
海
蛍
」
は
、
亡
く
な

っ
た
人
間
が
動
物
に
変
身
す
る
の
み
な
ら
ず
、
動
物
も
人
間
の
身
代
わ
り
に
な
る
と
い
う
、

一
方
通
行
で
は
な
い
あ
る
種
の
循
環
性
を
持
っ
た
動
物
変
身
譚
で
あ
っ
た
。『
赤
い
鳥
』
に
登

場
す
る
動
物
変
身
譚
の
根
底
に
は
、
動
物
は
超
自
然
的
な
力
の
持
ち
主
で
あ
り
、
人
間
が
危

機
に
瀕
し
た
際
は
身
代
わ
り
に
な
っ
て
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
物
語
に
描
か

れ
た
動
物
の
死
は
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
動
物
観
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
鈴

木
三
重
吉
が
追
及
し
て
い
た
童
話
に
お
け
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
具
現
化
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。 

 

『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
創
作
童
話
に
は
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
動
物
が
子
ど
も
に

よ
っ
て
殺
さ
れ
る
作
品
も
数
編
あ
る
。
次
章
で
は
、
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
を
中
心
に
、

子
ど
も
の
遊
び
と
動
物
の
死
は
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
子
ど
も
に
よ
っ
て
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遊
び
の
最
中
に
殺
さ
れ
た
動
物
は
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
な
ど
を
検
討

し
た
い
。 

   

注 １
向
川
幹
雄
（
童
話
の
項
目
）
『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』
（
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
一
九

九
三
年
）
四
四
六
頁 

２
高
木
敏
雄
『
童
話
の
研
究
』（
婦
人
文
庫
刊
行
會
、
一
九
一
六
年
）
九
頁 

３
芦
谷
重
常
『
教
育
的
応
用
を
主
と
し
た
る
童
話
の
研
究
』（
勧
業
書
院
、
一
九
一
三
年
）
一

九
頁 

４
河
原
和
枝
「
『
赤
い
鳥
』
の
子
ど
も
た
ち
」（『
年
報
人
間
科
学 

第
一
二
号
』
一
九
九
一
年
）

一
四
三
頁 

５
「
標
榜
語
」『
赤
い
鳥
』
（
一
九
一
七
年
六
月
、
一
巻
一
号
） 

６
菅
忠
道
「『
赤
い
鳥
』
の
成
立
と
発
展
」（
『
赤
い
鳥
研
究
』、
一
九
六
五
年
）
九
頁 

７
小
澤
俊
夫
『
昔
話
と
は
何
か
』（
小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）
三
一
頁 

８
野
上
豊
一
郎
「
猫
を
殺
し
た
話
」（
一
九
一
九
年
九
月
、
三
巻
三
号
）（
二
一
頁
） 

９
中
村
星
湖
「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」（
一
九
二
五
年
一
二
月
、
一
五
巻
六
号
）
一
〇
〇
頁 

１
０
中
村
星
湖
（「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」、
一
一
二
～
一
一
三
頁
） 

１
１
小
澤
俊
夫
『
昔
話
入
門
』（ 

ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
）
七
八
頁 

１
２
中
村
星
湖
「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」
九
八
頁 

１
３
鈴
木
三
重
吉
「
童
話
選
評
」（
一
九
二
七
年
七
月
、
一
九
巻
一
号
）
一
五
七
頁 

１
４
鈴
木
三
重
吉
「
童
話
選
評
」（
一
九
二
七
年
九
月
、
一
九
巻
三
号
）
一
五
〇
頁 

１
５
鈴
木
三
重
吉
「
童
話
選
評
」（
一
九
二
七
年
九
月
、
一
九
巻
三
号
）
一
四
九
頁 

１
６
鈴
木
三
重
吉
「
童
話
選
評
」（
一
九
二
七
年
九
月
、
一
九
巻
三
号
）
一
四
九
頁 

１
７
堤
文
子
「
犬
の
子
」
（
一
九
二
七
年
一
二
月
、
一
九
巻
六
号
）
五
一
頁 

１
８
「
犬
の
子
」
五
三
頁 

１
９
宮
原
晃
一
郎
「
お
と
も
雀
」（
一
九
二
六
年
六
月
、
一
六
巻
六
号
）
一
〇
七
頁 

２
０
下
村
千
秋
「
猫
の
お
墓
」（
一
九
二
六
年
一
二
月
、
一
七
巻
六
号
）
二
九
頁 

２
１
片
山
廣
子
「
ぺ
い
ち
ゃ
ん
の
話
」（
一
九
二
一
年
六
月
、
六
巻
六
号
）
五
二
頁 
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２
２
五
片
山
廣
子
「
ぺ
い
ち
ゃ
ん
の
話
」
二
頁 

２
３
森
三
郎
「
ほ
た
る
」
（
一
九
三
三
年
一
一
月
、
六
巻
五
号
）
三
八
頁 

２
４
森
三
郎
「
ほ
た
る
」
四
一
頁 

２
５
石
田
戢
、
濱
野
佐
代
子
、
花
園
誠
、
瀬
戸
口
明
久 

前
掲
書 

七
八
頁 

２
６
小
川
未
明
「
海
蛍
」
（
一
九
二
三
年
八
月
、
一
一
巻
二
号
）
七
四
頁 

２
７
小
川
未
明
「
海
蛍
」
七
五
頁 

２
８
河
原
和
枝
『
子
ど
も
観
の
近
代 :

 

『
赤
い
鳥
』
と
「
童
心
」
の
理
想
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
九
八
年
）
七
二
頁
。 

２
９
河
原
和
枝
『
子
ど
も
観
の
近
代 :

 
『
赤
い
鳥
』
と
「
童
心
」
の
理
想
』
七
二
頁 

３
０
小
川
未
明
「
ふ
る
さ
と
の
林
の
歌
」（
一
九
二
一
年
一
二
月
、
七
巻
六
号
）
二
一
頁 

３
１
小
川
未
明
「
ふ
る
さ
と
の
林
の
歌
」
二
一
頁 

３
２
小
川
未
明
「
ふ
る
さ
と
の
林
の
歌
」
二
四
頁 
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第
三
章 

『
赤
い
鳥
』
創
作
童
話
に
お
け
る
子
ど
も
の
遊
び
と
動
物
の

死 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
を
中
心
に
― 

             



57 

 

一 
創
作
童
話
に
お
け
る
子
ど
も
の
遊
び
と
殺
さ
れ
た
動
物 

 

『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
創
作
童
話
に
、
子
ど
も
と
そ
の
身
近
に
あ
る
動
物
の
死
と
い

う
テ
ー
マ
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
第
二
章
で
も
論
じ
た
。
そ
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
動
物
の
死

は
、
動
物
の
属
性
に
よ
る
区
別
で
は
野
生
動
物
の
死
、
ペ
ッ
ト
の
死
、
死
因
で
は
病
死
、
餓

死
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
る
が
、
中
に
は
、
子
ど
も
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
と
い
う
パ
タ

ー
ン
の
死
を
扱
っ
た
作
品
も
数
編
あ
る
。 

そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
が
、
中
村
星
湖
「
虫
を
と
る
子
」（
一
七
巻
五
号
、
一
九
二
六
年
一
一

月
）
で
あ
る
。
八
歳
に
な
っ
た
松
男
は
や
ん
ち
ゃ
坊
主
で
、
よ
く
姉
た
ち
と
喧
嘩
し
て
は
叔

父
に
叩
か
れ
た
。
あ
る
夏
の
暑
い
日
、
松
男
は
外
で
蟹
や
虫
を
捕
ま
え
て
遊
ん
で
い
た
。
捕

ま
え
た
虫
が
逃
げ
な
い
よ
う
、
虫
の
後
ろ
脚
を
も
い
で
い
る
松
男
を
見
た
兄
は
、
生
き
物
を

殺
し
た
り
、
傷
つ
け
た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
松
男
に
お
説
教
を
す
る
。
松
男
は
そ
の
話
を

聞
い
て
合
点
が
い
か
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
せ
い
か
、
す
ぐ
に
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
い
、
兄
が
買
っ
て
く
れ
る
と
約
束
し
た
西
洋
菓
子
の
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
い
る
の
で

あ
っ
た
。 

次
に
、
柴
口
健
「
鈴
」（
七
巻
一
号
、
一
九
三
四
年
一
月
）
を
見
て
み
よ
う
。
土
に
埋
め
た

猫
柳
か
ら
猫
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
噂
を
聞
い
た
四
歳
に
な
る
良
一
は
、
庭
の
す
み
に
穴

を
掘
り
、
猫
柳
を
埋
め
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
穴
を
掘
っ
て
い
る
と
き
に
誤
っ
て
土
の
中
に

い
た
ミ
ミ
ズ
を
切
断
し
て
し
ま
う
。
ミ
ミ
ズ
が
化
け
て
出
る
と
聞
き
、
怖
く
な
っ
た
良
一
は
、

ミ
ミ
ズ
の
墓
を
作
っ
た
。
そ
し
て
、
生
ま
れ
て
く
る
猫
の
た
め
、
首
に
つ
る
す
金
色
の
鈴
を

買
っ
て
待
つ
の
で
あ
る
が
、
爺
や
に
「
ミ
ミ
ズ
を
殺
し
た
か
ら
、
猫
が
怒
っ
て
、
猫
柳
は
猫

に
な
ら
な
い
」
１

と
言
わ
れ
る
。
と
て
も
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
良
一
は
、

ミ
ミ
ズ
の
墓
に
鈴
を
埋
め
る
。 

さ
ら
に
も
う
一
作
品
、
坪
田
譲
治
「
蜂
の
女
王
」（
七
巻
六
号
、
一
九
三
四
年
六
月
）
を
見

て
み
た
い
。
四
月
の
あ
る
日
、
善
太
は
足
長
蜂
の
女
王
を
探
す
た
め
、
蜂
の
巣
を
探
ろ
う
と

し
た
。「
女
王
蜂
は
王
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
か
し
ら
」
と
想
像
し
な
が
ら
善
太
は
青
虫
を
巣
の

近
く
に
置
き
、
蜂
を
誘
い
出
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
効
果
な
し
と
み
る
や
、
今
度
は
竿
で
蜂

の
巣
を
た
た
き
、
な
か
に
い
た
蜂
の
ほ
と
ん
ど
を
追
い
出
し
て
か
ら
、
と
り
も
ち
で
残
っ
た

蜂
を
採
ろ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
く
ら
採
っ
て
も
、
王
冠
を
か
ぶ
っ
た
蜂
は
見
つ
か
ら

な
い
。
か
き
出
し
た
蜂
を
下
駄
で
は
た
い
て
全
て
殺
し
、
巣
を
も
ぎ
と
ろ
う
と
し
た
と
き
、

善
太
は
手
の
甲
を
大
き
な
足
長
蜂
に
刺
さ
れ
て
し
ま
う
。
痛
い
思
い
を
し
て
家
に
駆
け
戻
っ

た
善
太
は
母
か
ら
、
女
王
蜂
は
王
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
な
い
、
少
し
体
の
大
き
な
蜂
で
あ
る
と

聞
か
さ
れ
る
。 
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こ
れ
ら
の
作
品
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
子
ど
も
に
殺
さ
れ
た
動
物
は
、
概
ね
子
ど
も
の

遊
び
の
犠
牲
と
な
っ
た
動
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
見
る
森
田
草
平
の
創
作
童
話
「
鼠

の
お
葬
ひ
」（
一
三
巻
三
号
、
一
九
二
四
年
九
月
）
２

は
、
上
の
三
編
と
は
幾
分
ち
が
う
趣
を

そ
な
え
て
い
る
。
同
作
で
は
、
子
ど
も
が
遊
び
の
中
で
は
つ
か
鼠
を
殺
し
て
し
ま
う
。
小
さ

な
虫
や
、
ミ
ミ
ズ
、
蜂
な
ど
と
は
異
な
り
、
哺
乳
類
が
子
ど
も
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
童
話
作

品
は
少
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、「
鼠
の
お
葬
ひ
」
は
極
め
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
作
品
で

あ
る
。
子
ど
も
の
遊
び
と
動
物
の
死
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
、
子
ど
も
に
よ
っ

て
遊
び
の
最
中
に
殺
さ
れ
た
動
物
は
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
本
章
で

は
そ
う
し
た
問
題
を
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
を
中
心
に
検
討
す
る
。 

 

二 

森
田
草
平
と
『
赤
い
鳥
』
と
の
関
わ
り 

森
田
草
平
（
一
八
八
一
年
～
一
九
四
九
年
）
は
岐
阜
市
生
ま
れ
の
小
説
家
、
翻
訳
家
で
あ

る
。
本
名
は
米
松
、
号
に
白
楊
、
廿
五
絃
な
ど
が
あ
る
。
第
一
高
等
学
校
を
経
て
、
明
治
三

九
年
（
一
九
〇
六
年
）
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
を
卒
業
。
在
学
中
に
執
筆
し
た
『
仮
寝
姿
』

（
一
九
〇
三
年
）
が
認
め
ら
れ
、
小
説
家
を
志
し
て
夏
目
漱
石
の
門
を
た
た
い
た
。
卒
業
後

は
女
性
向
け
文
学
講
座
の
講
師
を
務
め
、
の
ち
に
そ
こ
で
出
会
っ
た
教
え
子
の
平
塚
ら
い
て

う
と
情
死
未
遂
事
件
を
起
こ
す
。
こ
の
こ
と
が
世
間
に
大
き
な
物
議
を
醸
す
が
、
明
治
四
二

年
（
一
九
〇
九
年
）
、
漱
石
の
は
か
ら
い
で
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
自
伝
的
小
説
『
煤
煙
』

を
連
載
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
文
壇
で
の
地
位
を
獲
得
し
た
。 

そ
の
後
、
小
宮
豊
隆
と
と
も
に
漱
石
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
「
文

芸
欄
」
を
編
集
に
た
ず
さ
わ
り
つ
つ
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
年
）
、
『
煤
煙
』
の
続
編
と

な
る
『
自
叙
伝
』
を
完
成
さ
せ
る
。
以
降
、
活
発
な
創
作
活
動
に
入
り
、
短
編
小
説
『
初
恋
』、

長
編
小
説
『
十
字
街
』
な
ど
を
脱
稿
す
る
が
、
そ
の
後
は
し
だ
い
に
翻
訳
業
の
方
へ
軸
足
を

移
す
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
か
ら
も
創
作
小
説
の
執
筆
活
動
は
続
く
。
大
正
一
四

年
（
一
九
二
五
年
）
に
上
梓
し
た
大
作
『
輪
廻
』
で
は
、
青
年
期
か
ら
引
き
ず
っ
て
い
た
自

己
史
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
、
以
後
発
表
し
た
『
吉
良
家
の
人
々
』
、
『
豊
臣
秀
吉
』
、
『
細
川

ガ
ラ
シ
ヤ
夫
人
』
な
ど
の
作
品
で
は
、
歴
史
小
説
と
い
う
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
た
。
ま
た
、

終
生
、
漱
石
に
対
し
て
「
永
遠
の
弟
子
」
意
識
を
も
ち
、
そ
の
評
伝
『
夏
目
漱
石
』
正
巻
・

続
巻
は
、
漱
石
研
究
の
基
本
文
献
と
し
て
不
朽
の
価
値
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
は
、
日
本
共
産
党
に
入
党
し
た
こ
と
で
も
話
題
を
よ
ん
だ
３

。 

明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
時
代
に
わ
た
っ
て
小
説
、
翻
訳
、
評
論
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で

活
躍
し
た
森
田
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
『
ア
ラ
ビ
ヤ
夜
話
』
（
『
日
本
児
童
文
庫 

二
八
』
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ア
ル
ス
、
一
九
二
七
年
）
、『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』（
『
銀
の
鈴
文
庫
童
話
・
名
作
篇 

一
三
』
広

島
図
書
、
一
九
四
八
年
）
、『
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
』（『
小
学
生
全
集 

六
三
』
筑
摩
書
房
、
一

九
五
五
年
）
な
ど
児
童
文
学
の
翻
訳
作
品
、「
山
羊
の
ま
よ
い
子
」（
『
童
文
學
讀
本
四
學
年 

上

卷
』
日
本
兒
童
文
學
協
會 

中
行
館
書
房 

一
九
三
七
年
初
収
録
、
『
兒
童
新
文
学
讀
本.

 

小

学
三
・
四
年
生
用
』
日
本
兒
童
教
育
図
書
協
會 

愛
兒
出
版
社 

一
九
五
〇
年
再
収
録
）
を
は

じ
め
と
す
る
創
作
童
話
作
品
の
執
筆
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

『
赤
い
鳥
』
創
刊
号
で
高
ら
か
に
掲
げ
ら
れ
た
「『
赤
い
鳥
』
の
標
榜
号
」
に
は
、「『
赤
い

鳥
』
の
運
動
に
賛
同
せ
る
作
家
は
、
泉
鏡
花
、
小
山
内
薫
、
徳
田
秋
声
、
高
浜
虚
子
、
野
上

豊
一
郎
、
野
上
弥
生
子
、
小
宮
豊
隆
、
有
島
生
馬
、
芥
川
龍
之
介
、
北
原
白
秋
、
島
崎
藤
村
、

森
林
太
郎
、
森
田
草
平
、
鈴
木
三
重
吉
其
他
十
数
名
、
現
代
の
名
作
家
の
全
部
を
網
羅
し
て

ゐ
る
」
４

と
あ
り
、
著
名
な
作
家
た
ち
に
並
べ
て
森
田
草
平
の
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
森
田
は
後
年
、
鈴
木
三
重
吉
と
の
付
き
合
い
に
つ
い
て
、
自
著
「
処
女
作
時
代
の
三
重
吉
」

５

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

鈴
木
三
重
吉
君
と
相
識
つ
た
の
は
、
な
ん
で
も
同
君
が
明
治
三
十
九
年
の
九
月
二
度
目

に
上
京
し
て
、
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。（
中
略
）
三
重
吉
は
そ
の
頃
未
だ
学

問
ら
し
い
学
問
は
し
て
ゐ
な
い
。
間
も
確
か
に
私
よ
り
読
ん
で
ゐ
な
い
筈
だ
。
そ
れ
が
こ

れ
だ
け
の
も
の
を
書
き
得
る
！
こ
い
つ
は
考
へ
直
さ
な
く
ち
や
い
か
ん
だ
。
一
体
、
自
然

主
義
の
文
学
な
ん
て
、
要
す
る
に
西
洋
模
倣
の
文
学
ぢ
や
な
い
か
。
三
重
吉
に
は
小
さ
く

と
も
独
特
の
独
創
性
が
あ
る
６ 

 

鈴
木
三
重
吉
と
森
田
は
二
十
代
か
ら
の
旧
友
で
あ
り
、
森
田
は
三
重
吉
の
文
学
的
才
能
を

高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
漱
石
門
下
生
と
い
う
こ
と
で
、
鈴
木
三
重
吉
か

ら
『
赤
い
鳥
』
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
る
。
実
際
、
創

刊
か
ら
間
も
な
い
『
赤
い
鳥
』
大
正
七
年
九
月
の
第
一
巻
三
号
に
は
、
森
田
に
よ
る
童
話
「
鼻

き
ゝ
源
兵
衛
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
年
）
一
〇
月
の
『
赤

い
鳥
』
終
刊
号
で
発
表
さ
れ
る
「
兄
妹
」
ま
で
、
同
誌
掲
載
の
森
田
草
平
に
よ
る
童
話
作
品

は
、
計
七
編
を
数
え
る
。
そ
れ
を
次
に
記
す
。 

 

一 

「
鼻
き
ゝ
源
兵
衛
」
（
第
一
巻
三
号
） 

 
 

 

大
正
七
年(

一
九
一
八
年)

九
月 

二 

「
お
恒
の
方
」（
第
二
巻
三
、
四
、
五
号
） 

 

大
正
八
年(

一
九
一
九
年)

三
、
四
、
五
月 

三 

「
の
ん
き
者
と
王
様
」（
第
七
巻
一
、
二
号
）
大
正
一
〇
年(

一
九
二
一
年)

七
、
八
月 
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四 
「
鼠
の
お
葬
ひ
」（
第
一
三
巻
三
号
） 

  
  

 

大
正
一
三
年(

一
九
二
四
年)

九
月 

 

五 
「
馬
ど
ろ
ぼ
う
」（
第
一
七
巻
五
号
） 

  
  

 

大
正
一
五
年(

一
九
二
六
年)

一
一
月 

 

六 

「
餅
つ
き
」（
第
一
巻
五
号
）  

 
  

  
  

  
 

昭
和
六
年(

一
九
三
一
年)

五
月 

七 

「
兄
妹
」（
第
一
二
巻
三
号
）  

 
  

  
  

  
 

昭
和
一
一
年(

一
九
三
六
年)

一
〇
月 

 

 

こ
の
う
ち
、
森
田
の
創
作
童
話
は
「
餅
つ
き
」
「
兄
妹
」
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
の
三
作
品
で
あ

る
。
「
鼻
き
ゝ
源
兵
衛
」
と
「
お
恒
の
方
」
は
日
本
の
昔
話
を
、
「
の
ん
き
者
と
王
様
」
は
西

洋
の
昔
話
を
踏
ま
え
た
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、「
馬
ど
ろ
ぼ
う
」
は
、
中
東
イ
ス
ラ
ム
世
界
の

「
千
一
夜
物
語
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。 

「
餅
つ
き
」
は
、
主
人
公
が
六
、
七
歳
の
と
き
に
姿
が
見
え
な
く
な
り
、
家
族
が
総
動
員

で
彼
を
探
し
た
と
い
う
子
ど
も
の
日
常
を
め
ぐ
る
話
で
あ
る
。「
兄
妹
」
も
ま
た
、
子
ど
も
の

ひ
さ
子
と
、
尋
常
小
学
校
六
年
生
に
な
る
兄
、
武
雄
の
日
常
生
活
を
描
く
創
作
童
話
で
あ
る

が
、
そ
の
中
で
動
物
の
死
が
描
か
れ
て
い
る
。
ひ
さ
子
は
、
夏
休
み
の
間
離
れ
た
町
に
住
む

叔
父
の
家
で
過
ご
し
て
い
た
兄
の
武
雄
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
兄
か
ら
頼
ま
れ
て
い
た
ウ
サ
ギ
の
餌
や
り
を
、
ひ
さ
子
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
た

め
、
そ
の
ウ
サ
ギ
が
死
ん
で
し
ま
う
。
ひ
さ
子
は
兄
に
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
が
怖
く
な
っ
た
。

翌
日
帰
っ
て
き
た
武
雄
は
ウ
サ
ギ
の
死
を
知
る
と
、
ひ
さ
子
を
ひ
ど
く
怒
鳴
り
つ
け
る
。
一

人
納
屋
に
隠
れ
て
泣
く
ひ
さ
子
を
武
雄
が
迎
え
に
来
て
、
仲
直
り
す
る
と
こ
ろ
で
物
語
は
終

わ
る
７

。
で
は
、
同
じ
く
子
ど
も
と
動
物
の
死
を
扱
っ
た
童
話
で
あ
る
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
で

は
、
森
田
は
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

三 

自
然
を
遊
び
場
と
す
る
子
ど
も
た
ち 

 

「
鼠
の
お
葬
ひ
」
は
、
上
下
二
部
構
成
の
作
品
で
あ
る
。
上
の
部
は
物
語
の
登
場
人
物
で

あ
る
二
人
の
子
ど
も
、
仙
松
と
太
吉
が
野
原
で
遊
ぶ
模
様
を
、
下
の
部
は
鼠
の
死
を
め
ぐ
る

一
連
の
出
来
事
を
描
い
て
い
る
。
物
語
は
こ
の
二
人
の
遊
び
と
と
も
に
進
行
し
て
行
く
。
そ

の
意
味
で
〈
遊
び
〉
は
こ
の
作
品
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
い
え
る
。 

で
は
ま
ず
、〈
遊
び
〉
の
定
義
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
こ
う
。
小
学
館
『
日
本
大
百
科
全

書
』
８

は
、〈
遊
び
〉
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

  
 

遊
び
は
、
生
き
る
た
め
の
日
常
生
活
と
対
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
日
常
の
生
活
が
、

束
縛
さ
れ
、
生
産
的
で
あ
り
、
目
的
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
遊
び
は
、
自

由
で
、
非
生
産
的
で
、
目
的
を
も
た
な
い
。
こ
の
実
世
界
に
対
す
る
虚
の
世
界
と
し
て
の
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遊
び
は
、
日
常
の
世
界
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
時
間
と
空
間
の
な
か
で
確
保
さ
れ
る
９

。 

  

こ
こ
で
は
〈
遊
び
〉
は
日
常
生
活
の
対
立
概
念
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、〈
遊

び
〉
に
関
す
る
著
名
な
研
究
者
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・
ホ
イ
ジ
ン
ガ
は
〈
遊
び
〉
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

 

  
 

遊
び
と
は
、
あ
る
は
っ
き
り
定
め
ら
れ
た
時
間
、
空
間
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
自
発
的

な
行
為
も
し
く
は
活
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
発
的
に
受
け
入
れ
た
規
則
に
従
っ
て
い
る
。

そ
の
規
則
は
い
っ
た
ん
受
け
入
れ
ら
れ
た
以
上
は
、
絶
対
的
拘
束
力
を
も
っ
て
い
る
。
遊

び
の
目
的
は
行
為
そ
の
も
の
の
な
か
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
緊
張
と
歓
び
の
感
情
を
伴
い
、

ま
た
こ
れ
は
「
日
常
生
活
」
と
は
「
別
の
も
の
」
と
い
う
意
識
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
１
０

。 

 

こ
れ
ら
の
説
明
を
踏
ま
え
る
と
、
遊
び
と
は
強
制
や
束
縛
、
生
産
性
の
追
求
を
と
も
な
わ

な
い
、
自
発
的
で
、
非
生
産
的
な
活
動
で
あ
り
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
い
、
面
白
み
が
感
じ

ら
れ
る
行
為
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
人
間
は
な
ぜ
遊
ぶ
の

か
と
い
う
問
い
に
な
る
と
、
諸
説
あ
り
、
未
だ
定
説
を
み
な
い
。「
鼠
の
お
葬
ひ
」
で
、
子
ど

も
の
遊
び
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ど
う
い
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
そ
れ
は
作
品
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
問
題

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

「
鼠
の
お
葬
ひ
」
は
仙
松
と
太
吉
の
野
原
で
の
遊
び
を
中
心
に
し
た
話
で
あ
る
。
子
ど
も

の
遊
び
場
と
い
う
の
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
。
近
代
以
降
、
遊
び
場
は
ま
す
ま
す
自

然
か
ら
離
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
１
１

、
自
然
は
い
つ
の
時
代
も
常
に
子

ど
も
の
遊
び
を
豊
か
に
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
遊
び
を
通
し
て
、
動
植

物
の
生
態
、
地
形
、
自
然
現
象
な
ど
を
理
解
す
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
遊
び
が
自
然
を
生

か
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
然
を
抜
き
に
し
て
遊
び
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
鼠
の
お
葬
ひ
」

は
す
べ
て
の
話
が
、
二
人
の
家
の
近
所
に
あ
る
野
原
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
る
。
物
語
の
冒
頭

で
、
野
原
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

二
人
と
も
鞄
と
弁
当
袋
と
を
家
に
は
ふ
り
出
し
て
置
い
て
、
近
く
の
野
原
へ
飛
ん
で
行

き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
し
た
い
放
題
の
こ
と
を
し
て
遊
び
ま
す
。
そ
の
野
原
と
い
ふ

の
は
、
見
渡
す
限
り
一
面
に
草
が
生
え
て
ゐ
て
、
ど
こ
ろ
ど
こ
ろ
小
高
い
丘
の
上
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
木
が
茂
つ
て
ゐ
た
り
、
そ
の
下
に
は
小
さ
な
流
れ
が
あ
つ
た
り
し
て
、
二
人
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に
は
誂
向
き
の
遊
び
場
所
で
し
た
１
２

。 

  

仙
松
と
太
吉
は
、
野
原
と
い
う
空
間
の
な
か
で
、
「
し
た
い
放
題
の
こ
と
を
し
て
」
遊
ぶ
。

予
想
外
の
展
開
が
起
こ
り
う
る
自
然
が
相
手
と
な
る
た
め
、
子
ど
も
の
冒
険
心
が
刺
激
さ
れ

る
と
い
う
性
質
が
あ
る
。
上
の
部
に
描
か
れ
る
仙
松
と
太
吉
の
遊
び
に
は
、
三
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
。 

 

ま
ず
、
草
の
根
元
に
、
は
つ
か
鼠
の
穴
を
見
つ
け
た
仙
松
と
太
吉
は
、
そ
こ
を
掘
っ
て
み

る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
①
「
穴
の
ま
は
り
の
芝
土
を
小
刀
で
切
り
取
」
っ
て
い
る
う
ち

に
、
鼠
の
糞
を
発
見
す
る
。
二
人
は
、
②
「
鼻
を
穴
の
口
に
」
つ
つ
け
、
鼠
の
匂
い
を
嗅
い

で
み
た
。
そ
し
て
、
③
周
辺
の
葉
が
裏
返
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
大
き
な
奴
が
外
に
出
て
い

る
に
違
ひ
な
い
」
と
判
断
す
る
。
そ
う
見
極
め
て
や
っ
と
、
④
「
木
切
れ
を
探
し
来
て
、
せ

つ
せ
と
穴
を
掘
」
り
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
間
じ
ゅ
う
、
二
人
は
「
夢
中
に

な
つ
て
何
や
ら
喋
つ
た
り
笑
っ
た
り
し
て
ゐ
る
」
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
行
動
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
二
人
は
い
ま
持
っ
て
い
る
経
験
と
知
識
を
十
分
に

生
か
し
、
鼠
の
糞
や
、
匂
い
、
裏
返
っ
た
葉
な
ど
の
微
細
な
端
緒
か
ら
鼠
穴
の
様
子
を
推
測

し
て
い
る
。
仙
松
と
太
吉
は
、
ま
る
で
地
下
に
眠
る
お
宝
を
掘
り
出
す
よ
う
に
、
は
つ
か
鼠

の
穴
を
掘
っ
て
い
っ
た
。
巣
穴
の
中
と
い
う
未
知
の
空
間
を
攻
略
す
る
た
め
に
想
像
力
を
働

か
せ
る
プ
ロ
セ
ス
は
探
検
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
二
人
を
夢
中
に
さ
せ
て
い
る
。
既
知
の
物

事
の
範
疇
外
へ
向
か
う
好
奇
心
こ
そ
が
、
探
検
を
促
す
動
機
と
な
る
。
は
つ
か
鼠
の
穴
と
い

う
未
知
の
世
界
が
、
仙
松
と
太
吉
の
好
奇
心
を
か
き
た
て
る
。 

し
か
し
、
未
知
で
あ
る
以
上
、
危
険
が
と
も
な
う
の
は
常
で
あ
る
。
穴
の
な
か
に
手
を
突

っ
込
ん
だ
二
人
は
、
な
か
の
温
か
さ
か
ら
「
地
球
の
内
側
は
火
の
や
う
に
熱
く
な
つ
て
ゐ
る
」

と
い
う
学
校
で
学
ん
だ
知
識
を
連
想
し
、「
生
命
に
か
か
は
り
で
も
す
る
や
う
に
気
を
附
け
附

け
」
穴
を
掘
っ
て
い
く
。
そ
し
て
つ
い
に
は
、
は
つ
か
鼠
の
巣
に
た
ど
り
着
く
。
こ
の
と
き

の
二
人
を
襲
っ
た
緊
張
感
は
、
穴
の
中
が
火
の
よ
う
に
熱
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
誤
謬
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
緊
張
感
や
危
機
感
こ
そ
が
、
二
人
を
穴
掘

り
に
集
中
さ
せ
た
原
動
力
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遊
び
の
本
質
は
人
が
遊
び
に
の
め
り
こ
む
能

力
、
つ
ま
り
人
が
何
か
に
夢
中
に
な
る
能
力
の
中
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
１
３

、
い
ち
ど

集
中
し
て
し
ま
え
ば
「
二
人
と
も
地
球
内
部
の
熱
の
こ
と
な
ぞ
は
け
ろ
り
と
忘
れ
て
」、
今
度

は
夢
中
で
穴
を
掘
る
こ
と
自
体
が
遊
び
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
熱
中
す
る
こ
と
で
子

ど
も
た
ち
は
、
よ
り
遊
び
の
面
白
み
を
感
じ
取
る
の
で
あ
る
。 

 

穴
掘
り
が
子
ど
も
二
人
の
〈
探
検
遊
び
〉
で
あ
る
な
ら
ば
、
は
つ
か
鼠
を
見
つ
け
た
後
の
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行
動
は
新
た
な
特
徴
を
持
っ
た
遊
び
で
あ
る
と
言
え
る
。
気
味
悪
が
っ
て
鼠
の
子
を
掴
め
な

い
で
い
る
仙
松
を
見
て
太
吉
は
、「
お
前
は
怖
え
ん
だ
。
前
か
ら
、
弱
虫
だ
も
の
」
と
挑
発
的

な
言
動
を
と
り
、
小
鼠
を
掴
む
と
自
分
の
口
の
端
へ
持
っ
て
行
っ
た
。
す
る
と
、「
弱
虫
が
と

云
わ
れ
る
の
が
何
よ
り
嫌
ひ
」
な
仙
松
も
意
地
を
張
っ
て
、
小
鼠
を
掴
ん
で
口
の
端
ま
で
待

っ
て
行
く
。
そ
れ
を
見
た
太
吉
は
、
小
鼠
も
ろ
と
も
仙
松
の
手
を
咽
喉
の
奥
へ
押
し
つ
け
た
。

そ
れ
に
怒
っ
た
仙
松
は
、
小
石
を
拾
っ
て
太
吉
め
が
け
て
投
げ
つ
け
た
。 

こ
の
一
連
の
や
り
取
り
は
、
子
ど
も
の
遊
び
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ロ

ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ワ
に
よ
る
と
、
人
間
の
子
ど
も
た
ち
は
個
性
が
現
れ
始
め
る
と
、
規
則
性
の

あ
る
競
争
を
す
る
段
階
へ
至
る
前
に
し
ば
し
ば
「
奇
妙
な
決
闘
」
を
始
め
る
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
、
誰
が
最
も
長
時
間
太
陽
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
く
す
ぐ
り
に
耐
え
ら

れ
る
の
か
、
息
を
し
な
い
で
い
ら
れ
る
の
か
、
な
ど
の
我
慢
比
べ
は
そ
の
典
型
で
あ
る
１
４

。

仙
松
と
太
吉
の
や
り
取
り
は
、
ま
さ
し
く
カ
イ
ヨ
ワ
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
奇
妙
な
決
闘
」
で

あ
ろ
う
。 

鼠
の
子
を
口
へ
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
ま
っ
た
く
非
生
産
的
な
問
題
で
、
二
人
は

意
地
を
張
り
合
っ
た
。
仙
松
が
小
鼠
を
口
へ
入
れ
よ
う
と
す
る
行
動
の
背
景
に
は
、「
弱
虫
に

見
ら
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
競
争
心
理
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
で
は
も
う
一

方
の
太
吉
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
い
た
ず
ら
を
す
る
の
か
。
物
語
の
中
で
太
吉
は
、「
俺
あ
面

白
い
こ
と
を
し
て
見
せ
て
や
ら
う
と
思
つ
た
の
に
」
と
、
自
ら
そ
の
理
由
を
語
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
怖
さ
を
感
じ
て
緊
張
し
て
い
る
仙
松
を
か
ら
か
い
、
そ
の
反
応
を
楽
し
ん
で

や
ろ
う
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
し
た
意
地
悪
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
れ
ば
理
解
し
や
す
い
で

あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
、
誰
が
最
も
長
時
間
太
陽
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
く
す
ぐ
り
に
耐

え
ら
れ
る
の
か
な
ど
の
〈
競
争
遊
〉
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ず
と
身
体
上
の
苦
痛
、

精
神
上
の
不
安
を
求
め
て
い
る
と
い
わ
れ
る
１
５

。
子
ど
も
は
身
体
上
の
苦
痛
、
精
神
上
の
不

安
を
、
遊
び
に
転
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
１
６

。
仙
松
も
、
「
相
手
が
ど
ん
な
面
白
い

こ
と
を
す
る
積
り
だ
つ
た
ら
う
と
、
い
ろ
い
ろ
考
へ
て
」
も
「
さ
つ
ぱ
り
見
当
が
」
つ
か
な

い
が
ゆ
え
に
、「
も
つ
と
傍
へ
来
い
よ
。
何
に
も
し
な
い
か
ら
」
と
、
太
吉
へ
向
か
っ
て
「
機

嫌
好
く
」
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
描
写
に
よ
り
、
鼠
の
子
を
め
ぐ
る
一
連
の
行
動
は

二
人
の
遊
び
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

〈
競
争
遊
び
〉
に
続
く
、
最
後
の
遊
び
の
形
態
は
、〈
模
倣
遊
び
〉
で
あ
る
。
仙
松
と
太
吉

は
、
酒
の
空
き
瓶
を
巣
穴
の
出
入
口
に
押
し
込
ん
だ
り
、
帽
子
で
水
を
掬
っ
て
き
た
り
、
船

が
進
水
す
る
よ
う
に
傾
斜
面
か
ら
水
面
へ
向
か
っ
て
空
き
瓶
を
滑
ら
せ
た
り
し
て
遊
び
を
続
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け
る
。
こ
う
し
た
行
動
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
こ
の
新
た
な
遊
び
の
ポ
イ
ン
ト
が
空
き
瓶
や

帽
子
な
ど
の
日
用
品
を
用
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
使
用
価
値
を
覆
す
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
際
、
鼠
を
「
飼
ひ
馴
ら
し
て
自
分
達
の
遊
び
道
具
を
ひ
か
せ
る
や
う

に
し
よ
う
」
と
い
う
仙
松
の
提
案
を
退
け
、
「
い
つ
も
の
お
極
り
で
、
自
分
の
思
ひ
通
り
に
」

し
た
太
吉
は
遊
び
の
考
案
者
と
し
て
、
二
人
の
遊
び
に
創
造
性
を
も
た
ら
す
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
も
い
え
る
。 

 

瓶
の
な
か
で
、
鼠
は
栓
を
さ
れ
た
出
入
口
目
が
け
て
飛
び
出
そ
う
と
、
妙
な
格
好
で
と
ち

り
な
が
ら
跳
ね
た
。
そ
れ
を
見
て
二
人
は
、「
入
っ
た
道
は
よ
く
知
っ
て
ゐ
ん
だ
ね
」
と
、
感

心
し
、
大
変
喜
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
知
識
を
獲
得
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
喜
び
は
、
模
倣
遊
び
の
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
人
が
鼠
の
真
似
を
し
、「
草

の
上
に
横
に
な
つ
て
、
嬉
し
さ
う
に
こ
ろ
こ
ろ
転
が
り
な
が
ら
、
手
を
う
つ
て
き
や
あ
き
や

あ
」
１
７

叫
ぶ
様
子
な
ど
が
続
け
て
描
写
さ
れ
る
。
子
ど
も
の
遊
び
に
お
い
て
、
模
倣
は
極
め

て
大
切
な
要
素
で
あ
り
、
ご
っ
こ
遊
び
は
そ
の
典
型
例
で
あ
ろ
う
。
他
者
に
な
る
こ
と
、
他

者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
楽
し
み
で
あ
り
、
面
白
さ
な
の
で
あ
る
１
８

。 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
森
田
は
当
時
の
田
舎
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
模
様
を
詳

細
か
つ
巧
み
に
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
仙
松
と
太
吉
の
野
原
で
の
遊
び
は
そ
の
特
徴
か
ら
、

〈
探
検
遊
び
〉
〈
競
争
遊
び
〉
〈
模
倣
遊
び
〉
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

こ
の
後
、
仙
松
と
太
吉
の
遊
び
に
よ
り
、
鼠
は
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
。
次
節
で
は
、
鼠
の

死
を
通
し
て
、
森
田
が
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
つ
出
来
事
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
。 

 

四 

「
鼠
の
お
葬
ひ
」
に
見
ら
れ
る
鼠
の
死
と
子
ど
も
の
〈
命
〉
に
対
す
る
思
考 

 
 

瓶
に
入
っ
た
鼠
が
跳
ね
る
様
子
を
見
て
遊
ぶ
こ
と
に
飽
き
て
き
た
二
人
は
、
栓
を
抜
い
て
、

瓶
を
再
び
水
中
に
沈
め
た
。
瓶
か
ら
飛
び
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
鼠
は
、
岸
へ
た
ど
り
着
こ

う
と
泳
ぐ
が
、
仙
松
と
太
吉
は
、
そ
ん
な
鼠
を
ま
た
水
の
中
へ
突
き
戻
す
の
で
あ
る
。 

 

鼠
は
ど
ち
ら
の
岸
に
近
づ
い
て
も
、
き
や
あ
き
や
あ
云
ひ
な
が
ら
自
分
を
持
ち
構
へ
て

ゐ
る
者
が
あ
る
の
で
、
引
返
し
引
返
し
し
て
、
水
の
中
を
何
遍
と
な
く
往
つ
た
り
来
た
り

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
疲
れ
来
る
。
そ
れ
に
毛
皮
が
水
づ
い
て
重
く
な
つ
て

来
た
の
で
、
た
び
た
び
沈
ん
で
行
つ
て
、
し
ま
ひ
に
は
頭
ま
で
水
の
下
へ
潜
つ
た
ま
ま
泳
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い
で
ゐ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
突
然
ぶ
る
ぶ
る
と
体
が
引
き
釣
れ
た
か
と
思
ふ
と
、
ぴ
ん

と
四
肢
を
突
張
つ
た
ま
ま
、
水
の
底
へ
沈
ん
で
し
ま
ひ
ま
し
た
１
９

。 

  

何
と
か
生
き
よ
う
と
必
死
に
も
が
く
鼠
の
様
子
が
克
明
に
描
か
れ
る
が
、
結
局
鼠
は
死
ん

で
し
ま
う
。
一
方
、
子
ど
も
二
人
は
、
必
死
な
鼠
と
は
対
照
的
に
、「
よ
く
泳
ぐ
ね
え
」
と
「
笑

ひ
な
が
ら
」
言
い
あ
っ
た
り
、「
お
い
、
気
を
附
け
ろ
！
」
と
「
大
声
で
怒
鳴
り
」
あ
っ
た
り

し
て
、
興
奮
が
抑
え
き
れ
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
対
照
的
な
表
現
は
読
者
に
鼠
に

対
す
る
同
情
と
、
子
ど
も
た
ち
の
残
酷
さ
に
対
す
る
怒
り
や
批
判
を
抱
か
せ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
残
酷
さ
を
描
く
こ
と
が
こ
の
童
話
の
主
題
で
は
な
い
。 

 

ま
ず
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
童
話
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
大
正
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
自
然
の
な
か
で
野
生
動
物
と
触
れ
合
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
た
当
時
の
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
仙
松
と
太
吉
が
行
っ
た
よ
う
な
遊
び
は
一
般
的
な
こ
と
で
あ
り
、
い
た
る
と

こ
ろ
で
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
現
代
の
価
値
観
か
ら
、

童
話
が
執
筆
さ
れ
た
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
行
動
様
式
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
避
け
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
最
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
仙
松
と
太
吉
が
鼠
を
殺
す
た
め
に
殺
し

た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
殺
す
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
の
に
殺
し
て
し
ま
っ
た
、

認
識
な
き
過
失
で
あ
る
。
鼠
を
こ
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
で
、
そ
の
命
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
は
、
幼
い
二
人
に
と
っ
て
は
予
想
だ
に
し
な
い
結
果
で
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
ゆ
え
、
遊
び
の
昂
揚
か
ら
「
吾
に
返
」
っ
た
仙
松
は
、
当
然
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
。
思
わ
ず
「
し
ま
つ
た
」
と
叫
び
声
を
あ
げ
、「
お
い
お
い
泣
き
な
が
ら
、
野
原
の
中
の

樅
の
樹
の
方
へ
駆
け
出
」
し
、
泣
き
顔
を
太
吉
に
見
ら
れ
た
く
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
水
の

中
へ
入
っ
て
い
く
。
そ
し
て
水
中
か
ら
鼠
の
死
骸
を
探
し
あ
て
、
引
き
上
げ
た
二
人
の
幼
い

子
ど
も
は
、
温
め
た
ら
生
き
返
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
鼠
を
「
日
向
の
石
の
上
に
載
せ

て
」
乾
か
し
て
み
た
り
、「
鼠
の
上
に
手
を
差
し
出
し
て
ぱ
ち
ぱ
ち
叩
」
い
て
み
た
り
す
る
の

で
あ
る
。
二
人
は
努
力
し
て
鼠
の
命
を
救
お
う
と
す
る
が
、
も
う
二
度
と
鼠
が
息
を
吹
き
返

さ
な
い
こ
と
を
悟
る
と
、
今
度
は
鼠
の
葬
儀
を
し
よ
う
と
思
い
立
つ
。 

 

亡
く
な
っ
た
祖
母
の
葬
儀
の
様
子
を
覚
え
て
い
た
太
吉
が
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
鼠
の
葬
儀

を
執
り
行
う
。
マ
ッ
チ
の
空
き
箱
を
棺
に
見
立
て
て
鼠
の
死
骸
を
納
め
、
麻
糸
で
釣
る
よ
う

に
し
て
、
掘
っ
た
墓
穴
の
中
へ
棺
を
下
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
「
南
無
阿
弥
陀

仏
々
々
々
々
々
々
！
」
と
唱
え
て
、
マ
ッ
チ
箱
の
棺
に
土
を
か
け
入
れ
る
。 
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こ
の
儀
式
の
過
程
で
、
二
人
が
棺
に
傾
き
が
な
い
よ
う
、
正
し
い
位
置
に
落
ち
着
く
よ
う

に
「
気
を
附
け
附
け
」
麻
糸
を
た
ぐ
り
下
ろ
し
た
こ
と
や
、
太
吉
が
「
真
面
目
臭
つ
て
、
お

経
の
文
句
み
た
い
な
も
の
を
ぐ
ち
や
ぐ
ち
や
」
唱
え
た
こ
と
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
細
部
の
描
写
か
ら
、
幼
い
二
人
が
ひ
た
む
き
に
、
慎
重
に
、
儀
式
に
取
り
組
ん
で
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
祖
母
の
葬
儀
を
真
似
る
一
連
の
描
写
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
な
か
に

は
、
子
ど
も
で
あ
り
な
が
ら
も
、
大
人
の
世
界
へ
接
近
す
る
意
欲
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
く
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
て
埋
葬
を
終
え
た
ば
か
り
の
二
人
は
、
納
棺
後
に
棺
の
な
か
で
息
を

吹
き
返
し
た
人
が
い
る
と
い
う
噂
話
を
思
い
出
し
、
す
ぐ
さ
ま
棺
を
掘
り
出
し
た
。
そ
し
て
、

鼠
が
生
き
返
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、
再
び
棺
を
埋
め
戻
す
。
そ
の
際
、
万
が
一
に
も
鼠

が
再
び
目
を
覚
ま
す
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
食
料
と
な
る
カ
ブ
ト
ム
シ
の
死
骸
を
副
葬
品
に

加
え
、
麦
わ
ら
一
本
を
差
し
込
ん
で
空
気
穴
を
通
し
て
や
る
念
の
入
れ
よ
う
で
あ
っ
た
。
す

べ
て
を
終
え
、「
今
度
こ
そ
死
ん
ぢ
や
つ
た
！
」
と
、
真
面
目
な
顔
つ
き
で
言
う
二
人
の
様
子

か
ら
は
、
子
ど
も
の
天
真
爛
漫
な
一
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

 

鼠
の
死
を
受
け
入
れ
た
二
人
は
次
に
「
今
頃
は
も
う
極
楽
へ
行
つ
て
、
阿
弥
陀
様
の
傍
に

座
つ
て
る
よ
。
き
つ
と
」
と
、
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
議
論
を
始
め
る
。「
極
楽
つ
て
え
の
は
、

お
前
十
万
億
土
と
云
つ
て
、
世
界
の
果
て
の
果
て
の
又
果
て
で
、
海
を
い
く
つ
も
い
く
つ
も

越
し
て
い
く
ん
だ
ぞ
。
鼠
が
そ
ん
な
い
く
つ
も
海
を
渡
つ
て
行
け
る
け
え
」
２
０

と
い
う
太
吉

に
、
仙
松
は
、
太
吉
の
祖
母
は
足
が
悪
く
て
歩
け
な
か
っ
た
か
ら
極
楽
ま
で
歩
い
て
行
け
る

わ
け
が
な
い
、
と
言
い
返
す
。
極
楽
に
行
く
の
は
魂
だ
、
と
い
う
太
吉
に
対
し
て
、
仙
松
は

さ
ら
に
、
そ
れ
な
ら
鼠
の
魂
も
行
け
る
は
ず
、
と
反
論
す
る
。
そ
れ
に
、
鼠
は
魂
が
な
い
と

返
す
太
吉
へ
、「
ほ
ん
な
ら
、
ど
う
し
て
生
き
て
ゐ
る
だ
い
」
と
、
仙
松
は
再
び
疑
問
を
投
げ

か
け
た
。
二
人
は
こ
れ
以
上
議
論
を
進
め
な
か
っ
た
の
で
、
鼠
に
は
な
ぜ
魂
が
な
い
の
か
と

い
う
疑
問
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
物
語
の
な
か
に
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。 極

楽
や
魂
な
ど
死
後
の
世
界
の
概
念
に
つ
い
て
、
仙
松
も
太
吉
も
一
知
半
解
で
あ
り
、
十

分
に
理
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
鼠
の
死
を
き
っ
か
け
に
二
人
は
積
極
的
に

議
論
し
、
理
解
し
よ
う
と
努
め
た
。
ま
た
、
二
人
の
こ
う
し
た
や
り
取
り
の
描
写
は
、
極
楽

や
魂
な
ど
、
死
後
に
つ
い
て
の
思
索
へ
と
読
者
を
誘
う
も
の
で
も
あ
る
。
鼠
に
は
魂
が
な
い

の
に
ど
う
し
て
生
き
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
は
、
物
語
の
内
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、
物
語
の
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外
部
に
い
る
読
者
に
も
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
最
後
に
、
放
課
後
の
冒
険
が
終
わ
り
、
二
人
は
い
つ
も
通
り
に
夕
陽
の
な
か
を
家

へ
帰
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
物
語
が
終
わ
る
。 

 

遠
く
の
方
か
ら
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
て
来
ま
し
た
。
二
人
は
立
ち
上
つ
て
見
る
と
向
こ
う

の
樅
の
木
の
下
で
仙
松
の
兄
さ
ん
が
手
招
き
し
て
ゐ
ま
し
た
。
野
良
か
ら
帰
り
か
け
の
人

が
ち
ら
ほ
ら
通
り
か
か
り
ま
し
た
。
夕
方
の
太
陽
が
西
の
森
の
上
に
大
き
な
真
赤
な
顔
を

半
分
乗
せ
て
ゐ
ま
し
た
。
「
も
う
飯
だ
ぞ
！
」
二
人
は
一
目
散
に
駆
け
出
し
ま
し
た
２
１

。 

 

と
こ
ろ
で
、
同
じ
く
子
ど
も
が
動
物
を
殺
す
話
で
あ
る
が
、
中
村
星
湖
の
「
虫
を
と
る
子
」

（
一
七
巻
五
号
、
一
九
二
六
年
一
一
月
）
で
は
、
虫
の
足
を
も
い
だ
松
男
が
、
兄
に
「
な
り

た
け
生
物
は
傷
つ
け
た
り
、
殺
し
た
り
し
な
い
が
い
い
で
す
よ
」
２
２

と
諭
さ
れ
る
場
面
が
描

か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
兄
は
、
松
男
が
友
だ
ち
に
爪
で
ひ
っ
か
か
れ
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
、

「
も
し
、
虫
の
や
う
に
両
脚
を
も
が
れ
て
ご
ら
ん
。
歩
く
こ
と
も
で
出
来
な
け
れ
ば
、
生
き

て
も
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
よ
」
２
３

と
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
、
感
じ
る
こ
と
を
教

え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
芝
口
謙
の
「
鈴
」（
七
巻
一
号
、
一
九
三
四
年
一
月
）
で
は
、
ミ
ミ
ズ
を
殺
し
て
し

ま
っ
た
良
一
が
、「
じ
ぶ
ん
が
、
と
て
も
わ
る
か
つ
た
と
思
ひ
」、「
み
み
ず
の
お
墓
の
土
を
掘

つ
て
、
そ
の
中
へ
鈴
を
一
つ
う
め
」
２
４

る
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
年
長
者
に
諭
さ
れ
る
場
合

で
あ
れ
、
他
者
か
ら
の
働
き
か
け
が
特
に
な
い
場
合
で
あ
れ
、
動
物
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
子

ど
も
に
反
省
の
気
持
ち
が
湧
き
起
こ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
こ
れ
ら
二
作
品
の

な
か
で
は
明
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
童
話
と
異
な
り
、「
鼠
の
お
葬
ひ
」
に
は
説
教
を
す
る
年
長
者
が
登
場

し
な
い
。
子
ど
も
の
自
発
的
な
反
省
や
、
直
接
的
な
懺
悔
の
場
面
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ

の
代
わ
り
、「
小
さ
な
動
物
の
断
末
魔
の
苦
し
み
を
見
て
は
、
思
は
ず
「
し
ま
つ
た
！
」
と
叫

ん
だ
」
や
、
「
お
い
お
い
泣
き
な
が
ら
、
野
原
の
中
の
樅
の
樹
の
方
へ
駆
け
出
」
し
た
な
ど
、

行
動
や
感
情
の
細
か
な
描
写
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
反
省
や
後
悔
の
気
持
ち
を

表
現
し
て
い
る
。 

大
上
段
の
説
教
や
、
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
く
と
も
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
進
め
る
一
つ
一

つ
の
シ
ー
ン
の
な
か
に
、
子
ど
も
の
命
に
対
す
る
理
解
や
思
考
の
変
化
が
す
で
に
描
か
れ
て
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い
る
と
い
え
る
。
子
ど
も
の
読
物
で
は
あ
る
が
、
型
通
り
の
説
教
は
語
ら
れ
ず
、
鼠
に
魂
が

あ
る
の
か
否
か
、
と
い
う
疑
問
も
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
物
語
作
品
は
、
読

者
の
能
動
性
を
働
か
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
森
田
の
創
作
に
お
け

る
工
夫
な
の
で
あ
る
。 

 

結
び 

 

「
鼠
の
お
葬
ひ
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
の
な
か
で
鼠
を
殺
し
て
し
ま
う
過
程
を
、
細

か
な
動
作
や
感
情
の
機
微
に
関
す
る
表
現
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
リ
ア
ル
に
描
き
出
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
題
材
と
手
法
の
組
み
合
わ
せ
は
『
赤
い
鳥
』
の
他
の
作
品
を
見
て
も
、
ま
た

現
在
の
児
童
文
学
作
品
を
見
て
も
、
ほ
と
ん
ど
類
例
を
見
な
い
。
森
田
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

題
材
を
童
話
作
品
の
テ
ー
マ
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ

る
。 

 

一
つ
は
、
『
赤
い
鳥
』
の
編
集
方
針
に
合
致
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
『
赤
い
鳥
』
の
創
作

童
話
の
応
募
規
定
は
、「
子
供
に
関
す
る
日
常
の
事
実
、
子
供
の
心
理
を
描
い
た
現
実
的
な
話

材
を
歓
迎
し
ま
す
」
２
５

と
な
っ
て
い
る
。
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
に
お
け
る
仙
松
も
太
吉
の
遊
び

は
現
在
の
子
ど
も
の
生
活
か
ら
は
か
け
離
れ
て
い
る
た
め
想
像
し
に
く
い
が
、
当
時
の
子
ど

も
に
と
っ
て
は
「
日
常
の
事
実
」
を
反
映
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
は
、
命
に
つ
い
て
の
思
考
を
喚
起
す
る
こ
と
が
、
森
田
草
平
の
創
作
目
的
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
鼠
の
お
葬
ひ
」
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
鼠
の
死
を
き
っ

か
け
に
仙
松
と
太
吉
は
、
死
や
命
、
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
積
極
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
物
語
の
登
場
人
物
に
留
ま
ら
ず
、
童
話
を
読
む
読
者
に
も
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
鼠
の
お
葬
ひ
」
は
現
代
の
読
者
に
は
馴
染
み
の
薄
い
作
品
で
あ
る
が
、

題
材
や
表
現
方
法
な
ど
に
お
い
て
『
赤
い
鳥
』
創
作
童
話
の
中
で
も
非
常
に
独
特
か
つ
重
要

な
作
品
で
あ
り
、
改
め
て
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

   

注 １
芝
口
謙
「
鈴
」（
七
巻
一
号
、
一
九
三
四
年
一
月
）
七
五
頁 

２
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」（『
赤
い
鳥
』
一
三
巻
三
号
、
一
九
二
四
年
九
月
） 
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３
岩
田
光
子
「
森
田
草
平
生
涯
」
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
六
七
』
（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学

研
究
室
、
一
九
九
三
年
）
一
二
～
二
二
頁 

４
鈴
木
三
重
吉
「『
赤
い
鳥
』
創
刊
号
」（
『
赤
い
鳥
』
一
九
一
七
年
六
月
、
一
巻
一
号
） 

５
森
田
草
平
「
処
女
作
時
代
の
三
重
吉
」（
『
赤
い
鳥
』
一
九
三
六
年
一
〇
月
、
一
二
巻
三
号
） 

６
森
田
草
平
「
処
女
作
時
代
の
三
重
吉
」
二
〇
二
～
二
〇
三
頁 

７
森
田
草
平
「
兄
妹
」（
一
九
三
六
年
一
〇
月 

第
一
二
巻
三
号
）
五
八
頁 

８
『
日
本
大
百
科
全
書Ⅰ

』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
） 

９
『
日
本
大
百
科
全
書Ⅰ

』
三
四
九
頁 

１
０
ヨ
ハ
ン.

ホ
イ
ジ
ン
ガ
著
、
高
橋
英
夫
訳
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』
中
公
文
庫 

中
央
公

論
社 

一
九
七
三
年 

１
１
岩
田
慶
治
『
子
ど
も
文
化
の
原
像 

:
 

文
化
人
類
学
的
視
点
か
ら
』
（
日
本
放
送
出
版
協

会
、
一
九
八
五
年
）
一
七
頁 

１
２
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
七
六
頁 

１
３
ヨ
ハ
ン.

ホ
イ
ジ
ン
ガ 

前
掲
書 

一
九
頁 

１
４
ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ワ
著
、
多
田
道
太
郎
・
塚
崎
幹
夫
訳
『
遊
び
と
人
間
』（
講
談
社
学
術
文

庫[9
20

」
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
）
四
九
～
五
〇
頁 

１
５
ロ
ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ワ 

前
掲
書 

六
九
頁 

１
６
ロ
ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ワ 

前
掲
書 

六
九
～
七
〇
頁 

１
７
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
八
〇
頁 

１
８
ロ
ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ワ 

前
掲
書 

五
七
頁 

１
９
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
八
二
頁 

２
０
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
八
三
～
八
四
頁 

２
１
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
八
五
頁 

２
２
中
村
星
湖
「
虫
を
と
る
子
」（
一
七
巻
五
号
、
一
九
二
六
年
一
一
月
）
一
一
一
頁 

２
３
中
村
星
湖 

前
掲
童
話 

一
一
一
頁 

２
４
芝
口
謙
「
鈴
」
七
五
頁 

２
５
鈴
木
三
重
吉
「
緊
急
社
告
」（『
赤
い
鳥
』
一
九
一
九
年
一
〇
月
、
三
巻
四
号
）
八
〇
頁 
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第
四
章 

子
ど
も
と
〈
身
近
な
人
の
死
〉
の
語
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
童
話
は
何
が
で
き
る
の
か
― 
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一 
『
赤
い
鳥
』
創
作
童
話
と
〈
身
近
な
人
の
死
〉 

 

第
二
章
と
第
三
章
で
は
、『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
動
物
の
死
と
、
そ
れ
に
向
き
合
う
子
ど
も

を
め
ぐ
る
語
り
を
検
討
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
が
直
面
す
る
〈
死
〉
に
つ
い
て
は
、

動
物
の
死
以
外
に
も
、
家
族
の
死
や
親
友
の
死
と
い
っ
た
人
間
の
死
も
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話

作
品
で
は
扱
わ
れ
て
い
る
（
文
末
附
表
「『
赤
い
鳥
』
子
ど
も
が
直
面
す
る
人
間
の
死
関
連
童

話
作
品
一
覧
」
）
。
子
ど
も
が
直
面
す
る
〈
身
近
な
人
の
死
〉
は
、
童
話
の
中
で
ど
の
よ
う
に

表
現
さ
れ
て
き
た
の
か
。
本
章
で
は
次
の
三
つ
の
観
点
、
す
な
わ
ち
①
〈
他
者
の
死
〉
と
物

語
の
意
図
、
②
社
会
批
判
お
よ
び
文
明
批
判
と
し
て
の
〈
他
者
の
死
〉
の
語
り
、
③
〈
子
ど

も
の
死
〉
に
遭
遇
し
た
子
ど
も
た
ち
と
喪
失
体
験
の
感
情
表
出
か
ら
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作

品
に
お
け
る
子
ど
も
の
〈
身
近
な
人
の
死
〉
を
検
討
す
る
。 

 

二 

子
ど
も
が
直
面
す
る
〈
他
者
の
死
〉
と
物
語
の
意
図 

 

第
一
次
『
赤
い
鳥
』
の
作
品
に
は
、
昔
話
な
ど
民
話
の
再
話
、
外
国
児
童
文
学
作
品
の
翻

訳
な
ど
が
多
数
掲
載
さ
れ
た
が
、
昔
話
を
基
に
し
た
創
作
童
話
も
数
多
く
存
在
す
る
。
こ
の

よ
う
な
昔
話
を
下
敷
き
と
し
た
創
作
童
話
を
、
便
宜
上
〈
昔
話
風
〉
創
作
童
話
作
品
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
け
る
子
ど
も
と
身
近
な
人
の
死
を
め
ぐ
る
語
り
に
、
何

ら
か
の
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
以
下
、
大
木
篤
夫
の
二
つ
の
作
品
「
ア

イ
ヌ
の
物
語
か
ら
」
（
一
九
二
七
年
四
月
、
一
八
巻
四
号
）
と
「
十
二
の
月
」
（
一
九
二
六
年

五
、
六
月 

一
六
巻
五
、
六
号
）
を
例
に
、
物
語
に
お
け
る
死
に
含
ま
れ
る
教
訓
を
見
て
み

る
。 ま

ず
、
「
ア
イ
ヌ
の
物
語
か
ら
」
に
つ
い
て
。
ウ
サ
ギ
の
頭
（
か
し
ら
）
は
瀕
死
の
際
に
、

ウ
サ
ギ
の
子
ど
も
ら
に
自
分
の
子
ど
も
の
頃
の
出
来
事
を
語
っ
て
い
る
。
第
一
人
称
の
視
点

で
語
ら
れ
る
ウ
サ
ギ
の
話
の
中
で
、
ウ
サ
ギ
の
「
私
」
は
鹿
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
体
で
、
い

つ
も
兄
と
一
緒
に
人
間
が
ウ
サ
ギ
を
捕
ら
え
る
た
め
に
設
置
し
た
仕
掛
け
弓
を
壊
し
て
遊
ん

で
い
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
兄
が
突
然
仕
掛
け
弓
に
か
か
り
、
瀕
死
の
状
態
に
陥
っ
て
し

ま
っ
た
。
私
は
急
い
で
仲
間
の
助
け
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
途
中
で
兄
の
こ
と
を
忘
れ
て
、

遊
び
に
行
っ
た
。
ま
も
な
く
兄
は
亡
く
な
っ
た
が
、
私
は
相
変
わ
ら
ず
い
た
ず
ら
子
だ
っ
た
。

あ
る
日
、
私
は
見
た
こ
と
の
な
い
仕
掛
け
弓
に
か
か
っ
て
、
神
様
の
よ
う
な
美
し
い
若
者
に

捕
ま
え
ら
れ
た
。
私
は
か
ろ
う
じ
て
逃
げ
た
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
人
間
の
仕
掛
け
弓
に
い

た
ず
ら
す
る
こ
と
に
怒
っ
た
オ
キ
キ
リ
ム
イ
（
神
様
）
の
狩
り
だ
と
分
か
っ
た
。
そ
れ
以
降
、

私
と
ウ
サ
ギ
の
仲
間
は
体
が
す
っ
か
り
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
１

。 
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こ
の
作
品
は
、
知
里
幸
恵
が
編
纂
、
翻
訳
し
た
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』（
郷
土
研
究
社
、
一
九

二
三
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
兎
が
自
ら
歌
っ
た
謡
（
サ
ン
パ
ヤ 

テ
レ
ケ
）」
を
内
容
が

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
２

。
そ
れ
は
こ
の
世
界
に
は
生
殺
与
奪
の
権
を
持
つ
、
絶
大
な
力
の
持
ち

主
と
し
て
神
様
が
存
在
し
、
ウ
サ
ギ
は
人
間
に
い
た
ず
ら
を
し
た
結
果
、
神
様
の
怒
り
を
買

っ
て
死
に
至
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

「
兎
が
自
ら
歌
っ
た
謡
」
に
含
ま
れ
て
い
る
教
え
は
多
く
の
昔
話
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、「
十
二
の
月
」
に
お
け
る
死
に
は
ま
た
異
な
る
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

「
十
二
の
月
」
は
、
あ
る
北
の
国
の
田
舎
町
に
住
む
お
金
持
ち
の
お
嬢
さ
ん
ホ
レ
ー
ナ
と
、

同
じ
年
の
召
使
い
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
を
め
ぐ
る
話
で
あ
る
。
ホ
レ
ー
ナ
た
ち
か
ら
い
じ
め
ら
れ

て
い
た
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
は
、
山
奥
で
十
二
の
月
の
化
身
で
あ
る
十
二
人
の
男
に
出
会
う
。
そ

し
て
、
彼
ら
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
困
難
を
克
服
し
て
い
く
。
月
の
男
の
存
在
を
知
っ
た
ホ

レ
ー
ナ
は
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
の
ま
ね
を
し
て
山
に
入
っ
た
が
、
月
の
男
が
起
こ
し
た
大
吹
雪
で

凍
え
死
ん
で
し
ま
っ
た
３

。 

こ
の
話
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
民
話
を
素
材
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ソ
連

の
児
童
文
学
作
家
マ
ル
シ
ャ
ー
ク
が
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
年
）
に
書
い
た
有
名
な
児
童

劇
『
十
二
月(

森
は
生
き
て
い
る)

』
も
、
こ
の
民
話
を
も
と
に
し
て
い
る
。
日
本
で
は
劇
団

俳
優
座
に
よ
る
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
年
）
の
初
演
以
来
、
同
劇
団
の
代
表
的
作
品
と
し

て
上
演
を
重
ね
て
い
る
。
現
在
、
そ
の
上
演
回
数
は
一
九
〇
〇
回
を
超
え
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
４

。 

大
木
篤
夫
が
再
話
し
た
「
十
二
の
月
」
は
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
年
）
の
作
品
で
、
マ

ル
シ
ャ
ー
ク
の
劇
作
品
よ
り
二
十
年
ほ
ど
早
く
世
に
出
た
こ
と
が
分
か
る
。
民
話
の
も
と
と

比
較
す
れ
ば
、
話
の
筋
は
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
大
木
の
再
話
は
描
写
の
表
現
に
工
夫
を
入
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
の
文
章
を
見
よ
う
。 

 

み
わ
た
す
か
ぎ
り
の
原
は
黄
い
ろ
に
な
り
茶
い
ろ
に
な
つ
て
枯
れ
、
樹
の
枝
か
ら
は
は

ら
り
は
ら
り
と
葉
が
落
ち
、
涼
し
い
風
は
そ
の
落
葉
を
ま
き
ち
ら
し
ま
し
た
。
丘
に
は
野

菊
、
谷
に
は
り
ん
だ
う
、
ぶ
な
の
木
に
は
し
だ
や
蔦
が
生
ひ
茂
つ
て
ゐ
る
ば
か
り
、
花
も

め
つ
き
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
５

。 

 
 

こ
の
文
章
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
簡
潔
に
語
ら
れ
て
い
る
民
話
と
は
異
な
り
、
大
木
は
景

色
を
め
ぐ
る
詳
細
な
描
写
で
話
を
潤
色
し
な
が
ら
、
作
品
世
界
の
雰
囲
気
や
読
者
に
与
え
る

印
象
を
際
立
た
せ
、
作
品
の
文
芸
性
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
レ
ー
ナ
の
死
を
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め
ぐ
っ
て
、
大
木
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

  
 

い
く
ら
暖
か
い
外
套
を
着
て
は
ゐ
て
も
、
手
足
は
弱
つ
て
、
だ
ん
だ
ん
し
び
れ
て
き
ま

す
。（
中
略
）
ホ
レ
ー
ナ
は
、
こ
の
時
や
つ
と
、
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
に
つ
ら
く
あ
た
つ
た
こ
と
、

自
分
の
た
い
へ
ん
悪
か
つ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
は
じ
め
た
で
せ
う
か
。
い
や
、
い
や
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
か
ら
だ
が
冷
え
て
く
れ
ば
く
る
ほ
ど
、
心
の
う
ち
に
一
そ
う
烈
し
く
マ
ル

ー
シ
ュ
カ
を
罵
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
６

。 

  

ホ
レ
ー
ナ
は
死
ぬ
ま
で
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
に
対
す
る
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
反
省
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
右
の
記
述
は
そ
の
彼
女
の
非
道
な
性
格
を
う
ま
く
表
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

相
対
す
る
人
物
の
特
性
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
は
物
語
の
意
図
を
よ
り
明
白

に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
再
話
作
品
に
関
す
る
大
木
の
も
う
一
つ
の

重
要
な
創
作
工
夫
は
、
主
人
公
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
の
身
分
を
め
ぐ
る
改
作
で
あ
る
。
民
話
の
な

か
で
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
と
ホ
レ
ー
ナ
は
異
母
兄
弟
で
あ
り
、
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
は
継
母
に
い
じ
め

ら
れ
て
い
る
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
十
二
の
月
」
は
そ
う
し
た
継
子
い
じ
め
譚
で
は
な
く
、

ホ
レ
ー
ナ
が
田
舎
の
お
金
持
ち
の
お
嬢
さ
ん
、
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
が
彼
女
の
召
使
い
と
い
う
設

定
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。 

話
の
冒
頭
部
か
ら
、
二
人
の
境
遇
の
違
い
が
対
比
さ
れ
る
。
一
人
娘
の
ホ
レ
ー
ナ
は
「
あ

ま
や
か
さ
れ
て
育
つ
た
わ
が
ま
ま
も
の
」
で
、「
ま
る
で
小
さ
な
女
王
」
の
よ
う
に
ふ
る
ま
い
、

「
暇
さ
へ
あ
れ
ば
お
め
か
し
ば
か
り
し
て
の
ら
り
く
ら
り
と
」
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、「
お
な
じ
家
に
住
み
、
お
な
じ
年
ご
ろ
」
の
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
は
「
毎
日
毎
日
お
料
理
や

ら
お
洗
濯
や
ら
で
、
朝
か
ら
晩
ま
で
い
そ
が
し
い
」
。
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
の
立
場
を
継
子
か
ら
召

使
い
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
物
語
は
弱
者
へ
の
同
情
よ
り
も
強
者
へ
の
批
判
に
重
点
を

置
い
た
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
二
人
の
境
遇
の
違
い
を
際
立
た
せ
る
ほ
ど
、

物
語
か
ら
階
級
社
会
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
実
際
、
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
〈
他
者
の
死
〉
は
、『
赤
い
鳥
』
の
創
作
童
話

に
は
多
く
見
ら
れ
る
。
次
節
で
は
そ
う
し
た
作
品
を
詳
細
に
検
討
す
る
。 

 
 三 

社
会
批
判
、
文
明
批
判
と
し
て
の
〈
他
者
の
死
〉
の
語
り 

 
 
 

『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
見
ら
れ
る
〈
他
者
の
死
〉
は
、
苦
し
い
生
活
の
産
物
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
登
場
人
物
の
悲
惨
な
運
命
の
結
末
と
し
て
、
死
が
描
か

れ
る
。
例
え
ば
、
佐
藤
春
夫
「
実
さ
ん
の
胡
弓
」（
第
一
一
巻
一
号
、
一
九
二
三
年
七
月
）
は
、
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作
者
で
あ
る
佐
藤
の
子
ど
も
時
代
の
実
話
を
も
と
に
し
て
い
る
。
両
親
を
失
っ
た
実
と
兄
弟

は
「
私
」
の
父
に
引
き
取
ら
れ
た
が
、
十
五
、
六
歳
の
実
は
一
人
で
ア
メ
リ
カ
に
出
稼
ぎ
に

行
っ
た
。
家
族
の
皆
は
「
ま
だ
子
供
の
実
さ
ん
が
そ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
く
の
を
止
め
て
み
た

が
、
実
さ
ん
は
ど
う
し
て
も
聞
か
な
か
つ
た
」
７

。 

そ
の
理
由
と
し
て
、「
あ
の
子
だ
つ
て
、
そ
ん
な
遠
い
と
こ
ろ
へ
好
ん
で
行
き
た
く
な
か
つ

た
に
き
ま
つ
て
ゐ
る
。
た
だ
親
が
な
く
つ
て
兄
弟
が
四
人
も
よ
そ
の
家
で
世
話
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
い
や
だ
つ
て
の
だ
ら
う
」
８

と
、
母
が
私
に
語
っ
た
。
言
葉
が
通
じ
な

い
、
食
べ
物
や
習
慣
、
文
化
、
宗
教
信
仰
も
ま
っ
た
く
違
う
地
で
の
日
本
人
移
住
者
の
生
活

が
ど
れ
ほ
ど
大
変
で
あ
っ
た
か
は
、「
実
さ
ん
の
胡
弓
」
で
も
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。 

実
少
年
は
両
親
を
失
っ
た
こ
と
で
、
若
く
し
て
厳
し
い
世
の
中
に
飛
び
込
む
こ
と
に
な
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
実
は
皿
洗
い
や
葡
萄
狩
り
を
し
て
生
計
を
立
て
な
が
ら
勉
強
を
し

て
い
た
が
、
数
年
間
の
重
労
働
が
原
因
で
ひ
ど
い
肺
病
と
な
り
、
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
実
は
再
び
「
私
」
の
家
に
戻
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
っ
て
き
た
と
い
う
パ
イ
ナ
ッ
プ 

ル
の
缶
詰
を
開
け
て
み
せ
た
。
す
る
と
、
ひ
ど
い
臭
い
が
し
た
。
缶
詰
の
な
か
を
見
て
み
る

と
、
人
間
の
指
が
入
っ
て
い
た
。
工
場
で
機
械
の
操
作
を
誤
り
、
指
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
と
、
父
が
説
明
し
て
く
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

父
は
そ
の
中
を
何
か
で
搔
き
は
し
て
ゐ
た
が
突
然
叫
ん
だ
。
―
「
や
。
こ
れ
や
大
変
だ
。

指
が
這
入
つ
て
ゐ
る
。
」
見
る
と
、
本
当
に
人
間
の
指
が
這
入
っ
て
ゐ
た
。
（
中
略
）
実
さ

ん
の
こ
と
を
考
へ
る
と
、
き
つ
と
あ
の
気
味
の
悪
い
指
の
缶
詰
の
こ
と
も
思
ひ
出
す
。
ど

ん
な
人
の
指
で
あ
ら
う
、
わ
ざ
わ
ざ
日
本
ま
で
来
て
私
の
家
の
空
地
の
隅
へ
埋
め
ら
れ
た

の
は
９

。 

 

こ
の
衝
撃
的
な
事
件
が
、
子
ど
も
の
「
私
」
の
目
線
か
ら
淡
々
と
語
ら
れ
て
い
る
が
、
実

を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
移
民
の
海
外
で
の
苦
労
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
実
の
不
運
は

続
く
。
実
の
ほ
か
の
人
に
も
う
つ
る
病
気
に
か
か
り
、
皆
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
生
活
さ
せ

ら
れ
た
。
家
族
は
「
私
」
が
実
の
い
る
と
こ
ろ
に
遊
び
に
行
く
こ
と
を
喜
ば
な
か
っ
た
が
、

「
私
」
は
実
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
話
を
聞
い
た
り
、
実
が
弾
く
胡
弓
の
音
を
聴
く
こ
と
が
好
き

だ
っ
た
。
し
か
し
、「
私
」
は
と
う
と
う
実
と
の
付
き
合
い
を
禁
止
さ
れ
て
し
ま
う
。 
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私
は
そ
の
後
は
実
さ
ん
の
ゐ
る
離
れ
へ
は
行
け
な
く
な
っ
た
。
さ
う
し
て
遠
い
離
れ
か

ら
実
さ
ん
の
胡
弓
が
洩
れ
て
く
る
こ
と
に
気
が
つ
き
な
が
ら
私
は
ひ
と
り
で
日
向
ぼ
つ
こ

を
し
て
ゐ
た
…
…
１
０ 

 

そ
れ
か
ら
二
、
三
年
し
て
、
実
は
二
十
六
、
七
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。
実
の
死
を
も

っ
て
物
語
は
終
わ
る
が
、
そ
の
死
に
関
し
て
は
過
度
に
感
情
的
な
表
現
を
用
い
る
こ
と
な
く
、

子
ど
も
の
「
私
」
の
目
線
か
ら
終
始
淡
々
と
語
ら
れ
て
い
る
。
実
の
運
命
は
、
当
時
の
海
外

労
働
移
民
者
の
苦
し
い
生
活
の
反
映
で
あ
る
。
彼
ら
が
海
外
へ
出
て
行
き
、
苦
し
い
生
活
を

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
社
会
背
景
に
対
す
る
直
接
的
な
批
判
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
読

者
は
物
語
を
読
み
進
む
に
つ
れ
て
実
へ
の
同
情
と
、
当
時
の
苦
し
い
労
働
移
民
を
め
ぐ
る
諸

制
度
へ
の
疑
問
が
自
然
と
湧
き
起
こ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

「
実
さ
ん
の
胡
弓
」
に
お
け
る
、
子
ど
も
の
「
私
」
が
直
撃
し
た
実
の
死
に
は
あ
る
種
の

社
会
批
判
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
批
判
の
対
象
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
作

品
か
ら
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
か
は
、
読
者
に
任
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
吉
田
絃
二
郎
「
天
城
の
子
」（
一
九
二
六
年
四
月
、
一
六
巻
四
号
）
で
は
、
子
ど
も
が

遭
遇
し
た
他
者
の
死
を
、
明
白
な
文
明
批
判
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
位
置
づ
け
て
い
る
。 

「
天
城
の
子
」
の
主
人
公
の
修
吉
は
天
城
の
奥
の
里
に
暮
ら
し
て
い
る
一
〇
歳
の
子
ど
も

で
あ
っ
た
。
東
京
か
ら
来
た
叔
父
の
話
を
聞
い
て
、
修
吉
は
東
京
に
強
い
憧
れ
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。
の
ち
に
晴
れ
て
東
京
行
き
の
夢
が
実
現
し
た
修
吉
だ
っ
た
が
、
東
京
の
生
活
は

何
も
か
も
不
愉
快
だ
っ
た
。
故
郷
に
帰
っ
た
修
吉
は
、「
東
京
は
つ
ま
ら
な
い
」
と
皆
に
伝
え

る
。 こ

う
し
た
近
代
文
明
批
判
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
童
話
作
品
は
、『
赤
い
鳥
』
に
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
小
川
未
明
「
ふ
る
さ
と
の
林
の
歌
」（
一
九
二
一
年
一
二
月
、
七
巻

六
号
）
は
、「
町
の
も
の
を
見
る
と
目
が
汚
れ
る
か
ら
町
へ
は
行
か
な
い
」
と
い
う
母
鳥
と
の

約
束
を
守
る
こ
と
で
、
美
し
い
姿
の
ま
ま
林
で
生
き
て
い
る
小
鳥
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
町
が
近
代
文
明
の
象
徴
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、「
天
城
の
子
」
は

近
代
文
明
に
つ
い
て
、「
町
」
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
も
の
に
で
は
な
く
、
東
京
と
い
う
実
在

す
る
都
市
に
代
表
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
近
代
文
明
に
関
す
る
記
述
が
具
体
的
で
あ
る
。 

  
 

い
い
ぜ
東
京
は
。
何
か
ら
か
に
ま
で
見
事
な
も
の
づ
く
め
だ
。
店
だ
つ
て
七
階
も
八
階
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も
高
い
家
が
あ
る
ん
だ
。
一
つ
の
家
の
中
に
五
千
人
も
一
万
人
も
住
ん
で
ゐ
る
や
う
な
西

洋
の
建
物
も
あ
る
ん
だ
。
自
動
車
だ
つ
て
一
万
以
上
も
あ
る
。
飛
行
機
な
ん
か
毎
日
飛
ん

で
く
る
わ
。
動
物
園
に
行
き
や
、
ラ
イ
オ
ン
だ
つ
て
、
虎
だ
つ
て
象
だ
つ
て
ゐ
る
ん
だ
よ
１

１

。 

 

右
の
叔
父
の
言
葉
を
聞
い
て
、
修
吉
は
東
京
の
こ
と
を
「
世
界
で
一
番
い
い
と
こ
ろ
、
一

番
美
し
い
と
こ
ろ
、
一
番
幸
福
な
と
こ
ろ
」
だ
と
思
い
始
め
た
。
こ
の
理
想
と
し
て
の
東
京

と
、
修
吉
が
実
際
に
目
で
見
て
、
体
で
感
じ
た
東
京
と
の
対
比
が
、
物
語
の
軸
と
な
っ
て
い

る
。
修
吉
が
体
験
し
た
東
京
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。 

 

①
電
車
の
中
で
見
た
人
た
ち
は
、
た
い
て
い
は
あ
を
白
い
、
い
か
に
も
疲
れ
き
つ
た
顔
を
し

て
ゐ
ま
し
た
。
み
ん
な
が
い
か
に
も
人
を
疑
ふ
や
う
な
人
を
憎
む
や
う
な
、
お
ち
つ
き
の
な

い
顔
を
し
て
ゐ
ま
し
た
。 

②
七
八
階
の
大
き
な
西
洋
館
の
中
で
は
色
の
あ
を
い
痩
せ
こ
け
た
人
た
ち
が
、
監
獄
の
中
で

で
も
働
い
て
ゐ
る
や
う
な
疲
れ
た
顔
を
し
て
、
ま
る
で
機
械
の
や
う
に
な
つ
て
ペ
ン
を
動
か

し
た
り
、
そ
ろ
ば
ん
を
は
ぢ
い
た
り
し
て
ゐ
ま
し
た
。 

③
孔
雀
は
せ
ま
い
籠
の
中
に
や
せ
こ
け
て
ゐ
ま
し
た
。
鶴
は
煙
突
の
煙
に
よ
ご
れ
て
鼠
色
に

な
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
象
は
可
哀
さ
う
に
鉄
の
く
さ
り
で
足
を
く
く
ら
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
虎
も

獅
子
も
き
う
く
つ
な
檻
の
中
病
人
の
や
う
に
う
め
て
ゐ
ま
し
た
１
⒉

。 

 

電
車
の
中
の
人
々
の
疲
れ
き
っ
た
顔
を
見
た
り
、
西
洋
館
の
中
で
色
の
青
い
瘦
せ
こ
け
た

人
た
ち
の
働
く
姿
を
見
た
り
、
動
物
園
で
病
人
の
よ
う
な
動
物
た
ち
を
見
た
り
し
て
、
修
吉

は
東
京
で
の
生
活
に
失
望
し
た
。
子
ど
も
の
目
線
か
ら
描
か
れ
た
東
京
は
、
痩
せ
こ
け
て
疲

れ
き
っ
た
人
々
や
生
気
の
な
い
動
物
た
ち
、
光
も
風
も
入
っ
て
こ
な
い
建
物
が
詰
め
込
ま
れ

た
監
獄
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
修
吉
は
あ
る
若
者
の
死
を
目
撃
し
た
。 

「
あ
る
町
の
辻
で
は
修
吉
の
す
ぐ
そ
ば
に
ゐ
た
一
人
の
若
者
が
あ
わ
や
と
い
ふ
間
も
な
く

自
動
車
に
ひ
か
れ
て
殺
さ
れ
」
１
３

た
。
そ
の
若
者
を
見
て
い
る
一
人
の
男
は
、
「
あ
あ
、
人

生
と
は
こ
ん
な
も
の
な
の
か
！
」
と
叫
ん
だ
。
子
ど
も
の
修
吉
は
何
の
こ
と
だ
分
か
ら
な
か

っ
た
が
、「
た
だ
わ
け
も
な
く
そ
の
黒
い
帽
子
の
男
」
と
「
引
き
殺
さ
れ
た
若
者
の
死
骸
に
ひ

き
つ
け
ら
れ
」
た
。
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
若
者
は
、
近
代
文
明
の
犠
牲
者
の
象
徴
で
あ
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る
。
若
者
の
死
と
、
そ
れ
を
目
撃
し
た
男
の
や
や
大
げ
さ
な
言
動
、
そ
し
て
子
ど
も
の
修
吉

の
反
応
で
、
物
語
中
の
東
京
＝
近
代
文
明
批
判
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。 

 

四 

「
他
人
の
死
」
に
遭
遇
し
た
子
ど
も
た
ち
と
喪
失
体
験
の
感
情
表
出 

 

『
赤
い
鳥
』
の
作
品
で
、
子
ど
も
が
他
者
の
死
に
直
面
す
る
内
容
を
描
い
た
作
品
の
な
か

に
は
、
兄
弟
姉
妹
、
友
達
、
親
戚
に
直
面
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
作

品
の
共
通
点
と
し
て
、
明
確
な
教
訓
や
直
接
的
な
社
会
批
判
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
代
わ
り
に
、
他
者
の
死
に
直
面
し
た
後
の
登
場
人
物
の
感
情
、
大
切
な
人
の
死
が
も

た
ら
す
悲
し
み
や
喪
失
感
な
ど
多
様
な
心
理
変
化
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。 

 

例
え
ば
、
槙
三
次
「
祖
母
」（
一
九
三
五
年
一
月
、
九
巻
一
号
）
は
、
孫
と
祖
母
の
日
常
を

め
ぐ
る
話
で
あ
る
。
八
十
三
歳
に
な
る
祖
母
は
、
昔
は
と
て
も
元
気
だ
っ
た
が
、
リ
ュ
ウ
マ

チ
を
患
い
、
長
い
間
自
分
の
隠
居
部
屋
に
寝
付
い
て
い
た
。
だ
が
、
隠
居
部
屋
の
ガ
ラ
ス
障

子
か
ら
差
し
込
む
日
が
ま
ぶ
し
過
ぎ
て
、
頭
が
痛
く
な
る
か
ら
と
、
天
窓
の
あ
る
う
す
暗
い

部
屋
に
床
を
う
つ
す
。
或
る
日
、
子
ど
も
の
私
は
屋
根
に
登
り
、
天
窓
の
外
側
か
ら
祖
母
を

覗
い
て
呼
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
祖
母
は
目
が
悪
く
、
そ
れ
が
私
の
顔
で
あ
る
と
気
づ
か
な
い
。

祖
母
が
家
族
に
そ
の
話
を
告
げ
る
と
、
皆
は
部
屋
に
攻
め
入
ろ
う
と
す
る
一
寸
法
師
が
い
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
始
め
る
。
私
は
、
そ
れ
が
自
分
で
あ
る
と
白
状
し
づ
ら
く
な
り
、

祖
母
の
部
屋
に
居
る
と
、
鴨
居
に
飾
ら
れ
て
い
る
叔
父
の
遺
影
が
「
こ
の
い
た
づ
ら
坊
主
め
」

と
叱
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
て
く
る
。
そ
の
年
の
六
月
に
祖
母
が
亡
く
な
り
、
私
は
と
う

と
う
天
窓
の
こ
と
を
話
せ
ず
じ
ま
い
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
作
品
に
、
子
ど
も
の
私
は
二
人
の
死
に
直
面
し
て
い
る
。
一
人
は
祖
母
で
あ
り
、
一

人
は
叔
父
で
あ
る
。
話
の
冒
頭
部
分
で
「
袖
口
に
三
本
筋
の
つ
い
た
軍
服
を
着
て
、
上
目
が

ち
な
大
き
な
で
目
、
ぐ
つ
と
正
面
を
見
す
ゑ
て
」
１
４

い
る
叔
父
の
遺
影
が
登
場
し
て
い
る
。

私
が
ま
だ
生
ま
れ
な
い
さ
い
に
戦
死
し
た
叔
父
に
つ
い
て
、
祖
母
は
い
つ
も
口
癖
の
よ
う
に

言
っ
て
話
し
た
。
そ
し
て
、
私
を
叱
る
と
き
に
も
、
よ
く
叔
父
の
小
さ
い
と
き
の
こ
と
を
引

き
合
い
に
出
し
た
。
亡
く
な
っ
た
叔
父
に
対
い
て
、
私
は
ど
の
よ
う
な
感
情
を
持
っ
て
い
る

の
か
な
ど
は
物
語
が
直
接
に
触
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
祖
母
へ
の
悪
戯
を
白
状
で
き
な
い
私

が
ち
ら
り
と
叔
父
の
写
真
を
見
た
と
こ
ろ
、「
こ
ら
、
か
く
し
た
つ
て
だ
め
だ
ぞ
。」「
こ
の
い

た
づ
ら
坊
主
目
め
」
と
叔
父
は
私
が
し
た
こ
と
を
、「
ち
や
ん
と
し
つ
て
ゐ
て
、
か
う
い
つ
て

ゐ
る
や
う
な
気
が
」
１
５

し
た
。 
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子
ど
も
の
私
に
と
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
叔
父
は
自
分
の
や
っ
た
悪
い
こ
と
を
見
張
っ
て
く

る
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
が
叱
ら
れ
る
と
き
に
、
よ
く
叔
父
の
小
さ
い
と
き
の
こ
と
と

比
較
さ
れ
る
と
い
う
日
常
の
で
き
事
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
私
に
と

っ
て
叔
父
は
会
っ
た
こ
と
も
な
い
人
間
で
あ
る
が
、
叔
父
に
対
す
る
印
象
は
家
に
飾
ら
れ
る

遺
影
と
、
祖
母
の
語
り
か
ら
構
築
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
叔
父
は
母
や
周
り
の

人
が
知
ら
な
い
私
の
や
っ
た
こ
と
が
分
か
る
と
い
う
理
解
も
、
私
が
自
ら
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
で
あ
る
。
子
ど
も
の
私
に
と
っ
て
、
叔
父
は
ま
だ
こ
の
家
に
滞
在
し
な
が
ら
、
不
思
議
な

力
を
持
っ
て
い
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
祖
母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
私
は
時
々
家
人
の
誰
も
い
な
い
と
き
に
、
そ
っ
と

叔
父
の
写
真
が
飾
っ
て
い
る
祖
母
の
部
屋
に
入
る
。
物
語
の
最
後
で
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ

い
る
。 

 

私
は
あ
の
こ
と
が
あ
つ
て
か
ら
と
い
ふ
も
の
、
何
だ
か
を
ぢ
さ
ん
の
顔
が
私
を
に
ら
ん

で
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
て
な
り
ま
し
た
。
そ
じ
て
、
と
き
ど
き
人
の
ゐ
な
い
と
き
に
、「
お

ぢ
さ
ん
、
こ
め
ん
な
さ
い
。」
と
ぺ
こ
り
と
頭
を
下
げ
た
り
し
ま
し
た
１
６

。 

 

祖
母
が
死
ぬ
ま
で
に
自
分
の
悪
戯
を
白
状
で
き
な
い
こ
と
が
も
た
ら
す
後
悔
の
意
は
、
祖

母
に
向
か
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
子
ど
も
の
私
は
叔
父
の
遺
影
に
謝
る
。
そ
の
行
動
の
背
後

に
子
ど
も
の
私
の
複
雑
な
感
情
が
潜
ん
で
い
る
。
そ
の
行
動
は
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い

る
の
か
、
物
語
は
答
え
を
出
さ
ず
に
、
解
読
の
主
導
権
を
読
書
に
譲
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の

私
は
叔
父
の
死
を
間
接
的
に
遭
遇
し
、
祖
母
の
死
を
直
接
的
に
遭
遇
し
た
。
こ
の
二
人
が
死

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
私
の
心
の
中
に
融
合
し
た
と
も
言
え
る
。
祖
母
の
死
、
叔
父
の
死
に

対
す
る
子
ど
も
の
私
の
喪
失
感
情
は
直
接
的
に
描
か
れ
ず
に
、
こ
う
い
う
子
ど
も
の
行
動
の

細
部
か
ら
読
み
手
の
心
へ
た
ん
た
ん
と
伝
わ
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
村
尾
茂
「
ま
ほ
う
壜
」（
一
九
三
四
年
八
月
、
八
巻
二
号
）
は
、
子
ど
も
の
修
吉
と

亡
く
な
っ
た
叔
母
を
め
ぐ
る
話
で
あ
る
。
物
語
の
最
初
に
、
叔
母
に
対
す
る
修
吉
の
イ
メ
ー

ジ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

を
ば
さ
ん
の
死
ん
だ
の
は
修
吉
が
ま
だ
四
つ
の
と
き
な
の
で
、
修
吉
は
を
ば
さ
ん
の
顔

さ
え
も
お
ぼ
え
て
は
ゐ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
い
つ
か
、
を
ば
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
椿
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の
花
を
一
ぱ
い
さ
い
て
ゐ
る
山
道
を
通
つ
た
こ
と
が
あ
る
や
う
な
、
ぼ
ん
や
り
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
ほ
ん
と
に
あ
つ
た
こ
と
の
な
、
小
さ
い
こ
ろ
に
見
た
夢
な
の

か
、
は
つ
き
り
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
１
７

。 

 

「
祖
母
」
に
登
場
し
た
子
ど
も
の
私
と
亡
く
な
っ
た
叔
父
と
の
関
係
と
同
様
に
、
修
吉
も

叔
母
に
対
す
る
明
白
な
記
憶
を
持
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
叔
母
が
長
い
間
転
地

療
養
を
し
て
い
た
大
濱
と
い
う
海
岸
を
訪
ね
た
修
吉
は
、
す
ご
く
懐
か
し
い
と
感
じ
る
。
そ

れ
は
「
を
ば
さ
ん
が
、
自
分
を
と
て
も
か
は
い
が
つ
て
く
れ
た
と
い
ふ
こ
と
を
昔
か
ら
」
１
８

ほ
か
の
人
か
ら
よ
く
聞
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

ま
た
、
夏
休
み
に
入
る
と
、
ク
ラ
ス
の
皆
と
一
緒
に
大
濱
の
海
岸
へ
遊
び
に
行
っ
た
と
き
、

休
憩
場
と
な
っ
て
い
る
寺
で
休
ん
で
い
る
修
吉
は
、
ま
ほ
う
壜
に
水
を
入
れ
よ
う
と
思
い
、

寺
に
い
る
若
い
女
性
に
声
を
か
け
た
。
や
せ
た
、
青
白
い
女
性
を
見
る
と
、
修
吉
は
亡
く
な

っ
た
叔
母
の
こ
と
を
思
い
出
す
の
で
あ
っ
た
。 

 

物
語
で
は
、
修
吉
と
叔
母
の
あ
い
だ
の
つ
な
が
り
は
、「
を
ば
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
椿
の

花
を
一
ぱ
い
さ
い
て
ゐ
る
山
道
を
通
つ
た
」
と
い
う
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
記
憶
と
叔
母
が

「
自
分
を
と
て
も
か
は
い
が
つ
て
く
れ
た
と
」
い
う
他
人
か
ら
の
伝
言
の
み
に
な
っ
て
い
る
。

物
心
が
つ
か
な
い
う
ち
に
、
叔
母
を
亡
く
し
た
修
吉
に
と
っ
て
、
叔
母
の
生
前
へ
の
イ
メ
ー

ジ
と
同
様
に
、
叔
母
の
死
も
不
明
瞭
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
修
吉
は
叔
母
が
寺
に
い

る
優
し
く
て
、
若
い
女
性
と
い
う
人
物
に
想
像
し
て
み
た
。 

と
こ
ろ
で
、
実
際
の
叔
母
は
そ
う
い
う
様
子
で
は
な
い
、
と
後
ほ
ど
修
吉
は
母
か
ら
聞
い

た
。
母
の
話
を
聞
い
た
修
吉
の
反
応
が
物
語
の
最
後
で
次
に
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

修
吉
は
、
ぢ
や
ァ
や
つ
ぱ
り
あ
の
人
は
、
僕
の
を
ば
さ
ん
ぢ
や
な
か
つ
た
ん
だ
と
思
ひ

ま
し
た
。
死
ん
だ
を
ば
さ
ん
が
お
寺
に
ゐ
る
は
ず
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
な
の
に
修
吉

は
、
な
ぜ
か
つ
ま
ら
な
く
な
つ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
を
ば
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
山

道
を
通
つ
た
思
ひ
出
も
、
小
さ
い
こ
ろ
に
そ
ん
な
話
を
聞
か
さ
れ
た
の
が
頭
に
の
こ
つ
て

ゐ
た
ん
ぢ
や
な
い
か
し
ら
と
い
ふ
や
う
な
気
が
し
て
来
ま
し
た
１
９

。 

  

母
の
否
定
的
な
説
明
か
ら
、
修
吉
は
よ
う
や
く
「
死
ん
だ
を
ば
さ
ん
が
お
寺
に
ゐ
る
は
ず

は
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
叔
母
に
手
を
引
か
れ
て
山
道
を
通
っ
た
思
い
出
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も
実
在
し
た
出
来
事
で
は
な
く
、
自
分
の
頭
の
中
の
憶
測
で
あ
る
と
修
吉
が
考
え
始
め
る
。

叔
母
と
の
唯
一
つ
な
が
り
を
喪
失
す
る
危
機
に
遭
遇
す
る
こ
の
時
点
で
、
修
吉
に
と
っ
て
叔

母
の
死
が
は
じ
め
て
真
に
な
る
。「
つ
ま
ら
な
く
な
つ
た
」
と
い
う
修
吉
の
感
情
は
ま
さ
し
く

叔
母
の
死
が
も
た
ら
す
喪
失
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

結
び 

 

 

本
章
で
は
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
の
な
か
で
子
ど
も
が
他
人
の
死
に
直
面
す
る
作
品
に

注
目
し
、
①
〈
他
者
の
死
〉
と
物
語
の
意
図
、
②
社
会
批
判
お
よ
び
文
明
批
判
と
し
て
の
〈
他

者
の
死
〉
の
語
り
、
③
〈
他
者
の
死
〉
に
遭
遇
し
た
子
ど
も
た
ち
と
喪
失
体
験
の
感
情
表
出

と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
、
子
ど
も
の
〈
身
近
な
人
の
死
〉
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

大
き
く
以
下
の
三
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

第
一
に
、
昔
話
を
下
敷
き
と
し
た
創
作
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
身
近
な
人
の
死
〉
の
語
り

に
は
、
明
確
な
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
民
話
を
素
材
に

し
た
大
木
篤
夫
「
十
二
の
月
」
は
、
主
人
公
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
の
立
場
を
少
女
ホ
レ
ー
ナ
の
異

母
兄
弟
か
ら
彼
女
の
召
使
い
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
話
の
継
子
い
じ
め
譚
と
は
異

な
り
、
身
分
差
別
の
部
分
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
物
語
の
重
点
が
弱
い
も
の
へ
の

同
情
、
継
母
へ
の
批
判
か
ら
、
社
会
批
判
、
階
級
批
判
へ
と
移
行
し
て
い
る
。 

第
二
に
、〈
他
者
の
死
〉
は
登
場
人
物
の
苦
し
い
生
活
の
結
果
、
悲
惨
な
運
命
の
結
末
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
佐
藤
春
夫
「
実
さ
ん
の
胡
弓
」
で
は
、

実
の
死
の
描
写
に
過
剰
な
感
情
表
現
を
込
め
ず
、
物
語
は
始
終
子
ど
も
の
私
の
目
線
か
ら

淡
々
と
語
ら
れ
て
い
る
。
実
の
運
命
は
、
彼
の
時
代
の
海
外
労
働
移
民
者
の
苦
難
の
反
映
で

も
あ
る
。
当
時
の
社
会
背
景
に
対
す
る
直
接
的
か
つ
明
白
な
批
判
が
語
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、

読
者
は
物
語
を
読
む
と
自
然
に
実
へ
の
同
情
と
、
当
時
の
労
働
移
民
制
度
へ
の
疑
問
を
持
つ

こ
と
に
な
る
。
吉
田
絃
二
郎
「
天
城
の
子
」
で
は
、
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
若
者
の
死
が
、

東
京
に
象
徴
さ
れ
る
近
代
文
明
の
犠
牲
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
若
者
の
死
と
、
若
者
の
死

を
目
の
当
た
り
に
し
た
男
に
つ
い
て
の
や
や
誇
張
し
た
表
現
と
、
そ
れ
に
対
す
る
少
年
修
吉

の
反
応
で
、
物
語
中
の
東
京
批
判
、
文
明
批
判
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。 

第
三
に
、
子
ど
も
は
友
だ
ち
や
家
族
、
親
戚
の
死
に
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
が
、
そ
こ
に
社

会
批
判
な
ど
の
意
図
は
ほ
と
ん
ど
込
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
同
じ
子
ど
も
の

死
に
直
面
し
た
後
の
感
情
の
変
化
、
大
切
な
人
の
死
が
も
た
ら
す
悲
し
み
や
喪
失
感
が
よ
く
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描
か
れ
て
い
る
。
槙
三
次
「
祖
母
」
で
は
、
子
ど
も
の
私
は
叔
父
の
死
を
間
接
的
に
遭
遇
し
、

祖
母
の
死
を
直
接
的
に
遭
遇
し
た
。
こ
の
二
人
が
死
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
私
の
心
の
中
に

融
合
し
た
意
を
、
物
語
は
子
ど
も
の
行
動
の
細
部
か
ら
暗
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
村
尾
茂

「
ま
ほ
う
壜
」
で
は
、
物
心
が
つ
か
な
い
う
ち
に
な
く
な
っ
た
叔
母
に
対
す
る
記
憶
と
い
う

つ
な
が
り
を
喪
失
す
る
危
機
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
修
吉
が
叔
母
の
死
が

も
た
ら
す
喪
失
を
感
じ
る
。 

本
章
で
検
討
し
た
作
品
以
外
に
、『
赤
い
鳥
』
で
は
親
の
死
に
直
面
す
る
子
ど
も
た
ち
を
描

い
た
童
話
作
品
も
少
な
く
な
い
。
次
章
で
は
、
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
を
中
心
に
、

親
の
死
に
直
面
し
た
子
ど
も
が
童
話
作
品
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を

検
討
す
る
。 

   

注 １
大
木
篤
夫
「
ア
イ
ヌ
の
物
語
か
ら
」（
一
九
二
七
年
四
月
、
一
八
巻
四
号
）
五
三
～
五
八
頁 

２
知
里
幸
恵
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』（
郷
土
研
究
社
、
一
九
二
三
年
）
五
一
～
五
九
頁 

３
大
木
篤
夫
「
十
二
の
月
」（
一
九
二
六
年
五
、
六
月 

一
六
巻
五
、
六
号
） 

４
サ
ム
イ
ル 

マ
ル
シ
ャ
ー
ク
著
、
湯
浅
芳
子
訳
『
森
は
生
き
て
い
る
』
（
岩
波
少
年
文
庫
、

二
〇
〇
〇
年
） 

５
大
木
篤
夫
「
十
二
の
月
」
八
四
～
八
五
頁 

６
大
木
篤
夫
「
十
二
の
月
」
八
七
頁 

７
佐
藤
春
夫
「
実
さ
ん
の
胡
弓
」（
第
一
一
巻
一
号
、
一
九
二
三
年
七
月
）
五
八
～
六
三
頁 

８
佐
藤
春
夫
「
実
さ
ん
の
胡
弓
」
六
三
頁 

９
佐
藤
春
夫
「
実
さ
ん
の
胡
弓
」、
六
六
頁 

１
０
佐
藤
春
夫
「
実
さ
ん
の
胡
弓
」、
六
七
頁 

１
１
吉
田
絃
二
郎
「
天
城
の
子
」（
一
六
巻
四
号
、
一
九
二
六
年
四
月
）、
四
二
～
四
三
頁 

１
⒉
吉
田
絃
二
郎
「
天
城
の
子
」、
四
四
～
四
七
頁 

１
３
吉
田
絃
二
郎
「
天
城
の
子
」
四
六
頁 

１
４
槙
三
次
「
祖
母
」
五
八
頁 

１
５
槙
三
次
「
祖
母
」
六
二
頁 
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１
６
槙
三
次
「
祖
母
」
六
三
頁 

１
７
村
尾
茂
「
ま
ほ
う
壜
」（
一
九
三
四
年
八
月
、
八
巻
二
号
）
六
一
頁 

１
８
村
尾
茂
「
ま
ほ
う
壜
」
六
一
頁 

１
９
村
尾
茂
「
ま
ほ
う
壜
」
六
七
頁 

                          



83 

 

             

第
五
章 

『
赤
い
鳥
』
創
作
童
話
に
お
け
る
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち 

 
 
 
 

―
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
を
中
心
に
― 
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一 
『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
お
け
る
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち 

『
赤
い
鳥
』
に
は
、
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
描
い
た
童
話
作
品
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
。
そ
の
多
く
は
両
親
あ
る
い
は
片
親
の
い
な
い
こ
と
が
物
語
の
背
景
と
し
て
、
冒
頭
部
分

で
紹
介
さ
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 
 １

幸
吉
が
、
十
二
に
な
つ
た
年
の
春
、
幸
吉
の
お
父
さ
ん
は
猪
に
突
き
殺
さ
れ
て
し
ま
ひ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
幸
吉
は
深
い
山
奥
の
一
軒
家
に
、
た
つ
た
一
人
と
り
の
こ
さ
れ
ま
し
た
。

（
加
藤
武
雄
「
め
ぐ
り
あ
ひ
」
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
六
月 

八
巻
六
号 

五
八
頁
） 

２
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
る
と
間
も
な
く
、
二
人
の
子
に
は
、
二
度
目
の
お
母
さ
ん
が
来
ま
し

た
。
こ
の
新
し
い
お
母
さ
ん
は
、
世
間
の
継
母
根
性
ま
る
出
し
で
、
来
た
そ
の
日
か
ら
、
二

人
の
子
供
を
憎
み
ま
し
た
。（
上
司
小
剣
「
銅
屋
の
子
」
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
八
月 

一

一
巻
二
号 

五
五
頁
） 

３
昔
、
あ
る
田
舎
に
傳
七
と
い
ふ
馬
鹿
が
ゐ
ま
し
た
。
十
七
に
な
る
時
、
母
が
死
ん
で
、
一

年
忌
に
当
る
の
で
、
お
父
さ
ん
が
申
し
ま
し
た
。（
宮
原
晃
一
郎
「
馬
鹿
の
傳
七
」
大
正
一
二

（
一
九
二
三
）
年
九
月 

一
一
巻
三
号 

二
四
頁
） 

 

４
む
か
し
、
あ
る
国
の
片
田
舎
に
、
二
人
の
姉
妹
の
娘
が
住
ん
で
ゐ
ま
し
た
。（
中
略
）
お
菊

と
小
菊
の
お
父
さ
ん
は
小
さ
い
う
ち
に
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
二
人
は
お
母
さ
ん
に
育
て

ら
れ
ま
し
た
。
（
宇
野
浩
二
「
お
菊
と
小
菊
」
昭
和
一
（
一
九
二
五
）
年
一
一
月 

一
五
巻
五

号 

二
四
頁
） 

 
 

第
一
次
『
赤
い
鳥
』
の
作
品
に
は
昔
話
な
ど
民
話
の
再
話
、
外
国
児
童
文
学
の
翻
訳
作
品

な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
昔
話
に
基
づ
い
た
創
作
童
話
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
例
に

挙
げ
た
四
作
品
も
こ
の
よ
う
な
創
作
童
話
で
あ
る
。
親
の
死
は
作
中
状
況
の
説
明
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
物
語
の
導
入
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
亡
く
な
っ

て
い
る
親
は
物
語
に
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、
大
正
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
勃
興
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
か
ら
、
労
働
者

階
級
の
立
場
で
書
か
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
児
童
文
学
が
派
生
し
た
。
そ
し
て
、『
赤
い
鳥
』
に
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代
表
さ
れ
る
大
正
期
の
童
心
主
義
は
階
級
意
識
の
欠
如
し
た
子
ど
も
観
で
あ
る
と
し
て
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
児
童
文
学
陣
営
か
ら
激
し
く
批
判
さ
れ
た
。 

一
九
二
〇
年
代
以
降
の
『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
登
場
す
る
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

そ
の
多
く
が
近
代
以
降
の
社
会
の
変
化
に
取
り
残
さ
れ
た
社
会
的
弱
者
と
し
て
描
か
れ
た
が
、

こ
れ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
児
童
文
学
陣
営
か
ら
の
批
判
を
受
け
て
『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
も

変
容
を
迫
ら
れ
た
結
果
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
年
）
八
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
吉
田
絃
二
郎
「
お
銀
の
歌
」（
第
九
巻
二
号
）
の
主
人
公
お
銀
は
、
母
親
を
亡
く
し
、

工
場
に
雇
わ
れ
た
。
女
工
の
一
人
と
し
て
、
お
銀
は
「
城
の
門
の
や
う
に
い
か
め
し
い
鉄
の

扉
を
く
ぐ
つ
て
五
六
十
人
の
み
す
ぼ
ら
し
身
な
り
の
小
娘
た
ち
が
、
籠
か
ら
は
な
さ
れ
た
小

鳥
の
や
う
に
、
か
が
や
い
た
顔
を
し
た
往
来
に
出
て
来
ま
し
た
」
１

と
、
工
場
の
厳
し
い
環

境
を
語
る
。
ま
た
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
年
）
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
宇
野
浩
二
「
天

国
の
夢
」（
第
一
一
巻
一
号
）
と
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
九
、
十
、
十
一
月
号
に
連
載

さ
れ
た
下
村
千
秋
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
（
第
二
一
巻
二
、
三
、
四
号
）
の
主
人
公

は
、
と
も
に
鍛
冶
屋
の
丁
稚
で
あ
る
。 

「
天
国
の
夢
」
の
主
人
公
、
孤
児
の
三
太
郎
は
、
わ
ず
か
十
歳
だ
が
、
毎
日
朝
早
く
か
ら

夜
遅
く
ま
で
、
ふ
い
ご
の
火
を
起
し
た
り
、
鉄
を
打
っ
た
り
、
得
意
先
へ
品
物
を
届
け
た
り
、

「
そ
れ
は
そ
れ
は
一
分
間
の
休
む
暇
も
」
２

な
く
働
い
て
い
る
。
ま
た
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ

ン
カ
ン
』
」
の
主
人
公
幸
吉
も
、
わ
ず
か
九
歳
で
、
「
そ
の
朝
も
早
く
か
ら
、
土
間
の
仕
事
場

で
意
地
悪
の
親
方
に
ど
な
り
つ
け
ら
れ
な
が
ら
、
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
、
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
」
３

と
、

汗
水
を
流
し
て
働
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
年
）
六
月
号
に
連
載
さ

れ
た
細
田
源
吉
「
都
へ
出
て
み
た
ら
」（
第
一
四
巻
六
号
）
に
登
場
す
る
姉
弟
の
姉
、
お
と
き

は
、
母
親
を
亡
く
し
、
東
京
で
奉
公
を
し
な
が
ら
、「
わ
た
く
し
も
毎
日
よ
く
働
い
て
ゐ
ま
す

か
ら
御
安
心
下
さ
い
。
な
に
ご
と
も
し
ん
ぼ
う
し
ろ
と
お
父
さ
ま
が
お
い
ひ
で
し
た
か
ら
、

し
ん
ぼ
う
し
ま
す
」
４

と
、
父
へ
の
手
紙
を
し
た
た
め
る
。
こ
う
し
た
描
写
か
ら
、
お
と
き

の
厳
し
い
生
活
状
況
が
垣
間
見
え
る
。 

こ
の
よ
う
な
、
童
話
作
品
に
登
場
す
る
働
く
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
、
河
原
和
枝
は
年
少

労
働
者
劣
悪
な
環
境
で
の
工
場
労
働
や
、
年
季
奉
公
に
よ
る
児
童
虐
待
な
ど
、
大
正
期
の
現

実
を
反
映
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
５

。
ま
た
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
年
）
四
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
下
村
千
秋
「
神
様
の
布
団
」
（
第
一
四
巻
四
号
）
に
登
場
す
る
二
人
の
子
ど
も
は
、

病
気
で
両
親
を
失
い
、
家
主
に
家
を
追
い
出
さ
れ
、
最
後
は
雪
の
中
で
死
ん
で
し
ま
う
と
い
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う
残
酷
な
運
命
に
見
舞
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
で
は
親
を
失
う
と
い
う
こ
と
が
苦
し
い
生
活
の

象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

親
と
死
別
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
経
済
的
に
も
、
社
会
的
に
も
恵
ま
れ
な
い
弱
者
と
し
て

扱
わ
れ
る
。
こ
れ
は
第
一
次
『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
お
け
る
共
通
認
識
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
第
二
次
『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
で
は
親
と
の
死
別
に
際
し
て
、
第
一
次
と
は
異
な
る

新
た
な
子
ど
も
像
が
登
場
す
る
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
一
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
森

三
郎
「
茂
作
」（
第
二
次
『
赤
い
鳥
』
第
六
巻
六
号
）
の
主
人
公
茂
作
は
、
ア
メ
リ
カ
の
片
田

舎
に
住
む
勇
敢
な
孤
児
ホ
ッ
プ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く
活
動
写
真
「
少
年
探
偵
」
を
観
て
、

「
僕
も
ホ
ッ
プ
少
年
見
た
い
に
、
汽
車
へ
と
び
の
つ
て
東
京
へ
い
か
う
か
な
あ
」
６

と
都
会

へ
思
い
を
馳
せ
る
。
同
情
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
勇
敢
な
冒
険
心
へ
の
憧
れ
に
よ
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
る
孤
児
の
主
人
公
の
誕
生
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
孤
児
に
対

す
る
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
、
新
た
な
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
村
井
安
男
「
だ
々
つ
子
」（
五

巻
三
号
）
で
は
主
人
公
正
男
の
友
だ
ち
良
が
登
場
す
る
が
、
良
は
赤
子
の
頃
に
母
を
亡
く
し
、

祖
母
に
甘
や
か
さ
れ
て
育
っ
た
。
良
の
わ
が
ま
ま
ぶ
り
に
よ
っ
て
正
男
は
幾
度
と
な
く
周
り

の
大
人
た
ち
に
叱
ら
れ
、
涙
で
枕
を
濡
ら
し
て
き
た
。
こ
の
良
の
よ
う
に
、
読
者
に
同
情
心

を
抱
か
せ
な
い
、
む
し
ろ
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
子
ど
も
も
、
第
二
次
『
赤
い
鳥
』

童
話
作
品
で
は
登
場
す
る
。 

本
章
は
、
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
に
描
か
れ
た
三
吉
と
母
親
の
死
別
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
お
け
る
親
子
の
死
別
を
め
ぐ
る
表
現
の
特
徴
と
、

児
童
文
学
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

二  

宇
野
千
代
と
『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品 

宇
野
千
代
は
大
正
・
昭
和
・
平
成
に
か
け
て
活
躍
し
た
日
本
の
小
説
家
、
随
筆
家
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
が
、
童
話
作
家
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
る
。 

宇
野
千
代
が
『
赤
い
鳥
』
に
寄
稿
し
た
童
話
作
品
は
、
第
一
次
『
赤
い
鳥
』
一
四
巻
三
号

（
一
九
二
五
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
十
年
一
夜
」
か
ら
、
復
刊
後
の
第
二
次
『
赤
い
鳥
』

一
〇
巻
五
号
（
一
九
三
五
年
一
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
ま
で
、
合
計

一
二
篇
を
数
え
る
。 
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一  

「
十
年
一
夜
」 

 
 

 

一
四
巻
三
号 

一
九
二
五
年
三
月 

二  
「
こ
し
ぬ
け
爺
さ
ん
」 

一
四
巻
五
号 

一
九
二
五
年
五
月 

三  

「
赤
い
蕎
麦
」 

 
 

 

一
五
巻
二
号 

一
九
二
五
年
八
月 

四  

「
吉
郎
さ
ん
と
犬
」 

 

一
五
巻
六
号 

一
九
二
五
年
一
二
月 

 

五  

「
侍
と
狐
」 

 
 

 
 

一
六
巻
二
号 

一
九
二
六
年
二
月 

 

六  

「
詩
人
と
お
爺
さ
ん
」 

一
六
巻
四
号 

一
九
二
六
年
四
月 

七  

「
桃
の
実
」 

 
 

 
 

一
六
巻
六
号 

一
九
二
六
年
六
月 

 

八 
 

「
空
に
な
っ
た
重
箱
」 

一
八
巻
一
号
・
一
八
巻
二
号 

一
九
二
七
年
一
月
・
一
九
二

七
年
二
月 

九  

「
ナ
ー
ヤ
ル
さ
ん
」 

 

一
八
巻
五
号 
一
九
二
七
年
五
月 

 

一
〇
「
靴
屋
の
三
吉
」 

 
 
 

一
九
巻
一
号
・
一
九
巻
二
号 

一
九
二
七
年
七
月
・
一
九
二

七
年
八
月 

 

一
一
「
ぴ
い
ぴ
い
三
吉
」  

 

二
〇
巻
五
号 

一
九
二
八
年
五
月 

 

一
二
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」 

一
〇
巻
五
号 

一
九
三
五
年
一
一
月 

 

 
 「

赤
い
蕎
麦
」
と
「
侍
と
狐
」
を
除
く
他
の
一
〇
篇
は
『
新
日
本
小
國
民
文
庫
』
シ
リ
ー

ズ
の
一
作
と
し
て
『
ピ
イ
ピ
イ
三
吉
』（
國
民
圖
書
刊
行
會
、
一
九
四
七
年
五
月
）
に
収
録
さ

れ
、
後
に
中
央
公
論
社
か
ら
『
私
の
お
と
ぎ
話
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
五
年
二
月
）
の
題

で
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
同
作
は
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）、
文
芸
社
か
ら
も
同
じ
く
『
私

の
お
と
ぎ
話
』（
文
芸
社
、
二
〇
一
一
年
一
月
）
の
題
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
年
）
、
『
私
の
お
と
ぎ
話
』
の
「
あ
と
が
き
」
で
宇
野
は
、
こ
れ

ら
の
童
話
作
品
は
尾
崎
士
郎
と
一
緒
に
大
森
の
馬
込
村
に
い
た
頃
、
隣
り
合
わ
せ
の
家
に
住

ん
で
い
た
尾
崎
士
郎
の
兄
尾
崎
昇
の
二
人
の
子
ど
も
、
喜
郎
と
皓
の
た
め
に
書
い
た
と
述
懐

し
て
い
る
７

。
さ
ら
に
宇
野
は
『
私
の
お
と
ぎ
話
』
を
出
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、 

 

 

実
は
つ
い
最
近
、
古
い
書
庫
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
思
い
も
か
け
ず
、
こ
の
童
話
が
出

て
来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
書
い
た
と
き
の
、
あ
の
二
人
の
子
供
に
対
す
る
私
の
感
情

が
そ
の
ま
ま
出
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
、
ど
の
一
篇
を
と
っ
て
見
て
も
、
一
種
の

善
意
が
あ
っ
て
、
子
供
の
心
が
聞
え
る
よ
う
な
、
そ
し
て
同
時
に
、
大
人
の
心
の
世
界
に

も
、
何
か
呼
び
か
け
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
何
と
か
し
て
、
も
う
一
ぺ
ん
、
こ
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れ
を
世
の
中
に
出
し
て
貰
え
る
よ
う
、
中
央
公
論
社
の
嶋
中
社
長
に
お
願
い
し
た
次
第
で

あ
る
８

。 

 
 

と
記
し
て
い
る
が
、『
赤
い
鳥
』
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
宇
野
周
辺
の

交
友
関
係
を
調
べ
て
い
く
と
、
宮
原
典
子
編
「
宮
原
晃
一
郎
年
譜
」
に
、 

 
 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
年
）(
宮
原
晃
一
郎)

大
森
馬
込
村
に
転
居
す
る
。
こ
こ
で
近
所

に
住
む
尾
崎
士
郎
・
宇
野
千
代
等
馬
込
村
の
文
士
達
と
交
友
。
後
年
『
赤
い
鳥
』
に
執
筆

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
宇
野
千
代
に
童
話
を
書
く
よ
う
に
勧
め
、『
赤
い
鳥
』
に
紹
介
す

る
９

。 

 
 
 と

い
う
記
述
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
一
文
だ
け
で
は
、
も
と
も
と
二
人
の
甥
の
た
め
に

書
い
た
童
話
が
宮
原
晃
一
郎
の
口
利
き
で
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
宮

原
か
ら
勧
め
ら
れ
て
『
赤
い
鳥
』
掲
載
の
た
め
の
童
話
を
執
筆
し
た
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。

次
節
で
は
、
宇
野
の
童
話
作
品
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
日
本
の
児

童
文
学
に
ど
の
よ
う
な
功
績
を
残
し
た
の
か
を
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
の
分
析
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
し
た
い
。 

 

三 

「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
の
感
情
表
現
と
〈
語
り
過
ぎ
な
い
作
法
〉 

第
二
次
『
赤
い
鳥
』
に
発
表
さ
れ
た
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
１
０

（
十
巻
五
号
、

一
九
三
五
年
十
一
月
）
は
、
親
と
死
別
し
た
子
ど
も
を
主
人
公
と
す
る
童
話
作
品
で
あ
る
。

優
し
い
母
に
慈
し
ま
れ
て
育
っ
た
た
め
、
主
人
公
の
三
吉
は
父
の
い
な
い
こ
と
を
悲
し
く
思

っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
母
は
事
故
が
も
と
で
心
臓
を
悪
く
し
、
最
後
に
は
三
吉
を
残

し
て
死
ん
で
し
ま
う
。 

こ
の
童
話
は
六
節
か
ら
な
る
。
第
一
節
は
、
母
が
亡
く
な
る
直
前
半
月
の
話
で
あ
る
。
第

二
、
三
、
四
節
は
、
二
年
前
の
事
故
と
、
そ
の
後
の
母
の
病
状
が
悪
化
し
て
い
く
過
程
が
挿

話
と
し
て
描
か
れ
る
。
第
五
節
は
、
再
び
第
一
節
の
時
間
に
戻
り
、
母
が
亡
く
な
る
日
の
こ

と
が
語
ら
れ
る
。
最
後
の
一
節
は
、
母
の
死
後
が
描
か
れ
る
。 

そ
し
て
こ
の
童
話
は
、
二
つ
の
軸
で
ス
ト
ー
リ
ー
が
進
行
し
て
い
る
。
一
つ
は
母
の
病
気

を
め
ぐ
る
三
吉
の
変
化
が
描
か
れ
る
家
庭
内
の
シ
ー
ン
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
三
吉
と
学
友
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た
ち
の
出
来
事
が
描
か
れ
る
学
校
内
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
両
軸
で
、
親
の
病
気
と
死
を

経
験
す
る
子
ど
も
の
心
の
変
化
が
重
層
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
宇
野
千
代
は
「
私
の
小
説
の
作
法
」
の
中
で
自
分
の
小
説
作
法
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

 
 

私
は
自
然
に
、
私
流
の
規
制
を
試
み
て
き
た
。
そ
の
規
制
は
、
だ
れ
で
も
考
え
る
ご
く

初
歩
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
聴
き
手
を
困
ら
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
語
り
過

ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
ま
り
詳
し
く
語
り
過
ぎ
る
と
、
大
切
な
も
の
が
消
え
る
。

そ
の
大
切
な
も
の
を
露
出
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
１
１

。 

 

〈
語
り
過
ぎ
な
い
〉
作
法
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
に
つ
い
て
、
宇
野
自
身
は
詳

し
く
説
明
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
〈
語
り
過
ぎ
な
い
〉
は
、「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
に

お
け
る
感
情
表
現
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
表
れ
方
を
、
詳
し
く
見
て
行
き

た
い
。 

 

ま
ず
、
母
の
具
合
が
悪
く
な
り
、
三
吉
の
心
理
描
写
が
中
心
と
な
る
第
一
節
を
見
て
み
よ

う
。
学
校
か
ら
帰
っ
た
三
吉
は
医
者
の
使
う
人
力
車
が
家
の
前
に
停
ま
っ
て
い
な
い
の
を
確

認
す
る
と
、
ま
ず
横
町
の
手
前
で
、
次
に
家
の
門
近
く
、
そ
し
て
門
の
前
、
最
後
に
玄
関
で

計
四
回
立
ち
止
ま
り
、
一
人
煩
悶
す
る
。
医
者
が
家
に
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
「
あ
あ
宜

か
つ
た
」
と
思
っ
た
次
の
瞬
間
、
す
ぐ
に
「
お
母
さ
ん
は
も
う
お
医
者
様
な
ぞ
こ
な
く
と
も

い
い
こ
と
に
な
つ
た
の
ぢ
や
あ
な
い
か
知
ら
」
と
、
不
安
が
頭
を
も
た
げ
る
か
ら
で
あ
る
。

中
か
ら
妹
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
や
、
玄
関
に
親
戚
た
ち
の
下
駄
が
な
い 

こ
と
で

母
が
亡
く
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
信
し
、
三
吉
は
よ
う
や
く
家
へ
入
る
。 

反
対
に
、
人
力
車
が
停
ま
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
三
吉
は
往
診
が
終
わ
る
ま
で
家
へ
入

ろ
う
と
せ
ず
、
反
対
の
方
角
へ
歩
き
出
し
、
人
力
車
が
去
る
の
を
ひ
た
す
ら
待
つ
。「
ゆ
つ
く

り
ゆ
つ
く
り
と
靴
の
先
を
見
詰
め
な
が
ら
」
歩
き
、「
何
べ
ん
で
も
逆
も
ど
り
」
を
し
た
と
い

う
描
写
か
ら
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
三
吉
の
焦
燥
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、

医
者
の
仕
草
や
振
舞
か
ら
母
の
無
事
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
「
急
に
、
百
米
競
争
の
ス
タ
ー

ト
の
や
う
な
速
さ
で
、
ま
つ
し
ぐ
ら
に
か
け
出
」
し
、「
門
も
玄
関
も
ど
う
し
て
開
け
た
の
か
、

ど
う
し
て
締
め
た
の
か
分
か
ら
な
い
ぐ
ら
い
」
の
勢
い
で
家
へ
駆
け
こ
む
の
で
あ
る
。 

横
町
の
曲
が
り
角
か
ら
家
ま
で
の
百
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
距
離
を
、
学
校
帰
り
の
三
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吉
は
様
々
な
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
何
度
も
何
度
も
往
復
す
る
。
子
ど
も
の
身
で
あ
り
な

が
ら
、
家
で
寝
込
む
母
の
病
状
を
懸
命
に
推
し
量
ろ
う
と
す
る
。
母
が
死
ん
だ
の
で
は
と
心

配
す
る
あ
ま
り
に
怖
く
て
家
に
入
れ
な
い
描
写
と
、
母
の
無
事
を
確
信
し
、
一
刻
も
早
く
家

へ
帰
り
た
く
て
駆
け
出
す
描
写
と
の
対
比
に
、
親
の
重
病
に
直
面
す
る
子
ど
も
の
不
安
や
苦

痛
、
安
堵
な
ど
が
入
り
混
じ
っ
た
複
雑
な
心
理
状
況
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
母
の
重

病
に
伴
う
三
吉
の
感
情
変
化
は
明
白
に
描
か
ず
、
代
わ
り
に
行
動
の
細
部
を
丁
寧
に
描
写
す

る
こ
と
で
読
者
の
共
感
力
に
働
き
か
け
る
工
夫
と
い
え
る
。 

次
に
、
母
の
死
の
一
日
を
描
く
の
が
、
第
五
節
で
あ
る
。「
あ
ん
な
に
な
が
い
間
心
配
し
続

け
て
き
た
三
吉
に
は
、
ほ
ん
た
う
と
は
思
へ
な
い
く
ら
ゐ
あ
つ
け
な
く
」
母
に
死
が
訪
れ
た
。

「
三
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
の
お
口
に
水
を
つ
け
て
お
上
げ
」
と
祖
母
が
言
っ
た
。
亡
く
な
っ

た
方
の
口
に
水
を
含
ま
せ
る
こ
と
は
、「
末
期
の
水
」
と
い
う
日
本
の
風
習
で
あ
る
。
家
族
や

兄
弟
姉
妹
な
ど
縁
の
深
い
近
親
者
が
順
番
に
亡
く
な
っ
た
人
の
唇
に
つ
け
て
口
を
潤
す
。
一

般
的
に
は
、
配
偶
者 

→ 

子 

→ 

故
人
の
両
親 

→ 

兄
弟
姉
妹 

→ 

子
の
配
偶
者 

→ 

孫
の

順
で
行
う
。
こ
れ
に
は
本
来
、
死
者
の
再
生
を
願
う
見
送
る
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

死
者
が
戻
っ
て
こ
な
い
と
い
う
事
実
を
心
に
受
け
止
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
て
い
る

１
２

。 「
三
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
の
お
口
に
水
を
つ
け
て
お
上
げ
」
と
い
う
祖
母
の
言
葉
に
し
た

が
い
、
母
の
唇
を
水
で
潤
し
た
三
吉
は
、「
お
母
さ
ん
は
ま
る
で
眠
つ
て
ゐ
る
や
う
」
だ
と
感

じ
、「
ほ
ん
た
う
に
お
母
さ
ん
は
死
ん
で
ゐ
る
の
」
と
疑
問
を
持
つ
。
そ
し
て
、
母
の
遺
体
が

霊
柩
車
に
乗
せ
ら
れ
る
ま
で
、「
ひ
よ
つ
と
し
た
ら
お
母
さ
ん
の
手
首
に
ま
だ
脈
が
と
と
と
と
、

と
打
つ
て
い
る
ぢ
や
あ
な
い
知
ら
」
と
怪
し
ん
で
い
る
。 

大
切
な
人
と
死
別
し
た
直
後
の
反
応
と
し
て
、
現
実
に
起
き
た
死
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

「
死
の
否
認
」
は
多
く
の
人
に
見
ら
れ
る
１
３

。
三
吉
に
と
っ
て
母
の
死
は
受
け
入
れ
が
た
い

現
実
で
あ
り
、
否
認
し
た
い
現
実
で
あ
る
。
ま
た
、
死
別
へ
の
感
情
的
反
応
と
し
て
、
悲
し

み
、
怒
り
、
不
安
、
罪
悪
感
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
の
三
吉
の
感
情
描
写
は
た
だ

「
泣
き
な
が
ら
」
と
い
う
表
現
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
直
接
的
な
感
情
を
そ
れ
以
上
描
か
な

い
こ
と
で
、
母
と
の
死
別
に
打
ち
の
め
さ
れ
る
一
人
の
子
ど
も
の
心
情
を
は
っ
き
り
と
映
し

出
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

母
の
病
気
や
死
が
も
た
ら
し
た
三
吉
の
感
情
変
化
の
描
き
方
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、

事
故
で
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
母
が
二
階
へ
上
が
れ
な
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
母
の
病
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気
の
重
さ
を
感
じ
と
っ
た
三
吉
が
「
お
母
さ
ん
を
転
ば
し
た
ど
こ
か
の
自
動
車
が
憎
ら
し
く

て
憎
ら
し
く
て
」
仕
方
が
な
か
っ
た
と
描
写
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
母
の
交
通
事
故
に
つ
い

て
、
祖
母
は
三
吉
に
「
お
母
さ
ん
は
ね
、
今
日
、
電
車
道
で
転
ん
で
、
前
歯
を
す
つ
か
り
折

つ
て
し
ま
つ
た
」
と
説
明
し
て
い
た
。 

注
目
す
べ
き
は
、
祖
母
の
言
葉
に
「
お
母
さ
ん
を
転
ば
し
た
ど
こ
か
の
自
動
車
」
が
出
て

こ
な
い
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
通
り
の
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
事
実
と

し
て
「
お
母
さ
ん
を
転
ば
し
た
ど
こ
か
の
自
動
車
」
は
存
在
す
る
が
、
三
吉
に
対
す
る
配
慮

か
ら
祖
母
が
そ
の
事
実
を
ふ
せ
た
と
い
う
解
釈
。
も
う
一
つ
は
、
母
の
病
気
と
い
う
厳
し
い

現
実
に
直
面
し
、
鬱
屈
し
た
感
情
を
ぶ
つ
け
る
場
の
な
い
三
吉
が
「
お
母
さ
ん
を
転
ば
し
た

ど
こ
か
の
自
動
車
」
を
想
像
し
、
そ
れ
を
怒
り
の
的
に
し
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
こ
で

も
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
情
報
を
必
要
以
上
に
与
え
ず
、
読
者
に
解
釈
の
余
地
を
残
す

手
法
が
使
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

と
こ
ろ
で
、
『
赤
い
鳥
』
童
話
群
の
中
に
は
、
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
の
他
に
も
親
を
重
病

で
失
っ
た
子
ど
も
が
登
場
す
る
作
品
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
重
い
病
気
を
患
っ
た
親
と
子
ど
も

の
死
別
を
、
以
下
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。 

①
お
母
さ
ん
の
病
気
は
、
い
つ
治
る
様
子
も
な
く
、
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
る
ば
か
り
で
し
た
か

ら
、
ど
ん
な
に
佐
吉
は
心
配
し
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
甲
斐
も
な
く
お
母
さ
ん

は
死
ん
で
し
ま
は
れ
ま
し
た
。
佐
吉
は
悲
し
み
で
し
た
。（
小
川
未
明
「
酔
つ
ぱ
ら
ひ
星
」
四

巻
一
号 

一
九
二
〇
年
一
月 

四
三
頁
） 

②
二
人
の
子
は
左
右
か
ら
お
母
さ
ん
の
手
を
取
つ
て
、「
そ
ん
な
悲
し
い
こ
と
を
言
わ
な
い
で
、

い
つ
ま
で
も
生
き
て
ゐ
て
下
さ
い
。
」
と
泣
き
な
が
ら
言
ひ
ま
し
た
。
（
上
司
小
剣
「
銅
屋
の

子
」
一
一
巻
二
号 

一
九
二
三
年
八
月 

五
五
頁
） 

い
ず
れ
も
親
と
の
死
別
が
子
ど
も
に
も
た
ら
す
感
情
を
、
「
心
配
」
「
悲
し
い
」
な
ど
、
簡

潔
な
表
現
に
と
ど
め
、
細
か
い
感
情
描
写
を
避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。「
三
吉
と

お
母
さ
ん
」
は
こ
う
し
た
作
品
と
は
異
な
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
話
な
が
ら
、

親
の
病
気
と
死
に
向
き
合
う
子
ど
も
の
微
細
な
心
の
変
化
を
、
巧
み
な
筆
致
で
描
い
た
作
品

で
あ
る
と
言
え
る
。 
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四 
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
に
見
ら
れ
る
親
子
関
係
の
変
容
と
新
し
い
絆
の
可
能
性  

親
の
病
気
が
子
ど
も
に
も
た
ら
す
変
化
は
、
生
活
環
境
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
親
子
の
関
係

性
そ
の
も
の
に
も
変
化
が
生
じ
て
く
る
。
事
故
に
遭
う
前
の
母
は
、
三
吉
に
と
っ
て
「
運
動

会
に
も
学
芸
会
に
も
来
て
く
れ
」
、
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
散
歩
に
も
し
よ
つ
ち
ゆ
う
」
つ
れ
て
行

っ
て
く
れ
る
「
と
て
も
丈
夫
」
な
強
い
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
事
故
後
は
立
場
が
変

化
し
、
一
緒
に
外
出
す
る
と
き
は
三
吉
が
後
ろ
か
ら
母
を
押
し
た
り
、「
休
め
ッ
」
と
号
令
を

出
し
た
り
す
る
、
母
を
支
え
る
存
在
と
な
っ
た
。 

こ
う
し
た
親
子
の
在
り
よ
う
が
、
第
四
節
で
描
か
れ
る
。
親
子
の
関
係
性
に
変
化
が
生
じ

た
と
は
い
え
、
三
吉
が
母
の
脈
拍
数
を
で
た
ら
め
に
言
っ
て
も
、
母
は
笑
顔
で
「
大
丈
夫
よ
、

三
ち
ゃ
ん
。
さ
、
前
に
進
め
」
と
息
子
の
心
遣
い
を
優
し
く
受
け
と
め
、「
こ
ん
な
や
う
な
外

出
で
も
、
三
吉
に
は
ど
ん
な
に
う
れ
し
」
い
か
知
れ
な
か
っ
た
。
母
と
三
吉
の
絆
は
変
わ
ら

ず
深
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 ①

た
だ
と
き
ど
き
「
僕
は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
い
つ
し
ょ
に
海
へ
行
つ
た
。」
な
ど
と
書

い
て
あ
る
作
文
な
ぞ
を
読
む
と
ふ
つ
と
お
父
さ
ん
の
ゐ
な
い
こ
と
で
、
肩
身
の
せ
ま
い
や
う

な
気
持
ち
に
な
る
の
で
し
た
１
４

。 

②
教
室
で
読
本
を
読
ん
で
ゐ
る
時
で
も
、
三
吉
の
目
に
は
〈
母
〉
と
い
ふ
字
ば
か
り
が
ち
ら

つ
き
ま
し
た
１
５

。 

③
停
車
場
ま
で
来
る
と
、
三
吉
は
そ
こ
の
掲
示
板
に
は
つ
て
あ
る
一
枚
の
ポ
ス
タ
ー
の
前
で

立
ち
止
り
ま
し
た
。
「
海
へ
！
」 

ポ
ス
タ
ー
に
は
大
き
な
字
で
さ
う
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

三
吉
は
そ
の
「
海
」
と
い
ふ
字
の
中
に
、「
あ
ゝ
こ
こ
に
も
〈
母
〉
と
い
ふ
字
が
あ
る
」
と
さ

う
思
つ
た
の
で
し
た
。
い
ま
ま
で
は
ち
つ
と
も
そ
ん
な
こ
と
は
気
が
つ
か
な
か
つ
た
の
に
１
６

。 

 
 

母
が
病
気
に
な
る
前
①
、
重
篤
の
際
②
、
死
後
③
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
三
吉
が
目
に
し

た
漢
字
を
モ
チ
ー
フ
に
、
そ
の
見
え
方
の
変
化
が
描
か
れ
て
い
る
。
教
室
で
〈
母
〉
と
い
う

字
ば
か
り
が
ち
ら
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
②
を
境
に
、
三
吉
の
「
海
」
と
い
う
字
に
対
す
る
見

方
が
変
わ
っ
た
。
母
が
病
気
に
な
る
前
の
①
で
は
「
海
」
と
い
う
字
が
入
っ
て
い
る
文
章
を

見
る
と
き
、
た
だ
「
お
父
さ
ん
の
ゐ
な
い
こ
と
で
、
肩
身
の
せ
ま
い
」
よ
う
に
感
じ
る
だ
け

で
あ
っ
た
が
、
母
の
死
後
と
な
る
③
で
は
「
海
」
に
〈
母
〉
の
字
が
あ
る
と
い
う
、
そ
れ
ま

で
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
和
田
守
は
「
宇
野
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千
代
先
生
と
『
生
き
て
い
く
私
』」
の
中
で
、
三
吉
が
海
の
中
に
〈
母
〉
と
い
う
字
を
発
見
す

る
く
だ
り
を
高
く
評
価
し
て
い
る
１
７

。
ち
な
み
に
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
に
出
版
さ

れ
た
三
好
達
治
の
詩
「
郷
愁
」
１
８

に
も
、
「
海
、
遠
い
海
よ
！ 

と
私
は
紙
に
し
た
た
め
る
。

―
―
海
よ
、
僕
ら
の
使
ふ
文
字
で
は
、
お
前
の
中
に
母
が
ゐ
る
。
そ
し
て
母
よ
、
仏
蘭
西
人

の
言
葉
で
は
、
あ
な
た
の
中
に
海
が
あ
る
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
海
と
母
の
洋
の
東
西
を

超
え
た
親
和
性
に
触
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
大
塚
豊
子
が
編
集
し
た
『
宇
野
千
代
年
譜
』
に
よ
る
と
、
宇
野
千
代
は
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
年
）
に
三
好
達
治
と
知
り
合
い
、
そ
の
後
も
交
流
が
続
い
た
。
同
著
に
「
昭

和
二
年
（
一
九
二
七
）
七
月
、
千
代
夫
妻
は
、
広
津
和
郎
を
誘
っ
て
湯
ヶ
島
の
湯
本
館
に
滞

在
、
そ
れ
を
追
う
よ
う
に
萩
原
朔
太
郎
も
同
地
へ
来
て
落
合
楼
に
投
宿
。
こ
の
と
き
世
古
の

滝
の
湯
川
屋
に
、
一
月
か
ら
病
気
療
養
を
か
ね
て
滞
在
中
の
梶
井
基
次
郎
に
初
め
て
会
う
。

（
中
略
）
ま
た
梶
井
の
友
人
、
三
好
達
治
、
淀
野
隆
三
と
も
識
る
」
１
９

と
あ
る
。
「
三
吉
と

お
母
さ
ん
」
は
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
創
作
時
期

を
考
え
る
と
、
宇
野
が
三
好
の
詩
作
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
母
の
死
に

至
る
ま
で
、
三
吉
が
一
貫
し
て
示
す
〈
母
〉
と
い
う
字
へ
の
情
熱
は
、
関
係
性
が
変
化
し
て

し
ま
っ
た
母
と
の
間
に
新
た
な
絆
を
築
こ
う
と
す
る
意
思
の
現
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

親
し
い
人
を
亡
く
し
た
と
き
、
故
人
と
の
別
離
、
す
な
わ
ち
〈
絆
の
放
棄
〉
が
正
常
な
悲

嘆
の
過
程
で
あ
り
、
目
標
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年

代
以
降
、
故
人
と
の
〈
継
続
す
る
絆
〉、
も
し
く
は
〈
絆
の
保
持
〉
こ
そ
が
正
常
な
悲
嘆
の
過

程
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
現
在
の
研
究
者
の
間
で
、〈
継
続
す
る
絆
〉
と

は
、
遺
族
の
心
の
内
に
故
人
と
の
継
続
的
な
関
係
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
用
語
と

し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
２
０

。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
一
九
三
五
年
に
発
表
さ
れ
た
「
三
吉
と
お

母
さ
ん
」
に
は
、
す
で
に
〈
継
続
す
る
絆
〉
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
母
と
の
死
別

に
直
面
し
た
三
吉
は
そ
の
絆
を
無
理
に
切
断
す
る
こ
と
な
く
、〈
母
〉
と
い
う
漢
字
を
再
発
見

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
の
中
で
母
を
再
現
し
よ
う
と
試
み
る
。〈
母
〉
の
字
を
探
し
な
が
ら
、

亡
く
な
っ
た
母
を
思
い
出
し
、
悼
み
、
母
と
の
間
に
新
た
な
絆
を
結
び
直
し
て
い
く
の
で
あ

る
。 

 
 五 

〈
孤
児
〉
と
い
う
概
念
と
三
吉
の
自
己
認
識  

明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）、
日
本
初
と
な
る
近
代
的
な
学
校
制
度
を
定
め
た
法
令
の
施
行
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に
よ
り
、
日
本
の
近
代
教
育
が
始
ま
っ
た
。
以
降
、
日
本
の
学
校
制
度
は
義
務
教
育
年
数
か

ら
、
教
育
方
針
、
教
科
書
に
至
る
ま
で
、
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
。
子
ど
も
に
と
っ
て
学
校

と
は
い
か
な
る
存
在
な
の
か
、
子
ど
も
の
生
活
に
お
い
て
学
校
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

す
べ
き
な
の
か
、
そ
の
答
え
は
時
代
と
と
も
に
変
わ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
生
活
全
体
の

中
で
学
校
生
活
が
家
庭
生
活
、
地
域
社
会
生
活
と
な
ら
び
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
大
き
な

比
重
を
占
め
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
近
代
が
始
ま
っ
て
以
降
、
一
貫
し
て
変
わ
っ
て
い
な

い
。「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
で
も
、
母
を
中
心
と
す
る
家
庭
内
で
の
出
来
事
と
、
学
校
で
の
出

来
事
、
こ
の
二
つ
が
軸
と
な
り
物
語
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

母
が
病
気
に
な
る
前
を
描
い
た
第
二
節
で
は
、
三
吉
の
学
校
で
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
病
気
が
重
篤
化
し
た
第
四
節
で
は
、
学
校
で
三
吉
の
身
に
起
こ
っ
た
変
化
が
描
写
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、
母
が
亡
く
な
る
日
を
描
い
た
第
五
節
は
、
三
吉
の
学
校
で
の
振
る
舞
い
が

話
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
第
六
節
は
、
三
吉
が
母
の
死
後
は
じ
め
て
登
校
し
た
日
の
話
で

あ
る
。
母
の
病
気
を
め
ぐ
る
家
庭
内
で
の
三
吉
の
内
面
の
物
語
と
は
異
な
り
、
学
校
で
の
出

来
事
は
時
間
軸
に
沿
っ
て
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
出
来
事
に
伴
う
三
吉
の
心
境
の

変
化
が
明
確
に
読
み
と
れ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

  
 

三
吉
の
お
母
さ
ん
は
二
年
前
ほ
ど
か
ら
、
心
臓
が
悪
く
な
つ
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
は

と
て
も
丈
夫
で
運
動
会
に
も
学
芸
会
に
も
来
て
く
れ
ま
し
た
し
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
散
歩
に

も
し
よ
つ
ち
ゆ
う
三
吉
た
ち
を
つ
れ
て
行
つ
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
三
吉
は
、
お
父

さ
ん
の
な
い
こ
と
を
ち
つ
と
も
悲
し
い
と
思
つ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
２
１

。 

 
 

三
吉
に
父
が
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、
第
二
節
に
お
い
て
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
だ

が
、
三
吉
は
父
が
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
、「
肩
身
の
せ
ま
い
や
う
な
気
持
ち
」
を
味
わ
っ
た

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
悲
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
過
酷
な
家
庭
環
境
に
育
っ
た
宇

野
千
代
は
、
随
筆
「
幸
福
を
知
る
才
能
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

 
 

子
供
の
頃
の
私
は
、
決
し
て
自
分
を
不
幸
な
子
供
だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
（
中
略
）

人
の
眼
か
ら
見
て
、
子
供
の
頃
の
私
が
ど
ん
な
に
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
私
自
身
に
は
関
係
が
な
か
っ
た
。
却
っ
て
、
人
の
眼
か
ら
は
不
幸
に
見
え
た
境
遇
で

あ
っ
た
だ
け
に
、
不
幸
に
対
し
て
は
鈍
感
で
あ
り
、
幸
福
に
対
し
て
は
感
じ
易
い
、
―
そ
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う
い
う
感
じ
方
で
幸
福
を
知
っ
て
い
た
と
思
う
。（
中
略
）
幸
福
で
あ
る
の
も
不
幸
で
あ
る

の
も
、
本
人
の
も
の
の
考
え
方
一
つ
で
き
ま
る
場
合
が
多
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
私
は

自
分
を
幸
福
に
感
じ
る
感
じ
方
が
案
外
上
手
な
人
間
だ
と
思
う
の
で
あ
る
２
２
。 

 
 

宇
野
は
子
供
の
頃
の
自
分
を
不
幸
な
子
ど
も
だ
と
思
わ
ず
、
不
幸
に
対
し
て
鈍
感
で
あ
っ

た
と
告
白
し
て
い
る
が
、
三
吉
も
同
じ
く
不
幸
に
鈍
感
な
子
ど
も
で
あ
る
と
言
え
る
。 

三
吉
は
な
ぜ
不
幸
に
鈍
感
で
い
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
し
て
不
幸
を
感
じ

取
ら
な
く
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
二
つ
の
答
え
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、

運
動
会
に
も
学
芸
会
に
も
参
加
し
て
、
三
吉
を
支
え
て
く
れ
た
母
が
い
る
か
ら
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
、
三
吉
の
学
級
に
も
う
一
人
母
の
い
な
い
四
郎
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。「
お
父
さ
ん

の
な
い
僕
よ
り
も
、
お
母
さ
ん
の
な
い
四
郎
ち
や
ん
の
方
が
ど
ん
な
に
可
哀
さ
う
だ
か
知
れ

や
し
な
い
」
と
、
三
吉
は
四
郎
を
自
分
よ
り
も
可
哀
想
な
存
在
と
捉
え
て
い
た
。「
母
が
い
る

か
ら
私
は
悲
し
く
な
い
」
、「
四
郎
が
い
る
か
ら
私
は
悲
し
む
べ
き
で
は
な
い
」
、
そ
う
し
た
〈
も

の
の
考
え
方
〉
で
三
吉
は
片
親
が
い
な
い
と
い
う
現
実
を
う
ま
く
受
け
止
め
、「
不
幸
で
は
な

い
」
と
い
う
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
学
校
内
で
作
り
上
げ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
不
幸
に
鈍
感
と

い
う
よ
り
は
、
自
分
が
不
幸
で
は
な
い
こ
と
を
心
の
中
で
積
極
的
に
肯
定
し
て
い
る
と
言
う

方
が
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
母
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
は
次
第
に
崩
れ
て
い
く
。
第

四
節
の
終
わ
り
に
は
、
運
動
会
や
学
芸
会
、
進
級
会
な
ど
に
母
が
も
う
出
席
で
き
な
い
こ
と

が
三
吉
に
は
悲
し
か
っ
た
と
い
う
描
写
が
見
ら
れ
る
。
せ
つ
か
く
優
等
を
と
っ
て
も
、
一
等

賞
を
も
ら
っ
て
も
、「
あ
の
来
賓
席
の
ど
こ
か
で
に
こ
に
こ
し
て
三
吉
を
見
て
ゐ
て
く
れ
る
お

母
さ
ん
が
、
も
う
ゐ
な
い
の
か
と
思
ふ
と
」
三
吉
は
「
す
ぐ
目
の
中
に
涙
が
出
て
来
る
」
の

で
あ
っ
た
。
優
秀
な
成
績
を
と
っ
て
母
を
喜
ば
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
三
吉
も
ま
た
母
の
愛
情

を
感
じ
取
る
。
こ
う
し
た
母
子
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
病
気
に
よ
っ
て
遮
断

さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
三
吉
に
悲
し
み
の
感
情
を
呼
び
起
こ
す
。
運
動
会
に
も
学
芸
会
に

も
来
て
く
れ
た
母
の
姿
は
、
自
分
が
母
に
支
え
ら
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
事
実
を
学
友
た
ち
へ

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
確
た
る
証
で
あ
っ
た
。
学
校
か
ら
母
が
姿
を
消
し
た
こ
と
で
、
三
吉

が
作
り
上
げ
た
自
己
イ
メ
ー
ジ
は
崩
れ
去
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
小
田
原
幸
・
坪
井
康
次
に
よ
る
と
、
愛
情
・
依
存
の
対
象
を
失
っ
た
り
、
愛

着
を
抱
い
て
い
る
環
境
・
地
位
か
ら
引
き
離
さ
れ
た
り
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
拡
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散
し
た
り
す
る
と
、
「
対
象
喪
失
」
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
２
３

。
こ
の
「
対
象
喪
失
」
は
、
大

き
く
「
外
的
対
象
喪
失
」
と
「
内
的
対
象
喪
失
」
に
分
け
ら
れ
る
。
近
親
者
や
恋
人
と
の
死

別
、
あ
る
い
は
転
校
や
引
っ
越
し
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
自
分
の
内
的
世
界
（
心
）
の
外
部
に

あ
る
人
物
や
環
境
が
失
わ
れ
る
事
象
な
の
で
「
外
的
対
象
喪
失
」
で
あ
る
。
一
方
、「
内
的
対

象
喪
失
」
は
、
自
分
の
内
的
世
界
（
心
）
に
お
け
る
他
者
や
価
値
観
、
思
考
パ
タ
ー
ン
な
ど

が
失
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
２
４

。
こ
う
し
た
見
方
に
し
た
が
え
ば
、「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」

は
三
吉
の
「
対
象
喪
失
」
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ
る
と
い
え
る
。
母
の
病
気
と
死
に
よ
る
家
庭

内
で
の
出
来
事
は
「
外
的
対
象
喪
失
」
で
あ
り
、
学
校
で
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
喪
失
は
「
内

的
対
象
喪
失
」
で
あ
る
。 

「
内
的
対
象
喪
失
」
の
多
く
は
、「
理
想
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
現
実
的
な
調
整
・
受
容
を

伴
う
」
も
の
と
さ
れ
る
が
２
５

、
作
品
の
中
で
も
三
吉
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
喪
失
と
も
に
、
他

者
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
三
吉
が
新
た
な
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
母
が
亡
く
な
る
一
日
を
描
い
た
第
五
節
で
、
三
吉
は
母
の
死
を
予
測
し
、
自
分
が
こ

れ
か
ら
孤
児
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
た
。「
雑
誌
を
開
け
て

見
る
と
、
今
ま
で
は
あ
ん
ま
り
目
に
つ
か
な
か
つ
た
『
孤
児
』
と
い
ふ
字
が
、
ど
の
頁
に
も

書
い
て
あ
る
や
う
に
見
え
る
」
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

そ
の
う
え
、
不
幸
な
現
実
に
直
面
す
る
自
分
と
は
無
関
係
に
、
学
友
た
ち
は
「
そ
の
広
い

運
動
場
一
ぱ
い
に
、
う
れ
し
さ
う
に
か
け
廻
つ
て
、
野
球
を
し
た
り
、
軍
艦
遊
戯
を
し
た
り

し
て
ゐ
る
」。
三
吉
は
「
お
お
い
、
お
母
さ
ん
が
、
僕
の
お
母
さ
ん
が
死
に
さ
う
な
ん
だ
よ
う

ッ
」
と
、
彼
ら
に
大
声
で
言
っ
て
や
り
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
自
分
の
置
か
れ
た
苦
し
い
状

況
を
他
者
が
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
怒
り
で
あ
り
、
同
時
に
苦
境
の
告
白
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
他
者
の
理
解
へ
の
期
待
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
吉
は
学
友
に
自
ら
の

苦
境
を
切
り
出
せ
な
か
っ
た
。
問
題
は
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
、
三
吉
は
母
の
死
に
直
面
す
る
。 

 

忌
中
休
み
の
一
週
間
が
す
ん
で
、
三
吉
が
今
日
初
め
て
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。
お
家
を

出
て
街
を
歩
い
て
ゐ
る
と
、
三
吉
は
ふ
い
に
、
「
も
う
僕
は
孤
児
に
な
つ
た
の
だ
。」
と
、

は
つ
き
り
さ
う
思
ひ
ま
し
た
。
何
だ
か
、
せ
い
ま
で
が
小
さ
く
な
つ
た
や
う
な
気
が
す
る

の
で
す
２
６

。 

 
 

孤
児
に
な
り
、「
せ
い
ま
で
が
小
さ
く
な
つ
た
」
と
感
じ
る
気
持
ち
は
、
父
の
い
な
い
こ
と
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に
よ
る
「
肩
身
の
せ
ま
い
や
う
な
気
持
ち
」
と
呼
応
し
て
い
る
。 

子
ど
も
に
と
っ
て
、
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
人
間
関
係
が
生
活
に
占
め

る
比
重
は
極
め
て
大
き
く
、
学
校
で
は
所
属
す
る
集
団
に
適
応
す
る
能
力
が
常
に
要
求
さ
れ

て
い
る
。
学
校
生
活
の
中
で
三
吉
が
築
い
た
自
己
イ
メ
ー
ジ
は
、
常
に
他
者
の
視
線
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
三
吉
は
、
他
者
に
ど
う
思
わ
れ
た
い
か
、
ど
う
思
わ
れ
た

く
な
い
か
を
始
終
気
に
か
け
て
い
る
。「
孤
児
で
は
な
い
自
分
＝
不
幸
で
は
な
い
自
己
」
と
い

う
理
解
が
、
三
吉
を
学
校
で
の
集
団
生
活
に
適
応
さ
せ
て
き
た
。 

母
の
サ
ポ
ー
ト
や
四
郎
の
存
在
に
よ
り
、
不
幸
で
は
な
い
と
い
う
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
確
立

で
き
た
三
吉
だ
が
、
そ
れ
は
同
時
に
不
幸
で
は
な
い
と
い
う
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
常
に
学
友
た

ち
へ
ア
ピ
ー
ル
し
続
け
た
結
果
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
た
と
え
「
も
う
僕
は
孤
児
に
な

つ
た
の
だ
」
と
い
う
事
実
を
三
吉
が
受
け
入
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
周
り
へ
ど
う
伝
え
る

の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
周
り
に
ど
う
思
わ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
依
然
と
し
て
残
る
。
そ

う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
君
、
お
母
さ
ん
が
死
ん
だ
の
？
」
と
学
友
に
聞
か
れ
た
と
き
、
三
吉
は
、

「
お
祖
母
さ
ん
が
死
ん
だ
ん
だ
よ
」
と
ウ
ソ
を
つ
く
の
で
あ
る
。 

家
族
や
友
人
を
失
っ
た
人
が
、
精
神
的
・
社
会
的
に
立
ち
直
っ
て
い
く
〈
悲
嘆
の
プ
ロ
セ

ス
〉
に
お
い
て
は
、
個
人
差
は
あ
れ
、
よ
く
理
解
さ
れ
、
支
え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る

状
況
の
中
で
、
孤
立
や
不
安
、
空
虚
感
と
向
き
合
う
段
階
を
経
る
こ
と
が
大
事
だ
と
さ
れ
て

い
る
２
７

。
深
い
苦
痛
を
他
者
と
分
か
ち
合
う
体
験
が
、
心
の
傷
を
修
復
す
る
手
助
け
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ウ
ソ
を
つ
く
行
為
は
、
自
分
が
直
面
し
て
い
る
苦
し
い
状
況
を

他
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
可
能
性
を
断
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
。「
あ
あ
、
よ
か
つ
た
。
お
祖
母

さ
ん
だ
と
言
つ
て
よ
か
つ
た
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
も
、
三
吉
は
雨
の
中
を
体
操

場
の
方
へ
い
き
な
り
駆
け
出
し
て
ゆ
く
。
こ
の
行
為
の
裏
に
は
、
不
幸
で
は
な
い
自
己
イ
メ

ー
ジ
を
何
と
か
保
っ
た
と
い
う
一
時
的
な
安
堵
感
と
、
苦
境
を
他
者
と
共
有
す
る
こ
と
で
精

神
的
に
立
ち
直
る
契
機
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
寂
し
さ
や
不
安
が
交
じ
り
合
っ
た
、

複
雑
な
心
理
が
は
た
ら
い
て
い
る
。 

そ
し
て
、
三
吉
は
体
操
場
で
四
郎
に
出
く
わ
す
。「
君
、
お
母
さ
ん
が
死
ん
だ
の
？
」
と
皆

に
聞
か
れ
た
と
き
、
三
吉
は
首
を
横
に
振
っ
て
「
小
さ
な
声
で
」
答
え
た
。
同
様
に
、
体
操

場
で
四
郎
は
「
小
さ
な
声
」
で
三
吉
に
同
じ
質
問
を
し
た
。「
小
さ
な
声
」
と
い
う
共
通
ワ
ー

ド
に
、
同
じ
経
験
を
し
た
子
ど
も
二
人
の
共
感
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
苦
痛
を
理
解

し
え
な
い
他
の
学
友
に
は
ウ
ソ
が
つ
け
て
も
、
同
じ
く
母
の
喪
失
を
経
験
し
た
四
郎
に
は
ウ
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ソ
を
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。「
三
吉
は
胸
一
ぱ
い
に
な
つ
て
、
も
う
嘘
を
つ
い
て
は
ゐ
ら
れ

な
い
や
う
な
悲
し
い
気
持
ち
に
な
」
っ
た
。 

こ
こ
で
の
三
吉
の
「
悲
し
さ
」
の
含
意
を
理
解
す
る
た
め
に
、「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
と
同

じ
く
母
と
の
死
別
を
描
い
た
今
村
義
夫
「
か
へ
り
」（
第
二
次
『
赤
い
鳥
』
五
巻
三
号
、
一
九

三
三
年
五
月
）
に
お
け
る
「
悲
し
さ
」
と
比
較
し
て
み
た
い
。 

「
か
へ
り
」
は
、
主
人
公
広
ち
ゃ
ん
が
母
と
の
死
別
に
よ
っ
て
抱
い
た
悲
し
い
感
情
を
描

い
た
童
話
で
あ
る
。
物
語
の
冒
頭
、
母
を
亡
く
し
た
一
年
生
の
広
ち
ゃ
ん
の
学
校
で
の
居
場

所
の
な
さ
が
描
か
れ
て
い
る
。
学
校
へ
行
っ
て
も
「
み
ん
な
が
わ
い
わ
い
さ
わ
い
で
あ
そ
ん

で
ゐ
る
の
を
見
て
ゐ
る
と
、
わ
け
も
な
く
、
か
な
し
く
な
つ
て
、
だ
れ
も
人
の
ゐ
な
い
と
こ

ろ
に
、
た
つ
た
一
人
で
ゐ
た
い
や
う
な
気
が
」
２
８

す
る
。
誰
に
も
理
解
さ
れ
な
い
広
ち
ゃ
ん

の
寂
し
さ
は
三
吉
と
同
じ
で
あ
る
が
、
物
語
の
結
末
に
お
い
て
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
と
「
か

へ
り
」
は
大
き
く
異
な
り
、
泣
き
顔
を
学
校
の
皆
に
見
ら
れ
た
く
な
い
広
ち
ゃ
ん
が
、
一
人

で
泣
き
な
が
ら
家
へ
帰
る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。 

「
か
へ
り
」
は
、
深
い
苦
痛
を
他
者
と
分
か
ち
合
え
な
い
こ
と
の
「
悲
し
さ
」
に
貫
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
に
お
け
る
三
吉
の
「
悲
し
さ
」
に
は
よ
り

複
雑
な
心
理
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
作
品
中
、
三
吉
が
「
悲
し
い
気
持
ち
」
に
な

っ
た
と
描
写
さ
れ
る
シ
ー
ン
が
二
回
あ
る
。
一
回
目
は
、
母
が
病
気
で
も
う
学
校
に
来
ら
れ

な
く
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
三
吉
が
抱
い
た
「
悲
し
い
気
持
ち
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
吉
の

自
己
イ
メ
ー
ジ
が
崩
れ
始
め
る
こ
と
へ
の
悲
し
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
二
回
目
は
、
三
吉
が
四

郎
に
真
実
を
告
白
す
る
さ
い
に
抱
い
た
「
悲
し
い
気
持
ち
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
己
イ
メ
ー

ジ
が
完
全
に
崩
壊
す
る
こ
と
へ
の
、
そ
し
て
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
守
ろ
う
と
し
て
四
郎
に
も
ウ

ソ
を
つ
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
へ
の
悲
し
さ
で
あ
る
。「
本
当
は
ね
、
僕
、
―
―
僕
、
お
母
さ

ん
が
死
ん
だ
ん
だ
よ
」
と
い
う
三
吉
の
告
白
は
、
そ
れ
ま
で
執
着
し
て
い
た
自
己
イ
メ
ー
ジ

と
の
決
別
を
意
味
す
る
。
告
白
を
聞
い
た
四
郎
の
「
大
き
な
目
か
ら
、
ふ
い
に
涙
が
こ
ぼ
れ

る
の
」
を
見
て
、
三
吉
も
ま
た
「
ひ
と
り
で
に
涙
」
が
出
て
く
る
。
二
人
が
共
に
涙
を
流
し

た
こ
と
で
、
四
郎
と
三
吉
の
間
に
深
い
共
感
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
共
感
を
糧
と
し
て
、
三
吉

は
母
の
病
気
と
死
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
学
校
生
活
の
苦
し
い
変
化
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
の

喪
失
を
乗
り
越
え
、
新
た
に
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
端
緒
に
つ
く
の
で
あ

る
。 
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結
び 第

一
次
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
小
川
未
明
の
童
話
「
遠
方
の
母
」（
一
九
二
七
年

一
二
月
）
も
、
母
と
死
別
し
た
子
ど
も
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
三
つ
に
な
っ
た
正
ち
ゃ
ん

が
は
じ
め
て
自
分
に
母
の
な
い
こ
と
を
自
覚
し
た
と
き
、
母
の
死
を
直
接
幼
い
正
ち
ゃ
ん
に

伝
え
る
の
を
不
憫
に
思
っ
た
女
中
が
、
団
扇
に
描
か
れ
た
女
性
を
正
ち
ゃ
ん
の
母
で
あ
る
な

ど
、
善
意
の
嘘
を
つ
く
と
い
う
温
か
い
物
語
で
あ
る
。「
正
ち
や
ん
は
、
三
つ
に
な
つ
た
時
に
、

は
じ
め
て
自
分
に
は
、
お
母
さ
ん
の
無
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
に
さ
び

し
か
つ
た
で
あ
り
ま
せ
う
」
２
９

と
、
童
話
の
中
の
「
そ
れ
は
、
ど
ん
な
に
さ
び
し
か
つ
た
で

あ
り
ま
せ
う
」
な
ど
、
正
ち
や
ん
の
心
理
を
め
ぐ
る
描
写
は
抽
象
的
で
、
大
人
の
語
り
手
の

推
測
に
近
い
感
じ
を
与
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
は
、
大
人
の
目
線
の

語
り
を
排
除
し
、
子
ど
も
の
繊
細
な
心
理
の
綾
や
内
面
を
多
面
的
・
立
体
的
に
描
い
た
作
品

で
あ
る
と
い
え
る
。 

と
こ
ろ
で
、「
三
吉
の
お
母
さ
ん
」
の
話
は
、
母
の
死
に
直
面
す
る
一
人
の
子
ど
も
の
苦
痛

や
孤
独
、
内
面
の
葛
藤
を
め
ぐ
る
話
で
あ
り
、
ま
た
三
吉
の
成
長
の
物
語
で
も
あ
る
。
大
切

な
人
を
失
う
経
験
は
、
人
生
の
転
換
点
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
喪
失
が
、
不
安
感
を
増

大
さ
せ
、
他
者
と
の
距
離
感
に
大
き
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
発
端
と
な
る
か
、
よ
り
柔
軟
性

の
高
い
健
康
的
な
人
間
関
係
を
確
立
す
る
契
機
と
な
る
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ど
ち
ら
か
へ

傾
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
３
０

。
喪
失
が
も
た
ら
す
も
の
は
、
苦
し
み
や
、
生
活
環
境

の
否
定
的
な
変
化
ば
か
り
で
は
な
い
。
な
に
よ
り
も
、
そ
う
し
た
変
化
に
適
応
す
る
人
間
的

成
長
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

父
が
い
な
い
現
実
に
負
け
ま
い
と
し
て
作
り
上
げ
た
従
来
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
が
、
三
吉
を

慈
し
む
母
と
、
自
分
よ
り
も
可
哀
想
な
存
在
で
あ
る
四
郎
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
母
と
の
死
別
を
経
て
構
築
さ
れ
た
新
た
な
自
己
は
、
同
じ
喪
失
を
経
験
し

た
四
郎
と
の
深
い
共
感
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
童
話
の
最
後
は
、
三
吉
は
「
胸

の
中
が
す
う
つ
と
す
る
や
う
な
、
い
い
気
持
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
一
文
で
締
め
ら
れ
る
。

母
の
喪
失
に
よ
る
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
と
同
時
に
、
喪
失
が
も
た
ら

し
た
学
校
生
活
の
変
化
を
乗
り
越
え
た
三
吉
の
人
間
的
成
長
も
は
っ
き
り
と
読
み
と
れ
る
。

現
在
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
作
品
で
あ
る
が
、「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
は
様
々
な
こ
と

を
考
え
さ
せ
る
契
機
を
与
え
て
く
れ
る
良
作
で
あ
る
。 
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注 １
吉
田
絃
二
郎
「
お
銀
の
歌
」
一
九
二
二
年
八
月
、
四
四
～
四
五
頁 

２
宇
野
浩
二
「
天
国
の
夢
」
一
九
二
三
年
七
月
、
十
六
頁 

３
下
村
千
秋
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
一
九
二
八
年
九
月
、
二
〇
頁 

４
細
田
源
吉
「
都
へ
出
て
み
た
ら
」
一
九
二
五
年
六
月
、
五
七
頁 

５
河
原
和
枝
『
子
ど
も
観
の
近
代 

:
 

『
赤
い
鳥
』
と
「
童
心
」
の
理
想
』
（
中
央
公
論
社
、

一
九
九
八
年
） 

６
森
三
郎
「
茂
作
」
一
九
三
三
年
一
二
月
、
三
三
～
三
四
頁 

７
宇
野
千
代
「
あ
と
が
き
」
『
私
の
お
と
ぎ
話
』(

中
央
公
論
社
、
一
九
八
五
二
月) 

一
七
五

頁 ８
宇
野
千
代
「
あ
と
が
き
」
一
七
五
頁 

９
宮
原
典
子
編
「
宮
原
晃
一
郎
年
譜
」『
日
本
児
童
文
学
大
系 

第
一
一
巻
』（
ほ
る
ぷ
出
版
、

一
九
七
八
年
）
四
五
〇
頁 

１
０
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
（
『
赤
い
鳥
』
赤
い
鳥
社
、
一
九
三
五
年
一
一
月
号
）

初
出
、
『
ピ
イ
ピ
イ
三
吉
』
（
國
民
圖
書
刊
行
會
、
一
九
四
七
年
五
月
）
、
『
私
の
お
と
ぎ
話
』

（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
五
二
月
）
『
私
の
お
と
ぎ
話
』
（
文
芸
社
、
二
〇
一
一
年
一
月
）
所

収 １
１
宇
野
千
代 

「
私
の
小
説
作
法
」（
初
出
は
『
毎
日
新
聞
』（
日
曜
版
）
一
九
六
五
年
一
〇

月
一
七
日
。
引
用
は
『
宇
野
千
代
全
集 

第
一
〇
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年 

八
六
～

八
七
頁 

１
２
林
え
り
子 

『
マ
イ
・
ラ
ス
ト
・
セ
レ
モ
ニ
ー
―
新
し
い
お
葬
式
さ
が
し
』
（
集
英
社
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
二
〇
〇
三
年
） 

１
３
坂
口
幸
弘
『
悲
嘆
学
入
門 

死
別
の
悲
し
み
を
学
ぶ
』
（
昭
和
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
二
九

頁 １
４
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
六
五
頁 

１
５
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
六
九
頁 

１
６
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
七
二
頁 

１
７
大
和
田
守
「
宇
野
千
代
先
生
と
「
生
き
て
い
く
私
」
」
（『
私
の
文
学
的
回
想
記
』
、
中
央

公
論
社
、
二
〇
一
四
年
）
（
二
〇
〇
～
二
〇
一
頁
） 

１
８
三
好
達
治
「
郷
愁
」
初
出
は
『
測
量
船
』
第
一
書
房
、
一
九
三
〇
年
。
引
用
は
『
三
好
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達
治
全
集 

第
一
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
四
年 

１
９
大
塚
豊
子
「
宇
野
千
代
年
譜
」『
宇
野
千
代
全
集 

第
一
〇
巻
』、
二
七
六
頁 

２
０
坂
口
幸
弘 

前
掲
書
、
九
〇
頁 

２
１
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
六
四
頁 

２
２
宇
野
千
代
「
幸
福
を
知
る
才
能
」
初
出
は
『
婦
人
公
論
』
一
九
三
九
年
七
月
。
引
用
は

『
宇
野
千
代
全
集 

第
一
二
巻
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年 

四
六
～
四
七
頁 

２
３
小
田
原
幸
・
坪
井
康
次
「
悲
し
み
か
ら
立
ち
直
る
プ
ロ
セ
ス 

― 

喪
（
悲
哀
）
の
仕
事

と
は
」（『
児
童
心
理
』、
六
五
巻
一
七
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
一
八
頁 

２
４
小
田
原
幸
・
坪
井
康
次 

前
掲
論
文 
一
八
～
一
九
頁 

２
５
小
田
原
幸
・
坪
井
康
次 

前
掲
論
文 

二
二
頁 

２
６
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
七
二
頁 

２
７
坂
口
幸
弘 

前
掲
書
、
一
一
〇
頁 

２
８
今
村
義
夫
「
か
へ
り
」（『
赤
い
鳥
』、
一
九
三
三
年
五
月
）
五
二
～
五
三
頁 

２
９
小
川
未
明
「
遠
方
の
母
」（『
赤
い
鳥
』、
一
九
二
七
年
一
二
月
）
二
三
頁 

３
０
坂
口
幸
弘 

前
掲
書
、
一
一
〇
頁 

  

（
学
会
発
表
情
報
） 

王
玉
「
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
お
け
る
「
親
を
失
っ
た
子
供
た
ち
」
―
宇
野
千

代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
を
中
心
に
―
」
日
本
児
童
文
学
学
会
第
五
五
回
研
究
大
会
（
日
本

女
子
大
学 

目
白
キ
ャ
ン
パ
ス 

新
泉
山
館
）
二
〇
一
六
年
十
月
三
〇
日
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第
二
部 

『
赤
い
鳥
』
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
問
題 

 
 
 

 

―
〈
生
命
表
現
〉
と
の
関
わ
り
か
ら
― 
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第
六
章 

『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉 

 

―
超
自
然
性
と
日
常
性
を
め
ぐ
っ
て
― 
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一 
『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
関
す
る
諸
研
究 

第
二
部
で
は
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
童
話
作
品
、
と
り
わ
け
創
作
童
話
に
お
け
る
〈
子

ど
も
の
死
〉
の
描
写
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
、
物
語
の
中
で

ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
描
か
れ
方
の
変
遷
、〈
子
ど
も
の
死
〉
に
込
め

ら
れ
た
作
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
検
討
す
る
。 

〈
子
ど
も
の
死
〉
は
、
『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
頻
出
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
（
文
末
附

表
「『
赤
い
鳥
』
〈
子
ど
も
の
死
〉
関
連
童
話
作
品
」
一
覧
）
。
し
た
が
っ
て
、
『
赤
い
鳥
』
の

童
話
作
品
に
お
け
る
死
の
表
現
を
研
究
す
る
際
に
は
、〈
他
者
の
死
〉
だ
け
で
な
く
〈
子
ど
も

の
死
〉
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
言
及
し
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
河

原
和
枝
「『
赤
い
鳥
』
の
子
ど
も
た
ち :

 

誕
生
期
の
「
童
話
」
に
現
れ
た<

子
ど
も>

像
」（『
年

報
人
間
科
学 

一
二
』、
一
九
九
一
年
）、
河
原
和
枝
『
子
ど
も
観
の
近
代
』（
中
公
新
書
、
一

九
九
八
）、
山
田
美
和
「
児
童
文
学
作
品
の
テ
ー
マ
と
子
ど
も
観
の
変
遷-

-

『
赤
い
鳥
』
に
お

け
る
〈
死
〉
の
扱
い
を
中
心
と
し
て
」（『
児
童
文
化
研
究
所
所
報 
三
〇
』、
二
〇
〇
八
年
三

月
）、
峠
田
彩
香
「
近
代
的
「
子
ど
も
」
像
と
「
女
児
」
へ
の
一
考
察-

-
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
の

分
析
か
ら
」
（
『
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀
要 

八
』 

二
〇
一
一
年
二
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。 

 

河
原
和
枝
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
七
月
か
ら
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
三
月
ま

で
の
『
赤
い
鳥
』
前
期
に
あ
た
る
一
二
七
冊
に
収
め
ら
れ
た
、
作
家
の
創
作
と
考
え
ら
れ
る

二
三
八
編
の
童
話
作
品
を
対
象
と
し
て
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
、
童
謡
に
現
れ
る
子
ど
も
た
ち

の
イ
メ
ー
ジ
を
析
出
し
て
い
る
。
河
原
に
よ
る
と
、『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
子
ど
も
の
基
本
的

な
イ
メ
ー
ジ
は
、
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
１

。 

一
つ
は
、
社
会
の
道
徳
的
価
値
に
同
調
し
た
、
西
欧
的
な
新
し
い
市
民
社
会
型
の
モ
ラ
ル

を
表
現
す
る
「
良
い
子
」
あ
る
い
は
「
善
良
さ
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
。

も
う
一
つ
は
、
ひ
と
り
く
よ
く
よ
悩
む
精
神
的
に
弱
い
子
、
病
気
の
子
、
貧
し
い
子
、
虐
待

さ
れ
る
子
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
「
弱
い
子
」
あ
る
い
は
〈
弱
さ
〉
の
イ
メ
ー
ジ
に
属
す
る
グ

ル
ー
プ
。
最
後
は
、
近
代
文
学
に
描
か
れ
る
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
の
定
番
と
も
い
え
る
「
純

粋
な
子
」
あ
る
い
は
「
純
粋
さ
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
基
本
イ
メ
ー
ジ
は
相
互
に
排
他
的
な
も
の
で
は
な
く
、
二
つ
な
い
し
三
つ
の
イ
メ

ー
ジ
が
重
な
り
合
う
場
合
も
あ
る
。 
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こ
う
し
た
基
本
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
き
、
河
原
は
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
、
次
の
二
つ
の

ポ
イ
ン
ト
で
語
っ
て
い
る
。 

１
社
会
的
弱
者
と
し
て
描
か
れ
る
子
ど
も
と
〈
子
ど
も
の
死
〉
。
下
村
千
秋
「
曲
馬
団
の
『
ト

ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
（
第
二
一
巻
二
、
三
、
四
号
、
昭
和
三
年
九
月
～
一
一
月
）
の
中
で
、
軽
業

師
の
少
女
き
え
ち
ゃ
ん
は
芸
を
し
く
じ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
食
事
の
量
を
減
ら
さ
れ
、
衰
弱

死
し
て
し
ま
う
。
き
え
ち
ゃ
ん
が
代
表
す
る
子
ど
も
た
ち
は
「
大
人
の
下
で
働
き
、
社
会
や

大
人
の
圧
力
に
屈
す
る
だ
け
の
、
も
っ
と
も
弱
い
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
」
２

。
ま
た
、

加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」（
五
巻
二
号
、
一
九
二
〇
年
八
月
）
で
は
、
大
波
に
の
ま
れ
て
死

ん
だ
子
ど
も
の
為
吉
を
「
人
間
関
係
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
自
体
が
、
子
ど
も

を
大
人
と
の
権
力
関
係
の
な
か
で
弱
者
に
追
い
や
つ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
大
人
に
理
解

さ
れ
ず
に
不
満
を
も
つ
子
ど
も
」
の
一
人
と
し
て
論
じ
て
い
る
３

。 

 

２
純
粋
・
無
垢
な
る
子
ど
も
た
ち
と
〈
子
ど
も
の
死
〉
。
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」
（
二
一

巻
三
号
、
一
九
二
八
年
九
月
）
の
中
で
、
友
だ
ち
と
葦
場
で
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
の
太
一
は

お
爺
さ
ん
に
叱
ら
れ
、
一
人
で
葦
を
狩
り
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
川
に
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
河
原
は
太
一
の
死
を
、
小
川
未
明
「
海
蛍
」（
一
一
巻
二
号
、
一
九
二
三
年
八
月
）
に
描

か
れ
る
美
し
い
娘
の
死
と
同
様
に
、「
弱
さ
と
純
粋
さ
が
象
徴
的
に
描
か
れ
た
、
ロ
マ
ン
主
義

的
な
作
品
」
の
産
物
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
４

。 

 

同
じ
く
、
峠
田
彩
香
も
、『
赤
い
鳥
』
掲
載
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
〉
を
対
象
と
し
た
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
峠
田
は
河
原
の
三
つ
の
分
類
に
当
て
は
ま
ら
な
い
子
ど
も
が
多
い
こ
と

に
注
目
し
、
作
品
に
登
場
す
る
子
ど
も
た
ち
の
行
動
や
心
理
に
関
す
る
描
写
、
周
囲
の
人
物
・

動
物
・
植
物
な
ど
と
の
関
係
性
を
表
す
描
写
の
分
析
を
通
じ
て
、
河
原
の
分
類
を
踏
ま
え
た

新
た
な
〈
子
ど
も
〉
の
分
類
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
峠
田
は
子
ど
も
た
ち
を
「
自
己
犠
牲
」

型
、
「
目
的
遂
行
」
型
、
「
思
い
や
り
」
型
と
い
う
三
つ
の
「
良
い
子
」
像
と
、
「
加
害
」
型
、

「
不
服
従
」
型
、「
怠
惰
」
型
と
い
う
三
つ
の
「
悪
い
子
」
像
に
分
類
し
て
い
る
。 

こ
の
う
ち
、
峠
田
は
下
村
千
秋
「
曲
馬
団
の
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
の
少
女
き
え
ち
ゃ
ん
を

「
自
己
犠
牲
」
型
良
い
子
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
自
己
犠
牲
」
型
良
い
子
の
「
最
も

重
要
な
特
徴
は
、
男
児
は
こ
れ
に
属
す
る
も
の
が
い
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
」
５

と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
上
司
小
剣
「
鯉
」（
九
巻
一
号
、
一
九
二
二
年
七

月
）
の
、
病
気
の
父
に
鯉
を
食
べ
さ
せ
る
た
め
に
「
自
分
の
生
命
を
失
っ
て
も
構
わ
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
子
ど
も
正
作
と
、
小
川
未
明
「
娘
と
大
き
な
鐘
」（
一
三
巻
一
号
、
一
九
二
四
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年
七
月
）
の
、
父
の
病
気
を
治
す
た
め
に
池
の
睡
蓮
を
取
ろ
う
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
池
に
落

ち
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
娘
に
つ
い
て
は
、「
困
難
に
対
す
る
解
決
策
を
自
ら
考
え
、
目
的
を

果
た
そ
う
と
す
る
積
極
的
な
」
６

「
目
的
遂
行
」
型
良
い
子
に
分
類
し
て
い
る
。 

ま
た
、
大
木
篤
夫
「
十
二
の
月
」（
一
六
巻
五
、
六
号
、
一
九
二
六
年
五
、
六
月
）
で
、
召

使
い
マ
ル
ー
シ
ュ
カ
を
い
じ
め
続
け
、
最
後
は
雪
山
で
亡
く
な
る
ホ
レ
ー
ナ
を
「
加
害
」
型

悪
い
子
に
分
類
し
、
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」
で
子
ど
も
の
太
一
の
死
因
と
な
っ
た
、
男
児

同
士
の
喧
嘩
に
関
わ
っ
て
い
た
男
児
た
ち
も
「
加
害
」
型
悪
い
子
に
分
類
し
て
い
る
。『
赤
い

鳥
』
の
研
究
史
に
お
い
て
、「
＜
純
真
無
垢
＞
な
「
良
い
子
」
と
は
対
極
に
あ
る
＜
悪
い
子
＞

と
い
う
子
ど
も
像
を
見
出
し
こ
と
」
７

は
、
峠
田
の
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。 

山
田
美
和
は
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
に
お
け
る
、
死
と
い
う
テ
ー
マ
の
扱
い
方

と
子
ど
も
観
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
子
ど
も
は
教
育
を
怠
る
と
堕
落
し
て
し
ま
う
存
在
で

あ
り
、
教
育
を
受
け
る
前
は
無
能
力
で
無
価
値
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
明
治
時
代
の
子

ど
も
観
と
は
異
な
り
、
『
赤
い
鳥
』
は
「
標
榜
語
」
に
登
場
す
る
「
真
純
」
「
純
麗
」
「
純
清
」

と
い
っ
た
言
葉
が
示
し
て
い
る
よ
う
に 

、
掲
載
作
品
ほ
ぼ
す
べ
て
が
、
子
ど
も
を
無
垢
で
純

心
な
存
在
と
し
て
捉
え
る
鈴
木
三
重
吉
の
子
ど
も
観
と
文
学
理
念
に
貫
か
れ
て
い
る
と
山
田

は
主
張
す
る
８

。
そ
し
て
、
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
（
一
六
巻
一
号
、
一
九
二
六
年
一
月
）

を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

 

未
明
の
描
く
〈
子
ど
も
〉
は
、
こ
の
世
界
に
生
き
な
が
ら
、
別
の
世
界
と
も
つ
な
が
っ

て
い
る
両
義
的
な
存
在
で
あ
る
。
こ
の
物
語
で
は
異
界
と
こ
の
世
と
を
行
き
来
す
る
少
年

を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
子
ど
も
〉
と
い
う
存
在
に
孕
ま
れ
る
他
者
性
が
暴
露
さ
れ
て
い

る
。
死
ん
だ
友
人
は
、
少
年
の
目
に
し
か
見
え
ず
、
一
緒
に
い
る
母
親
に
は
見
え
な
い
。

死
を
媒
介
と
し
て
浮
か
び
上
げ
る
少
年
の
世
界
は
、
大
人
に
は
理
解
不
能
で
、
立
ち
入
る

こ
と
の
で
き
な
い
世
界
で
あ
る
９

。 

 

大
人
の
理
解
を
超
え
た
神
秘
的
な
存
在
と
し
て
、
登
場
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
子
ど
も

の
死
か
ら
は
「
大
人
の
知
解
の
及
ば
な
い
子
ど
も
の
世
界
に
対
す
る
畏
怖
と
も
言
え
る
態
度
」

１
０

が
読
み
取
れ
る
と
、
山
田
は
指
摘
し
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
作
品
で
描
か
れ
る
子
ど
も
を
言
動
に
基
づ
い
て
分
類
し
て
い
る
点

や
、
分
類
し
た
子
ど
も
像
と
物
語
の
内
容
と
の
関
係
か
ら
亡
く
な
る
子
ど
も
の
特
徴
を
明
ら



107 

 

か
に
し
て
い
る
と
い
う
点
、
ま
た
『
赤
い
鳥
』
全
体
を
貫
い
て
い
る
子
ど
も
観
と
〈
死
〉
の

扱
い
方
と
の
関
係
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
、『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉

研
究
に
と
っ
て
大
い
に
有
益
で
あ
る
。 

本
研
究
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、『
赤
い
鳥
』
掲
載
作
品
に
お
け
る
〈
死
〉

の
描
か
れ
方
に
注
目
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
本
章
で
は
、〈
超
自
然
的
要
素

を
含
ん
だ
子
ど
も
の
死
〉
〈
日
常
生
活
に
お
け
る
子
ど
も
の
死
〉
〈
子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
子

ど
も
の
死
〉
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

二 

超
自
然
的
な
要
素
を
含
ん
だ
〈
子
ど
も
の
死
〉 

『
赤
い
鳥
』
で
は
、
昔
話
な
ど
民
話
の
再
話
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
出

典
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
加
え
て
、
昔
話
の
再
話
も
創
作
童
話
も
す
べ
て
童

話
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
に
童
話
と
あ
る
場
合
、
そ
れ
が
再
話
な
の
か
、
創
作
な
の

か
判
断
が
つ
き
に
く
い
。
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
昔
話
の
再
話
を
す
べ
て
、
作
家
が
創

作
し
た
昔
話
風
の
童
話
と
分
類
す
る
場
合
、
昔
話
風
の
創
作
童
話
で
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
扱

っ
た
作
品
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
認
め
ら
れ
る
。 

久
保
田
万
太
郎
「
木
樵
と
そ
の
妹
」（
五
巻
四
号
、
一
九
二
〇
年
十
月
）
で
は
、
森
の
中
に

一
人
で
住
ん
で
い
る
木
樵
は
大
事
な
妹
を
亡
く
し
た
。
あ
ま
り
に
も
寂
し
い
た
め
、
木
樵
は

妹
の
様
子
を
模
し
た
木
の
人
形
を
彫
る
。
そ
の
人
形
に
息
吹
が
芽
生
え
、
木
樵
は
一
緒
に
暮

ら
し
は
じ
め
る
。
し
か
し
最
後
は
、
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
決
ま
り
を
破
り
、
木
樵
が

人
形
を
抱
き
上
げ
た
た
め
、
人
形
は
再
び
木
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。 

豊
島
與
志
雄
「
彗
星
の
話
」（
一
四
巻
六
号
、
一
九
二
五
年
六
月
）
で
は
、
凶
兆
と
さ
れ
る

一
際
強
く
光
る
星
が
流
れ
た
夜
に
生
を
受
け
た
ギ
リ
シ
ア
の
少
年
ケ
メ
ト
ス
が
、
祖
父
か
ら

自
分
の
不
思
議
な
出
生
話
を
聞
か
さ
れ
る
。
そ
の
日
か
ら
空
を
飛
べ
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
訓

練
を
重
ね
た
彼
は
、
あ
る
と
き
国
王
に
招
か
れ
て
宮
殿
へ
参
上
し
た
。
国
王
の
宴
で
技
の
披

露
を
求
め
ら
れ
た
ケ
メ
ト
ス
は
、
そ
の
ま
ま
彗
星
の
よ
う
に
美
し
く
大
河
の
淵
に
落
ち
て
い

っ
て
し
ま
う
。 

 

秋
庭
俊
彦
「
阿
呆
鳥
」（
一
一
巻
四
号
、
一
九
二
三
年
一
一
月
）
で
は
、
あ
る
海
辺
の
村
に
、

百
姓
の
親
子
が
い
た
。
一
人
息
子
の
太
郎
市
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
父
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か

な
い
強
情
者
で
、
父
親
を
困
ら
せ
て
ば
か
り
い
た
。
や
が
て
父
親
は
病
に
倒
れ
、
瀕
死
の
状
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態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
父
親
は
自
分
の
死
骸
を
山
に
埋
め
て
も
ら
い
た
い
一
心
か
ら
、「
死
骸

を
海
の
底
へ
捨
て
て
く
れ
よ
」
と
あ
べ
こ
べ
の
こ
と
を
太
郎
市
に
伝
え
た
。
し
か
し
、
太
郎

市
は
初
め
て
父
親
の
言
う
通
り
に
、
死
骸
を
海
へ
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
後
に
そ
れ
が
父
親
の

本
心
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、
太
郎
市
は
後
悔
の
あ
ま
り
、
海
に
身
を
投
げ
て
死
ん
で
し
ま

う
。
そ
し
て
、
死
ん
だ
太
郎
市
は
阿
呆
鳥
に
な
っ
た 

。 

「
木
樵
と
そ
の
妹
」
の
中
の
死
ん
だ
妹
は
、
実
際
に
は
登
場
し
て
い
な
い
。
妹
の
身
代
わ

り
と
し
て
木
の
人
形
に
命
を
与
え
、
ま
た
そ
の
命
を
奪
っ
た
木
樵
が
、
物
語
の
主
人
公
で
あ

る
。〈
子
ど
も
の
死
〉
は
昔
話
で
よ
く
見
ら
れ
る
親
の
死
と
同
様
に
、
主
人
公
を
孤
立
さ
せ
る

た
め
の
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
１
１

。
そ
し
て
、「
主
人
公
は
死
な
な
い
」
と
い
う
昔
話
の
法
則
１

２

を
一
見
破
っ
た
か
に
み
え
る
「
彗
星
の
話
」
で
は
、
ケ
メ
ト
ス
は
彗
星
の
化
身
で
あ
り
、

そ
の
死
は
彗
星
に
戻
る
美
し
い
儀
礼
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
が
成
り
立
つ
。
ま
た
、「
阿
呆
鳥
」

で
は
、
太
郎
市
は
亡
く
な
っ
て
か
ら
阿
呆
鳥
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
、
ケ
メ
ト
ス
と
太
郎
市

の
死
は
再
生
へ
の
道
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
「
死
な
な
い
主
人
公
」
と
い
う
法
則
は
守
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
二
作
品
で
描
か
れ
た
子
ど
も
の
死
は
、
そ
の
生
と
同
様
に
不
思
議
な
性
格
を

帯
び
て
い
る
。 

不
思
議
な
〈
死
〉
を
描
い
た
童
話
は
、
小
山
内
薫
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。
小
山
内
薫
「
俵

の
蜜
柑
」（
一
巻
一
号
、
一
九
一
八
年
六
月
）
で
は
、
問
屋
に
卸
す
は
ず
の
蜜
柑
を
全
部
食
べ

て
し
ま
っ
た
太
郎
が
、
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
蜜
柑
の
俵
に
入
っ
て
、
問
屋
を
騙
そ
う
と
す
る
。

そ
の
俵
を
担
い
で
帰
る
問
屋
は
、
途
中
で
太
郎
の
悪
戯
に
驚
き
、
全
て
の
蜜
柑
を
放
り
出
し

た
ま
ま
、
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
。
太
郎
は
、
残
り
の
蜜
柑
を
食
べ
尽
く
し
た
挙
句
、
お
腹
が

裂
け
て
し
ま
っ
た
。 

 

お
腹
が
裂
け
て
し
ま
っ
た
太
郎
は
お
そ
ら
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
物
語
の
中

で
は
そ
の
死
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
昔
話
風
の
童
話
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
描
か
れ
た
死
は

自
然
界
の
ル
ー
ル
を
超
え
た
、
不
思
議
な
物
語
の
世
界
に
の
み
存
在
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
は
宗
教
的
要
素
の
強
い
作
品
も
あ
る
。
そ
の
中
で

〈
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
は
以
下
の
三
作
品
で
あ
る
。 

中
村
星
湖
「
ザ
ク
ロ
の
実
」（
九
巻
三
号
、
一
九
二
二
年
九
月
）
は
、
仏
教
の
守
護
神
と
い

わ
れ
る
鬼
子
母
神
を
め
ぐ
る
話
で
あ
る
。
鬼
子
母
神
は
人
間
の
肉
が
好
き
で
、
よ
く
人
間
の

子
ど
も
を
浚
っ
て
餌
食
に
し
た
。
釈
迦
は
親
に
対
し
て
、
子
を
失
っ
て
は
じ
め
て
子
の
可
愛

さ
を
知
り
、
人
間
の
愛
情
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
語
り
な
が
ら
、
魔
女
の
災
い
が
な
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く
て
も
子
ど
も
は
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
の
で
、
子
ど
も
が
生
き
て
い
る
う
ち

に
親
ら
し
く
愛
し
て
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
る
。
そ
の
後
、
釈
迦
は
鬼
子
母
神
の
末
子

を
隠
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
魔
女
は
我
が
子
を
返
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
人
間
の
子
ど
も

を
取
ら
な
い
こ
と
を
釈
迦
に
誓
っ
た
。 

丹
野
て
い
子
「
芥
子
の
花
」（
三
巻
二
号
、
一
九
一
九
年
八
月
）
で
は
、
イ
ン
ド
の
あ
る
村

で
、
若
い
母
親
に
大
事
に
育
て
ら
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
重
病
に
冒
さ
れ
る
。
そ
の
母
親
に
向
か

っ
て
お
釈
迦
様
が
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
命
を
助
け
る
た
め
に
は
、
一
人
も
子
ど
も
を
死
な
せ
た
こ

と
の
な
い
家
か
ら
買
い
求
め
た
芥
子
が
必
要
だ
」
と
告
げ
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
探
し
て
も

子
ど
も
を
死
な
せ
た
こ
と
の
な
い
家
は
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
、
母

親
は
わ
が
子
の
死
を
諦
め
の
気
持
ち
で
受
け
入
れ
た
。 

宮
原
晃
一
郎
「
身
に
咲
い
た
花
」（
六
巻
二
号
、
一
九
二
一
年
二
月
）
で
は
、
勤
勉
で
学
問

が
よ
く
出
来
、
親
孝
行
で
信
仰
の
篤
か
っ
た
太
郎
が
、
死
ん
で
天
使
に
招
か
れ
て
天
国
へ
や

っ
て
く
る
。
太
郎
の
死
に
つ
い
て
、
神
様
は
悪
魔
サ
タ
ン
の
誘
惑
に
負
け
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
、
彼
を
早
く
天
国
へ
招
い
た
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
不
死
に
な
っ
た
太
郎
の
身
に
「
聖

書
の
教
え
」
と
い
う
花
が
咲
い
た
。 

 

丹
野
と
宮
原
の
作
品
は
、
ど
こ
の
家
で
も
子
ど
も
を
亡
く
し
た
こ
と
が
あ
る
と
気
づ
い
た

母
親
が
わ
が
子
の
死
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
仏
教
の
教
え
と
、
子
ど
も
の
死
は
き
れ
い
な
身

を
悪
魔
の
誘
惑
か
ら
守
る
た
め
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
投
影
し
て
い
る
。
死
の
イ
メ

ー
ジ
は
全
く
異
な
る
が
、
二
作
品
と
も
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
納
得
で
き
る
理
由
を
与
え
よ
う

と
す
る
試
み
が
見
て
と
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、〈
子
ど
も
の
死
〉
を
扱
う
童
話
作
品
を
論
じ
る
際
に
、
小
川
未
明
の
童
話
作
品

は
避
け
ら
れ
な
い
。
山
田
美
和
の
研
究
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
町
の
天
使
」
を
は
じ
め
、
小

川
未
明
は
超
自
然
的
な
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
童
話
作
品
を
い
く
つ
か
残
し
て
い
る
。 

ま
ず
、
「
け
し
の
圃
」
（
五
巻
一
号
、
一
九
二
〇
年
七
月
）
で
は
、
片
目
を
潰
し
た
乞
食
の

小
太
郎
を
お
父
さ
ん
が
売
り
飛
ば
そ
う
と
す
る
が
、
失
敗
に
終
わ
る
。
人
々
の
同
情
を
ひ
く

た
め
、
お
父
さ
ん
は
小
太
郎
の
義
眼
を
抜
き
と
っ
て
捨
て
る
。
と
う
と
う
お
父
さ
ん
に
捨
て

ら
れ
た
小
太
郎
は
行
き
倒
れ
て
、
死
の
国
に
入
っ
た
。
そ
し
て
死
後
の
世
界
で
実
の
家
族
に

出
会
い
、
何
不
足
な
い
生
活
を
送
っ
た
。 

「
娘
と
大
き
な
鐘
」（
一
三
巻
一
号
、
一
九
二
四
年
七
月
）
は
、
北
国
の
村
に
あ
る
寺
の
鐘

を
め
ぐ
る
話
で
あ
る
。
毎
日
鐘
つ
き
堂
の
鐘
を
つ
く
寺
男
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
村
人
は
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誰
も
彼
を
助
け
よ
う
と
せ
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
鐘
を
つ
く
こ
と
を
強
要
し
た
。
寺
男
の
娘
は

父
の
病
気
を
治
す
た
め
、
池
の
睡
蓮
を
取
ろ
う
と
す
る
が
、
誤
っ
て
池
に
落
ち
て
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
れ
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
と
き
、
鐘
を
吊
っ
て
い
た
綱
が
切
れ
て
鐘
が
落
ち
た
。

そ
の
後
、
村
人
た
ち
は
憚
る
気
持
ち
か
ら
、
女
の
子
ど
も
を
鐘
つ
き
堂
に
近
寄
ら
せ
な
く
な

っ
た
。 

「
赤
い
ガ
ラ
ス
の
宮
殿
」（
二
二
巻
一
号
、
一
九
二
九
年
一
月
）
で
は
、
一
人
身
の
平
三
は

村
は
ず
れ
の
丘
の
ふ
も
と
で
、
よ
く
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
子
ど
も
を
亡
く

し
た
母
が
子
ど
も
の
玩
具
を
川
に
捨
て
よ
う
と
し
た
が
、
平
三
は
そ
の
玩
具
を
も
ら
う
こ
と

に
し
た
。
し
か
し
、
平
三
が
留
守
の
間
に
、
村
の
子
ど
も
た
ち
が
玩
具
を
持
ち
出
し
て
無
く

し
て
し
ま
っ
た
。
冬
の
あ
る
と
き
、
平
三
は
徳
利
の
酒
を
飲
ん
で
眠
っ
て
し
ま
い
、
夢
を
見

た
。
夢
の
中
で
旅
に
出
た
平
三
は
、
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
に
出
会
う
。
子
ど
も
は
平
三
を
赤

い
ガ
ラ
ス
で
作
ら
れ
た
宮
殿
へ
案
内
し
た
。
そ
の
宮
殿
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
人
々
が
無
く

し
た
玩
具
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
か
な
い
ま
ま
、
平
三
は
目
を
覚
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
三
は

永
遠
に
村
か
ら
去
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
作
品
に
登
場
す
る
、
死
の
国
に
入
っ
た
小
太
郎
、
父
を
救
う
た
め
に
亡
く
な
っ

た
娘
、
平
三
の
夢
に
出
て
き
た
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
は
、
無
垢
で
純
心
な
存
在
で
あ
る
と
一

概
に
は
言
え
な
い
。
特
に
「
赤
い
ガ
ラ
ス
の
宮
殿
」
で
は
、
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
に
つ
い
て
、

平
三
は
「
お
れ
に
、
よ
く
悪
口
を
い
つ
た
り
、
石
を
投
げ
た
り
、
か
ら
か
つ
た
が
、
あ
の
子

は
、
可
愛
い
、
い
い
子
だ
つ
た
」
１
３

と
言
い
、
子
ど
も
の
母
は
「
ほ
ん
に
、
お
前
さ
ん
に
、

よ
く
い
た
づ
ら
し
た
つ
け
が
、
後
生
だ
か
ら
、
悪
く
思
つ
て
、
く
ん
な
き
ん
な
よ
。
ち
つ
と

も
悪
気
は
な
か
つ
た
の
だ
か
ら
」
１
４

と
語
っ
た
。
悪
口
を
言
っ
た
り
、
石
を
投
げ
た
り
、
い

た
ず
ら
を
す
る
子
ど
も
も
登
場
す
る
未
明
の
童
話
作
品
か
ら
は
、
多
様
な
子
ど
も
像
が
認
め

ら
れ
る
。
未
明
の
童
話
作
品
に
お
け
る
子
ど
も
像
に
関
し
て
は
、
後
章
で
詳
し
く
検
討
す
る
。 

未
明
の
こ
れ
ら
の
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
と
、
第
二
章
で
論
じ
た
未
明

の
「
海
蛍
」
に
登
場
す
る
、
亡
く
な
っ
て
か
ら
海
蛍
に
な
っ
た
娘
の
死
に
は
同
じ
く
、
超
自

然
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
死
は
終
焉
で
は
な
く
、
死
に
よ
っ
て
幻
想
の
世
界
に
入
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
未
明
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。 

 

三 

日
常
世
界
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉 

―
近
代
文
明
、
近
代
社
会
批
判
と
し
て
の
側
面
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か
ら
― 

第
二
節
で
紹
介
し
た
作
品
群
と
は
異
な
り
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
日
常
生
活
の
中
で
子
ど

も
の
死
を
扱
っ
た
作
品
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
要
素
が
な
い
作

品
で
は
、
子
ど
も
の
死
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
〈
死
〉
は
物
語

の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。 

 

ま
ず
、
経
済
的
に
全
く
恵
ま
れ
な
い
少
女
時
代
を
送
っ
た
母
親
を
モ
デ
ル
に
「
マ
ッ
チ
売

り
の
少
女
」
を
描
い
た
と
言
わ
れ
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
貧
し
い
生
活
に
耐
え
ら
れ
な
く
な

っ
た
、
哀
れ
な
〈
子
ど
も
〉
の
死
を
描
い
た
。『
赤
い
鳥
』
に
も
、
苦
し
い
生
活
か
ら
逃
れ
る

た
め
の
〈
死
〉、
苦
し
い
生
活
の
反
映
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
童

話
作
品
が
三
作
品
あ
る
。
中
村
星
湖
「
母
の
祈
り
」（
第
八
巻
五
号
、
大
正
十
一
年
五
月
）
は
、

家
族
の
死
に
次
々
と
遭
遇
す
る
母
の
視
点
か
ら
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
旦
那
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
、
一
番
頼
り
に
な
る
久
夫
、
一
番
可
愛
が
っ
て
い
た
勝
男
と
い
う
二
人
の
息
子
を
亡

く
し
た
母
は
、
朝
晩
一
心
に
祈
っ
た
神
様
に
も
愛
想
を
尽
か
し
た
。
そ
れ
で
も
、
重
病
に
な

っ
た
長
男
の
た
め
、
自
分
が
代
わ
り
に
死
ぬ
と
神
様
に
祈
っ
た
。
最
後
に
、
家
族
の
命
を
背

負
い
な
が
ら
、
長
男
は
生
き
残
っ
た
が
、
母
は
安
ら
か
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
物
語
の
舞
台

は
東
京
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
死
か
ら
明
白
な
東
京
批
判
、
近
代
文
明
批
判
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
一
人
の
母
の
壮
絶
な

人
生
と
子
ど
も
に
対
す
る
愛
情
が
物
語
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
、
下
村
千
秋
「
曲
馬
団
の
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
と
宮
原
晃
一
郎
「
二
太
郎

の
手
相
」（
第
二
一
巻
二
号
、
昭
和
三
年
八
月
）
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
死
を
通
じ
て
作
者

が
批
判
し
て
い
る
対
象
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
。「
二
太
郎
の
手
相
」
で
は
、
少
年
の
一

太
郎
と
二
太
郎
は
大
の
仲
良
し
で
あ
る
。
二
人
は
あ
る
易
者
の
爺
さ
ん
に
、
手
相
を
見
て
も

ら
っ
た
。
一
か
月
後
、
一
太
郎
は
蚤
に
喰
わ
れ
て
死
に
、
二
太
郎
は
同
じ
日
に
犬
に
喰
い
殺

さ
れ
る
と
言
わ
れ
、
二
人
と
も
気
に
か
か
っ
て
い
た
。
一
ヶ
月
後
の
そ
の
日
、
二
太
郎
は
易

者
の
忠
告
で
仕
事
を
休
ん
だ
が
、
一
太
郎
は
家
が
貧
し
い
た
め
休
ま
ず
に
仕
事
に
行
っ
た
。

結
局
、
二
太
郎
は
救
わ
れ
た
が
、
一
太
郎
は
仕
事
中
、
蚤
に
腹
を
刺
さ
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
。 物

語
の
舞
台
は
「
東
京
が
ま
だ
江
戸
と
い
つ
た
じ
ぶ
ん
、
下
町
の
あ
る
河
近
く
」
１
５

と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
主
人
公
の
一
太
郎
は
一
六
歳
の
大
工
の
子
で
、
二
太
郎
は
一
五
歳
の
瓦

屋
の
子
で
あ
る
。
童
話
の
結
末
部
で
、
一
太
郎
の
母
は
お
悔
や
み
に
来
た
二
太
郎
に
次
の
よ
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う
に
語
っ
た
。 

 

あ
た
し
の
と
こ
ろ
も
お
金
が
あ
る
な
ら
、
今
日
一
日
ぐ
ら
い
休
ま
せ
て
、
あ
な
た
と
一

し
ょ
に
釣
り
で
も
や
つ
た
ら
、
死
な
な
い
で
す
ん
だ
で
せ
う
に
ね
。
貧
乏
人
は
の
み
に
喰

は
れ
て
死
ぬ
の
が
さ
だ
ま
つ
た
運
で
せ
う
か
１
６

。 

  

一
太
郎
の
死
に
、
貧
し
さ
が
一
太
郎
の
死
を
招
い
た
と
い
う
母
の
語
り
に
、
貧
し
い
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
々
へ
の
同
情
の
意
が
読
み
取
れ
る
が
、
少
年
一
太
郎
が
大
工
の

仕
事
中
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
大
工
の
見
習
い
だ
っ
だ

少
年
の
一
太
郎
は
、
い
わ
ゆ
る
丁
稚
で
あ
る
。
丁
稚
制
度
に
関
し
て
は
、
明
治
四
五
年
（
一

九
一
二
年
）
の
一
月
下
旬
か
ら
二
月
下
旬
に
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
で
連
載
さ
れ
た
「
丁
稚
制

度
の
研
究
」
１
７

で
批
判
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
丁
稚
の
直
面
し
て
い
る
苦
し

い
状
況
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

 

丁
稚
に
対
す
る
主
人
の
冷
酷
無
情
な
る
が
如
き
は
そ
の
実
然
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
事
情
あ

る
を
知
る
し
こ
れ
に
よ
り
て
責
任
解
除
と
な
ら
ざ
る
に
し
て
も
多
少
の
情
状
酌
量
な
き
を

得
ざ
る
な
り
若
し
夫
れ
労
働
時
間
の
長
き
に
過
ぐ
る
如
き
は
、
そ
の
家
族
的
生
活
よ
り
来

る
も
の
に
し
て
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
家
政
事
務
と
営
業
事
務
の
区
別
な
く
に
由
る
も
の
な

る
是
れ
将
た
丁
稚
制
度
に
脱
れ
ざ
る
所
な
る
べ
く
而
し
て
此
理
由
に
基
く
労
働
報
酬
の
不

定
且
つ
不
安
な
る
と
、
労
働
時
間
の
長
き
に
過
ぐ
る
と
は
や
が
て
そ
の
日
暮
し
ゴ
マ
カ
シ

異
、
苟
安
姑
息
、
卑
劣
詐
欺
等
の
丁
稚
根
性
を
生
ぜ
し
て
む
る
も
の
に
し
て
、
こ
れ
あ
る

が
為
に
丁
稚
の
身
を
過
ら
し
め
１
８

。 

  

こ
の
文
章
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
丁
稚
は
長
時
間
働
か
さ
れ
て
い
る
上
に
、
報
酬
も
極

め
て
不
安
定
で
あ
る
。
物
語
は
一
太
郎
の
死
を
通
じ
て
、
丁
稚
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
労

働
環
境
や
悲
惨
な
生
活
状
況
も
描
き
出
し
て
い
る
。 

 

 

一
太
郎
は
や
つ
ぱ
り
そ
の
日
は
気
が
す
す
ま
な
い
か
ら
、
出
た
く
は
な
か
つ
た
の
で
す

が
、
家
が
た
い
へ
ん
貧
乏
な
の
で
、
一
日
も
休
む
こ
と
が
で
き
ず
仕
方
な
し
に
出
て
行
つ

た
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
高
い
と
こ
ろ
で
仕
事
を
し
て
ゐ
る
う
ち
足
を
す
べ
ら
し
て
落
ち
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た
と
こ
ろ
、
下
に
あ
つ
た
の
み
に
腹
を
さ
さ
れ
て
、
死
ん
だ
と
い
ふ
の
で
し
た
１
９

。 
物
語
で
は
一
太
郎
の
死
が
こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
一
日
も
休
む
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
危
険
が
予
知
さ
れ
て
い
て
も
、
一
太
郎
は
死
ぬ
と
い
う
結
末
に
迎
え
ざ
る
を
得
な
い
。

予
知
さ
れ
た
〈
死
〉
は
、
子
ど
も
た
ち
が
厳
し
い
労
働
に
従
事
し
続
け
る
こ
と
の
、
一
つ
の

帰
結
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
二
太
郎
の
手
相
」
の
少
年
の
死
と
い
う

悲
劇
的
な
結
末
に
は
、
児
童
労
働
に
対
す
る
強
い
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
下
村
千
秋
「
曲

馬
団
の
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
で
も
、
軽
業
師
の
少
女
き
え
ち
ゃ
ん
は
芸
を
し
く
じ
っ
た
こ
と

か
ら
、
団
長
に
食
事
を
減
ら
さ
れ
て
、
衰
弱
死
し
て
し
ま
う
。
少
女
き
え
ち
ゃ
ん
の
死
に
も
、

児
童
労
働
に
対
す
る
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
関
し
て
は
、
次
章
で
詳
し
く

検
討
す
る
。 

 

四 

子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
〈
子
ど
も
の
死
〉 

 

社
会
批
判
の
手
段
と
し
て
語
ら
れ
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
以
外
に
も
、『
赤
い
鳥
』
に
は
子
ど

も
の
視
線
や
子
ど
も
の
心
理
か
ら
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
童
話
作
品
も
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
。 

例
え
ば
、
吉
田
夏
子
「
信
ち
ゃ
ん
の
死
」（
六
巻
五
号
、
一
九
二
一
年
五
月
）
は
、
四
郎
と

幼
馴
染
の
信
を
め
ぐ
る
話
で
あ
る
。
腕
っ
節
の
弱
い
信
は
い
つ
も
四
郎
に
頼
っ
て
い
た
。
四

郎
は
信
の
い
た
ず
ら
に
困
ら
さ
れ
な
が
ら
、
時
に
怒
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
常
に
信
の
味
方

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
時
、
信
が
突
然
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。
四
郎
は
信
の
こ
と
を
心

配
し
な
が
ら
、
淋
し
く
、
悲
し
く
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
あ
る
夜
、
信
が
つ
い
に
病
院
で
亡

く
な
っ
て
し
ま
う
。
仏
壇
に
線
香
を
上
げ
な
が
ら
涙
を
流
す
祖
母
の
姿
を
見
る
と
、
四
郎
は

信
の
こ
と
を
本
当
に
可
哀
そ
う
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
大
き
く
な
っ
た
四
郎
だ
が
、
い
ま

だ
に
一
番
の
親
友
で
あ
る
信
の
死
を
哀
し
く
思
っ
て
い
た
。 

こ
の
作
品
は
抽
選
童
話
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
掲
載
号
の
「
童
話
選
評
」
２
０

で

は
、
こ
の
作
品
に
関
す
る
鈴
木
三
重
吉
の
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

無
論
た
い
し
た
深
み
の
あ
る
作
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
四
郎
さ
ん
と
信
の
、
あ

あ
い
ふ
交
互
の
心
持
は
子
供
の
心
理
の
或
一
つ
の
證
券
と
し
て
十
分
意
味
の
あ
る
主
題
だ

と
思
ひ
ま
す
。
か
き
方
に
は
私
が
よ
い
よ
い
て
を
入
れ
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
、
対
話
に

よ
つ
て
、
性
格
な
り
、
そ
の
場
の
推
移
な
ど
を
活
現
さ
せ
る
こ
と
が
ま
だ
下
手
で
す
。（
中
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略
）
併
し
、
多
く
の
応
募
者
に
比
べ
る
と
、
吉
田
さ
ん
は
一
人
際
立
つ
て
光
つ
て
ゐ
ま
す
。

原
作
で
も
、
十
分
あ
あ
し
た
、
い
ろ
い
ろ
の
気
合
の
空
気
が
か
な
り
よ
く
写
せ
て
ゐ
ま
し

た
。
作
と
し
て
、
深
い
も
の
で
は
な
い
代
わ
り
に
、
全
体
が
一
種
の
気
分
で
し
つ
く
り
と

纏
ま
つ
て
ゐ
ま
す
。
毎
回
二
三
篇
は
、
主
題
だ
け
で
は
丁
寸
面
白
い
も
の
を
よ
こ
す
人
は

あ
り
ま
す
が
、
話
に
気
分
や
空
気
の
出
て
ゐ
る
も
の
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
単

な
る
事
実
や
問
題
の
提
出
と
い
ふ
の
み
で
芸
術
品
に
は
な
り
に
く
い
で
す
２
１

。 

 三
重
吉
の
評
論
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
信
ち
ゃ
ん
の
死
」
は
子
ど
も
の
心
理
を
物
語
の

中
で
十
分
に
表
現
で
き
た
と
こ
ろ
が
非
常
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
大
人
世
界
の
論
理
と
対
比

し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
心
理
を
巧
み
に
描
い
て
い
る
。 

信
の
家
は
大
き
な
酒
蔵
で
、
四
郎
の
家
は
そ
の
分
家
で
あ
る
。
昔
、
四
郎
の
祖
父
が
信
の

祖
父
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
四
郎
の
家
で
は
信
の
家
の
こ
と
を
大
事
に
思

っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
四
郎
は
信
と
少
し
で
も
口
喧
嘩
を
す
る
と
、
い
つ
も
両
親
か
ら
ひ

ど
く
叱
ら
れ
た
。
普
段
は
何
で
も
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
る
祖
母
も
、「
信
に
逆
ら
つ
て
は

い
け
な
い
よ
。
み
ん
な
と
遊
ぶ
と
き
に
は
必
ず
信
を
い
れ
て
お
上
げ
よ
」
と
、
四
郎
に
言
い

つ
け
る
。 

信
に
対
し
て
大
人
た
ち
と
異
な
る
態
度
を
取
っ
て
い
る
の
は
子
ど
も
の
四
郎
と
、
四
郎
の

兄
の
み
で
あ
る
。
四
郎
は
、
皆
が
む
や
み
に
信
を
可
愛
が
る
の
が
不
満
だ
っ
た
。
兄
も
「
な

ん
だ
、
向
ひ
の
ぼ
ん
く
ら
。
信
の
ぽ
ん
つ
く
奴
」
と
い
う
。
実
際
、
信
も
「
そ
ん
な
大
き
な

家
の
子
の
く
せ
に
」
、
四
郎
以
外
の
子
ど
も
に
対
し
て
「
か
ら
意
気
地
が
な
く
て
」
、
た
だ
四

郎
だ
け
を
「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
た
り
、
言
つ
た
り
し
て
困
ら
せ
る
」。 

ま
た
、
信
は
自
身
の
不
注
意
で
畳
の
上
に
倒
れ
た
時
、
四
郎
が
自
分
を
突
き
飛
ば
し
た
と

嘘
を
つ
い
た
。
大
人
の
女
中
は
信
を
庇
っ
て
、
四
郎
に
謝
れ
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一

緒
に
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
は
「
君
ぢ
や
な
い
や
ね
。
四
郎
さ
ん
。
僕
だ
つ
て
知
つ
て
る

よ
」
と
四
郎
を
慰
め
る
。
作
品
は
信
に
対
す
る
接
し
方
の
対
比
を
通
じ
て
、
子
ど
も
世
界
と

大
人
世
界
と
の
違
い
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。 

し
か
し
、
二
つ
の
世
界
の
違
い
は
、
信
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
消
え
て
い
く
。
信
が
病
気

に
な
っ
て
か
ら
、
信
ち
ゃ
ん
の
家
の
人
、
四
郎
の
両
親
と
祖
母
、「
平
生
は
信
ち
ゃ
ん
の
悪
口

ば
か
り
言
つ
て
ゐ
た
」
兄
も
皆
心
配
し
、
代
わ
る
代
わ
る
病
気
へ
見
舞
い
に
行
っ
た
。
四
郎

は
ど
の
よ
う
な
反
応
し
た
の
か
、
物
語
に
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。 
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四
郎
さ
ん
は
信
ち
ゃ
ん
の
お
家
や
自
分
の
家
に
、
何
と
も
分
ら
な
い
、
怖
い
こ
と
が
出

来
わ
い
て
来
る
や
う
な
気
が
し
て
、
門
口
の
柱
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
信
ち
ゃ
ん
の
お
家

の
、
閉
ま
つ
た
大
戸
を
見
つ
め
て
立
つ
て
ゐ
た
り
し
ま
し
た
。
外
に
は
雲
つ
た
早
い
三
月

の
、
肌
寒
い
風
が
ふ
い
て
ゐ
ま
し
た
２
２

。 

 

自
分
の
家
の
門
口
の
柱
に
つ
か
ま
り
、
信
の
家
の
門
を
見
詰
め
る
四
郎
の
姿
か
ら
、
子
ど

も
の
心
配
や
不
安
、
友
だ
ち
へ
の
愛
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
涙
を
流
し
な
が
ら
仏

壇
へ
線
香
を
あ
げ
る
祖
母
の
様
子
を
見
る
と
、
四
郎
は
「
ひ
と
り
で
に
悲
し
く
な
つ
て
、
信

ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
本
当
に
可
哀
さ
う
だ
」
と
思
っ
た
。「
信
ち
ゃ
ん
の
死
」
に
お
け
る
子
ど
も

世
界
と
大
人
世
界
の
対
比
は
、
子
ど
も
世
界
の
純
粋
さ
を
際
立
た
せ
る
た
め
だ
け
で
な
く
、

あ
る
出
来
事
を
契
機
に
二
つ
の
世
界
が
交
差
す
る
可
能
性
も
提
示
し
て
い
る
。 

そ
し
て
物
語
の
最
後
、
中
学
二
年
生
に
な
っ
た
四
郎
が
、「
未
だ
に
と
き
ど
き
信
ち
ゃ
ん
の

こ
と
を
思
ひ
だ
す
」
と
語
ら
れ
る
。
続
く
「
自
分
の
一
ば
ん
好
き
な
、
一
ば
ん
い
い
友
だ
ち

が
亡
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
や
う
に
、
寂
し
く
悲
し
く
な
つ
て
来
ま
す
」
と
い
う
一
文
に
は
、

四
郎
の
信
と
の
温
か
い
友
情
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
友
だ
ち
に
対
す
る
哀
悼
の
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。 

「
信
ち
ゃ
ん
の
死
」
は
子
ど
も
同
士
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
、
子
ど
も
特
有
の
心
理
や
感

情
の
変
化
を
う
ま
く
表
現
し
た
作
品
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
友
だ
ち
と
の
死
別
な
ど
の
喪

失
体
験
が
も
た
ら
す
感
情
の
変
化
に
つ
い
て
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
間
で
は
自
己
批
判
な
ど
、

後
悔
と
不
安
の
気
持
ち
の
表
出
が
よ
く
確
認
さ
れ
て
い
る
２
３

。
森
三
郎
「
沼
」（
七
巻
一
号
、

一
九
三
四
年
一
月
）
と
小
松
淑
郎
「
弟
」
（
八
巻
五
号
、
一
九
三
四
年
一
一
月
）
は
と
も
に
、

喪
失
体
験
後
の
感
情
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。 

森
三
郎
「
沼
」
は
、
一
年
生
の
雄
吉
の
家
の
隣
に
、
七
歳
の
男
の
子
清
が
家
族
と
一
緒
に

引
っ
越
し
に
き
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
清
は
父
親
の
い
な
い
一
人
っ
子
で
、
ま
た
幼
少
期

に
小
児
麻
痺
に
か
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
片
足
に
障
が
い
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
清
の
母

は
雄
吉
ら
に
清
と
一
緒
に
遊
ん
で
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
り
、
遊
ん
で
く
れ
た
お
礼
に
お
菓
子
を

く
れ
た
り
も
し
た
。
雄
吉
は
清
の
こ
と
を
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
な
が
ら
も
、
一
緒
に
遊
ん

で
い
る
と
こ
ろ
を
他
の
人
に
見
ら
れ
た
ら
馬
鹿
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
考
え
た

り
も
し
た
。
し
か
し
、
夏
休
み
が
近
づ
い
た
あ
る
日
、
清
が
不
意
に
亡
く
な
っ
た
。 
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清
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
間
も
な
く
、
雄
吉
は
大
阪
へ
お
嫁
に
行
っ
た
姉
が
清
を
背
負
っ
て

い
る
夢
を
見
た
。
夢
の
中
で
、
姉
は
雄
吉
の
顔
を
見
て
も
知
ら
ん
顔
を
し
て
い
た
。
雄
吉
は

夢
の
中
の
姉
が
な
ぜ
自
分
を
無
視
す
る
の
か
「
ふ
し
ぎ
だ
な
と
思
ふ
」
が
、
そ
れ
は
清
の
死

後
に
生
ま
れ
た
不
安
な
気
持
ち
を
雄
吉
が
自
覚
で
き
て
い
な
い
と
き
、
夢
と
い
う
か
た
ち
を

と
っ
て
現
れ
た
と
理
解
で
き
る
。 

そ
の
次
の
日
、
雄
吉
は
清
の
家
の
近
く
に
あ
る
沼
の
そ
ば
で
、
清
の
熊
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を

見
つ
け
た
。
そ
の
と
き
、
清
と
一
緒
に
遊
ん
で
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、「
と
て
も
わ
る
い
こ

と
だ
つ
た
や
う
な
気
が
」
し
て
き
た
。
ま
た
、
清
の
母
の
優
し
い
笑
顔
を
思
い
出
し
た
ら
、

「
清
の
家
へ
あ
そ
び
に
い
か
な
か
つ
た
こ
と
が
、
と
て
も
損
を
し
た
や
う
に
」
２
４

思
わ
れ
た
。

物
語
の
最
後
、
雄
吉
は
足
で
熊
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
蹴
っ
て
、
沼
へ
落
と
し
た
。
熊
の
ぬ
い
ぐ

る
み
を
蹴
る
と
い
う
行
動
は
、
清
と
遊
ば
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
後
悔
、
清
の
母
に
対
す
る
申

し
訳
な
さ
な
ど
、
幼
い
雄
吉
の
抑
え
き
れ
な
い
感
情
の
表
れ
で
も
あ
る
。 

小
松
淑
郎
「
弟
」
は
、
浩
吉
と
豊
の
二
人
の
兄
弟
を
め
ぐ
る
話
で
あ
る
。
兄
の
浩
吉
は
五

年
生
で
、
体
が
弱
く
、
内
気
な
子
で
あ
る
。
弟
の
豊
は
三
年
生
で
、
店
の
手
伝
い
な
ど
も
す

る
、
と
て
も
元
気
な
子
で
あ
る
。
夏
休
み
の
あ
い
だ
、
兄
弟
の
う
ち
一
人
は
母
と
一
緒
に
温

泉
に
、
も
う
一
人
は
父
と
一
緒
に
海
に
行
く
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
父
が
怖
い
豊
は
母
と
一

緒
に
温
泉
に
行
け
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
た
。
結
局
、
温
泉
の
成
分
が
体
に
効
く
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
浩
吉
が
母
と
温
泉
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
温
泉
に
い
る
時
、

母
は
す
ぐ
帰
れ
と
電
報
を
も
ら
っ
た
。
弟
が
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
種
を
食
べ
て
、
ひ
ど
い
病
気

に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
母
と
浩
吉
が
家
に
帰
っ
て
ま
も
な
く
、
弟
は
亡
く
な
っ
た
。

物
語
の
結
末
で
、
浩
吉
の
気
持
ち
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

あ
の
と
き
、
も
し
豊
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
と
温
泉
へ
い
つ
て
ゐ
た
ら
、
む
ろ
ん
死
な
ず

に
す
ん
だ
ら
う
。」
と
、
浩
吉
は
よ
く
考
へ
て
見
ま
す
。
そ
の
か
は
り
、
じ
ぶ
ん
が
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
の
種
を
食
べ
て
死
ん
で
ゐ
た
か
も
し
れ
ば
い
と
思
ふ
と
、
言
ふ
に
い
は
れ
な
い
へ

ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
２
５

。 

 

こ
の
よ
う
に
、
弟
の
死
と
自
分
の
生
と
い
う
究
極
の
二
択
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
浩
吉
は
、

ど
の
よ
う
な
感
情
を
抱
い
た
の
か
。
物
語
で
は
、
浩
吉
の
心
の
葛
藤
が
「
言
ふ
に
い
は
れ
な

い
へ
ん
な
気
持
ち
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
気
持
ち
が
具
体
的
に
何
な
の
か
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は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
第
三
章
で
紹
介
し
た
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
は
、
極
楽
が
ど

の
よ
う
な
空
間
な
の
か
、
鼠
に
は
魂
が
あ
る
の
か
な
ど
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
が
な
い
か
ら

こ
そ
、
命
を
め
ぐ
る
思
考
が
物
語
内
の
子
ど
も
た
ち
に
留
ま
ら
ず
、
物
語
外
の
読
者
を
も
巻

き
込
む
か
た
ち
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
弟
」
で
は
、
弟
の
死
に
直
面
し
た
際
に

生
じ
た
浩
吉
の
不
安
、
葛
藤
、
悩
み
な
ど
の
感
情
が
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
と
し
て

物
語
外
の
読
者
の
共
感
を
呼
び
起
こ
す
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。 

 

結
び 

 

本
章
で
は
、『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
表
現
を
大
き
く
〈
超
自

然
的
な
要
素
を
含
ん
だ
子
ど
も
の
死
〉
と
〈
日
常
世
界
に
お
け
る
子
ど
も
の
死
〉〈
子
ど
も
の

目
か
ら
見
た
子
ど
も
の
死
〉
の
三
つ
に
分
け
、
そ
れ
ら
の
特
徴
を
個
々
の
作
品
の
分
析
を
通

じ
て
概
観
し
て
み
た
。 

ま
ず
、〈
超
自
然
的
な
要
素
を
含
ん
だ
子
ど
も
の
死
〉
は
、
昔
話
風
の
創
作
童
話
や
宗
教
的

要
素
の
強
い
作
品
に
多
く
見
ら
れ
た
。
木
樵
の
妹
に
よ
く
似
た
姿
で
生
を
受
け
、
最
後
は
再

び
た
だ
の
木
に
戻
っ
て
い
く
木
の
人
形
や
、
彗
星
の
化
身
と
し
て
美
し
く
大
河
へ
落
ち
て
い

き
、
死
し
て
彗
星
へ
と
戻
っ
て
い
く
ケ
メ
ト
ス
、
海
に
身
を
投
げ
、
死
ん
で
阿
呆
鳥
に
な
る

太
郎
市
な
ど
、
自
然
界
の
ル
ー
ル
を
超
え
た
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
で
の
み
存
在
す
る
よ

う
な
生
と
死
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
昔
話
に
は
「
主
人
公
は
死
な
な
い
」

と
い
う
法
則
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
創
作
童
話
に
も
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
結
果
、
死
が
同

時
に
再
生
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
宗
教
的
要
素

が
強
い
作
品
は
、
そ
の
宗
教
の
世
界
観
に
基
づ
い
て
寓
話
的
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
作
品
の
舞
台
や
登
場
人
物
の
生
ま
た
は
死
も
、
し
ば
し
ば
超
自
然
的
な
、
フ
ィ

ク
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

小
川
未
明
の
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
も
、
超
自
然
的
な
要
素
が
含
ま
れ

て
い
る
。
死
に
よ
っ
て
幻
想
の
世
界
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
未
明
童
話

に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
死
が
終
焉
を
意
味
せ
ず
、
死

後
の
生
の
存
在
が
暗
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
明
童
話
で
は
死
だ
け
で
な
く
生
の
在
り

よ
う
も
多
様
に
な
っ
て
い
る
。 

一
方
、〈
日
常
世
界
に
お
け
る
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
の
多
く
に
は
、
厳
し
い
労
働

環
境
や
貧
し
い
生
活
、
貧
し
さ
ゆ
え
の
非
運
に
翻
弄
さ
れ
る
大
人
や
、
そ
れ
ら
に
耐
え
な
が
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ら
生
き
、
死
ん
で
い
く
子
ど
も
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
近
代
の
社
会
や
文
明
そ
の
も

の
の
あ
り
方
を
批
判
す
る
作
者
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
か
弱
き
子
ど
も
の
死
は
近
代

社
会
、
近
代
文
明
の
非
人
間
性
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
子
ど
も
の
視
線
や
心
理
か
ら
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
も
あ
る
。
吉
田
夏

子
の
「
信
ち
ゃ
ん
の
死
」
や
森
三
郎
の
「
沼
」、
小
松
淑
郎
の
「
弟
」
は
、
友
人
や
兄
弟
と
の

死
別
を
通
じ
て
、
子
ど
も
同
士
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
、
子
ど
も
特
有
の
心
理
や
感
情
の
変

化
、
残
さ
れ
た
子
ど
も
の
喪
失
体
験
や
自
己
批
判
な
ど
、
不
安
や
後
悔
が
入
り
混
じ
っ
た
複

雑
な
感
情
の
表
出
を
こ
ま
か
く
描
い
て
い
る
。 

以
上
の
分
析
か
ら
、〈
超
自
然
的
な
要
素
を
含
ん
だ
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
は
、〈
死

と
は
何
か
〉
や
〈
生
と
死
の
関
係
性
〉
と
い
っ
た
大
き
な
観
点
か
ら
死
に
対
す
る
作
者
の
考

え
を
読
者
に
伝
え
る
た
め
に
子
ど
も
の
死
を
扱
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

〈
日
常
世
界
に
お
け
る
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
は
、
他
者
の
生
命
の
消
失
に
直
面
し

た
際
に
生
じ
る
哀
れ
み
や
不
安
、
後
悔
、
苦
悩
な
ど
の
感
情
を
読
者
と
共
有
す
る
契
機
と
し

て
、
子
ど
も
の
死
を
扱
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
〈
子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
子
ど

も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
は
、
友
だ
ち
と
の
死
別
が
大
人
と
は
異
な
る
、
子
ど
も
特
有
の
複

雑
な
心
理
や
感
情
の
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
、
子
ど
も
は
子
ど
も
の
目
か
ら
〈
死
〉
を
受
け

止
め
、
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
読
者
に
伝
え
る
た
め
に
子
ど
も
の
死
を
扱
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

   

注 １
河
原
和
枝
「『
赤
い
鳥
』
の
子
ど
も
た
ち :

 

誕
生
期
の
「
童
話
」
に
現
れ
た<

子
ど
も>

像
」

（『
年
報
人
間
科
学 

一
二
』、
一
九
九
一
年
）
一
四
六
～
一
五
一
頁 

２
河
原
和
枝
『
子
ど
も
観
の
近
代 

:
 

『
赤
い
鳥
』
と
「
童
心
」
の
理
想
』
（
中
央
公
論
社
、

一
九
九
八
年
） 

一
一
八
～
一
一
九
頁 

３
河
原
和
枝 

前
掲
書 

一
二
〇
頁 

４
河
原
和
枝 

前
掲
書 

一
二
八
頁 

５
峠
田
彩
香
「
近
代
的
「
子
ど
も
」
像
と
「
女
児
」
へ
の
一
考
察-

-

雑
誌
『
赤
い
鳥
』
の
分

析
か
ら
」（『
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀
要 

(8
)

』、
二
〇
一
一
年
二
月
）
頁 
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６
峠
田
彩
香 

前
掲
論
文 

六
七
頁 

７
峠
田
彩
香 

前
掲
論
文 

七
九
頁 

８
山
口
美
和
「
児
童
文
学
作
品
の
テ
ー
マ
と
子
ど
も
観
の
変
遷 :

 

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
〈
死
〉

の
扱
い
を
中
心
と
し
て
」
（
児
童
文
化
研
究
所
所
報 3

0

』、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
一
〇
二
頁 

９
山
田
美
和 

前
掲
論
文 

一
〇
五
頁 

１
０
山
田
美
和 

前
掲
論
文 

一
〇
七
頁 

 

１
１
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
小
澤
俊
夫
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
～
そ
の
形
式
と
本
質
』

（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
九
五
年
）
一
一
八
頁 

１
２
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
野
村
ひ
ろ
し
訳
『
昔
話
の
解
釈
～
い
ま
で
も
や
っ
ぱ
り
生

き
て
い
る
』（
筑
摩
書
房 

、
一
九
九
七
年
）
八
六
頁 

１
３
小
川
未
明
「
赤
い
ガ
ラ
ス
の
宮
殿
」
五
七
頁 

１
４
小
川
未
明
「
赤
い
ガ
ラ
ス
の
宮
殿
」
五
七
頁 

１
５
宮
原
晃
一
郎
「
二
太
郎
の
手
相
」
八
八
頁 

１
６
宮
原
晃
一
郎
「
二
太
郎
の
手
相
」
九
三
頁 

１
７
丸
山
侃
堂
、
今
村
南
史
『
丁
稚
制
度
の
研
究
』
政
教
社
、
一
九
一
二
年 

 

１
８
丸
山
侃
堂
、
今
村
南
史 

前
掲
書 

九
五
頁 

１
９
丸
山
侃
堂
、
今
村
南
史 

前
掲
書 

九
三
頁 

２
０
鈴
木
三
重
吉
「
童
話
選
評
」（
六
巻
五
号
、
一
九
二
一
年
五
月
） 

２
１
鈴
木
三
重
吉
「
童
話
選
評
」
九
四
頁 

２
２
吉
田
夏
子
「
信
ち
ゃ
ん
の
死
」
三
九
頁 

２
３
森
茂
起
「
悲
し
み
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
と
き
に
起
き
る
問
題 

: 

子
ど
も
に
残
る
ト
ラ

ウ
マ
症
状
に
つ
い
て
」（
『
児
童
心
理
』、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
三
一
～
三
二
頁 

２
４
森
三
郎
「
沼
」
四
九
頁 

２
５
小
松
淑
郎
「
弟
」
七
五
頁 
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第
七
章 

〈
子
ど
も
の
死
〉
と
宗
教
と
の
関
わ
り 

 
 

―
宮
原
晃
一
郎
「
身
に
咲
い
た
花
」
を
め
ぐ
っ
て
― 

 

         

  



121 

 

一 
宮
原
晃
一
郎
と
『
赤
い
鳥
』 

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
描
か
れ
方
が
大
き
く
〈
超
自
然
的
要
素
を
含

ん
だ
子
ど
も
の
死
〉
〈
日
常
生
活
に
お
け
る
子
ど
も
の
死
〉
〈
子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
子
ど
も

の
死
〉
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
六
章
で
述
べ
た
。
本
章
で
は
、〈
超
自
然
的
要
素

を
含
ん
だ
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
と
し
て
宮
原
晃
一
郎
の
「
身
に
咲
い
た
花
」（
六
巻

二
号
、
一
九
二
一
年
二
月
）
を
取
り
上
げ
、
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
描
写
に
関

す
る
特
徴
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。 

宮
原
晃
一
郎
は
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、『
赤
い
鳥
』
に
五
四
篇
も
の
童
話
作

品
を
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
主
宰
の
鈴
木
三
重
吉
に
次
い
で
多
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、『
赤
い
鳥
』
研
究
に
お
い
て
宮
原
の
業
績
に
言
及
し
た
も
の
や
、
宮
原
の
作
品
を
研
究

し
た
も
の
は
少
な
い
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
宮
原
の
作
品
の
多
く
が
創
作
童
話
で
は
な
く
昔

話
の
再
話
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
宮
原
の
作
品
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、
昔
話
の
中
に
も
近
代
的
な
解
釈
や
新
し

い
感
覚
の
文
体
を
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
る
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
翻

訳
家
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
翻
訳
を
通
じ
て
得
た
西
欧
文
化
の
知
識
を
作

品
に
盛
り
込
む
な
ど
、
宮
原
の
独
自
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
箇
所
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
１

。 

宮
原
晃
一
郎
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。〈
超
自
然
的
要
素
を
含
ん
だ
子

ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
に
は
、
宗
教
的
要
素
が
強
い
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。
宗
教
的

要
素
の
強
い
作
品
の
「
超
自
然
的
要
素
」
は
、
そ
の
宗
教
の
教
義
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

宮
原
の
「
身
に
咲
い
た
花
」
は
、
彼
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
性
が
最
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
た

作
品
の
一
つ
と
言
え
る
。 

「
身
に
咲
い
た
花
」
に
関
す
る
先
行
研
究
は
極
め
て
少
な
く
、「
『
太
郎
の
信
仰
の
百
合
と
、

愛
の
ば
ら
が
イ
エ
ス
様
の
む
か
む
り
に
飾
ら
れ
た
と
き
、
天
国
に
新
た
な
不
死
の
生
命
が
一

つ
加
は
つ
た
こ
と
を
祝
ふ
歌
の
声
に
鳴
り
渡
り
ま
し
た
』
と
い
う
末
尾
の
美
し
い
文
章
が
印

象
的
で
あ
る
」
２

と
い
う
平
井
法
の
評
価
以
外
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
本
章
で
は
キ

リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
宮
原
晃
一
郎
に
注
目
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
が
宮
原
の
物
語
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、「
身
に
咲
い
た
花
」
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
描

写
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 
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二 
宮
原
晃
一
郎
と
日
本
聖
公
会
北
海
道
教
区 

 
宮
原
晃
一
郎
は
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
年
）
九
月
、
鹿
児
島
市
に
生
ま
れ
た
。
父
親
の

転
勤
、
転
職
の
た
め
に
大
阪
、
青
森
、
鹿
児
島
と
、
住
む
と
こ
ろ
を
転
々
と
し
３

、
明
治
二

五
年
（
一
八
九
八
年
）、
満
一
〇
歳
の
時
に
祖
母
に
連
れ
ら
れ
姉
、
次
弟
と
と
も
に
先
に
北
海

道
へ
入
植
し
て
い
た
父
母
の
と
こ
ろ
へ
移
る
。
そ
し
て
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）、
満

一
八
歳
の
時
に
英
国
聖
公
会
の
宣
教
師
か
ら
英
語
と
聖
書
の
教
え
を
受
け
る
。
そ
の
二
年
後

の
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
年
）、
教
会
関
係
者
の
紹
介
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
新
聞
社

で
あ
る
北
斗
日
報
社
に
記
者
と
し
て
就
職
し
た
４

。
ま
た
こ
の
年
、
宮
原
は
洗
礼
を
受
け
て

い
る
。
そ
の
後
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
に
小
樽
新
聞
社
へ
移
り
記
者
と
し
て
活
動

し
て
い
た
が
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
年
）、
作
家
を
志
し
て
上
京
、
以
降
創
作
活
動
に
入
っ

た
５

。 

宮
原
が
洗
礼
を
受
け
た
聖
公
会
は
、
一
六
世
紀
に
ロ
ー
マ
教
皇
庁
か
ら
独
立
し
た
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
国
教
会
の
系
統
に
属
す
る
教
派
で
あ
る
６

。
聖
公
会
の
信
仰
は
一
八
世
紀
か
ら
一
九

世
紀
に
か
け
て
、
英
国
と
米
国
の
両
聖
公
会
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

日
本
に
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）、
米
国
聖
公
会
か
ら
二
人
の
宣
教
師
が
渡
来
し
、
今
日

の
礎
が
築
か
れ
た
。
そ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
令
が
廃
止
さ
れ
、
英
国
お
よ
び
カ
ナ
ダ
聖
公

会
の
宣
教
師
団
も
伝
道
に
加
わ
り
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
年
）「
日
本
聖
公
会
」
が
創
設

さ
れ
た
７

。 

北
海
道
で
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）、
イ
ギ
リ
ス
人
の
Ｗ
・
デ
ニ
ン
グ
師
と
、
ア
イ

ヌ
民
族
の
福
祉
と
教
育
に
尽
力
し
た
伝
道
師
Ｊ
・
バ
チ
ラ
ー
師
ら
に
よ
っ
て
伝
道
が
開
始
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
年
）
六
月
一
七
日
、
英
国
宣
教
師
Ｗ
・
ア
ン
デ

レ
ス
師
と
と
も
に
英
国
聖
公
会
か
ら
札
幌
を
訪
れ
て
い
た
ビ
カ
ス
テ
ス
監
督
の
要
請
で
、
札

幌
市
南
二
条
西
二
丁
目
に
「
札
幌
聖
公
会
」
が
設
立
さ
れ
、
山
田
致
人
伝
道
師
が
司
祭
に
就

任
し
た
８

。 

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
札
幌
聖
公
会
に
赴
き
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
『
日
本
聖
公
会
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
百
年
の
歩
み
』
の
「
創
立
以
来

の
信
徒
名
一
覧
」
９

に
、
宮
原
晃
一
郎
（
旧
名
・
知
久
）
と
そ
の
家
族
の
受
洗
年
月
日
が
あ

っ
た
。 
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名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
宮
原
武
男
と
は
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
年
）
に
誕
生
し
た
晃

一
郎
の
三
弟
で
、
宮
原
ふ
み
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
年
）
に
生
ま
れ
た
末
妹
、
宮
原
よ

ね
は
三
人
の
母
で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
よ
る
と
、
宮
原
晃
一
郎
の
受
洗
日
は
明
治
三
五
年
（
一

九
〇
二
年
）
で
は
な
く
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
九
月
二
三
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
宮
原
家
の
受
洗
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
録
が
あ
っ
た
。 

 

こ
の
年
（
１
９
０
０
年
）
の
日
曜
学
校
は
、
教
会
別
室
で
ミ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
師
、
猪
飼

キ
ヨ
子
伝
道
師
が
主
と
し
て
教
え
て
い
た
が
、
ほ
か
に
本
田
師
宅
で
も
開
か
れ
、
両
校
共

に
４
５
～
４
６
名
の
生
徒
出
席
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
生
徒
の
う
ち
半
数
以
上
は
信
徒
の

子
供
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
と
に
宮
原
ふ
み
と
い
う
子
供
は
、
日
曜
学
校
で
聞
い
た
福
音

を
家
に
帰
っ
て
か
ら
そ
の
家
族
に
分
か
ち
、
遂
に
母
、
兄
等
３
人
を
導
き
、
聖
公
会
に
連

な
る
事
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
感
動
す
る
事
例
の
中
に
日
曜
学
校
に
ま
か
れ
た
種
の
大

切
さ
が
痛
感
さ
れ
る
１
０

。 

 

こ
の
記
録
か
ら
、
宮
原
の
受
洗
は
末
妹
ふ
み
か
ら
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

木
下
紀
美
子
は
宮
原
の
童
話
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
に
注
目
し
、「
晃
一
郎
の
昔
話
風
童
話

の
世
界
に
は
、
日
本
や
東
洋
の
も
の
に
由
来
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
キ
リ
ス
ト

教
や
西
洋
の
も
の
か
ら
取
材
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
」
１
１

と
述
べ
て
い
る
が
、
宮
原
が
一

人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
北
斗
日
報
社
記
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
の
作
品

に
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
宮
原
は

自
身
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
身
分
や
、
作
品
と
聖
公
会
と
の
関
係
な
ど
に
は
ほ
と
ん
ど

言
及
し
て
い
な
い
。 

マ
リ
ア

ル
デ
ヤ

マ
リ
ア

テ
モ
テ

教
名

宮
原
よ
ね

宮
原
知
久

宮
原
ふ
み

宮
原
武
男

氏
名

四
二
歳

一
九
歳

八
歳

一
四
歳

年
齢

一
九
〇
〇
年
九
月
二
三
日

一
九
〇
〇
年
九
月
二
三
日

一
八
九
九
年
六
月
三
日

一
八
九
九
年
六
月
三
日

受
洗
年
月
日

ジ
ョ

ン
・
バ
チ
ラ
ー

ジ
ョ

ン
・
バ
チ
ラ
ー

ジ
ョ

ン
・
バ
チ
ラ
ー

ジ
ョ

ン
・
バ
チ
ラ
ー

司
式
者

出
所
『

日
本
聖
公
会
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
百
年
の
歩
み
』

「

創
立
以
来
の
信
徒
名
一
覧
」

を
も
と
に
筆
者
作
成
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次
に
、
宮
原
の
作
品
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
、
と
り
わ
け
聖
公
会
か
ら
の
影
響
を
考
え
る

さ
い
の
重
要
な
手
が
か
り
と
し
て
、
聖
公
会
の
北
海
道
教
区
報
で
あ
る
『
北
海
の
光
』
に
注

目
し
た
い
。 

 

三 

「
身
に
咲
い
た
花
」
と
日
本
聖
公
会
公
教
要
理
と
の
関
わ
り 

 

『
北
海
の
光
』
は
聖
公
会
の
北
海
道
教
区
報
で
、
地
方
部
の
機
関
紙
と
し
て
明
治
二
五
年

（
一
八
九
二
年
）
に
創
刊
さ
れ
た
。
創
刊
当
初
の
印
刷
部
数
は
五
五
〇
部
で
、
そ
の
う
ち
半

数
が
有
料
販
売
で
あ
っ
た
。
戦
中
の
休
刊
を
経
て
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
年
）
一
月
、
再

刊
『
北
海
の
光
』
の
第
一
号
が
発
行
さ
れ
て
以
降
、
休
む
こ
と
な
く
刊
行
さ
れ
、
平
成
二
一

年
（
二
〇
〇
九
年
）
か
ら
は
日
本
聖
公
会
北
海
道
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開
が
始
ま

っ
て
い
る
。
現
在
に
い
た
る
ま
で
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
『
北
海
の
光
』
に
は
、
札

幌
聖
公
会
の
教
え
が
具
体
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
日
本
聖
公
会
北
海
道
教
区
事

務
所
の
協
力
の
下
、
宮
原
が
信
徒
で
あ
っ
た
明
治
後
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
の
残
存
す
る
『
北

海
の
光
』
を
閲
覧
し
、
同
誌
に
お
け
る
死
後
の
世
界
観
や
、
天
国
に
関
す
る
教
え
に
つ
い
て

調
査
す
る
機
会
を
得
た
。 

 

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
年
）
九
月
の
第
七
四
号
か
ら
同
年
一
二
月
の
第
七
七
号
の
誌
上

に
は
、
長
老
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
が
口
述
し
、
松
田
諒
治
が
筆
記
し
た
『
日
本
聖
公
会
公

教
要
理
』
が
、
四
号
連
続
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
日
本
聖
公
会
公
教
要
理
』
と
は
、
「
日
本

聖
公
会
祈
祷
書
中
に
公
会
問
答
あ
り
童
蒙
に
は
解
し
難
き
所
き
に
あ
ら
ず
故
に
今
茲
に
最
も

平
易
な
る
問
答
体
」
１
２

で
記
す
と
い
う
精
神
の
も
と
で
作
成
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
信
徒
に
理

解
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
同
教
会
の
基
本
的
な
原
理
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
聖
公

会
が
信
徒
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
死
後
の
世
界
観
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
が
見
て
取
れ
る
。

そ
の
要
点
と
し
て
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
煉
獄
は
存
在
し
な
い
。
②
身
体
は
復
活
し
、

審
判
を
受
け
る
。
③
審
判
の
結
果
に
よ
り
天
国
へ
行
く
か
地
獄
へ
行
く
か
が
決
ま
る
。「
身
に

咲
い
た
花
」
に
煉
獄
の
存
在
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
聖
公
会
の
教
え
と
符
合

し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、『
日
本
聖
公
会
公
教
要
理
』
の
第
一
章
と
第
十
章
に
は
、
死
後
の
世
界
に
関
す

る
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。 
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問
答
六
で
は
、
審
判
の
結
果
天
国
へ
行
く
と
判
定
さ
れ
る
の
は
善
人
で
あ
る
と
さ
れ
、
問

答
七
で
は
「
イ
エ
ス
、
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
」
こ
と
が
天
国
へ
行
く
た
め
の
条
件
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
問
答
一
も
踏
ま
え
る
と
、
天
国
へ
行
く
た
め
の
大
前
提
は
「
イ
エ
ス
、
キ
リ
ス
ト

を
信
ず
る
」
こ
と
で
あ
り
、
善
行
を
為
す
こ
と
、
善
人
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
付
属
項
と
考

え
ら
れ
る
。 

明
治
後
期
に
作
ら
れ
た
『
日
本
聖
公
会
公
教
要
理
』
は
、
死
後
の
肉
体
の
復
活
と
最
後
の

審
判
を
明
確
に
肯
定
し
て
い
た
。
そ
れ
と
は
逆
に
、「
身
に
咲
い
た
花
」
で
は
、
太
郎
の
肉
体

は
「
火
葬
場
に
運
ば
れ
て
、
灰
に
な
る
」
が
、「
本
当
の
太
郎
、
即
ち
魂
は
、
体
が
死
ぬ
と
一

緒
に
そ
の
眼
を
開
き
ま
し
た
」
と
さ
れ
、
肉
体
の
復
活
は
暗
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。「
身
に
咲

い
た
花
」
が
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
年
）
頃
に
は
、
土
葬
さ
れ
る
こ

と
の
多
か
っ
た
聖
公
会
の
信
徒
ら
も
火
葬
で
荼
毘
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
な
っ
て

い
た
。
火
葬
の
定
着
に
よ
っ
て
、
死
後
の
肉
体
の
復
活
に
対
す
る
考
え
方
が
変
容
し
、
そ
れ

が
「
身
に
咲
い
た
花
」
に
も
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
通
常
、
葬
儀
は
教
会
で
営
ま
れ
、
葬
送
式
と
呼
ば
れ
る
礼

七 六 五 四 三 二 一

何
を
為
せ
ば
天
国
へ
往
く
こ
と
が
可
能
ま
す

か
。

審
判
を
受
け
て
善
人
と
判
定
め
ら
れ
し
者
は

何
処
へ
往
き
ま
そ
か
。

聖
書
の
中
に
煉
獄
と
云
ふ
處
が
あ
り
ま
す

か
。

審
判
を
受
け
て
悪
人
と
判
定
め
ら
れ
し
者
は

何
処
へ
往
き
ま
そ
か
。

人
々
は
復
活
の
後
神
様
の
審
判
を
受
け
ま
そ

か
。

死
で
後
又
再
人
の
身
体
は
墓
よ
り
復
活
ま
す

か
。

イ
エ
ス
を
信
じ
て
善
行
を
為
せ
し
人
の
霊
は

世
を
去
り
て
何
処
へ
往
き
ま
す
か
。

問

イ
エ
ス
、

キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
に
因
り

救
わ
れ
ま
そ
。

天
国
へ
往
き
ま
そ
。

否
、

決
し
て
有
り
ま
せ
ん
。

地
獄
（

ゲ
ヘ
ナ
）

へ
送
致
ら
れ
ま
そ
。

審
判
は
受
け
ま
そ
。

然
、

復
活
ま
そ
。

天
国
へ
往
き
ま
そ
。 答

出
所
『

日
本
聖
公
会
公
教
要
理
』

第
一
章
・
第
十
章
を
も
と
に
筆
者
作
成
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拝
が
執
り
行
わ
れ
る
。
聖
公
会
祈
祷
書
に
見
ら
れ
る
葬
儀
の
次
第
に
は
、
通
夜
の
祈
り
、
葬

送
式
、
逝
去
者
記
念
聖
餐
式
（
レ
ク
イ
エ
ム
）
、
逝
去
者
記
念
式
な
ど
が
あ
る
１
３

。
し
か
し
、

太
郎
の
葬
式
の
場
面
は
、「
逆
屏
風
の
陰
に
は
、
白
い
蒲
団
に
包
ま
れ
て
、
蒼
白
い
顔
を
し
た

太
郎
が
眠
つ
て
を
り
ま
し
た
」
１
４

と
あ
り
、
聖
公
会
の
葬
儀
を
思
わ
せ
る
描
写
が
見
ら
れ
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
死
者
の
枕
元
に
屏
風
を
逆
さ
に
立
て
る
逆
屏
風
は
、
仏
教
の
葬
送
儀

式
に
見
ら
れ
る
習
慣
で
あ
り
、
死
後
の
世
界
が
現
世
と
は
逆
の
世
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
宮
原
が
こ
の
よ
う
な
葬
式
を
描
い
た
理
由
と
し
て
、「
身
に
咲
い
た
花
」
が
掲
載
さ
れ
た

『
赤
い
鳥
』
が
一
般
向
け
の
児
童
雑
誌
で
あ
り
、
読
者
の
多
く
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い

こ
と
も
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。 

さ
ら
に
「
身
に
咲
い
た
花
」
の
中
に
は
、
な
ぜ
天
国
へ
行
け
る
の
か
と
い
う
問
に
対
す
る

説
明
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
が
二
箇
所
あ
る
。
一
つ
は
冒
頭
の
「
太
郎
は
死
に
ま
し
た
。
勉
強

家
で
、
学
問
が
よ
く
出
来
、
親
孝
行
で
、
友
達
に
親
切
で
、
信
仰
の
篤
か
つ
た
太
郎
は
死
に

ま
し
た
」
１
５

と
い
う
部
分
で
あ
る
。
文
の
配
置
を
見
る
と
、
「
勉
強
家
で
、
学
問
が
よ
く
出

来
、
親
孝
行
で
、
友
達
に
親
切
で
」
あ
る
こ
と
と
、「
信
仰
の
篤
か
つ
た
」
こ
と
は
並
列
の
関

係
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
を
、「
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
強
い
信
仰
心
が
天
国
へ
行
け
る
た
め
の
大

前
提
で
あ
る
」
と
い
う
聖
公
会
の
教
え
と
符
合
さ
せ
て
考
え
れ
ば
、
並
列
と
は
異
な
る
関
係

が
見
え
て
く
る
。「
信
仰
の
篤
さ
」
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
子

ど
も
の
読
者
の
多
く
に
と
っ
て
は
理
解
し
づ
ら
い
も
の
で
あ
る
。「
信
仰
の
篤
さ
」
の
具
体
的

な
表
出
、
す
な
わ
ち
下
位
概
念
と
し
て
「
勉
強
家
、
学
問
が
よ
く
出
来
る
、
親
孝
行
、
友
達

に
親
切
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

な
ぜ
天
国
に
行
け
る
か
と
い
う
問
に
対
す
る
も
う
一
つ
の
説
明
は
、
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル

が
天
国
に
つ
い
て
太
郎
に
告
げ
た
次
の
言
葉
で
あ
る
。 

 

 
 

お
前
は
信
仰
が
篤
い
上
、
勉
強
を
し
て
、
学
問
が
よ
く
出
来
て
、
親
孝
行
だ
か
ら
、
神

様
が
永
く
地
上
に
栄
え
て
行
く
こ
と
を
御
望
み
で
あ
つ
た
が
、
悪
魔
の
サ
タ
ン
が
そ
れ
を

嫉
ん
で
、
い
ろ
〱
と
邪
魔
を
す
る
も
の
だ
か
ら
、
若
し
か
お
前
が
誘
惑
に
負
け
て
、
堕
落

で
も
し
て
は
い
け
な
い
か
ら
、
と
早
く
御
召
し
に
な
つ
た
の
だ
。
さ
あ
こ
れ
か
ら
、
神
様

の
お
前
へ
案
内
を
致
し
ま
せ
う
１
６

。 

 
 

こ
こ
で
は
、
悪
魔
サ
タ
ン
の
誘
惑
に
よ
る
堕
落
を
防
ぐ
た
め
と
い
う
、
太
郎
を
い
ち
早
く
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天
国
へ
召
し
た
新
た
な
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
聖
公
会
公
教
要
理
』
で
は
、
第
八
章

「
悪
魔
の
事
」
で
、
悪
魔
サ
タ
ン
が
存
在
す
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
悪
魔
に

つ
い
て
「
最
初
は
神
様
の
御
使
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
其
御
命
令
に
背
戻
き
ま
し
た
故
サ

タ
ン
に
為
り
ま
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
悪
魔
の
誘
惑
を
防
ぐ
た
め
に
人
間
を

早
世
さ
せ
る
と
い
う
発
想
は
、
聖
公
会
の
教
え
の
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
子
ど
も
の
太
郎

の
死
を
サ
タ
ン
の
誘
惑
か
ら
の
救
済
だ
と
い
う
解
釈
に
は
、
死
を
マ
イ
ナ
ス
な
出
来
事
か
ら

プ
ラ
ス
な
出
来
事
に
変
え
よ
う
と
す
る
、
あ
る
種
の
価
値
転
換
が
潜
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
当

時
の
子
ど
も
観
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

キ
リ
ス
ト
教
の
子
ど
も
観
に
つ
い
て
、
児
玉
衣
子
は
聖
書
に
お
け
る
子
ど
も
に
関
す
る
記

述
を
概
観
し
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
旧
約
時
代
の
最
初
か
ら
子
ど
も
は
神
の
賜
物

と
さ
れ
、
神
に
選
ば
れ
た
民
の
継
承
者
と
し
て
育
て
ら
れ
た
。
さ
ら
に
亡
国
の
苦
難
の
歴
史

の
中
で
信
仰
が
揺
ら
ぐ
時
、
率
直
な
信
頼
に
生
き
る
子
ど
も
に
信
仰
の
本
質
を
見
出
し
た
。

新
約
時
代
に
な
る
と
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
自
ら
の
神
と
の
親
子
関
係
の
も
と
に
子
ど
も

を
愛
し
た
。
そ
し
て
、
旧
約
時
代
の
子
ど
も
観
を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
を
普
遍
的
な
も
の
と
し

た
１
７

。
言
い
換
え
れ
ば
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
子
ど
も
と
は
神
が
人
間
と
の
関
係
の
中

で
人
間
に
求
め
る
在
り
方
に
最
も
近
い
と
見
な
さ
れ
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
受
容
さ
れ
る
べ

き
、
愛
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
と
提
唱
し
た
。 

子
ど
も
の
無
垢
さ
、
純
真
さ
を
賛
美
す
る
傾
向
は
、
童
心
主
義
文
学
の
主
舞
台
で
あ
る
『
赤

い
鳥
』
に
お
け
る
多
く
の
作
品
の
中
で
も
見
ら
れ
た
。『
赤
い
鳥
』
の
作
品
で
描
か
れ
る
純
粋

な
子
ど
も
像
は
、
西
欧
的
な
近
代
市
民
社
会
の
価
値
観
、
ロ
マ
ン
派
的
な
「
無
垢
」
の
イ
メ

ー
ジ
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
子
ど
も
観
が
感
じ
ら
れ
る
一
方
、
河
原
和
枝
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

人
生
に
お
け
る
子
ど
も
期
の
純
真
多
感
な
心
の
状
態
を
至
上
の
も
の
と
し
、
子
ど
も
の
心
に

帰
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
日
本
的
な
「
童
心
」
の
表
れ
で
も
あ
っ
た
１
８

。
つ
ま
り
、
子
ど
も

の
太
郎
は
「
汚
点
の
な
い
、
清
い
、
愛
の
魂
」
の
持
ち
主
で
あ
り
、
そ
の
純
潔
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
天
国
へ
召
さ
れ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
大
正
時
代
の

童
心
主
義
文
学
の
い
ず
れ
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 

四 

「
身
に
咲
い
た
花
」
に
お
け
る
「
天
使
」 

―
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
か
ら
の
影
響
― 

太
郎
の
死
後
、
太
郎
を
天
国
へ
迎
え
入
れ
る
天
使
が
登
場
す
る
。「
太
郎
が
目
を
つ
ぶ
る
と

同
時
に
、
天
の
使
は
羽
音
静
か
に
、
そ
の
枕
の
と
こ
ろ
へ
降
り
て
参
り
ま
し
た
」
１
９

。
天
使
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が
亡
く
な
っ
た
人
を
天
国
へ
導
く
た
め
に
現
れ
る
と
い
う
主
題
は
、
古
く
九
世
紀
の
西
欧
の

鎮
魂
ミ
サ
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
聖
公
会
の
執
事
で
あ

り
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
で
も
あ
る
ア
リ
ス
タ
ー
・
エ
ド
ガ
ー
・
マ
ク
グ
ラ
ス
は
指
摘
し
て

い
る
２
０

。 

と
こ
ろ
で
、
天
使
が
死
ん
だ
子
ど
も
た
ち
を
神
の
も
と
へ
連
れ
て
い
く
と
い
う
モ
チ
ー
フ

は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
「
天
使
」
に
よ
っ
て
、
日
本
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
外
の
国
々

で
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
原
も
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
年
）

に
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
』（
春
秋
社
）
を
自
身
で
翻
訳
し
て
お
り
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話

を
「
い
ぢ
け
た
り
、
ひ
が
ん
だ
り
、
不
貞
た
り
、
す
ね
た
り
し
な
い
で
、
直
に
何
事
で
も
心

の
底
か
ら
愛
と
同
情
と
を
以
て
見
た
」「
立
派
な
精
神
」
に
貫
か
れ
て
い
る
と
、
そ
の
作
風
を

絶
賛
し
て
い
る
２
１

。 

宮
原
自
身
は
「
天
使
」
の
翻
訳
を
手
が
け
て
い
な
い
が
、
大
正
七
年

（
一
九
一
八
年
）
六
月
の
『
赤
い
鳥
』
創
刊
号
に
は
小
宮
豊
隆
訳
に
よ
る
「
天
使
」
が
す
で

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
宮
原
が
小
宮
訳
の
「
天
使
」
を
読
ん
で
い
た
こ
と
や
、「
身
に
咲
い
た

花
」
が
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。 

 

天
使
が
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
を
天
国
へ
迎
え
入
れ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
童
話
で
は
神
様
が
死
ん
だ
子
ど
も
の
背
中
に
羽
を
与
え
、
子
ど
も
が
天
使
に
な
っ
た
と
描

か
れ
て
い
る
。
一
方
、「
身
に
咲
い
た
花
」
に
は
そ
う
し
た
描
写
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
代
わ

り
、
太
郎
を
天
国
で
迎
え
る
天
使
ア
リ
エ
ル
を
は
じ
め
と
し
、「
二
倍
も
せ
い
が
高
く
、
顔
は

な
ほ
気
高
く
て
、
服
は
な
ほ
簡
単
で
、
清
浄
」
２
⒉

な
天
使
長
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
や
、
神
様
の
御

位
の
右
に
控
え
る
セ
ラ
フ
イ
ム
、
左
に
控
え
る
「
片
一
方
宛
の
羽
に
凄
じ
い
底
鳴
り
の
す
る

音
が
、
ド
ロ
〱
と
響
」
く
ケ
ラ
ビ
ム
な
ど
、
天
使
の
名
前
や
特
徴
、
役
割
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。 

『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
童
話
の
中
に
登
場
す
る
天
使
は
、
そ
の
多
く
が
白
い
翼

の
あ
る
子
ど
も
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」（
十
六
巻
一

号
、
一
九
二
六
年
一
月
）
で
は
、「
翼
を
広
げ
た
可
愛
ら
し
い
天
使
」
が
子
ど
も
を
背
中
に
乗

せ
て
天
国
ま
で
飛
ん
で
い
く
と
、
天
使
を
人
間
世
界
と
神
の
世
界
を
橋
渡
し
す
る
存
在
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
秋
庭
俊
彦
「
ク
リ
ス
マ
ス
」（
一
三
巻
六
号
、
一
九
二
四
年
一
二

月
）
で
は
、
天
使
は
天
か
ら
き
た
聖
な
る
も
の
と
し
て
出
現
す
る
が
、
具
体
的
な
外
見
や
役

割
の
描
写
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
童
話
と
比
較
す
る
と
、「
身
に
咲
い
た
花
」
に
登
場
す
る
天
使
は
名
前
や
役
割
も
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す
べ
て
聖
書
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
』
な
ど
に
出
て
来

る
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
「
わ
た
し
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
、
神
の
前
に
立
つ
者
。
あ
な
た
に
話
し
か
け
て
、

こ
の
喜
ば
し
い
知
ら
せ
を
伝
え
る
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
２
３

、
人
々
に
知
ら
せ
を

伝
え
る
た
め
に
現
れ
る
が
、「
身
に
咲
い
た
花
」
の
中
に
登
場
す
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
も
太
郎
に
死

の
原
因
を
教
え
る
た
め
に
現
れ
る
。 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
天
使
」
で
は
花
が
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
て

い
た
。
亡
く
な
っ
た
子
供
が
天
国
へ
召
さ
れ
る
途
中
、
両
手
い
っ
ぱ
い
の
花
を
摘
ん
で
行
く
。

天
国
で
神
様
は
そ
の
花
を
一
つ
一
つ
胸
に
抱
き
し
め
、
中
で
も
一
番
可
愛
ら
し
い
花
に
口
づ

け
を
す
る
。
す
る
と
、
花
た
ち
は
声
を
あ
げ
、
美
し
い
歌
を
歌
い
は
じ
め
る
。「
天
使
」
の
冒

頭
部
分
に
は
、
こ
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。 

一
方
、「
身
に
咲
い
た
花
」
で
は
、
太
郎
が
天
使
に
向
か
っ
て
、
聖
書
と
、
そ
の
中
に
は
さ

ん
で
あ
る
白
い
百
合
の
花
と
紅
い
薔
薇
の
花
の
描
か
れ
た
カ
ー
ド
を
天
国
へ
持
っ
て
い
き
た

い
と
懇
願
す
る
。
し
か
し
そ
の
訴
え
は
、「
あ
な
た
は
ま
だ
知
ら
な
い
の
で
す
。
天
国
へ
は
地

上
の
世
界
か
ら
、
何
一
つ
持
つ
て
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
も
の
で
も
そ
こ
で
は

朽
ち
て
し
ま
ひ
ま
す
」
２
４

と
、
天
使
ア
リ
エ
ル
に
よ
っ
て
あ
え
な
く
却
下
さ
れ
る
。 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
天
使
」
同
様
、「
身
に
咲
い
た
花
」
で
も
花
が
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
物
語
の
最
後
の
場
面
、
太
郎
の
胸
の
と
こ
ろ
に
白
い
百
合
の
花
と
紅
い

薔
薇
の
花
が
咲
く
。
こ
の
花
に
つ
い
て
、
イ
エ
ス
が
次
の
よ
う
に
語
る
。 

 

お
前
は
火
に
焼
け
、
水
に
破
れ
る
聖
書
や
カ
ー
ド
を
こ
ゝ
に
も
つ
て
来
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
中
の
教
は
ち
や
ん
と
お
前
の
も
の
に
な
つ
て
、
も
う
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
も
、
ど
こ
へ
い
つ
て
も
お
前
か
ら
引
き
離
す
こ
と
が
出
来
な
く
な
つ
た
の
だ
。
そ

れ
が
身
に
咲
い
た
花
だ
２
５

。 
 

聖
書
の
教
え
が
身
に
花
を
咲
か
せ
る
、
そ
の
花
は
太
郎
の
信
仰
と
愛
の
象
徴
で
あ
る
、
と

宮
原
は
童
話
の
中
に
明
白
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
富
は
、
天
に
積
み
な
さ
い
。
そ
こ
で
は
、

虫
が
食
う
こ
と
も
、
さ
び
付
く
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
盗
人
が
忍
び
込
む
こ
と
も
盗
み
出
す

こ
と
も
な
い
。
あ
な
た
の
富
の
あ
る
と
こ
ろ
に
、
あ
な
た
の
心
も
あ
る
の
だ
」
２
６

と
あ
る
よ

う
に
、
マ
タ
イ
の
福
音
書
に
は
「
天
に
宝
を
蓄
え
な
さ
い
」
と
い
う
有
名
な
一
節
が
あ
る
。

地
上
の
も
の
は
虫
が
食
い
、
錆
び
つ
き
、
盗
人
ら
が
押
し
入
っ
て
盗
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
天
に
蓄
え
ら
れ
た
宝
は
決
し
て
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
教
え
が
童
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話
の
中
で
、
聖
書
や
カ
ー
ド
は
「
火
に
焼
け
、
水
に
破
れ
る
」
と
い
う
描
写
で
表
さ
れ
て
い

る
。 つ

ま
り
、「
身
に
白
い
百
合
の
花
と
紅
い
薔
薇
の
花
が
咲
く
」
と
い
う
表
現
は
宮
原
に
よ
る

意
図
的
な
創
作
で
、「
宝
の
あ
る
所
に
あ
な
た
の
心
も
あ
る
」
と
い
う
聖
書
の
教
え
の
具
象
化

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
狙
い
は
天
国
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
の
構
成
で
あ
る
。
聖
書
の

教
え
を
花
と
い
う
か
た
ち
で
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
に
天
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚

起
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、「
身
に
咲
い
た
花
」
で
は
聖
書
に
お
け
る
宝
が
何
で
あ

る
か
に
つ
い
て
の
明
確
な
定
義
は
な
い
も
の
の
、「
も
う
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
、
ど
こ
へ
い

つ
て
も
」
自
分
の
身
か
ら
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
聖
書
の
教
え
こ
そ
が
唯
一
の
宝
で
あ

る
と
示
さ
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
天
使
ア
リ
エ
ル
に
よ
っ
て
花
の
カ
ー
ド
を
天
国
へ
持
ち
込
む
こ
と
を
拒
否
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
天
国
に
は
何
一
つ
持
っ
て
入
れ
な
い
と
い
う
天
使
の
伝
え
に
影
響

を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
聖
公
会
で
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
『
祈
祷
書
』
の
「
葬

送
の
式
」
と
い
う
部
分
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
は
、
何
一
つ
持
た
な
い
で
こ
の
世
に
来
た
。
ま

た
、
何
一
つ
持
た
な
い
で
こ
の
世
を
去
っ
て
行
く
」
２
７

と
聖
書
の
言
葉
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

葬
祷
の
際
、
司
式
者
は
棺
を
迎
え
て
入
堂
す
る
と
き
、
こ
の
部
分
を
歌
い
あ
る
い
は
唱
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
死
者
が
亡
く
な
っ
た
当
日
、
あ
る
い
は
翌
日
行
わ
れ
る
納
棺
式
で
は
、
遺
体
の

枕
元
に
十
字
架
、
ろ
う
そ
く
、
遺
影
、
生
け
花
、
聖
水
な
ど
の
儀
式
用
具
な
ど
と
と
も
に
、

故
人
の
愛
用
品
を
飾
る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
聖
公
会
の
葬
儀
で
は
、
故
人
の
愛
用
し
た
聖
書

を
棺
に
納
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
故
人
の
愛
用
し
た
聖
書
な
ど
を
副
葬
品
と
す
る
の
は
、

死
者
を
弔
う
た
め
で
あ
り
、
死
後
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
童
話
に
描
か
れ
た

「
天
国
へ
は
地
上
の
世
界
か
ら
、
何
一
つ
持
つ
て
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
厳
格

な
定
め
は
、
少
な
く
と
も
日
本
の
聖
公
会
に
お
い
て
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。 

 

五 

「
身
に
咲
い
た
花
」
と
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
天
国 

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
、
天
国
と
は
キ
リ
ス
ト
が
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
２
８

。
し
か
し
、

聖
書
に
は
天
国
に
関
す
る
明
確
な
定
義
は
実
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
天
国
の
概
念
を

め
ぐ
る
統
一
見
解
も
現
在
に
い
た
る
ま
で
存
在
し
な
い
。
天
国
に
関
す
る
定
義
が
存
在
し
な

い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
芸
術
家
や
文
学
者
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
て
き
た
。
死
後
の
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世
界
と
し
て
の
天
国
と
は
ど
の
よ
う
な
時
空
に
存
在
し
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う

な
人
々
が
住
ん
で
い
る
の
か
、
そ
の
住
民
た
ち
に
つ
い
て
性
別
、
年
齢
、
外
見
等
の
特
徴
は

あ
る
の
か
、
等
々
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
す
る
彼
ら
の
答
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
で
豊
か

な
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
描
か
れ
た
。 

 

「
身
に
咲
い
た
花
」
を
は
じ
め
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
童
話
に
も
天
国

を
め
ぐ
る
描
写
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
宇
野
浩
二
「
天
国
の
夢
」（
一
一
巻
一
号
、
一
九
二

三
年
七
月
）
で
は
、
孤
児
の
三
太
郎
が
両
手
の
下
に
生
え
た
大
き
な
羽
根
を
動
か
し
、
天
国

へ
飛
ん
で
い
っ
た
夢
を
見
た
。
三
太
郎
が
見
た
天
国
に
は
神
様
は
い
な
い
が
、
金
色
の
羽
根

を
生
や
し
た
可
愛
い
子
ど
も
た
ち
が
ト
ン
ボ
の
よ
う
に
飛
ん
で
い
る
。
天
国
の
様
子
は
、「
ど

ち
ら
を
見
て
も
御
殿
の
や
う
な
建
物
ば
か
り
で
、
水
晶
の
や
う
な
水
の
中
に
金
魚
よ
り
綺
麗

な
魚
も
泳
い
で
ゐ
ま
す
し
、
そ
こ
ら
あ
た
り
に
は
梅
と
も
、
菫
と
も
つ
か
な
い
香
も
漂
う
て

ゐ
ま
す
」
２
９

と
描
か
れ
て
い
る
。 

 

小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
で
は
天
使
の
背
中
に
乗
せ
ら
れ
た
少
年
が
、
遠
い
北
の
ほ
う
に

あ
る
美
し
い
島
に
た
ど
り
着
く
。
そ
の
島
が
天
国
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
は

「
真
白
な
大
理
石
の
建
物
が
、
平
地
に
も
、
丘
の
上
に
も
」
あ
り
、「
見
た
ば
か
り
で
も
神
々

し
さ
を
覚
え
た
」。
白
い
衣
服
を
着
て
、
脇
見
も
せ
ず
に
歩
い
て
い
る
島
の
住
人
た
ち
は
、「
笑

ひ
も
し
な
け
れ
ば
、
話
も
」
し
な
い
。
少
年
は
そ
れ
を
見
て
「
体
中
に
寒
気
を
催
し
」
、
「
こ

の
島
へ
降
り
て
見
よ
う
と
は
思
わ
な
く
」
な
っ
た
。
そ
し
て
、
天
使
ら
が
住
ん
で
い
る
天
国

へ
の
旅
を
経
て
、
再
び
「
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る
」
家
族
が
い
る
地
上
に
戻
る
。
少
年
が
あ

え
て
天
国
で
は
な
く
地
上
を
選
択
す
る
こ
と
か
ら
も
、
天
国
へ
の
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

読
み
取
ら
れ
る
。 

 

宇
宙
や
神
や
私
た
ち
自
身
に
つ
い
て
の
私
た
ち
の
理
解
は
、
知
的
観
念
よ
り
も
む
し
ろ

思
い
描
か
れ
た
イ
メ
ー
ジ
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
天
国
の
概
念
は
、
も
と
も
と
想

像
力
で
構
築
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
発
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

の
世
界
と
の
出
会
い
も
、
想
像
力
を
用
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
３
０

。 

  

こ
の
ア
リ
ス
タ
ー
・
エ
ド
ガ
ー
・
マ
ク
グ
ラ
ス
の
言
葉
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
天
国
の

概
念
は
多
く
が
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
宇
野
浩
二
、
小
川
未
明
の
童
話
作
品
で
描

か
れ
る
天
国
も
聖
書
の
記
述
と
の
関
連
性
が
希
薄
な
こ
と
か
ら
、
作
者
の
想
像
力
と
創
作
意
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図
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
宮
原
が

「
身
に
咲
い
た
花
」
で
構
築
し
た
天
国
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
。
そ
の
よ
う
な
天
国

が
作
ら
れ
た
背
景
は
何
か
。
以
下
、
こ
れ
ら
を
詳
し
く
検
討
す
る
。 

ま
ず
、
迎
え
に
来
た
天
使
が
太
郎
に
「
シ
オ
ン
の
お
宮
で
…
…
さ
あ
早
く
参
り
ま
せ
う
」

と
語
る
場
面
に
つ
い
て
。「
シ
オ
ン
」
と
は
も
と
も
と
旧
約
聖
書
に
お
い
て
「
要
塞
」
と
い
う

意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
言
葉
だ
が
、
そ
の
後
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
の
丘
や
エ
ル
サ
レ
ム

地
方
そ
の
も
の
、
神
に
選
ば
れ
た
民
と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
な
ど
、
意
味
す
る
も
の
が
変

化
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
新
約
聖
書
の
中
で
も
「
シ
オ
ン
の
山
、
生
け
る
神
の
都
、
天
の
エ

ル
サ
レ
ム
シ
オ
ン
」
３
１

と
、
シ
オ
ン
は
神
の
御
国
や
天
の
エ
ル
サ
レ
ム
を
意
味
す
る
象
徴
的

な
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
「
身
に
咲
い
た
花
」
に
お
け
る
天
国
は
立
派
な
も
の
で
、

「
シ
オ
ン
の
お
宮
」
は
地
上
で
見
る
国
王
の
宮
殿
ど
こ
ろ
で
は
な
い
美
し
い
、
大
き
な
も
の

だ
と
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
広
さ
は
太
郎
が
精
一
ぱ
い
に
首
を
左
に
捻
ぢ
折
れ
て
も
、
見
き
は
め
は
つ
か
ね
程

広
大
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
高
さ
は
、
十
町
の
遠
方
か
ら
で
も
、
顎
の
か
き
が
ね
が
外
れ

る
ぐ
ら
ゐ
に
仰
向
い
て
も
、
そ
の
頂
き
を
見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
つ
た
く
山
の
や

う
な
と
い
ふ
語
は
あ
た
つ
て
ゐ
ま
し
た
３
２

。 

 

 

右
の
文
章
が
示
し
た
よ
う
に
、
非
常
に
広
大
で
あ
る
さ
ま
が
強
調
さ
れ
、
具
体
的
な
描
写

が
避
け
ら
れ
て
い
る
。
宇
野
や
未
明
の
童
話
に
お
け
る
天
国
の
具
体
的
な
描
写
と
異
な
り
、

宮
原
は
「
立
派
な
」「
美
し
い
」「
大
き
い
」「
広
大
」
な
ど
抽
象
的
な
形
容
詞
で
天
国
の
様
子

を
描
こ
う
と
す
る
工
夫
が
分
か
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
天
国
の
中
心
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、『
ヨ
ハ

ネ
の
黙
示
録
』
に
み
ら
れ
る
新
し
い
エ
ル
サ
レ
ム
と
い
う
都
の
イ
メ
ー
ジ
と
、『
パ
ウ
ロ
の
黙

示
録
』
に
み
ら
れ
る
エ
デ
ン
の
園
み
た
い
な
庭
園
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
３
３

。「
身

に
咲
い
た
花
」
で
は
天
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
都
、
ま
た
は
庭
園
の
ど
ち
ら
か
に
す
る
こ
と
を
巧

み
に
避
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

そ
し
て
、
太
郎
は
天
国
の
精
気
の
道
を
渡
り
、
天
国
の
奥
深
く
進
ん
で
い
く
。
そ
の
道
は

「
土
で
も
、
水
で
も
、
空
気
で
も
な
い
」
、「
ち
や
う
ど
七
色
の
虹
の
橋
」
の
よ
う
に
、「
色
と

光
り
に
か
ざ
ら
れ
て
」
い
る
。
ノ
ア
の
洪
水
の
物
語
に
、
神
は
再
び
大
洪
水
で
人
類
を
滅
ぼ

さ
な
い
と
い
う
約
束
の
し
る
し
と
し
て
「
虹
」
を
示
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
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に
お
い
て
虹
は
約
束
の
徴
を
意
味
し
て
い
る
と
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
身
に
咲
い
た
花
」
の
七

色
の
虹
の
橋
は
む
し
ろ
北
欧
神
話
に
お
け
る
、
神
族
の
天
上
の
王
国
ア
ー
ス
ガ
ル
ズ
に
行
く

た
め
に
架
け
ら
れ
た
虹
の
橋
ビ
フ
レ
ス
ト
や
、
日
本
神
話
の
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が
天
上

か
ら
下
界
に
来
る
た
め
の
虹
な
ど
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
宮
原
の
描
く
天
国
の
七
色
の
虹
の

橋
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
が
、
日
本
の
読
者
に
も
馴

染
み
の
あ
る
神
話
の
虹
の
イ
メ
ー
ジ
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
の
天
国
の
美
し
さ

に
対
す
る
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
は
、
天
国
に
い
る
神
と
イ
エ
ス
の
描
写
を
見
て
み
よ
う
。
父
な
る
神
と
子
な
る
イ
エ
ス

が
そ
れ
ぞ
れ
登
場
す
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
童
話
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
ま
ず
、
七
大
天
使

の
担
ぐ
御
座
に
座
る
神
を
前
に
、
太
郎
は
「
縮
み
上
る
程
恐
が
つ
て
、
そ
こ
に
顔
を
伏
せ
、

顔
を
手
の
甲
に
す
り
つ
け
」、
頭
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、 

  

神
様
は
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
と
高
く
お
笑
ひ
な
さ
い
ま
し
た
。「
か
あ
い
ゝ
素
直
な
、
小
さ
い
魂
！

お
前
に
は
私
の
声
は
余
り
強
く
、
私
の
言
葉
は
余
り
荒
ら
過
ぎ
る
の
ぢ
や
な
あ
。
私
の
息

子
に
代
つ
て
、
話
さ
せ
よ
う
！
追
々
私
に
も
馴
れ
る
ぢ
や
ら
う
」
と
太
郎
は
神
の
声
が
聞

こ
え
た
３
４

。 

 

ヨ
ハ
ネ
の
見
た
終
末
の
幻
視
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
『
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
』
で
は
、「
わ
た

し
は
、
た
ち
ま
ち
“
霊
”
に
満
た
さ
れ
た
。
す
る
と
、
見
よ
、
天
に
玉
座
が
設
け
ら
れ
て
い

て
、
そ
の
玉
座
の
上
に
座
っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
た
」
３
５

、
「
そ
の
方
は
、
碧
玉
や
赤
め
の

う
の
よ
う
で
あ
り
、
玉
座
の
周
り
に
は
エ
メ
ラ
ル
ド
の
よ
う
な
虹
が
輝
い
て
い
た
」
３
６

と
、

ヨ
ハ
ネ
が
神
を
見
る
場
面
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
、「
い
ま
だ
か
つ
て
、
神
を
見
た
者
は
い
な
い
。
父
の
ふ
と
こ
ろ
に
い
る
独
り
子
で

あ
る
神
、
こ
の
方
が
神
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
３
７

、
「
父
を
見
た
者
は
一
人
も
い
な
い
。

神
の
も
と
か
ら
来
た
者
だ
け
が
父
を
見
た
の
で
あ
る
」
３
８

と
、
父
な
る
神
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
存
在
で
あ
る
と
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
る
。 

一
方
、「
ま
だ
言
い
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
天
か
ら
声
が
響
い
た
」
３
９

。「
父
よ
、
御
名
の
栄

光
を
現
し
て
く
だ
さ
い
。
す
る
と
、
天
か
ら
声
が
聞
こ
え
た
」
４
０

と
、
父
な
る
神
の
声
は
聖

書
に
多
く
登
場
す
る
。 

 

こ
こ
か
ら
、
宮
原
は
聖
書
の
教
え
を
尊
重
し
な
が
ら
、
太
郎
は
神
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
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い
が
、
神
の
声
を
聞
く
こ
と
は
で
き
る
と
書
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
私
の
声
は
余
り
強
く
、

私
の
言
葉
は
余
り
荒
ら
過
ぎ
る
」
な
ど
、「
雷
の
や
う
な
」
神
の
声
を
め
ぐ
る
描
写
か
ら
神
の

権
威
や
威
厳
を
表
す
一
方
、
な
ぜ
神
の
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
に
つ
い
て
も
宮
原

は
読
者
に
示
し
て
い
る
。 

童
話
の
中
で
は
、
声
や
音
を
め
ぐ
る
描
写
が
他
に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
「
や
さ
し
い
、

す
き
と
ほ
つ
た
声
で
」
太
郎
を
迎
え
に
行
く
ア
リ
エ
ル
や
「
羽
に
凄
じ
い
底
鳴
り
の
す
る
音

が
、
ド
ロ
〱
と
響
」
く
ケ
ラ
ビ
ム
、「
本
当
に
優
し
い
声
」
を
し
て
い
る
イ
エ
ス
、
最
後
の
場

面
の
天
使
達
や
天
国
の
信
徒
達
が
歌
っ
た
「
え
も
言
は
れ
ぬ
美
し
い
音
楽
」
も
非
常
に
印
象

的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
声
や
音
を
め
ぐ
る
描
写
に
よ
っ
て
、
読
者
の
天
国
に
対
す
る
聴
覚
イ

メ
ー
ジ
を
喚
起
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
宮
原
の
狙
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

最
後
に
、
宮
原
の
創
意
工
夫
が
見
ら
れ
る
、
イ
エ
ス
に
関
す
る
描
写
を
見
て
み
よ
う
。 

  
 

唯
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
が
よ
く
画
で
見
る
や
う
に
、
白
い
何
の
飾
り
も
な
い
衣
服
を
着

て
、
立
つ
お
い
で
な
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
茨
の
冠
に
は
、
矢
張
り
大
き
な
棘
が
生

え
て
ゐ
ま
す
け
れ
ど
、
棘
の
そ
ば
か
ら
は
、
白
い
百
合
と
、
紅
い
ば
ら
と
が
沢
山
咲
き
こ

ぼ
れ
て
、
そ
の
花
辨
に
は
数
限
な
い
球
が
き
ら
め
い
て
を
り
ま
し
た
４
１

。 

 

白
衣
姿
の
イ
エ
ス
像
は
多
く
の
絵
画
に
見
ら
れ
る
。「
服
は
真
っ
白
に
輝
き
、
こ
の
世
の
ど

ん
な
さ
ら
し
職
人
の
腕
も
及
ば
ぬ
ほ
ど
白
く
な
っ
た
」
４
⒉

と
、
新
約
聖
書
に
も
記
述
が
あ
る
。

ま
た
、
茨
の
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
イ
エ
ス
像
に
関
し
て
は
、
「
イ
エ
ス
は
茨
の
冠
を
か
ぶ
り
、

紫
の
服
を
着
け
て
出
て
来
ら
れ
た
」
４
３

と
、
イ
エ
ス
が
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
時
、
茨
の
冠

を
つ
け
て
い
た
こ
と
が
新
約
聖
書
に
明
白
に
書
か
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
多
く
の
宗
教
絵
画
や
映
画
に
も
登
場
す
る
受
難
の
象
徴
と
し
て
の
茨
の
冠
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
棘
の
あ
る
枝
で
編
ま
れ
た
冠
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
宮
原
は

大
き
な
棘
が
生
え
て
い
る
冠
に
「
白
い
百
合
と
、
紅
い
ば
ら
と
が
沢
山
咲
き
こ
ぼ
れ
て
、
そ

の
花
辨
に
は
数
限
り
な
い
球
が
き
ら
め
い
て
」
４
４

と
描
い
て
い
る
。
百
合
と
ば
ら
の
花
辨
に

飾
っ
て
い
る
球
は
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る
世
の
中
の
人
が
、
イ
エ
ス
が
十
字
架
に
か
け
ら
れ

た
苦
み
を
聞
か
さ
れ
た
と
き
流
し
た
涙
で
あ
る
。
そ
れ
は
真
珠
よ
り
も
尊
い
玉
と
イ
エ
ス
が

語
る
。 

「
天
国
に
涙
は
な
い
」
と
は
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
口
に
す
る
言
葉
で
あ
る
。『
ヨ
ハ
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ネ
の
黙
示
録
』
の
中
に
も
、
神
は
人
々
の
「
目
の
涙
を
こ
と
ご
と
く
ぬ
ぐ
い
取
っ
て
く
だ
さ

る
。
も
は
や
死
は
な
く
、
も
は
や
悲
し
み
も
嘆
き
も
労
苦
も
な
い
」４
５

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

天
国
に
は
死
も
悲
し
み
も
嘆
き
も
労
苦
も
な
い
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら
の
象
徴
で
あ
る
涙
も
な

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宮
原
は
涙
を
あ
え
て
美
し
い
玉
に
変
え
、
そ
れ
を
イ
エ
ス
の
冠
に
飾

る
。 こ

れ
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
二
通
り
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
一
つ
は
、
イ
エ
ス
が
十

字
架
に
か
け
ら
れ
た
苦
み
を
聞
か
さ
れ
た
時
に
人
々
が
流
し
た
涙
は
苦
し
み
の
象
徴
で
は
な

く
、
イ
エ
ス
に
対
す
る
信
仰
の
表
れ
だ
と
理
解
で
き
る
。
信
仰
の
表
れ
と
し
て
の
涙
の
み
が
、

イ
エ
ス
の
冠
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
太
郎
の
死
は
最
後
の
審
判
を
迎
え
る
時
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
太
郎
が
見
た
イ
エ
ス
は
受
難
時
の
茨
の
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
一
方
、
最

後
の
審
判
を
迎
え
て
い
な
い
天
国
に
は
人
々
の
苦
し
み
の
象
徴
と
し
て
の
涙
も
存
在
し
て
い

る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。 

宮
原
は
聖
書
の
教
え
を
尊
重
し
な
が
ら
、
自
分
な
り
の
創
意
工
夫
で
「
身
に
咲
い
た
花
」

の
天
国
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
読
者
の
視
覚
イ
メ
ー
ジ
、
聴
覚
イ
メ
ー
ジ
を

刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
大
で
美
し
い
空
間
と
、
威
厳
を
示
す
神
、
慈
悲
深
い
イ
エ
ス

な
ど
天
国
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
が
生
き
生
き
と
湧
い
て
く
る
。 

 

結
び 本

章
で
は
「
身
に
咲
い
た
花
」
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
描
写
の
検
討
を
通
じ
て
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
宮
原
晃
一
郎
の
童
話
作
品
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
性
や
、〈
子
ど

も
の
死
〉
の
描
写
の
特
徴
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。 

札
幌
聖
公
会
で
の
調
査
や
「
身
に
咲
い
た
花
」
の
検
討
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
宮
原
に
と

っ
て
キ
リ
ス
ト
教
が
、
彼
の
創
作
活
動
を
根
底
か
ら
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
表
現
や
内
容
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
次
元
の
話

で
は
な
く
、
教
義
に
あ
く
ま
で
も
忠
実
に
、
決
し
て
逸
脱
す
る
こ
と
な
く
物
語
が
創
作
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
太
郎
の
〈
死
〉
は
、
悪
魔
の
誘
惑
か
ら
守
る
た
め
に
純
真
無
垢
な
子
ど
も
を
早

世
さ
せ
る
、
あ
る
種
の
救
済
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
多
く
の
作
家
が
悲
し
む
べ
き
事
柄
と

し
て
描
く
〈
子
ど
も
の
死
〉
は
、
宮
原
に
と
っ
て
は
純
粋
で
美
し
い
魂
が
神
様
の
も
と
へ
召

さ
れ
る
、
祝
福
す
べ
き
事
柄
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
死
後
の
世
界
」
や
「
天
国
」
、
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「
天
使
」
、
「
神
」
な
ど
の
描
写
に
つ
い
て
も
、
小
川
未
明
や
秋
庭
俊
彦
ら
、
同
時
代
の
他
の

作
家
た
ち
が
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
な
ど
、
海
外
の
作
品
に
着
想
を
得
て
自
由
に
表
現
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
宮
原
の
描
く
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
聖
書
に
基
づ
い
た
表
現
で
あ
り
、
キ
リ

ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
に
忠
実
で
あ
る
。 

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
読
者
に
は
馴
染
み
の
な
い
概
念
に
つ
い
て
は
別
の
表
現

を
用
い
た
り
、
あ
え
て
異
な
る
文
脈
に
お
け
る
概
念
を
援
用
し
た
り
、
読
者
の
理
解
を
促
す

工
夫
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
篤
い
信
仰
心
」
に
つ
い
て
は
、「
勉
強
家
で
学
問
が
よ
く
出
来

る
」
、
「
親
孝
行
を
す
る
」
、
「
友
達
に
親
切
」
な
ど
、
そ
の
概
念
の
具
体
的
な
現
れ
方
を
補
足

し
た
り
、
天
国
へ
と
至
る
道
を
約
束
の
徴
の
意
味
す
る
「
虹
の
橋
」
に
例
え
る
場
面
で
は
、

日
本
神
話
に
お
け
る
虹
の
イ
メ
ー
ジ
を
援
用
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の

世
界
で
も
議
論
が
分
か
れ
る
部
分
、
異
な
る
解
釈
が
存
在
す
る
場
所
に
つ
い
て
、
宮
原
は
聖

書
の
範
囲
を
逸
脱
し
な
い
程
度
で
創
意
工
夫
し
て
い
る
。 

最
後
に
、
宮
原
は
随
筆
「
ト
ル
ス
ト
イ
の
宗
教
觀
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

ト
ル
ス
ト
イ
は
宗
教
（
基
督
教
）
か
ら
神
秘
を
剥
奪
し
た
。（
中
略
）
ト
ル
ス
ト
イ
の
宗

教
に
は
、
ダ
ン
テ
の
や
う
に
、
又
は
同
時
代
の
隣
国
人
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ー
リ
の
や
う
に
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
が
な
い
。
従
つ
て
散
文
的
、
合
理
的
、
意
思
的
で
、
う
る
ほ
ひ
に
乏
し
い
。
一

般
人
の
宗
教
に
求
む
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
と
は
反
対
に
、
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
現

世
の
延
長
と
見
る
べ
き
永
世
、
現
代
に
於
て
得
な
か
つ
た
も
の
に
対
す
る
墓
の
彼
方
に
於

け
る
代
償
で
あ
る
。
そ
こ
に
慰
安
と
く
つ
ろ
ぎ
と
が
あ
る
。
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
あ
れ
ば

こ
そ
、
現
世
に
於
い
て
如
何
ほ
ど
つ
ら
い
こ
と
も
忍
ば
れ
る
の
で
あ
る
４
６

。 

 

 

こ
の
文
章
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
宗
教
思
想
に
欠
け
て
い
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、

す
な
わ
ち
「
現
世
の
延
長
と
見
る
べ
き
永
世
」「
墓
の
彼
方
」
に
つ
い
て
、
宮
原
は
肯
定
的
な

態
度
を
と
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
神
秘
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
こ
そ
が
人
々
に
慰
め
と
、

世
の
中
の
苦
難
を
乗
り
越
え
る
力
を
与
え
ら
れ
る
と
、
宮
原
は
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

童
話
「
身
に
咲
い
た
花
」
は
ま
さ
に
宮
原
の
こ
の
よ
う
な
宗
教
思
想
を
体
現
し
た
作
品
で
あ

る
と
言
え
る
。 
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２
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北
光
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３
日
本
聖
公
会
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書
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日
本
聖
公
会
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区
事
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所
、
二
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年
）
三
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六
頁 

１
４
宮
原
晃
一
郎
「
身
に
咲
い
た
花
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三
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頁 

１
５
宮
原
晃
一
郎
「
身
に
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い
た
花
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二
九
頁 

１
６
宮
原
晃
一
郎
「
身
に
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い
た
花
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三
二
頁 

１
７
児
玉
衣
子
『
聖
書
の
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ど
も
観
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青
山
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、
二
〇
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二
年
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一
二
〇
頁 

１
８
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原
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枝
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子
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観
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近
代 :

 

『
赤
い
鳥
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と
「
童
心
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の
理
想
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中
央
公
論
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、

一
九
八
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年
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四
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１
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宮
原
晃
一
郎
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に
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０
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む
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史
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新
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２
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２
⒉
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身
に
咲
い
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花
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２
３
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ル
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よ
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福
音
書
」01

：1
9

聖
書
の
引
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は
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聖
書 

新
共
同
訳 

旧
約
聖
書
続

編
つ
き
』（
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
八
七
年
）
に
よ
っ
た 

２
４
宮
原
晃
一
郎
「
身
に
咲
い
た
花
」
三
一
頁 

２
５
宮
原
晃
一
郎
「
身
に
咲
い
た
花
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三
七
頁 

２
６
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
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書
」 6

:2
0

、21
 

２
７
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聖
公
会 

前
掲
書 
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四
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２
８
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ェ
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・
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２
９
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０
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2
 

３
⒉
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３
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書 
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３
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四
頁 
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５
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６
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３
７
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４
６
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評
論
随
筆
』
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光
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、
一

九
四
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）
一
六
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頁 
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（
学
会
発
表
情
報
） 

王
玉
「
宮
原
晃
一
郎
「
身
に
咲
い
た
花
」
と
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
天
国
―
札
幌
聖
公
会
と
の

関
わ
り
か
ら
―
」
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
年
度
大
会
（
北
海
道
大
学
人
文
・
社
会
科
学

総
合
教
育
研
究
棟 
Ｗ
四
〇
九
会
議
室 

二
〇
一
七
年
七
月
二
二
日
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

※
本
論
の
完
成
に
多
大
な
る
ご
尽
力
と
ご
協
力
を
頂
い
た
日
本
聖
公
会
北
海
道
教
区
事
務
所

の
方
々
に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 
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第
八
章 

創
作
童
話
に
お
け
る
昔
話
か
ら
の
借
用
お
よ
び
逸
脱
と
、
社

会
的
弱
者
と
し
て
の
〈
子
ど
も
の
死
〉 

 

―
下
村
千
秋
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
を
例
に
― 
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一 
下
村
千
秋
と
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」 

本
章
で
は
、
創
作
童
話
に
お
い
て
作
者
が
昔
話
の
何
を
踏
襲
し
、
ど
の
よ
う
に
独
自
性
を

出
し
て
い
る
の
か
を
、
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
さ
い
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・

プ
ロ
ッ
プ
の
「
昔
話
を
構
成
す
る
三
十
一
の
機
能
」
概
念
を
用
い
て
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ

れ
た
下
村
千
秋
の
創
作
童
話
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
（
二
一
巻
三
～
五
号
、
一
九
二

八
年
九
～
十
一
月
号
）
を
構
成
し
て
い
る
機
能
や
そ
れ
ら
の
結
合
の
仕
方
を
明
ら
か
に
す
る
。

加
え
て
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
現
れ
る
基
本
的
な
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
つ
で
あ
る

「
社
会
的
弱
者
と
し
て
の
子
ど
も
」
の
日
常
生
活
に
お
け
る
〈
死
〉
の
描
か
れ
方
や
、
そ
れ

ら
の
描
写
と
物
語
の
機
能
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。 

下
村
千
秋
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
年
）
、
茨
城
県
稲
敷
郡
朝
日
村
（
現
在
の
阿
見
町
）

に
生
ま
れ
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）、
早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、
読
売
新
聞
社
に
入
社

し
社
会
部
記
者
と
な
る
が
同
年
退
社
、
文
筆
活
動
に
入
る
。
大
正
後
期
か
ら
昭
和
前
期
に
か

け
て
は
『
赤
い
鳥
』
編
集
者
の
木
内
高
音
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
合
計
二
三
編
の
童
話
を
『
赤

い
鳥
』
に
寄
稿
し
た
。
そ
の
多
く
は
「
乞
食
の
ロ
レ
ゾ
ー
」
（『
赤
い
鳥
』
一
四
巻
二
号
、
一

九
二
五
年
二
月
）
な
ど
の
翻
訳
作
品
、
あ
る
い
は
「
神
様
の
布
団
」
（
『
赤
い
鳥
』
一
四
巻
四

号
、
一
九
二
五
年
四
月
）
な
ど
の
昔
話
の
再
話
作
品
で
あ
る
１

。
創
作
童
話
に
つ
い
て
は
、

奈
良
達
雄
が
下
村
千
秋
の
童
話
「
ひ
よ
っ
こ
と
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
」「
飛
行
将
校
と
少
年
た
ち
」

「
救
助
船
」
な
ど
を
取
り
上
げ
、「
平
和
や
人
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
、
困
難
に
た
ち
む
か

う
真
の
勇
気
や
、
自
由
・
幸
福
を
か
ち
と
る
努
力
の
尊
さ
を
訴
え
る
、
積
極
的
な
テ
ー
マ
を

持
っ
た
」
作
品
群
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て
い
る
２

。 

「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
は
、
『
赤
い
鳥
』
一
九
二
八
年
九
月
号
か
ら
十
一
月
号
に

掲
載
さ
れ
た
下
村
の
創
作
童
話
で
あ
る
。
丁
稚
と
し
て
鍛
冶
屋
で
日
々
重
労
働
を
さ
せ
ら
れ

て
い
る
一
一
歳
の
新
吉
の
町
へ
、
あ
る
日
、
曲
馬
団
が
や
っ
て
来
る
。
新
吉
は
親
方
か
ら
曲

馬
団
を
見
に
行
っ
て
は
い
け
な
い
と
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
好
奇
心
に
負
け
て
見
に
行
っ
て

し
ま
う
。
そ
し
て
、
曲
馬
団
の
数
々
の
芸
を
見
た
新
吉
は
、
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ

た
。
あ
る
時
、
曲
馬
団
が
町
か
ら
離
れ
る
の
を
知
り
、
灯
り
が
消
え
た
よ
う
な
寂
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
新
吉
は
鍛
冶
屋
を
飛
び
出
し
、
曲
馬
団
に
入
り
た
い
一
心
で
曲
馬
団
を
追
い
か

け
た
。
そ
し
て
、
曲
馬
団
の
女
性
か
ら
の
入
団
を
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に
と
い
う
忠
告
も
聞

か
ず
、
団
長
か
ら
の
甘
い
言
葉
に
の
せ
ら
れ
、
入
団
す
る
。 

し
か
し
、
曲
馬
団
で
新
吉
を
待
っ
て
い
た
の
は
鍛
冶
屋
の
時
と
同
様
、
辛
い
重
労
働
で
あ
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っ
た
。
新
吉
は
無
我
夢
中
に
働
き
、
や
が
て
曲
馬
団
の
人
気
者
「
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
」
に
な
る
。

し
か
し
、
い
つ
も
自
分
を
助
け
て
く
れ
た
少
女
の
き
え
が
団
長
の
い
じ
め
で
肺
炎
を
患
い
死

ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
機
に
団
長
と
激
し
く
対
立
す
る
よ
う
に
な
り
、
最
後
は
曲
馬
団
か
ら

逃
げ
出
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
東
京
の
上
野
動
物
園
に
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ
で
物
語
は

終
わ
る
。 

 

二 

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
の
「
昔
話
を
構
成
す
る
三
十
一
の
機
能
」 

昔
話
に
は
、
〈
お
決
ま
り
〉
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
す
る
。
「
む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ

ろ
に
」
と
い
う
は
じ
ま
り
や
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
鬼
、
魔
法
使
い
な
ど
が
登
場

す
る
こ
と
、
結
婚
の
条
件
と
し
て
無
理
難
題
を
課
さ
れ
る
こ
と
や
、
動
物
に
よ
る
恩
返
し
、

等
々
。
ロ
シ
ア
（
旧
ソ
連
）
の
昔
話
研
究
家
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
は
そ
の
「
お
決
ま

り
」
を
、
昔
話
を
構
成
す
る
「
機
能
」
と
し
て
捉
え
、
三
十
一
に
分
類
し
た
。
物
語
の
展
開

は
そ
れ
ら
「
三
十
一
の
機
能
」
の
ど
の
「
機
能
」
を
ど
の
よ
う
に
配
置
し
、
結
合
さ
せ
る
か

に
よ
っ
て
決
ま
る
。 

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
は
、
昔
話
の
中
に
は
登
場
人
物
た
ち
の
呼
び
名
、
属
性
な
ど

の
可
変
要
素
と
、
登
場
人
物
た
ち
の
行
為
と
い
う
恒
常
的
な
不
変
要
素
が
あ
る
こ
と
を
発
見

し
た
。
特
に
不
変
要
素
に
関
し
て
、
プ
ロ
ッ
プ
は
そ
れ
を
「
機
能
」
と
定
義
し
、
昔
話
を
構

成
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
し
た
３

。 

プ
ロ
ッ
プ
は
昔
話
の
中
に
認
め
ら
れ
る
「
機
能
」
の
次
の
よ
う
に
分
類
し
、「
三
十
一
の
機

能
」
と
し
て
い
る
４

。 

 
 導

入
の
状
況 

留
守 

禁
止 

違
反 

探
り
出
し 

情
報
漏
洩 

謀
略 

幇
助 

[

加
害 

欠
如 

仲
介
あ
る
い
は
つ
な
ぎ
の
段
階 

対
抗
開
始 

出
立 

贈
与
者
の
第
一
機
能 

主
人

公
の
反
応 

呪
具
の
贈
与
・
獲
得 

二
つ
の
国
の
間
の
空
間
移
動 

闘
い 

標
づ
け 

勝
利 

不
幸
・
欠
如
の
解
消 

帰
還 

追
跡 

救
助 

気
づ
か
れ
ざ
る
到
着 

不
当
な
要
求 

難
題 

解
決 

発
見
・
認
知 

正
体
露
見 

変
身 

処
罰 

結
婚
・
即
位 

 
 

昔
話
の
中
で
も
プ
ロ
ッ
プ
が
「
魔
法
昔
話
」
を
定
義
す
る
物
語
は
、「
加
害
」
あ
る
い
は
「
欠

如
」
か
ら
始
ま
り
、
い
く
つ
か
の
中
間
機
能
を
経
て
、「
結
婚
」
あ
る
い
は
「
欠
如
の
解
消
」
、

「
追
跡
か
ら
の
救
助
」
な
ど
の
結
末
機
能
へ
帰
着
す
る
５

。
こ
の
よ
う
に
、
物
語
の
展
開
は
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一
連
の
機
能
か
ら
成
る
が
、
こ
の
機
能
の
連
な
り
を
プ
ロ
ッ
プ
は
「
行
程
」（
単
位
説
話
）
と

呼
び
、
新
た
な
「
加
害
」
、
ま
た
は
「
欠
如
」
行
為
が
、
新
た
な
「
行
程
」
を
開
く
こ
と
に
な

る
と
主
張
す
る
。
プ
ロ
ッ
プ
に
よ
る
と
、
一
つ
の
昔
話
の
中
に
は
い
く
つ
か
の
「
行
程
」
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
個
々
の
テ
キ
ス
ト
を
分
析
す
る
さ
い
に
は
当
の
テ
キ
ス

ト
が
「
行
程
」
を
い
く
つ
含
ん
で
い
る
か
、
ま
た
そ
の
「
行
程
」
の
結
合
の
仕
方
な
ど
を
確

定
す
る
必
要
が
あ
る
６

。 

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
昔
話
を
下
敷
き
と
し
た
作
品
、
昔
話
の
再
話
作
品
、
昔
話
風
の
童

話
に
つ
い
て
は
、
「
む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
」
と
い
う
不
特
定
の
時
間
空
間
設
定
、

魔
女
や
魔
法
使
い
な
ど
の
特
殊
な
人
物
の
登
場
、
難
題
求
婚
、
動
物
報
恩
が
採
用
さ
れ
た
も

の
が
多
い
。
下
村
の
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
は
こ
う
し
た
要
素
を
盛
り
込
ん
で
い
な

い
が
、
そ
の
構
成
は
プ
ロ
ッ
プ
が
抽
出
し
た
魔
法
昔
話
の
構
成
に
酷
似
し
て
い
る
と
考
え
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
の
構
成
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
物
語

に
プ
ロ
ッ
プ
の
「
三
十
一
の
機
能
」
を
適
用
し
、
登
場
人
物
の
役
割
、
子
ど
も
の
死
に
含
ま

れ
る
機
能
と
作
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

三 

「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
の
構
成 

―
「
三
十
一
の
機
能
」
に
よ
る
分
類
― 

「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
の
構
成
要
素
を
「
三
十
一
の
機
能
」
に
し
た
が
っ
て
分
類

す
る
と
、
二
十
三
の
機
能
と
順
序
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ら
は
、

導
入
の
状
況 

禁
止
（
加
害
） 

違
反 

欠
如 

仲
介
あ
る
い
は
つ
な
ぎ
の
段
階 

出
立 

贈

与
者
の
第
一
機
能 

主
人
公
の
反
応 

呪
具
の
贈
与
・
獲
得 

二
つ
の
国
の
間
の
空
間
移
動 

不
幸
・
欠
如
の
解
消
（
加
害
） 

謀
略 

幇
助 

加
害 

対
抗
開
始 

贈
与
者
の
第
一
機
能 

主
人
公
の
反
応 

呪
具
の
贈
与
・
獲
得 

闘
い 

対
抗
開
始
・
出
立 

二
つ
の
国
の
間
の
空

間
移
動 

気
づ
か
れ
ざ
る
到
着 

変
身
、
で
あ
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
機
能
が
物
語
の
中
で

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
見
て
み
る
。 

 

導
入
の
状
況
…
導
入
状
況
で
は
、
時
間
と
空
間
、
未
来
の
主
人
公
の
名
前
、
社
会
的
地
位
な

ど
が
示
さ
れ
る
。 

→
新
吉
は
十
一
歳
で
鍛
冶
屋
の
丁
稚
と
な
る 

禁
止
…
主
人
公
に
禁
を
課
す
。
命
令
ま
た
提
案
と
い
う
形
も
あ
る
。 
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→
曲
馬
団
を
の
ぞ
く
行
為
の
禁
止 

→
曲
馬
団
を
語
る
行
為
の
禁
止 

→
お
守
り
と
い
う
命
令 

違
反
…
禁
止
の
機
能
と
違
反
の
機
能
は
対
を
な
し
て
い
る
要
素
で
、
物
語
に
お
い
て
そ
の
禁

止
事
項
は
ほ
ぼ
確
実
に
違
反
さ
れ
る
。 

→
新
吉
は
曲
馬
団
を
見
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
禁
止
を
違
反
す
る 

欠
如
…
欠
如
し
て
い
る
対
象
と
し
て
、
「
花
嫁
」
「
珍
し
い
不
思
議
な
も
の
」
「
金
銭
」
「
生
活

の
手
段
」
な
ど
多
様
に
存
在
す
る
。
ま
た
、「
欠
如
」
は
「
花
嫁
が
略
奪
さ
れ
る
」
と
い
う
「
外

部
か
ら
も
た
ら
す
も
の
」
、
と
「
花
嫁
が
い
な
い
」
と
い
う
「
内
部
で
自
覚
さ
れ
る
も
の
」
に

区
別
で
き
る
。 

→
新
吉
の
欠
如
は
、
親
方
に
対
抗
で
き
る
「
幸
福
」
で
あ
る 

仲
介
あ
る
い
は
つ
な
ぎ
の
段
階
…
被
害
な
り
欠
如
な
り
が
主
人
公
に
知
ら
さ
れ
、
頼
む
な
り

命
令
す
る
な
り
し
て
主
人
公
を
派
遣
し
た
り
、
出
立
を
許
し
た
り
す
る
。 

→
曲
馬
団
の
見
送
り
を
機
に
、
新
吉
は
「
幸
福
の
欠
如
」
に
気
が
付
く 

出
立
…
主
人
公
が
家
を
後
に
す
る
。
主
人
公
は
探
索
の
旅
を
開
始
し
、
空
間
的
移
動
を
行
う
。 

→
新
吉
は
鍛
冶
屋
か
ら
離
れ
る 

贈
与
者
の
第
一
機
能
…
主
人
公
が
贈
与
者
に
よ
っ
て
試
さ
れ
、
訊
ね
ら
れ
、
攻
撃
さ
れ
た
り

す
る
。 

→
新
吉
に
挨
拶
す
る
少
女 

→
新
吉
に
忠
告
す
る
女
の
人 

主
人
公
の
反
応
…
主
人
公
が
贈
与
者
と
な
る
は
ず
の
者
の
働
き
か
け
に
反
応
す
る
。
主
人
公

は
つ
ね
に
肯
定
的
な
態
度
を
取
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
否
定
的
な
態
度
も
と
る
。 

→
新
吉
は
忠
告
を
裏
切
り
、
曲
馬
団
を
追
い
か
け
る 

呪
具
の
贈
与
・
獲
得
…
呪
具
「
あ
る
い
は
助
手
」
が
主
人
公
の
手
に
入
る
。 

→
新
吉
と
象
と
の
出
会
い 

二
つ
の
国
の
間
の
空
間
移
動
…
主
人
公
は
、
探
し
求
め
る
対
象
の
あ
る
場
所
へ
、
連
れ
て
行

か
れ
る
・
送
り
と
ど
け
ら
れ
る
・
案
内
さ
れ
る
。 

→
新
吉
は
曲
馬
団
に
行
き
着
く 

不
幸
・
欠
如
の
解
消
…
発
端
の
不
幸
・
災
い
か
当
初
の
欠
如
が
解
消
さ
れ
る
。 

→
新
吉
は
鍛
冶
屋
と
の
つ
な
が
り
を
断
ち
、
望
み
通
り
曲
馬
団
の
人
気
者
に
な
っ
た 



145 

 

謀
略
…
敵
対
者
は
、
犠
牲
者
と
な
る
者
な
り
そ
の
持
ち
物
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
、
犠
牲

と
な
る
者
を
騙
そ
う
と
す
る
。 

→
団
長
は
新
吉
に
入
団
を
勧
め
、
騙
そ
う
と
し
て
い
る 

幇
助
…
犠
牲
と
な
る
者
は
欺
か
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
心
な
ら
ず
も
敵
対
者
を
助
け
る
。

こ
の
機
能
は
、「
謀
略
」
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
主
人
公
は
つ
ね
に
敵
対
者
の
騙
す
た

め
の
す
す
め
に
騙
さ
れ
る
。 

→
新
吉
は
曲
馬
団
に
入
団
し
、
無
我
夢
中
に
働
く
こ
と
で
団
長
の
罠
に
嵌
る 

加
害
…
敵
対
者
が
、
家
族
の
成
員
の
ひ
と
り
に
害
を
加
え
る
な
り
損
傷
を
与
え
た
り
す
る
。 

→
団
長
が
き
え
ち
ゃ
ん
に
罰
を
与
え
る 

対
抗
の
開
始
…
主
人
公
が
、
対
抗
す
る
行
動
に
出
る
こ
と
に
同
意
す
る
か
、
対
抗
す
る
行
動

に
出
る
こ
と
に
決
意
す
る
。 

→
新
吉
は
き
え
ち
ゃ
ん
の
芸
を
代
わ
り
に
や
る
こ
と
で
、
団
長
へ
の
対
抗
の
意
を
表
明
す

る 贈
与
者
の
第
一
機
能 

→
わ
か
姉
さ
ん
は
新
吉
に
忠
告
を
す
る
こ
と
で
、
再
び
贈
与
者
と
し
て
機
能
す
る 

主
人
公
の
反
応 

→
新
吉
は
勧
告
を
無
視
す
る 

呪
具
の
贈
与
・
獲
得
…
第
一
行
程
で
獲
得
し
た
呪
具
が
第
二
行
程
で
主
人
公
を
助
け
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。 

→
象
の
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
の
助
け
で
、
新
吉
は
無
事
に
芸
を
終
え
る 

闘
い
…
主
人
公
と
敵
対
者
が
直
接
闘
う
。 

→
新
吉
は
団
長
と
直
接
対
決
す
る 

対
抗
開
始
・
出
立
…
主
人
公
が
再
び
探
索
に
出
発
す
る
。 

→
新
吉
は
曲
馬
団
か
ら
離
れ
る 

二
つ
の
国
の
間
の
空
間
移
動 

 
 

→
新
吉
は
列
車
で
小
石
川
へ
向
か
う 

気
づ
か
れ
ざ
る
到
着
…
主
人
公
が
そ
れ
と
気
付
か
れ
ず
に
、
家
郷
か
、
他
国
に
到
着
す
る
。 

→
新
吉
は
上
野
動
物
園
に
行
き
着
く 

変
身
…
主
人
公
に
新
た
な
姿
が
与
え
ら
れ
る
。 

→
新
吉
は
動
物
の
手
伝
い
に
な
る 
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そ
し
て
、
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
は
二
つ
の
「
行
程
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一

の
行
程
は
、
「
欠
如
」
か
ら
「
不
幸
・
欠
如
の
解
消
（
加
害
）
」
ま
で
の
機
能
か
ら
な
る
行
程

で
あ
り
、
第
二
の
行
程
は
、「
謀
略
」
か
ら
「
二
つ
の
国
の
間
の
空
間
移
動
」
ま
で
の
機
能
か

ら
な
る
行
程
で
あ
る
。
前
段
の
「
導
入
の
状
況
」
か
ら
「
違
反
」
は
第
一
行
程
の
予
備
部
分

で
あ
り
、
後
段
の
「
気
づ
か
れ
ざ
る
到
着
」「
変
身
」
は
第
二
行
程
の
続
き
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

プ
ロ
ッ
プ
に
よ
る
と
「
行
程
」
と
「
行
程
」
の
結
合
に
は
六
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
が
７

、「
曲

馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
の
二
つ
の
「
行
程
」
の
結
合
は
、
プ
ロ
ッ
プ
が
「
第
一
の
行
程
が

終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
新
し
い
行
程
が
始
ま
る
」
タ
イ
プ
と
呼
ぶ
結
合
と
み
ら
れ
る
。
第
一

行
程
の
最
後
の
機
能
「
不
幸
・
欠
如
の
解
消
」
が
、
第
二
行
程
の
最
初
の
機
能
「
謀
略
」「
幇

助
」
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
曲
馬
団
に
入
団
し
、
無
我

夢
中
で
下
働
き
を
し
て
い
た
新
吉
が
曲
馬
団
の
ス
タ
ー
「
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
」
と
し
て
得
意
の

絶
頂
に
至
る
場
面
は
、
第
一
行
程
の
「
不
幸
・
欠
如
の
解
消
」
で
あ
り
、
同
時
に
第
二
行
程

の
「
謀
略
」
と
「
幇
助
」
の
始
ま
り
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
幸
福
の
欠
如
が
解

消
さ
れ
た
第
一
行
程
の
終
わ
り
に
、
団
長
の
入
団
勧
誘
と
、
そ
れ
へ
の
新
吉
の
協
力
と
い
う

第
二
行
程
の
始
ま
り
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

四 

「
行
動
領
域
」
と
曲
馬
団
と
い
う
仮
装 

 

「
三
十
一
の
機
能
」
は
、
魔
法
昔
話
を
構
成
す
る
恒
常
的
か
つ
不
変
的
な
要
素
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
機
能
の
多
く
は
論
理
的
に
結
合
し
合
い
、
一
定
の
「
行
動
領
域
」
を
つ

く
り
あ
げ
て
い
る
。
プ
ロ
ッ
プ
は
、
魔
法
昔
話
に
は
七
つ
の
「
行
動
領
域
」
が
存
在
す
る
と

結
論
づ
け
た
８

。
す
な
わ
ち
、
⑴
敵
対
者
（
加
害
者
）
の
行
動
領
域 

⑵
贈
与
者
（
補
給
係
）

の
行
動
領
域 

⑶
助
手
の
行
動
領
域 

⑷
王
女
（
探
し
求
め
る
人
物
）
と
そ
の
父
と
の
行
動

領
域 

⑸
派
遣
者
の
行
動
領
域 

⑹
主
人
公
の
行
動
領
域 

⑺
に
せ
主
人
公
の
行
動
領
域
、

の
七
つ
で
あ
る
。
一
つ
の
物
語
に
「
三
十
一
の
機
能
」
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
よ
う
に
、「
行
動
領
域
」
も
ま
た
一
つ
の
物
語
に
七
つ
す
べ
て
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な

い
。 と

こ
ろ
で
、
機
能
を
果
た
す
者
や
そ
の
働
き
か
け
を
受
け
る
客
体
＝
個
々
の
登
場
人
物
と

「
行
動
領
域
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ッ
プ
は
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
得
る
と
指
摘
す

る
９

。「
行
動
領
域
が
正
確
に
登
場
人
物
と
対
応
・
一
致
し
て
い
る
場
合
」
、「
一
人
の
登
場
人
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物
が
、
い
く
つ
か
の
行
動
領
域
に
関
わ
っ
て
い
る
場
合
」
、
「
一
つ
の
行
動
領
域
が
、
い
く
人

か
の
登
場
人
物
に
割
り
振
ら
れ
て
い
る
場
合
」
で
あ
る
。
「
曲
馬
団
の
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」

の
個
々
の
登
場
人
物
を
こ
れ
ら
の
「
行
動
領
域
」
に
照
ら
し
合
せ
て
み
る
と
、「
主
人
公
の
行

動
領
域
」
と
新
吉
は
「
一
人
の
人
物
に
一
つ
の
役
割
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ほ
か
の
登
場

人
物
と
「
行
動
領
域
」
の
対
応
は
少
々
複
雑
で
あ
る
。
特
に
、「
曲
馬
団
」
に
属
し
て
い
る
「
一

寸
法
師
」
「
団
長
」
「
道
具
方
の
男
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
「
行
動
領
域
」
と
、
ど
の

よ
う
に
結
び
つ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

最
初
に
一
寸
法
師
が
、
曲
馬
団
を
代
表
し
て
新
吉
の
生
活
に
闖
入
し
た
。 

 

さ
ぁ
て
皆
さ
ん
。
皆
さ
ん
は
今
ま
で
、
私
を
世
界
一
の
小
男
と
見
て
、
子
供
さ
ん
ま
で

が
私
と
背
く
ら
べ
を
し
た
り
し
ま
し
て
馬
鹿
に
な
さ
い
ま
し
た
が
、
た
だ
今
は
世
界
一
の

大
男
と
な
り
ま
し
た
１
０

。 

 

一
寸
法
師
の
出
現
か
ら
、
新
吉
は
曲
馬
団
に
関
心
を
持
ち
始
め
、
つ
い
に
「
禁
止
」
を
破

っ
て
曲
馬
団
を
見
る
た
め
に
飛
び
出
し
て
行
く
。
曲
馬
団
を
の
ぞ
い
た
新
吉
の
胸
の
中
に
、

「
幸
福
な
気
持
ち
」
が
ひ
ろ
が
っ
た
。
そ
し
て
、
曲
馬
団
が
立
ち
去
る
こ
と
を
知
り
、「
急
に

あ
か
り
が
き
え
た
よ
う
に
さ
び
し
く
」
な
っ
た
新
吉
は
、〈
自
分
の
幸
福
〉
の
消
失
を
恐
れ
て

戸
惑
う
。
こ
の
一
連
の
流
れ
か
ら
、
一
寸
法
師
に
代
表
さ
れ
る
「
曲
馬
団
」
は
、
新
吉
に
幸

福
の
欠
如
を
知
ら
せ
る
「
仲
介
あ
る
い
は
つ
な
ぎ
の
段
階
」
の
機
能
を
担
う
「
派
遣
者
の
行

動
領
域
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

 

と
う
と
う
新
吉
は
、
曲
馬
団
の
あ
と
を
追
っ
て
走
り
出
し
ま
し
た
。
曲
馬
団
と
い
っ
し

ょ
に
い
た
い
、
と
思
う
き
り
、
外
の
こ
と
は
何
一
つ
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
１
１

。 

 

新
吉
は
自
分
の
幸
福
の
欠
如
に
目
覚
め
、
鍛
冶
屋
か
ら
「
出
立
」
し
た
。
曲
馬
団
を
追
い

か
け
る
新
吉
は
、「
曲
馬
団
の
仲
間
に
加
わ
っ
て
か
ら
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
想
像
し
」、「
そ

の
想
像
は
み
ん
な
、
は
な
や
か
な
、
幸
福
な
こ
と
ば
か
り
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
曲
馬
団
と

い
う
も
の
は
、
は
な
や
か
な
幸
福
な
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
る
」。
こ
こ
か
ら
、
新
吉
が
探

し
求
め
る
幸
福
は
「
曲
馬
団
」
と
融
合
し
、「
曲
馬
団
」
そ
の
も
の
が
新
吉
の
追
求
対
象
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
一
行
程
の
最
後
で
、「
て
め
え
曲
馬
団
の
仲
間
へ
入
れ
て
や
ろ
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う
か
。
」
と
、
や
さ
し
い
顔
を
し
た
団
長
が
登
場
す
る
。
団
長
の
承
認
を
得
て
新
吉
は
、
「
自

分
の
思
う
通
り
、
曲
馬
団
の
仲
間
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
」
。
「
曲
馬
団
」
に
入
れ
た
こ
と
、

す
な
わ
ち
幸
福
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
吉
の
「
欠
如
」
は
い
っ
た
ん
解
消
さ
れ
る
。

「
不
幸
・
欠
如
の
解
消 

(

Ｋ)

」
の
機
能
は
「
助
手
の
行
動
領
域
」
に
属
す
る
の
で
、
「
曲
馬

団
」
は
「
助
手
の
行
動
領
域
」
の
場
で
あ
る
と
も
言
え
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、「
曲
馬
団
」
は
第
一
行
程
に
お
い
て
は
「
派
遣
者
の
行
動
領
域
」、「
助
手
の

行
動
領
域
」
に
そ
れ
ぞ
れ
関
係
し
て
い
る
の
に
対
し
、
第
二
行
程
で
は
た
だ
「
敵
対
者
（
加

害
者
）
の
行
動
領
域
」
に
の
み
属
し
て
い
る
。
曲
馬
団
の
加
害
行
為
は
き
え
ち
ゃ
ん
へ
の
罰

を
発
端
に
、
新
吉
の
気
づ
く
と
こ
ろ
と
な
る
。 

 

「
御
飯
を
一
日
に
一
度
し
か
食
べ
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
」
た
め
、
目
ま
い
が
す
る
き
え
ち

ゃ
ん
に
、
団
長
は
「
横
着
も
の
め
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
と
、
た
た
き
の
め
す
ぞ
」
と
怒
鳴

り
つ
け
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
新
吉
は
団
長
へ
の
対
抗
意
識
を
あ
ら
わ
に
し
始
め
る
。

「
外
の
人
に
代
わ
っ
て
も
ら
う
と
、
ま
た
罰
を
く
わ
さ
れ
る
も
の
」
と
怯
え
る
き
え
ち
ゃ
ん

に
代
わ
っ
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
こ
と
で
、
新
吉
は
団
長
の
完
全
な
敵
と
な
り
、「
て
め
え
は

ま
た
な
ぜ
芸
も
出
来
な
い
く
せ
に
、
人
の
身
代
わ
り
な
ど
に
な
っ
た
の
だ
」
と
怒
鳴
り
つ
け

ら
れ
る
。
「
ど
こ
ま
で
も
意
地
悪
で
つ
む
じ
曲
が
り
」
な
団
長
は
、
「
て
め
え
ら
、
み
ん
な
ぐ

る
に
な
っ
て
勝
手
な
こ
と
を
し
て
や
が
る
ん
だ
な
。
よ
し
、
ど
う
す
る
か
見
て
や
が
れ
」
と
、

新
吉
た
ち
を
威
嚇
し
た
。 

「
お
小
使
い
は
一
銭
も
も
ら
え
な
く
」
な
り
、「
三
度
の
食
事
は
二
度
に
」
減
ら
さ
れ
、
そ

の
食
事
も
「
犬
が
食
べ
る
よ
う
な
粗
末
な
食
事
」
に
変
わ
っ
た
。
そ
れ
が
原
因
で
き
え
ち
ゃ

ん
は
亡
く
な
り
、
新
吉
と
団
長
の
対
立
は
い
よ
い
よ
激
化
す
る
。「
こ
の
鬼
め
、
こ
の
罰
あ
た

り
め
、
首
で
も
く
く
っ
て
死
ん
で
し
ま
え
！
」
と
新
吉
が
団
長
に
浴
び
せ
た
言
葉
に
よ
っ
て
、

決
裂
は
決
定
的
と
な
る
。
し
か
し
、「
青
く
な
っ
て
叫
ん
で
い
る
」
新
吉
に
対
し
て
、
団
長
は

「
た
だ
に
や
に
や
笑
っ
て
見
て
い
る
ば
か
り
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
り
、
団
長
の
「
加
害
」

機
能
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。 

 

「
加
害
行
為
」
か
ら
「
結
婚
」
ま
で
の
行
程
に
含
ま
れ
た
諸
機
能
が
、
七
つ
の
登
場
人
物

に
割
り
振
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
予
備
部
分
の
「
禁
止
」
「
禁
を
破
る
」
「
謀
略
」
な
ど
の
機

能
も
、
こ
れ
ら
の
人
物
に
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
予
備
部
分
に
お
い
て
は
機
能
の

割
り
振
り
が
均
等
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
も
と
に
し
て
登
場
人
物
を
規
定
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
、
プ
ロ
ッ
プ
は
指
摘
し
て
い
る
１
２

。
予
備
部
分
の
諸
機
能
に
対
し
、
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曲
馬
団
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。 

 

第
二
行
程
の
予
備
部
分
（
第
一
行
程
の
最
終
）
は
、
団
長
の
入
団
許
可
か
ら
き
え
ち
ゃ
ん

が
被
害
に
遭
う
ま
で
の
、
新
吉
の
曲
馬
団
生
活
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
象
の
フ
ァ
ッ
ト
マ

ン
の
お
か
げ
で
、
新
吉
は
「
り
っ
ぱ
な
象
使
い
の
名
人
」
に
な
り
、「
得
意
の
絶
頂
」
に
た
ど

り
着
く
。
し
か
し
、
新
吉
を
ス
タ
ー
に
押
し
上
げ
た
芸
は
、
鍛
冶
屋
の
小
僧
だ
っ
た
こ
ろ
の

動
作
か
ら
編
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
鍛
冶
屋
の
親
方
を
揶
揄
す
る
も
の
だ
っ
た
。 

 

も
し
見
物
人
の
中
に
、
あ
の
鍛
冶
屋
の
意
地
わ
る
お
や
じ
が
い
た
ら
、
ど
ん
な
顔
を
す

る
だ
ろ
う
。
そ
う
思
う
と
新
吉
は
ま
た
一
人
で
お
か
し
く
な
り
、
ま
す
ま
す
元
気
づ
い
て
、

そ
れ
で
ま
す
ま
す
芸
が
面
白
く
な
り
ま
し
た
１
３

。 

  

曲
馬
団
の
ス
タ
ー
「
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
」
と
な
っ
た
新
吉
は
、
鍛
冶
屋
の
お
や
じ
へ
の
復
讐

と
も
み
ら
れ
る
行
動
を
取
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
新
吉
の
行
為
は
、
第
一
行
程
で

は
「
不
幸
・
欠
如
の
解
消
（
Ｋ
）」
の
機
能
と
し
て
表
れ
て
い
た
が
、
第
二
行
程
で
は
「
被
害
」

の
意
味
合
い
が
読
み
取
れ
る
。 

 

「
土
間
の
仕
事
場
で
意
地
悪
の
親
方
に
ど
な
り
つ
け
ら
れ
な
が
ら
、
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
、
ト

ッ
テ
ン
カ
ン
と
」
鉄
を
打
っ
て
い
た
新
吉
は
、
始
終
「
被
害
」
に
遭
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
れ
ゆ
え
、「
幸
福
」
の
欠
如
を
解
消
す
る
た
め
、
新
吉
は
鍛
冶
屋
を
逃
げ
だ
し
た
。
し
か
し
、

曲
馬
団
で
は
鍛
冶
屋
に
い
た
時
よ
り
、
さ
ら
な
る
重
労
働
を
強
い
ら
れ
る
。
「
馬
の
か
い
ば
」

や
「
動
物
の
食
べ
物
」
を
つ
く
る
こ
と
、
曲
馬
団
員
の
「
御
飯
の
し
た
く
」
を
す
る
こ
と
な

ど
、
新
吉
は
「
い
な
か
の
鍛
冶
屋
に
い
た
時
分
よ
り
は
、
も
っ
と
ま
っ
黒
け
に
な
っ
て
、
朝

っ
か
ら
夜
ま
で
、
そ
の
夜
も
十
一
時
か
ら
十
二
時
頃
ご
ろ
ま
で
働
き
つ
づ
け
」
た
。
ま
た
、

ほ
か
の
意
地
悪
な
道
具
方
の
男
た
ち
に
「
水
を
く
ん
で
来
い
、
そ
れ
、
お
米
を
と
げ
、
そ
れ
、

じ
ゃ
が
い
も
の
皮
を
む
け
、
そ
れ
、
た
く
あ
ん
を
買
っ
て
来
い
と
、
次
か
ら
次
へ
目
の
ま
わ

る
ほ
ど
こ
き
使
わ
れ
」
も
し
た
。
新
吉
が
望
ん
で
加
わ
っ
た
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
鍛
冶
屋

も
曲
馬
団
も
、
新
吉
に
対
し
て
「
加
害
者
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。 

「
曲
馬
団
」
と
「
鍛
冶
屋
」
の
加
害
本
質
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
第
一
行
程

で
の
「
派
遣
者
の
行
動
領
域
」
「
王
女
（
探
し
求
め
る
人
物
）
の
行
動
領
域
」
「
助
手
の
行
動

領
域
」
と
し
て
の
「
曲
馬
団
」
が
、
す
べ
て
仮
象
で
あ
っ
た
と
い
う
構
造
が
み
え
て
く
る
。 

 

こ
こ
で
、
冒
頭
部
分
の
「
東
洋
一
大
曲
馬
団
」
「
東
洋
一
移
動
大
動
物
園
」
「
世
界
的
大
魔
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術
」「
世
界
的
猛
獣
使
」
を
名
乗
る
「
曲
馬
団
」
の
華
や
か
で
、
愉
快
な
登
場
場
面
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
。
こ
の
シ
ー
ン
と
、
に
こ
に
こ
し
て
新
吉
の
頭
を
な
で
な
が
ら
「
あ
あ
。
お
と

な
し
く
い
う
こ
と
を
き
い
て
、
そ
し
て
一
生
け
ん
め
い
に
働
け
ば
、
入
れ
て
や
っ
て
も
い
い

よ
」
と
い
う
団
長
の
や
さ
し
さ
は
、
同
工
異
曲
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
犠
牲
者
と
し
て
の
新
吉

を
手
に
い
れ
よ
う
と
す
る
、
敵
対
者
の
「
謀
略
」
機
能
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

主
人
公
は
与
え
ら
れ
た
禁
令
を
常
に
破
る
と
と
も
に
、
敵
対
者
の
甘
言
に
も
常
に
騙
さ
れ
る

１
４

と
い
う
ル
ー
ル
が
示
す
通
り
、
新
吉
は
ま
ん
ま
と
団
長
や
曲
馬
団
の
仮
象
に
惑
わ
さ
れ
た

の
で
あ
る
。 

 

五 

昔
話
の
構
成
か
ら
逸
脱
し
た
「
少
女
の
死
」 

―
児
童
労
働
批
判
と
し
て
の
側
面
か
ら
― 

 

団
長
を
代
表
と
す
る
「
曲
馬
団
」
が
、
二
つ
の
行
程
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
「
行
動
領
域
」

に
関
わ
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
少
女
の
き
え
ち
ゃ
ん
も
二
つ
の
行
程
に
お
け
る
「
行
動
領

域
」
が
全
く
同
じ
で
は
な
い
。
第
一
行
程
で
は
、
新
吉
に
対
し
「
お
や
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

黒
ん
坊
の
子
が
い
る
よ
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
も
、
そ
の
入
団
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
「
贈

与
者
」
の
「
行
動
領
域
」
を
担
っ
て
い
た
。
第
二
行
程
で
は
、
前
半
は
同
じ
く
新
吉
に
対
し

「
ほ
ん
と
ね
え
、
か
わ
い
そ
う
ね
」
と
同
情
の
意
を
表
し
、「
で
も
、
外
の
人
に
代
わ
っ
て
も

ら
う
と
、
ま
た
罰
を
く
わ
さ
れ
る
も
の
」
と
助
け
を
断
ろ
う
と
す
る
な
ど
、「
贈
与
者
（
補
給

係
）」
の
「
行
動
領
域
」
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
途
中
か
ら
「
き
え
ち
ゃ
ん
は
そ
の
前
日
、

芸
を
し
く
じ
っ
た
の
で
、
御
飯
を
一
日
に
一
度
し
か
食
べ
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
」
な

ど
の
描
写
が
示
す
よ
う
に
、「
加
害
」
機
能
の
受
け
手
と
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
「
行
動
領
域
」

が
「
贈
与
者
」
か
ら
、「
敵
対
者
が
、
家
族
の
成
員
の
ひ
と
り
に
害
を
加
え
る
な
り
損
傷
を
与

え
る
な
り
す
る
」
と
き
の
「
家
族
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

 

プ
ロ
ッ
プ
は
昔
話
に
お
け
る
登
場
人
物
の
名
前
、
性
別
、
社
会
的
地
位
と
い
っ
た
属
性
を

「
可
変
」
要
素
と
分
類
し
た
が
、
こ
う
し
た
可
変
要
素
こ
そ
が
昔
話
に
多
彩
な
魅
力
を
も
た

ら
す
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
り
得
る
。
可
変
要
素
は
構
成
と
関
係
な
し
に
、
昔
話
が
創
作
さ
れ
た

当
時
の
社
会
状
況
、
風
俗
、
文
化
を
反
映
す
る
。
つ
ま
り
、
登
場
人
物
に
賦
与
さ
れ
た
属
性

の
中
に
こ
そ
、「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
の
創
作
意
図
が
潜
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

新
吉
は
、
き
え
ち
ゃ
ん
を
恩
人
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
曲
馬
団
で
「
は
じ
め
て

新
吉
に
話
し
か
け
た
の
が
こ
の
き
え
ち
ゃ
ん
」
で
あ
り
、
そ
の
後
、
新
吉
の
境
遇
に
「
涙
を

流
し
て
同
情
し
」
、
「
手
に
あ
ま
る
つ
ら
い
仕
事
は
、
か
げ
な
が
ら
手
伝
っ
て
く
れ
た
」
か
ら
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で
あ
る
。
き
え
ち
ゃ
ん
と
同
じ
く
、
わ
か
ね
え
ち
ゃ
ん
も
新
吉
の
「
恩
人
」
で
あ
る
。
し
か

し
、
肺
炎
を
患
い
死
ん
で
し
ま
う
き
え
ち
ゃ
ん
や
、
曲
馬
団
を
逃
げ
出
す
新
吉
と
は
異
な
り
、

わ
か
ね
え
ち
ゃ
ん
は
心
配
す
る
新
吉
に
対
し
て
、「
わ
た
し
は
わ
た
し
で
、
ほ
か
に
考
え
て
い

る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
わ
た
し
の
こ
と
は
心
配
し
な
い
で
い
い
の
よ
」
と
答
え
、
曲
馬
団
に

残
る
こ
と
を
選
ぶ
。
曲
馬
団
と
対
決
で
き
ず
、
絶
対
的
な
弱
者
の
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
は
、
き
え
ち
ゃ
ん
と
新
吉
だ
け
で
あ
る
。
曲
馬
団
か
ら
逃
げ
な
け
れ
ば
、
新
吉
は
い
ず
れ

き
え
ち
ゃ
ん
と
同
じ
よ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
十
一
歳
の
新

吉
と
年
下
の
き
え
ち
ゃ
ん
が
「
家
族
」
に
な
り
得
た
理
由
は
、
童
話
に
出
て
き
た
他
の
大
人

た
ち
と
違
い
、
二
人
が
と
も
に
曲
馬
団
で
重
労
働
を
強
い
ら
れ
る
無
力
な
子
ど
も
で
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

河
原
和
枝
は
新
吉
と
き
え
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
、「
大
人
の
下
で
働
き
、
社
会
や
大
人
の
圧
力

に
屈
す
る
だ
け
の
、
も
っ
と
も
弱
い
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
」
１
５

と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
峠
田
彩
香
は
、
新
吉
と
互
い
に
か
ば
い
合
い
、
ひ
っ
そ
り
と
死
ん
で
い
く
き
え
ち
ゃ

ん
は
、「
自
己
犠
牲
型
よ
い
子
の
女
児
」
に
属
す
る
の
に
対
し
、
現
状
に
対
抗
で
き
る
子
ど
も

で
あ
る
新
吉
は
、
自
ら
の
行
動
で
幸
福
を
つ
か
み
と
れ
る
「
目
的
遂
行
型
よ
い
子
」
に
属
す

る
と
論
じ
た
１
６

。
し
か
し
、
新
吉
と
き
え
ち
ゃ
ん
の
人
物
像
を
解
釈
す
る
に
は
、
〈
弱
い
〉

子
ど
も
像
と
い
う
視
点
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
き
え
ち
ゃ
ん
の
死
が
「
新
吉
」
を
助
け

る
た
め
の
自
己
犠
牲
で
あ
る
前
に
、「
曲
馬
団
」
に
よ
る
加
害
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
明
白
に

示
さ
れ
て
い
る
。
新
吉
と
き
え
ち
ゃ
ん
は
い
ず
れ
も
「
被
害
」
を
受
け
た
子
ど
も
で
あ
り
、

「
曲
馬
団
」
が
そ
の
「
加
害
」
者
で
あ
る
と
い
う
点
は
無
視
で
き
な
い
。 

昔
話
に
出
て
く
る
「
加
害
」
行
為
の
具
体
例
と
し
て
は
、
「
敵
対
者
が
人
間
を
誘
拐
す
る
、

敵
対
者
が
呪
具
を
略
奪
す
る
、
敵
対
者
が
身
体
に
危
害
を
加
え
る
、
敵
対
者
が
、
誰
か
を
、

幽
閉
し
監
禁
す
る
」
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
１
７

。
「
朝
か
ら
夜
ま
で
、
そ
の
夜
も
十
一
時

か
ら
十
二
時
頃
ま
で
働
き
つ
づ
け
ま
し
た
」
、
「
目
ま
い
が
し
て
、
そ
の
日
の
芸
が
出
来
そ
う

も
な
く
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
描
写
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
曲
馬
団
の
「
加
害
」
本
質
は

子
ど
も
に
対
す
る
労
働
の
強
制
で
あ
る
。
き
え
ち
ゃ
ん
の
死
の
直
接
的
な
原
因
は
団
長
が
強

い
た
罰
だ
が
、
そ
の
根
幹
に
あ
る
の
は
子
ど
も
を
取
り
ま
く
搾
取
的
な
労
働
環
境
で
あ
る
。

昔
話
に
お
い
て
「
加
害
」
機
能
は
、
常
に
物
語
の
展
開
の
発
端
と
な
る
要
素
で
あ
り
、
そ
の

被
害
状
況
を
「
主
人
公
」
が
知
る
「
仲
介
」
機
能
よ
り
後
に
出
現
す
る
こ
と
は
な
い
。「
加
害
」

機
能
で
被
害
を
受
け
た
「
家
族
」
の
行
く
末
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
物
語
か
ら
姿
を
消
す
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か
、
結
末
で
助
け
ら
れ
る
と
い
う
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
み
が
認
め
ら
れ
、
再
び
救
い
よ
う
の

な
い
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
新
吉
と
団
長
と
の
「
戦
い
」
の
な
か
で
急
性

肺
炎
に
か
か
り
、
死
ん
で
し
ま
う
き
え
ち
ゃ
ん
は
、
昔
話
の
構
成
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
あ

り
、
創
作
童
話
特
有
の
構
成
要
素
で
あ
る
と
い
え
る
。
き
え
ち
ゃ
ん
の
死
か
ら
は
、
加
害
の

対
象
で
あ
る
子
ど
も
の
悲
惨
さ
を
際
立
た
せ
る
手
法
と
と
も
に
、
そ
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
児

童
労
働
に
対
す
る
批
判
が
読
み
取
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
児
童
労
働
と
い
え
ば
、
新
吉
は
は
じ
め
丁
稚
と
い
う
身
分
で
鍛
冶
屋
で
の
労

働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。
丁
稚
と
い
う
奉
公
形
態
は
江
戸
時
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結

ま
で
続
い
た
、
商
店
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
丁
稚
の
多
く

が
子
ど
も
で
あ
っ
た
が
、
丸
山
侃
堂
と
今
村
南
史
は
、
家
政
事
務
と
営
業
事
務
の
区
別
が
な

い
ゆ
え
に
丁
稚
た
ち
は
つ
ね
に
労
働
報
酬
の
不
定
と
労
働
時
間
の
過
剰
と
い
う
、
深
刻
な
問

題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
１
８

。 

 

江
戸
時
代
か
ら
続
く
丁
稚
奉
公
と
は
異
な
り
、
曲
馬
団
は
大
正
時
代
に
出
現
し
た
。
阿
久

根
巌
に
よ
る
と
、
馬
芝
居
、
綱
渡
り
芝
居
、
玉
乗
り
芝
居
、
曲
馬
、
演
芸
団
な
ど
は
明
治
時

代
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い
た
が
、
曲
馬
団
と
い
う
呼
称
は
、
一
九
一
八
年
九
月
訪
日
し
た

ハ
ー
ム
ス
ト
ン
大
曲
馬
団
が
は
じ
め
て
用
い
た
。「
東
洋
一
の
曲
馬
団
」
を
謳
っ
た
大
竹
娘
曲

馬
団
一
座
が
一
躍
人
気
を
博
し
た
の
も
、
一
九
一
八
年
で
も
あ
る
。
曲
馬
団
の
呼
称
は
昭
和

初
期
ま
で
用
い
ら
れ
た
が
、
一
九
三
三
年
、
ハ
ー
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
・
サ
ー
カ
ス
の
来
日
と
と
も

に
影
を
潜
め
、
以
降
は
全
国
的
に
サ
ー
カ
ス
の
呼
称
が
定
着
し
た
１
９

。 

曲
馬
団
な
ど
で
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
ど
れ
く
ら
い
い
た
の
か
。
内
務

省
社
会
局
「
被
虐
待
児
童
数
並
に
虐
待
を
誘
発
す
る
惧
あ
る
状
態
に
あ
る
児
童
数
調
査
」
２
０

に
よ
れ
ば
、
曲
馬
、
軽
業
、
曲
芸
、
奇
術
な
ど
「
危
険
な
る
諸
芸
に
従
事
す
る
も
の
」
は
、

一
九
三
〇
年
当
時
、
男
児
七
二
人
、
女
児
一
三
一
人
、
合
計
二
〇
三
人
い
た
と
さ
れ
る
。
し

か
し
、
大
正
後
期
に
は
、
曲
馬
団
の
子
ど
も
虐
待
行
為
、
子
ど
も
を
サ
ー
カ
ス
へ
売
る
行
為
、

子
ど
も
を
さ
ら
っ
て
軽
業
師
に
仕
立
て
る
行
為
に
対
す
る
批
判
が
、
盛
ん
に
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
一
九
三
一
年
十
月
、
内
務
省
に
設
け
ら
れ
た
社
会
事
業
調
査
会
に
よ
り
児
童
虐

待
防
止
に
関
す
る
法
律
案
要
網
が
決
議
さ
れ
、
二
年
後
の
一
九
三
三
年
四
月
一
日
に
「
児
童

虐
待
防
止
法
」
が
公
布
、
同
年
十
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
２
１

。
「
児
童
虐
待
防
止
法
」
の
第

七
条
に
は
、
虐
待
に
当
た
る
「
業
務
及
行
為
ノ
種
類
」
と
し
て
、「
軽
業
・
曲
馬
其
ノ
他
危
険

ナ
ル
業
務
ニ
シ
テ
公
衆
ノ
娯
楽
ヲ
目
的
ト
ス
ル
モ
ノ
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
別
頁
に
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は
、「
コ
コ
二
曲
馬
曲
芸
ト
シ
テ
挙
ゲ
マ
シ
タ
ノ
ハ
、
興
行
ト
シ
テ
行
ヒ
マ
ス
所
ノ
曲
馬
ヤ
曲

芸
ヲ
挙
ゲ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
曲
馬
曲
芸
ニ
従
事
シ
テ
居
ル
児
童
ガ
非
常
ニ
憐
レ
ナ
状
態
ニ

在
リ
、
ソ
レ
等
ハ
誘
拐
セ
ラ
レ
テ
来
タ
リ
或
ハ
売
ラ
レ
タ
リ
シ
タ
子
供
ガ
、
大
部
分
ヲ
占
メ

テ
居
ル
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
２
２

と
い
う
記
載
も
見
ら
れ
た
。 

し
か
し
、
児
童
を
曲
馬
団
で
軽
業
な
ど
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
は
虐
待
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
社
会
気
運
が
高
ま
る
一
方
、
『
赤
い
鳥
』
（
一
八
巻
二

号
、
一
九
二
七
年
二
月
、
口
絵
）
誌
上
に
は
「
世
界
一
の
大
曲
馬
団
」
の
大
見
出
し
で
、
ド

イ
ツ
の
ク
ロ
ー
ネ
夫
妻
に
よ
る
動
物
大
曲
芸
団
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
動
物
曲
芸
を

評
価
し
、
歓
迎
す
る
社
会
の
雰
囲
気
も
あ
っ
た
。
掲
載
さ
れ
た
写
真
に
は
、「
こ
れ
は
全
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
興
行
を
し
て
回
る
、
有
名
な
ド
イ
ツ
の
ク
ロ
ー
ネ
夫
妻
の
動
物
大
曲
芸
団
の
ず
ば

ら
し
い
、
は
な
れ
わ
ざ
の
見
本
」
と
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
い
て
い
る
。 

ま
た
尾
崎
宏
次
は
、
当
時
サ
ー
カ
ス
に
い
た
人
た
ち
へ
の
取
材
を
通
し
て
、
行
き
場
の
な

い
子
ど
も
を
収
容
す
る
社
会
的
施
設
が
な
か
っ
た
時
代
、
曲
馬
団
が
託
児
所
の
役
割
を
果
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
２
３

た
、
盗
癖
の
あ
る
子
ど
も
が
入
団
後
に
そ
の
癖
が
治
っ
た
と
い

う
実
例
な
ど
か
ら
、
非
行
少
年
の
更
正
を
担
う
少
年
院
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
も
、

調
査
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

曲
馬
団
で
働
く
子
ど
も
た
ち
が
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が

な
い
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
を
苦
し
め
て
い
る
元
凶
は
曲
馬
団
と
い
う
一
組
織
で
は
な
く
、

児
童
労
働
を
求
め
、
容
認
し
て
い
る
社
会
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
社
会
に

お
い
て
曲
馬
団
が
行
き
場
の
な
い
子
ど
も
た
ち
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
や
他
の
作
品
を
通
じ
て
下
村
が
向
き
合
っ
て
い
た
問
題

は
物
語
の
世
界
に
収
ま
ら
な
い
、
大
き
く
、
複
雑
な
も
の
で
あ
る
。
下
村
は
「
曲
馬
団
『
ト

ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
の
読
者
に
そ
の
問
題
を
提
起
す
る
た
め
、
昔
話
に
お
け
る
一
般
的
な
構
成
を

あ
え
て
逸
脱
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

六 

「
王
女
の
行
動
領
域
」
の
欠
如
か
ら
読
む
下
村
の
創
作
意
図 

曲
馬
団
か
ら
逃
げ
出
し
た
新
吉
は
、
東
京
に
い
る
お
姉
さ
ん
が
世
話
に
な
っ
て
い
る
叔
父

さ
ん
の
家
へ
身
を
寄
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
叔
父
さ
ん
は
す
で
に
引
っ
越
し
て

い
た
た
め
、
行
く
当
て
を
な
く
し
て
、
上
野
動
物
園
に
た
ど
り
着
く
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
動

物
園
の
お
じ
い
さ
ん
に
、
「
お
前
の
叔
父
さ
ん
の
い
ど
こ
ろ
が
わ
か
る
ま
で
、
わ
し
が
お
前



154 

 

を
引
き
取
っ
て
上
げ
よ
う
。
曲
馬
団
で
慣
れ
て
い
る
な
ら
ち
ょ
う
ど
い
い
、
い
ろ
ん
な
動
物

へ
、
え
さ
を
や
る
こ
と
で
も
手
伝
っ
て
い
る
が
い
い
」
２
４

と
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
物
語
は
終

わ
る
。 

そ
の
後
の
新
吉
の
運
命
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、

お
姉
さ
ん
が
奉
公
す
る
叔
父
さ
ん
の
引
っ
越
し
先
が
判
明
し
、
新
吉
も
そ
こ
で
奉
公
す
る
可

能
性
で
あ
る
。
当
時
の
奉
公
の
過
酷
さ
を
考
え
る
と
、
こ
の
場
合
、
鍛
冶
屋
で
辛
い
境
遇
に

再
び
陥
る
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
、
上
野
動
物
園
に
残
っ
て
働
く
可
能
性
で
あ
る
。
鍛
冶

屋
で
の
経
験
を
も
と
に
編
み
出
し
た
芸
で
曲
馬
団
の
ス
タ
ー
と
な
っ
た
新
吉
は
、
今
回
も
曲

馬
団
で
身
に
つ
け
た
技
術
で
腕
の
良
い
飼
育
員
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
動
物
園
で
動

物
の
世
話
を
す
る
こ
と
も
、
労
働
か
ら
開
放
さ
れ
な
い
と
い
う
点
で
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

新
吉
が
上
野
動
物
園
で
新
し
い
生
活
を
始
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、
昔
話
の
「
め
で
た
し
、
め
で
た
し
」
で
終
わ
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
一
連
の

物
語
の
結
末
と
し
て
、
読
者
を
納
得
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
主
人
公
が
幸
せ
に
な
れ
る

か
否
か
と
い
う
疑
問
は
、
あ
く
ま
で
も
物
語
の
外
に
あ
る
問
題
と
し
て
片
付
け
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
は
そ
の
疑
問
が
テ
キ
ス
ト
内
に
投
影
さ
れ

て
い
る
た
め
、
別
の
問
題
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
差
異
は
、
プ
ロ
ッ
プ

が
い
う
「
王
女
の
行
動
領
域
」
の
有
無
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。 

 

七
つ
の
「
行
動
領
域
」
の
う
ち
「
王
女
の
行
動
領
域
」
に
属
す
る
行
為
は
、「
難
題
を
課
す

こ
と
」
「
標
を
つ
け
る
こ
と
」
「（
に
せ
主
人
公
の
）
正
体
を
暴
露
す
る
こ
と
」
「（
主
人
公
を
）

発
見
・
認
知
す
る
こ
と
」「
第
二
の
加
害
者
の
処
刑
を
お
こ
な
う
こ
と
」「
（
主
人
公
と
）
結
婚

す
る
こ
と
」
な
ど
で
あ
る
。
魔
法
昔
話
の
多
く
は
、
敵
対
者
が
処
罰
を
受
け
、
主
人
公
が
そ

れ
ま
で
探
し
続
け
て
き
た
も
の
（
そ
の
好
例
が
王
女
と
の
結
婚
）
を
手
に
入
れ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
幕
を
閉
じ
る
２
５

。「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
は
、
こ
の
二
つ
の
機
能
を
共
に
欠
い

て
い
る
。 

 

ま
ず
、
敵
対
者
が
罰
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
鍛
冶
屋
の
親
方
は
、
そ
の
あ
と
物
語
に
登
場
せ

ず
、
曲
馬
団
の
団
長
も
、
た
だ
「
こ
の
鬼
め
、
こ
の
罰
あ
た
り
め
、
首
で
も
く
く
っ
て
死
ん

で
し
ま
え
！
」
と
、
新
吉
の
激
し
い
罵
倒
を
浴
び
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
罰
を
受
け
た
描

写
は
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
り
、
新
吉
が
動
物
園
で
動
物
た
ち
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
る
展

開
が
あ
り
、
「
主
人
公
に
新
た
な
姿
形
が
与
え
ら
れ
る
」
と
い
う
「
変
身
」
機
能
で
、
物
語

に
決
着
が
つ
け
ら
れ
る
。
魔
法
昔
話
の
一
般
的
な
幕
引
き
で
あ
る
「
結
婚
」
機
能
は
、
省
略
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さ
れ
た
と
い
え
る
。 

 

「
結
婚
」
機
能
の
省
略
は
す
な
わ
ち
「
王
女
の
行
動
領
域
」
の
欠
如
で
あ
り
、
新
吉
が
そ

れ
ま
で
探
求
し
て
き
た
も
の
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
物
語
全
体
を

俯
瞰
す
る
と
、
鍛
冶
屋
で
親
方
に
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
た
新
吉
は
、
そ
の
加
害
行
為
か
ら

逃
れ
る
た
め
曲
馬
団
に
入
っ
た
が
、
曲
馬
団
で
は
さ
ら
に
ひ
ど
い
労
働
を
強
い
ら
れ
、
そ
の

加
害
行
為
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
ま
た
そ
こ
を
飛
び
出
す
と
い
う
構
造
が
み
え
て
く
る
。
鍛
冶

屋
と
曲
馬
団
が
、
物
語
の
構
造
上
、
同
じ
「
加
害
」
機
能
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
「
加
害
」
の
本
質
が
児
童
労
働
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。 

 

プ
ロ
ッ
プ
の
仕
事
を
受
け
継
ぎ
修
正
を
加
え
た
Ａ
．
Ｊ
．
グ
レ
マ
ス
は
、
魔
法
昔
話
を
、

現
行
秩
序
を
受
け
入
れ
る
話
と
、
現
行
秩
序
を
拒
否
す
る
話
の
二
タ
イ
プ
に
分
類
し
た
。
グ

レ
マ
ス
に
よ
る
と
、
物
語
が
現
行
秩
序
を
拒
否
す
る
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
場
合
、
主
人
公
は
戦

い
や
試
練
を
切
り
抜
け
、
現
世
界
を
支
配
す
る
耐
え
難
い
秩
序
を
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
２
６

。 

こ
の
視
点
で
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
を
み
る
と
、
鍛
冶
屋
の
丁
稚
で
い
る
こ
と
に

耐
え
が
た
さ
を
感
じ
た
新
吉
は
、
曲
馬
団
と
い
う
新
し
い
社
会
秩
序
へ
向
か
っ
て
飛
び
出
す
。

し
か
し
、
新
し
い
と
思
え
た
曲
馬
団
も
ま
た
仮
想
の
産
物
で
あ
り
、
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
に
何
も
変
わ
り
が
な
か
っ
た
と
い
う
構
造
が
読
み
取
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
新

吉
を
苦
し
い
労
働
か
ら
解
放
し
得
る
の
は
、
児
童
労
働
が
撤
廃
さ
れ
た
新
し
い
秩
序
し
か
な

い
。
そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
秩
序
こ
そ
、
新
吉
が
探
求
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
獲
得

す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
「
王
女
の
行
動
領
域
」
の
「
（
主
人
公
と
）
結
婚
す
る
こ
と
」
に
当
た

る
行
為
な
の
で
あ
る
。 

峠
田
彩
香
は
新
吉
を
、
現
状
に
対
抗
し
、
自
ら
の
行
動
で
幸
福
を
つ
か
み
と
る
こ
と
が
で

き
る
「
目
的
遂
行
型
よ
い
子
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
２
７

が
、
新
吉
は
決
し
て
、
幸
福
を
掴

む
た
め
常
に
能
動
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
鍛
冶
屋
か
ら
逃
げ
出
す
行
動
は
、
確
か
に
幸

福
を
掴
む
た
め
の
能
動
的
行
為
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
曲
馬
団
の
興
行
を

盗
み
見
た
翌
日
の
描
写
に
、「
ど
う
し
て
こ
う
幸
福
な
の
か
、
自
分
で
も
は
っ
き
り
わ
け
が
わ

か
り
ま
せ
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
吉
自
身
は
そ
の
幸
福
が
何
に
因
る
も
の
で
あ
る
か
を
理

解
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
の
ち
に
曲
馬
団
で
一
層
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
て
さ
え
、

象
使
い
と
い
う
新
た
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
満
足
を
覚
え
て
い
た
。
き
え
ち
ゃ
ん
の
死
に
よ
り
曲

馬
団
の
本
質
を
思
い
知
っ
た
新
吉
は
、
わ
か
ね
え
ち
ゃ
ん
の
助
言
を
受
け
て
曲
馬
団
を
飛
び
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出
す
が
、
上
野
動
物
園
で
働
く
こ
と
に
な
る
最
後
の
場
面
ま
で
、
自
分
が
一
体
何
を
求
め
て

い
る
の
か
、
自
分
に
と
っ
て
幸
福
と
は
何
で
あ
る
か
を
分
か
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。「
王

女
の
行
動
領
域
」
の
欠
如
は
、
新
吉
の
こ
う
し
た
能
動
性
の
低
さ
、
強
い
ら
れ
た
能
動
性
に

因
る
も
の
と
も
い
え
る
。 

  

世
の
中
に
は
鍛
冶
屋
の
お
や
じ
や
曲
馬
団
の
団
長
の
よ
う
な
わ
か
ら
ず
や
の
意
地
わ
る

の
人
間
が 

る
か
わ
り
に
、
こ
の
動
物
園
の
お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
な
わ
け
の
わ
か
っ
た
親

切
な
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
す
な
お
で
ま
じ
め
で
同
情
心
の
深
い
新
吉
は
、
や
が
て
こ

う
い
う
人
た
ち
に
見
込
ま
れ
て
、
幸
福
な
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
２
８

。 

 

右
の
物
語
の
こ
う
い
う
結
び
か
ら
、
新
吉
が
幸
福
に
な
れ
る
か
否
か
は
、
鍛
冶
屋
の
親
方
、

曲
馬
団
の
団
長
、
動
物
園
の
お
じ
い
さ
ん
と
い
っ
た
人
び
と
の
個
人
的
な
人
徳
に
よ
っ
て
決

ま
る
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
鍛
冶
屋
と
曲
馬
団
に
象
徴

さ
れ
る
児
童
労
働
に
対
す
る
批
判
は
間
違
い
な
く
テ
キ
ス
ト
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
が
、

「
王
女
の
行
動
領
域
」
＝
新
し
い
制
度
へ
の
変
革
の
意
志
は
、
読
み
取
れ
な
い
。
こ
れ
が
、

読
者
で
あ
る
子
ど
も
の
気
持
ち
へ
の
下
村
の
配
慮
の
結
果
な
の
か
、
そ
れ
と
も
現
行
秩
序
に

対
す
る
妥
協
の
産
物
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。 

 

結
び 分

析
か
ら
、
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
が
プ
ロ
ッ
プ
の
定
義
す
る
魔
法
昔
話
と
ほ
ぼ

同
じ
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
下
村
は
昔
話
の
機
能
を
巧
み
に
援
用

し
な
が
ら
物
語
と
し
て
の
完
成
度
を
高
め
な
が
ら
、
東
京
上
野
動
物
園
な
ど
実
在
す
る
要
素

を
盛
り
込
む
こ
と
で
設
定
の
現
実
性
も
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
設
定
の
現
実
性
に
つ
い
て

は
、
鈴
木
三
重
吉
に
よ
る
『
赤
い
鳥
』
の
創
作
童
話
の
応
募
規
定
「
子
供
に
関
す
る
日
常
の

事
実
、
子
供
の
心
理
を
描
い
た
現
実
的
な
話
材
を
歓
迎
し
ま
す
」
２
９

を
い
く
ら
か
意
識
し
た

結
果
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
で
、
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
に
は
魔
法
昔
話
の
構
造
か
ら
逸
脱
し
た
要
素
も

い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
少
女
き
え
ち
ゃ
ん
の
「
行
動
領
域
」
に
お
け
る
位
置
づ
け

が
「
贈
与
者
」
か
ら
「
家
族
」
へ
と
変
化
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
き
え
ち
ゃ
ん
が
死
ん
で
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し
ま
う
こ
と
や
、
最
後
の
場
面
で
新
吉
を
め
ぐ
る
新
し
い
展
開
が
明
確
に
示
さ
れ
な
い
こ
と

で
「
王
女
の
行
動
領
域
」
の
「（
主
人
公
と
）
結
婚
す
る
こ
と
」
に
当
た
る
「
何
か
を
獲
得
す

る
行
為
」
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
魔
法
昔
話
の
構
造
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
言
え

る
。 し

か
し
、
こ
れ
ら
の
逸
脱
し
た
要
素
に
こ
そ
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
き
え
ち
ゃ
ん
の
死

や
、
新
吉
の
今
後
が
明
確
に
示
さ
な
い
と
こ
ろ
に
、
下
村
は
当
時
の
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ

て
い
た
児
童
労
働
の
過
酷
な
環
境
や
、
明
る
い
未
来
が
描
き
に
く
い
厳
し
い
現
実
に
対
す
る

批
判
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
ら
れ
て
い
る
。
弱
い
立
場
に
置
か
れ
た
子
ど
も
に
対
す
る
、

下
村
の
ヒ
ュ
ー
マ
二
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
関
心
が
垣
間
見
え
る
こ
う
し
た
〈
逸
脱
〉
こ
そ
、「
曲
馬

団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
の
独
自
性
で
あ
ろ
う
。 

先
に
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』
」
の
設
定
に
お
け
る
現
実
性
は
、
『
赤
い
鳥
』
の
方
針

が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
述
べ
た
。
次
章
で
は
、『
赤
い
鳥
』
が
求
め
て
い
る
「
現

実
性
的
話
材
」
と
は
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
「
現
実
的
話
材
」
を
使
い
な

が
ら
〈
子
ど
も
の
死
〉
は
ど
の
よ
う
に
表
現
で
き
る
の
か
を
検
討
す
る
。 

 

  

注 １
平
輪
光
三
『
下
村
千
秋 

生
涯
と
作
品
』（
崙
書
房
、
一
九
七
五
年
）
一
五
三
頁 

２
奈
良
達
雄
「
下
村
千
秋
の
児
童
文
学
」（
『
民
主
文
学
』、
一
九
九
九
年
九
月
）
一
五
九
頁 

３
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
北
岡
誠
司
・
福
田
美
智
代
訳
『
昔
話
の
形
態
学
』（
白
馬
書

房
、
一
九
八
七
年
）
三
五
頁 

４
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
前
掲
書
、
四
一
～
一
〇
一
頁 

５
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
前
掲
書 

三
九
頁 

６
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
前
掲
書 

一
四
八
頁 

７
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
前
掲
書 

一
四
七
～
一
五
三
頁 

８
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
前
掲
書 

一
二
五
～
一
二
七
頁 

９
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
前
掲
書 

一
二
七
～
一
二
九
頁 

１
０
下
村
千
秋
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」Ⅰ

、
二
一
頁 

１
１
下
村
千
秋
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」Ⅰ

、
二
七
頁 



158 

 

１
２
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
前
掲
書
、
一
二
九
頁 

１
３
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」Ⅱ

、
一
二
八
頁 

１
４
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
前
掲
書
、
四
五
～
四
八
頁 

１
５
河
原
和
枝
『
子
ど
も
観
の
近
代
―
『
赤
い
鳥
』
と
「
童
心
」
の
理
想
』（
中
公
新
書
一
四

〇
三
、
一
九
九
八
年
）
一
一
九
頁 

１
６
峠
田
彩
香
「
近
代
的
「
子
ど
も
」
像
と
「
少
女
」
へ
の
一
考
察 :

 

雑
誌
『
赤
い
鳥
』
の

分
析
か
ら
」（
『
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀
要
』、
二
〇
一
一
年
二
月
）
六
六
頁 

１
７
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
前
掲
書
、
四
九
～
五
五
頁 

１
８
丸
山
侃
堂
、
今
村
南
史
『
丁
稚
制
度
の
研
究
』
（
政
教
社
、
一
九
一
二
年
）
九
五
頁 

１
９
阿
久
根
巌
『
サ
ー
カ
ス
の
歴
史 

見
世
物
小
屋
か
ら
近
代
サ
ー
カ
ス
へ
』
（
西
田
書
店
、

一
九
七
七
年
）
二
二
五
～
二
二
八
頁 

２
０
日
本
検
察
学
会
編 

、
藤
野
恵
著 

、
下
村
宏
他
著 
、 

齋
藤
薫
解
説
『
児
童
虐
待
防
止

法
解
義 .

 

児
童
虐
待
防
止
法
解
説 .

 

児
童
を
護
る
』（
久
山
社
、
一
九
九
五
年
）
七
八
頁 

２
１
日
本
検
察
学
会
編 

、
藤
野
恵
著 

、
下
村
宏
他
著 

、 

齋
藤
薫
解
説
『
児
童
虐
待
防
止

法
解
義 .

 

児
童
虐
待
防
止
法
解
説 .

 

児
童
を
護
る
』（
久
山
社
、
一
九
九
五
年
）
八
〇
頁 

２
２
日
本
検
察
学
会
編 

、
藤
野
恵
著 

、
下
村
宏
他
著 

、 

齋
藤
薫
解
説
『
児
童
虐
待
防
止

法
解
義 .

 

児
童
虐
待
防
止
法
解
説 .

 

児
童
を
護
る
』（
久
山
社
、
一
九
九
五
年
）
三
十
六
頁 

２
３
尾
崎
宏
次
『
日
本
の
サ
ー
カ
ス
』（
三
芽
書
房
、
一
九
五
八
年
）
五
九
～
六
二
頁 

２
４
下
村
千
秋
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」Ⅲ

、
一
九
頁 

２
５
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
前
掲
書
、
九
八
頁 

２
６
ア
ル
ジ
ル
ダ
ス
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
グ
レ
マ
ス
著 

、
赤
羽
研
三
訳
『
意
味
に
つ
い
て
』（
水

声
社
、
一
九
九
二
年
）
七
七
頁 

２
７
峠
田
彩
香 

前
掲
論
文 

六
六
頁 

２
８
下
村
千
秋
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」Ⅲ

、
一
九
頁 

２
９
鈴
木
三
重
吉
「
緊
急
社
告
」（『
赤
い
鳥
「
三
巻
四
号
」』
赤
い
鳥
社 

一
九
一
九
年
一
〇

月
）
八
〇
頁 

  

（
学
会
発
表
情
報
） 

王
玉
「
下
村
千
秋
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
論 

―
そ
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
日
本



159 

 

児
童
文
学
学
会
例
会
（
東
京
）（
日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
）
二
〇
一
五
年
七
月
四

日 
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第
九
章 

「
現
実
的
童
話
」
に
お
け
る
子
ど
も
の
〈
死
〉
に
対
す
る
認

識
と
言
動 

 

―
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
を
め
ぐ
っ
て
― 
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一 
加
能
作
次
郎
と
『
赤
い
鳥
』 

第
六
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
は

大
き
く
分
け
て
三
つ
の
描
か
れ
方
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
〈
子
ど
も
の
目
か
ら

見
た
子
ど
も
の
死
〉
は
、
兄
弟
や
友
だ
ち
な
ど
、
年
齢
的
に
近
い
〈
他
者
の
死
〉
に
直
面
し

た
と
き
の
子
ど
も
の
心
理
や
感
情
の
変
化
を
細
か
く
描
写
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
〈
死
〉

を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
受
け
入
れ
て
い
く
の
か
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
子
ど
も
は

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
〈
死
〉
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
さ
い
に
ど
の
よ

う
な
心
理
が
は
た
ら
き
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か
。
そ
し
て
自
ら
に
も
訪
れ
る
〈
死
〉

に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
の
か
。 

『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
加
能
作
次
郎
の
「
少
年
と
海
」（
五
巻
二
号
、
一
九
二
〇
年
八

月
）
は
、
小
さ
な
漁
村
に
暮
ら
す
為
吉
と
い
う
子
ど
も
の
日
常
と
死
を
描
い
た
作
品
で
あ
る

が
、
為
吉
の
言
動
を
通
じ
て
子
ど
も
特
有
の
〈
死
〉
の
認
識
の
仕
方
や
、
自
身
の
〈
死
〉
に

至
る
過
程
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
詳
し
い
研

究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
章
は
、
加
能
の
「
少
年
と
海
」
を
対
象
に
、
童
話
作
品
に
お
け

る
子
ど
も
の
〈
死
〉
に
対
す
る
認
識
お
よ
び
心
理
と
そ
れ
ら
に
基
づ
く
言
動
、
そ
し
て
〈
子

ど
も
の
死
〉
に
関
す
る
描
写
の
特
徴
を
、
ジ
ャ
ン
・
ピ
ア
ジ
ェ
の
因
果
関
係
の
認
識
に
関
す

る
理
論
な
ど
を
援
用
し
な
が
ら
分
析
し
、
明
ら
か
に
す
る
。 

『
赤
い
鳥
』
に
お
い
て
は
、
小
川
未
明
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
童
話
作
家
た
ち
が
創
作
童

話
へ
果
敢
に
挑
ん
で
い
た
。
当
時
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
創
作
童
話
の
多
く
は
、
童
話

作
家
で
は
な
い
作
家
た
ち
に
よ
る
寄
稿
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
芥
川
龍
之
介
の
「
蜘
蛛

の
糸
」
な
ど
宗
教
説
話
を
素
材
に
し
た
童
話
、
菊
池
寛
の
「
宮
本
武
蔵
と
勇
少
年
」
な
ど
歴

史
物
を
下
敷
き
に
し
た
童
話
が
あ
る
一
方
、
島
崎
藤
村
の
「
二
人
の
兄
弟
」
の
よ
う
な
失
敗

の
重
要
性
を
示
唆
す
る
寓
話
風
の
童
話
も
あ
る
。
童
話
作
家
以
外
の
作
家
た
ち
の
創
作
童
話

は
、『
赤
い
鳥
』
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。 

加
能
作
次
郎
の
作
品
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
加
能
が
『
赤
い
鳥
』
へ
寄
稿
す
る
こ
と
に
な

っ
た
経
緯
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
博
文
館
で
『
文
章
世
界
』
の
編
集
者
だ
っ
た
彼

は
、
江
口
渙
、
吉
田
絃
二
郎
、
宇
野
浩
二
な
ど
『
赤
い
鳥
』
執
筆
作
家
の
作
品
を
積
極
的
に

自
ら
の
雑
誌
へ
掲
載
し
て
い
た 

。
ま
た
、
加
能
は
す
で
に
「
恭
三
の
父
」（
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』、

一
九
一
〇
年
）
、
「
世
の
中
へ
」
（『
読
売
新
聞
』
、
一
九
一
八
年
）
な
ど
の
小
説
、
「
田
山
花
袋

様
」（『
早
稲
田
文
学
』、
一
九
一
三
年
）、「
谷
崎
潤
一
郎
論
」（『
中
央
公
論
』、
一
九
一
六
年
）

な
ど
の
評
論
を
発
表
し
、
作
家
、
評
論
家
、
編
集
者
と
し
て
大
正
文
壇
の
一
員
に
な
っ
て
い

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
じ
大
正
文
壇
で
活
躍
し
て
い
る
者
と
し
て
、
加
能
が
『
赤
い
鳥
』
へ
の
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執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。 

と
こ
ろ
で
、
鈴
木
三
重
吉
の
手
に
よ
る
『
赤
い
鳥
』
の
創
作
童
話
の
応
募
規
定
に
は
、「
子

供
に
関
す
る
日
常
の
事
実
、
子
供
の
心
理
を
描
い
た
現
実
的
な
話
材
を
歓
迎
し
ま
す
」
と
あ

る
１

。
森
三
郎
は
既
成
作
家
で
現
実
的
な
素
材
を
取
り
入
れ
て
物
語
を
創
作
す
る
人
は
少
な

か
っ
た
と
指
摘
し
た
が
２

、
現
実
的
な
素
材
か
ら
子
ど
も
の
日
常
や
心
理
を
描
く
童
話
は
、

佐
藤
春
夫
、
島
崎
藤
村
、
有
島
生
馬
、
有
島
武
郎
、
菊
池
寛
な
ど
著
名
作
家
の
作
品
を
は
じ

め
と
し
て
、
三
〇
編
前
後
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

加
能
作
次
郎
の
「
少
年
と
海
」
も
、
能
登
国
の
西
海
岸
に
あ
る
小
さ
な
漁
村
に
暮
ら
す
八

歳
の
為
吉
を
主
人
公
と
し
た
、
現
実
的
な
設
定
の
下
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
あ
る
日
、

海
の
沖
に
加
賀
の
白
山
が
く
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
そ
の
白
山
を
海
難
の

兆
し
と
考
え
て
、
父
に
注
意
を
促
そ
う
と
す
る
が
、
上
手
く
伝
わ
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
為

吉
は
海
の
様
子
を
見
る
た
め
に
、
一
人
で
家
の
舟
に
乗
り
込
む
が
、
舟
が
波
に
飲
ま
れ
、
そ

の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
作
品
は
為
吉
の
日
常
の
言
動
を
通
じ
て
彼
の
死
に
対
す
る
恐

怖
心
や
、
死
に
至
る
過
程
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
詳
し
い
研
究
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。 

 

二 

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
「
現
実
的
童
話
」 

『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
お
い
て
「
子
供
に
関
す
る
日
常
の
事
実
、
子
供
の
心
理
を
描

い
た
現
実
的
な
話
材
」
が
ど
の
よ
う
に
創
作
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
前
に
、
子
ど
も
の

心
理
や
日
常
の
事
実
は
子
ど
も
で
は
な
く
、
大
人
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
を

明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
人
が
子
供
の
心
理
、
子
供
中
心
の
日
常
の
事
実
を
描
く

素
材
を
得
る
た
め
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
身
の
回
り
の
子
ど

も
の
日
常
を
観
察
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
大
人
自
身
の
子
ど
も
時
代
の
体
験
を
回
想
す
る

こ
と
。
こ
の
二
つ
の
方
法
は
素
材
が
観
察
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
回
想
す
る
も
の
で
あ
る
か

が
作
中
で
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
ま
た
は
こ
れ
ら
二
つ
が
混
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
場
合
、
そ
の
区
別
が
難
し
く
な
る
。 

ま
た
、
素
材
が
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
加
工
さ
れ
て
い
る
か
に
注
目
す
る
場
合
、
二
つ
の

方
法
の
ど
ち
ら
も
大
人
の
立
場
か
ら
素
材
を
加
工
し
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
身
の
回
り
の
子
ど
も
の
日
常
を
観
察
す
る
こ
と
か
ら
素
材
を
得
る
方
法
は
、
虚
構

の
子
ど
も
の
立
場
か
ら
、
大
人
が
見
る
子
ど
も
の
日
常
、
大
人
が
そ
の
日
常
か
ら
推
測
し
た

子
ど
も
の
心
理
を
描
い
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
虚
構
の
子
ど
も
の
立
場
か
ら
見
ら
れ
る
子
ど

も
の
日
常
、
子
ど
も
の
心
理
の
背
後
に
は
、
つ
ね
に
大
人
が
隠
れ
て
い
る
。
一
方
、
子
ど
も
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時
代
の
体
験
を
回
想
す
る
こ
と
か
ら
素
材
を
得
る
方
法
で
は
、
大
人
の
立
場
か
ら
子
ど
も
時

代
を
回
顧
す
る
か
、
子
ど
も
時
代
の
主
人
公
を
登
場
さ
せ
、
そ
の
主
人
公
の
目
線
か
ら
物
語

が
描
か
れ
る
。
こ
の
方
法
で
も
、
そ
の
主
人
公
の
子
ど
も
の
立
場
は
虚
構
で
あ
り
、
背
後
の

大
人
が
そ
の
視
点
を
支
え
て
い
る
。 

『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
現
実
的
童
話
も
、
ほ
と
ん
ど
が
虚
構
の
子
ど
も
の
立
場
か
ら

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
江
口
千
代
の
「
世
界
同
盟
」（
三
巻
二
号
、
一
九
一
九

年
二
月
）
で
は
大
人
は
登
場
せ
ず
、
子
ど
も
だ
け
の
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
を

自
称
す
る
信
二
、
イ
ギ
リ
ス
を
自
称
す
る
武
夫
、
日
本
を
自
称
す
る
譲
の
三
人
が
同
盟
国
に

な
る
こ
と
を
は
じ
め
、
町
中
の
男
の
子
、
女
の
子
み
ん
な
を
同
盟
国
に
加
え
た
。
物
語
は
そ

の
後
、
同
盟
国
の
結
成
に
よ
り
、
子
ど
も
同
士
の
喧
嘩
も
な
く
な
り
、
い
た
ず
ら
な
ど
を
す

る
子
ど
も
も
い
な
く
な
り
、
よ
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
い
じ
め
ら
れ
る
心
配
も
な
く
な
っ
た
と

い
う
結
末
を
迎
え
た
。
河
原
和
枝
は
、
こ
の
童
話
が
主
張
す
る
「
理
想
主
義
」
が
「
観
念
的

に
過
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
現
実
の
生
活
感
覚
の
な
か
で
」
生
か
さ
れ
に
く
い
と
批
判
し
た
が

３

、
実
際
こ
の
童
話
は
現
実
的
な
子
ど
も
を
登
場
さ
せ
ず
、
虚
構
の
子
ど
も
の
立
場
か
ら
虚

構
の
子
ど
も
の
日
常
を
描
い
て
い
る
。 

ま
た
、
有
島
生
馬
の
「
泣
い
て
褒
め
ら
れ
た
話
」（
一
巻
一
号
、
一
九
一
八
年
八
月
）
で
は
、

秀
子
と
い
う
七
歳
の
女
の
子
を
登
場
さ
せ
た
。
秀
子
が
大
変
可
愛
が
っ
て
い
た
猫
は
、
旅
の

途
中
に
汽
車
か
ら
逃
げ
た
。
探
す
こ
と
を
諦
め
よ
う
と
し
た
父
は
大
声
で
泣
い
た
秀
子
の
姿

に
心
を
動
か
さ
れ
、
駅
長
に
汽
車
を
出
発
さ
せ
な
い
よ
う
懇
願
す
る
。
そ
の
後
、
猫
は
見
つ

か
り
、
秀
子
の
も
と
に
戻
さ
れ
た
。
物
語
の
中
で
、
猫
を
ひ
と
り
に
さ
せ
る
と
大
き
な
ネ
ズ

ミ
に
い
じ
め
ら
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
ら
し
い
心
配
が
秀
子
の
目
線
か
ら
描
か
れ
て
い
る
が
、

こ
の
純
粋
な
秀
子
と
い
う
子
ど
も
像
も
あ
く
ま
で
大
人
の
立
場
か
ら
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
秀
子
と
猫
を
め
ぐ
る
日
常
は
、
秀
子
の
目
で
は
な
く
、
有
島
生
馬
と
い
う
大
人

の
目
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
人
の
目
線
で
し
か
得
ら
れ
な
い
純
粋
な
、
愛
く

る
し
い
子
ど
も
は
、
同
じ
有
島
生
馬
の
「
大
将
の
子
と
巡
査
の
子
」（
一
巻
四
号
、
一
九
一
八

年
一
〇
月
）
や
市
上
さ
わ
子
の
「
常
ち
ゃ
ん
」（
八
巻
三
号
、
一
九
二
二
年
三
月
）
な
ど
に
も

見
ら
れ
る
。
現
実
の
子
ど
も
が
作
中
の
子
ど
も
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

作
中
の
子
ど
も
た
ち
の
行
動
大
人
の
価
値
観
の
反
映
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。 

ほ
か
に
、
有
島
武
郎
の
「
一
房
の
葡
萄
」（
五
巻
二
号
、
一
九
二
〇
年
八
月
）
で
は
、
窃
盗

事
件
か
ら
の
一
連
の
心
理
葛
藤
が
少
年
「
僕
」
の
視
点
か
ら
明
白
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
子
ど
も
の
立
場
に
自
ら
の
視
点
を
置
き
、「
子
ど
も
の
目
」
を
と
お
し
て
「
子
ど
も
の

心
理
」
を
描
こ
う
と
す
る
「
少
年
自
己
克
服
」
４

の
名
作
と
し
て
こ
の
童
話
は
世
に
知
ら
れ



164 

 

て
い
る
。
同
時
に
、
窃
盗
事
件
が
「
僕
」
本
人
の
反
省
だ
け
で
な
く
、
大
人
の
女
教
師
の
配

慮
に
よ
っ
て
解
決
し
た
こ
と
か
ら
、
浜
野
卓
也
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
子
ど
も

が
主
体
の
童
話
で
は
な
い
と
受
け
取
ら
れ
る
む
き
も
あ
る
５

。
し
か
し
、
大
人
の
女
教
師
と

い
う
存
在
が
作
品
に
お
け
る
子
ど
も
の
主
体
性
を
阻
害
し
た
と
い
う
よ
り
、
女
教
師
に
重
点

を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
立
場
は
子
ど
も
時
代
の
作
者
と
大
人
の
作
者

の
立
場
が
混
在
し
た
も
の
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
事
件
当
時
の
子
ど
も
の

心
理
は
子
ど
も
目
線
か
ら
の
も
の
で
、
童
話
に
含
ま
れ
て
い
る
女
教
師
へ
の
感
激
の
意
図
や

自
己
成
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
作
者
の
大
人
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
の
立
場
と
大
人
の
立
場
の
混
在
は
、『
赤
い
鳥
』
前
期
の
現
実
的
童
話
に
よ
く
見
ら
れ
る
〈
子

ど
も
の
反
省
〉
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
童
話
、
菊
池
寛
の
「
納
豆
合
戦
」（
三
巻
三
号
、
一
九
一

九
年
九
月
）
や
楠
山
正
雄
の
「
祖
母
」（
六
巻
三
号
、
一
九
二
一
年
三
月
）
な
ど
に
も
み
ら
れ

る
。 子

ど
も
の
視
点
、
子
ど
も
中
心
、
子
ど
も
の
立
場
と
は
い
え
、
大
人
が
書
い
た
も
の
で
あ

る
以
上
、
作
中
の
子
ど
も
と
大
人
と
し
て
の
作
者
の
視
点
、
価
値
観
は
切
り
離
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
大
人
の
立
場
を
排
除
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
繊
細
な
心
理
の
綾
や
内
面
を
多
面
的
・

立
体
的
に
描
こ
う
と
す
る
童
話
作
品
は
『
赤
い
鳥
』
に
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
島
崎
藤
村

の
「
玩
具
は
野
に
も
畑
に
も
」（
五
巻
四
号
、
一
九
二
〇
年
一
〇
月
）
は
山
の
中
で
育
っ
た
子

ど
も
の
日
常
を
子
ど
も
の
立
場
か
ら
描
い
た
も
の
で
、
玩
具
が
買
え
な
い
子
ど
も
が
竹
藪
の

竹
や
、
麦
畑
の
麦
藁
や
、
茄
子
や
南
瓜
と
一
緒
に
遊
ぶ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
子
ど
も
の
目

か
ら
み
た
茄
子
、
南
瓜
、
竹
の
子
、
そ
の
す
べ
て
は
自
分
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
教
え
て
く
れ

る
友
達
で
あ
り
、
遊
び
の
中
で
学
ん
で
い
く
子
ど
も
の
生
き
生
き
と
し
た
、
愉
快
な
世
界
は

ま
さ
に
子
ど
も
の
目
線
か
ら
見
ら
れ
た
世
界
で
あ
り
、
大
人
の
価
値
判
断
や
論
理
的
な
思
考

を
で
き
る
だ
け
排
除
し
よ
う
と
す
る
藤
村
の
意
図
が
垣
間
見
え
る
。 

と
こ
ろ
で
、
加
能
作
次
郎
の
「
少
年
と
海
」（
五
巻
二
号
、
一
九
二
〇
年
八
月
）
は
、
能
登

国
の
西
海
岸
に
あ
る
小
さ
な
漁
村
に
暮
ら
す
八
歳
の
為
吉
を
主
人
公
と
し
て
い
る
。
あ
る
日
、

海
の
沖
に
加
賀
の
白
山
が
く
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
そ
の
白
山
を
海
難
の

兆
し
と
考
え
て
、
父
に
注
意
を
促
そ
う
と
す
る
が
、
上
手
く
伝
わ
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
為

吉
は
海
の
様
子
を
見
る
た
め
に
、
一
人
で
家
の
舟
に
乗
り
込
む
が
、
舟
が
波
に
飲
ま
れ
、
そ

の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
。 

死
に
よ
っ
て
し
か
大
人
に
自
分
の
正
し
さ
を
証
す
こ
と
が
で
き
な
い
為
吉
に
つ
い
て
、
河

原
和
枝
は
『
赤
い
鳥
』
童
話
に
よ
く
存
在
す
る
弱
い
子
ど
も
の
象
徴
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
６

。
し
か
し
、「
少
年
と
海
」
の
創
作
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
見
方
が
少
々
変
わ
る
。
加
能
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作
次
郎
は
石
川
県
羽
咋
郡
西
海
村
風
戸
（
現
・
志
賀
町
西
海
風
戸
）
出
身
の
作
家
で
、
漁
師

の
父
浅
次
郎
、
母
は
い
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
長
兄
の
作
太
郎
は
生
ま
れ
て
ま
も
な
く

死
亡
し
、
母
も
作
次
郎
が
生
ま
れ
た
年
の
一
一
月
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
父
浅
次
郎
は

浅
野
ゆ
う
と
再
婚
し
、
作
次
郎
は
継
母
の
ゆ
う
に
育
て
ら
れ
る
。
能
登
は
加
能
の
出
身
地
で
、

一
四
歳
で
京
都
へ
出
て
行
く
ま
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
７

。
「
難
船
」
（
『
文
章
世
界
』
、

一
九
二
三
年
八
月
）
や
「
海
辺
の
小
社
」（『
文
章
世
界
』、
一
九
二
四
年
九
月
）
な
ど
、
多
数

の
作
品
で
加
能
は
そ
の
幼
少
時
代
を
描
い
て
い
る
。
加
能
作
次
郎
の
文
学
作
品
は
「
能
登
物
」

と
「
京
都
物
」
に
大
ま
か
に
分
け
ら
れ
、
い
ず
れ
も
自
伝
的
要
素
の
強
い
も
の
と
み
な
さ
れ

て
い
る
８

。「
少
年
と
海
」
も
「
能
登
物
」
の
一
つ
で
、
自
伝
的
要
素
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
為
吉
の
死
に
よ
っ
て
、
彼
を
弱
さ
を
表
現
し
た
存
在
、
観
念
的
な
弱
い
子
ど

も
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
と
い
え
る
。 

 

三 

「
少
年
と
海
」
に
お
け
る
「
子
ど
も
の
思
考
様
式
」 

「
少
年
と
海
」
は
二
つ
の
章
か
ら
成
る
が
、
第
一
章
は
主
に
為
吉
と
父
の
会
話
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
会
話
の
内
容
は
白
山
、
南
東
風
、
難
船
の
因
果
関
係
か
ら
、
父
が
体
験
し
た
一

〇
年
も
昔
の
海
難
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。 

 

南
東
の
風
が
吹
く
と
、
い
つ
も
海
が
荒
れ
る
の
で
し
た
。
漁
舟
や
、
沖
を
航
海
し
て
ゐ

る
帆
前
船
な
ど
が
難
船
し
て
、
乗
組
の
漁
夫
や
水
夫
が
溺
死
し
た
り
す
る
の
は
、
い
つ
も

そ
の
風
の
吹
く
時
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
風
の
吹
く
時
に
は
、
き
つ
と
福
浦
岬
か
ら
続
い

た
海
中
に
加
賀
の
白
山
が
く
つ
き
り
と
聳
え
立
つ
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
の
で
し
た
９

。 

 

こ
の
海
特
有
の
現
象
に
関
し
て
、
為
吉
の
頭
の
中
で
は
「
白
山
が
見
え
る
と
、
南
東
風
が

吹
く
、
海
が
荒
れ
る
、
船
が
難
破
す
る
、
そ
し
て
人
が
死
ぬ
」
１
０

と
い
う
図
式
が
出
来
上
が

っ
て
い
る
。
為
吉
は
「
ま
だ
八
つ
で
し
た
が
、
非
常
に
頭
の
よ
い
賢
こ
い
子
で
、
何
か
に
つ

け
て
大
人
の
や
う
な
考
を
も
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
神
経
質
で
始
終
何
か
考
へ
て
ば
か
り
ゐ
る
子
」

１
１

だ
っ
た
。
南
東
風
が
吹
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
が
荒
れ
る
。
海
が
荒
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

難
船
が
起
こ
る
。
難
船
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
が
死
ぬ
。
現
象
Ａ
に
よ
っ
て
、
Ｂ
が

起
こ
る
と
い
う
因
果
関
係
を
、
為
吉
は
す
で
に
把
握
し
て
い
た
。
し
か
し
、
本
来
南
東
風
が

吹
く
こ
と
に
よ
っ
て
白
山
が
見
え
る
と
い
う
因
果
関
係
を
、
為
吉
は
「
白
山
が
見
え
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
南
東
風
が
吹
く
」
と
、
原
因
と
結
果
を
逆
に
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、「
白
山
が

見
え
る
」
と
「
海
が
荒
れ
る
」
は
と
も
に
「
南
東
風
が
吹
く
」
と
い
う
第
三
の
変
数
の
結
果

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%B7%9D%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BE%BD%E5%92%8B%E9%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A5%BF%E6%B5%B7%E6%9D%91_(%E7%9F%B3%E5%B7%9D%E7%9C%8C%E7%BE%BD%E5%92%8B%E9%83%A1)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BF%97%E8%B3%80%E7%94%BA
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で
、
白
山
が
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
が
荒
れ
る
と
は
い
え
な
い
。
要
す
る
に
、
白
山
と

海
難
は
共
変
関
係
で
あ
る
が
、
為
吉
は
そ
の
共
変
関
係
を
因
果
関
係
と
捉
え
違
え
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
の
因
果
関
係
の
認
識
は
「
前
因
果
性
」
と
い
う
非
常
に
原
始
的
な
段

階
か
ら
始
ま
り
、
科
学
的
思
考
の
基
礎
と
な
る
「
厳
密
な
因
果
関
係
」
に
発
展
し
て
い
く
と
、

心
理
学
者
の
ジ
ャ
ン
・
ピ
ア
ジ
ェ
は
そ
の
因
果
関
係
の
認
識
を
一
七
タ
イ
プ
に
分
け
、
そ
れ

ら
を
三
期
に
分
類
し
て
い
る
１
２

。
第
一
期
と
第
二
期
は
「
目
的
性
の
型
」
で
、
七
、
八
歳
か

ら
「
合
理
的
な
型
」
が
現
れ
る
。「
白
山
が
見
え
る
の
で
、
南
東
風
が
吹
く
」
と
い
う
原
因
と

結
果
を
捉
え
違
え
た
因
果
律
は
第
一
期
の
「
目
的
性
の
型
」
に
属
し
て
い
る
。
子
ど
も
に
と

っ
て
、
世
界
と
は
目
で
見
て
手
で
触
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
あ
ひ
る
の
足
に
水
か
き
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
く
泳
げ
る
」
と
い
う
現
象
を
見
れ
ば
、「
あ
ひ
る
の
足
に
水
か
き
が
あ

る
の
は
よ
く
泳
げ
る
た
め
だ
」
と
解
釈
す
る
。
「
桜
の
花
が
咲
く
の
で
、
暖
か
く
な
る
」
１
３

と
思
う
子
ど
も
と
同
じ
く
、
為
吉
も
白
山
と
南
東
風
と
の
間
に
関
係
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く

が
、
南
東
風
と
い
う
目
に
見
え
な
い
自
然
現
象
よ
り
、
実
際
に
見
え
る
白
山
を
原
因
と
し
て

重
視
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。 

為
吉
は
白
山
が
見
え
る
と
、
南
東
風
が
必
ず
吹
く
と
思
い
、
そ
の
結
果
海
が
荒
れ
、
船
は

必
ず
難
破
す
る
と
信
じ
た
。
そ
し
て
、
白
山
と
難
船
の
間
を
必
然
的
関
係
性
と
し
て
結
び
つ

け
た
。
白
山
が
見
え
て
も
、
南
東
風
が
吹
く
場
合
と
吹
か
な
い
場
合
が
あ
る
、
南
東
風
が
吹

い
て
も
、
船
が
難
破
す
る
場
合
と
し
な
い
場
合
が
あ
る
、
ま
た
船
が
難
破
し
て
も
、
人
が
死

ぬ
場
合
と
死
な
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
偶
然
的
要
素
を
、
為
吉
は
認
め
な
い
。
実
際
子
ど

も
に
と
っ
て
、
偶
然
性
と
必
然
性
の
区
別
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
偶
然
の
出
来
事
を
、
い

と
も
簡
単
に
一
定
の
因
果
関
係
へ
帰
着
さ
せ
る
１
４

。
為
吉
の
場
合
で
い
え
ば
、
南
東
風
が
吹

き
海
難
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
偶
然
見
え
て
い
た
白
山
を
結
果
の
原
因
と
考
え
る
こ
と
で
偶

然
性
を
因
果
関
係
に
帰
着
さ
せ
、
自
ら
の
思
考
の
枠
組
み
を
確
立
し
た
と
い
え
る
。 

ピ
ア
ジ
ェ
に
よ
る
と
、
子
ど
も
の
思
考
枠
組
み
（
シ
ェ
マ
）
は
、
外
界
環
境
か
ら
の
直
接

的
働
き
か
け
を
受
け
、
そ
れ
に
影
響
さ
れ
発
達
し
て
い
く
。
子
ど
も
が
現
在
持
っ
て
い
る
シ

ェ
マ
に
当
て
は
め
て
外
界
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
心
理
の
働
き
を
ピ
ア
ジ
ェ
は
「
同
化
」
と

定
義
し
、
逆
に
現
在
の
シ
ェ
マ
で
外
界
を
解
釈
す
る
こ
と
が
難
し
い
局
面
で
、
シ
ェ
マ
を
変

化
さ
せ
る
こ
と
や
、
新
た
な
シ
ェ
マ
が
作
り
出
す
こ
と
を
「
調
節
」
と
定
義
し
た
。
自
身
が

有
す
る
シ
ェ
マ
に
無
理
な
く
現
象
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
つ
ま
り
「
同
化
」

が
優
位
に
立
つ
と
き
、
子
ど
も
は
認
知
的
に
安
定
し
た
状
態
（
均
衡
状
態
）
と
な
る
。
反
対

に
手
持
ち
の
シ
ェ
マ
に
現
象
が
当
て
は
め
ら
れ
な
い
と
き
、
す
な
わ
ち
「
調
節
」
が
優
位
に

立
つ
と
き
、
子
ど
も
は
認
知
的
に
不
安
定
な
状
態
（
不
均
衡
状
態
）
に
な
る
。
そ
し
て
、
不
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均
衡
状
態
に
陥
っ
た
子
ど
も
に
は
悩
み
が
訪
れ
る
１
５

。 
村
人
の
話
や
自
ら
の
経
験
を
通
し
て
、
為
吉
は
「
白
山
が
見
え
る
と
、
南
東
風
が
吹
く
、

海
が
荒
れ
る
、
船
が
難
破
す
る
、
そ
し
て
人
が
死
ぬ
」
と
い
う
シ
ェ
マ
を
確
立
し
た
。
一
ヶ

月
前
に
も
村
の
漁
舟
が
難
破
し
、
乗
組
の
漁
夫
が
す
べ
て
溺
死
、
そ
の
死
体
が
四
五
日
後
に

隣
村
の
海
岸
に
漂
著
し
た
が
、
そ
の
と
き
も
「
矢
張
り
朝
か
ら
白
山
の
姿
が
物
す
ご
く
海
の

中
に
魔
物
の
」
よ
う
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
新
し
い
恐
ろ
し
い
出
来
事
は
鮮
明
に
「
為
吉
の

頭
に
き
ざ
み
こ
ま
れ
て
ゐ
る
」
が
、
そ
れ
は
為
吉
の
シ
ェ
マ
と
ま
さ
に
同
化
可
能
な
現
象
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
次
に
為
吉
は
、
白
山
が
見
え
て
い
る
と
き
、
帆
前
船
が
一
艘
「
一
生

懸
命
に
福
浦
に
入
つ
て
行
つ
た
」
の
を
見
る
。
彼
は
そ
れ
を
、
東
南
風
が
吹
い
て
来
る
こ
と

を
予
想
し
た
帆
前
船
が
時
化
を
避
け
る
た
め
に
取
っ
た
行
動
と
解
釈
す
る
こ
と
で
、
シ
ェ
マ

に
当
て
は
め
同
化
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
一
〇
年
も
前
に
起
こ
っ
た
難
船
の
話
を
父
に
せ

が
み
、
そ
の
時
も
白
山
が
見
え
て
い
た
だ
ろ
う
と
確
認
す
る
こ
と
で
再
び
自
ら
の
シ
ェ
マ
に

現
象
を
同
化
し
よ
う
試
み
る
。 

為
吉
は
「
白
山
が
見
え
る
」
と
伝
え
れ
ば
、
父
が
す
ぐ
に
も
浜
へ
飛
び
出
し
、
船
を
揚
げ

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
お
父
さ
ん
、
ま
た
白
山
が
見
え
る
！
」
と
あ
わ
て
て

報
告
す
る
為
吉
に
対
し
て
、
父
は
「
そ
う
か
い
」
と
そ
っ
け
な
く
答
え
た
だ
け
だ
っ
た
。
自

ら
の
シ
ェ
マ
が
父
の
態
度
に
よ
っ
て
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
最
中
に
、
為
吉
は
父
が
昔
、
大

時
化
に
遭
っ
た
船
を
助
け
た
話
を
思
い
出
し
、
な
ぜ
助
け
に
行
け
た
か
と
問
い
か
け
る
。
そ

れ
に
対
す
る
父
の
答
え
は
「
村
中
の
漁
夫
が
そ
の
大
暴
風
の
中
に
船
を
下
し
て
助
け
に
行
つ

た
の
だ
が
、
あ
ん
な
恐
ろ
し
い
こ
と
は
俺
ァ
覚
え
て
か
ら
な
か
つ
た
」
１
６

と
い
う
、
自
ら
の

シ
ェ
マ
に
同
化
で
き
そ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
ま
る
で
自
分
と
関
係
の
な
い
昔
話
」

の
よ
う
に
語
る
父
の
様
子
が
、
眼
を
光
ら
せ
な
が
ら
話
を
聞
く
為
吉
の
シ
ェ
マ
と
外
界
の
現

象
と
の
同
化
を
再
び
妨
げ
る
。
そ
し
て
、
為
吉
を
再
び
浜
へ
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。 

 

 

四 

「
少
年
と
海
」
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉 

 
 

①
怪
物
と
し
て
の
〈
死
〉 

為
吉
の
眼
に
う
つ
っ
た
白
山
は
、「
青
い
海
と
青
い
空
と
の
界
に
、
同
じ
や
う
な
青
の
上
に
、

白
い
薄
い
ヴ
ェ
ー
ル
を
被
つ
た
や
う
な
、
お
ぼ
ろ
げ
な
霞
ん
だ
色
に
、
大
き
な
島
の
や
う
に

浮
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
白
い
雲
が
頂
の
方
を
包
ん
で
ゐ
ま
し
た
」
１
７

と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
再

び
白
山
の
姿
を
確
認
し
た
為
吉
は
心
を
お
ど
ら
せ
た
。
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
、
そ
こ
か

ら
大
風
が
吹
き
起
り
、
山
の
よ
う
な
大
浪
が
押
し
寄
せ
て
き
そ
う
に
見
え
る
白
山
は
、
容
易
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に
為
吉
の
シ
ェ
マ
に
同
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
同
時
に
、
そ
の
シ
ェ
マ
に
よ
っ
て
、

為
吉
の
心
に
、
あ
の
白
帆
が
真
正
面
に
こ
の
村
の
岬
へ
吹
き
つ
け
ら
れ
、
岩
の
上
に
打
ち
上

げ
ら
れ
、
そ
こ
に
難
破
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
恐
怖
が
つ
き
あ
げ
て
く
る
。 

児
童
精
神
科
医
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｂ
・
ウ
ォ
ル
マ
ン
に
よ
る
と
、
恐
怖
は
、
特
定
の
現

実
的
、
な
い
し
非
現
実
的
危
険
に
対
す
る
情
緒
反
応
で
あ
る
１
８

。
為
吉
の
恐
怖
の
元
は
、
自

分
で
作
り
あ
げ
た
非
現
実
的
危
険
で
あ
る
。
こ
の
非
現
実
的
危
険
が
ど
こ
に
端
を
発
す
る
か

と
い
う
と
、
一
ヶ
月
前
に
目
撃
し
た
難
船
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

つ
い
一
カ
月
前
に
も
、
村
の
漁
舟
が
難
破
し
、
五
六
人
の
乗
組
の
漁
夫
が
み
ん
な
溺
死
し

て
、
そ
の
死
体
が
そ
れ
か
ら
四
五
日
も
た
っ
て
か
ら
隣
村
の
海
岸
に
漂
著
し
て
い
る
。
そ
の

際
に
為
吉
は
こ
の
難
船
に
よ
る
死
者
を
目
撃
し
た
。
誰
か
の
死
に
居
合
わ
せ
た
と
き
、
あ
る

い
は
偶
然
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
子
ど
も
は
そ
れ
を
、
突
然
乱
暴
に
や
っ
て
き
た
破

滅
的
な
出
来
事
と
し
て
受
け
止
め
、
精
神
的
に
深
い
傷
を
負
う
。
子
供
が
世
界
に
対
し
て
持

っ
て
い
る
、
予
見
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
安
心
感
が
、
根
底
か
ら
強

く
揺
る
が
さ
れ
る
た
め
だ
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ウ
マ
に
対
す
る
反
応
は
通
常
、
強
い
恐
怖
感
、

無
力
感
あ
る
い
は
嫌
悪
感
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
悲
劇
的
出
来
事
の
最
中
に
自
身
の
力
で
助

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
強
い
罪
悪
感
を
抱
く
１
９

。
為
吉
は
、
ま
さ
に
こ

の
ト
ラ
ウ
マ
を
身
に
受
け
た
。 

 

漫
々
と
し
て
浪
一
つ
立
た
な
い
静
か
な
海
も
、
ど
こ
か
そ
の
底
の
底
に
は
、
恐
ろ
し
い

大
怪
物
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
て
、
今
に
も
荒
れ
出
し
て
、
天
地
を
震
撼
さ
せ
さ
う
に
思
わ
れ
ま

し
た
。
耳
を
す
ま
す
と
遠
い
遠
い
海
の
か
な
た
が
、
深
い
深
い
海
の
底
に
、
轟
々
と
鳴
り

響
い
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
す
る
の
で
し
た
２
０

。 

 

子
ど
も
の
死
に
対
す
る
理
解
と
い
う
の
は
、
発
達
段
階
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
五
歳

か
ら
一
〇
歳
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
死
は
不
可
逆
的
、
普
遍
的
で
避
け
ら
れ
な
い
現
象
だ
と

い
う
理
解
が
少
し
ず
つ
備
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
論
理
的
な
思
考
は
ま
だ
成
熟
し
て
い
な

い
た
め
、
死
に
対
し
て
、
目
に
見
え
な
い
お
化
け
、
恐
ろ
し
く
醜
い
怪
物
な
ど
の
人
格
イ
メ

ー
ジ
を
与
え
る
傾
向
が
強
い
２
１

。
「
恐
ろ
し
い
怪
物
」
は
、
す
な
わ
ち
為
吉
が
理
解
し
て
い

る
〈
死
〉
で
あ
る
。
為
吉
は
溺
死
し
た
漁
夫
の
死
体
を
目
撃
し
、
そ
の
死
は
海
難
が
も
た
ら

し
た
も
の
と
理
解
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
海
の
底
に
潜
む
恐
ろ
し
い

大
怪
物
へ
仮
託
し
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
導
き
出
せ
る
結
論
は
、「
白
山
が
見
え
る
と
、
南
東
風
が
吹
く
、
海
が
荒
れ
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る
、
船
が
難
破
す
る
、
そ
し
て
人
が
死
ぬ
」
と
い
う
シ
ェ
マ
に
お
い
て
、
結
果
で
あ
る
は
ず

の
〈
死
〉
は
、
実
は
原
因
で
あ
り
、
す
べ
て
の
源
流
に
な
っ
て
い
る
。〈
死
〉
と
い
う
怪
物
に

よ
っ
て
、
白
山
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
南
東
風
が
吹
く
、
海
が
荒
れ
る
、
船
が
難
破
す
る
。

そ
の
帰
結
と
し
て
、
人
が
死
ぬ
。
だ
が
そ
れ
は
同
時
に
、
最
初
の
理
由
で
も
あ
る
。
為
吉
が

確
立
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
シ
ェ
マ
で
あ
り
、
こ
れ
が
為
吉
を
死
へ
導
い
て
い
く
こ
と
に
な

る
。 

 ②
空
想
と
〈
死
〉
の
概
念 

一
人
で
沖
を
眺
め
て
い
た
為
吉
は
、
海
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
、
そ
こ
か
ら
大
風
が

吹
き
起
り
、
山
の
よ
う
な
大
浪
が
押
し
寄
せ
て
来
そ
う
な
気
が
し
た
。
海
上
の
白
帆
が
、「
だ

ん
だ
ん
こ
ち
ら
へ
風
に
追
わ
れ
て
来
て
、
真
正
面
に
こ
の
村
の
岬
へ
吹
き
つ
け
ら
れ
、
岩
の

上
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
て
、
そ
こ
に
難
破
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
為
吉
は
自
分
で
作
つ
た

恐
怖
に
お
そ
わ
れ
る
」
２
２

。 

入
江
で
海
水
浴
を
し
て
い
る
五
、
六
人
の
子
供
が
ま
っ
た
く
目
に
は
入
ら
な
い
ほ
ど
、
為

吉
は
沖
を
眺
め
る
こ
と
に
没
入
し
て
い
た
。
為
吉
は
自
分
が
完
全
に
一
人
で
あ
る
と
思
い
込

み
、
そ
の
孤
独
な
状
況
の
中
で
難
船
の
想
像
に
囚
わ
れ
る
。
こ
の
船
の
難
破
が
、
為
吉
の
自

分
で
作
っ
た
恐
怖
で
あ
る
と
い
え
る
な
ら
、「
む
く
む
く
と
灰
色
の
古
綿
の
や
う
な
雲
が
上
つ

て
来
た
の
」
を
見
つ
め
た
時
、
南
東
風
だ
と
思
わ
ず
叫
ん
だ
為
吉
は
、
こ
の
瞬
間
に
現
実
と

虚
構
が
混
じ
り
合
う
空
想
の
世
界
に
入
っ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
空
想
や
白
日
夢
に
関

し
て
、
社
会
心
理
学
者
の
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
シ
ン
ガ
ー
は
「
想
像
遊
び
は
、
子
ど
も
が
複
雑
な

外
部
環
境
を
組
織
的
な
記
憶
体
制
へ
次
第
に
結
合
さ
せ
て
い
く
重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
」

２
３

と
述
べ
て
い
る
。
子
ど
も
は
外
部
か
ら
受
け
た
情
報
を
内
部
化
し
よ
う
と
す
る
際
、
ゴ
ッ

コ
遊
び
な
ど
の
空
想
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
は
シ
ェ
マ
の
同
化
過
程
に
空
想
の
発
端
が
表
れ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
直
接
く
ぐ
り
抜
け
て
は
こ
な
か
っ
た
経
験
領
域
の
意
味
を
理
解
し
よ

う
と
す
る
働
き
は
、
空
想
の
重
要
な
機
能
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
為
吉
は
、「
白
山
が

見
え
る
と
、
南
東
風
が
吹
く
、
海
が
荒
れ
る
、
船
が
難
破
す
る
、
そ
し
て
人
が
死
ぬ
」
と
い

う
シ
ェ
マ
を
、
現
実
の
中
で
は
な
く
空
想
の
中
で
同
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
、
為
吉
の
空
想
中
の
同
化
プ
ロ
セ
ス
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
「
漫
々
と
し
て
浪
一

つ
立
た
な
い
静
か
な
海
も
、
ど
こ
か
そ
の
底
の
底
に
は
、
恐
ろ
し
い
大
怪
物
が
ひ
そ
ん
で
ゐ

て
、
今
に
も
荒
れ
出
し
て
、
天
地
を
震
撼
さ
せ
さ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
」
２
４

と
、
〈
死
〉
の

出
現
を
想
像
す
る
。
次
に
「
白
山
は
益
々
は
つ
き
り
し
て
来
ま
し
た
。
さ
つ
き
の
白
帆
が
大

分
大
き
く
な
つ
て
、
し
ま
き
が
沖
の
方
か
ら
だ
ん
だ
ん
こ
ち
ら
に
近
づ
ゐ
て
来
ま
し
た
。
あ
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の
し
ま
き
が
こ
の
海
岸
に
達
す
る
と
、
も
う
本
物
の
南
東
風
だ
」
２
５

と
、
南
東
風
が
来
る
こ

と
を
確
信
す
る
。
最
後
に
、「
も
う
、
そ
れ
も
十
分
と
間
が
な
い
、
―
―
白
山
、
南
東
風
、
難

破
船
、
溺
死
―
―
、
か
う
い
う
考
え
が
ご
つ
ち
ゃ
に
な
つ
て
為
吉
の
頭
の
中
を
往
来
し
ま
し

た
」
２
６

と
、
シ
ェ
マ
を
空
想
の
世
界
で
同
化
し
よ
う
と
い
う
心
理
が
は
た
ら
く
。
そ
し
て
、

そ
の
結
果
と
し
て
誰
か
死
ぬ
と
い
う
よ
う
な
思
い
が
、
為
吉
を
襲
う
。 

そ
の
後
は
、「
ぢ
つ
と
耳
を
す
ま
し
て
ゐ
る
と
、
ど
こ
か
に
助
け
を
呼
び
求
め
て
ゐ
る
声
が

空
耳
に
聞
え
て
来
る
の
で
し
た
。
幾
人
も
幾
人
も
、
細
い
悲
し
げ
な
声
を
合
せ
て
、
呼
ん
で

ゐ
る
や
う
に
為
吉
の
耳
に
聞
え
ま
し
た
」
２
７

と
続
き
、
為
吉
は
一
ヶ
月
前
に
難
船
で
死
ん
だ
、

聞
こ
え
る
は
ず
の
な
い
村
人
の
声
を
聞
く
。
「
ど
こ
か
海
の
底
か
、
空
中
か
か
ら
来
る
や
う
」

に
思
わ
れ
た
声
は
、
難
船
し
て
死
ん
だ
人
た
ち
が
「
ど
こ
か
海
の
底
か
、
空
中
か
」
に
生
き

て
い
る
と
、
為
吉
が
空
想
中
に
同
化
し
た
シ
ェ
マ
の
世
界
観
か
ら
聞
こ
え
た
幻
聴
で
あ
る
。

幼
い
為
吉
は
、〈
死
〉
と
い
う
怪
物
が
人
々
を
死
の
世
界
に
導
き
、
死
ん
だ
人
々
は
死
の
世
界

で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
独
自
の
他
界
観
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
成
熟
し
た
人
が
持
つ
〈
死
〉
の
概
念
に
つ
い
て
、
赤
澤
正
人
は
「
死
の
不
可

避
性
（
＝
自
分
も
含
め
て
生
き
て
い
る
も
の
は
全
て
、
い
つ
か
は
必
ず
死
ぬ
こ
と
）」
の
ほ
か
、

「
死
の
不
可
逆
性
（
＝
生
き
て
い
る
も
の
が
一
度
死
ぬ
と
、
そ
の
肉
体
は
二
度
と
生
き
返
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
）
」
、「
死
の
因
果
性
（
＝
死
に
は
肉
体
的
・
生
物
学
的
な
要
因
が
あ
る

こ
と
）」
な
ど
の
要
素
も
含
ま
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
２
８

。
為
吉
は
「
死
の
因
果
性
」

と
「
死
の
不
可
逆
性
」
に
つ
い
て
は
正
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
い
ま
だ
、
人
に
死
を
も

た
ら
す
〈
死
〉
と
い
う
怪
物
が
存
在
し
、
助
け
を
求
め
る
死
者
の
い
る
〈
死
の
世
界
〉
が
あ

る
と
想
像
し
、
理
解
し
て
い
る
。 

「
一
波
ま
た
一
波
、
甚
し
い
動
揺
と
共
に
舷
と
舷
と
が
強
く
打
ち
合
つ
て
、
更
に
横
さ
ま

に
大
揺
れ
に
揺
れ
ま
し
た
。『
わ
あ
ッ
！
』
と
い
ふ
叫
び
声
が
し
た
か
と
思
ふ
と
、
も
う
為
吉

の
姿
は
舳
に
見
え
」
２
９

な
く
な
り
、
為
吉
自
身
が
死
の
世
界
へ
行
く
描
写
が
続
く
。
誰
か
が

死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
強
迫
観
念
が
、
為
吉
の
心
に
去
来
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
誰
か
と

は
他
の
誰
で
も
な
い
、
為
吉
自
身
で
あ
っ
た
。
幼
い
子
ど
も
た
ち
は
、
物
体
と
し
て
客
体
化

さ
れ
た
人
や
動
物
の
死
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
主
体
と
し
て
意
識
の
中
に
あ
る
自

分
や
近
し
い
人
々
の
「
死
の
不
可
避
性
」
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
３
０

。

し
か
し
、
海
難
を
目
撃
し
た
為
吉
は
、
そ
の
も
た
ら
さ
れ
た
衝
撃
か
ら
「
死
の
不
可
避
性
」

を
理
解
し
た
。
そ
し
て
、
〈
死
〉
が
彼
自
身
に
死
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

物
語
の
最
後
は
、「
そ
の
頃
か
ら
空
が
曇
り
、
浪
が
高
く
海
岸
に
咆
哮
し
て
、
本
当
の
大
暴

風
と
な
つ
て
来
ま
し
た
」
３
１

と
結
ば
れ
る
。
こ
の
大
暴
風
の
到
来
が
、
為
吉
の
死
骸
に
取
り
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す
が
っ
て
泣
く
両
親
も
ろ
と
も
死
の
世
界
へ
連
れ
去
っ
て
し
ま
う
の
か
、
そ
れ
と
も
為
吉
の

警
告
に
し
た
が
っ
て
両
親
は
死
を
ま
ぬ
か
れ
る
の
か
。
読
者
に
よ
っ
て
解
釈
が
分
か
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

 

五 

「
少
年
と
海
」
と
「
漁
村
賦
」 

加
能
が
こ
う
し
た
〈
死
〉
の
描
き
方
を
確
立
す
る
過
程
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
品
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
少
年
と
海
」
の
四
年
前
、
雑
誌
『
太
陽
』
に
発
表
さ
れ
た
「
漁
村
賦
」（
一
九

一
六
年
）
で
あ
る
３
２

。
「
漁
村
賦
」
も
「
能
登
物
」
の
一
つ
で
、
物
語
の
舞
台
は
能
登
に
あ

る
小
さ
な
漁
村
で
あ
る
。
自
伝
作
品
で
は
な
い
が
、
登
場
人
物
に
は
作
者
で
あ
る
加
能
自
身

の
少
年
時
代
の
映
像
が
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
と
加
能
研
究
者
の
坂
本
政
親
が
指
摘
し
て
い
る

３
３

。
『
太
陽
』
に
発
表
後
、
加
能
個
人
集
『
誘
惑
』
（
一
九
二
四
年
）
、
地
元
の
富
来
町
立
図

書
館
が
出
版
し
た
『
加
能
作
次
郎
集
』（
二
〇
〇
四
年
）
に
も
収
録
さ
れ
た
。 

あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
お
腹
に
子
を
宿
し
た
お
里
は
、
海
で
夫
重
吉
が
遭
難

し
た
夜
、
赤
子
の
命
に
か
え
て
も
夫
の
無
事
を
と
仏
に
祈
り
な
が
ら
、
海
男
を
生
ん
だ
。
夫

の
重
吉
は
命
拾
い
し
、
海
男
も
健
全
で
怜
悧
な
少
年
に
成
長
し
た
。
し
か
し
、
八
つ
に
な
っ

た
海
男
は
、
あ
る
日
大
時
化
が
く
る
直
前
に
海
で
溺
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
し
て
、
今
ま

さ
に
出
帆
し
よ
う
と
し
て
い
た
重
吉
は
再
び
命
拾
い
を
す
る
の
で
あ
っ
た
。「
少
年
と
海
」
の

物
語
は
基
本
的
に
「
漁
村
賦
」
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、「
漁
村
賦
」
後
半
部
分
の
再
話
と

も
言
え
る
。 

「
漁
村
賦
」
は
八
章
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
七
章
と
第
八
章
に
注
目
し
て
み

た
い
。
第
七
章
、
難
船
事
故
が
多
発
し
た
こ
ろ
、
海
男
は
海
の
変
化
を
敏
感
に
読
み
取
り
、

大
時
化
を
心
配
す
る
ば
か
り
に
悪
夢
に
う
な
さ
れ
る
ほ
ど
の
憂
鬱
を
抱
え
て
い
た
。
再
び
妊

娠
し
た
お
里
は
海
男
の
そ
の
様
子
を
見
て
、
海
男
の
代
わ
り
が
腹
に
来
た
の
で
は
な
い
か
と
、

あ
ら
ぬ
思
い
で
心
を
痛
め
て
い
る
。
そ
し
て
結
末
の
第
八
章
で
は
、
海
男
は
乗
り
込
ん
だ
舟

の
上
か
ら
海
中
に
現
れ
た
白
山
を
見
て
、
そ
れ
を
海
難
の
象
徴
、
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
も

の
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。
そ
し
て
、
恐
怖
の
あ
ま
り
に
大
波
で
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
た
舟
か

ら
落
ち
た
海
男
は
、
溺
れ
死
ぬ
。
海
男
の
死
ん
だ
夜
中
、
海
は
大
時
化
と
な
っ
た
。
漁
に
出

よ
う
と
し
て
い
た
が
、
息
子
の
訃
報
に
接
し
て
船
を
出
さ
な
か
っ
た
父
の
重
吉
は
、
再
び
海

男
に
よ
っ
て
命
を
助
け
ら
れ
た
の
だ
と
人
々
は
言
っ
た
。 

こ
の
二
つ
の
章
の
内
容
が
「
少
年
と
海
」
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

ず
、
「
少
年
と
海
」
の
為
吉
に
よ
る
「
白
山
が
見
え
る
と
、
南
東
風
が
吹
く
、
海
が
荒
れ
る
、

船
が
難
破
す
る
、
そ
し
て
人
が
死
ぬ
」
と
い
う
思
考
様
式
は
、
海
男
と
共
通
し
て
い
る
。
海
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男
も
為
吉
と
同
じ
く
、
海
の
様
子
を
観
察
す
る
中
で
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
、
最
後
は
死
ん
で
し

ま
う
。
た
だ
、
海
男
の
場
合
は
、
「
仏
の
子
で
あ
つ
て
、
仏
が
身
代
わ
り
に
な
つ
て
」
３
４

父

重
吉
を
助
け
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
た
。
つ
ま
り
、
海
男
の
死
は
明
確
に
意
味
づ
け
ら
れ
た

死
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
為
吉
の
死
は
誰
の
身
代
わ
り
と
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
重
吉
は
海
男
の
白
山
説
を
聞
い
て
、「
幼
少
な
彼
に
し
て
は
驚
く
べ
く
異
常
な
注
意
力
と

観
察
力
と
に
対
し
て
、
寧
ろ
薄
気
味
悪
く
な
る
位
に
驚
異
し
た
の
で
あ
つ
た
」
３
５

と
あ
る
が
、

為
吉
の
白
山
説
は
、
「
子
供
ら
し
い
無
邪
気
の
言
葉
が
、
父
親
に
は
お
か
し
い
ほ
ど
」
３
６

だ

っ
た
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
海
男
が
神
霊
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

為
吉
は
た
だ
「
非
常
に
頭
の
よ
い
賢
い
子
」
で
あ
る
。
海
男
が
空
想
の
物
語
に
生
き
る
仏
の

子
ど
も
だ
と
す
れ
ば
、
為
吉
は
現
実
的
な
子
ど
も
に
近
い
存
在
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
彼
ら

の
父
に
つ
い
て
も
、「
漁
村
賦
」
の
父
重
吉
が
、
海
男
の
誕
生
の
瞬
間
、
海
難
に
際
し
て
九
死

に
一
生
を
得
て
、
海
男
の
死
に
よ
っ
て
大
時
化
に
漕
ぎ
出
す
こ
と
な
く
命
拾
い
す
る
波
乱
に

満
ち
た
生
涯
で
あ
る
の
に
対
し
、
為
吉
の
父
は
、
時
化
に
遭
遇
し
た
船
を
助
け
た
功
績
で
県

庁
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
褒
状
の
存
在
も
忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
平
凡
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。 

小
説
「
漁
村
賦
」
と
童
話
「
少
年
と
海
」
の
相
違
を
比
較
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
加
能

の
多
く
の
小
説
に
込
め
ら
れ
て
い
る
、
神
霊
的
な
も
の
に
対
す
る
畏
怖
の
念
や
厄
の
思
想
、

あ
る
い
は
仏
教
的
諦
念
や
運
命
観
は
、
「
漁
村
賦
」
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
３
７

。
そ
れ
は
海

男
の
死
の
描
か
れ
方
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
少
年
と
海
」
に
お
け
る

〈
子
ど
も
の
死
〉
で
は
「
漁
村
賦
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
霊
的
な
不
思
議
さ
が
削
除
さ
れ
、

子
ど
も
が
理
解
し
て
い
る
〈
死
〉
の
み
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
加
能
は
「
漁
村

賦
」
の
神
秘
的
な
部
分
を
捨
て
、
自
ら
の
子
ど
も
時
代
の
出
来
事
、
心
境
を
素
直
に
表
し
た

「
少
年
と
海
」
を
、
童
話
と
し
て
『
赤
い
鳥
』
に
執
筆
し
た
。〈
子
ど
も
の
死
〉
か
ら
神
霊
的

な
も
の
を
削
除
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
少
年
と
海
」
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
は
、
現
実

的
な
子
ど
も
の
死
に
対
す
る
理
解
の
仕
方
に
多
様
性
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
よ
う
。 

こ
こ
で
、
も
う
一
度
『
赤
い
鳥
』
が
求
め
る
「
子
供
に
関
す
る
日
常
の
事
実
、
子
供
の
心

理
を
描
ひ
た
現
実
的
な
話
材
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。『
赤
い
鳥
』
の
方
針
は
、
昔
話
な
ど

非
現
実
的
な
要
素
を
排
除
す
る
現
実
的
な
立
場
か
ら
、「
子
ど
も
の
心
理
」
や
「
子
ど
も
に
関

す
る
日
常
の
事
実
」
を
追
求
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
章
で
検
討
し
た
現

実
的
な
日
常
設
定
か
ら
出
発
し
た
童
話
の
多
く
が
描
い
て
い
る
現
実
は
、
子
ど
も
の
心
理
や
、

子
ど
も
中
心
の
日
常
の
事
実
を
き
ち
ん
と
描
い
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
そ
の
現
実
は

や
は
り
大
人
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
果
た
し
て
子
ど
も
に
と
っ
て
も
現
実
的
な
も
の

と
言
え
る
の
か
。 
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島
村
藤
村
の
「
玩
具
は
野
に
も
畑
に
も
」
で
は
愉
快
な
、
子
ど
も
の
空
想
世
界
が
描
か
れ

て
い
た
。
喋
る
茄
子
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
教
え
て
く
れ
る
南
瓜
は
、
大
人
か
ら
見
れ
ば
た

だ
の
空
想
で
あ
り
、
決
し
て
現
実
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
子
ど
も
に
と
っ
て
も
非
現

実
的
な
も
の
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
空
想
も
子
ど
も
に
と
っ
て
は
日
常
の
一
部
分
で
、
む

し
ろ
空
想
を
消
滅
し
た
子
ど
も
の
世
界
は
非
現
実
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。 大

人
の
立
場
と
子
ど
も
の
立
場
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
、『
赤
い
鳥
』
が
求
め
て

い
る
「
現
実
的
な
童
話
」
の
現
実
性
も
混
沌
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
少

年
と
海
」
で
も
大
人
が
死
に
与
え
よ
う
と
す
る
意
味
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
こ
と
で
、
為
吉

と
い
う
子
ど
も
の
目
線
か
ら
、
子
ど
も
の
思
考
・
行
動
の
傾
向
に
沿
っ
て
死
を
描
写
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
に
貫
か
れ
て
い
る
。
で
き
る
限
り
子
ど
も
に
寄
り
添
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

の
目
か
ら
見
た
現
実
を
う
ま
く
表
現
し
た
「
少
年
と
海
」
が
生
ま
れ
た
と
い
え
よ
う
。 

 結
び 『

赤
い
鳥
』
を
代
表
と
す
る
大
正
児
童
文
学
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
は
、
子
ど
も
の

弱
さ
や
無
垢
さ
を
表
し
な
が
ら
、
生
の
は
か
な
さ
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
現
実
的
な
子

ど
も
の
死
か
ら
乖
離
し
た
感
傷
的
な
死
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
３
８

。
し
か
し
、
「
少
年
の

海
」
の
分
析
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
子
ど
も
の
立
場
か
ら
描
か
れ
た
〈
死
〉
や
〈
子
ど
も

の
死
〉
は
そ
の
内
容
が
た
と
え
空
想
的
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
現
実
か
ら
乖
離
し
た
も
の

と
は
言
い
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
為
吉
の
中
で
は
深
い
海
の
底
に
ひ
そ
む
「
恐
ろ
し
い
大
怪
物
」
と
〈
死
〉
が
同

じ
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
荒
唐
無
稽
な
空
想
な
ど
で
は
な
く
、
論
理
的
思

考
が
成
熟
し
て
い
な
い
五
歳
か
ら
一
〇
歳
の
思
考
段
階
で
は
〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
目
に

見
え
な
い
お
化
け
や
恐
ろ
し
い
怪
物
な
ど
に
仮
託
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
と
言
え

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
為
吉
が
溺
死
し
た
漁
夫
の
死
体
を
目
撃
し
、
そ
の
死
を
海
難
＝
大
怪
物
の

出
現
の
結
果
と
理
解
し
た
の
は
、
子
ど
も
の
為
吉
に
と
っ
て
は
現
実
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

自
身
が
海
難
に
遭
っ
た
と
き
、
海
難
を
目
撃
し
た
こ
と
の
あ
る
為
吉
は
自
身
の
「
死
の
不
可

避
性
」
を
理
解
し
、
〈
死
〉
を
受
け
入
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
は
生
の
は
か
な
さ
も
、
感
傷
的
な
死
も
な
い
。
子
ど
も
の
立
場
か
ら
理
解
さ
れ
、

受
け
入
れ
ら
れ
た
〈
現
実
的
な
死
〉
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
現
実
的
な
素
材
を
取
り
扱

う
童
話
が
、
子
ど
も
の
心
理
を
描
写
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
子
ど
も
の
死
が
大
人
の
立
場

と
子
ど
も
の
立
場
の
、
ど
ち
ら
の
立
場
か
ら
描
か
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
表
現
に
お
け
る
現
実
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性
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。 

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
は
、
小
川
未
明
な
ど
児
童
文
学
童
話
作
家
の
創

作
童
話
に
よ
っ
て
独
自
の
特
色
を
与
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
小
川
未
明
、
坪
田
譲
治
な
ど
の
童
話

作
家
が
主
役
と
な
っ
た
『
赤
い
鳥
』
で
、〈
子
ど
も
の
死
〉
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
表
現
方
法
が
用
い
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
づ
け
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
次
章
で
詳
し
く
検
討
す
る
。 

   

注 １
鈴
木
三
重
吉
「
緊
急
社
告
」（
『
赤
い
鳥
「
三
巻
四
号
」』
赤
い
鳥
社 

一
九
一
九
年
一
〇
月
）

八
〇
頁 

２
森
三
郎
「
私
の
記
者
時
代
」
（『
赤
い
鳥
代
表
作
集
五
』
小
峰
書
店 

一
九
九
八
年
）
二
五

九
頁 

３
河
原
和
枝
『
子
ど
も
観
の
近
代
―
『
赤
い
鳥
』
と
「
童
心
」
の
理
想
』（
中
公
新
書
一
四
〇

三 

一
九
九
八
年
）
一
一
一
頁 

４
南
本
義
一
「
文
学
教
材
「
一
房
の
葡
萄
」
の
考
察 :

 

教
材
研
究
の
試
み
」（
『
福
岡
女
子
短

大
紀
要 

「
一
七
巻
」』
一
九
七
九
年
六
月
）
二
五
頁 

 

５
浜
野
卓
也
『
童
話
に
見
る
近
代
作
家
の
原
点
』（
桜
楓
社 

一
九
八
四
年
）
一
九
頁 

６
河
原
和
枝 

前
掲
書 

一
二
〇
頁 

７
坂
本
政
親
「
加
能
作
次
郎
」
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
第
一
巻
』（
講

談
社 

一
九
七
七
年
）
四
一
一
頁 

８
高
崎
邦
彦
「
加
能
作
次
郎
論
」
（『
日
本
文
学
の
伝
統
と
創
造 

阿
部
正
路
博
士
還
暦
記
念

論
文
集
』
一
九
九
三
年
六
月
）
三
七
一
頁 

９
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」（
『
赤
い
鳥
「
五
巻
二
号
」』
一
九
二
〇
年
八
月
）
二
八
頁
。
引

用
は
『
赤
い
鳥
』
複
刻
版
に
よ
っ
た
。 

１
０
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
二
八
頁 

１
１
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
二
七
頁 

１
２
ピ
ア
ジ
ェ
／
岸
田
秀
訳
『
子
ど
も
の
因
果
関
係
の
認
識
』
（
明
治
図
書 

一
九
七
一
年
）

二
六
三
～
二
九
〇
頁 

１
３
窪
田
実
・
木
幡
一
夫
『
理
科
学
習
指
導
に
お
け
る
つ
ま
ず
き
の
事
例
』（
明
治
図
書 

一

九
五
九
年
）
八
九
頁 
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１
４
波
多
野
完
治
・
滝
沢
武
久
『
子
ど
も
の
も
の
の
考
え
方
』
（
岩
波
新
書 

一
九
六
三
年
）

一
三
一
～
一
四
八
頁 

１
５
島
常
安
な
ど
『
発
達
心
理
学
用
語
集
』（
同
文
書
院 

二
〇
〇
六
年
）
一
六
〇
頁 

１
６
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
三
〇
頁 

１
７
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
三
一
頁 

１
８
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・B
・
ウ
ォ
ル
マ
ン
／
作
田
勉
訳
『
子
ど
も
の
恐
怖
』
（
誠
信
書
店 

一

九
八
〇
年
）
二
〇
～
二
一
頁 

１
９
ダ
ナ
・
カ
ス
ト
ロ
／
金
塚
貞
文
訳
『
あ
な
た
は
、
子
ど
も
に
〈
死
〉
を
教
え
ら
れ
ま
す

か
？
空
想
の
死
と
現
実
の
死
』（
作
品
社 

二
〇
〇
二
年
）
一
二
一
頁 

２
０
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
三
一
～
三
二
頁 

２
１
ダ
ナ
・
カ
ス
ト
ロ 

前
掲
書 

三
六
～
四
二
頁 

２
２
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
三
一
頁 

２
３J.

L.

シ
ン
ガ
ー
／
小
山
睦
央
・
秋
山
信
道
訳
『
白
日
夢
・
イ
メ
ー
ジ
・
空
想
』（
清
水
弘

文 

一
九
八
一
年
）
一
三
九
頁 

２
４
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
三
一
～
三
二
頁 

２
５
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
三
二
頁 

２
６
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
三
二
頁 

２
７
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
三
二
～
三
一
三
頁 

２
８
赤
澤
正
人
「
子
ど
も
の
死
の
概
念
に
つ
い
て
」（『
臨
床
死
生
学
年
報
「
六
号
」
』
二
〇
〇

一
年
七
月
）
一
三
一
頁 

２
９
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
三
三
頁 

３
０
伊
藤
博
・
高
木
慶
子
「
子
ど
も
の
「
死
の
絶
対
性
」
認
識
の
確
立
時
期:

 

四
才
か
ら
九

才
ま
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
意
識
調
査
を
中
心
と
し
て
」（『
人
間
学
紀
要
「
三
四
巻
」
』
二
〇

〇
四
年
一
二
月
）
六
一
～
六
二
頁 

３
１
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
三
三
頁 

３
２
加
能
作
次
郎
「
漁
村
賦
」（『
太
陽
』
一
九
一
六
年
四
月
）
一
一
二
～
一
五
七
頁 

３
３
坂
本
政
親
「
加
能
作
次
郎
と
能
登
」（
『
福
井
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
一
部
人
文
科
学 

「
二

〇
巻
」』
一
九
七
〇
年
）
四
～
五
頁 

３
４
加
能
作
次
郎
「
漁
村
賦
」
一
五
七
頁 

３
５
加
能
作
次
郎
「
漁
村
賦
」
一
五
一
頁 

３
６
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
二
七
頁 

３
７
坂
本
政
親 

前
掲
論
文 

一
四
～
一
五
頁 
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３
８
大
澤
千
恵
子
「
児
童
文
学
に
お
け
る
死
生
観 

:
 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
宮
沢
賢
治
の
童
話
を

手
が
か
り
に
」（
『
死
生
学
研
究
「
三
巻
」
』
二
〇
〇
四
年
四
月
）
一
五
九
～
一
六
〇
頁 

  

（
出
版
情
報
） 

王
玉 

「
『
赤
い
鳥
』
前
期
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
―
加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」

を
中
心
に
―
』
」
『
国
語
国
文
研
究
（1

46

号
）
』
、
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
一
六

年
三
月
、
査
読
付
き 
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第
一
〇
章 

自
然
と
伝
統
の
間
に
あ
る
〈
子
ど
も
の
死
〉 
 
 
 

 

 

―
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」
を
中
心
に
― 
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一 
坪
田
文
学
と
〈
子
ど
も
の
死
〉 

坪
田
譲
治
は
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
年
）
か
ら
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
年
）
に
か
け

て
、
雑
誌
『
新
小
説
』
に
「
正
太
の
馬
」
「
正
太
樹
を
め
ぐ
る
」
「
枝
に
か
か
っ
た
金
輪
」
な

ど
の
短
編
小
説
を
発
表
し
、
小
説
家
と
し
て
出
発
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七

年
）
六
月
、
鈴
木
三
重
吉
主
宰
の
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
童
話
「
河
童
の
話
」
を
発
表
、

小
説
家
で
あ
り
な
が
ら
童
話
の
創
作
も
始
め
た
。
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
年
）、
児
童
文
学

の
一
時
代
を
築
い
た
『
赤
い
鳥
』
は
鈴
木
三
重
吉
の
死
に
よ
り
終
刊
を
迎
え
た
が
、
そ
れ
ま

で
に
坪
田
は
計
四
十
編
の
童
話
作
品
を
『
赤
い
鳥
』
で
発
表
し
た
。『
赤
い
鳥
』
の
終
刊
ま
で

を
坪
田
文
学
の
第
一
期
と
す
る
関
英
雄
の
研
究
に
し
た
が
え
ば
１

、「
河
童
の
話
」
か
ら
昭
和

一
一
年
（
一
九
三
六
年
）
十
月
の
「
鈴
木
三
重
吉
追
悼
号
」
に
お
け
る
「
石
屋
さ
ん
」
ま
で

が
、
坪
田
童
話
の
初
期
と
い
え
る
。 

と
こ
ろ
で
、
坪
田
文
学
の
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
に
〈
子
ど
も
の
死
〉
が
あ
る
。〈
子
ど
も

の
死
〉
を
描
く
理
由
と
し
て
、
坪
田
は
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
年
）
に
発
表
さ
れ
た
随
筆

の
「
童
心
馬
鹿
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

草
の
葉
が
散
り
、
木
の
葉
が
枯
れ
る
よ
う
に
、
子
供
が
自
然
の
中
に
再
び
返
っ
て
行
く

姿
を
書
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
子
供
と
自
然
と
は
実
に
紙
一
重
の
間
に

あ
る
こ
と
を
書
き
た
か
っ
た
の
で
す
２

。 

 

〈
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
坪
田
の
作
品
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
集
中
し
て
い

る
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
九
月
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
小
川
の
葦
」
以
外
に
、

「
コ
マ
」
（『
文
芸
日
本
』
一
九
二
五
年
六
月
号
）
、
「
正
太
樹
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
新
小
説
』
一

九
二
六
年
八
月
号
に
掲
載
）、「
枝
に
か
か
っ
た
金
の
輪
」（『
新
小
説
』
一
九
二
六
年
九
月
号
）
、

「
善
太
の
四
季
」
（
『
文
学
界
』
一
九
三
四
年
六
月
号
）、
「
笛
」
（『
児
童
』
一
九
三
四
年
九
月

号
）、「
土
に
帰
る
子
」（
『
作
品
』
一
九
三
五
年
一
月
号
）、
坪
田
譲
治
「
カ
タ
ツ
ム
リ
」（
『
作

品
』
一
九
三
五
年
四
月
号
）
「
正
太
の
夢
」
（
初
出
未
詳
。
短
編
集
『
晩
春
懐
郷
』
一
九
三
五

年
に
初
収
録
）
な
ど
で
あ
る
。 

小
説
に
お
い
て
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
扱
っ
て
い
る
坪
田
だ
が
、
一
方
で
童
話
に
お
い
て
は

そ
れ
を
避
け
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
小
説
「
笛
」
（『
児
童
』

一
九
三
四
年
九
月
）
と
童
話
「
引
っ
越
し
」
（
『
赤
い
鳥
』
一
九
三
四
年
一
〇
月
）
は
、
そ
の
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ス
ト
ー
リ
ー
の
類
似
性
が
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
３

、
結
末
に
お

い
て
二
つ
は
大
き
く
異
な
る
。
小
説
の
主
人
公
善
太
が
電
車
に
ひ
か
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た

の
に
対
し
て
、
童
話
の
主
人
公
善
太
は
無
事
に
家
に
帰
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
説
「
カ
タ
ツ

ム
リ
」
で
は
美
代
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
た
が
、
同
じ
素
材
を
も
つ
童
話
「
で

ん
〱
虫
」
（『
赤
い
鳥
』
一
九
三
五
年
二
月
）
で
は
病
死
す
る
子
ど
も
の
登
場
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
「
シ
ナ
手
品
」
（
『
赤
い
鳥
』
一
九
三
三
年
十
一
月
）
「
鯉
」
（『
赤
い
鳥
』
一
九
三
三

年
十
二
月
）「
ス
ズ
メ
と
カ
ニ
」（『
赤
い
鳥
』
一
九
三
四
年
二
月
）
の
三
編
を
も
と
に
書
か
れ

た
小
説
「
善
太
の
四
季
」
（『
文
学
界
』
一
九
三
四
年
九
月
）
で
は
、
善
太
が
川
に
流
さ
れ
る

と
い
う
、
童
話
に
は
な
い
子
ど
も
の
死
を
結
末
と
し
た
。 

子
ど
も
の
死
を
め
ぐ
る
結
末
の
相
違
か
ら
、
根
本
正
義
は
坪
田
が
初
期
に
お
い
て
は
童
話

と
小
説
を
明
瞭
に
区
別
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
４

。
し
か
し
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ

た
初
期
の
童
話
「
小
川
の
葦
」
で
は
、
主
人
公
で
あ
る
子
ど
も
の
太
一
は
最
後
に
川
に
落
ち
、

死
ん
で
し
ま
う
。
坪
田
が
童
話
と
小
説
の
間
に
区
別
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
な
ら

ば
、「
小
川
の
葦
」
で
描
か
れ
た
〈
子
ど
も
の
死
〉
は
、
他
の
初
期
の
小
説
に
お
け
る
そ
れ
と

ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
の
か
。
後
に
〈
子
ど
も
の
死
〉
が
坪
田
の
童
話
か
ら
影
を
潜
め
て

い
っ
た
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。〈
子
ど
も
の
死
〉
を
通
じ
て
坪
田
が
「
小
川
の
葦
」
に
込

め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

 

二 

坪
田
作
品
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
と
課
題  

―
「
小
川
の
葦
」
と
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
関

し
て
― 

坪
田
譲
治
の
作
品
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
心
は
「
子
供
の
四
季
」

「
風
の
中
の
子
供
」「
お
化
け
の
世
界
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
善
太
と
三
平
も
の
」
の
分
析
で

あ
る
。
「
小
川
の
葦
」
に
関
し
て
は
熊
本
哲
の
「
『
小
川
の
葦
』
―
記
憶
の
抹
消
と
風
化
す
る

哀
し
み
―
」
が
、
現
在
確
認
で
き
る
唯
一
の
分
析
で
あ
る
５

。
熊
本
哲
は
「
小
川
の
葦
」
が

冒
頭
部
分
で
は
地
域
性
を
限
定
し
な
い
「
民
話
的
手
法
」
の
語
り
を
用
い
な
が
ら
、
舞
台
は

「
岡
山
に
近
い
、
草
深
い
野
原
の
中
に
、
小
さ
い
村
」
と
い
う
限
定
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る

種
の
矛
盾
と
、
物
語
が
も
つ
「
歴
史
的
地
域
性
に
お
け
る
近
代
化
」
と
い
う
要
素
が
潜
ん
で

い
る
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
太
一
を
供
養
す
る
た
め
の
あ
し
場
が
耕
さ
れ
た
と
い
う
結
末
は
、

土
地
の
有
効
利
用
に
よ
る
村
落
共
同
体
の
記
憶
の
埋
没
に
対
す
る
静
か
な
怒
り
を
表
し
て
お

り
、
そ
れ
ゆ
え
「
小
川
の
葦
」
は
近
代
化
に
伴
う
共
同
体
の
記
憶
抹
消
の
哀
し
み
を
語
っ
た
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作
品
で
あ
る
と
論
じ
た
６

。
熊
本
の
言
う
よ
う
に
、「
小
川
の
葦
」
で
は
共
同
体
の
記
憶
が
失

わ
れ
て
い
く
さ
ま
が
特
定
の
時
間
と
空
間
に
お
い
て
描
か
れ
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
遊

び
な
ど
、
物
語
の
細
部
で
も
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。 

一
方
、
坪
田
の
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
概
ね
二
つ
の

方
向
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
坪
田
の
死
生
観
や
人
生
観
か
ら
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
意
味

を
解
釈
す
る
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
め
ぐ
る
結
末
の
違
い
か
ら
、
小
説

と
童
話
の
異
同
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
、
大
藤
幹
夫
「
坪
田
譲
治
に

お
け
る
死
の
イ
メ
ー
ジ
」
７

、
五
十
嵐
康
夫
「
死
生
観
・
愛
・
神
様 

坪
田
譲
治
」
８

、
廣
田

隆
志
「
坪
田
譲
治
の
研
究
」
９

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
先
述
の
「
子
ど
も
の
死
は
自
然
に
帰
る
こ
と
」
な
ど
の
、
坪
田
自
身
の
発
言
で
あ

る
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、
瀬
田
貞
二
「
坪
田
譲
治
」
１
０

や
、
根
本
正
義
「
坪
田
譲
治
―
子

ど
も
の
死
を
め
ぐ
る
作
品
の
世
界
」
１
１

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
小
説
の
中
で
主
題

的
に
扱
わ
れ
て
い
た
子
ど
も
の
死
が
童
話
の
中
で
は
強
調
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
坪
田

文
学
の
初
期
に
お
い
て
小
説
と
童
話
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
関
英

雄
「
坪
田
譲
治
論
」
１
２

と
西
田
良
子
「
坪
田
譲
治
」
１
３

は
、
童
話
と
小
説
の
違
い
は
表
現
上

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
創
作
態
度
の
違
い
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
副
次
的
な
も
の
だ
と
論
じ
て

い
る
。 

〈
子
ど
も
の
死
〉
を
扱
っ
た
作
品
と
し
て
の
「
小
川
の
葦
」
に
言
及
し
た
研
究
に
つ
い
て
、

例
え
ば
五
十
嵐
康
夫
は
、
「
そ
の
川
の
川
下
の
方
に
、
一
束
の
あ
し
を
か
た
く
握
り
し
め
て
、

あ
し
の
根
も
と
に
流
れ
つ
い
て
お
り
ま
し
た
」
と
い
う
場
面
に
つ
い
て
、
主
体
の
具
体
的
な

死
を
描
か
な
い
こ
と
で
子
ど
も
の
死
を
自
然
へ
の
回
帰
と
し
て
描
い
て
い
る
と
指
摘
、「〈
死
〉

は
〈
生
〉
と
同
等
で
、
人
生
の
一
部
で
あ
る
こ
と
」
を
「
小
川
の
葦
」
か
ら
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
と
論
じ
た
１
４

。 

砂
田
弘
は
坪
田
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
、
当
時
の
児
童
文
学
の
主
流
で
あ
る

「
童
心
主
義
」
と
の
関
係
か
ら
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
た
ち
を
死
に
よ
っ
て
、

「
成
人
し
、
想
像
力
を
失
う
こ
と
に
つ
れ
て
遊
び
心
を
忘
れ
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
権
化
と
な
る
」

こ
と
か
ら
救
い
、
死
に
よ
っ
て
、「
至
福
期
ま
る
ご
と
密
閉
さ
れ
て
永
遠
の
世
界
に
」
預
け
る

こ
と
が
、
坪
田
の
考
え
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
で
あ
る
１
５

。
「
小
川
の
葦
」
に
関
し
て
も
、
関

英
雄
が
童
心
主
義
的
な
観
点
か
ら
「
死
も
な
お
傷
つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
童
心
の
か
が
や

き
を
、
深
い
哀
傷
を
も
っ
て
描
き
出
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
１
６

。
し
か
し
、「
小
川
の
葦
」
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で
は
太
一
以
外
の
子
ど
も
た
ち
も
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
太
一
と
他
の
子
ど
も
た
ち
と

の
遊
び
は
、
彼
の
死
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
太
一
の
死
に
お
け
る
他
者
の
存
在
の
重
要
性

を
考
え
る
と
き
、
彼
の
死
を
単
な
る
「
童
心
の
現
れ
」
と
し
て
理
解
す
べ
き
か
ど
う
か
は
議

論
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

最
後
に
、
坪
田
の
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
も
の

に
、
後
年
の
坪
田
自
身
の
認
識
が
あ
る
。
坪
田
は
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
年
）
に
発
表
さ

れ
た
「
人
生
と
生
活
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
私
は
、
童
話
の
中
で

は
、
子
供
が
死
ぬ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
書
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
小
説
の
中
だ
け
で
す
。
小
説

の
中
で
も
、
人
生
を
書
こ
う
と
し
た
時
だ
け
で
す
」
１
７

。 

こ
の
よ
う
な
発
言
の
背
景
に
は
、「
小
川
の
葦
」
を
創
作
し
て
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
坪
田
が
自
身
の
作
品
に
お
い
て
〈
子
ど

も
の
死
〉
を
明
確
な
主
題
と
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
「
小
川
の
葦
」
に
お
け
る
〈
子
ど
も

の
死
〉
は
当
時
の
彼
の
問
題
意
識
が
図
ら
ず
も
表
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
小
川
の
葦
」
の
〈
子
ど
も
の
死
〉
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る

坪
田
の
問
題
意
識
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
も
、
坪
田

文
学
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
理
解
す
る
た
め
の
大
き
な
課
題
と
言
え
る
。 

 三 

太
一
の
死
の
必
然
性
と
子
ど
も
た
ち
の
遊
び 

こ
こ
か
ら
は
、「
小
川
の
葦
」
の
分
析
に
入
り
た
い
。
坪
田
は
作
品
を
書
く
さ
い
の
姿
勢
と

し
て
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
年
）
の
『
兒
童
文
學
論
』
に
初
収
録
さ
れ
た
「
童
話
の
作

り
方
―
作
品
の
必
然
性
」
の
中
で
、「
必
然
性
の
な
い
文
学
を
書
か
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る

１
８

。 

 

童
話
で
も
創
作
で
も
、
必
然
性
の
な
い
文
学
を
書
か
な
い
と
い
う
心
が
け
が
必
要
な
の

で
あ
り
ま
す
。
再
び
言
い
ま
す
が
、
原
因
の
な
い
結
果
を
書
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
必

ず
必
ず
必
要
な
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
一
行
一
行
、
あ
る
い
は
作
中
人
物
の
一
動
作
一

動
作
に
各
々
原
因
が
あ
り
結
果
が
あ
り
、
そ
し
て
結
果
が
ま
た
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
１
９

。 

 

こ
の
坪
田
の
発
言
に
し
た
が
え
ば
、「
小
川
の
葦
」
で
描
か
れ
た
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
も
必
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ず
原
因
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
太
一
の
死
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
何
が
太
一
の

死
を
必
然
的
な
も
の
と
し
た
の
か
。 

「
小
川
の
葦
」
の
前
半
は
、
村
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
は
最
初
、「
ネ
ッ
キ
（
根
っ
木
）」
と
い
う
集
団
遊
び
を
し
て
い
る
。 

  
 

あ
る
日
の
こ
と
、
太
一
は
村
の
子
供
を
集
め
て
、
土
蔵
の
そ
ば
で
ネ
ッ
キ
を
し
て
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
ネ
ッ
キ
と
い
う
の
は
、
一
尺
く
ら
い
の
棒
の
先
を
と
が
ら
せ
、
そ
れ
を
地

に
か
い
た
輪
の
中
に
投
げ
つ
け
て
、
そ
こ
に
突
立
っ
て
い
る
相
手
の
棒
を
倒
し
、
そ
し
て

自
分
の
棒
を
突
立
て
る
と
い
ふ
遊
び
で
あ
り
ま
す
２
０

。 

 

尖
っ
た
棒
を
土
の
上
に
突
き
立
て
て
相
手
の
立
て
た
の
を
倒
し
合
う
こ
の
ネ
ッ
キ
と
い
う

遊
び
は
、
日
本
の
伝
承
的
な
遊
び
の
一
つ
で
あ
る
。
民
俗
学
者
の
中
田
幸
平
に
よ
る
と
、
江

戸
末
期
か
ら
一
部
に
は
木
の
棒
か
ら
船
釘
で
遊
び
よ
う
に
な
り
、
明
治
時
代
に
な
る
と
子
ど

も
の
遊
び
も
五
寸
釘
に
か
わ
っ
て
き
た
２
１

。 

「
善
太
と
三
平
も
の
」
を
は
じ
め
と
す
る
坪
田
の
童
話
で
見
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

は
、
主
に
子
ど
も
一
人
や
兄
弟
間
、
ま
た
親
と
の
間
な
ど
、
家
庭
内
で
行
わ
れ
る
も
の
が
多

い
。
そ
の
意
味
で
、「
小
川
の
葦
」
は
村
の
子
ど
も
た
ち
の
集
団
遊
び
を
描
い
た
数
少
な
い
作

品
の
一
つ
で
あ
る
。「
明
治
の
つ
い
前
ま
で
、
岡
山
の
小
さ
い
村
」
と
い
う
特
定
の
時
間
、
空

間
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
集
団
は
、
昔
の
村
社
会
の
「
子
供
組
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

民
俗
学
者
の
飯
島
吉
晴
に
よ
れ
ば
、
ガ
キ
大
将
を
中
心
と
し
た
子
供
組
の
遊
び
仲
間
を
通
じ

て
、
家
で
は
学
べ
な
い
社
会
生
活
の
ル
ー
ル
を
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
体
得
し
て
い
く
と
指

摘
し
て
い
る
２
２

。
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
た
ち
は
集
団
遊
び
の
な
か
で
社
会
の
縮
図
を
形
成
し
、

そ
れ
に
適
応
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
身
の
位
置
や
振
る
舞
い
方
を
理
解
し
て
い
く
。 

実
際
の
子
ど
も
た
ち
の
集
団
遊
び
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
「
小
川
の
葦
」
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
キ
遊
び
に
関
し
て
は
、
「
一
時
間
も
そ
う

し
て
や
っ
て
い
る
と
、
い
つ
で
も
、
棒
が
倒
れ
た
の
倒
れ
な
い
の
と
い
う
言
い
合
い
が
持
ち

上
っ
て
来
る
の
で
し
た
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
物
語
の
最
初
か
ら
「
今
日
も
ち

ょ
う
ど
、
そ
の
な
ぐ
り
合
い
の
と
こ
ろ
ま
で
来
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
」
と
、
子
ど
も
た
ち

の
集
団
遊
び
に
「
な
ぐ
り
合
い
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
ネ
ッ
キ
遊
び
の
次
に
、
か
が
し
（
案
山
子
）
を
的
に
、
葦
を
矢
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に
し
て
、
弓
合
戦
の
遊
び
を
始
め
よ
う
と
す
る
。
そ
の
と
き
、
太
一
の
お
じ
い
さ
ん
の
葦
を

矢
に
使
お
う
と
す
る
。 

 

「
お
い
、
太
一
さ
ん
、
あ
れ
を
取
っ
て
来
い
。
」
「
う
ー
ん
、
あ
れ
は
お
じ
い
さ
ん
に
叱

ら
れ
ら
あ
。
」「
え
え
が
、
十
本
や
二
十
本
、
わ
か
る
も
ん
か
。」
そ
れ
で
も
太
一
が
ぐ
ず
ぐ

ず
し
て
い
ま
す
と
、「
叱
ら
れ
た
ら
、
な
ん
ぼ
で
も
、
た
ん
ぼ
か
ら
取
っ
て
来
て
返
し
た
ら

あ
。」
み
ん
な
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
、
不
承
不
承
に
太
一
は
納
屋
の
あ
し
を
一
束
と

っ
て
来
ま
し
た
２
３

。 

 

お
じ
い
さ
ん
に
叱
ら
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
太
一
を
無
視
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
彼

に
お
じ
い
さ
ん
の
葦
を
取
っ
て
来
さ
せ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
げ
ら
げ
ら
笑
い
な
が
ら
楽
し
く

遊
ん
で
い
る
一
方
で
、「
太
一
だ
け
は
む
つ
か
し
い
顔
を
し
て
、
そ
ん
な
話
は
耳
に
入
ら
な
い

ら
し
く
、
一
心
に
弓
を
ひ
く
ま
ね
」
２
４

を
し
た
。
無
理
や
り
お
じ
い
さ
ん
の
葦
を
使
わ
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
太
一
は
結
局
弓
合
戦
を
楽
し
め
な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

集
団
遊
び
の
な
か
で
、
太
一
が
受
け
身
的
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

と
こ
ろ
で
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
年
）
に
出
版
さ
れ
た
坪
田
の
最
初
の
随
筆
集
に
収

録
さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
の
喧
嘩
」
と
い
う
文
章
で
、
彼
は
「
子
供
の
世
界
は
原
始
人
の
世

界
で
す
。
秩
序
も
な
け
れ
ば
、
自
然
に
、
ま
た
階
級
も
あ
り
ま
せ
ん
。
腕
力
は
絶
対
権
力
で

す
」
２
５

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
子
ど
も
の
頃
の
坪
田
は
、
こ
の
腕
力
の
被
害
者
で
あ
っ

た
。「
私
の
記
憶
に
あ
る
の
は
、
学
校
で
、
こ
の
腕
力
に
追
わ
れ
た
私
が
、
教
員
室
の
硝
子
戸

の
近
く
に
駆
け
寄
り
―
先
生
―
と
、
黄
ろ
い
声
を
上
げ
て
い
た
事
で
あ
り
ま
す
」
２
６

。
「
小

川
の
葦
」
の
子
ど
も
の
集
団
遊
び
に
も
腕
力
は
絶
対
権
力
で
あ
る
子
ど
も
の
世
界
は
反
映
さ

れ
て
お
り
、
太
一
は
こ
の
世
界
の
被
害
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

「『
こ
り
や
ツ
。
』
と
い
ふ
大
き
な
声
が
、
み
ん
な
の
う
し
ろ
で
い
た
し
ま
し
た
。
と
び
あ

が
る
よ
う
に
、
び
っ
く
り
し
て
後
ろ
を
向
く
と
、
お
じ
い
さ
ん
の
庄
屋
甚
七
が
、
一
本
の
刀

を
さ
し
て
大
口
を
あ
け
て
、
ど
な
り
立
て
て
お
り
ま
し
た
」
２
７

と
い
う
場
面
を
境
に
、
物
語

は
遊
戯
の
愉
快
な
雰
囲
気
か
ら
一
気
に
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
い
く
。
太
一
は
、「
叱
ら
れ
た
ら
、

な
ん
ぼ
で
も
、
た
ん
ぼ
か
ら
取
っ
て
来
て
返
し
た
ら
あ
」
と
言
っ
て
い
た
み
ん
な
に
お
願
い

を
す
る
。 
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「
の
う
、
刈
っ
て
お
く
れ
よ
。
」
そ
こ
で
、
み
ん
な
に
た
の
ん
で
見
ま
し
た
。
「
そ
れ

で
も
、
み
ん
な
刈
ら
ん
の
じ
ゃ
も
の
。」
み
ん
な
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
、
そ
ろ
そ

ろ
と
後
す
さ
り
を
し
て
、
少
し
離
れ
る
と
、
く
る
り
と
後
に
向
き
、
そ
れ
な
り
ば
た
ば

た
ッ
と
駆
け
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
太
一
は
一
人
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
涙
を
流
し

流
し
、
風
の
吹
く
た
ん
ぼ
道
を
、
あ
し
を
さ
が
し
て
行
き
ま
し
た
２
８

。 

 

そ
し
て
太
一
は
そ
の
ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。 

「
小
川
の
葦
」
と
同
じ
く
子
ど
も
た
ち
の
集
団
遊
び
を
描
い
た
坪
田
の
作
品
に
「
蛇
退
治
」

が
あ
る
２
９

。
し
か
し
、
登
場
人
物
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
状
況
は
「
小
川
の
葦
」
と
大
き
く
異

な
る
。「
蛇
退
治
」
で
は
、
子
ど
も
二
人
が
仲
間
た
ち
の
助
け
を
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
み

ん
な
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
太
一
の
助
け
を
子
ど
も
た
ち
が
聞
い
て
く
れ
な
か
っ
た
「
小

川
の
葦
」
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
助
け
の
有
無
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
運
命
も
大
き
く
変
わ
っ

た
と
も
言
え
る
。
集
団
遊
び
に
お
け
る
太
一
の
受
け
身
的
な
立
場
が
、
お
じ
い
さ
ん
の
葦
を

使
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
一
人
で
刈
り
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
事

態
を
招
い
た
。
言
い
換
え
る
と
、
他
の
子
ど
も
た
ち
と
の
従
属
的
な
関
係
性
と
そ
れ
を
前
提

と
し
た
集
団
遊
び
が
、
太
一
を
死
へ
と
近
づ
け
た
。
「
蛇
退
治
」
の
子
ど
も
の
た
ち
よ
う
に
、

も
し
仲
間
の
子
ど
も
た
ち
が
太
一
を
助
け
、
彼
と
一
緒
に
葦
を
刈
り
に
行
っ
て
い
た
ら
、
太

一
は
違
う
結
末
を
迎
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

四 

葦 

―
生
者
と
死
者
、
子
ど
も
と
大
人
、
人
間
と
自
然
を
繋
ぐ
も
の
― 

太
一
の
死
を
考
え
る
上
で
、
子
ど
も
た
ち
と
の
関
係
性
の
他
に
重
要
な
の
が
「
葦
」
で
あ

る
。
葦
は
子
供
た
ち
と
の
集
団
遊
び
に
も
、「
太
一
の
あ
し
場
」
の
成
立
に
も
、
直
接
関
係
し

て
い
る
。 

「
童
話
の
作
り
方
―
作
品
の
必
然
性
」
で
、
坪
田
は
設
問
が
童
話
を
作
る
た
め
の
鍵
で
あ
り
、

設
問
か
ら
作
品
が
生
ま
れ
て
く
る
と
述
べ
て
い
る
３
０

。
「
小
川
の
葦
」
も
、
以
下
の
よ
う
な

問
い
か
け
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。 

 

他
の
あ
し
は
み
な
き
れ
い
に
刈
り
取
ら
れ
る
の
に
、
こ
こ
の
あ
し
ば
か
り
は
、
誰
一
人

鎌
を
入
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
た
ん
ぼ
の
二
十
坪
と
い
え
ば
、
そ
こ
か
ら
は
二

斗
近
い
お
米
が
と
れ
る
の
で
し
た
が
、
お
百
姓
は
そ
こ
に
稲
を
植
え
る
の
で
も
あ
り
ま
せ
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ん
で
し
た
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
３
１ 

 

こ
れ
は
太
一
の
死
後
に
で
き
た
「
太
一
の
あ
し
場
」
に
対
す
る
問
い
か
け
で
あ
る
。「
小
川

の
葦
」
は
、「
太
一
の
あ
し
場
」
が
な
ぜ
上
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た
の
か
、
そ
こ
に
至
る
過

程
を
描
い
た
作
品
と
い
え
る
。
こ
の
問
い
か
け
に
は
、
二
つ
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一

つ
は
、
刈
り
取
ら
れ
る
べ
き
葦
は
な
ぜ
刈
り
取
ら
れ
な
か
っ
た
か
、
も
う
一
つ
は
、
二
斗
近

い
お
米
が
と
れ
る
田
に
な
ぜ
稲
が
植
え
ら
れ
な
い
の
か
。 

葦
は
、
古
く
か
ら
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
刈
り
取
っ
た
葦
は
肥
料
や
燃
料
、
紙
の

原
料
に
な
る
。
葦
が
刈
り
取
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
は
、
人
間
の
日
常
生
活
に
お
け
る
、
そ

の
有
用
性
に
よ
る
。
し
か
し
、
そ
の
有
用
性
は
稲
作
に
と
っ
て
は
反
対
に
邪
魔
な
も
の
と
な

る
。
葦
の
有
用
性
は
理
解
さ
れ
な
が
ら
も
、
特
に
明
治
以
降
、
米
増
産
の
た
め
に
水
田
造
成
、

新
田
開
発
、
干
拓
事
業
な
ど
が
押
し
進
め
ら
れ
、
ヨ
シ
群
落
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
冒
頭
の
、

二
斗
近
い
お
米
が
と
れ
る
田
に
な
ぜ
稲
を
植
え
な
い
の
か
と
い
う
問
い
に
は
、
こ
う
し
た
背

景
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

物
語
に
登
場
す
る
葦
は
、
二
つ
の
側
面
を
備
え
て
い
る
。
一
つ
は
、
あ
し
す
だ
れ
を
作
る

た
め
の
素
材
と
し
て
の
葦
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
「
え
え
矢
」
と

し
て
の
葦
で
あ
る
。
葦
が
材
料
の
も
の
の
中
で
、
日
本
人
に
最
も
な
じ
み
深
い
の
は
葭
簀
（
よ

し
ず
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
葦
を
材
料
に
し
た
あ
し
す
だ
れ
は
近
世
か
ら
す

で
に
日
本
人
の
生
活
に
浸
透
し
て
い
た
３
２

。
そ
の
た
め
、
あ
し
す
だ
れ
を
作
る
た
め
に
用
い

る
葦
も
、
長
く
そ
の
有
用
性
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。 

一
方
、
物
語
の
中
で
は
、
あ
し
す
だ
れ
に
す
る
た
め
に
束
に
し
て
積
ん
で
あ
っ
た
葦
を
、

子
ど
も
た
ち
が
弓
合
戦
の
矢
に
し
て
遊
び
始
め
る
。「
矢
が
ま
る
で
秋
の
田
を
飛
ぶ
い
な
ご
の

よ
う
に
、
か
が
し
に
向
っ
て
飛
び
ま
し
た
」
３
３

。
最
初
、
矢
と
し
て
使
っ
た
丸
竹
が
う
ま
く

飛
ば
な
か
っ
た
た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ら
葦
を
探
し
出
し
、
弓
合
戦
の
矢
に
し
た
。
丸
竹

よ
り
葦
の
ほ
う
が
軽
く
、
よ
く
飛
ぶ
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
は
遊
び
を
通
じ
て
学
ん
で
い
る
。

子
ど
も
と
植
物
の
遊
び
は
、
風
土
に
培
わ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
習
俗
の
一
つ
で
、
植
物

を
材
料
に
遊
戯
を
創
造
し
な
が
ら
子
ど
も
は
自
然
を
体
得
し
て
い
く
。
葦
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
玩
具
で
あ
り
、
ま
た
自
然
を
体
得
す
る
た
め
の
教
材
で
も
あ
る
。 

し
か
し
、「
お
の
れ
は
、
お
の
れ
は
、
何
を
し
く
さ
る
ん
じ
ゃ
あ
」
と
、
子
ど
も
た
ち
は
お

爺
さ
ん
に
叱
ら
れ
た
。
こ
こ
で
、
葦
を
め
ぐ
っ
て
、
生
活
に
お
け
る
有
用
性
と
遊
び
に
お
け
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る
有
用
性
と
い
う
、
二
つ
の
有
用
性
の
対
立
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
太
一
は
こ
の
二
つ
の
有

用
性
の
間
で
板
挟
み
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

こ
の
板
ば
さ
み
状
態
こ
そ
が
、
太
一
の
死
を
必
然
的
な
も
の
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
刈

ら
な
い
で
家
に
帰
れ
ば
、
お
じ
い
さ
ん
に
手
を
ぬ
か
れ
ま
す
」
と
心
配
す
る
太
一
は
葦
を
刈

り
に
行
き
、
結
果
、「
そ
の
川
の
川
下
の
方
に
、
一
束
の
あ
し
を
か
た
く
握
り
し
め
て
、
あ
し

の
根
も
と
に
流
れ
つ
い
て
お
り
ま
し
た
」
３
４

。
そ
の
後
、
お
じ
い
さ
ん
は
太
一
が
落
ち
た
そ

の
田
を
買
い
取
り
、
葦
を
大
切
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
一
番
の
あ
し
場
に
な
っ
た
。
そ

こ
は
「
太
一
の
あ
し
場
」
と
呼
ば
れ
、
葦
が
刈
り
取
ら
れ
る
こ
と
も
、
代
わ
り
に
米
が
作
ら

れ
る
こ
と
も
な
く
、
亡
く
な
っ
た
太
一
の
忘
れ
形
見
と
し
て
存
在
し
続
け
た
。 

坪
田
は
葦
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
込
め
た
の
か
。「
小
川
の
葦
」
の
葦
の
特
徴
を
ま
と
め
る

と
、
葦
は
あ
し
す
だ
れ
の
材
料
と
し
て
、
人
間
の
生
活
に
有
用
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
な
が

ら
、
稲
作
に
と
っ
て
邪
魔
で
あ
る
と
い
う
点
で
無
益
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の

玩
具
に
な
っ
た
葦
は
大
人
た
ち
に
と
っ
て
は
有
用
性
が
な
い
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
植
物

の
習
性
を
教
え
て
く
れ
る
点
で
有
用
で
あ
る
。「
小
川
の
葦
」
の
葦
は
子
ど
も
、
大
人
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
と
っ
て
の
有
用
性
、
非
有
用
性
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
有
用
性
は
両
立
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
太
一
は
苦
し
み
、
死
へ
と
至
っ
た
。 

「
草
の
葉
が
散
り
、
木
の
葉
が
枯
れ
る
よ
う
に
、
子
供
が
自
然
の
中
に
再
び
返
っ
て
行
く

姿
を
書
き
た
か
っ
た
」
坪
田
は
、「
小
川
の
葦
」
の
葦
を
子
ど
も
の
世
界
、
大
人
の
世
界
そ
れ

ぞ
れ
の
有
用
性
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
回
帰
す
る
自
然
と
し
て
も

描
い
た
。
そ
れ
で
は
「
小
川
の
葦
」
の
葦
が
代
表
し
て
い
る
〈
自
然
〉
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
劉
迎
に
よ
る
と
、
坪
田
文
学
の
核
に
あ
る
の
は
自
然
と
の
交
流
、
自
然
の
賛
美
と

憧
憬
、
自
然
へ
の
回
帰
で
あ
る
。
そ
れ
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
燃
え
る
や
う
な
自
然
崇
拝
」
と

全
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、「
小
川
の
葦
」
も
ト
ル
ス
ト
イ
の
人
間
と
葦
の
比
喩
か
ら
着
想

を
得
て
書
か
れ
た
３
５

。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
坪
田
に
と
っ
て
〈
自
然
〉
と
は
賛

美
や
憧
憬
の
対
象
で
あ
り
、
回
帰
す
べ
き
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
有
用
性
と
い
う
、
人
間
の

世
界
の
論
理
を
超
え
た
も
の
で
も
あ
る
。「
小
川
の
葦
」
の
葦
に
も
、
そ
の
よ
う
な
性
格
が
付

与
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

玩
具
と
し
て
の
葦
、
あ
し
す
だ
れ
の
材
料
と
し
て
の
葦
、
賛
美
や
憧
憬
の
対
象
と
し
て
の

葦
。
子
ど
も
の
世
界
、
大
人
の
世
界
、
自
然
世
界
と
い
う
、
葦
が
象
徴
す
る
三
つ
の
世
界
が
、

太
一
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
現
れ
る
。
同
様
に
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
元
気
な
太
一
、
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子
ど
も
た
ち
の
助
力
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
孤
独
な
太
一
、
太
一
の
生
の
側
面
も
葦
と
の
関
わ

り
の
中
で
現
れ
た
。
太
一
の
死
後
も
葦
が
媒
介
と
な
り
、
太
一
と
生
き
る
者
た
ち
と
の
間
に

新
た
な
関
係
が
生
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
小
川
の
葦
」
に
お
け
る
葦
は
子
ど
も
の
世
界
か
ら
、

大
人
の
世
界
、
自
然
世
界
へ
と
至
る
空
間
的
な
広
が
り
の
起
点
、
異
な
る
世
界
の
結
節
点
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
を
、
次
節
で
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。 

 

五 

「
小
川
の
葦
」
に
お
け
る
〈
死
〉 

―
坪
田
作
品
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
― 

「
太
一
の
あ
し
場
」
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。
物
語
は
最
後
、
こ
の
よ
う
に
結
ば
れ

る
。 

 

今
の
人
に
は
、
も
う
一
坪
の
土
地
だ
っ
て
む
だ
に
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で

い
つ
の
間
に
か
、
そ
の
太
一
の
あ
し
場
も
き
れ
い
に
耕
さ
れ
て
、
一
本
の
あ
し
も
見
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
一
し
ょ
に
、
太
一
の
話
も
一
人
だ
っ
て
覚
え
て
い

る
人
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
３
６

。 

 
 

「
太
一
の
あ
し
場
」
は
永
遠
に
守
ら
れ
て
い
く
は
ず
だ
っ
た
が
、
結
局
そ
う
は
な
ら
な
か

っ
た
。
坪
田
は
童
話
の
作
法
と
し
て
、
転
換
が
必
要
で
あ
る
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
初
め

か
ら
結
末
が
見
と
お
さ
れ
、
大
変
興
味
が
そ
が
れ
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
転
換
が
必
要
で

あ
り
ま
す
」
３
７ 

「
小
川
の
葦
」
で
は
最
後
の
「
太
一
の
話
も
一
人
だ
っ
て
覚
え
て
い
る
人
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
」
と
い
う
一
文
が
転
換
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。
坪
田
は
こ
の

転
換
を
通
じ
て
、
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
。 

〈
子
ど
も
の
死
〉
を
扱
っ
た
坪
田
の
作
品
の
多
く
は
、
子
ど
も
が
死
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
再
び
人
々
の
前
に
現
れ
、
生
活
の
一
部
と
な
る
こ
と
で
生
き
る
者
た
ち
と
繋
が
り
続
け
る
。

そ
し
て
、
死
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
回
帰
す
る
〈
自
然
〉
は
、
死
ん
だ
子
ど
も
た
ち
と
生
き
る

者
た
ち
を
繋
ぐ
場
で
も
あ
る
。
「
小
川
の
葦
」
の
太
一
も
死
後
、
「
太
一
の
あ
し
場
」
と
し
て

人
々
の
記
憶
に
刻
ま
れ
、
語
ら
れ
続
け
た
。
そ
れ
は
太
一
が
人
々
の
中
で
生
き
続
け
る
こ
と

で
も
あ
る
。
し
か
し
、
坪
田
は
物
語
の
最
後
、
転
換
に
よ
っ
て
「
太
一
の
あ
し
場
」
の
消
失

を
描
い
た
。 

先
に
、「
小
川
の
葦
」
に
お
け
る
葦
は
異
な
る
世
界
の
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
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い
る
と
述
べ
た
が
、
「
太
一
の
あ
し
場
」
の
消
失
と
は
、
こ
の
結
節
点
の
消
失
を
意
味
す
る
。

そ
れ
は
、
太
一
を
直
接
知
っ
て
い
る
人
や
あ
し
場
の
由
来
を
知
っ
て
い
る
人
が
い
な
く
な
る

こ
と
に
よ
る
、
あ
し
場
が
本
来
持
っ
て
い
た
意
味
の
消
失
と
、「
一
坪
の
土
地
だ
っ
て
む
だ
に

出
来
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
大
人
の
世
界
の
論
理
を
優
先
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
、
子
ど
も
が

死
し
て
回
帰
す
る
、
崇
拝
の
対
象
と
し
て
の
〈
自
然
〉
の
消
失
と
い
う
、
二
重
の
消
失
を
意

味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
坪
田
が
「
小
川
の
葦
」
で
描
こ
う
と
し
た
〈
死
〉
と
は
太
一
の
死
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
太
一
を
記
憶
し
た
場
の
消
失
に
よ
る
死
者
の
忘
却
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
小
川
の
葦
」
の
〈
子
ど
も
の
死
〉
は
、
同
じ
く
〈
子
ど
も
の

死
〉
を
描
い
た
小
説
と
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
の
か
。 

ま
ず
、
子
ど
も
の
死
を
扱
っ
た
坪
田
の
初
期
の
作
品
に
は
、
子
ど
も
の
死
後
に
大
き
な
類

似
点
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
小
川
の
葦
」
で
は
太
一
が
溺
死
す
る
と
い
う
結
末
を
迎

え
、「
茂
り
放
題
に
茂
ら
せ
て
決
し
て
鎌
を
入
れ
な
か
っ
た
」
葦
が
人
々
か
ら
「
太
一
の
あ
し

場
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
葦
が
太
一
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
太
一
は
死
に
よ
っ
て
こ
の
世
か
ら
消
え
る
こ
と
は
な
く
、
葦
と
い
う
形
に
変
わ

り
、
引
き
続
き
人
々
に
記
憶
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

小
説
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
「
コ
マ
」
で
は
、
子
ど
も
を
亡
く
し
た
小
野
夫
婦
が
机
の
中

に
あ
る
我
が
子
の
コ
マ
を
見
つ
け
る
。
二
人
は
、「
泣
い
た
後
ム
ッ
ツ
リ
し
て
隠
れ
て
い
た
正

太
自
身
を
見
つ
け
た
よ
う
に
、
可
愛
さ
に
打
た
れ
て
涙
を
流
し
」、
コ
マ
に
巻
か
れ
て
い
る
麻

緒
の
中
に
「
正
太
の
小
さ
な
生
命
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
」
３
８

。
ま
た
「
枝
に

か
か
っ
た
金
の
輪
」
で
は
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
正
太
の
生
活
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
母
に
と
っ
て
金
輪
が
、
我
が
子
を
失
っ
た
こ
と
の
慰
め
で
あ
る
と
結
末
で
書
か
れ
て
い

る
３
９

。「
も
の
」
が
死
ん
だ
子
ど
も
の
代
わ
り
と
な
り
、
親
や
子
ど
も
と
関
わ
り
の
あ
る
人
々

の
生
活
の
一
部
と
な
る
の
は
、
坪
田
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
扱
い
方
の
一
つ
の

特
徴
と
言
え
る
。 

異
な
る
点
は
、
死
ん
だ
は
ず
の
子
ど
も
が
再
び
こ
の
世
に
出
現
す
る
描
写
が
坪
田
の
小
説

で
は
多
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、「
小
川
の
葦
」
で
は
そ
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ば
「
正
太
樹
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
母
親
が
、「
片
手
を
樽
の
よ
う
な
樹
の
幹

に
か
け
て
、
小
さ
い
あ
の
正
太
が
。
だ
が
、
今
で
は
も
う
此
世
に
い
な
い
筈
で
あ
る
あ
の
正

太
が
」

○

4
0

と
、
亡
く
な
っ
た
正
太
が
松
の
樹
を
廻
っ
て
い
る
姿
を
眺
め
て
い
た
。「
善
太
の
四
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季
」
で
も
母
親
が
四
季
を
通
じ
て
、
死
ん
だ
善
太
の
姿
が
見
え
た
り
、
声
が
聞
こ
え
た
り
し

た
。「
カ
タ
ツ
ム
リ
」
で
は
、
同
じ
子
ど
も
の
正
太
に
も
亡
く
な
っ
た
美
代
ち
ゃ
ん
の
遠
い
姿

が
見
え
た
。
し
か
し
、「
小
川
の
葦
」
で
は
死
ん
だ
太
一
が
生
き
て
い
る
人
た
ち
の
前
に
再
び

現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

子
ど
も
の
死
は
終
焉
で
は
な
く
、
そ
の
死
か
ら
新
た
な
関
係
性
が
生
ま
れ
る
と
い
う
坪
田

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
少
な
く
と
も
「
小
川
の
葦
」
（
一
九
二
八
年
九
月
）
ま
で
は
、
小
説
に
も
、

童
話
に
も
込
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
後
年
、
こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
童
話
で
は
見
当
た

ら
な
く
な
っ
た
。
例
え
ば
小
説
「
カ
タ
ツ
ム
リ
」（
一
九
三
五
年
四
月
）
で
は
、
正
太
が
亡
く

な
っ
た
美
代
さ
ん
の
墓
参
り
を
し
た
さ
い
、「
美
代
チ
ャ
ン
も
あ
そ
こ
へ
行
っ
て
、
も
う
カ
タ

ツ
ム
リ
と
遊
ん
で
い
る
」
４
１

と
思
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
童
話
「
で
ん

〱
虫
」
（
一
九
三
五
年
二
月
）
の
結
末
は
、
「
美
代
ち
ゃ
ん
は
、
涙
を
ふ
き
ふ
き
、
布
団
の
上

へ
座
っ
て
い
ま
し
た
。
三
人
は
、
鮒
の
話
を
面
白
く
美
代
ち
ゃ
ん
に
話
し
聞
か
せ
ま
し
た
」

４
２

と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
繋
が
り
は
死
を
超
え
る
こ
と
な
く
、
死
の
こ
ち
ら
側
の

世
界
に
留
ま
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
小
説
「
笛
」（
一
九
三
四
年
九
月
）
で
「
先
生
の
馬
鹿
野
郎
っ
」
と
叫
び
な
が
ら
電

車
に
飛
び
込
ん
だ
善
太
だ
が
、
童
話
「
引
っ
越
し
」（
一
九
三
四
年
一
〇
月
）
の
中
で
は
、
線

路
に
飛
び
込
も
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
、
後
ろ
か
ら
先
生
に
肩
を
つ
か
ま
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
西
田
良
子
は
「
お
と
な
と
子
ど
も
と
の
間
に
〈
心
の
結
び
つ
き
が
あ
る
か
否
か
〉。
と
い

う
点
」
が
両
作
品
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
４
３

。
「
心
の
結
び
つ
き
」
と
い

う
の
は
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
人
と
人
と
の
繋
が
り
と
も
言
え
る
。
こ
の
繋
が
り
が
子
ど
も

を
死
か
ら
救
っ
た
と
言
え
る
一
方
、
あ
の
世
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
た
め
、
子
ど
も
の
死
が

悲
劇
と
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
童
話
の
中
で
〈
子
ど
も
の
死
〉
が
再
び
扱
わ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
山
根
知
子
は
「
で
ん
〱
虫
」
の
子
ど
も
の
死
と
関
係
す
る
部
分
が
鈴
木
三
重

吉
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
４
４

。
山
根
に
よ
る
と
、「
シ
ナ
手
品
」

（
一
九
三
三
年
十
一
月
）
ま
で
の
童
話
は
三
重
吉
の
添
削
を
受
け
ず
に
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載

で
き
た
が
、
そ
れ
以
降
の
童
話
で
転
削
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
は
一
つ
も
な
い
４
５

。
「
小
川

の
葦
」
は
鈴
木
三
重
吉
の
添
削
を
受
け
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
降
の
「
で
ん
〱
虫
」
や
「
引

っ
越
し
」
な
ど
、
子
ど
も
の
死
を
扱
っ
た
作
品
は
添
削
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
子
ど
も
の
死
の
有
無
を
基
準
に
、
坪
田
の
死
生
観
や
童
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話
観
の
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。 

結
び 「

小
川
の
葦
」
で
民
話
的
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
熊
木
哲
は
、「
明
治
の

つ
い
前
」
の
「
岡
山
に
近
く
、
草
深
い
野
原
の
中
に
、
小
さ
い
村
」
と
、
地
域
性
が
限
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
保
持
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
４
６

。

「
む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
」
と
い
う
民
話
的
な
語
り
と
違
い
、
地
名
な
ど
の
固
有

名
詞
が
明
示
さ
れ
る
作
法
か
ら
は
、
む
し
ろ
佐
々
木
喜
善
の
『
聴
耳
草
紙
』
や
柳
田
國
男
の

『
遠
野
物
語
』
な
ど
の
語
り
が
想
起
さ
れ
る
。『
遠
野
物
語
』
は
、
序
文
に
「
要
す
る
に
こ
の

書
は
現
在
の
事
実
な
り
。
単
に
こ
れ
の
み
を
も
っ
て
す
る
も
立
派
な
る
存
在
理
由
あ
り
と
信

ず
」
４
７

と
あ
る
よ
う
に
、
遠
野
物
語
を
事
実
と
し
て
語
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
「
小

川
の
葦
」
で
散
見
さ
れ
る
岡
山
な
ど
の
具
体
的
な
地
名
や
、
ネ
ッ
キ
な
ど
の
伝
統
遊
び
を
紹

介
す
る
と
い
っ
た
こ
だ
わ
り
も
、
物
語
の
事
実
性
を
構
築
す
る
工
夫
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

実
際
、
坪
田
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

 

私
は
も
う
五
十
年
以
上
も
む
か
し
、
青
年
の
と
こ
ろ
か
ら
む
か
し
ば
な
し
に
興
味
を
も

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
佐
々
木
喜
善
の
『
江
刺
郡
昔
話
集
』

で
あ
り
ま
し
た
。『
聴
耳
草
紙
』
な
ん
て
、
名
ま
え
が
変
っ
て
い
て
お
も
し
ろ
そ
う
な
の
で
、

そ
う
い
う
本
な
ど
何
冊
も
読
み
ま
し
た
。
柳
田
國
男
先
生
に
も
何
度
か
お
目
に
か
か
り
ま

し
た
４
８

。 

 

民
俗
学
で
は
死
者
が
生
者
の
身
近
に
存
在
す
る
と
い
う
考
え
は
日
本
人
に
は
な
じ
み
の
あ

る
も
の
だ
と
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
４
９

。
幼
い
子
ど
も
の
魂
を
あ
の
世
に
行
か
せ
ず
、

な
る
べ
く
近
い
と
こ
ろ
で
休
ま
せ
て
お
き
、
再
び
こ
の
世
に
生
ま
れ
帰
る
機
会
を
与
え
よ
う

と
い
う
考
え
も
、
柳
田
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
５
０

。
こ
う
し
た
考
え
の
根
源

に
あ
る
の
は
、
生
者
と
死
者
は
共
に
在
る
と
い
う
、
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
日
本
的
な

信
仰
、
死
生
観
で
あ
る
。 

坪
田
の
作
品
で
も
、
死
は
終
焉
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
時
間
と
空
間
を
超
え
た
繋
が
り

を
生
み
だ
す
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
村
人
が
太
一
の
死
後
、
た
ん
ぼ
に
す
れ
ば
二
斗

近
い
米
が
と
れ
る
土
地
を
「
太
一
の
あ
し
場
」
と
し
て
守
っ
て
き
た
の
も
、
そ
う
し
た
考
え

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
今
の
人
」
は
「
も
う
一
坪
の
土
地
だ
っ
て
む
だ
に
出
来
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な
く
な
っ
た
」
と
い
う
理
由
で
、
葦
を
刈
り
取
り
、
耕
地
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
「
太

一
の
あ
し
場
」
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
、
生
者
と
死
者
の
結
び
つ
き
、
子
ど
も
の
世
界
、

大
人
の
世
界
、
自
然
世
界
の
結
び
つ
き
の
消
失
を
意
味
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
小
川
の
葦
」

の
結
末
か
ら
、
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
風
習
や
遊
び
、
信
仰
を
尊
重
せ
ず
、
経
済
的
有

用
性
と
い
う
基
準
で
の
み
物
事
を
は
か
ろ
う
と
す
る
近
代
化
の
動
き
に
対
す
る
坪
田
の
批
判

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

   注 １
関
英
雄
『
新
編 

児
童
文
学
論
』（
新
評
論
、
一
九
六
八
年
）
二
〇
六
～
二
〇
七
頁 

２
坪
田
譲
治
「
童
心
馬
鹿
」
随
筆
集
『
班
馬
鳴
く
』（
一
九
三
六
年
一
月
、
主
張
社
）
に
初
収

録
。
引
用
は
、『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
二
巻
』（
新
潮
社
、
一
九
七
八
年
）
八
〇
頁
に
よ
っ
た 

３
根
本
正
義
「
坪
田
譲
治
―
子
ど
も
の
死
を
め
ぐ
る
作
品
の
世
界
―
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
』
四
四
（
九
）
至
文
堂 

一
九
七
九
年 

な
ど 

４
根
本
正
義 

前
掲
論
文 

一
五
三
～
一
六
一
頁 

５
熊
本
哲
「『
小
川
の
葦
』
―
記
憶
の
抹
消
と
風
化
す
る
哀
し
み
―
」（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

六
三
（
四
）
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
六
九
～
七
一
頁 

６
熊
本
哲 

前
掲
論
文 

七
一
頁 

７
大
藤
幹
夫
「
坪
田
譲
治
に
お
け
る
〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
」（
『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』

一
六
（
一
四
）
学
灯
社
、
一
九
七
一
年
）
七
二
～
七
六
頁 

 

８
五
十
嵐
康
夫
「
死
生
観
・
愛
・
神
様 

坪
田
譲
治
」
（『
日
本
児
童
文
学
』
三
八
（
六
）
日

本
児
童
文
学
者
協
会
、
一
九
九
二
年
）
三
八
～
四
一
頁 

９
廣
田
隆
志
「
坪
田
譲
治
の
研
究
」
（『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学
』
二
四
、
岐
阜
聖

徳
学
園
大
学
、
二
〇
〇
五
年
）
一
～
五
三
頁 

１
０
瀬
田
貞
二
「
坪
田
譲
治
」『
子
ど
も
と
文
学
』（
福
音
館
書
店
、
一
九
六
七
年
） 

１
１
根
本
正
義 

前
掲
論
文 

１
２
関
英
雄 

前
掲
書 

二
〇
八
頁 

１
３
西
田
良
子
「
坪
田
譲
治
」（『
講
座
日
本
児
童
文
学
第
六
巻 

日
本
の
児
童
文
学
作
家Ⅰ

』
、

明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
） 
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１
４
五
十
嵐
康
夫 

前
掲
論
文 

四
〇
頁 

１
５
砂
田
弘
「
坪
田
譲
治
論
―
そ
の
生
涯
と
文
学
」（『
日
本
児
童
文
学
』
三
六
（
六
）、
日
本

児
童
文
学
者
協
会
、
一
九
九
〇
年
）
一
二
頁 

１
６
関
英
雄 
前
掲
書 

二
一
二
頁 

１
７
坪
田
譲
治
「
人
生
と
生
活
」
雑
誌
『
び
わ
の
実
学
校
』
第
一
四
号
（
一
九
六
五
年
十
二

月
）
に
「
童
話
の
考
え
方
」
と
し
て
掲
載
。
引
用
は
、『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
二
巻
』
一
九
三

頁
に
よ
っ
た 

１
８
坪
田
譲
治
「
童
話
の
作
り
方
―
作
品
の
必
然
性
」
『
児
童
文
学
論
』
（
日
月
書
院
、
一
九

三
八
年
）
に
初
収
録
。
引
用
は
、『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
二
巻
』
に
よ
っ
た 

１
９
坪
田
譲
治
「
童
話
の
作
り
方 

―
作
品
の
必
然
性
」（
一
七
八
～
一
七
九
頁
） 

２
０
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
（
一
九
二
八
年
九
月
）
に
掲
載
。
引
用
は
、

『
坪
田
譲
治
全
集
第
七
巻
』
新
潮
社 

一
九
七
七
年
に
よ
っ
た 

四
二
頁 

２
１
中
田
幸
平
『
野
の
玩
具
』（
中
公
新
書
三
七
八
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
）
九
三
頁 

２
２
飯
島
吉
晴
『
子
供
の
民
俗
学
』（
新
曜
社
、
一
九
九
一
年
）
一
七
八
～
一
七
九
頁 

２
３
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」（
四
三
頁
） 

２
４
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」（
四
四
頁
） 

２
５
坪
田
譲
治
「
子
ど
も
の
喧
嘩
」
雑
誌
『
児
童
』
一
九
三
四
年
一
〇
月
号
に
掲
載
。
引
用

は
、『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
二
巻
』
一
一
六
頁
に
よ
っ
た 

２
６
坪
田
譲
治
「
子
ど
も
の
喧
嘩
」
一
一
六
頁 

２
７
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」（
四
四
頁
） 

２
８
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」（
四
四
～
四
五
頁
） 

２
９
坪
田
譲
治
「
蛇
退
治
」
雑
誌
『
赤
い
鳥
』（
一
九
三
五
年
一
〇
月
）
に
掲
載 

 

３
０
坪
田
譲
治
「
童
話
の
作
り
方 

―
作
品
の
必
然
性
」
一
七
七
頁 

３
１
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」（
四
二
頁
） 

３
２
西
川
嘉
ひ
ろ
『
ヨ
シ
の
文
化
史 

―
水
辺
か
ら
見
た
近
江
の
暮
ら
し
―
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ

出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
七
〇
頁 

３
３
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」（
四
三
頁
） 

３
４
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」（
四
五
頁
） 

３
５
劉
迎
「
坪
田
譲
治
と
ロ
シ
ア
文
学 

―
ト
ル
ス
ト
イ
を
中
心
と
し
て
―
」
（『
岡
山
大
学

大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
一
一
（Ⅰ

）、
岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
、
二
〇
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〇
一
年
） 

三
二
～
三
八
頁 

３
６
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」（
四
五
頁
） 

３
７
坪
田
譲
治
「
童
話
の
作
り
方
―
作
品
の
必
然
性
」
一
八
〇
頁 

３
８
坪
田
譲
治
「
コ
マ
」
『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
巻
』
五
六
頁 

３
９
坪
田
譲
治
「
枝
に
か
か
っ
た
金
の
輪
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
巻
』
一
〇
四
頁 

４
０
坪
田
譲
治
「
正
太
樹
を
め
ぐ
っ
て
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
巻
』
九
二
頁 

４
１
坪
田
譲
治
「
カ
タ
ツ
ム
リ
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
二
巻
』
六
六
頁 

４
２
坪
田
譲
治
「
で
ん
で
ん
虫
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
七
巻
』
一
五
六
頁 

４
３
西
田
良
子
、
前
掲
書
、
一
七
七
頁 

４
４
山
根
知
子
「
坪
田
譲
治 

小
説
「
カ
タ
ツ
ム
リ
」
か
ら
童
話
「
で
ん
〱
虫
」
へ 

―
童

話
の
誕
生
と
鈴
木
三
重
吉
―
」（
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要 

日
本
語
・
日
本
文
学

編
』 

二
九(

一)
 

、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
二
〇
〇
五
年
）
六
頁 

４
５
山
根
知
子 

前
掲
論
文 

一
七
頁 

４
６
熊
木
哲 

前
掲
論
文 

七
一
頁 

４
７
柳
田
國
男
『
遠
野
物
語
・
山
の
人
生
』（
岩
波
文
庫
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
） 

三
頁 

４
８
坪
田
譲
治
「
あ
と
が
き
」『
坪
田
譲
治
全
集
十
一
冊
』
三
七
〇
～
三
七
一
頁 

４
９
森
山
茂
樹
「
子
育
て
の
民
俗
―
生
ま
れ
変
わ
り
を
中
心
に
―
」
（
『
東
京
家
政
大
学
博
物

館
紀
要
』
一
二
、
東
京
家
政
大
学
、
二
〇
〇
七
年
） 

二
七
～
四
〇
頁 

５
０
柳
田
國
男
「
子
墓
の
問
題
」（『
柳
田
國
男
全
集
三
四
』、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

（
学
会
発
表
情
報
） 

王
玉
「
坪
田
譲
治
の
初
期
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉─

「
小
川
の
葦
」
を
中
心
に─

」

日
本
児
童
文
学
学
会
第
五
四
回
研
究
大
会
（
大
阪
教
育
大
学
柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス
）
二
〇
一
五

年
十
一
月
八
日
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第
一
一
章 

〈
死
の
世
界
〉
か
ら
〈
生
の
世
界
〉
へ 

 

―
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
と
「
金
の
輪
」
の
比
較
分
析
を
中
心
に
― 
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一 
小
川
未
明
と
『
赤
い
鳥
』 

芸
術
的
児
童
文
学
、
特
に
文
芸
童
話
の
起
源
は
『
赤
い
鳥
』
と
い
う
見
方
が
一
般
的
で
あ

る
が
、
そ
の
「
前
史
的
な
部
分
に
な
っ
て
く
る
の
は
さ
か
の
ぼ
れ
ば
小
川
未
明
」１
で
あ
る
と
、

鳥
越
信
は
指
摘
し
て
い
る
。
鈴
木
三
重
吉
と
小
川
未
明
は
と
も
に
、
大
正
文
壇
に
お
い
て
新

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
有
望
な
作
家
と
目
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
互
い
に
交
流
し
合
う
中
で
、

二
人
は
子
ど
も
に
新
し
い
文
学
を
与
え
よ
う
と
意
気
投
合
し
た
。
未
明
が
語
っ
た
「
新
ロ
マ

ン
チ
シ
ズ
ム
」
、
「
童
心
」
、
「
上
品
な
読
み
物
」
、
「
世
に
希
望
を
与
え
る
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ

ー
ド
は
、
後
に
、
『
赤
い
鳥
』
運
動
の
基
盤
と
な
っ
て
ゆ
く
。
『
赤
い
鳥
』
と
い
う
誌
名
の
由

来
に
関
す
る
逸
話
２

は
さ
て
お
き
、
後
年
に
な
っ
て
未
明
は
『
赤
い
鳥
』
の
創
刊
を
め
ぐ
る
三

重
吉
と
の
交
流
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。 

 

鈴
木
三
重
吉
を
知
っ
て
か
ら
、
あ
る
日
、
代
々
木
の
原
を
散
歩
し
な
が
ら
、
そ
の
話
を
し

ま
し
た
。
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
精
神
は
、
目
に
見
え
ぬ
も
の
を
信
ず
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ

れ
は
憧
憬
で
も
希
望
で
も
よ
ろ
し
い
。
単
に
嘗
て
な
き
憧
憬
や
希
望
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
な

る
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
で
あ
ろ
う
が
、
一
つ
の
目
標
を
定
め
て
、
そ
れ
に
向
っ
て
突
進
し
て
ゆ

く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
新
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
で
あ
る
。
そ
れ
に
児
童
の
世
界
へ
入
っ
て
ゆ

く
の
が
ほ
ん
と
う
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
子
供
ば
か
り
で
な
く
、
成
人
で
も
童
心
の
あ
る
人
に

興
味
を
持
た
れ
る
も
の
、
そ
れ
が
一
つ
の
文
学
革
命
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
言
い
ま

し
た
。
鈴
木
君
は
た
だ
考
え
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
時
は
返
事
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
後
に
私
の
所
へ
来
て
、「
小
川
君
、
僕
も
児
童
も
の
を
や
っ
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。」
と
言
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
が
、
鈴
木
君
の
「
赤
い
鳥
」
が
出
来
る
初
め
で
す
。「
赤
い
鳥
」
は
上
品

な
読
み
物
と
し
て
、
世
に
希
望
を
与
え
ま
し
た
。
大
き
な
仕
事
で
す
。
児
童
の
世
界
の
仕
事

を
す
る
こ
と
は
、
生
命
の
伸
長
を
信
ず
る
こ
と
で
す
３

。 

 童
話
を
創
作
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
た
鈴
木
三
重
吉
は
、『
赤
い
鳥
』
に
多
く
の
創

作
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
歓
迎
し
た
。
し
か
し
、
創
刊
当
初
は
芸
術
と
呼
べ
る
童
話
が

ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
童
話
作
家
の
名
に
値
す
る
人
物
は
小
川
未
明
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。

芸
術
性
の
あ
る
童
話
を
創
作
す
る
こ
と
自
体
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
当
初
、
孤
軍
奮
闘

す
る
未
明
に
対
し
て
三
重
吉
は
、 

 

 
 

い
つ
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
赤
い
鳥
に
追
従
す
る
雑
誌
が
十
三
も
あ
り
ま
す
。
併
し

今
、
日
本
で
本
当
に
芸
術
的
な
童
話
の
創
作
を
や
っ
て
い
る
も
の
は
小
川
未
明
君
一
人
で
、
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ア
ト
は
み
ん
な
ネ
コ
や
シ
ャ
ク
シ
の
、
併
も
在
来
物
の

Retelling

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
私

だ
っ
て
創
作
は
、
一
、
二
篇
し
か
出
し
て
は
居
り
ま
せ
ん
４

。 

 

と
尊
敬
の
意
を
表
し
て
い
る
。
三
重
吉
は
『
赤
い
鳥
』
へ
寄
稿
さ
れ
た
作
品
の
ほ
と
ん
ど

に
筆
を
加
え
た
と
さ
れ
る
が
、
当
時
『
赤
い
鳥
』
の
編
集
者
で
あ
っ
た
野
町
て
い
子
の
記
憶

に
よ
る
と
、
楠
山
正
雄
、
久
保
田
万
太
郎
、
小
川
未
明
の
作
品
だ
け
は
修
正
さ
れ
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
三
重
吉
は
か
つ
て
野
町
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
い
う
。「
小
川
未
明

の
童
話
は
下
手
く
そ
だ
が
、
た
だ
ひ
と
つ
、
俺
の
叶
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
、
童
話
の

創
作
を
す
る
。
そ
れ
は
、
俺
に
は
で
き
な
い
こ
と
だ
」
５

。 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
の
創
刊
号
か
ら
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
の
休
刊
ま
で
、

未
明
は
『
赤
い
鳥
』
に
創
作
童
話
四
十
一
編
、
創
作
童
謡
一
編
を
寄
稿
し
た
。
そ
し
て
、
昭

和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）
の
『
赤
い
鳥
』
最
終
号
の
た
め
に
、
七
年
ぶ
り
に
童
話
「
谷
間

の
四
十
雀
」
を
書
き
下
ろ
し
て
い
る
。
鈴
木
三
重
吉
を
除
く
と
、
小
川
未
明
は
同
誌
出
身
の

童
話
作
家
で
あ
る
坪
田
譲
治
、
森
三
郎
ら
と
並
び
『
赤
い
鳥
』
で
多
数
の
作
品
を
送
り
出
し

た
作
家
で
あ
る
。
休
刊
前
の
『
赤
い
鳥
』
に
お
い
て
、
未
明
童
話
が
極
め
て
大
き
な
位
置
を

占
め
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

そ
ん
な
小
川
未
明
で
あ
る
が
、
鈴
木
三
重
吉
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
に
『
赤
い
鳥
』

を
復
刊
し
た
頃
、
未
明
に
書
い
て
も
ら
っ
た
作
品
を
掲
載
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
は
当
時
『
赤
い
鳥
』
の
記
者
を
し
て
い
た
森
三
郎
の
証
言
で
、
三
重
吉
は
理
由
こ
そ
言

及
し
な
か
っ
た
が
、
笑
い
な
が
ら
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
い
う
。「
若
い
奴
が
、
童
話
は
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
言
う
と
、
そ
う
だ
そ
う
だ
と
言
っ
て
小
川
君
は
書
く
か
ら

ね
。（
中
略
）
小
川
君
は
正
義
派
か
も
し
れ
ん
が
、
ぼ
く
は
詩
人
だ
と
思
う
ん
だ
」
６

。 

文
芸
童
話
の
第
一
人
者
と
言
わ
れ
る
小
川
未
明
だ
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
考
え
る
と
『
赤

い
鳥
』
に
お
け
る
未
明
童
話
は
鈴
木
三
重
吉
の
明
確
な
編
集
方
針
の
下
、『
赤
い
鳥
』
で
の
位

置
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ

た
小
川
未
明
の
「
町
の
天
使
」
と
「
金
の
輪
」
と
い
う
二
つ
の
創
作
童
話
で
描
か
れ
た
〈
子

ど
も
の
死
〉
の
比
較
分
析
を
中
心
に
、
小
川
未
明
の
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
像
〉
、
『
赤
い

鳥
』
の
未
明
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
描
写
の
特
徴
と
位
置
づ
け
、
そ
し
て
未
明

が
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
込
め
た
意
味
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
考
察
し
て
い
く
。 

 

二 

未
明
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
像
〉 

―
『
赤
い
鳥
』
掲
載
作
品
を
中
心
に
― 

ま
ず
、
小
川
未
明
の
童
話
の
中
で
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
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先
行
研
究
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
見
て
い
き
た
い
。 

森
田
茂
之
は
未
明
童
話
の
〈
子
ど
も
像
〉
に
着
目
し
な
が
ら
、
そ
の
変
遷
を
六
つ
の
時
期

に
分
け
た
。
そ
れ
は
第
一
期
「
感
傷
的
子
ど
も
像
の
期
」、
第
二
期
「
人
間
性
喪
失
の
世
か
ら

子
ど
も
を
擁
護
せ
ん
と
す
る
内
燃
の
子
ど
も
像
期
」、
第
三
期
「
リ
ア
ル
な
子
ど
も
像
に
変
容

す
る
期
」
、
第
四
期
「
無
我
無
欲
の
境
地
に
近
く
、
独
り
善
が
り
が
消
え
始
め
る
期
」
、
第
五

期
「
国
家
に
協
力
す
る
子
ど
も
像
期
」、
第
六
期
「
戦
後
の
廃
れ
た
大
人
の
人
間
性
に
起
立
す

る
子
ど
も
像
期
」
で
あ
る
７

。 

森
田
の
区
分
に
し
た
が
っ
て
、『
赤
い
鳥
』
の
未
明
童
話
に
描
か
れ
た
子
ど
も
像
を
分
類
す

る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
前
半
の
二
つ
の
時
期
に
属
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
酔
っ
ぱ
ら
ひ
星
」

（
四
巻
一
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
）
の
佐
吉
や
「
け
し
の
圃
」（
五
巻
一
号
、
一
九
二
〇
年
七

月
）
の
小
太
郎
、「
ふ
る
さ
と
の
林
の
歌
」（
七
巻
六
号
、
一
九
二
一
年
一
二
月
）
の
娘
、「
娘

と
大
き
な
鐘
（
一
三
巻
一
号
、
一
九
二
四
年
七
月
）
」
の
娘
は
、
母
を
失
っ
た
貧
し
い
佐
吉
、

片
目
を
失
っ
た
乞
食
の
小
太
郎
、
重
病
の
父
を
助
け
よ
う
と
す
る
娘
な
ど
、
そ
の
い
ず
れ
も

が
〈
弱
い
〉
立
場
に
置
か
れ
た
存
在
で
あ
り
、
明
ら
か
に
第
二
期
の
「
人
間
性
喪
失
の
世
か

ら
子
ど
も
を
擁
護
せ
ん
と
す
る
内
燃
の
子
ど
も
像
期
」
に
属
す
る
と
い
え
る
。
特
に
乞
食
の

小
太
郎
は
、
ど
れ
だ
け
嫌
わ
れ
よ
う
と
父
親
の
傍
を
離
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
父

親
の
ほ
う
は
、
物
乞
い
の
「
お
も
ら
い
銭
」
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
、
小
太
郎
の
義
眼
を

取
り
外
し
て
捨
て
て
し
ま
う
よ
う
な
男
で
あ
る
。「
今
ま
で
可
愛
ら
し
い
、
美
し
か
っ
た
少
年

の
顔
は
、
急
に
醜
い
も
の
と
な
つ
て
し
ま
ひ
」、
小
太
郎
は
大
い
に
同
情
を
集
め
る
が
、
結
局

最
後
に
父
親
か
ら
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
。
未
明
は
自
ら
の
幼
少
時
代
の
記
憶
を
次
の
よ
う
に

語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

 
 

家
の
前
に
、
哀
れ
な
風
を
し
た
子
供
が
、
父
親
に
、
ま
た
あ
る
時
は
、
母
親
に
つ
れ
ら
れ

て
歩
る
い
て
行
く
、
そ
れ
は
、
町
へ
出
て
、
終
日
物
を
乞
ふ
て
回
は
つ
た
の
が
、
晩
方
に
な

つ
た
の
で
、
自
分
達
の
住
ん
で
ゐ
る
、
遠
い
村
へ
帰
つ
て
行
く
の
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、

ぢ
つ
と
、
そ
の
小
供
と
、
父
親
を
見
送
ら
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
８

。 

 

幼
い
未
明
は
、「
父
親
や
、
母
親
が
、
乞
食
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
は
、
何
等
か
ら
の

欠
点
が
そ
の
人
達
に
あ
る
や
う
に
思
は
れ
た
」
と
疑
問
を
抱
き
な
が
ら
、「
け
ど
、
そ
の
子
供

に
は
、
何
の
罪
も
な
い
」
と
乞
食
の
子
ど
も
に
強
い
同
情
を
感
じ
て
い
る
。 

未
明
童
話
の
登
場
人
物
が
、
圧
倒
的
に
恵
ま
れ
な
い
境
遇
に
育
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ

と
は
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
桑
原
三
郎
は
「
未
明
は
、
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気
の
毒
な
人
、
そ
れ
が
特
に
年
少
な
子
供
で
あ
る
と
ば
ん
こ
く
の
同
情
を
惜
し
ま
な
い
人
」
９

で
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
幼
い
頃
に
見
た
乞
食
の
子
ど
も
の
姿
が
小
太
郎

に
重
な
る
部
分
は
あ
る
と
は
い
え
、
小
太
郎
の
悲
劇
的
な
運
命
の
大
き
な
要
因
は
金
に
心
を

囚
わ
れ
た
父
親
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
描
い
た
の
は
未
明
の
創
作
で
あ
る
。
罪
の
な
い
子
ど

も
に
同
情
す
る
一
方
、
子
ど
も
の
置
か
れ
た
環
境
を
作
っ
た
大
人
世
界
に
対
す
る
厳
し
い
批

判
は
、
ま
さ
し
く
「
人
間
性
喪
失
の
世
か
ら
」
子
ど
も
を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
の
現
れ
で
あ

る
。
こ
う
し
た
未
明
の
批
判
精
神
は
、
そ
の
他
の
童
話
に
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
ふ

る
さ
と
の
林
の
歌
」
の
小
鳥
は
、
町
へ
出
て
行
か
な
い
こ
と
で
美
し
い
姿
を
保
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
小
鳥
と
の
約
束
を
守
り
、
町
へ
行
か
な
い
娘
も
美
し
さ
を
手
に
入
れ
た
。 

 

私
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
、
ま
だ
、
汚
い
も
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
す
。
し
ん
だ
お

母
さ
ん
は
、
私
に
向
つ
て
、
決
し
て
、
町
の
方
へ
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
町
の
方
へ
飛

ん
で
行
つ
て
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
る
と
お
前
の
眼
は
そ
の
時
か
ら
濁
つ
て
し
ま

ふ
。
ま
た
光
り
を
失
つ
て
し
ま
ふ
１
０

。 

 

未
明
童
話
に
よ
く
見
ら
れ
る
、「
町
」
に
対
す
る
抵
抗
は
、
金
に
縛
ら
れ
た
資
本
主
義
と
大

人
世
界
に
対
す
る
反
感
の
暗
喩
で
あ
ろ
う
。 

 

 

人
間
の
生
活
は
何
時
し
か
物
質
的
経
済
組
織
に
よ
っ
て
硬
化
さ
れ
て
了
っ
た
。
そ
し
て
人

人
は
今
、
形
式
の
桎
梏
に
悩
ん
で
ゐ
る
。
こ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
な
け
れ
ば
―
即
ち
之
の
鉄
鎖

を
た
た
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
ほ
ん
た
う
の
新
し
い
新
人
生
は
生
れ
て
来
な
い
１
１

。 

 「
貧
困
時
代
の
二
児
を
失
う
て
、
悲
し
み
骨
に
徹
し
、
は
な
は
だ
し
く
鞭
打
た
る
」
と
自

筆
年
譜
に
痛
恨
の
念
を
書
き
残
し
た
未
明
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
頃
、
社
会
運
動

家
の
大
杉
栄
と
知
り
合
い
、
ア
ナ
ー
キ
ー
な
空
想
社
会
主
義
を
夢
見
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

小
川
未
明
は
、
い
つ
の
時
代
も
、
物
質
的
経
済
組
織
に
よ
っ
て
自
由
を
失
う
世
界
に
反
感
を

抱
き
、
そ
こ
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
つ
ね
に
真
の
自
由
を
求
め
て
い
た
。
ど
う
す

れ
ば
自
由
を
獲
得
で
き
る
か
。
未
明
は
そ
の
答
え
を
子
ど
も
に
見
た
。
子
ど
も
こ
そ
が
自
由

を
持
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
。 

 

ど
ん
な
子
供
も
、
そ
ん
な
金
銭
に
つ
い
て
無
関
心
な
も
の
で
す
。
其
れ
が
本
当
で
あ
っ
て

人
間
は
ど
ん
な
者
で
も
、
生
れ
た
時
は
、
何
も
の
に
も
囚
は
れ
て
ゐ
な
い
、
真
に
自
由
な
心
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を
持
ち
、
自
由
な
生
活
を
営
む
よ
う
に
出
来
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
１
２

。 

 

未
明
は
、
金
銭
に
無
関
心
な
子
ど
も
を
、
資
本
主
義
社
会
に
目
を
眩
ま
さ
れ
て
い
る
大
人

よ
り
す
ば
ら
し
い
存
在
と
し
て
捉
え
、
こ
う
し
た
子
ど
も
こ
そ
が
真
に
自
由
な
心
を
持
ち
、

何
も
の
に
も
囚
わ
れ
ず
生
き
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
誰
も
が
経
験
す
る
子
ど
も
時
代
、

人
は
金
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
由
に
生
き
て
い
た
。
だ
が
、
大
人
に
な
り
、
そ
の
心
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
。
未
明
は
童
話
を
通
じ
て
、
忘
れ
去
ら
れ
た
子
ど
も
時
代
、
あ
る
い
は
「
童

心
」
を
喚
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

未
明
童
話
の
子
ど
も
は
、
美
し
い
魂
を
持
っ
た
純
粋
な
存
在
で
あ
る
一
方
、
そ
の
弱
さ
が

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
森
田
茂
之
は
「
弱
い
＝
脆
弱
、
不
健
康
」
と
い
う
解
釈

の
下
、
こ
の
時
期
の
未
明
の
子
ど
も
像
を
「
涙
も
ろ
く
感
傷
的
、
受
動
的
で
あ
り
当
然
積
極

性
に
乏
し
い
。
進
ん
で
行
動
せ
ず
服
従
す
る
だ
け
で
あ
る
」
１
３

と
、
批
判
的
に
論
じ
て
い
る
。 

し
か
し
、
未
明
は
単
に
弱
い
子
ど
も
、
優
し
い
子
ど
も
だ
け
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
お
星
様
と
会
話
で
き
る
佐
吉
、
死
後
の
世
界
で
幸
せ
に
暮
ら
す
小
太
郎
、
美
し
い
歌
声

の
持
ち
主
で
あ
る
娘
、
ま
た
寺
の
鐘
と
命
運
を
と
も
に
し
た
少
女
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
大
人

が
持
っ
て
い
な
い
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
る
点
は
、
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
未
明

は
大
人
か
ら
見
て
弱
い
存
在
で
あ
っ
て
も
、
大
人
の
常
識
で
計
る
こ
と
の
で
き
な
い
力
を
子

ど
も
た
ち
に
与
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
、
弱
い
子
ど
も
た
ち
が
真
の
自
由
を
手
に

入
れ
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
い
う
未
明
の
願
望
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

ま
た
、
こ
の
時
期
の
未
明
が
描
く
〈
悪
い
こ
と
〉
を
し
な
い
〈
よ
い
子
〉
が
観
念
的
で
あ

る
と
い
う
批
判
も
よ
く
聞
か
れ
る
が
、
未
明
は
意
図
的
に
子
ど
も
の
大
人
よ
り
優
れ
て
い
る

部
分
だ
け
を
抽
出
し
て
描
い
た
と
言
っ
た
ほ
う
が
適
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
手

法
を
用
い
る
の
は
、
未
明
が
童
話
に
〈
子
ど
も
〉
を
通
じ
て
大
人
世
界
を
批
判
す
る
役
割
を

持
た
せ
て
い
る
た
め
と
理
解
で
き
る
。 

し
か
し
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
年
）
以
降
発
表
の
「
翼
の
破
れ
た
鳥
」
（
一
二
巻
三
号
、

一
九
二
四
年
三
月
）
に
出
て
く
る
太
郎
は
、
第
一
、
二
期
の
作
品
で
描
か
れ
た
子
ど
も
と
は

や
や
異
な
る
。
片
方
の
翼
を
傷
め
た
哀
れ
な
鳥
を
い
つ
ま
で
も
心
配
し
、
春
に
な
っ
て
再
び

姿
を
現
し
た
鳥
を
見
つ
け
て
、「
あ
、
あ
の
鳥
も
、
あ
ん
な
に
よ
く
な
つ
た
と
、
言
つ
て
、
手

を
叩
い
て
」
喜
ぶ
天
真
爛
漫
な
子
ど
も
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
自
然

が
描
か
れ
、
人
間
社
会
に
対
す
る
批
判
は
影
を
潜
め
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
十
四
年
（
一
九

二
五
年
）
発
表
の
「
青
い
釦
」（
十
四
巻
一
号
、
一
九
二
五
年
一
月
）
で
は
、
小
学
生
の
正
雄

と
転
校
生
と
の
友
情
と
と
も
に
、
正
雄
を
手
助
け
す
る
存
在
で
あ
る
汽
車
乗
り
、
金
魚
売
り
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と
い
っ
た
大
人
と
正
雄
と
の
温
か
い
交
流
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
子
ど
も
と
大
人
と

の
間
に
激
し
い
対
立
関
係
は
な
い
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
発
表
の
「
遠
方
の
母
」（
一

九
巻
六
号
、
一
九
二
七
年
一
二
月
）
に
出
て
く
る
正
ち
ゃ
ん
と
女
中
、
同
年
発
表
の
「
金
魚

売
」（
一
八
巻
六
号
、
一
九
二
七
年
六
月
）
に
登
場
す
る
少
年
と
お
爺
さ
ん
で
も
、
温
か
い
関

係
性
が
描
か
れ
て
お
り
、「
人
間
性
喪
失
の
世
」
は
こ
の
時
期
の
未
明
童
話
に
は
も
は
や
存
在

し
な
い
。 

そ
し
て
、
子
ど
も
は
も
は
や
〈
弱
い
〉
だ
け
の
存
在
と
し
て
作
品
に
登
場
す
る
こ
と
は
な

い
。
「
花
と
少
女
」
（
一
二
巻
五
号
、
一
九
二
四
年
五
月
）
に
登
場
す
る
、
薔
薇
を
青
年
に
あ

げ
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
さ
ち
子
、
「
風
の
寒
い
世
の
中
へ
」
（
一
四
巻
三
号
、
一
九
二

五
年
三
月
）
に
出
て
く
る
、
古
い
人
形
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
お
嬢
様
、「
そ
の
日
か
ら
正
直
に

な
っ
た
話
」（
一
九
巻
三
号
、
一
九
二
七
年
九
月
）
の
嘘
つ
き
少
年
な
ど
、
そ
れ
ま
で
悪
い
こ

と
を
し
な
い
と
言
わ
れ
た
未
明
童
話
の
子
ど
も
た
ち
は
一
転
、
多
様
な
姿
を
見
せ
始
め
た
。

特
に
「
汽
船
中
の
父
と
子
」（
一
三
巻
三
号
、
一
九
二
四
年
九
月
）
で
は
、
子
ど
も
が
父
親
に

宣
言
し
、
金
に
囚
わ
れ
た
父
親
に
、
子
ど
も
が
自
ら
決
別
を
告
げ
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
こ

こ
で
は
命
令
に
服
従
し
な
け
れ
ば
生
き
て
ゆ
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
状
況
に
抵
抗
し

よ
う
と
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
正
時
代
の
『
赤
い
鳥
』
に
お
い
て
〈
子
ど
も
の
死
〉

を
扱
っ
た
童
話
作
品
に
関
し
て
、
大
澤
千
恵
子
は
「
大
正
期
の
児
童
文
学
に
は
、
子
ど
も
の

死
を
主
題
と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
子
ど
も
の
弱
さ
や
無
垢
さ
は
、
生
の
は
か
な
さ
に
つ

な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
実
の
子
ど
も
の
死
と
は
乖
離
し
た
感
傷
的
な
死

で
あ
る
」
１
４

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
未
明
童
話
に
限
ら
ず
、
こ
の
時
代
の
一
般
的
な

童
話
に
お
い
て
「
感
傷
的
な
」、「
儚
く
脆
い
」
子
ど
も
像
と
い
う
の
は
寧
ろ
少
な
い
。 

と
は
い
え
、
童
話
を
離
れ
た
文
筆
活
動
で
の
未
明
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
七

月
発
表
の
「
子
ど
も
は
虐
待
に
黙
従
す
」
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
子
ど
も
の
弱
い
立
場
を

主
張
し
て
い
る
。 

 

多
く
の
子
供
は
、
親
達
に
対
し
て
、
大
人
に
対
し
て
、
対
抗
し
得
な
い
所
か
ら
、
言
ひ
換

へ
れ
ば
絶
対
に
弱
い
が
た
め
に
、
嘗
て
、
命
令
に
服
従
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
。（
中

略
）
こ
の
故
に
、
私
は
、
子
供
等
の
代
弁
者
と
な
り
、
た
め
に
抗
議
し
、
ま
た
そ
の
世
界
の

一
切
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
芸
術
の
必
要
を
感
ず
る
。
同
時
に
、
一
方
こ
の
時
代
の
少
年

の
慰
撫
す
る
芸
術
を
も
必
要
な
り
と
す
る
も
の
で
あ
る
１
５

。 

 

大
人
の
命
令
に
服
従
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
子
ど
も
観
と
、
作
品
で
描
か
れ
る
〈
強
い
〉
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子
ど
も
像
。
未
明
に
お
け
る
こ
う
し
た
「
ず
れ
」
は
、
こ
の
時
期
の
彼
の
作
品
自
体
に
も
現

れ
て
い
る
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
に
発
表
さ
れ
た
、
名
作
と
い
わ
れ
る
「
金
の
輪
」

と
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
年
）
一
月
発
行
の
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
町
の
天
使
」

（
一
六
巻
一
号
、
一
九
二
六
年
一
月
）
で
あ
る
。
「
町
の
天
使
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
未
明
研

究
で
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
は
内
容
に
関

し
て
類
似
点
が
多
い
が
、
結
末
に
お
い
て
「
金
の
輪
」
の
太
郎
は
死
を
迎
え
、
「
町
の
天
使
」

の
Ｓ
少
年
は
生
き
残
る
と
い
う
点
で
大
き
く
異
な
る
。
例
え
ば
、
未
明
の
子
ど
も
観
か
ら
彼

の
作
品
を
分
析
し
た
山
口
美
和
は
、
「
死
を
媒
介
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
少
年
の
世
界
は
、

大
人
に
理
解
不
能
で
、
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
世
界
で
あ
る
」１
６

と
主
張
し
て
い
る
が
、

こ
の
理
解
は
「
金
の
輪
」
に
は
当
て
嵌
ま
る
と
し
て
も
、
「
金
の
輪
」
と
「
町
の
天
使
」
の

子
ど
も
を
め
ぐ
る
結
末
の
違
い
ま
で
は
説
明
で
き
な
い
。
以
下
、
二
つ
の
作
品
の
違
い
の
含

意
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

三 

「
金
の
輪
」
と
「
町
の
天
使
」
の
接
点 

―
未
明
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
― 

① 

「
金
の
輪
」
の
評
価
と
そ
の
研
究
動
向 

 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
一
月
「
読
売
新
聞
」
初
出
の
「
金
の
輪
」
は
、
後
に
童
話
集

『
金
の
輪
』
（
大
正
八
年
十
二
月
）
、
改
造
社
の
『
少
年
文
学
集
』
（
昭
和
三
年
三
月
）
、

河
出
書
房
『
小
川
未
明
・
秋
田
雨
雀
』
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
）
な
ど
に
再
録
さ
れ
た
。
童

話
集
『
金
の
輪
』
が
発
表
さ
れ
た
当
時
す
で
に
秋
田
雨
雀
は
、
「
金
の
輪
」
は
未
明
の
セ
ン

チ
メ
ン
ト
と
気
品
と
が
一
番
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
作
品
と
述
べ
、
「
軽
い
明
る
い
神
秘
さ

を
持
っ
た
作
物
で
、
読
ん
で
み
て
こ
の
童
話
集
の
中
で
、
一
番
快
感
を
与
へ
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
」
１
７

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。 

「
金
の
輪
」
は
未
明
童
話
の
名
作
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
評
価
は
児
童
文

学
の
歴
史
と
と
も
に
変
化
し
続
け
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
、
「
未
明
伝
統
批
判
」
の
急
先

鋒
で
あ
っ
た
古
田
足
日
は
評
論
「
さ
よ
な
ら
未
明
」
の
中
で
、
「
『
金
の
輪
』
に
見
ら
れ
る

や
み
へ
の
恐
怖
と
い
う
よ
う
な
心
理
と
共
に
、
原
始
心
性
に
は
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
う
ず

ま
い
て
い
た
は
ず
だ
」
１
８

と
論
じ
、
後
世
に
こ
の
作
品
が
暗
く
、
子
ど
も
向
き
で
は
な
い
と

い
う
印
象
を
強
く
残
し
た
。
し
か
し
、
評
論
「
内
に
あ
る
伝
統
と
の
た
た
か
い
―
い
わ
ゆ
る

未
明
否
定
に
つ
い
て
―
」
１
９

の
中
で
、
古
田
が
「
自
分
は
単
純
な
未
明
否
定
者
で
は
な
い
」

と
強
く
主
張
し
て
い
る
点
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
評
論
に
お
い
て
古
田
は
「
金
の
輪
」
に

つ
い
て
、
「
死
と
い
う
『
永
遠
』
と
の
た
た
か
い
が
は
っ
き
り
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で

は
『
永
遠
』
は
『
輪
廻
』
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
」
２
０

と
指
摘
し
、
そ
の
主
題
を
「
原
始
心
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性
」
と
「
永
遠
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
な
ど
、
「
金
の
輪
」
研
究
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

ま
た
、
船
木
枳
郎
は
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
年
）
出
版
の
『
小
川
未
明
童
話
研
究
』
の

な
か
で
「
金
の
輪
」
を
、
「
病
弱
な
子
供
を
霊
魂
が
迎
え
に
来
る
こ
と
を
直
感
的
に
捉
え
て

い
る
詩
の
よ
う
な
短
か
い
作
品
で
あ
る
」
２
１

と
評
し
、
こ
れ
に
よ
り
「
金
の
輪
」
再
評
価
の

機
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
続
橋
達
雄
は
「
童
話
集
『
金
の
輪
』
の
一
考
察
」
２
２

の
中
で
、

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
八
月
に
発
表
さ
れ
た
初
期
の
未
明
作
品
「
森
」
と
「
金
の

輪
」
は
同
工
異
曲
で
あ
り
、
太
郎
の
死
に
は
「
倫
理
的
評
価
が
介
在
し
て
い
な
い
。
『
森
』

と
同
じ
よ
う
に
、
死
は
神
秘
的
な
美
し
さ
に
包
ま
れ
て
い
る
」
と
評
価
、
「
金
の
輪
」
研
究

で
初
め
て
「
森
」
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
た
。
未
明
が
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
長
男
へ
向
け
て

記
し
た
鎮
魂
歌
「
金
の
輪
」
に
、
新
た
な
研
究
意
義
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
れ

以
降
、
「
神
秘
的
」
「
鎮
魂
」
「
美
し
い
死
」
な
ど
は
、
「
金
の
輪
」
研
究
に
お
い
て
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。 

「
金
の
輪
」
研
究
は
文
学
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
育
学
の
分
野
で
も
府
川
源
一
郎
が

学
校
教
材
と
し
て
の
「
金
の
輪
」
を
研
究
し
、
小
学
校
三
年
生
ま
で
の
児
童
に
は
教
材
と
し

て
不
向
き
で
あ
る
が
、
小
学
校
六
年
生
か
ら
高
校
二
年
生
の
生
徒
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に

理
解
で
き
る
と
結
ん
で
い
る
２
３

。
ま
た
、
野
上
暁
は
、
「
『
金
の
輪
』
の
金
色
に
輝
く
輪
は
、

こ
の
よ
う
に
、
発
熱
し
た
子
ど
も
が
想
起
す
る
幻
影
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
が
、
未
明
自
身
の
幼

少
時
体
験
の
追
憶
を
も
と
に
形
象
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
未
明
が
、
幼
少
時

に
体
験
し
た
で
あ
ろ
う
、
発
熱
時
の
眩
惑
的
な
感
覚
を
見
逃
す
と
は
思
わ
れ
な
い
の
だ
」
２
４

と
し
て
、
「
金
の
輪
」
を
発
熱
に
伴
う
幻
覚
の
一
種
と
捉
え
て
い
る
。 

 ② 

「
不
思
議
な
少
年
た
ち
」─

死
後
の
世
界
へ
導
く
守
護
霊
― 

「
金
の
輪
」
の
結
末
部
で
、
太
郎
は
金
の
輪
を
ま
わ
す
不
思
議
な
少
年
に
出
会
っ
た
。 

 

い
っ
た
い
だ
れ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
か
な
た
の
往
来
を
走
っ
て
行
く
少
年
の
顔
を
な
が
め

ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
見
お
ぼ
え
の
な
い
少
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
知
ら
ぬ
少
年
は
、
そ

の
往
来
を
す
ぎ
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
太
郎
の
方
を
む
い
て
微
笑
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
知

っ
た
友
だ
ち
に
む
か
っ
て
す
る
よ
う
に
、
な
つ
か
し
げ
に
見
え
ま
し
た
２
５

。 

 

太
郎
に
と
っ
て
少
年
は
見
ず
知
ら
ず
の
存
在
で
あ
る
が
、
少
年
の
ほ
う
は
「
ち
ょ
う
ど
知

っ
た
友
だ
ち
」
の
よ
う
に
、
太
郎
に
向
っ
て
き
た
。
太
郎
は
微
笑
み
か
け
て
く
れ
た
そ
の
少

年
と
「
友
だ
ち
に
な
っ
て
、
自
分
は
少
年
か
ら
金
の
輪
を
一
つ
わ
け
て
も
ら
っ
て
、
往
来
の
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上
を
ふ
た
り
で
ど
こ
ま
で
も
走
っ
て
行
く
夢
」
を
見
た
あ
と
、
死
ん
で
し
ま
う
。 

太
郎
は
少
年
を
知
ら
な
い
が
少
年
は
太
郎
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
設
定
か
ら
、
太
郎
の
死

に
は
「
恐
怖
や
苦
痛
を
と
も
な
わ
な
い
、
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
輪
ま
わ
し
に
夢
中
に
な
っ
て

い
て
、
死
の
世
界
に
入
り
こ
む
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
と
作
者
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
」
２
６

と
分
析
し
、
「
不
思
議
な
少
年
」
を
、
太
郎
の
死
に
至
る
苦
痛
を
緩
和
す
る
た
め

の
存
在
と
し
て
理
解
す
る
論
者
も
い
る
。 

一
方
、
「
町
の
天
使
」
で
は
Ｓ
少
年
は
三
人
の
少
年
に
出
会
っ
て
い
る
が
、
赤
い
帽
子
を

か
ぶ
っ
た
年
ち
ゃ
ん
と
正
ち
ゃ
ん
は
死
ん
だ
は
ず
の
友
達
で
あ
り
、
Ｓ
少
年
は
彼
ら
を
知
っ

て
い
る
。 

 

赤
い
帽
子
を
か
ぶ
つ
た
二
人
と
、
黒
い
帽
子
を
か
ぶ
つ
た
一
人
の
子
供
が
三
人
で
面
白
さ

う
に
遊
ん
で
ゐ
て
、
自
分
を
手
招
き
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
「
誰
だ
い
？
」
と
、
少
年
は
呼

び
か
け
て
、
そ
の
三
人
を
ぢ
つ
と
見
守
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
一
人
は
年
ち
ゃ
ん
で
、
一
人

は
正
ち
ゃ
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
黒
い
帽
子
を
か
ぶ
つ
て
ゐ
る
子
供
は
全
く
知
ら
な
い
子
供
の

や
う
に
思
は
れ
ま
し
た
２
７

。 

 

山
口
美
和
は
「
町
の
天
使
」
に
注
目
し
な
が
ら
「
未
明
は
、
大
人
の
理
解
を
超
え
た
神
秘

的
な
存
在
と
し
て
『
子
ど
も
』
を
描
い
た
。
物
語
に
登
場
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、
儚
く
脆
く
、

し
ば
し
ば
死
の
世
界
と
親
和
的
で
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
独
特
の
子
ど
も
観
の
影
響
に
よ

る
も
の
だ
」
２
８

と
、
未
明
童
話
に
お
け
る
子
ど
も
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
未
明
の
作
品
に
登
場
す
る
子
ど
も
に
彼
の
子
ど
も
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
そ
れ
は
「
町
の
天
使
」
も
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
は
「
町
の
天
使
」
の

子
ど
も
、
特
に
Ｓ
少
年
に
つ
い
て
は
未
明
の
こ
ど
も
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

具
体
的
な
モ
デ
ル
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
。
未
明
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
年
）
一
月

五
日
の
日
記
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 

風
は
身
を
切
る
や
う
に
寒
い
。
し
か
し
空
は
青
く
晴
れ
て
ゐ
た
。
二
七
に
当
る
の
で
妻
と

共
に
西
岸
寺
の
哲
文
の
墓
に
詣
づ
。
途
中
、
近
所
の
子
供
等
が
こ
の
寒
風
に
吹
か
れ
な
が
ら

遊
ん
で
ゐ
る
の
を
見
て
羨
み
、
ま
た
亡
児
の
こ
と
を
思
ふ
。
（
中
略
）
霊
魂
は
何
処
へ
行
く

だ
ろ
う
と
思
つ
た
。
死
ん
だ
な
ら
ば
、
二
た
び
会
へ
る
だ
ら
う
か
と
思
つ
た
。
直
ぐ
近
く
に

相
馬
君
の
子
供
の
墓
が
あ
る
。
私
は
其
の
墓
に
も
詣
で
た
。
地
下
で
二
人
は
遊
ぶ
で
あ
ら
う

か
２
９

。 
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 「

金
の
輪
」
の
太
郎
と
、
未
明
の
亡
く
な
っ
た
長
男
哲
文
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。
こ
こ
で
は
日
記
に
書
か

れ
た
「
相
馬
君
」
に
言
及
し
た
い
。
こ
の
「
相
馬
君
」
と
は
、
未
明
と
同
じ
新
潟
県
出
身
の

相
馬
御
風
の
こ
と
で
あ
る
。
中
頸
城
尋
常
中
学
校
時
代
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
二
人
は
、
の
ち

に
坪
田
逍
遥
と
島
村
抱
月
に
認
め
ら
れ
、
と
も
に
早
稲
田
文
学
社
の
編
集
者
と
な
り
、
文
学

者
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。 

相
馬
は
最
初
の
子
を
失
く
し
て
お
り
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
「
数
年
前
の
五
月
、
私
は
私

の
初
め
て
の
男
の
児
を
亡
く
し
た
。
こ
の
児
の
看
護
を
し
て
居
た
間
の
こ
と
で
あ
る
。
私
が

自
分
の
半
生
に
於
い
て
最
も
貴
い
と
自
ら
思
ふ
ほ
ど
の
或
る
味
の
深
い
経
験
を
得
た
の

は
．
．.

」
３
０

な
ど
と
、
幾
度
も
書
き
記
し
て
い
る
。
「
Ｓ
ち
ゃ
ん
、
遊
ぼ
う
！
」
と
、
Ｓ
少

年
を
呼
ん
だ
赤
い
帽
子
の
正
ち
ゃ
ん
と
年
ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
「
相
馬
君
の
子
供
」
か
ら
造
形

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
地
下
で
二
人
は
遊
ぶ
で
あ
ら
う
か
」
と
い
う
描
写
に
は
、

同
じ
親
と
し
て
未
明
が
抱
い
た
切
な
さ
や
悲
し
み
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 さ

ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
友
だ
ち
の
正
ち
ゃ
ん
と
年
ち
ゃ
ん
以
外
に
「
黒
い
帽
子
を
か

ぶ
つ
て
ゐ
る
」
、
「
全
く
知
ら
な
い
子
供
」
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
「
町
の
天
使
」
に
お
け

る
こ
の
「
全
く
知
ら
な
い
子
供
」
を
、
「
金
の
輪
」
に
出
て
く
る
「
ま
っ
た
く
見
お
ぼ
え
の

な
い
少
年
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
、
二
人
を
死
期
が
せ
ま
っ
た
子
ど
も
を
迎
え
に
き
た
〈
友

人
〉
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
は
こ
こ
で
、
作
品
に
お
け
る
こ

の
二
人
の
位
置
づ
け
を
よ
り
適
切
に
理
解
す
る
た
め
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
（
心
霊
主
義
）

思
想
を
そ
の
た
め
の
補
助
線
と
し
て
引
い
て
み
た
い
。 

未
明
の
師
匠
で
あ
る
小
泉
八
雲
は
、「
先
天
的
に
霊
媒
の
素
質
を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、

幼
年
時
代
か
ら
幽
霊
を
目
撃
し
て
お
り
、
し
か
も
、
守
護
霊
ま
で
も
認
め
て
い
た
」
３
１

と
い

う
。
さ
ら
に
、
未
明
と
同
じ
く
小
泉
八
雲
の
薫
陶
を
う
け
た
英
文
学
者
の
浅
野
和
三
郎
３
２

は
、

の
ち
に
日
本
の
心
霊
主
義
運
動
の
父
と
呼
ば
れ
、
心
霊
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
人
で
あ
る
３
３

。

浅
野
に
よ
る
と
、
「
本
人
の
祈
願
そ
の
他
は
本
人
の
自
覚
と
否
と
に
係
ら
ず
、
常
に
そ
の
守

護
霊
を
経
て
霊
界
に
通
ず
る
。
守
護
霊
を
ヌ
キ
に
し
て
高
級
の
神
霊
が
直
接
人
間
に
感
応
す

る
事
は
絶
無
と
言
っ
て
良
い
」３
４

ら
し
く
、
守
護
霊
は
本
人
と
異
世
界
を
繋
ぐ
存
在
で
あ
る
。 

一
方
、
未
明
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
の
接
点
を
窺
わ
せ
る
記
述
と
し
て
、
未
明
自
身

が
「
霊
魂
は
何
処
へ
行
く
だ
ろ
う
と
」
３
５

亡
児
の
霊
を
探
し
歩
い
た
こ
と
が
、
日
記
に
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
家
、
楠
山
正
雄
は
、
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
『
天
使
』
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と
い
ふ
短
い
童
話
で
は
、
地
上
の
貧
し
い
裏
町
で
死
ん
だ
子
供
の
霊
魂
を
、
塵
埃
の
中
か
ら

小
さ
い
天
使
が
拾
ひ
上
げ
て
天
国
へ
連
れ
て
行
く
話
し
が
書
い
て
あ
る
。
未
明
氏
は
何
百
年

来
因
習
の
塵
の
中
で
行
き
ど
こ
ろ
な
く
迷
っ
て
ゐ
た
日
本
の
子
供
の
魂
を
、
意
識
し
て
拾
ひ

上
げ
て
育
て
た
最
初
の
人
だ
」
３
６

と
記
述
し
て
い
る
。 

未
明
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
理
解
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
童
話

を
創
作
す
る
際
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
守
護
霊
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
可
能
性
は
あ

る
。
「
金
の
輪
」
と
「
町
の
天
使
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
赤
い
帽
子
の
正
ち
ゃ
ん
と
年
ち
ゃ

ん
は
死
者
を
迎
え
に
来
た
友
人
で
あ
り
、
黒
い
帽
子
の
知
ら
な
い
子
ど
も
と
、
金
の
輪
を
回

す
不
思
議
な
少
年
は
守
護
霊
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
主
人
公
の
少
年
た
ち
は

不
思
議
な
少
年
を
知
ら
な
い
が
、
不
思
議
な
少
年
は
彼
ら
を
知
っ
て
お
り
、
異
世
界
へ
と
誘

っ
た
。
ま
た
、
そ
の
少
年
だ
け
が
、
正
ち
ゃ
ん
や
年
ち
ゃ
ん
と
違
う
色
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て

い
た
理
由
も
説
明
が
つ
く
。 

し
か
し
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
守
護
霊
は
い
っ
た
ん
各
人
の
後
背
に
付
く
と
、
例
外

な
し
に
一
生
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
が
、
未
明
童
話
に
お
け
る

「
守
護
霊
」
の
役
割
は
、
瀕
死
の
子
ど
も
を
死
後
の
世
界
へ
導
く
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
ま

た
、
太
郎
は
守
護
霊
に
誘
わ
れ
死
後
の
世
界
へ
行
っ
た
が
、
Ｓ
少
年
の
場
合
は
守
護
霊
で
は

な
く
天
使
に
導
か
れ
て
い
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
違
い
の
含
意
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

四 

「
町
の
天
使
」
に
お
け
る
親
子
の
位
置
づ
け
と
〈
死
〉
と
の
関
係 

 

① 

天
使─

〈
生
〉
の
象
徴
と
し
て
― 

「
町
の
天
使
」
と
「
金
の
輪
」
の
大
き
な
違
い
は
何
か
。
そ
れ
は
天
使
の
存
在
の
有
無
に
あ

る
。
「
町
の
天
使
」
で
天
使
は
Ｓ
少
年
を
異
世
界
へ
連
れ
去
る
と
と
も
に
現
実
世
界
に
戻
す

と
い
う
重
大
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
「
金
の
輪
」
に
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
。
と
こ
ろ

で
、
未
明
童
話
に
お
い
て
天
使
と
い
う
語
は
、
す
で
に
『
御
伽
噺
集 

赤
い
船
』
に
収
録
さ

れ
た
「
天
使
の
御
殿
」
か
ら
出
て
く
る
。
と
は
い
え
、
「
天
使
」
と
い
う
字
に
は
「
て
ん
に

ん
」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
白
い
百
合
と
赤
い
薔
薇
」
に
登
場
す

る
「
天
女
（
て
ん
に
ん
）
」
と
同
義
で
あ
っ
た
。
「
天
使
」
に
「
て
ん
し
」
と
ル
ビ
が
振
ら

れ
た
最
初
の
作
品
は
、
「
飴
チ
ョ
コ
天
使
」
で
あ
る
。
飴
チ
ョ
コ
の
箱
に
描
か
れ
た
飾
り
絵

の
天
使
は
、
「
た
だ
、
こ
の
地
上
に
い
る
間
は
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
と
、
悲
し
い
こ
と
と
が

あ
る
ば
か
り
で
、
し
ま
い
に
は
、
魂
は
、
み
ん
な
青
い
空
へ
と
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
り
ま
し
た
」
３
７

と
描
写
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
飴
チ
ョ
コ
が
食
べ
ら
れ
て
役
目
を
終
え
た

と
き
、
そ
の
魂
は
青
い
空
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。
地
上
に
い
る
天
使
が
い
つ
か
元
の
世
界
に
戻
る
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と
い
う
世
界
観
は
、
「
町
の
天
使
」
と
共
通
し
て
い
る
。 

ま
た
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
年
）
発
表
の
「
い
い
お
じ
い
さ
ん
の
話
」
は
、
「
町
の
天

使
」
と
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
天
使
像
に
は
、
更
な
る
共
通
項
が
見

い
だ
せ
る
。
「
町
の
天
使
」
の
「
外
の
看
板
の
上
に
は
、
翼
を
広
げ
た
可
愛
ら
し
い
天
使
が

止
ま
つ
て
、
そ
の
下
を
通
る
人
々
を
眺
め
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
３
８

、「
少
年
は
、
天
使
の

白
い
背
中
に
し
つ
か
り
と
抱
き
つ
き
ま
し
た
」
３
９

と
い
う
描
写
と
、
「
い
い
お
じ
い
さ
ん
の

話
」
の
「
美
し
い
翼
の
あ
る
天
使
が
、
貧
し
げ
な
家
の
前
に
立
っ
て
、
心
配
そ
う
な
顔
つ
き

を
し
て
、
し
き
り
と
内
の
よ
う
す
を
し
ろ
う
と
し
た
」
４
０

、
「
い
つ
し
か
、
白
い
天
使
の
姿

は
、
ど
こ
か
へ
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
」
４
１

と
い
う
描
写
か
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
典
型
的
な

「
翼
の
あ
る
」
「
白
い
」
天
使
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
「
い
い
お
じ
い
さ
ん
の
話
」

で
、
人
間
の
お
爺
さ
ん
に
対
し
、「
こ
の
家
へ
天
か
ら
子
供
を
一
人
よ
こ
そ
う
と
思
う
の
で
す

が
、
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
」
と
伝
え
、「
子
ど
も
の
誕
生
」
を
予
告
し
た
「
天
使
」
は
、
神
の

告
知
を
も
た
ら
す
天
使
で
あ
り
な
が
ら
、
人
間
を
守
護
す
る
天
使
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、「
町
の
天
使
」
の
天
使
の
役
目
は
ど
う
理
解
で
き
る
か
。 

Ｓ
少
年
の
病
気
が
一
層
重
く
な
っ
た
時
、
天
使
は
少
年
の
前
に
真
の
姿
を
現
し
、
少
年
の

頼
み
に
応
じ
て
、
彼
が
憧
れ
る
天
国
へ
と
旅
立
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
心
変
わ
り
し
た
少

年
の
願
い
に
応
え
て
、
彼
を
再
び
家
へ
連
れ
帰
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
往
路
と
復
路
の
描
写

に
注
目
し
た
い
。
天
国
へ
の
往
路
で
は
、
長
旅
の
風
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。「
少
年
は
、
天

使
の
白
い
背
中
に
し
つ
か
り
と
抱
き
つ
き
ま
し
た
。
い
つ
し
か
青
い
空
と
白
い
雲
の
間
を
縫

ふ
や
う
に
し
て
、
飛
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
眼
の
下
に
は
、
海
が
、
悲
壮
な
歌
を
う
た

つ
て
、
は
て
し
も
な
く
、
う
ね
り
う
ね
り
つ
づ
い
て
ゐ
ま
し
た
。
風
は
、
吹
い
て
、
吹
い
て

ゐ
ま
し
た
。
少
年
を
乗
せ
た
天
使
は
、
北
へ
、
北
へ
と
旅
を
つ
づ
け
た
の
で
あ
り
ま
す
」
４
２

。

こ
れ
に
対
し
、
復
路
は
同
じ
道
の
り
を
戻
っ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
簡
潔
に
描
写
さ
れ
て
い

る
。
「
美
し
い
翼
を
持
つ
た
天
使
は
、
た
そ
が
れ
方
の
空
を
矢
の
や
う
に
、
速
か
に
飛
ん
で
、

ふ
た
た
び
な
つ
か
し
い
、
わ
が
家
の
見
え
る
野
原
の
方
へ
と
飛
ん
で
来
ま
し
た
」
４
３

。 

つ
ま
り
、
往
路
と
復
路
で
流
れ
る
時
間
の
速
さ
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
国

へ
「
僕
を
つ
れ
て
行
つ
て
く
れ
な
い
か
？
」
と
い
う
少
年
の
頼
み
に
対
し
、
天
使
は
「
し
ば

ら
く
考
へ
て
ゐ
ま
し
た
」
と
躊
躇
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
が
、「
あ
ん
ま
り
遅
く
な
る
と
、
み

ん
な
が
心
配
す
る
か
ら
、
も
う
帰
り
た
い
」
と
帰
宅
を
せ
が
ま
れ
た
と
き
は
、
一
転
し
て
、

ま
る
で
一
刻
も
早
く
少
年
を
家
に
帰
し
た
い
か
の
如
く
、「
矢
の
や
う
に
、
速
か
に
飛
ん
」
で

戻
る
の
で
あ
る
。
往
復
の
旅
の
時
間
の
ず
れ
は
、
天
使
の
意
識
の
違
い
か
ら
生
じ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
天
使
」
は
少
年
を
「
死
後
の
天
国
に
連
れ
て
行
く
」
よ
り
、
「
な
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つ
か
し
い
、
わ
が
家
」
に
帰
し
た
い
と
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。 

 

「
い
い
お
じ
い
さ
ん
の
話
」
の
天
使
は
、「
生
ま
れ
な
い
前
ま
で
神
の
力
で
、
ど
う
に
も
す

る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
ひ
と
た
び
、
世
の
中
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
神
の
力

の
と
ど
く
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
に
す
べ
て
を
悟
る
力
を
神
は
与
え
た
は
ず
け
れ
ど
、

そ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
え
ば
ま
た
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
す
．．
．
．．
．」
４
４

と
、
お

爺
さ
ん
に
語
り
、
人
間
は
神
に
与
え
ら
れ
た
悟
る
力
で
、
正
し
く
、
悔
い
の
な
い
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
と
教
え
導
い
て
い
る
。「
町
の
天
使
」
の
Ｓ
少
年
は
、
天
使
と
の
旅
を
通
し

て
、
自
ら
わ
が
家
に
戻
り
た
い
と
悟
っ
た
。
一
人
ひ
と
り
の
人
間
に
寄
り
添
い
、
危
険
か
ら

身
を
守
り
、
道
を
誤
ら
せ
な
い
よ
う
に
導
く
天
使
が
守
護
天
使
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
町
の
天
使
」
に
描
か
れ
た
天
使
も
ま
た
、
Ｓ
少
年
を
護
り
、
彼
を
生
の
世
界
に
帰
し
た
と

い
う
意
味
で
「
守
護
者
」
で
あ
る
。「
金
の
輪
」、「
町
の
天
使
」
に
登
場
す
る
「
不
思
議
な
少

年
」
が
、
子
ど
も
の
魂
を
死
の
世
界
へ
導
く
〈
死
〉
の
象
徴
で
あ
る
の
に
対
し
、「
町
の
天
使
」

に
描
か
れ
た
「
天
使
」
は
、
子
ど
も
の
魂
を
生
の
世
界
で
独
立
さ
せ
る
た
め
の
〈
生
〉
の
象

徴
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
完
全
な
独
立
を
手
に
入
れ
た
と
き
、
天
使
は
役
目
を
終

え
、
彼
ら
の
前
か
ら
永
遠
に
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。 

 

② 

〈
母
〉
の
両
義
性 

─

〈
親
〉
と
し
て
、
〈
大
人
〉
と
し
て
― 

「
金
の
輪
」
の
病
気
に
な
っ
た
太
郎
と
「
町
の
天
使
」
の
Ｓ
少
年
は
、
遊
ん
で
く
れ
る
友

だ
ち
が
誰
も
お
ら
ず
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
と
き
、
「
不
思
議
な
少
年
」

に
出
会
っ
た
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
も
少
年
と
の
の
出
会
い
を
母
親
に
伝
え
る
の
で
あ
る
が
、

母
親
は
信
じ
て
く
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
両
作
品
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
「
金
の

輪
」
で
〈
母
〉
が
登
場
す
る
場
面
は
二
ヵ
所
あ
る
。
一
つ
は
、
「
日
の
あ
た
っ
て
い
る
と
き

に
は
、
外
へ
出
て
も
さ
し
つ
か
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
晩
が
た
に
な
る
と
早
く
家
へ
は
い
る

よ
う
に
、
お
か
あ
さ
ん
か
ら
い
い
き
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
」
４
５

と
い
う
場
面
で
あ
り
、
母
親

は
太
郎
の
活
動
時
間
を
制
限
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
太
郎
は

母
親
に
む
か
っ
て
、
二
日
も
お
な
じ
時
刻
に
、
金
の
輪
を
ま
わ
し
て
走
っ
て
い
る
少
年
の
こ

と
を
語
り
ま
し
た
。
母
親
は
信
じ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
場
面
で
あ
り
、
太
郎
は
母
親
に

信
じ
て
も
ら
え
な
い
。 

母
親
が
太
郎
の
〈
活
動
時
間
〉
を
制
限
す
る
の
は
、
「
三
月
の
末
で
、
朝
と
晩
に
は
寒
い

こ
と
が
」
太
郎
の
病
気
に
望
ま
し
く
な
い
た
め
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
裏
に
は
、
太
郎
を
不
思

議
な
少
年
か
ら
隔
離
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
〈
母
〉
と
「
不
思
議
な
少
年
」
と
の
間
で

板
挟
み
と
な
り
、
心
に
葛
藤
が
生
じ
た
太
郎
は
、
母
が
隔
離
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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最
終
的
に
「
不
思
議
な
少
年
」
を
選
ぶ
。 

「
金
の
輪
」
に
お
け
る
〈
母
〉
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
論
調
は
、
母
親
の
保
護
を
必
要
と
す
る
不
安
定
な
存
在
で
あ

る
太
郎
と
母
の
結
び
つ
き
は
、
最
初
に
母
の
不
信
感
を
表
し
た
と
き
に
一
度
崩
れ
た
と
い
う

捉
え
方
で
あ
る
４
６

。
ま
た
、
太
郎
が
不
思
議
な
少
年
に
魅
か
れ
て
「
赤
い
夕
や
け
空
の
中
に

は
い
っ
て
し
ま
っ
た
夢
」
は
母
親
と
の
約
束
を
破
り
た
い
願
望
を
意
味
し
、
太
郎
を
信
じ
よ

う
と
し
な
か
っ
た
母
親
は
子
ど
も
の
側
か
ら
そ
の
結
び
つ
き
を
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
と
、
中

西
一
弘
と
畠
山
兆
子
は
指
摘
し
て
い
る
４
７

。 

一
方
、
「
町
の
天
使
」
に
〈
母
〉
が
登
場
す
る
場
面
は
三
ヵ
所
あ
る
。
は
じ
め
は
「
さ
び

し
い
林
の
中
で
は
あ
つ
た
け
れ
ど
、
そ
こ
に
は
言
ひ
知
れ
ぬ
面
白
い
こ
と
や
、
楽
し
い
こ
と

が
あ
る
」
と
「
窓
」
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
る
Ｓ
少
年
に
対
し
て
、
「
戸
を
開
け
て
、
寒
い
風

に
当
つ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
」
４
８

と
、
彼
の
〈
活
動
空
間
〉
を
制
限
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ

の
言
葉
に
よ
っ
て
〈
母
〉
は
、
Ｓ
少
年
を
「
窓
」
の
外
の
空
間
か
ら
隔
離
す
る
。
こ
こ
で
特

に
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
〈
母
〉
像
の
な
か
に
、
子
ど
も
が
寒
い
風
に
当
た
ら
な
い

よ
う
配
慮
す
る
親
心
と
、
子
ど
も
の
外
に
対
す
る
好
奇
心
を
捉
え
ら
れ
な
い
大
人
の
心
が
、

両
方
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
母
心
と
大
人
の
心
は
、
と
き
に
矛
盾
し
、
と
き
に

調
和
し
な
が
ら
、
「
町
の
天
使
」
の
母
像
に
一
貫
し
て
投
影
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
〈
母
〉
が
登
場
す
る
の
は
、
Ｓ
少
年
が
母
親
に
「
不
思
議
な
少
年
」
に
出
会
っ
た
こ

と
を
伝
え
る
場
面
で
あ
る
。
「
金
の
輪
」
の
同
場
面
で
は
、
「
太
郎
は
母
親
に
む
か
っ
て
、

二
日
も
お
な
じ
時
刻
に
、
金
の
輪
を
ま
わ
し
て
走
っ
て
い
る
少
年
の
こ
と
を
語
り
ま
し
た
。

母
親
は
信
じ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
母
親
の
反
応
が
簡
潔
に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「
町
の
天
使
」
で
は
母
親
の
反
応
が
よ
り
豊
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
「
青
い
顔
を
し
て
、
眼

を
大
き
く
見
張
つ
て
、
少
年
を
睨
み
」
、
「
な
ん
で
、
お
前
は
ね
て
ゐ
な
い
の
で
す
」
と
「
走

つ
て
き
て
」
、
Ｓ
少
年
の
〈
活
動
空
間
〉
を
制
限
し
よ
う
と
、
一
貫
し
た
〈
母
心
〉
を
発
揮

す
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
「
な
ん
で
、
年
ち
ゃ
ん
や
、
正
ち
ゃ
ん
が
お
前
を
呼
び
に
来
る
こ

と
が
あ
る
も
の
か
。
お
前
は
、
夢
を
見
た
ん
だ
よ
」
と
、
子
ど
も
の
話
を
頭
か
ら
否
定
し
て

い
る
。
死
ん
で
し
ま
っ
た
友
達
が
自
分
を
誘
い
に
来
て
く
れ
た
こ
と
を
単
純
に
喜
ぶ
子
ど
も

と
違
い
、
子
ど
も
が
有
す
る
神
秘
的
な
世
界
に
恐
怖
感
を
抱
く
母
親
は
、
そ
の
存
在
を
頭
ご

な
し
に
否
定
し
よ
う
と
し
た
。 

こ
こ
ま
で
は
「
町
の
天
使
」
の
母
親
も
「
金
の
輪
」
の
母
親
同
様
、
〈
子
ど
も
の
世
界
〉

を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
、
交
流
不
能
な
〈
大
人
〉
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
先
の
展
開
に
は
多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
「
ぢ
や
、
私
が
見
て
み
よ
う
。
そ
し
て
、
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も
し
ゐ
た
ら
、
叱
っ
て
や
ら
う
！
」
と
、
Ｓ
少
年
の
母
親
は
窓
を
開
け
て
外
を
眺
め
る
の
で

あ
る
。
「
金
の
輪
」
に
お
け
る
母
親
は
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
決
し
て
取
ら
な
か
っ
た
。
「
不

思
議
な
少
年
」
の
存
在
を
認
め
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
Ｓ
少
年
の
母
親
は
子
ど
も
と
の

交
流
を
不
信
で
断
絶
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
前
で
「
不
思
議
な
少
年
」
の
存
在
を
確

認
す
る
行
動
を
と
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
、
「
金
の
輪
」
の
母
が
「
不
思
議
な
少
年
」
の
存
在
を
す
ぐ
さ
ま
否
定
し
た
の

と
比
較
す
る
と
、
「
町
の
天
使
」
の
母
の
心
理
描
写
に
は
、
い
く
ら
か
曖
昧
さ
が
含
ま
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
わ
が
子
の
前
に
死
ん
だ
は
ず
の
友
だ
ち
が
姿
を
現
し
た
と
い
う
話
を
聞
い

た
と
き
、
母
親
に
は
恐
怖
心
が
生
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
子
ど
も
の
意
志
の
混
乱
を
知
っ
た

母
親
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
不
思
議
な
少
年
」
の
存
在
自
体
に
よ
っ
て
煽
ら
れ

た
理
解
で
き
な
い
世
界
に
対
す
る
不
安
か
ら
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。 

さ
ら
に
「
窓
か
ら
、
あ
ち
ら
を
見
ま
し
た
。
『
誰
も
ゐ
な
い
ぢ
や
な
い
か
。
お
前
は
夢
を

見
た
の
だ
よ
。
』
と
、
言
つ
て
、
母
親
は
、
寒
い
の
で
、
障
子
を
び
し
り
と
閉
め
て
し
ま
ひ

ま
し
た
」
と
い
う
描
写
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
場
面
で
の
「
外
に
誰
も
い
な
い
」
と

い
う
の
は
、
事
象
の
説
明
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
誰
も
ゐ
な
い
ぢ
や
な

い
か
。
お
前
は
夢
を
見
た
の
だ
よ
」
と
い
う
母
親
の
言
葉
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き

母
親
が
目
に
し
て
い
た
事
象
に
つ
い
て
は
、
二
通
り
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
言
葉
ど
お
り
、

外
に
誰
も
い
な
い
と
い
う
事
象
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
本
当
に
寒
い
と
い
う
理
由
で
障
子
が

閉
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
、
外
に
「
不
思
議
な
少
年
」
が
い
た
と
い
う
事
象
で

あ
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
子
ど
も
を
安
心
さ
せ
る
た
め
、
目
撃
し
た
事
象
と
真
逆
の
セ
リ
フ

を
言
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
障
子
を
び
し
り
と
閉
め
」
た
理

由
も
、
実
際
に
「
寒
い
」
た
め
で
は
な
く
、
我
が
子
を
「
不
思
議
な
少
年
」
か
ら
隔
離
す
る

た
め
と
な
る
。 

そ
し
て
、
「
町
の
天
使
」
に
お
い
て
〈
母
〉
が
最
後
に
登
場
す
る
の
は
、
死
の
淵
か
ら
生

還
し
た
Ｓ
少
年
が
目
覚
め
る
場
面
で
あ
る
。
「
ほ
つ
と
し
て
少
年
は
、
眼
を
開
き
ま
し
た
。

す
る
と
、
自
分
の
枕
元
に
は
、
心
配
さ
う
な
顔
つ
き
を
し
た
医
者
と
、
青
い
顔
を
し
た
お
母

さ
ん
と
、
妹
と
、
お
父
さ
ん
た
ち
が
坐
っ
て
、
自
分
の
顔
を
見
つ
め
て
ゐ
た
の
で
し
た
」
４
９

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
母
親
の
表
情
に
注
目
し
た
い
。
医
者
と
同
様
に
心
配
そ
う
な
顔
つ
き

を
し
て
い
る
の
で
も
な
く
、
妹
や
お
父
さ
ん
の
よ
う
に
た
だ
坐
っ
て
少
年
の
顔
を
見
つ
め
る

の
で
も
な
く
、
再
び
「
青
い
顔
」
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
に
「
青
い
顔
」
を
し
て
い
た

の
が
「
不
思
議
な
少
年
」
の
話
を
聞
い
て
い
た
と
き
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
と

き
母
親
は
Ｓ
少
年
の
〈
不
思
議
な
異
世
界
〉
へ
の
旅
立
ち
を
感
じ
と
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
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な
く
も
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、
「
町
の
天
使
」
「
金
の
輪
」
以
外
の
作
品
で
も
、
「
牛
女
」
や
「
赤
い
蝋
燭

と
人
魚
」
な
ど
、
未
明
童
話
全
般
に
お
い
て
母
子
関
係
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
早
く

か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
「
牛
女
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
古
田
足
日
、
上
笙
一
郎
、
浜

野
卓
也
の
三
氏
が
論
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。「
エ
ゴ
イ
ス
チ
ッ
ク
な
母
親
の
復
讐
の
物
語
」

５
０

、
「
母
親
の
わ
が
子
に
寄
せ
る
限
り
な
い
愛
情
と
そ
の
変
質
と
し
て
の
復
讐
の
情
念
と
が

ふ
た
つ
な
が
ら
混
在
し
て
い
る
」
５
１

、
「
復
讐
で
は
な
く
、
調
和
へ
の
悲
願
」
５
２

と
分
か
れ

た
三
者
の
見
解
は
、
い
ず
れ
も
未
明
童
話
に
お
け
る
「
母
像
」
研
究
の
重
要
な
基
礎
と
な
っ

て
い
る
。 

母
が
子
ど
も
を
心
配
し
、
愛
す
る
〈
母
心
〉
は
、
ど
の
作
品
の
母
親
に
も
共
通
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
〈
不
思
議
な
異
世
界
〉
に
対
す
る
許
容
度
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
許
容
度
が
ほ

と
ん
ど
な
い
に
等
し
い
「
金
の
輪
」
の
太
郎
の
母
親
と
異
な
り
、
「
牛
女
」
「
赤
い
蝋
燭
と

人
魚
」
に
登
場
す
る
母
親
、
牛
女
と
人
魚
は
、
む
し
ろ
〈
母
心
〉
を
持
っ
て
い
る
〈
不
思
議

な
異
世
界
〉
の
住
人
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
母
親
と
は
〈
不
思
議
な
異
世
界
〉
を
受
け

入
れ
る
〈
子
ど
も
〉
と
、
そ
れ
を
全
く
理
解
で
き
な
い
〈
大
人
〉
と
の
間
で
、
と
き
に
〈
子

ど
も
〉
側
に
、
と
き
に
〈
大
人
〉
側
に
立
つ
両
義
的
な
存
在
で
あ
る
。
「
町
の
天
使
」
の
Ｓ

少
年
の
母
親
が
「
不
思
議
な
少
年
の
存
在
」
を
信
じ
な
い
と
断
言
で
き
ず
、
曖
昧
さ
を
残
す

の
も
、
ま
さ
し
く
そ
の
両
義
性
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
こ
の
曖
昧
さ
、
両
義
性
が
母
子
の
交
流
の
持
続
と
作
品
の
結
末
に
与
え
た
影
響

を
、
決
し
て
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
母
と
子
の
関
係
を
、
未
明
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。 

 

神
を
信
ず
る
よ
り
も
母
を
信
ず
る
方
が
子
供
に
取
っ
て
は
深
く
、
且
つ
強
い
の
で
あ
る
。

実
に
母
と
子
の
関
係
は
奇
蹟
と
云
っ
て
も
可
い
程
に
尊
い
感
じ
の
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た

強
い
熱
意
の
あ
る
信
仰
で
あ
る
。
そ
し
て
、
母
と
子
の
愛
は
、
男
と
女
の
愛
よ
り
も
更
に
尊

く
、
自
然
で
あ
り
、
別
の
意
味
に
於
て
光
輝
の
あ
る
も
の
の
よ
う
に
感
ず
る
５
３

。 

 

「
金
の
輪
」
の
よ
う
に
、
〈
母
心
〉
と
〈
大
人
〉
側
の
世
界
だ
け
し
か
持
ち
合
わ
せ
な
い

母
親
の
場
合
、
そ
の
親
子
関
係
は
早
晩
断
絶
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
「
町
の
天
使
」
の
よ

う
に
、
〈
母
心
〉
と
、
不
思
議
な
異
世
界
へ
の
理
解
を
、
曖
昧
さ
を
含
み
な
が
ら
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
母
親
の
場
合
、
最
終
的
な
親
子
関
係
の
断
絶
を
免
れ
て
い
る
。
死
の
床
か
ら
目
覚

め
た
「
少
年
の
病
気
は
、
い
い
方
へ
向
ひ
ま
し
た
。
医
者
は
、
眉
を
開
い
て
笑
ひ
ま
し
た
。
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母
親
の
顔
に
も
は
な
や
か
な
笑
ひ
が
浮
び
ま
し
た
」
５
４

と
い
う
描
写
は
、
〈
母
〉
と
Ｓ
少
年

の
関
係
が
持
続
し
、
そ
の
結
果
〈
奇
跡
〉
を
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
を
端
的
に
表
現
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
未
明
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
美
し
く
、
尊
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 

五 

未
明
童
話
に
お
け
る
〈
死
〉
の
意
味 

こ
れ
ま
で
、
〈
母
心
〉
と
〈
大
人
の
心
〉
の
あ
い
だ
で
葛
藤
し
な
が
ら
〈
子
ど
も
〉
側
に

立
と
う
と
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
少
年
を
〈
死
の
世
界
〉
か
ら
引
き
戻
そ
う
と
す
る
〈
母
〉
の
姿

を
見
て
き
た
が
、
Ｓ
少
年
は
な
ぜ
彼
が
憧
れ
て
い
た
天
国
に
行
く
こ
と
を
や
め
た
の
か
。 

Ｓ
少
年
は
自
ら
が
見
た
〈
死
の
世
界
〉
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
少
年

は
、
も
し
美
し
い
人
た
ち
で
、
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る
や
う
な
、
や
さ
し
い
人
々
で
あ
つ
た

ら
、
自
分
は
こ
の
島
に
住
み
た
い
と
思
ひ
ま
し
た
」
５
５

。
し
か
し
、
「
そ
の
島
に
は
、
こ
ん

な
風
に
神
々
し
か
つ
た
け
れ
ど
、
し
ん
と
し
て
音
一
つ
し
な
け
れ
ば
、
ま
た
煙
の
上
つ
て
ゐ

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
５
６

。
「
笑
ひ
も
し
な
け
れ
ば
、
話
も
し
ま
せ
ん
」
５
７

。

こ
の
よ
う
な
人
々
を
見
て
、
Ｓ
少
年
は
「
体
中
に
寒
気
を
催
し
ま
し
た
の
で
こ
の
島
へ
降
り

て
見
よ
う
と
は
思
は
な
く
な
り
ま
し
た
」
５
８

。 

こ
こ
に
は
「
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る
や
う
な
、
や
さ
し
い
人
々
」
が
い
な
い
。
こ
の
と
き

は
じ
め
て
、
「
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る
」
人
は
家
に
い
る
と
悟
っ
た
少
年
は
、
「
心
配
さ
う

な
顔
つ
き
を
し
た
医
者
と
、
青
い
顔
を
し
た
お
母
さ
ん
と
、
妹
と
、
お
父
さ
ん
た
ち
」
の
も

と
に
生
還
し
た
。
Ｓ
少
年
は
〈
死
の
世
界
〉
を
垣
間
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
生
の
世
界
〉

の
真
の
意
義
を
理
解
し
た
と
い
え
る
。 

未
明
童
話
に
お
け
る
〈
死
〉
に
は
ど
こ
か
神
秘
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
〈
死
〉
に
特
別
な

意
味
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
箇
所
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

未
明
は
〈
死
〉
を
美
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
る
の
も

当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
未
明
は
若
い
頃
か
ら
〈
死
〉
を
忘
れ
て
生
き
る
人
々
に

注
意
を
喚
起
す
る
人
で
あ
っ
た
。 

 

私
は
多
く
の
人
々
が
平
気
で
生
き
て
ゐ
る
の
が
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。
彼
等
は
何
時
か

死
が
来
る
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
な
い
の
で
せ
う
か
。
生
き
て
ゐ
る
の
が
当
然
だ
と
い
ふ
や
う

な
顔
付
き
を
し
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
、
生
其
れ
自
か
ら
に
つ
い
て
も
考
へ
て
ゐ
な
い
や
う

に
思
わ
れ
ま
す
５
９

。 

 

こ
の
よ
う
な
未
明
の
発
言
は
、
〈
死
〉
が
神
秘
的
な
も
の
、
美
し
い
も
の
で
あ
る
と
主
張
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し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
〈
死
〉
と
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
〈
生
〉
を
直
視
し
よ
う
と
い

う
姿
勢
の
現
れ
と
理
解
で
き
る
。
未
明
は
「
死
に
対
す
る
生
ば
か
り
で
も
な
く
死
ば
か
り
で

も
無
く
、
丁
度
影
が
其
人
に
伴
ふ
如
く
、
生
活
に
は
こ
の
二
つ
の
も
の
が
常
に
一
緒
に
な
つ

て
居
る
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
６
０

と
語
り
、
「
芸
術
は
生
を
見
る
眼
の
中

に
常
に
死
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
６
１

と
自
ら
の
芸
術
観
を
説
い
た
。
〈
死
〉
を
凝
視
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
〈
生
〉
を
見
つ
め
よ
う
と
い
う
未
明
の
姿
勢
は
終
生
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ

る
が
、
「
町
の
天
使
」
の
Ｓ
少
年
を
通
じ
て
、
一
つ
の
答
え
に
た
ど
り
着
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
は
未
明
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
像
〉
の
変
遷
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
。 初

期
の
未
明
童
話
「
天
使
の
殿
様
」
で
、
姉
さ
ん
は
君
ち
ゃ
ん
に
「
お
母
さ
ん
が
ど
の
様

に
か
待
て
ゐ
ら
つ
し
や
る
だ
ら
う
か
ら
、
ほ
ん
た
う
に
別
れ
る
の
は
つ
ら
い
け
れ
ど
、
も
う

お
帰
な
さ
い
よ
」
と
天
国
か
ら
〈
生
の
世
界
〉
へ
帰
る
よ
う
説
得
し
、
「
よ
く
お
孝
行
を
し

て
、
学
校
へ
行
つ
た
ら
、
先
生
の
仰
る
こ
と
を
き
い
て
御
勉
強
を
な
さ
い
よ
」
６
２

と
、
御
殿

の
門
ま
で
見
送
っ
た
。
君
ち
ゃ
ん
は
姉
さ
ん
の
勧
告
で
天
国
か
ら
戻
っ
た
が
、
青
い
空
に
憧

れ
て
「
僕
を
つ
れ
て
行
つ
て
く
れ
な
い
か
？
」
と
天
使
に
頼
み
、
わ
が
家
が
恋
し
く
な
れ
ば

「
あ
ん
ま
り
遅
く
な
る
と
、
み
ん
な
が
心
配
す
る
か
ら
、
も
う
帰
り
た
い
」
と
、
再
び
天
使

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
少
年
で
あ
る
。 

積
極
的
に
〈
死
の
世
界
〉
へ
踏
み
出
し
な
が
ら
、
自
ら
の
意
志
で
〈
生
の
世
界
〉
に
向
き

直
る
こ
の
少
年
の
姿
は
、
「
汽
船
中
の
父
と
子
」
に
出
て
く
る
、
父
と
違
う
人
生
を
選
択
し

た
少
年
と
重
な
る
。
子
ど
も
が
金
銭
に
囚
わ
れ
た
父
親
に
対
し
て
、「
い
え
、
お
父
さ
ん
、
私

は
、
何
も
い
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
、
海
の
上
に
で
お
働
き
に
な
つ
た
や
う
に
、
私
は
こ
れ

か
ら
広
々
と
し
て
陸
の
上
で
働
き
ま
す
。
け
れ
ど
、
私
の
仕
事
は
決
し
て
、
最
後
に
、
あ
の

鉄
の
中
の
宝
の
や
う
に
、
形
も
な
く
、
無
駄
と
な
つ
て
し
ま
ふ
こ
と
は
、
な
い
で
あ
ら
う
と

信
じ
ま
す
」
６
３

と
、
自
ら
決
別
を
告
げ
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
初
期
作
品
「
け
し
の
圃
」
の

小
太
郎
が
大
人
の
世
界
を
脱
出
し
、
異
次
元
で
自
由
と
幸
せ
を
手
に
入
れ
た
の
に
対
し
、「
汽

船
中
の
父
と
子
」
の
息
子
は
、
異
次
元
へ
逃
避
す
る
の
で
は
な
く
、
大
人
と
真
正
面
か
ら
戦

お
う
と
し
て
い
る
。 

未
明
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
〉
像
は
弱
く
、
し
か
し
純
粋
で
美
し
い
存
在
か
ら
、
多
様

な
側
面
を
持
っ
た
、
力
強
い
存
在
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
な
ぜ
、
未
明
は
現
実
の
子
ど
も

が
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
と
認
識
し
な
が
ら
、
童
話
に
強
い
子
ど
も
を
登
場
さ
せ
る
の

か
。
そ
れ
は
未
明
が
童
話
を
通
じ
て
訴
え
よ
う
と
す
る
こ
と
の
中
身
が
、
変
化
し
た
こ
と
で

生
じ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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こ
の
故
に
、
私
は
、
子
供
等
の
代
弁
者
と
な
り
、
た
め
に
抗
議
し
、
ま
た
そ
の
世
界
一
の

切
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
芸
術
の
必
要
を
感
ず
る
。
同
時
に
、
一
方
こ
の
時
代
の
少
年
の

慰
撫
す
る
芸
術
を
も
必
要
な
り
と
す
る
も
の
で
あ
る
６
４

。 

 

つ
ま
り
、
「
大
人
の
世
界
」
に
対
す
る
批
判
と
、
大
人
の
「
童
心
」
を
蘇
ら
せ
た
い
と
い
う

期
待
か
ら
、「
子
ど
も
の
代
弁
」
か
ら
「
少
年
の
慰
撫
」
へ
と
関
心
が
移
行
し
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 

結
び 本

章
で
は
、
ま
ず
『
赤
い
鳥
』
で
発
表
さ
れ
た
小
川
未
明
の
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
〉

像
の
特
徴
と
そ
の
変
遷
を
概
観
し
、
次
い
で
未
明
の
作
品
「
金
の
輪
」
と
「
町
の
天
使
」
に

お
け
る
子
ど
も
の
描
か
れ
方
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
未
明
が
作
品
で
〈
死
〉

を
扱
う
こ
と
で
伝
え
た
い
こ
と
や
、
子
ど
も
に
対
す
る
彼
の
思
い
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

小
川
未
明
の
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
像
〉
に
つ
い
て
。
多
く
の
研
究
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
未
明
に
と
っ
て
子
ど
も
と
は
「
美
し
い
魂
を
持
っ
た
純
粋
で
、
儚

い
存
在
」「
大
人
の
理
解
を
超
え
た
神
秘
的
な
存
在
」
で
あ
り
、
こ
の
〈
子
ど
も
像
〉
は
未
明

童
話
の
根
底
を
支
え
て
い
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
描
か
れ
方
は
『
赤
い
鳥
』
で
作
品
を
発

表
す
る
中
で
変
化
し
て
い
っ
た
。
初
期
の
「
酔
っ
ぱ
ら
ひ
星
」
（
一
九
二
〇
年
一
月
）
「
け
し

の
圃
」
（
一
九
二
〇
年
七
月
）
「
ふ
る
さ
と
の
林
の
歌
」
（
一
九
二
一
年
一
二
月
）
「
娘
と
大
き

な
鐘
」（
一
九
二
四
年
一
月
）
な
ど
の
作
品
で
描
か
れ
る
子
ど
も
は
皆
貧
し
く
、
さ
ら
に
親
が

病
気
も
し
く
は
亡
く
な
っ
て
い
る
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
な
ど
、〈
弱
い
〉
立
場
に
置
か
れ
た

存
在
で
あ
っ
た
。
背
景
に
あ
る
の
は
、
子
ど
も
は
物
質
的
経
済
組
織
に
よ
っ
て
自
由
を
奪
わ

れ
た
「
人
間
性
喪
失
の
世
」
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
未
明
が
描
く
、
困
窮

し
た
可
哀
そ
う
な
子
ど
も
は
未
明
の
大
人
世
界
に
対
す
る
強
い
批
判
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、〈
子
ど
も
の
死
〉
は
子
ど
も
の
〈
弱
さ
〉
や
〈
生
の
儚
さ
〉
を
描

く
の
に
最
適
な
主
題
で
あ
り
、
未
明
に
限
ら
ず
大
正
期
の
『
赤
い
鳥
』
掲
載
作
品
の
多
く
が

採
用
し
て
い
た
。 

し
か
し
、
「
翼
の
破
れ
た
鳥
」
（
一
九
二
四
年
三
月
）
以
降
、
描
か
れ
る
子
ど
も
に
変
化
が

生
じ
る
。「
花
と
少
女
」（
一
九
二
四
年
五
月
）「
青
い
釦
」（
一
九
二
五
年
一
月
）「
そ
の
日
か

ら
正
直
に
な
っ
た
話
」（
一
九
二
七
年
九
月
）
な
ど
の
作
品
で
描
か
れ
る
子
ど
も
は
、
天
真
爛

漫
な
子
ど
も
、
悪
い
こ
と
を
行
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
子
ど
も
、
状
況
に
抗
い
、
自
分
の
意
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志
で
行
動
す
る
子
ど
も
な
ど
、
描
か
れ
る
子
ど
も
が
多
様
に
な
っ
て
い
っ
た
。
大
人
と
の
関

係
性
も
、
子
ど
も
を
助
け
る
大
人
や
、
子
ど
も
と
大
人
の
温
か
い
交
流
な
ど
、
一
方
的
に
命

令
す
る
大
人
と
服
従
せ
ざ
る
を
え
な
い
子
ど
も
と
い
う
主
従
関
係
と
は
異
な
る
関
係
性
が
描

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
社
会
に
対
す
る
批
判
的
視
点
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
未
明
の
変
化
は
、
社
会
の
発
展
を
背
景
と
し
た
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化

を
反
映
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
金
の
輪
」
と
「
町
の
天
使
」
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
つ
い
て
。「
金
の
輪
」
の
太

郎
、「
町
の
天
使
」
の
Ｓ
少
年
は
と
も
に
、
全
く
見
覚
え
の
な
い
「
不
思
議
な
少
年
」
と
出
会

う
。
そ
し
て
、
太
郎
と
Ｓ
少
年
の
母
親
は
と
も
に
そ
の
よ
う
な
少
年
の
存
在
を
否
定
し
、
二

人
か
ら
そ
の
少
年
を
遠
ざ
け
よ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
太
郎
と
Ｓ
少
年
は
少
年
に
導

か
れ
る
よ
う
に
死
ん
で
し
ま
う
。
先
行
研
究
に
な
ら
っ
て
、
「
不
思
議
な
少
年
」
の
存
在
も
、

太
郎
と
Ｓ
少
年
の
行
動
も
「
大
人
の
理
解
を
超
え
た
神
秘
的
な
存
在
」
と
い
う
未
明
の
子
ど

も
観
に
基
づ
い
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
特
に
「
不
思
議
な
少
年
」
の
存
在
や

物
語
に
お
け
る
役
割
に
関
し
て
は
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
日
本
に

紹
介
さ
れ
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
（
心
霊
主
義
）
に
お
け
る
、
人
間
と
異
世
界
を
つ
な
ぐ

守
護
霊
の
存
在
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
未
明
は
創
作
に
お
け
る
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
影
響
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
師
匠
の
小
泉
八
雲
が
「
先

天
的
に
霊
媒
の
素
質
を
持
っ
て
い
た
」
こ
と
や
、
後
に
「
日
本
の
心
霊
主
義
運
動
の
父
」
と

呼
ば
れ
心
霊
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
英
文
学
者
の
浅
野
和
三
郎
が
同
じ
師
匠
の
下
で
学
ん
で

い
た
こ
と
、
そ
し
て
未
明
自
身
の
日
記
か
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
の
接
点
を
窺
わ
せ
る

記
述
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
未
明
が
人
間
の
〈
死
〉
や
〈
死
後
の
世

界
〉
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
さ
い
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
得
て

い
た
こ
と
は
あ
な
が
ち
否
定
で
き
な
い
。 

「
金
の
輪
」
の
太
郎
は
死
後
の
世
界
か
ら
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、「
町
の
天
使
」
で
は

天
使
が
登
場
し
、
Ｓ
少
年
を
死
後
の
世
界
か
ら
「
な
つ
か
し
い
、
わ
が
家
」
へ
帰
す
。
こ
の

違
い
は
、〈
母
〉
の
〈
不
思
議
な
異
世
界
〉
に
対
す
る
許
容
度
の
違
い
に
由
来
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。「
金
の
輪
」
の
母
は
「
不
思
議
な
少
年
」
を
ま
っ
た
く
信
じ
ず
、
頭
か
ら
否
定
し
た
の

に
対
し
て
、
「
町
の
天
使
」
の
母
は
「
死
ん
だ
は
ず
の
友
だ
ち
」
の
出
現
に
恐
怖
心
を
抱
き
、

半
信
半
疑
な
態
度
を
示
し
な
が
ら
も
、
Ｓ
少
年
の
言
動
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
未
明

の
子
ど
も
像
に
し
た
が
え
ば
、
こ
の
〈
不
思
議
な
異
世
界
〉
を
ど
れ
だ
け
信
じ
ら
れ
る
か
は
、

大
人
に
と
っ
て
理
解
不
能
な
「
子
ど
も
の
世
界
」
を
ど
れ
だ
け
信
じ
ら
れ
る
か
と
直
接
結
び

つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
金
の
輪
」
の
母
よ
り
も
「
町
の
天
使
」
の
母
の
方
が
わ
が
子
を
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信
じ
て
お
り
、
こ
の
信
頼
こ
そ
が
Ｓ
少
年
の
生
き
返
り
と
い
う
〈
奇
蹟
〉
を
呼
び
起
こ
し
た
。

こ
の
と
き
、
Ｓ
少
年
と
出
会
い
、
彼
の
魂
を
現
実
の
世
界
へ
連
れ
帰
る
天
使
は
〈
生
〉
の
象

徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
作
品
を
通
じ
て
未
明
は
〈
死
〉
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
込
め
て
い
た
の
か
。〈
死
〉

と
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
〈
生
〉
を
直
視
す
る
こ
と
、
生
活
に
お
い
て
生
と
死
は
不
可
分

な
も
の
と
し
て
在
る
こ
と
を
理
解
す
る
重
要
性
を
、
未
明
は
多
く
の
作
品
の
中
で
語
っ
て
い

る
。
Ｓ
少
年
は
憧
れ
て
い
た
「
天
国
」、
す
な
わ
ち
死
後
の
世
界
に
は
「
自
分
を
愛
し
て
く
れ

る
よ
う
な
、
や
さ
し
い
人
々
」
は
お
ら
ず
、
「
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る
」
人
は
「
家
」
、
す
な

わ
ち
生
の
世
界
に
い
る
と
理
解
し
、
天
使
に
帰
り
た
い
と
お
願
い
を
す
る
。
Ｓ
少
年
が
〈
死
〉

の
世
界
を
垣
間
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
〈
生
〉
の
世
界
の
意
義
を
理
解
し
た
こ
と
は
、「
町
の
天

使
」
に
込
め
ら
れ
た
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
つ
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
町
の
天
使
」

は
Ｓ
少
年
と
い
う
子
ど
も
の
〈
死
〉
と
〈
生
〉
に
、
未
明
の
死
生
観
が
結
実
し
た
作
品
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。 

   注 １
鳥
越
信
「『
赤
い
鳥
』
・
小
川
未
明
を
め
ぐ
っ
て
、
三
重
吉
と
未
明
文
学
に
つ
い
て
」（
『
子

ど
も
の
本
の
百
年
史
』、
明
治
図
書
出
版
、
一
九
七
三
年
）
四
十
三
頁 

２
未
明
は
「
赤
い
橇
」
と
い
う
名
を
三
重
吉
に
勧
め
た
が
、
三
重
吉
は
橇
の
字
は
少
々
難
し

く
感
じ
、
そ
の
音
を
取
っ
て
、
新
し
い
雑
誌
を
「
赤
い
鳥
」
に
命
名
し
た
と
岡
上
鈴
江
は
父

未
明
の
思
い
出
話
を
紹
介
し
た
。
岡
上
鈴
江
「
三
重
吉
・
未
明
・
赤
い
鳥
」（『
学
鐙
』、
一
九

九
〇
年
七
月
）
四
十
六
頁 

３
小
川
未
明
「
童
話
を
作
っ
て
五
十
年
」
（
『
児
童
文
学
論
』
、
日
本
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
、

一
九
七
三
年
）
四
十
六
～
四
十
七
頁 

４
鈴
木
三
重
吉
（
大
正
十
一
年
十
月
三
十
日
、
小
池
恭
氏
あ
て
の
手
紙
）『
鈴
木
三
重
吉
全
集
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
）
四
三
六
頁 

５
野
町
て
い
子
「
赤
い
鳥
と
私
」（『
赤
い
鳥
代
表
作
集Ⅱ

』、
小
峰
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
三

〇
八
頁 

６
森
三
郎
「
私
の
記
者
時
代
」（『
新
版 

赤
い
鳥
代
表
作
集 

第
五
巻
』、
小
峰
書
店
、
一
九

九
八
年
）
二
五
六
頁 

７
森
田
茂
之
「
小
川
未
明
童
話
に
み
る
子
ど
も
像
（Ⅲ

）
―
第3

・4

期
作
品
か
ら
―
」（『
年
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報
い
わ
み
ざ
わ : 

初
等
教
育
・
教
師
教
育
研
究  

』、
一
九
八
八
年
三
月
）
四
四
～
五
三
頁 

８
小
川
未
明
「
何
う
し
て
子
供
の
時
分
に
感
じ
た
こ
と
は
正
し
き
か
」
（
『
つ
ね
に
自
然
は
語

る
』、
日
本
童
話
協
会
出
版
部
、
一
九
三
〇
年
）
三
一
四
頁 

９
桑
原
三
郎
『
諭
吉
、
小
波
、
未
明 

―
明
治
の
児
童
文
学
―
』（
慶
応
通
信
、
一
九
七
九
年
）

四
二
七
頁 

１
０
小
川
未
明
「
ふ
る
さ
と
の
林
の
歌
」（『
赤
い
鳥
』
、
一
九
二
一
年
二
月
）
二
一
頁 

１
１
小
川
未
明
「
童
話
に
対
す
る
所
見
」
『
人
間
性
の
た
め
に
』
（
二
松
堂
書
店
、
大
正
十
二

年
二
月
）
五
七
頁 

１
２
小
川
未
明
「
少
年
文
学
に
対
す
る
感
想
」『
生
活
の
火
』（
精
華
書
院
、
大
正
十
一
年
七

月
）
一
五
一
頁 

 

１
３
森
田
茂
之
「
未
明
童
話
の
初
期
作
品
に
み
る
子
ど
も
像
」（『
鈴
木
淳
一
教
授
退
官
記
念

論
文
集
』
、
一
九
八
六
年
三
月
）
一
九
六
頁 

１
４
大
澤
千
恵
子
「
児
童
文
学
に
お
け
る
死
生
観
」（『
死
生
学
研
究 

第3

号
』
、
二
〇
〇

四
年
三
月
）
一
五
九
頁 

１
５
小
川
未
明
「
子
供
は
虐
待
に
黙
従
す
」
『
芸
術
の
暗
示
と
恐
怖
』
（
春
秋
社
、
大
正
十
三

年
）
四
十
八
～
五
十
一
頁 

１
６
山
口
美
和
「
児
童
文
学
作
品
の
テ
ー
マ
と
子
ど
も
観
の
変
遷 : 

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る

〈
死
〉
の
扱
い
を
中
心
と
し
て
」（『
児
童
文
化
研
究
所
所
報 30

』、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
一

〇
五
～
一
〇
六
頁 

１
７
秋
田
雨
雀
「
「
金
の
輪
」
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
」
（
『
赤
い
鳥
』
、
一
九
二
〇
年
六
月
）

九
十
七
頁 

１
８
古
田
足
日
「
さ
よ
な
ら
未
明
」
（
『
現
代
児
童
文
学
論
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
五
九

年
）
七
頁 

１
９
古
田
足
日
「
内
に
あ
る
伝
統
と
の
た
た
か
い
―
い
わ
ゆ
る
未
明
否
定
に
つ
い
て
―
」（
『
現

代
児
童
文
学
論
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
五
九
年
）
十
六
頁 

２
０
古
田
足
日
「
小
川
未
明
の
永
遠
」
（
『
現
代
児
童
文
学
論
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
五

九
年
）
三
頁 

２
１
船
木
し
ろ
う
『
小
川
未
明
童
話
研
究
』
（
八
木
書
店
、
一
九
六
七
年
）
七
十
六
頁 

２
２
続
橋
達
雄
「
童
話
集
『
金
の
輪
』
の
一
考
察
」（『
野
州
国
文
学 

11

巻
』、
一
九
七
三
年

三
月
）
十
四
～
十
六
頁 

２
３
府
川
源
一
郎
「
教
材
と
し
て
の
「
金
の
輪
」（
小
川
未
明
）」（『
日
本
文
学
』、
一
九
七
七

年
七
月
）
十
五
頁 
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２
４
野
上
暁
「『
金
の
輪
』
か
ら
読
み
未
明
童
話
の
深
層
」（『
鬼
ヶ
島
通
信
』、
二
〇
一
三
年
）

三
十
二
頁 

２
５
小
川
未
明
「
金
の
輪
」（『
読
売
新
聞
』
、
一
九
一
九
年
一
月
二
十
一
～
二
十
三
日
）
に

初
出
、
『
金
の
輪
』（
南
北
社
、
一
九
一
九
年
一
二
月
）
、
『
小
川
未
明
選
集 

第
五
巻
』（
未

明
選
集
刊
行
会
、
一
九
二
五
年
）
、
『
未
明
童
話
集
１
』
（
丸
善
株
式
会
社
、
一
九
二
七
年
）

な
ど
に
所
収
。
）
引
用
は
「
金
の
輪
」（『
定
本
小
川
未
明
童
話
全
集5

』、
大
空
社
、
二
〇
〇

一
年
）
に
よ
っ
た
。
二
二
三
～
二
二
四
頁 

２
６
畠
山
兆
子
、
中
西
一
弘
『
未
明
童
話
の
一
考
察 : 

作
品
「
金
の
輪
」
の
位
置
』（『
大
阪

教
育
大
学
紀
要. V

』、
一
九
八
〇
年
三
月
）
九
〇
頁 

２
７
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」、
本
稿
の
引
用
は
『
赤
い
鳥 

複
刻
版 

第
十
六
第
一
号
』（
日

本
近
代
文
学
館
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
っ
た
。
三
六
頁 

２
８
山
口
美
和 

前
掲
論
文
、
一
〇
六
頁 

２
９
小
川
未
明
「
最
近
の
日
記
」
（
『
生
活
の
火 

: 

小
川
未
明
感
想
録
』
、
精
華
書
院
、
一
九

二
二
年
）
一
〇
九
頁 

３
０
相
馬
御
風
『
生
と
死
と
愛
』（
日
本
青
年
館
、
一
九
二
四
年
）
一
頁 

３
１
春
川
栖
仙
『
心
霊
研
究
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
八
七
頁 

３
２
浅
野
和
三
郎
は
大
正
四
年
の
春
、
三
男
の
三
郎
が
原
因
不
明
の
熱
病
に
な
り
、
三
峰
山

と
い
う
女
行
者
の
言
葉
通
り
に
快
癒
し
た
事
か
ら
、
心
霊
研
究
に
傾
倒
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。 

３
３
春
川
栖
仙 

前
掲
書
、
五
頁 

３
４
浅
野
和
三
郎
「
守
護
霊
に
つ
き
て
」）『
心
霊
と
人
生 

第
八
巻
第
五
号
』、
一
九
三
一
年

五
月
）
九
～
十
頁 

３
５
小
川
未
明
「
最
近
の
日
記
」、
一
一
〇
頁 

３
６
楠
山
正
雄 

「
未
明
童
話
集
を
読
む
人
々
の
為
に
」
（
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚 

未
明
童
話

集
』、
富
山
房
、
一
九
三
八
年
）
三
頁 

３
７
小
川
未
明
「
飴
チ
ョ
コ
の
天
使
」
（『
赤
い
鳥
』、
一
九
二
四
年
）
四
十
五
頁 

３
８
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
、
三
十
六
頁 

３
９
「
町
の
天
使
」
三
十
八
頁 

４
０
小
川
未
明
「
い
い
お
じ
い
さ
ん
の
話
」（『
定
本 

小
川
未
明
童
話
全
集 

五
』）
七
十
四

頁 ４
１
小
川
未
明
「
い
い
お
じ
い
さ
ん
の
話
」
八
十
頁 

４
２
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
三
十
九
頁 
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４
３
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
三
十
九
頁 

４
４
小
川
未
明
「
い
い
お
じ
い
さ
ん
の
話
」
八
十
頁 

４
５
小
川
未
明
「
金
の
輪
」
二
〇
二
頁 

４
６
中
西
一
弘
と
畠
山
兆
子 

前
掲
論
文
、
八
十
八
頁 

 

４
７
中
西
一
弘
と
畠
山
兆
子 

前
掲
論
文
、
八
十
八
頁 

４
８
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
三
十
六
頁 

４
９
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
三
十
九
頁 

５
０
古
田
足
日
「
自
分
の
う
ち
に
あ
る
伝
統
の
戦
い
を
」（『
日
本
児
童
文
学
』、
一
九
六
一
年

十
月
） 

５
１
上
笙
一
郎
「
未
明
童
話
「
牛
女
」
に
つ
い
て
」
（『
解
釈
』、
一
九
七
一
年
三
月
） 

５
２
浜
野
卓
也
「
小
川
未
明
―
「
魯
鈍
な
猫
」
と
「
牛
女
」」（『
童
話
に
み
る
近
代
作
家
の
原

点
』、
桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
十
一
月
） 

５
３
小
川
未
明
「
愛
に
就
て
の
問
題
」（『
生
活
の
火
』
、
精
華
書
院
、
一
九
二
二
年
）
二
五

二
～
二
五
三
頁 

５
４
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
三
十
九
頁 

５
５
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
三
十
九
頁 

５
６
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
三
十
九
頁 

５
７
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
三
十
九
頁 

 
 

５
８
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
三
十
九
頁 

５
９
小
川
未
明
「
死
の
幻
影
」（『
底
の
社
会
へ
』、
岡
村
書
店
、
一
九
一
四
年
）
二
四
七
頁 

６
０
小
川
未
明
「
死
に
う
ま
れ
る
芸
術
」（『
生
活
の
火
』
前
掲
書
）
八
十
九
頁 

６
１
小
川
未
明
「
死
に
う
ま
れ
る
芸
術
」
八
十
九
頁 

６
２
小
川
未
明
「
天
使
の
殿
様
」
一
〇
九
～
一
一
〇
頁 

６
３
小
川
未
明
「
汽
船
中
の
父
と
子
」（『
赤
い
鳥
』、
一
九
二
四
年
九
月
）
七
十
八
頁 

６
４
小
川
未
明
「
子
供
は
虐
待
に
黙
従
す
」
前
掲
書
、
五
十
一
頁 

  

（
出
版
情
報
） 

王 

玉 

「
小
川
未
明
「
町
の
天
使
」
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉 

: 

「
金
の
輪
」
と
比
較

し
な
が
ら
」『
児
童
文
学
研
究
（
四
八
号
）』、
日
本
児
童
文
学
学
会
、
二
〇
一
五
年 
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一 
本
研
究
に
お
け
る
議
論
の
流
れ 

本
研
究
は
、
近
代
日
本
児
童
文
学
作
品
の
中
で
描
か
れ
る
〈
生
と
死
〉
の
特
徴
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
に
『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
死
〉
の
表
現
に

注
目
、
そ
の
表
現
の
特
徴
や
時
代
と
の
関
係
、
作
者
が
込
め
た
意
図
な
ど
を
検
討
し
て
き
た
。

こ
こ
で
改
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
概
観
し
た
い
。 

 ①
第
一
部
「
『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
〈
他
者
の
死
〉
の
問
題 

―
昔
話
の
再
話
作
品
と
創
作
童

話
の
あ
い
だ
― 

本
研
究
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
に
あ
た
る
第
一
章
か
ら
第
五
章
で
は
『
赤

い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
昔
話
の
再
話
作
品
お
よ
び
創
作
童
話
の
中
の
〈
他
者
の
死
〉
に
焦
点

を
当
て
、
親
な
ど
身
近
な
人
や
動
物
の
死
や
、
そ
れ
ら
の
〈
死
〉
に
対
す
る
子
ど
も
の
向
き

合
い
方
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
な
ど
を
検
討
し
た
。 

第
一
章
は
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
欧
米
の
昔
話
の
再
話
作
品
に
お
け
る
、〈
殺
す
〉〈
殺

さ
れ
る
〉〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉
場
面
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ら
の
描
写
の
特
徴
を
『
赤

い
鳥
』
の
編
集
方
針
と
の
関
係
か
ら
検
討
し
た
。 

分
析
の
結
果
、〈
殺
す
〉〈
殺
さ
れ
る
〉、〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉
の
関
係
性
に
お
い
て

は
、
〈
食
べ
ら
れ
る
動
物
は
、
食
べ
る
側
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
〉
〈
動
物
が

動
物
を
殺
す
場
合
、
殺
す
側
も
殺
さ
れ
る
側
も
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
〉〈
弱
い
動
物
が
強
い
動

物
を
殺
す
場
合
、
殺
す
明
確
な
理
由
が
存
在
す
る
〉〈
人
間
に
殺
さ
れ
る
も
の
は
、
多
く
が
人

間
の
物
質
的
な
要
求
の
た
め
に
殺
さ
れ
て
い
る
〉
〈
人
間
は
超
自
然
的
な
も
の
を
殺
す
と
き
、

他
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
殺
せ
な
い
〉〈
人
間
同
士
の
殺
し
に
は
力
の
強
弱
に
関
係
な
く
、
道

徳
的
な
規
準
の
適
用
が
見
ら
れ
る
〉〈
主
人
公
は
死
な
な
い
〉
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。 

昔
話
に
お
け
る
〈
殺
し
〉
は
、
教
訓
の
た
め
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

『
赤
い
鳥
』
の
再
話
作
品
に
お
け
る
〈
殺
し
〉
に
は
基
本
的
に
、
教
訓
が
込
め
ら
れ
て
い
な

い
。
昔
話
の
〈
殺
し
〉
が
教
訓
に
従
属
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
赤
い
鳥
』
の
再
話
作
品
の

〈
殺
し
〉
は
ス
ト
ー
リ
ー
に
従
属
し
て
い
る
。
そ
し
て
、〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉〈
殺
す
〉

〈
殺
さ
れ
る
〉
は
現
実
性
の
な
い
、
空
想
世
界
の
中
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
物
語
を
教
訓
か
ら
切
り
離
す
こ
と
、
そ
し
て
空
想
世
界
を
探
求
す
る
と
い
う
、
鈴
木

三
重
吉
の
編
集
方
針
と
合
致
し
て
い
る
。 

第
二
章
は
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
創
作
童
話
作
品
の
中
の
、
子
ど
も
の
身
近
に
あ
る

動
物
の
死
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
子
ど
も
の
感
情
の
描
写
の
分
析
を
通
じ
て
、
『
赤
い
鳥
』
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の
創
作
童
話
作
品
の
芸
術
性
と
は
何
な
の
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。 

昔
話
の
再
話
作
品
で
は
、
動
物
の
殺
害
が
ス
ト
ー
リ
ー
進
行
の
た
め
の
道
具
で
あ
る
た
め
、

動
物
の
殺
害
を
め
ぐ
る
描
写
が
一
語
ま
た
は
一
文
で
終
わ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

詳
細
に
描
写
さ
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
創
作
童
話
で
は
、
動
物
の

死
に
方
、
殺
さ
れ
方
の
描
写
が
具
体
的
か
つ
詳
細
で
あ
る
。
創
作
童
話
に
お
け
る
動
物
の
殺

害
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
進
行
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
以
上
に
、
話
の
主
題
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

ま
た
、
昔
話
に
登
場
す
る
動
物
た
ち
は
、
物
質
的
な
需
要
を
満
た
す
目
的
で
人
間
に
殺
さ

れ
る
存
在
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
創
作
童
話
で
は
そ
う
し
た
人
間
が
利
用
す
る
た
め
の
家
畜

や
家
禽
と
は
異
な
る
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
の
動
物
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
帰
っ
て
こ
な
い
ペ

ッ
ト
に
対
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
や
悲
し
み
の
感
情
を
抱
く
一

方
で
、
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
感
情
を
抱
く
な
ど
、
ペ
ッ
ト
の
死
を
め
ぐ
る
子
ど
も
の
繊
細
な

心
理
変
化
の
描
写
を
通
じ
て
、
天
真
爛
漫
で
善
良
と
い
う
単
純
な
子
ど
も
像
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
感
情
を
持
っ
た
複
雑
な
子
ど
も
像
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、『
赤
い
鳥
』
に
登
場
す
る
動
物
変
身
譚
の
根
底
に
は
、
動
物
は
超
自
然
的
な
力
の

持
ち
主
で
あ
り
、
人
間
が
危
機
に
瀕
し
た
際
は
身
代
わ
り
に
な
っ
て
助
け
て
く
れ
る
と
い
う

概
念
が
あ
る
。
物
語
に
描
か
れ
た
動
物
の
死
は
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
動
物
観
が
反
映
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
鈴
木
三
重
吉
が
追
及
し
て
い
た
童
話
に
お
け
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ

ム
が
具
現
化
し
た
も
の
と
言
え
る
。 

第
三
章
は
、
森
田
草
平
の
創
作
童
話
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
遊
び
と
動

物
の
死
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
、
子
ど
も
に
よ
っ
て
遊
び
の
最
中
に
殺
さ
れ
た

動
物
は
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
検
討
し
た
。 

子
ど
も
が
生
き
も
の
を
殺
し
て
し
ま
う
他
の
童
話
で
は
、
子
ど
も
の
行
為
を
諭
す
年
長
者

が
登
場
し
、
そ
の
結
果
、
子
ど
も
に
反
省
の
気
持
ち
が
沸
き
起
こ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

「
鼠
の
お
葬
ひ
」
に
は
説
教
を
す
る
年
長
者
が
登
場
し
な
い
。
子
ど
も
の
自
発
的
な
反
省
や

直
接
的
な
懺
悔
の
場
面
も
描
か
れ
な
い
。
代
わ
り
に
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
の
中
で
鼠
を
殺

し
て
し
ま
う
過
程
や
、
鼠
の
死
後
の
彼
ら
の
動
作
や
感
情
の
機
微
に
関
す
る
表
現
を
細
か
く

積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
反
省
や
後
悔
の
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
。
型
通
り
の
説

教
は
語
ら
れ
ず
、
殺
し
て
し
ま
っ
た
鼠
に
魂
が
あ
る
の
か
否
か
と
い
う
疑
問
も
あ
え
て
残
し

て
い
る
。
鼠
の
死
を
き
っ
か
け
に
仙
松
と
太
吉
は
、
死
や
命
、
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
積
極

的
に
考
え
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
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森
田
が
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
の
よ
う
な
作
品
を
書
い
た
理
由
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
考
え
ら

れ
る
。
一
つ
は
、「
子
供
に
関
す
る
日
常
の
事
実
、
子
供
の
心
理
を
描
い
た
現
実
的
な
話
材
を

歓
迎
す
る
」
と
い
う
『
赤
い
鳥
』
の
編
集
方
針
に
合
致
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
、「
命
に
つ
い
て
の
思
考
を
喚
起
す
る
こ
と
」
が
、
森
田
に
と
っ
て
の
大
き
な
創
作
目
的
で

あ
っ
た
こ
と
。
鼠
の
死
を
き
っ
か
け
に
仙
松
と
太
吉
は
、〈
死
〉
や
〈
命
〉、〈
死
後
の
世
界
〉

に
つ
い
て
積
極
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
読
者
を
も
巻
き
込
む
こ
と
を
企
図
し

て
い
る
。 

第
四
章
は
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
童
話
作
品
の
中
で
子
ど
も
が
他
人
の
死
に
直
面
す

る
作
品
に
注
目
し
、
①
〈
他
者
の
死
〉
と
物
語
の
意
図
、
②
社
会
批
判
お
よ
び
文
明
批
判
と

し
て
の
〈
他
者
の
死
〉
の
語
り
、
③
〈
他
者
の
死
〉
に
遭
遇
し
た
子
ど
も
た
ち
と
喪
失
体
験

の
感
情
表
出
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
、
子
ど
も
の
〈
身
近
な
人
の
死
〉
を
検
討
し
た
。
そ

の
結
果
、
大
き
く
以
下
の
三
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

第
一
に
、
昔
話
を
下
敷
き
と
し
た
創
作
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
身
近
な
人
の
死
〉
の
語
り

に
は
、
明
確
な
主
張
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
創
作
の
過
程
で
原
話
に
い
く
ら
か
変

更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
大
木
篤
夫
「
十
二
の
月
」
は
、
原
話
で

あ
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
民
話
が
弱
者
へ
の
同
情
と
継
母
批
判
に
重
点
を
置
い
て
い
た
の

に
対
し
て
、
身
分
差
別
批
判
や
社
会
批
判
へ
と
重
点
を
移
行
さ
せ
て
い
る
。 

第
二
に
、〈
他
者
の
死
〉
は
登
場
人
物
の
苦
し
い
生
活
の
結
果
、
悲
惨
な
運
命
の
結
末
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
第
三
に
、
子
ど
も
は
友
だ
ち
や
家
族
、
親
戚
の
死

に
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
が
、
そ
こ
に
明
確
な
教
訓
や
社
会
批
判
な
ど
の
意
図
は
ほ
と
ん
ど
込

め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
同
じ
子
ど
も
の
死
に
直
面
し
た
後
の
感
情
の
変
化
、

大
切
な
人
の
死
が
も
た
ら
す
悲
し
み
や
喪
失
感
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。 

第
五
章
は
、
宇
野
千
代
の
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
に
描
か
れ
た
三
吉
と
母
親
の
死
別
の
検

討
を
通
じ
て
、『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
お
け
る
親
子
の
死
別
を
め
ぐ
る
表
現
の
特
徴
と
、
児

童
文
学
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
。 

『
赤
い
鳥
』
に
は
、
両
親
あ
る
い
は
片
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
描
い
た
童
話
作
品
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
作
品
の
多
く
は
親
と
の
死
別
が
子
ど
も
に
も
た
ら
す
感
情

を
、「
心
配
」、「
悲
し
い
」
な
ど
、
簡
潔
な
表
現
に
と
ど
め
、
細
か
い
感
情
描
写
を
避
け
よ
う

と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
は
、
母
親
の
病
気
に
よ

る
生
活
環
境
や
親
子
関
係
の
変
化
、
母
親
の
死
と
向
き
合
う
三
吉
の
微
細
な
心
の
変
化
、
母

の
死
後
の
学
校
生
活
の
苦
し
い
変
化
と
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
喪
失
と
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
さ
ま
を
、
巧
み
な
筆
致
で
描
い
て
い
る
。 
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「
三
吉
の
お
母
さ
ん
」
は
、
母
の
死
に
直
面
す
る
一
人
の
子
ど
も
の
苦
痛
や
孤
独
、
内
面

の
葛
藤
を
め
ぐ
る
話
で
あ
り
、
ま
た
三
吉
の
成
長
の
物
語
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
喪
失
が
も
た

ら
す
も
の
は
、
苦
し
み
や
、
生
活
環
境
の
否
定
的
な
変
化
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
変

化
に
適
応
す
る
人
間
的
成
長
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
作
品
で
あ

る
と
言
え
る
。 

 ②
第
二
部
「
『
赤
い
鳥
』
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
問
題 

―
〈
生
命
表
現
〉
と
の

関
わ
り
か
ら
― 

第
二
部
に
あ
た
る
第
六
章
か
ら
第
一
一
章
で
は
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
創
作
童
話
の

中
の
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
焦
点
を
当
て
、
子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
〈
死
〉
の
描
か
れ
方
の
特

徴
や
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
思
い
な
ど
を
検
討
し
た
。 

第
六
章
は
、『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
表
現
を
大
き
く
〈
超
自

然
的
な
要
素
を
含
ん
だ
子
ど
も
の
死
〉
と
〈
日
常
世
界
に
お
け
る
子
ど
も
の
死
〉〈
子
ど
も
の

目
か
ら
見
た
子
供
の
死
〉
の
三
つ
に
分
け
、
そ
れ
ら
の
特
徴
を
個
々
の
作
品
の
分
析
を
通
じ

て
概
観
し
て
み
た
。 

〈
超
自
然
的
な
要
素
を
含
ん
だ
子
ど
も
の
死
〉
は
、
昔
話
風
の
創
作
童
話
や
宗
教
的
要
素

の
強
い
作
品
に
多
く
見
ら
れ
た
。
自
然
界
の
ル
ー
ル
を
超
え
た
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
で

の
み
存
在
す
る
よ
う
な
生
と
死
が
描
か
れ
て
い
る
。〈
日
常
世
界
に
お
け
る
子
ど
も
の
死
〉
を

描
い
た
作
品
の
多
く
に
は
、
厳
し
い
労
働
環
境
や
貧
し
い
生
活
、
貧
し
さ
ゆ
え
の
非
運
に
翻

弄
さ
れ
る
大
人
や
、
そ
れ
ら
に
耐
え
な
が
ら
生
き
、
死
ん
で
い
く
子
ど
も
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
近
代
の
社
会
や
文
明
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
批
判
す
る
作
者
の
意
図
が
込
め
ら
れ

て
お
り
、
か
弱
き
子
ど
も
の
死
は
近
代
社
会
、
近
代
文
明
の
非
人
間
性
の
象
徴
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。〈
子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
は
、
子

ど
も
同
士
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
、
子
ど
も
特
有
の
心
理
や
感
情
の
変
化
、
友
人
や
兄
弟
と

の
死
別
を
通
じ
て
、
残
さ
れ
た
子
ど
も
の
喪
失
体
験
や
自
己
批
判
な
ど
、
不
安
や
後
悔
が
入

り
混
じ
っ
た
複
雑
な
感
情
の
表
出
を
細
か
く
描
い
て
い
る
。 

以
上
の
分
析
か
ら
、〈
超
自
然
的
な
要
素
を
含
ん
だ
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
は
〈
死
〉

に
対
す
る
作
者
の
考
え
を
、
〈
死
と
は
何
か
〉
〈
生
と
死
の
関
係
性
〉
と
い
っ
た
大
き
な
視
点

か
ら
読
者
に
伝
え
る
た
め
に
、〈
日
常
世
界
に
お
け
る
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
は
他
者

の
生
命
の
消
失
に
直
面
し
た
際
に
生
じ
る
哀
れ
み
や
不
安
、
後
悔
、
苦
悩
な
ど
の
感
情
を
読

者
と
共
有
す
る
契
機
と
し
て
、
〈
子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
は
、

友
だ
ち
と
の
死
別
が
大
人
と
は
異
な
る
、
子
ど
も
特
有
の
複
雑
な
心
理
や
感
情
の
変
化
を
も
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た
ら
す
こ
と
、
子
ど
も
は
子
ど
も
の
視
点
か
ら
〈
死
〉
を
受
け
止
め
、
理
解
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
読
者
に
伝
え
る
た
め
に
、〈
子
ど
も
の
死
〉
を
扱
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

第
七
章
は
、
宮
原
晃
一
郎
の
「
身
に
咲
い
た
花
」
を
対
象
に
、
宗
教
的
要
素
の
強
い
作
品

に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
描
か
れ
方
の
特
徴
、
お
よ
び
そ
れ
と
宗
教
と
の
関
係
を
検
討

し
た
。 

宮
原
晃
一
郎
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
札
幌
聖
公
会
で
の
筆
者
の
調

査
や
「
身
に
咲
い
た
花
」
の
検
討
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
宮
原
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
あ

く
ま
で
も
忠
実
に
、
決
し
て
逸
脱
す
る
こ
と
な
く
物
語
を
創
作
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
多
く
の
作
家
が
悲
し
む
べ
き
事
柄
と
し
て
描
く
〈
子
ど
も
の
死
〉
は
、
宮
原

の
作
品
に
お
い
て
は
純
粋
で
美
し
い
魂
が
神
様
の
も
と
へ
召
さ
れ
る
、
祝
福
す
べ
き
事
柄
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
死
後
の
世
界
、
天
国
、
天
使
、
神
な
ど
の
描
写
に
つ
い
て
も
、

小
川
未
明
や
秋
庭
俊
彦
ら
、
同
時
代
の
他
の
作
家
が
海
外
の
作
品
に
着
想
を
得
て
自
由
に
表

現
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
宮
原
の
描
く
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
聖
書
に
基
づ
い
た
表
現
で
あ

り
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
に
忠
実
で
あ
る
。
聖
書
の
教
え
を
尊
重
し
な
が

ら
、
読
者
の
視
覚
イ
メ
ー
ジ
、
聴
覚
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
表
現
を
用
い
て
、
広
大
で
美
し

い
空
間
と
威
厳
を
示
す
神
、
慈
悲
深
い
イ
エ
ス
な
ど
、
天
国
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
を
生
き
生

き
と
描
い
て
い
る
。 

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
読
者
に
は
馴
染
み
の
な
い
概
念
に
つ
い
て
は
別
の
表
現

を
用
い
た
り
、
あ
え
て
異
な
る
文
脈
に
お
け
る
概
念
を
援
用
し
た
り
、
読
者
の
理
解
を
促
す

工
夫
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
天
国
へ
と
至
る
道
を
「
約
束
の
徴
」
の
意
味
す
る
「
虹
の
橋
」

に
例
え
る
場
面
で
は
、
日
本
神
話
に
お
け
る
虹
の
イ
メ
ー
ジ
を
援
用
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト

教
の
世
界
で
も
議
論
が
分
か
れ
る
部
分
、
異
な
る
解
釈
が
存
在
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
宮

原
は
聖
書
の
範
囲
を
逸
脱
し
な
い
程
度
で
創
意
工
夫
し
て
い
る
。 

第
八
章
は
、
下
村
千
秋
の
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
を
対
象
に
、
創
作
童
話
に
お
い

て
作
者
が
昔
話
の
何
を
踏
襲
し
、
ど
の
よ
う
に
独
自
性
を
出
し
て
い
る
の
か
を
、
機
能
と
い

う
観
点
か
ら
考
察
し
た
。
そ
の
さ
い
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
の
「
昔
話
を
構
成
す
る

三
十
一
の
機
能
」
概
念
を
用
い
た
。
加
え
て
、『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
現
れ
る
基
本
的
な

子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
つ
で
あ
る
社
会
的
弱
者
と
し
て
の
子
ど
」
の
日
常
生
活
に
お
け
る

〈
死
〉
の
描
か
れ
方
や
、
そ
れ
ら
の
描
写
と
物
語
の
機
能
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。 

プ
ロ
ッ
プ
は
「
加
害
」
あ
る
い
は
「
欠
如
」
機
能
か
ら
始
ま
り
、
い
く
つ
か
の
中
間
機
能

を
経
て
、「
結
婚
」
あ
る
い
は
「
欠
如
の
解
消
」、「
追
跡
か
ら
の
救
助
」
な
ど
の
結
末
機
能
へ

帰
着
す
る
昔
話
を
「
魔
法
物
語
」
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
新
た
な
「
加
害
」
ま
た
は
「
欠
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如
」
行
為
が
、
新
た
な
展
開
を
開
く
こ
と
に
な
る
と
主
張
す
る
。 

「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
も
、
基
本
的
に
魔
法
物
語
の
構
成
を
踏
襲
し
て
物
語
が
展

開
さ
れ
る
。
し
か
し
、
主
人
公
新
吉
と
と
も
に
曲
馬
団
で
重
労
働
に
従
事
す
る
年
下
の
少
女

き
え
ち
ゃ
ん
の
存
在
に
よ
っ
て
、
昔
話
の
一
般
的
な
構
成
か
ら
逸
脱
し
て
い
く
。
新
吉
に
と

っ
て
き
え
ち
ゃ
ん
は
自
身
の
境
遇
に
同
情
し
て
く
れ
、
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
「
恩
人
」

で
あ
り
、
と
も
に
重
労
働
を
強
い
ら
れ
る
無
力
な
子
ど
も
同
士
と
い
う
点
で
「
家
族
」
で
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
き
え
ち
ゃ
ん
は
芸
を
し
く
じ
っ
た
こ
と
か
ら
「
御
飯
を
一
日
に
一
度
し

か
食
べ
さ
せ
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
「
加
害
」
の
受
け
手
と
な
り
、
や
が
て
急
性
肺
炎
に
か
か

っ
て
死
ん
で
し
ま
う
。 

「
加
害
」
機
能
で
被
害
を
受
け
た
「
家
族
」
の
行
く
末
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
物
語
か

ら
姿
を
消
す
か
、
結
末
で
助
け
ら
れ
る
と
い
う
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
み
が
認
め
ら
れ
、
再
び

救
い
よ
う
の
な
い
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
き
え
ち
ゃ
ん
の
〈
死
〉
は

昔
話
の
一
般
的
な
構
成
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
り
、
創
作
童
話
特
有
の
構
成
要
素
で
あ
る
。 

下
村
は
き
え
ち
ゃ
ん
の
〈
死
〉
や
、
物
語
の
結
末
で
新
吉
の
今
後
が
明
確
に
示
さ
れ
な
い

と
こ
ろ
に
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い
た
児
童
労
働
の
過
酷
な
環
境
や
、
明
る
い

未
来
が
描
き
に
く
い
厳
し
い
現
実
に
対
す
る
批
判
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
を
め
ぐ
る
深
刻
な
問
題
を
提
起
す
る
た
め
、
下
村
は
昔
話
の
一
般
的
な
構
成
を
あ
え

て
逸
脱
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
〈
逸
脱
〉
こ
そ
が
、「
曲
馬
団
『
ト
ッ

テ
ン
カ
ン
』」
の
独
自
性
を
生
み
出
し
て
い
る
。 

第
九
章
は
、
加
能
作
次
郎
の
「
少
年
と
海
」
を
対
象
に
、
童
話
作
品
に
お
け
る
子
ど
も
の

〈
死
〉
に
対
す
る
認
識
お
よ
び
心
理
と
そ
れ
ら
に
基
づ
く
言
動
、
そ
し
て
〈
子
ど
も
の
死
〉

に
関
す
る
描
写
の
特
徴
を
、
ジ
ャ
ン
・
ピ
ア
ジ
ェ
の
因
果
関
係
の
認
識
に
関
す
る
理
論
な
ど

を
援
用
し
な
が
ら
分
析
し
、
明
ら
か
に
し
た
。 

能
登
国
の
西
海
岸
に
あ
る
小
さ
な
漁
村
に
暮
ら
す
八
歳
の
為
吉
は
、
深
い
海
の
底
に
ひ
そ

む
「
恐
ろ
し
い
大
怪
物
」
と
〈
死
〉
が
同
じ
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
溺
死

し
た
漁
夫
の
死
体
を
目
撃
し
た
と
き
、
そ
の
死
を
海
難
＝
大
怪
物
の
出
現
の
結
果
と
理
解
し

た
。
こ
れ
は
荒
唐
無
稽
な
空
想
な
ど
で
は
な
く
、
ピ
ア
ジ
ェ
の
い
う
「
同
化
」、
す
な
わ
ち
現

在
持
っ
て
い
る
思
考
枠
組
み
（
シ
ェ
マ
）
に
当
て
は
め
て
外
界
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
心
理

の
働
き
で
あ
る
。
論
理
的
思
考
が
成
熟
し
て
い
な
い
五
歳
か
ら
一
〇
歳
の
思
考
段
階
で
は

〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
目
に
見
え
な
い
お
化
け
や
恐
ろ
し
い
怪
物
な
ど
に
仮
託
す
る
こ
と
は

む
し
ろ
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
現
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
為
吉
は
自
身
が
海
難
に
遭
っ
た
と

き
、
海
難
を
目
撃
し
た
経
験
か
ら
「
死
の
不
可
避
性
」
を
理
解
し
、
〈
死
〉
を
受
け
入
れ
た
。 
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実
在
的
な
物
象
の
み
を
素
材
と
し
て
取
り
扱
う
童
話
が
、
子
ど
も
の
心
理
を
描
写
で
き
る

と
は
限
ら
な
い
。「
少
年
と
海
」
は
、
大
人
の
立
場
と
子
ど
も
の
立
場
の
ど
ち
ら
の
立
場
か
ら

描
か
れ
る
か
に
よ
っ
て
、〈
死
〉
を
め
ぐ
る
表
現
も
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。 

第
一
〇
章
は
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
坪
田
譲
治
の
初
期
の
童
話
「
小
川
の
葦
」
に
お

け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
め
ぐ
る
表
現
の
分
析
を
通
じ
て
、
同
じ
時
期
に
書
か
れ
た
坪
田
の

小
説
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
表
現
と
の
異
同
や
、
坪
田
の
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も

の
死
〉
と
い
う
主
題
の
位
置
づ
け
、〈
子
ど
も
の
死
〉
に
込
め
ら
れ
た
坪
田
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

を
考
察
し
た
。 

〈
子
ど
も
の
死
〉
は
坪
田
文
学
に
お
け
る
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
坪
田
は
〈
子

ど
も
の
死
〉
を
描
く
理
由
と
し
て
、「
草
の
葉
が
散
り
、
木
の
葉
が
枯
れ
る
よ
う
に
、
子
供
が

自
然
の
中
に
再
び
返
っ
て
行
く
姿
を
書
き
た
か
っ
た
」「
子
供
と
自
然
と
は
実
に
紙
一
重
の
間

に
あ
る
こ
と
を
書
き
た
か
っ
た
」
と
語
る
。
坪
田
に
と
っ
て
〈
自
然
〉
と
は
賛
美
や
憧
憬
の

対
象
で
あ
り
、
人
間
が
回
帰
す
べ
き
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
有
用
性
と
い
う
、
人
間
の
世
界

の
論
理
を
超
え
た
も
の
で
も
あ
る
。 

「
小
川
の
葦
」
で
は
、〈
死
〉
は
終
焉
で
は
な
く
、
時
間
と
空
間
を
超
え
た
繋
が
り
を
生
み

だ
す
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
村
人
が
太
一
の
死
後
、
田
ん
ぼ
に
す
れ
ば
二
斗
近
い
米

が
と
れ
る
土
地
を
「
太
一
の
あ
し
場
」
と
し
て
守
っ
て
き
た
の
も
、
そ
う
し
た
考
え
の
あ
ら

わ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
「
今
の
人
」
は
「
も
う
一
坪
の
土
地
だ
っ
て
む
だ
に
出
来
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
理
由
で
、
葦
を
刈
り
取
り
、
耕
地
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
「
太
一
の
あ
し

場
」
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
、
生
者
と
死
者
の
結
び
つ
き
の
消
失
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
、

古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
風
習
や
遊
び
、
信
仰
を
尊
重
せ
ず
、
経
済
的
有
用
性
と
い
う
基

準
で
の
み
物
事
を
は
か
ろ
う
と
す
る
近
代
化
の
動
き
に
対
す
る
坪
田
の
批
判
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。 

坪
田
文
学
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
扱
い
方
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、〈
も
の
〉
が
死

ん
だ
子
ど
も
の
代
わ
り
と
な
り
、
親
や
子
ど
も
と
関
わ
り
の
あ
る
人
々
の
生
活
の
一
部
と
な

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
坪
田
の
小
説
で
は
死
ん
だ
は
ず
の
子
ど
も
が
再
び
こ
の

世
に
出
現
す
る
描
写
が
多
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、「
小
川
の
葦
」
で
は
そ
の
よ
う
な
記
述

が
見
ら
れ
な
い
。
死
ん
だ
太
一
が
生
き
て
い
る
人
た
ち
の
前
に
再
び
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。

子
ど
も
の
死
は
終
焉
で
は
な
く
、
そ
の
死
か
ら
新
た
な
関
係
性
が
生
ま
れ
る
と
い
う
坪
田
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
少
な
く
と
も
「
小
川
の
葦
」
ま
で
は
、
小
説
に
も
、
童
話
に
も
込
め
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
後
年
、
こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
童
話
で
は
見
当
た
ら
な
く
な
っ
た
。 
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第
一
一
章
は
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
小
川
未
明
の
「
町
の
天
使
」
と
「
金
の
輪
」
と

い
う
二
つ
の
創
作
童
話
で
描
か
れ
た
〈
子
ど
も
の
死
〉
の
比
較
分
析
を
中
心
に
、
小
川
未
明

の
童
話
に
お
け
る
「
子
ど
も
像
」
の
変
遷
、『
赤
い
鳥
』
の
未
明
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の

死
〉
の
描
写
の
特
徴
と
位
置
づ
け
、
そ
し
て
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
込
め
た
意
味
な
ど
を
検
討

し
た
。 

小
川
未
明
に
と
っ
て
子
ど
も
と
は
「
美
し
い
魂
を
持
っ
た
純
粋
で
、
儚
い
存
在
」「
大
人
の

理
解
を
超
え
た
神
秘
的
な
存
在
」
で
あ
り
、
こ
の
〈
子
ど
も
像
〉
は
未
明
童
話
の
根
底
を
支

え
て
い
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
描
か
れ
方
は
『
赤
い
鳥
』
で
作
品
を
発
表
す
る
中
で
変
化

し
て
い
く
。
初
期
の
作
品
で
描
か
れ
る
子
ど
も
は
皆
〈
弱
い
〉
立
場
に
置
か
れ
た
存
在
で
あ

っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
子
ど
も
は
物
質
的
経
済
組
織
に
よ
っ
て
自
由
を
奪
わ
れ
た
「
人
間

性
喪
失
の
世
」
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
い
う
未
明
の
認
識
が
あ
り
、
困
窮
し
た
可
哀
そ
う
な
子

ど
も
は
彼
の
大
人
世
界
に
対
す
る
強
い
批
判
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、〈
子
ど
も
の

死
〉
は
子
ど
も
の
〈
弱
さ
〉
や
〈
生
の
儚
さ
〉
を
描
く
の
に
最
適
な
主
題
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
次
第
に
描
か
れ
る
子
ど
も
は
〈
弱
い
存
在
〉
か
ら
、
天
真
爛
漫
な
子
ど
も
、
悪

い
こ
と
を
行
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
子
ど
も
、
状
況
に
抗
い
な
が
ら
自
分
の
意
志
で
行
動
す

る
子
ど
も
な
ど
、
多
様
に
な
っ
て
い
く
。
大
人
と
の
関
係
も
、
子
ど
も
を
助
け
る
大
人
や
、

子
ど
も
と
大
人
の
温
か
い
交
流
な
ど
、
一
方
的
に
命
令
す
る
大
人
と
服
従
せ
ざ
る
を
え
な
い

子
ど
も
と
い
う
主
従
関
係
と
は
異
な
る
関
係
性
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
社

会
に
対
す
る
批
判
的
視
点
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
未
明
の
変
化
は
、
社
会
の

発
展
を
背
景
と
し
た
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
を
反
映
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

小
川
未
明
は
〈
死
〉
と
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
〈
生
〉
を
直
視
す
る
こ
と
、
生
活
に
お

い
て
生
と
死
は
不
可
分
な
も
の
と
し
て
在
る
こ
と
を
理
解
す
る
重
要
性
を
、
多
く
の
作
品
の

中
で
語
っ
て
い
る
。「
町
の
天
使
」
の
Ｓ
少
年
は
、
天
国
で
「
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る
や
う
な
、

や
さ
し
い
人
々
」
が
い
な
い
こ
と
、「
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る
」
人
は
家
に
い
る
こ
と
を
理
解

す
る
。
Ｓ
少
年
が
〈
死
〉
の
世
界
を
垣
間
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
〈
生
〉
の
世
界
の
意
義
を
理

解
し
た
こ
と
は
、
「
町
の
天
使
」
に
込
め
ら
れ
た
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
つ
で
あ
る
。
「
町

の
天
使
」
は
Ｓ
少
年
と
い
う
子
ど
も
の
〈
死
〉
と
「
生
」
に
、
未
明
童
話
の
死
生
観
を
結
実

さ
せ
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 二 

〈
生
〉
と
の
関
係
か
ら
見
る
〈
死
〉
の
表
現 

本
研
究
は
、
近
代
日
本
児
童
文
学
作
品
の
中
で
描
か
れ
る
〈
生
と
死
〉
の
特
徴
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
に
『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
死
〉
の
表
現
に
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注
目
、
そ
の
表
現
の
特
徴
や
時
代
と
の
関
係
、
作
者
が
込
め
た
意
図
な
ど
を
検
討
し
て
き
た
。

〈
死
〉
に
は
命
の
消
滅
、
端
的
に
存
在
し
な
く
な
る
こ
と
、
永
久
的
な
終
焉
で
あ
る
と
い
う

考
え
が
あ
る
一
方
で
、
死
者
が
死
後
に
も
ど
こ
か
で
、
何
ら
か
の
形
で
存
在
し
て
い
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
〈
死
後
の
生
〉
が
存
在
す
る
と
い
う
理
解
も
あ
る
。
こ
う
し
た
〈
死
〉
の
理

解
は
、〈
生
〉
の
在
り
方
へ
の
理
解
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
両
者
を
切
り
離
し
て
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
改
め
て
、
本
研
究
で
議
論
し
て
き
た
『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
に

お
け
る
〈
死
〉
の
表
現
を
、〈
生
〉
と
の
関
係
性
か
ら
ま
と
め
て
み
た
い
。 

 

①
生
の
終
焉
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
〈
死
〉
の
語
り 

 

童
話
作
品
に
お
け
る
、
生
の
終
焉
と
し
て
の
〈
死
〉
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。 

一
、
自
然
界
に
お
け
る
捕
食
関
係
な
ど
食
物
連
鎖
の
一
環
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
生
き
物

の
〈
死
〉。〈
食
べ
る
〉〈
食
べ
ら
れ
る
〉
関
係
に
お
け
る
〈
死
〉
の
表
現
の
特
徴
と
し
て
、〈
食

べ
ら
れ
る
〉
側
の
多
く
は
自
然
界
の
動
物
、
す
な
わ
ち
本
能
に
し
た
が
っ
て
行
動
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
動
物
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、〈
食
べ
ら
れ
る
〉
側

は
〈
命
〉
を
持
つ
存
在
と
し
て
の
側
面
が
非
常
に
希
薄
で
あ
り
、
生
き
も
の
の
姿
の
ま
ま
や
、

解
体
さ
れ
た
食
べ
物
の
状
態
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、〈
食
べ
る
〉
こ
と
の
出

発
点
は
、〈
命
あ
る
も
の
〉
が
切
り
刻
ま
れ
、
解
体
さ
れ
、
そ
の
〈
姿
〉
を
失
う
過
程
の
終
点

に
あ
る
と
言
え
る
が
、
動
物
の
自
ら
の
〈
命
〉
を
守
る
た
め
の
逃
走
と
い
っ
た
、
獲
物
か
ら

食
べ
物
へ
と
至
る
過
程
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
〈
死
〉
の
表
現
の
例
と
し
て
は
、「
蜘

蛛
は
、
そ
の
網
の
真
ん
中
で
、
た
っ
た
今
捉
へ
た
ば
か
り
の
蠅
を
た
べ
よ
う
と
し
て
ゐ
ま
し

た
」（
鈴
木
三
重
吉
「
魔
法
の
魚
」）、「
狼
は
、
そ
の
間
に
、
羊
を
二
三
匹
食
べ
ち
ら
か
し
て
、

と
っ
く
に
逃
げ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」（
鈴
木
三
重
吉
「
馬
鹿
」）、
灰
色
の
大
熊
が
、
森
の
水
の

下
で
、
旨
し
さ
う
な
豚
の
肉
を
食
べ
て
ゐ
ま
す
（
小
島
政
二
郎
「
わ
る
い
狐
」）
な
ど
が
あ
る
。

昔
話
の
再
話
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
創
作
童
話
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。 

二
、
食
欲
の
本
能
か
ら
離
れ
た
、
〈
動
物
殺
し
〉
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
〈
死
〉
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
昔
話
の
再
話
作
品
お
よ
び
昔
話
風
童
話
作
品
と
、
創
作
童
話
と
の
間
で
明
白
な

違
い
が
読
み
取
れ
る
。
前
者
は
、
「
大
い
そ
ぎ
で
そ
の
鶏
の
頭
を
割
っ
て
見
ま
す
と
」
（
丹
羽

て
い
子
「
か
じ
り
大
王
」）、「
ほ
か
の
虫
を
見
つ
け
る
と
、
す
ぐ
に
噛
み
つ
い
て
殺
し
て
し
ま

ひ
ま
し
た
」
（
秋
庭
俊
彦
「
蟻
と
驢
馬
」
）
、
「
獣
さ
へ
出
て
来
た
ら
、
そ
い
つ
を
手
斧
で
切
り

殺
し
」
（
鈴
木
三
重
吉
「
大
法
螺
」
）
な
ど
の
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
殺
さ
れ
る
も
の
に
関

し
て
は
熱
湯
で
殺
さ
れ
る
、
火
で
殺
さ
れ
る
、
毒
殺
さ
れ
る
な
ど
、
殺
さ
れ
る
方
法
が
多
岐
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に
わ
た
り
、
死
に
方
に
関
す
る
説
明
も
見
ら
れ
た
。
殺
害
の
描
写
が
一
語
ま
た
は
一
文
で
終

わ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
詳
細
な
描
写
が
な
い
こ
と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
動
物
の
死
に
つ
い
て
、
血
が
流
れ
る
さ
ま
や
、
悲
惨
な
死
の
描
写
な
ど
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。 

そ
れ
に
対
し
て
、
野
上
豊
一
郎
の
創
作
童
話
「
猫
を
殺
し
た
話
」
で
は
、
ロ
オ
レ
ル
棒
や

手
槍
な
ど
、
父
が
猫
を
殺
す
際
の
手
段
が
紹
介
さ
れ
、
父
の
投
げ
た
槍
が
刺
さ
っ
た
猫
の
様

子
も
事
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
猫
の
死
後
の
様
子
も
具
体
的
に
描
写
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
中
村
星
湖
「
ジ
ン
チ
ャ
ン
の
犬
」
で
は
、
ポ
チ
が
苦
し
さ
の
あ
ま
り
必
死
に
も

が
く
様
子
が
具
体
的
に
想
像
で
き
る
描
写
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ポ
チ
の
殺
し
方
に
つ
い
て

も
、
非
常
に
具
体
的
で
詳
細
な
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
描
写
は
や
や
過
激
で
あ
り
、

昔
話
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
児
童
文
学
に
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
昔
話
に
お
け
る
動
物
の

殺
害
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
進
行
の
た
め
の
道
具
で
あ
り
、
簡
潔
な
語
り
口
で
も
そ
の
役
割
は
十

分
に
果
た
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
創
作
童
話
に
お
け
る
動
物
の
殺
害
は
、
ス

ト
ー
リ
ー
進
行
の
役
割
以
上
に
、
話
の
主
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
堤
千
代
「
犬
の
子
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
過
失
に
よ
り
子
犬
の
命
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
。
し
か
し
、
物
語
の
中
で
は
親
が
子
ど
も
を
叱
り
つ
け
る
場
面
や
、
子
ど
も
が
反
省

す
る
場
面
は
一
切
描
か
れ
て
い
な
い
。
子
犬
の
死
は
、
子
ど
も
の
愛
に
よ
る
不
慮
の
死
で
あ

る
。
物
語
は
こ
の
よ
う
な
死
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
教
訓
な
ど
を

示
し
て
い
な
い
。
何
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
は
、
読
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
読
者
の
主

体
的
な
読
解
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
犬
の
子
」
は
動
物
の
殺
害
と
い
う
題
材
に
新

た
な
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。 

森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
の
中
で
鼠
を
殺
し
て
し
ま
う
。

子
ど
も
が
生
き
も
の
を
殺
し
て
し
ま
う
他
の
童
話
で
は
、
子
ど
も
の
行
為
を
諭
す
年
長
者
が

登
場
し
、
そ
の
結
果
、
子
ど
も
に
反
省
の
気
持
ち
が
沸
き
起
こ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、「
鼠

の
お
葬
ひ
」
に
は
説
教
を
す
る
年
長
者
が
登
場
し
な
い
。
子
ど
も
の
自
発
的
な
反
省
や
直
接

的
な
懺
悔
の
場
面
も
描
か
れ
な
い
。
代
わ
り
に
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
の
中
で
鼠
を
殺
し
て

し
ま
う
過
程
や
、
鼠
の
死
後
の
彼
ら
の
動
作
や
感
情
の
機
微
に
関
す
る
表
現
を
細
か
く
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
反
省
や
後
悔
の
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
。
型
通
り
の
説
教
は

語
ら
れ
ず
、
殺
し
て
し
ま
っ
た
鼠
に
魂
が
あ
る
の
か
否
か
と
い
う
疑
問
も
あ
え
て
残
し
て
い

る
。 昔

話
の
再
話
作
品
に
登
場
し
た
殺
さ
れ
た
動
物
た
ち
は
、
人
間
の
食
料
・
衣
料
で
あ
る
。
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ま
た
、
生
き
て
い
る
動
物
は
、
狩
猟
の
際
の
使
役
動
物
で
な
け
れ
ば
、
家
畜
化
さ
れ
た
物
質

的
な
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
創
作
童
話
作
品
に
お
け
る
動
物
の
死
は
、
実
に
多
様

で
あ
る
。
宇
野
千
代
「
吉
郎
さ
ん
と
犬
」
で
は
、
消
息
不
明
の
デ
べ
に
対
す
る
心
配
と
、
帰

っ
て
こ
な
い
愛
犬
の
死
を
意
識
し
た
子
ど
も
の
哀
悼
の
気
持
ち
が
描
か
れ
る
一
方
、
デ
べ
が

帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
を
自
分
の
愛
情
に
対
す
る
一
種
の
裏
切
り
と
理
解
す
る
子
ど
も
の
心
情

も
描
か
れ
て
い
る
。
宮
原
晃
一
郎
「
お
と
も
雀
」
下
村
千
秋
「
猫
の
お
墓
」
片
山
廣
子
「
ぺ

い
ち
ゃ
ん
の
話
」
な
ど
の
創
作
童
話
で
も
、
ペ
ッ
ト
の
死
を
め
ぐ
る
子
ど
も
の
感
情
や
心
情

は
悲
し
み
一
辺
倒
で
は
な
い
。
特
に
、
森
三
郎
「
ほ
た
る
」
は
自
分
自
身
の
視
点
を
中
心
に

周
囲
の
世
界
を
捉
え
る
と
い
う
、
子
ど
も
の
思
考
の
特
徴
を
う
ま
く
捉
え
て
い
る
。
と
は
い

え
、
子
ど
も
の
自
己
中
心
的
な
考
え
方
に
対
す
る
批
判
や
、
読
者
に
対
す
る
過
剰
な
教
育
的

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
一
切
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
子
ど
も
の
繊
細
な
心
理
変
化

を
描
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
真
爛
漫
で
善
良
な
存
在
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
感
情
を
持
っ
た
複
雑
な
存
在
と
し
て
の
子
ど
も
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。 

三
、
人
間
の
〈
死
〉。
昔
話
や
昔
話
の
再
話
作
品
に
は
〈
主
人
公
は
殺
さ
れ
な
い
〉
と
い
う

法
則
が
働
い
て
お
り
、
こ
こ
で
の
人
間
の
〈
死
〉
は
〈
予
言
〉
と
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
緊

張
感
を
維
持
さ
せ
る
機
能
や
、
主
人
公
を
孤
立
さ
せ
る
、
ま
た
は
孤
独
感
を
際
立
た
せ
る
機

能
を
果
た
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
小
人
の
謎
」
で
、
主
人
公
は
王
様
か
ら
自
分
の
殺
害
を
宣

告
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
主
人
公
は
自
分
が
殺
さ
れ
る
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
も
自
分
の
命
を
守

ろ
う
と
努
力
し
始
め
る
。
こ
こ
で
は
〈
殺
し
〉
が
現
状
を
破
壊
し
、
主
人
公
を
危
機
に
直
面

さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
予
言
と
し
て
の
〈
殺
し
〉
は
、
処
罰
や
駆
逐
な
ど
、
他
の

表
現
に
変
え
て
も
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
表
現
で
は
な
く
直
接
命

に
係
わ
る
〈
殺
す
〉
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、〈
昔
話
は
極
端
性
を
好
む
〉
と
い

う
法
則
が
潜
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
久
保
田
万
太
郎
「
木
樵
と
そ
の
妹
」
で
は
、
妹
は
死

ん
で
お
り
、
物
語
に
は
登
場
し
な
い
。
主
人
公
の
木
樵
は
妹
の
身
代
わ
り
と
し
て
木
の
人
形

に
命
を
与
え
る
が
、
妹
の
不
在
と
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
の
人
形
と
の
や
り
と
り
が
、
木
樵

の
孤
独
感
を
際
立
た
せ
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
創
作
童
話
に
お
け
る
人
間
の
〈
死
〉
は
、
よ
り
多
様
な
機
能
を
果
た
し

て
い
る
。
ま
ず
、
苦
し
い
生
活
の
産
物
、
登
場
人
物
の
悲
惨
な
運
命
の
結
末
と
し
て
死
が
描

か
れ
る
。
例
え
ば
、
佐
藤
春
夫
「
実
さ
ん
の
胡
弓
」
に
お
け
る
実
の
死
は
、
当
時
の
海
外
労

働
移
民
者
の
苦
し
い
生
活
の
反
映
で
あ
る
。
物
語
で
は
実
た
ち
が
海
外
へ
出
て
行
き
、
苦
し

い
生
活
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
社
会
背
景
に
対
す
る
直
接
的
な
批
判
は
明
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
読
者
は
物
語
を
読
み
進
む
に
つ
れ
て
実
の
死
へ
の
同
情
と
、
当
時
の
労
働
移
民
の
困
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窮
し
た
生
活
実
態
や
移
民
を
め
ぐ
る
制
度
へ
の
疑
問
が
自
然
と
湧
き
起
こ
る
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。
吉
田
紘
二
郎
「
天
城
の
子
」
で
は
、
子
ど
も
の
修
吉
が
東
京
の
街
中
で
若
者
が
交

通
事
故
に
遭
っ
て
死
ぬ
と
こ
ろ
に
目
撃
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
若
者
の
死
を
目
撃
し
た
一
人

の
男
は
、「
あ
あ
、
人
生
と
は
こ
ん
な
も
の
な
の
か
！
」
と
叫
ぶ
。
若
者
の
死
と
、
そ
れ
を
目

撃
し
た
男
の
や
や
大
げ
さ
な
言
動
、
そ
し
て
子
ど
も
の
修
吉
の
反
応
で
、
物
語
中
の
東
京
批

判
、
近
代
文
明
批
判
は
頂
点
を
迎
え
る
。 

下
村
千
秋
「
曲
馬
団
『
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
』」
で
描
か
れ
る
〈
死
〉
も
、
登
場
人
物
の
悲
惨
な

運
命
の
結
末
で
あ
る
。
主
人
公
新
吉
と
と
も
に
曲
馬
団
で
重
労
働
に
従
事
す
る
年
下
の
少
女

き
え
ち
ゃ
ん
は
、
団
長
が
強
い
た
罰
に
よ
っ
て
肺
炎
を
患
い
、
死
ん
で
し
ま
う
。
き
え
ち
ゃ

ん
の
死
後
、
曲
馬
団
か
ら
離
れ
た
新
吉
も
将
来
が
明
確
に
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
物
語
は
結
末

を
迎
え
る
。
こ
こ
に
は
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い
た
児
童
労
働
の
過
酷
な
環
境

や
、
明
る
い
未
来
が
描
き
に
く
い
厳
し
い
現
実
に
対
す
る
下
村
の
批
判
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。 

終
焉
と
し
て
の
〈
人
間
の
死
〉
を
描
い
た
作
品
の
中
に
は
、
死
に
直
面
し
た
後
の
登
場
人

物
の
感
情
、
大
切
な
人
の
死
が
も
た
ら
す
悲
し
み
や
喪
失
感
な
ど
、
多
様
な
心
理
変
化
を
中

心
に
描
い
た
作
品
も
あ
る
。
例
え
ば
、
吉
田
夏
子
「
信
ち
ゃ
ん
の
死
」
森
三
郎
「
沼
」
小
松

淑
郎
「
弟
」
な
ど
作
品
は
、
友
人
や
兄
弟
と
の
死
別
を
通
じ
て
、
子
ど
も
同
士
の
交
流
か
ら

生
ま
れ
る
子
ど
も
特
有
の
心
理
や
感
情
の
変
化
、
残
さ
れ
た
子
ど
も
の
喪
失
体
験
や
自
己
批

判
な
ど
、
不
安
や
後
悔
が
入
り
混
じ
っ
た
複
雑
な
感
情
の
表
出
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。 

宇
野
千
代
「
三
吉
の
お
母
さ
ん
」
は
、
母
親
の
死
に
直
面
す
る
三
吉
の
心
理
的
苦
痛
や
孤

独
、
内
面
の
葛
藤
、
母
親
の
病
気
と
死
に
よ
る
親
子
関
係
お
よ
び
学
校
生
活
の
変
化
、
そ
し

て
そ
れ
ら
の
変
化
へ
の
三
吉
の
適
応
を
詳
細
に
描
く
こ
と
で
、
喪
失
が
苦
し
み
や
生
活
環
境

の
否
定
的
変
化
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
的
成
長
の
契
機
で
も
あ
る
こ
と
を
読
者
に
伝
え
よ
う

と
し
て
い
る
。 

楠
山
正
雄
「
祖
母
」
で
は
子
ど
も
の
私
は
叔
父
の
死
に
間
接
的
に
遭
遇
し
、
祖
母
の
死
に

直
接
的
に
遭
遇
し
た
。
祖
母
が
死
ぬ
ま
で
に
自
分
の
悪
戯
を
白
状
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
私

に
も
た
ら
し
た
後
悔
の
念
は
祖
母
に
向
か
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
子
ど
も
の
私
は
叔
父
の
遺

影
に
謝
る
。
そ
の
行
動
の
背
後
に
子
ど
も
の
私
の
複
雑
な
感
情
が
潜
ん
で
い
る
。
物
語
は
そ

の
行
動
が
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
の
答
え
を
出
さ
ず
、
読
解
の
主
導
権
を
読
者

に
譲
っ
て
い
る
。
村
尾
茂
「
ま
ほ
う
壜
」
は
、
子
ど
も
の
修
吉
と
亡
く
な
っ
た
叔
母
を
め
ぐ

る
話
で
あ
る
。
修
吉
は
亡
く
な
っ
た
叔
母
に
つ
い
て
、
寺
に
い
る
優
し
く
て
若
い
女
性
と
い

う
人
物
を
想
像
し
て
い
た
が
、
実
際
の
叔
母
は
そ
う
で
は
な
い
と
母
か
ら
聞
く
。
そ
の
た
め
、
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修
吉
は
叔
母
に
手
を
引
か
れ
て
山
道
を
通
っ
た
思
い
出
も
実
在
し
た
出
来
事
で
は
な
く
、
自

分
の
頭
の
中
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
始
め
る
。
叔
母
と
の
唯
一
の
つ

な
が
り
で
あ
る
思
い
出
が
喪
失
す
る
危
機
に
直
面
し
、
修
吉
に
と
っ
て
叔
母
の
死
が
は
じ
め

て
真
に
な
る
。 

加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
は
、
子
ど
も
為
吉
の
言
動
を
通
じ
て
子
ど
も
特
有
の
〈
死
〉

の
認
識
の
仕
方
や
、
自
身
の
〈
死
〉
に
至
る
過
程
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
発
達
心
理
学
に

よ
る
と
、
人
は
外
界
を
、
現
在
持
っ
て
い
る
思
考
枠
組
み
に
当
て
は
め
て
理
解
し
よ
う
と
す

る
。
子
ど
も
の
為
吉
は
〈
死
〉
を
、
海
難
＝
恐
ろ
し
い
怪
物
の
出
現
の
結
果
と
し
て
理
解
し

よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
自
身
が
海
難
に
遭
っ
た
と
き
、
為
吉
は
自
身
の
〈
死
〉
を
不
可
避

な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
加
能
は
子
ど
も
の
立
場
か
ら
理
解
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
た

〈
現
実
的
な
死
〉
を
丁
寧
に
描
い
て
い
る
。 

 

②
〈
生
〉
と
の
多
様
な
繋
が
り
か
ら
見
る
〈
死
〉
の
語
り 

 

第
一
、
超
自
然
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
〈
死
〉
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
。 

生
の
終
焉
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
〈
死
〉
を
描
い
た
作
品
も
少
な
く
な
い
。
昔
話
で
は
超

自
然
的
要
素
が
含
ま
れ
た
〈
死
〉
、
不
思
議
な
〈
死
〉
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

鈴
木
三
重
吉
「
ぶ
く
ぶ
く
長
々
火
の
目
小
僧
」
の
ぶ
く
ぶ
く
は
、
何
千
人
も
の
兵
士
と
馬
を

一
気
に
飲
み
込
み
、
お
腹
か
ら
吐
き
出
し
た
。
同
じ
く
鈴
木
三
重
吉
の
「
欲
ば
り
猫
」
の
猫

は
、
牝
牛
・
栗
鼠
・
百
姓
・
鼬
・
狐
・
兎
・
小
熊
・
大
熊
・
お
嫁
さ
ん
の
行
列
・
お
月
さ
ま
・

お
日
さ
ま
を
食
べ
尽
く
し
た
が
お
腹
の
皮
が
破
れ
て
し
ま
い
、
皆
は
中
か
ら
逃
げ
出
し
た
。

そ
し
て
、
鈴
木
三
重
吉
「
お
な
か
の
皮
」
の
猫
も
、
鸚
鵡
・
お
婆
さ
ん
・
驢
馬
・
馬
方
・
王

さ
ま
・
王
妃
・
兵
隊
・
象
・
蟹
を
呑
み
込
ん
だ
が
、
最
後
に
は
お
腹
に
穴
が
開
き
、
食
べ
た

も
の
た
ち
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
人
は
神
に
食
べ
物
を
捧
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
神
か
ら
食
べ
物
を
得
よ
う
と
す
る
と
い
う
供
犠
に
は
経
済
的
な
見
返
り
へ
の
期
待
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

超
自
然
的
な
も
の
と
し
て
の
宗
教
的
世
界
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
た
〈
子
ど
も
の
死
〉

を
描
い
た
作
品
の
好
例
と
し
て
、
宮
原
晃
一
郎
「
身
に
咲
い
た
花
」（
六
巻
二
号
、
一
九
二
一

年
二
月
）
が
あ
る
。
勤
勉
で
学
問
が
よ
く
出
来
、
親
孝
行
で
信
仰
の
篤
か
っ
た
太
郎
が
死
ん

で
し
ま
い
、
そ
の
後
天
使
に
招
か
れ
て
天
国
へ
や
っ
て
く
る
。
太
郎
の
死
に
つ
い
て
、
神
様

は
悪
魔
サ
タ
ン
の
誘
惑
に
負
け
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
彼
を
早
く
天
国
へ
招
い
た
と
説
明

す
る
。
そ
し
て
、
不
死
に
な
っ
た
太
郎
の
身
に
「
聖
書
の
教
え
」
と
い
う
花
が
咲
く
。 

悲
し
む
べ
き
事
柄
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
〈
子
ど
も
の
死
〉
は
、「
身
に
咲
い
た
花
」
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に
お
い
て
は
純
粋
で
美
し
い
魂
が
神
様
の
も
と
へ
召
さ
れ
る
、
祝
福
す
べ
き
事
柄
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
死
後
の
世
界
、
天
国
、
天
使
、
神
な
ど
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
聖
書

の
教
え
を
尊
重
し
な
が
ら
、
読
者
の
視
覚
イ
メ
ー
ジ
、
聴
覚
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
表
現
を

用
い
て
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
読
者
に
は
馴
染
み
の
な
い
概
念
に

つ
い
て
は
日
本
神
話
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
を
援
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
読
者
の
理
解
を
促
す

工
夫
が
見
ら
れ
る
。 

人
間
が
動
物
に
変
身
し
た
り
、
動
物
が
人
間
に
変
身
し
た
り
す
る
動
物
変
身
譚
は
東
西
の

昔
話
に
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
物
語
の
背
景
に
は
動
物
は
霊
力
を
持
っ
た
不
思
議
な
存

在
と
い
う
概
念
が
潜
ん
で
い
る
。『
赤
い
鳥
』
の
創
作
童
話
に
描
か
れ
て
い
る
動
物
の
死
に
も
、

こ
の
よ
う
な
概
念
が
見
て
取
れ
る
。
例
え
ば
、
小
川
未
明
「
海
蛍
」
で
は
、
嫁
ぎ
先
を
ひ
そ

か
に
逃
げ
出
し
た
嫁
が
、
そ
の
途
中
で
川
に
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
を
知
っ
た
低
能

の
夫
も
、
娘
の
後
を
追
っ
て
川
に
身
を
投
げ
る
。
そ
し
て
、
二
人
の
死
骸
は
と
も
に
ほ
た
る

に
な
り
、
嫁
は
夜
空
に
輝
く
川
ほ
た
る
に
、
夫
は
大
き
な
海
ほ
た
る
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
こ

こ
で
は
じ
め
て
、
娘
の
美
し
さ
と
夫
の
美
し
さ
が
同
じ
方
向
を
向
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
童

話
に
は
二
人
の
悲
劇
的
な
運
命
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
美
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
愛
情
と
哀
愁

が
漂
っ
て
い
る
。 

小
川
未
明
「
ふ
る
さ
と
の
林
の
歌
」
で
は
、
娘
は
小
鳥
の
死
と
引
き
か
え
に
美
貌
を
手
に

入
れ
る
。
娘
は
代
わ
り
と
し
て
永
遠
に
小
鳥
の
思
い
出
を
愛
し
、
い
つ
ま
で
も
林
を
見
捨
て

な
い
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
っ
た
。
小
鳥
の
死
は
、
た
だ
生
物
学
的
な
生
命
の
終
焉
を
意
味

す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
娘
が
小
鳥
を
思
い
出
し
、
愛
し
続
け
る
限
り
、
小
鳥
と
こ
の

世
と
の
つ
な
が
り
が
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
小
鳥
の
林
や
自
然
に
対
す
る
愛
情
が
永

遠
に
残
っ
て
い
く
こ
と
を
暗
示
し
て
物
語
は
終
わ
る
。『
赤
い
鳥
』
の
動
物
変
身
譚
の
根
底
に

は
、
人
間
が
危
機
に
瀕
し
た
際
に
身
代
わ
り
に
な
っ
て
助
け
て
く
れ
る
動
物
た
ち
は
、
超
自

然
的
な
力
の
持
ち
主
で
あ
る
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
物
語
に
描
か
れ
た
動
物
の
死
は
、
こ
う

し
た
伝
統
的
な
概
念
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
鈴
木
三
重
吉
が
追
及
し
て
い
た
童

話
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
が
具
現
化
し
た
も
の
で
も
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
小
川
未
明
は
超
自
然
的
な
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
描
い
た
童
話
作
品
を
い
く
つ

か
残
し
て
い
る
。
「
け
し
の
圃
」
「
娘
と
大
き
な
鐘
」
「
赤
い
ガ
ラ
ス
の
宮
殿
」
に
登
場
す
る
、

死
の
国
に
入
っ
た
小
太
郎
、
父
を
救
う
た
め
に
亡
く
な
っ
た
娘
、
平
三
の
夢
に
出
て
き
た
亡

く
な
っ
た
子
ど
も
は
、「
海
蛍
」
に
登
場
す
る
、
亡
く
な
っ
て
か
ら
海
ほ
た
る
に
な
っ
た
娘
の

死
に
も
、
超
自
然
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
死
は
終
焉
で
は
な
く
、
死
に
よ
っ
て
幻
想

の
世
界
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
未
明
童
話
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
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の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。 

未
明
の
「
金
の
輪
」
と
「
町
の
天
使
」
に
お
け
る
〈
子
ど
も
の
死
〉
に
つ
い
て
は
、
「
母
」

の
「
不
思
議
な
異
世
界
」
に
対
す
る
許
容
度
の
違
い
に
よ
っ
て
物
語
の
展
開
が
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
。
「
金
の
輪
」
の
太
郎
、
「
町
の
天
使
」
の
Ｓ
少
年
は
と
も
に
全
く
見
覚
え
の
な
い

少
年
と
出
会
い
、
少
年
に
導
か
れ
る
よ
う
に
死
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
と
き
、「
金
の
輪
」
の
母

は
「
不
思
議
な
少
年
」
の
存
在
を
ま
っ
た
く
信
じ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、「
町
の
天
使
」
の

母
は
死
ん
だ
は
ず
の
友
だ
ち
の
出
現
に
半
信
半
疑
な
態
度
を
示
し
な
が
ら
も
、
Ｓ
少
年
の
言

動
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
後
、「
金
の
輪
」
の
太
郎
は
死
後
の
世
界
か
ら
戻
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、「
町
の
天
使
」
の
Ｓ
少
年
は
天
使
に
よ
っ
て
死
後
の
世
界
か
ら
わ
が
家
へ
と
帰

さ
れ
る
。
未
明
の
子
ど
も
像
に
し
た
が
え
ば
、
こ
の
不
思
議
な
異
世
界
を
ど
れ
だ
け
信
じ
ら

れ
る
か
は
、
大
人
に
は
理
解
不
能
な
子
ど
も
の
世
界
を
ど
れ
だ
け
信
じ
ら
れ
る
か
と
直
接
結

び
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
金
の
輪
」
の
母
よ
り
も
「
町
の
天
使
」
の
母
の
方
が
わ
が
子

を
信
じ
て
お
り
、
こ
の
信
頼
こ
そ
が
Ｓ
少
年
の
生
還
と
い
う
〈
奇
蹟
〉
を
呼
び
起
こ
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

第
二
、
他
者
の
〈
死
後
の
生
〉
へ
の
欲
求
を
め
ぐ
る
〈
死
〉
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て 

『
赤
い
鳥
』
に
は
、
死
者
が
死
後
も
存
在
す
る
と
い
う
描
写
は
な
い
も
の
の
、
死
後
の
世

界
に
対
す
る
思
考
を
め
ぐ
ら
せ
、
死
者
と
の
繋
が
り
や
関
係
の
継
続
を
求
め
る
よ
う
な
描
写

が
見
ら
れ
る
作
品
も
あ
る
。 

例
え
ば
、
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
で
は
、
鼠
の
死
を
き
っ
か
け
に
仙
松
と
太
吉
は
、

死
や
命
、
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
積
極
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鼠
の
死
を

受
け
入
れ
た
二
人
は
次
に
「
今
頃
は
も
う
極
楽
へ
行
つ
て
、
阿
弥
陀
様
の
傍
に
座
つ
て
る
よ
。

き
つ
と
」
と
、
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
議
論
を
始
め
る
。
太
吉
の
祖
母
は
足
が
悪
く
て
歩
け

な
か
っ
た
か
ら
、
極
楽
ま
で
歩
い
て
行
け
る
わ
け
が
な
い
と
仙
松
は
言
う
と
、
太
吉
は
極
楽

に
行
く
の
は
魂
だ
と
言
い
返
し
た
。
そ
れ
な
ら
鼠
の
魂
も
極
楽
に
行
け
る
は
ず
と
仙
松
が
言

う
と
、
鼠
に
は
魂
が
な
い
と
太
吉
は
返
す
。
す
る
と
仙
松
は
太
吉
に
、
魂
が
な
い
な
ら
鼠
は

ど
う
し
て
生
き
て
い
る
の
か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
た
が
、
こ
れ
以
上
二
人
の
議
論
が
進
む
こ

と
は
な
か
っ
た
。 

極
楽
や
魂
な
ど
死
後
の
世
界
の
概
念
に
つ
い
て
、
仙
松
も
太
吉
も
一
知
半
解
で
あ
り
、
十

分
に
理
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
鼠
の
死
を
き
っ
か
け
に
二
人
は
積
極
的
に

議
論
し
、
理
解
し
よ
う
と
努
め
た
。
ま
た
、
二
人
の
こ
う
し
た
や
り
取
り
の
描
写
は
、
極
楽

や
魂
な
ど
、
死
後
に
つ
い
て
の
思
索
へ
と
読
者
を
誘
う
も
の
で
も
あ
る
。
鼠
に
は
魂
が
な
い

の
に
ど
う
し
て
生
き
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
は
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
で
、
物
語
の
内
部
に
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と
ど
ま
ら
ず
、
物
語
の
外
部
に
い
る
読
者
に
も
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
鼠
の

お
葬
ひ
」
の
大
き
な
創
作
目
的
は
、
読
者
の
〈
命
に
つ
い
て
の
思
考
を
喚
起
す
る
こ
と
〉
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
鼠
の
死
を
き
っ
か
け
に
子
ど
も
た
ち
は
、
死
や
命
、
死
後
の
世
界
に
つ

い
て
積
極
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
物
語
の
登
場
人
物
に
留
ま
ら
ず
、

童
話
を
読
む
読
者
に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
宇
野
千
代
「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
で
は
、
母
が
病
気
に
な
る
前
、
重
篤
の
際
、
死

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
三
吉
が
目
に
し
た
漢
字
を
モ
チ
ー
フ
に
、
そ
の
見
え
方
の
変
化
が

描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
母
が
病
気
に
な
る
前
は
「
海
」
と
い
う
字
が
入
っ
て
い
る
文
章

を
見
て
も
、
た
だ
「
お
父
さ
ん
の
ゐ
な
い
こ
と
で
、
肩
身
の
せ
ま
い
」
思
い
を
す
る
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
母
の
死
後
、「
海
」
に
「
母
」
の
字
が
あ
る
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
気
に
も
留
め
な

か
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。 

母
の
死
に
至
る
ま
で
、
三
吉
が
一
貫
し
て
示
す
「
母
」
と
い
う
字
へ
の
情
熱
は
、
関
係
性

が
変
化
し
て
し
ま
っ
た
母
と
の
間
に
新
た
な
絆
を
築
こ
う
と
す
る
意
思
の
現
れ
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
母
と
の
死
別
に
直
面
し
た
三
吉
は
そ
の
絆
を
無
理
に
切
断
す
る
こ

と
な
く
、「
母
」
と
い
う
漢
字
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
の
中
で
母
を
再
現
し
よ
う

と
試
み
て
い
る
。「
母
」
の
字
を
探
し
な
が
ら
、
亡
く
な
っ
た
母
を
思
い
出
し
、
悼
み
、
母
と

の
間
に
新
た
な
絆
を
結
び
直
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

親
し
い
人
を
亡
く
し
た
と
き
、
故
人
と
の
別
離
と
い
う
「
絆
の
放
棄
」
が
正
常
な
悲
嘆
の

過
程
で
あ
り
、
目
標
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以

降
、
故
人
と
の
「
継
続
す
る
絆
」、
も
し
く
は
「
絆
の
保
持
」
こ
そ
が
正
常
な
悲
嘆
の
過
程
で

あ
る
と
い
う
認
識
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
現
在
の
研
究
者
の
間
で
「
継
続
す
る
絆
」
と
は
、

遺
族
の
心
の
内
に
故
人
と
の
継
続
的
な
関
係
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
る
。「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
に
は
、
す
で
に
「
継
続
す
る
絆
」
の
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
て
い
た
。 

そ
し
て
、
坪
田
譲
治
「
小
川
の
葦
」
で
は
、
太
一
の
死
後
、「
太
一
の
あ
し
場
」
と
し
て
人
々

の
記
憶
に
刻
ま
れ
、
語
ら
れ
続
け
た
。
〈
子
ど
も
の
死
〉
を
扱
っ
た
坪
田
の
作
品
の
多
く
は
、

子
ど
も
が
死
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
再
び
人
々
の
前
に
現
れ
、
生
活
の
一
部
と
な
る
こ
と
で

生
き
る
者
た
ち
と
繋
が
り
続
け
る
。
死
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
回
帰
す
る
〈
自
然
〉
は
、
死
ん

だ
子
ど
も
た
ち
と
生
き
る
者
た
ち
を
繋
ぐ
場
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
小
川
の
葦
」
の
最
後
、

「
太
一
の
あ
し
場
」
は
「
今
の
人
」
に
よ
っ
て
葦
が
刈
り
取
ら
れ
、
耕
地
に
な
る
。「
太
一
の

あ
し
場
」
の
消
失
と
は
、
あ
し
場
本
来
の
意
味
の
消
失
と
、
異
な
る
世
界
と
の
結
節
点
と
し

て
の
、
す
な
わ
ち
子
ど
も
が
死
し
て
回
帰
す
る
、
崇
拝
の
対
象
と
し
て
の
〈
自
然
〉
の
消
失
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と
い
う
、
二
重
の
消
失
を
意
味
す
る
。
坪
田
が
「
小
川
の
葦
」
で
描
こ
う
と
し
た
〈
死
〉
と

は
太
一
の
死
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
太
一
を
記
憶
し
た
場
の
消
失
に
よ
る
死
者
の
忘
却
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 三 

『
赤
い
鳥
』
研
究
へ
の
貢
献
と
今
後
の
研
究
課
題 

『
赤
い
鳥
』
の
主
宰
者
で
あ
る
鈴
木
三
重
吉
は
、
童
話
に
何
を
求
め
て
い
た
の
か
。
こ
れ

ま
で
の
議
論
か
ら
、
次
の
三
点
を
『
赤
い
鳥
』
の
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
㈠
冒
険
、
侠
客
、
感
傷
な
ど
を
売
り
物
に
す
る
当
時
の
日
本
の
児
童
読
み
物
に
対
す

る
批
判
。
こ
れ
ら
の
読
み
物
は
寓
話
と
し
て
は
実
に
貧
弱
で
あ
り
、
概
し
て
西
洋
の
童
話
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
豊
か
な
空
想
が
足
り
な
い
。
㈡
『
赤
い
鳥
』
創
刊
に
あ
た
り
「
標
榜
語
」

と
し
て
掲
げ
た
、
子
ど
も
に
「
純
麗
、
純
清
な
読
物
」「
真
の
芸
術
」
を
提
供
す
る
決
意
。
㈢

「
子
供
に
関
す
る
日
常
の
事
実
、
子
供
の
心
理
を
描
い
た
現
実
的
な
話
材
」
を
用
い
た
創
作

童
話
の
積
極
的
掲
載
。 

豊
か
な
空
想
、
真
の
芸
術
性
、
現
実
的
な
話
材
を
求
め
た
『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
は
、〈
死
〉

を
ど
の
よ
う
に
描
い
た
の
か
。
〈
死
〉
を
描
く
こ
と
で
、
『
赤
い
鳥
』
と
作
者
は
読
者
に
何
を

伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
。
本
研
究
を
通
じ
て
、『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
童
話
作
品
は
、
主

に
次
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
〈
死
〉
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

・
子
ど
も
特
有
の
認
識
や
行
動
の
し
か
た
が
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
（
第
二
章
、
第
九
章
） 

・〈
死
〉
が
〈
生
〉
の
終
焉
で
は
な
く
、
時
間
と
空
間
を
超
え
た
新
た
な
関
係
性
を
生
み
だ

す
契
機
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
（
第
二
章
、
第
一
〇
章
） 

・〈
死
〉
や
〈
生
〉、〈
死
後
の
世
界
〉
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
（
第
三
章
） 

・
子
ど
も
が
後
悔
、
反
省
、
悲
し
み
、
喪
失
感
な
ど
、
複
雑
で
豊
か
な
感
情
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
他
者
が
抱
く
感
情
へ
の
共
感
を
呼
び
起
こ
す
た
め
（
第
四
章
） 

・
経
済
的
な
利
益
や
有
用
性
が
優
先
さ
れ
る
社
会
へ
の
批
判
、
ま
た
は
近
代
文
明
そ
の
も

の
に
対
す
る
批
判
（
第
四
章
、
第
八
章
） 

・
子
ど
も
の
純
真
さ
、
無
垢
さ
を
称
え
る
た
め
（
第
七
章
） 

・〈
生
〉
の
真
の
意
義
を
理
解
さ
せ
る
た
め
（
第
一
一
章
） 

 

と
こ
ろ
で
、『
赤
い
鳥
』
は
大
正
時
代
の
童
心
主
義
児
童
文
学
運
動
を
け
ん
引
す
る
雑
誌
と

さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、『
赤
い
鳥
』
は
現
実
の
世
界
で
生
き
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
存
在
を
見

過
ご
し
て
い
る
と
い
う
批
判
や
１

、
特
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
児
童
文
学
の
立
場
か
ら
、
「
曖
昧
模
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糊
た
る
『
超
階
級
的
童
心
芸
術
論
』
」
「
童
心
な
る
も
の
は
、
プ
チ
ブ
ル
・
イ
ン
テ
リ
層
の
児

童
の
無
邪
気
さ
あ
ど
け
な
さ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」「
童
心
主
義
と
は
芸
術
至
上
観
の
上
に
立
っ

て
子
供
の
心
を
徒
ら
に
純
真
無
垢
な
も
の
、
神
聖
な
も
の
と
み
る
イ
ズ
ム
」
な
ど
の
批
判
を

受
け
た
２
。
し
か
し
、
掲
載
さ
れ
た
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
死
〉
の
描
写
を
分
析
し
て
明
ら

か
に
な
っ
た
の
は
、
作
中
で
描
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
童
心
主
義
の
言
う
よ
う
な
純
真
無
垢

な
子
ど
も
と
は
一
概
に
言
い
切
れ
な
い
、
多
様
な
側
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。 

少
し
で
も
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
き
た
ほ
た
る
が
従
妹
に
持
ち
去
ら
れ
た
こ

と
で
、
従
妹
へ
の
腹
い
せ
と
し
て
ほ
た
る
が
早
く
死
ぬ
こ
と
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
る
子
ど

も
や
（
森
三
郎
「
ほ
た
る
」
）
、
心
臓
の
病
気
が
悪
化
し
た
こ
と
で
遊
び
に
来
ら
れ
な
く
な
っ

た
友
人
の
病
気
を
心
配
し
な
が
ら
、
来
ら
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
不
満
と
失
望
を
露
わ
に
す

る
子
ど
も
（
森
三
郎
「
ほ
た
る
」
）
、
自
分
た
ち
で
鼠
を
溺
れ
さ
せ
、
鼠
が
生
き
よ
う
と
必
死

に
も
が
く
様
を
見
て
笑
い
、
興
奮
す
る
子
ど
も
や
（
森
田
草
平
「
鼠
の
お
葬
ひ
」
）
、
ま
わ
り

の
目
を
終
始
気
に
し
な
が
ら
、
自
分
よ
り
不
幸
な
境
遇
に
あ
る
友
人
を
見
て
安
心
し
、「
自
分

は
不
幸
で
は
な
い
」
と
い
う
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て
い
る
子
ど
も
な
ど
（
宇
野
千
代

「
三
吉
と
お
母
さ
ん
」
）
、
分
析
か
ら
は
純
真
無
垢
で
善
良
な
子
ど
も
像
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
、
複
雑
な
感
情
を
持
ち
、
自
分
本
位
な
一
面
や
無
邪
気
さ
ゆ
え
の
残
酷
な
一
面
を
見
せ
る

子
ど
も
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

豊
か
な
空
想
、
芸
術
性
、
現
実
的
な
話
材
を
追
求
し
た
『
赤
い
鳥
』
だ
が
、
童
心
主
義
が

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
豊
か
な
空
想
や
芸
術
性
の
追
求
の
あ
ら
わ
れ
と
す
る
な
ら
ば
、
本
研

究
で
明
ら
か
と
な
っ
た
複
雑
な
子
ど
も
像
は
、『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
現
実
性
の
追
求
の
あ
ら

わ
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

最
後
に
、
本
研
究
は
特
に
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
童
話
作
品
に
お
け
る
〈
死
〉
の
表

現
に
注
目
し
な
が
ら
、
近
代
日
本
児
童
文
学
作
品
の
中
で
描
か
れ
る
〈
生
と
死
〉
の
特
徴
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
児
童
文
学
に
お
け
る
〈
死
〉
の
表
現
の
多

様
性
や
、〈
死
〉
と
〈
生
〉
と
の
関
係
性
な
ど
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
明
ら
か
に
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、〈
生
〉
に
関
す
る
表
現
の
検
討
は
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

ま
た
、
『
赤
い
鳥
』
廃
刊
後
、
日
本
は
戦
時
色
が
濃
厚
に
な
っ
て
い
く
が
、
戦
時
体
制
下
、

国
家
に
よ
る
統
制
を
受
け
な
が
ら
児
童
文
学
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
戦

争
と
い
う
〈
死
〉
と
隣
り
合
わ
せ
の
状
況
に
あ
っ
て
、
児
童
文
学
は
〈
生
と
死
〉
を
ど
の
よ

う
に
表
現
し
た
の
か
。
そ
し
て
、
近
代
日
本
児
童
文
学
の
〈
生
と
死
〉
を
め
ぐ
る
表
現
様
式

は
、
海
外
の
児
童
文
学
、
と
り
わ
け
中
国
、
韓
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
児
童
文
学
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に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
日
本
児
童
文
学
の
〈
生
と
死
〉
に
関
す
る
表
現
は
、
海

外
の
児
童
文
学
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
今
後
検
討

す
べ
き
課
題
と
し
て
、
本
研
究
を
締
め
く
く
る
。 

   注 １
ル
ド
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ク
ラ
イ
ン
「
大
正
時
代
・
戦
前
の
童
話
：
児
童
の
発
見
」『
ア
ル
ザ
ス
日

欧
知
的
交
流
事
業 

日
本
研
究
セ
ミ
ナ
ー
「
大
正
／
戦
前
」
報
告
書
』（
国
際
交
流
基
金
・
ア

ル
ザ
ス
欧
州
日
本
学
研
究
所
編
、
二
〇
一
四
年
八
月
）
七
頁 

２
古
田
足
日
「
童
心
主
義
の
諸
問
題
」
『
児
童
文
学
の
思
想
』
（
牧
書
店
、
一
九
六
九
年
）
五

六
頁 
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瞭
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澤
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童
文
学
に
お
け
る
死
生
観 : 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
宮
沢
賢
治
の
童
話
を
手
が

か
り
に
」（『
死
生
学
研
究
「
三
巻
」』
二
〇
〇
四
年
四
月
） 

大
塚
豊
子
「
宇
野
千
代
年
譜
」『
宇
野
千
代
全
集 
第
一
〇
巻
』、
二
七
六
頁 

大
藤
幹
夫
「
坪
田
譲
治
に
お
け
る
〈
死
〉
の
イ
メ
ー
ジ
」（『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究16

（14

）』
学
灯
社
、
一
九
七
一
年
） 

大
藤
幹
夫
「
坪
田
譲
治
と
『
赤
い
鳥
』
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞 

63(4
)

』
、
一
九
九
八
年
四

月
） 

小
野
由
紀
「
野
上
彌
生
子
の
児
童
文
学-

-

「
赤
い
鳥
」
の
「
お
爺
さ
ん
と
お
婆
さ
ん
」
を
中

心
に
」（「
児
童
文
学
研
究 (35)

」、
二
〇
〇
二
年
） 

岡
上
鈴
江
「
三
重
吉
・
未
明
・
赤
い
鳥
」
（『
学
鐙
』、
一
九
九
〇
年
七
月
） 

小
川
未
明
『
底
の
社
会
へ
』（
岡
村
書
店
、
一
九
一
四
年
） 

小
川
未
明
『
生
活
の
火 : 

小
川
未
明
感
想
録
』(

精
華
書
院
、
一
九
二
二
年
）
小
川
未
明
「
童

話
に
対
す
る
所
見
」『
人
間
性
の
た
め
に
』（
二
松
堂
書
店
、
大
正
十
二
年
） 

小
川
未
明
『
芸
術
の
暗
示
と
恐
怖
』（
春
秋
社
、
大
正
十
三
年
） 

小
川
未
明
『
つ
ね
に
自
然
は
語
る
』（
日
本
童
話
協
会
出
版
部
、
一
九
三
〇
年
） 

小
川
未
明
『
児
童
文
学
論
』（
日
本
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
三
年
） 

尾
崎
宏
次
『
日
本
の
サ
ー
カ
ス
』（
三
芽
書
房
、
一
九
五
八
年
） 

小
澤
俊
夫
『
昔
話
入
門
』（ 

ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
） 

小
澤
俊
夫
『
昔
話
が
語
る
子
ど
も
の
姿
』（
古
今
社
、
一
九
九
八
年
） 

小
澤
俊
夫
『
昔
話
と
は
何
か
』（
小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
） 

小
田
原
幸
・
坪
井
康
次
「
悲
し
み
か
ら
立
ち
直
る
プ
ロ
セ
ス 

― 

喪
（
悲
哀
）
の
仕
事
と
は
」

（『
児
童
心
理65(17)

』、
二
〇
一
二
年
一
二
月
） 

加
能
作
次
郎
「
漁
村
賦
」（『
太
陽
』
、
一
九
一
六
年
四
月
） 

上
笙
一
郎
「
未
明
童
話
「
牛
女
」
に
つ
い
て
」
（『
解
釈
』、
一
九
七
一
年
三
月
） 

河
原
和
枝
「『
赤
い
鳥
』
の
子
ど
も
た
ち : 

誕
生
期
の
「
童
話
」
に
現
れ
た<

子
ど
も>

像
」（『
年

報
人
間
科
学12

』、
一
九
九
一
年
） 

河
原
和
枝
『
子
ど
も
観
の
近
代 

: 

『
赤
い
鳥
』
と
「
童
心
」
の
理
想
』
（
中
央
公
論
社
、
一
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九
九
八
年
） 

 

菅
忠
道
「
赤
い
鳥
の
成
立
と
発
展
」
『
赤
い
鳥
研
究
』
（
日
本
児
童
文
学
学
会
編
、
一
九
六
五

年
） 

菅
邦
男
『『
赤
い
鳥
』
と
生
活
綴
方
教
育 : 

宮
崎
の
児
童
詩
と
綴
方
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇

九
年
） 

北
川 

公
美
子
「
日
本
に
お
け
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン--

生
誕
二
〇
〇
年
を
概
観
す
る
」（『
日
本
児

童
文
学
』、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
） 

木
下
紀
美
子
「
宮
原
晃
一
郎
解
説
」『
日
本
児
童
文
学
大
系
一
一
』（
ほ
る
ぷ
出
版 

、
一
九
七

八
年
）
四
二
二
頁 

金
森
友
里
「
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
戦
争
観:

創
刊
一
九
一
八
年
か
ら
休
刊
一
九
二
九
年

ま
で
の
傾
向
」（『
富
大
比
較
文
学 5

』、
二
〇
一
二
年
一
二
月
） 

楠
山
正
雄 

「
未
明
童
話
集
を
読
む
人
々
の
為
に
」
（
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚 

未
明
童
話
集
』
、

富
山
房
、
一
九
三
八
年
） 

熊
本
哲
「『
小
川
の
葦
』
―
記
憶
の
抹
消
と
風
化
す
る
哀
し
み
―
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞63

（4

）』
至
文
堂
、
一
九
九
八 

 

久
米
井
束
「
教
育
か
ら
見
た
「
赤
い
鳥
」
の
運
動
」（『
日
本
児
童
文
学17(10)

』、
一
九
七
一

年
一
〇
月
）
、
桑
原
三
郎
『
「
赤
い
鳥
」
の
時
代 

: 

大
正
の
児
童
文
学
』
（
慶
応
通
信
、
一
九

七
五
年
） 

桑
原
三
郎
「
解
説
・
年
譜
・
関
係
文
献
」
『
鈴
木
三
重
吉
童
話
全
集
別
巻
』
（
文
泉
堂
書
院
、

一
九
七
五
） 

桑
原
三
郎
『
諭
吉
、
小
波
、
未
明 

―
明
治
の
児
童
文
学
―
』
（
慶
応
通
信
、
一
九
七
九
年
） 

窪
田
実
・
木
幡
一
夫
『
理
科
学
習
指
導
に
お
け
る
つ
ま
ず
き
の
事
例
』（
明
治
図
書 
一
九
五

九
年
） 

児
玉
衣
子
『
聖
書
の
子
ど
も
観
』（
青
山
社
、
二
〇
〇
二
年
） 

坂
口
幸
弘
『
悲
嘆
学
入
門 

死
別
の
悲
し
み
を
学
ぶ
』（
昭
和
堂
、
二
〇
一
〇
年
） 

サ
ム
イ
ル 

マ
ル
シ
ャ
ー
ク
著
、
湯
浅
芳
子
訳
『
森
は
生
き
て
い
る
』
（
岩
波
少
年
文
庫
、
二

〇
〇
〇
年
） 

坂
本
政
親
「
加
能
作
次
郎
」
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
第
一
巻
』（
講
談

社 

一
九
七
七
年
） 

坂
本
政
親
「
加
能
作
次
郎
と
能
登
」（『
福
井
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
一
部
人
文
科
学 

「
二
〇

巻
」』
一
九
七
〇
年
） 

澤
井
敦
、
有
末
賢
『
死
別
の
社
会
学
』（
青
弓
社
、
二
〇
一
五
年
） 

島
常
安
な
ど
『
発
達
心
理
学
用
語
集
』（
同
文
書
院
、
二
〇
〇
六
年
） 

島
薗
進
・
竹
内
整
一
・
小
佐
野
重
利 

『
死
生
学 

死
生
学
と
は
何
か
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
八
年
） 

J.L.

シ
ン
ガ
ー
／
小
山
睦
央
・
秋
山
信
道
訳
『
白
日
夢
・
イ
メ
ー
ジ
・
空
想
』
（
清
水
弘
文
、
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一
九
八
一
年
） 

札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
歴
史
編
集
委
員
会
『
日
本
聖
公
会
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
百
年
の
歩
み
』

（
日
本
聖
公
会
北
海
道
教
区
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
、
一
九
九
三
年
） 

申
明
浩
「
『
赤
い
鳥
』
表
紙
デ
ザ
イ
ン
の
芸
術
的
展
開
と
意
義
」
（
『
日
本
児
童
文
学 

44(4)

』

一
九
九
八
年
八
月
） 

ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ワ
著
、
多
田
道
太
郎
・
塚
崎
幹
夫
訳
『
遊
び
と
人
間
』（
講
談
社
学
術
文
庫[920

」

講
談
社
、
一
九
九
〇
年
） 

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
『
天
国
の
歴
史 

歌
う
沈
黙
』（
教
文
館
、
一
九
九
九

年
） 

鈴
木
三
重
吉
『
湖
水
の
女
』（
春
陽
堂
、
一
九
一
六
年
） 

鈴
木
三
重
吉
（
大
正
十
一
年
十
月
三
十
日
、
小
池
恭
氏
あ
て
の
手
紙
）
『
鈴
木
三
重
吉
全
集
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
） 

砂
田
弘
「
坪
田
譲
治
論
―
そ
の
生
涯
と
文
学
」（『
日
本
児
童
文
学36

（6

）』、
日
本
児
童
文
学

者
協
会
、
一
九
九
〇
年
） 

 

関
英
雄
『
新
編 

児
童
文
学
論
』（
新
評
論
、
一
九
六
八
年
） 

瀬
田
貞
二
「
坪
田
譲
治
」『
子
ど
も
と
文
学
』（
福
音
館
書
店
、
一
九
六
七
年
） 

相
馬
御
風
『
生
と
死
と
愛
』（
日
本
青
年
館
、
一
九
二
四
年
） 

高
木
敏
雄
『
童
話
の
研
究
』（
婦
人
文
庫
刊
行
會
、
一
九
一
六
年
） 

高
崎
邦
彦
「
加
能
作
次
郎
論
」
（
『
日
本
文
学
の
伝
統
と
創
造 

阿
部
正
路
博
士
還
暦
記
念
論

文
集
』
一
九
九
三
年
六
月
） 

ダ
ナ
・
カ
ス
ト
ロ
／
金
塚
貞
文
訳
『
あ
な
た
は
、
子
ど
も
に
〈
死
〉
を
教
え
ら
れ
ま
す
か
？

空
想
の
死
と
現
実
の
死
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
二
年
） 

高
山
毅
「
児
童
文
学
の
展
望
」『
大
正
期
の
児
童
文
学
』（
角
川
新
書
、
一
九
六
五
年
） 

滝
沢
典
「
創
造
期
の
「
赤
い
鳥
」
童
謡
」『
日
本
歌
謡
研
究 (13)

』
一
九
七
四
年
三
月
） 

田
中
俊
男
「
教
科
書
・
「
赤
い
鳥
」
と
い
う
場 
: 

新
美
南
吉
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
論
」
（
『
島
根

大
学
教
育
学
部
紀
要. 

教
育
科
学
・
人
文
・
社
会
科
学
・
自
然
科
学 48

別
冊
』
二
〇
一
五
年

二
月
） 

田
辺 

欧
、
藤
井 

美
和 

「
死
生
観
の
文
学
空
間
ー
現
代
北
欧
児
童
文
学
に
お
け
る
〈
死
〉

の
語
り
」（2014 

年
度 

科
学
研
究
費
助
成
事
業 

研
究
成
果
報
告
書
）（
研
究
課
題/

領
域
番

号
：246

５
２070

、
研
究
種
目
：
挑
戦
的
萌
芽
研
究
） 

峠
田
彩
香
「
近
代
的
「
子
ど
も
」
像
と
「
女
児
」
へ
の
一
考
察--

雑
誌
『
赤
い
鳥
』
の
分
析

か
ら
」（『
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀
要 (8)

』、
二
〇
一
一
年
二
月
） 

知
里
幸
恵
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』（
郷
土
研
究
社
、
一
九
二
三
年
） 

中
田
幸
平
『
野
の
玩
具
』（
中
公
新
書
三
七
八
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
） 

続
橋
達
雄
「
童
話
集
『
金
の
輪
』
の
一
考
察
」（『
野
州
国
文
学
（11

）』、
一
九
七
三
年
三
月
） 

坪
田
譲
治
「
童
心
馬
鹿
『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
二
巻
』（
新
潮
社
、
一
九
七
八
年
） 
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坪
田
譲
治
「
人
生
と
生
活
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
二
巻
』 

坪
田
譲
治
「
子
ど
も
の
喧
嘩
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
二
巻
』 

坪
田
譲
治
「
童
話
の
作
り
方 

―
作
品
の
必
然
性
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
二
巻
』 

坪
田
譲
治
「
コ
マ
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
巻
』 

坪
田
譲
治
「
枝
に
か
か
っ
た
金
の
輪
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
巻
』 

坪
田
譲
治
「
正
太
樹
を
め
ぐ
っ
て
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
一
巻
』 

坪
田
譲
治
「
カ
タ
ツ
ム
リ
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
二
巻
』 

坪
田
譲
治
「
で
ん
で
ん
虫
」『
坪
田
譲
治
全
集
第
七
巻
』 

坪
田
譲
治
「
あ
と
が
き
」『
坪
田
譲
治
全
集
十
一
冊
』 

鳥
越
信 

「
大
正
期
の
児
童
雑
誌
（
上
）
― 

前
期
「
赤
い
鳥
」
・
「
金
の
船
」
・
「
童
話
」
を

中
心
に
」『
文
学 

25

』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
四
月
） 

鳥
越
信
『
子
ど
も
の
本
の
百
年
史
』
（
明
治
図
書
出
版
、
一
九
七
三
年
） 

中
内
敏
夫
『
綴
る
と
解
く
の
弁
証
法:

「
赤
い
鳥
」
綴
方
か
ら
「
綴
方
読
本
」
を
経
て
』
（
渓

水
社
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

滑
川
道
夫
「『
赤
い
鳥
』
の
児
童
文
学
史
的
位
置
」『
赤
い
鳥
研
究
』（
日
本
児
童
文
学
学
会
編
、

一
九
六
五
年
） 

奈
良
達
雄
「
下
村
千
秋
の
児
童
文
学
」（『
民
主
文
学
』、
一
九
九
九
年
九
月
） 

西
川
嘉
ひ
ろ
『
ヨ
シ
の
文
化
史 

―
水
辺
か
ら
見
た
近
江
の
暮
ら
し
―
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、

二
〇
〇
二
年
） 

西
田
良
子
『
鈴
木
三
重
吉
の
感
覚
的
世
界:

『
赤
い
鳥
』
を
め
ぐ
っ
て
』
（
森
の
仲
間
、
一
九

七
三
年
） 

西
田
良
子
「
坪
田
譲
治
」（『
講
座
日
本
児
童
文
学
第
六
巻 

日
本
の
児
童
文
学
作
家Ⅰ
』、
明

治
書
院
、
一
九
七
三
年
） 

日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
赤
い
鳥
研
究
』（
小
峰
書
店
、
一
九
六
五
年
） 

日
本
聖
公
会
北
海
道
教
区
『
北
海
の
光 

第
七
四
号
』(

北
光
社
、
一
八
九
九
年
九
月) 

日
本
聖
公
会
『
祈
祷
書
』（
日
本
聖
公
会
管
区
事
務
所
、
二
〇
〇
七
年
） 

日
本
検
察
学
会
編 

、
藤
野
恵
著 

、
下
村
宏
他
著 

、 

齋
藤
薫
解
説
『
児
童
虐
待
防
止
法
解

義 . 

児
童
虐
待
防
止
法
解
説 . 

児
童
を
護
る
』（
久
山
社
、
一
九
九
五
年
） 

根
本
正
義
『
鈴
木
三
重
吉
と
「
赤
い
鳥
」』（
鳩
の
森
書
房
、
一
九
七
三
年
） 

根
本
正
義
「
坪
田
譲
治
―
子
ど
も
の
死
を
め
ぐ
る
作
品
の
世
界
―
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞

44

（9

）』
至
文
堂 

一
九
七
九
年 

 

野
上
暁
「『
金
の
輪
』
か
ら
読
み
未
明
童
話
の
深
層
」（『
鬼
ヶ
島
通
信
』、
二
〇
一
三
年
） 

野
町
て
い
子
「
赤
い
鳥
と
私
」（『
赤
い
鳥
代
表
作
集Ⅱ

』、
小
峰
書
店
、
一
九
八
〇
年
） 

野
村
泫
『
昔
話
は
残
酷
か: 

グ
リ
ム
昔
話
を
め
ぐ
っ
て
』（
東
京
子
ど
も
図
書
館
、
一
九
九
七

年
） 

畠
山
兆
子
、
中
西
一
弘
『
未
明
童
話
の
一
考
察 : 

作
品
「
金
の
輪
」
の
位
置
』（『
大
阪
教
育
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大
学
紀
要. V

』、
一
九
八
〇
年
三
月
） 

波
多
野
完
治
・
滝
沢
武
久
『
子
ど
も
の
も
の
の
考
え
方
』（
岩
波
新
書 

一
九
六
三
年
） 

浜
野
卓
也
『
童
話
に
見
る
近
代
作
家
の
原
点
』（
桜
楓
社 

一
九
八
四
年
） 

浜
野
卓
也
「
小
川
未
明
―
「
魯
鈍
な
猫
」
と
「
牛
女
」」（『
童
話
に
み
る
近
代
作
家
の
原
点
』
、

桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
十
一
月
） 

林
え
り
子 

『
マ
イ
・
ラ
ス
ト
・
セ
レ
モ
ニ
ー
―
新
し
い
お
葬
式
さ
が
し
』
（
集
英
社
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
二
〇
〇
三
年
） 

春
川
栖
仙
『
心
霊
研
究
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
〇
年
） 

ピ
ア
ジ
ェ
／
岸
田
秀
訳
『
子
ど
も
の
因
果
関
係
の
認
識
』（
明
治
図
書 

一
九
七
一
年
） 

東
悦
子
「
和
歌
山
県
に
お
け
る
移
民
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
と
今
後
の
展
望
」
（
『
海
外
移
住
資

料
館 

研
究
紀
要
第
一
〇
号
』） 

 

平
井
法
「
宮
原
晃
一
郎
」『
近
代
文
学
研
究
叢
書
五
六
』（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
、

一
九
八
四
年
） 

平
輪
光
三
『
下
村
千
秋 

生
涯
と
作
品
』（
崙
書
房
、
一
九
七
五
年
） 

廣
田
隆
志
「
坪
田
譲
治
の
研
究
」
（
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学
（24

）
』
、
岐
阜
聖
徳

学
園
大
学
、
二
〇
〇
五
年
） 

府
川
源
一
郎
「
教
材
と
し
て
の
「
金
の
輪
」（
小
川
未
明
）」（『
日
本
文
学
』、
一
九
七
七
年
七

月
） 

船
木
し
ろ
う
『
小
川
未
明
童
話
研
究
』
（
八
木
書
店
、
一
九
六
七
年
） 

深
川
明
子
「
鈴
木
三
重
吉
の
子
ど
も
観:

前
期
「
赤
い
鳥
」
の
綴
方
を
中
心
に
」（『
教
科
教
育

研
究 21

』
一
九
八
五
年
六
月
） 

古
田
足
日
「
さ
よ
な
ら
未
明
」
（
『
現
代
児
童
文
学
論
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
五
九
年
） 

古
田
足
日
「
内
に
あ
る
伝
統
と
の
た
た
か
い
―
い
わ
ゆ
る
未
明
否
定
に
つ
い
て
―
」
（
『
現

代
児
童
文
学
論
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
五
九
年
） 

古
田
足
日
「
小
川
未
明
の
永
遠
」
（
『
現
代
児
童
文
学
論
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
五
九
年
） 

古
田
足
日
「
自
分
の
う
ち
に
あ
る
伝
統
の
戦
い
を
」（
『
日
本
児
童
文
学
』、
一
九
六
一
年
十
月
） 

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・B

・
ウ
ォ
ル
マ
ン
／
作
田
勉
訳
『
子
ど
も
の
恐
怖
』
（
誠
信
書
店 

一
九
八

〇
年
） 

松
居
直
「
鈴
木
三
重
吉
の
幼
年
童
話
」
『
赤
い
鳥
代
表
作
集 

第
二
巻
』
（
小
峰
書
店
、
一
九

九
八
年
） 

丸
尾
美
保
「
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
掲
載
の
ロ
シ
ア
関
連
作
品
の
考
察
」
（
『
梅
花
児
童
文
学 

10

』

二
〇
〇
二
年
七
月
） 

丸
尾
美
保
「
ソ
ロ
グ
ー
プ
作
品
の
日
本
に
お
け
る
受
容 

:

「
赤
い
鳥
」
を
中
心
に
」
（
『
梅
花

児
童
文
学 11

』
二
〇
〇
三
年
六
月
） 

丸
山
侃
堂
、
今
村
南
史
『
丁
稚
制
度
の
研
究
』（
政
教
社
、
一
九
一
二
年
） 

マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
野
村
ひ
ろ
し
訳
『
昔
話
の
本
質
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
） 
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マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
小
澤
俊
夫
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
～
そ
の
形
式
と
本
質
』（
岩

崎
美
術
社
、
一
九
九
五
年
） 

マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
野
村
ひ
ろ
し
訳
『
昔
話
の
解
釈
～
い
ま
で
も
や
っ
ぱ
り
生
き
て

い
る
』（
筑
摩
書
房 

、
一
九
九
七
年
） 

ミ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
著 

、
富
樫
瓔
子
『
死
の
歴
史 

死
は
ど
の
よ
う
に
受
け
い
れ
ら
れ

て
き
た
の
か
』（
創
元
社
、
一
九
九
六
年
）
四
六
～
四
七
頁 

南
本
義
一
「
文
学
教
材
「
一
房
の
葡
萄
」
の
考
察 

: 

教
材
研
究
の
試
み
」（『
福
岡
女
子
短
大

紀
要 

「
一
七
巻
」』
一
九
七
九
年
六
月
） 

宮
原
晃
一
郎
訳
、『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
』（
春
秋
社
、
一
九
二
四
年
） 

宮
原
晃
一
郎
「
ト
ル
ス
ト
イ
の
宗
教
觀
」（『
感
想
と
表
現 : 

評
論
随
筆
』
有
光
社
、
一
九
四

三
年
） 

宮
原
典
子
編
「
宮
原
晃
一
郎
年
譜
」
『
日
本
児
童
文
学
大
系 

第
一
一
巻
』
（
ほ
る
ぷ
出
版
、

一
九
七
八
年
） 

三
好
達
治
「
郷
愁
」『
三
好
達
治
全
集 

第
一
巻
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
四
年
） 

向
川
幹
雄
（
童
話
の
項
目
）
『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』
（
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
一
九
九

三
年
） 

村
瀬
学
『
食
べ
る
思
想
』（
洋
泉
社
、
二
〇
一
〇
年
） 

森
三
郎
「
私
の
記
者
時
代
」（『
新
版 

赤
い
鳥
代
表
作
集 

第
五
巻
』、
小
峰
書
店
、
一
九
九

八
年
） 

森
茂
起
「
悲
し
み
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
と
き
に
起
き
る
問
題 : 

子
ど
も
に
残
る
ト
ラ
ウ
マ

症
状
に
つ
い
て
」（『
児
童
心
理
』、
二
〇
一
一
年
一
二
月
） 

森
田
草
平
「
処
女
作
時
代
の
三
重
吉
」（『
赤
い
鳥
』
一
九
三
六
年
一
〇
月
、
一
二
巻
三
号
） 

森
田
茂
之
「
未
明
童
話
の
初
期
作
品
に
み
る
子
ど
も
像
」
（
『
鈴
木
淳
一
教
授
退
官
記
念
論
文

集
』
、
一
九
八
六
年
三
月
） 

森
田
茂
之
「
小
川
未
明
童
話
に
み
る
子
ど
も
像
（Ⅲ

）
―
第3

・4

期
作
品
か
ら
―
」（『
年
報

い
わ
み
ざ
わ : 

初
等
教
育
・
教
師
教
育
研
究  

』、
一
九
八
八
年
三
月
） 

森
山
茂
樹
「
子
育
て
の
民
俗
―
生
ま
れ
変
わ
り
を
中
心
に
―
」
（
『
東
京
家
政
大
学
博
物
館
紀

要
（12

）』
東
京
家
政
大
学
、
二
〇
〇
七
年
） 

柳
田
國
男
『
遠
野
物
語
・
山
の
人
生
』（
岩
波
文
庫
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
） 

柳
田
國
男
「
子
墓
の
問
題
」（『
柳
田
國
男
全
集
三
四
』、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
） 

ヨ
ハ
ン.

ホ
イ
ジ
ン
ガ
著
、
高
橋
英
夫
訳
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七

三
年
） 

大
和
田
守
「
宇
野
千
代
先
生
と
「
生
き
て
い
く
私
」
」
（
『
私
の
文
学
的
回
想
記
』
、
中
央
公
論

社
、
二
〇
一
四
年
） 

山
口
美
和
「
児
童
文
学
作
品
の
テ
ー
マ
と
子
ど
も
観
の
変
遷 :

『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
〈
死
〉

の
扱
い
を
中
心
と
し
て
」（
児
童
文
化
研
究
所
所
報 30

』、
二
〇
〇
八
年
三
月
） 
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山
根
知
子
「
坪
田
譲
治 

小
説
「
カ
タ
ツ
ム
リ
」
か
ら
童
話
「
で
ん
〱
虫
」
へ 

―
童
話
の

誕
生
と
鈴
木
三
重
吉
―
」
（
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要 

日
本
語
・
日
本
文
学
編

29(1)

』、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
二
〇
〇
五
年
） 

劉
迎 

「
坪
田
譲
治
と
ロ
シ
ア
文
学 

―
ト
ル
ス
ト
イ
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
岡
山
大
学
大

学
院
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
一
一
（Ⅰ

）、
岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
、
二
〇
〇

一
年
） 

渡
辺
茂
男
「
『
赤
い
鳥
』
と
外
国
児
童
文
学
～
特
に
民
話
に
つ
い
て
」
（
『
赤
い
鳥
研
究
』
、
小

峰
書
店
、
一
九
六
五
年
） 

 

参
考
サ
イ
ト 

日
本
聖
公
会
管
区
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.

nskk.org/province/

（
二
〇
一
七

年
六
月
二
日
） 

札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
（
日
本
聖
公
会
北
海
道
教
区
主
教
座
聖
堂
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://nskk.org/hokkaido/sapporo
-christ/SYOUKAI/SYOUKAI.HTM

（
二
〇
一
七
年

七
月
二
日
） 
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付表（『赤い鳥』欧米昔話関連作品） 

No. 作品名 作家名 国 発表年月 巻 号 

1 大いたち 鈴木三重吉 北米土人 大正 7年(1918)6月 1 1 

2 わるい狐 小島政二郎 ロシア 大正 7年(1918)6月 1 1 

3 ぶくぶく長々火の目小僧(上・下) 鈴木三重吉 ロシア 大正 7年(1918)6月 

大正 7年(1918)8月 

1 

1 

1 

2 

4 水獺 鈴木三重吉 北米土人 大正 7年(1918)8月 1 2 

5 正直もの 小山内薫 ロシア 

 

大正 7年(1918)8月 1 2 

6 かじり大王 

 

丹野てい子 

(鈴木三重吉) 

イタリア 

 

大正 7年(1918)8月 1 2 

7  小人の謎 南部修太郎 イギリス 大正 7年(1918)8月 1 2 

8 蟻と驢馬 秋庭俊彦 不明 大正 7年(1918)8月 1 2 

9 魔法の魚(上・下) 鈴木三重吉 

 

ロシア 大正 7年(1918)8月 

大正 7年(1918)10月 

1 

1 

3 

4 

10 蛙の王女 佐藤春夫 ロシア 大正 7年(1918)8月 1 3 

11 湖水の女 鈴木三重吉 ウエイルス 大正 7年(1918)8月 1 3 

12 狐とお菓子 鈴木三重吉 アイルランド 大正 7年(1918)10月 1 4 

13 鷹の御殿 秋田雨雀 

(鈴木三重吉) 

ロシア 大正 7年(1918)10月 1 4 

14 ボビノが王様になった話 野上豊一郎 グリム 大正 7年(1918)11月 1 5 

15 馬鹿 鈴木三重吉 グリム 大正 7年(1918)11月 1 5 

16 子供の極楽 松居松葉 ギリシャ 大正 7年(1918)11月 1 5 



250 

 

17 大熊中熊小熊 佐藤春夫 イギリス    

18 命の水 丹野てい子 グリム 大正 7年(1918)12月 1 6 

19 三匹の小豚 鈴木三重吉 不明 大正 7年(1918)12月 1 6 

20 啄木鳥 

 

青木健作 

（鈴木三重吉） 

ノールウェイ 

 

大正 7年(1918)12月 1 6 

21 ゼメリイの馬鹿 鈴木三重吉 ロシア 大正 8年(1919)1月 2 1 

22 欲張り猫 鈴木三重吉 ノールウェイ 大正 8年(1919)1月 2 1 

23 雪娘 三宅周太郎 ロシア 大正 8年(1919)1月 2 1 

24 鳥の着物 

 

南部修太郎 

(鈴木三重吉) 

北米土人 大正 8年(1919)1月 2 1 

25 星の予言(上・中・下) 

 

鈴木三重吉 イタリア 

 

大正 8年(1919)2月 

大正 8年(1919)3月 

大正 8月(1919)4月 

2 

2 

2 

2 

3 

4 

26 平気の平左 小山内薫 アイルランド 大正 8年(1919)2月 2 2 

27 灰色の小人 野上豊一郎 グリム 大正 8年(1919)2月 2 2 

28 悪い狐 鈴木三重吉 ノールウエイ 大正 8年(1919)2月 2 2 

29 石臼と塩の話 丹野てい子 グリム 大正 8年(1919)2月 2 2 

30 お人形さん 南部修太郎 

(鈴木三重吉) 

ノールウエイ 大正 8年(1919)2月 2 2 

31 どんぐり小坊主 丹野てい子(鈴木三重吉) 不明 大正 8年(1919)3月 2 3 

32 小さな土産話 一 兎と針鼠 島崎藤村 グリム 大正 8年(1919)3月 2 3 

33 がらすの山 丹野てい子 グリム 大正 8年(1919)4月 2 4 

34 白い鳥の話(上・中・下) 久保田万太郎 グリム 大正 8年(1919)5月 2 5 
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大正 8年(1919)6月 

大正 8年(1919)7月 

2 

2 

6 

7 

35 七面鳥の踊 鈴木三重吉 北米土人 大正 8年(1919)5月 2 5 

36 大法螺 鈴木三重吉 ロシア 大正 8年(1919)6月 2 6 

37 お爺さんと三人の婿 樋口やす子 

(鈴木三重吉) 

ロシア 大正 8年(1919)7月 3 1 

38 山羊の角 湯目節子 オランダ 大正 8年(1919)8月 3 2 

39 鳥の言葉獣の言葉 樋口やす子(鈴木三重吉) ロシア 大正 8年(1919)9月 3 3 

40 金糸鳥物語(一・二・三・四・五) 鈴木三重吉 フランス 大正 9年(1920)1月 

大正 9年(1920)2月 

大正 9年(1920)3月 

大正 9年(1920)4月 

大正 9年(1920)5月 

4 

4 

4 

4 

4 

1 

2 

3 

4 

5 

41 あひる 久米正雄 

(鈴木三重吉) 

フランス  

 

大正 9年(1920)2月 4 2 

42 大当てちがひ 

おぢいさんと三人のわるもの 

樋口やす子 

(鈴木三重吉) 

不明 大正 9年(1920)6月 4 6 

43 赤いか、青いか 鈴木三重吉 デンマーク 大正 9年(1920)8月 5 2 

44 金の毬 樋口やすこ 

(鈴木三重吉) 

北米土人 

 

大正 9年(1920)8月 5 2 

45 跛の狐 鈴木三重吉 不明 大正 9年(1920)9月 5 3 

46 藁の牛 小林哥津子 不明 大正 9年(1920)9月 5 3 

47 ある男爵のお話 樋口やす子 ドイツ 大正 9年(1920)10月 5 4 
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(鈴木三重吉) 

48 蟹の王子(一・二)  

 

樋口やす子 

(鈴木三重吉) 

不明 大正 9年(1920)11月 

大正 9年(1920)12月 

5 

5 

5 

6 

49 少年と魔女 楠山正雄 デンマーク 大正 9年(1920)11月 5 5 

５０ 骸骨の島 丹野てい子 

(鈴木三重吉) 

北美土人 大正 10年(1921)3月 6 3 

５１ 馬鹿の笛 

 

丹野てい子（鈴木三重吉） アイルランド 大正 10年(1921)5月 6 5 

５２ 黒い鳥 丹野てい子 

(鈴木三重吉) 

アイルランド 大正 10年(1921)8月 7 2 

53 イルゼベルの望み 小山内薫 グリム 大正 10年(1921)9月 7 3 

54 やんちや猿(一・二) 鈴木三重吉 ブラジル 大正 11年(1922)5月 

大正 11年(1922)6月 

8 

8 

5 

6 

55 ぶつぶつ屋 鈴木三重吉 フランス 大正 11年(1922)7月 9 1 

56 巨人 鈴木三重吉 アイルランド 大正 11年(1922)8月 9 2 

57 おなかの皮 鈴木三重吉 不明 大正 11年(1922)9月 9 3 

58 神の下僕 丹野てい子 

（鈴木三重吉） 

不明  大正 12年(1923)12月 9 6 

59 なまけもの 鈴木三重吉 不明 大正 12年(1923)5月 10 5 

60 棄てられた猫 宮原晃一郎 ロシア 大正 13年(1924)1月 12 1 

61 悪狐 鈴木三重吉 ドイツ 大正 13年(1924)2月 12 2 

62 正直もの 小野浩(鈴木三重吉) グリム 大正 13年(1924)2月 12 2 

63 鼻ッ張りの強い狼 楠山正雄 不明 大正 13年(1924)7月 13 1 
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64 悪魔の尾 宮原晃一郎 西洋もの 大正 13年(1924)8月 13 2 

65 頓助の物語 宇野浩二 ロシア 大正 13年(1924)8月 13 2 

66 昼の出来た話 宮原晃一郎 北欧 大正 13年(1924)11月 13 5 

67 雪のだるま 宇野浩二 ロシア 大正 14年(1925)2月 14 2 

68 三人兄弟 細田民樹 

(鈴木三重吉) 

アイルランド 大正 14年(1925)7月 15 1 

69 優しい娘の話 宇野浩二 ロシア 大正 14年(1925)9月 15 3 

70 センタアの教子 中村星湖 ギリシャ 大正 14年(1925)9月 15 3 

71 山羊の耳 細田民樹 ギリシア 大正 15年(1926)2月 16 2 

72 幸房の猫と鶏 宮原晃一郎 ロシア 大正 15年(1926)2月 16 2 

73 鷲と亀の禿頭 中村星湖 ギリシア 大正 15年(1926)3月 16 3 

74 ダマスカスの賢者 鈴木三重吉 不明 昭和 2年(1927)2月 18 2 

75 運命 成田成寿 シシリア 昭和 4年(1929)3月 22 3 

76 ばかそろひ 井伏鱒二 フランス 昭和 6年(1931)6月 1 6 
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『赤い鳥』欧米昔話関連作品 表Ⅰ 

食べる側 食べられる側 食い合い場面 作品名 

大いたち 鴨 大鼬は、おしまひのアムアムアムのところへ来ると、わざと、力一ぱい大声を張り上げて歌いま

した。そして、そのたんびに、「アムアムアム、ギュツ」と、鴨の頸をつかまへと、一ぴきづつ、

袋の中へ入れました。 

大いたち 

土人 鴨 A 土人は早速鍋の蓋を開けて、煮えかけた鴨を、一匹も残さず、がつがつ食べてしまいました。そ

して、あとの骨を、すつかり鍋の中へ入れといて、さつさと帰つて行きました。 

大いたち 

鳥 鴨 A 「やあい、馬鹿。お前には大きな身をやらうと思ってちゃんど別にしといたのになぜそんな余計

な告げ口をするんだい」 

大いたち 

狐 雌鶏二匹 A 森に住んでゐる狐がやって来て、クズマの大事な雌鶏を二匹食べて行きました わるい狐 

ぶくぶく 何千人の兵士と馬  ぶくぶくは、その何千人といふ兵たいが、すっかりお腹の中へ入ってしまふ ぶくぶく長々火の目

小僧 

小鳥 虫、蚯蚓 虫や蚯蚓を、片方の手の平へ一ぱ捕って来て、それを二人に食べさせてやりました 魔法の魚 

蜘蛛 蠅 蜘蛛は、その網の真ん中で、たっだ今捉へたばかりの蠅をたべようとしてゐました 魔法の魚 

狐 お菓子 狐は鼻先でお菓子を弾きあげて、大きな口を開けてばくりと食べてしまひました 狐とお菓子 

狼 羊二三匹 狼は、その間に、羊を二三匹食べちらかして、とっくに逃げてしまひました 馬鹿 

狼 子豚 するとある日狐がのこのこやつて来て、泥の家と玉葱の家へは雑作なく穴をくりあけて、中の二

人を引き出して、担いで行つてしまひました。 

三匹の子豚 

ゼメリイ カマス 「ああ、ましましゼメリイさん、後生だから、そんなことを言はないで、どうかもとの青い水の

中へ逃して下さいな。その代りあとでどっさりお礼をしますから」 

ゼメリイの馬鹿 

猫 牝牛・栗鼠・百姓・鼬・

狐・兎・小熊・大熊・

お嫁さんの行列・お月

さま・お日さま 

猫はそのお嫁さんもお供の人も、御者も馬丁も馬も一人も残さずペロペロペロペロと食べてしま

ひました 

欲張り猫 

熊 豚の肉 灰色の大熊が、森の水の下で、旨しさうな豚の肉を食べてゐます わるい狐 

針鼠 兎 

 

兎はもう力がつきて、倒れてしまひました。雄と雌の針鼠は、この勝利の獲物を自分たちの巣の

ほうへ運んで行きまして、いい御馳走にありつきました、とさ 

小さな土産話  一 

兎と針鼠 

鷹 ヒヨックリ 「おや、あんな所に小さな奴が登って来てゐるぞ。どれ、暫くこの山へ誰も登って来なかったの

で、お中が透いて溜らん。一つ、あれを食べてやれ。」 

がらすの山 

兎 七面鳥 そして「とんとことんとん、とんとんとん」のたんびに、キュッ、キュッと、一ぴきつづ頸を引

ッつかんでは、片端から袋の中へねぢ込みました 

七面鳥の踊  
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狼 蜜蜂 昨日の蜜蜂が、夜のうちに狼に食はれてしまったのです 大法螺  

狼・番犬 羊 「よし、では黙って見てゐてやるから羊を二三匹殺したら、俺たちにも肉を分けておくれ」 鳥の言葉獣の言葉  

娘 魚 女の子はその魚をお料理にして、おいしいご馳走をこしらへました 赤いか、青いか 

ぶつぶつ屋 魚 お魚は、フライにしたのがあるし、干したのもあるし、焼いたのも生干しのもあって、そのおい

しいことと言つたらまるで頬もぬけおちてしあひさうです 

ぶつぶつ屋 

猫・鸚鵡 魚の切れ 鸚鵡が来てもたった一ぱいの牛乳と、魚の切れをたった一ときれしか出さないでそれを二人で食

べようと言ふのです。 

おなかの皮 

猫 鸚鵡・お婆さん・驢

馬・馬方・王さま・王

妃・兵隊・象・蟹 

そして、その次には何十匹といふ象をも、又ペロペロペロペロと、一匹も残さず全呑みにしてし

まひました。 

おなかの皮 

狼 なまけもの 狼が、ウオウオと呻るのが聞えて来ました。なまけものは、びっくりしました。ここで下手にの

ろのろしてゐてあの狼に喰はれでもしたらおしまひだと 

なまけもの 

猫 仔羊・仔豚 食べた 猫はおいしい肉を鼻の先にきたので、まづ仔羊から一口食べてやらうと、穴から出まし

た。 

棄てられた猫 

猫・のら犬・狐 魚の腸 「この冬にも、私が何も食べたものがなくて困ってゐますよきに、やうやう魚の腸を一ときれ拾

って来て、木の下にかくしておきますと、狐が出来来て、むりやりに取ってしまひました」と言

ひました 

悪狐 

狐 兎 狐は兎がはじめてうたった歌がまづいと言って、咽へ食ひついてゐるのでした。 悪狐 

狼 魚 狼はその魚を買って食べたいと思ひました 悪狐 

狐 野鳩の子供・蚯蚓の子

供 

野鳩が、「王さま、それは大うそでございます。狐は、私の小さな子供を、九人まで取って食べ

ました。みみづくの子供も殺して食べました」 

悪狐 

猫 鼠 「こちらの家の物置小屋の中には、鼠がどっさりゐるよ。丁度入るのにいい穴があるから来て御

覧。二三匹食べて、それから一しょにあっちへ廻ればいいぢやないか」と上手にだましてつれて

行きました 

悪狐 

狐 鶏 食べた 狐は前の晩に、その穴から入りこんで、中に入れてあった、一ばん肥った鶏を一羽とっ

て食べたのです。 

悪狐 

獅子 水牛 獲物 食べた 一匹の水牛が来て、沼の水をのんでゐました。獅子は山をかけ下りて、水牛を噛

みころしてしまひました。 

鼻ッ張りの強い狼 

狐 鶏 [私は油揚げよりも、いっそのこと鶏を一羽食べたいんですが、]と狐はいひました 雪のだるま 

黒猫 魚の骨 娘は鼠の代わりに、来る途で拾って来た魚の骨をやりますと、黒猫はそれを喜んで食べてから 優しい娘の話 

親子の鷲 野兎・山鶏・蛇 親子の鷲は、昼間捕へて来ておいた野兎だの山鶏たの蛇だのの肉をむさぼり食ってから  鷲と亀と禿頭 
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『赤い鳥』欧米昔話関連作品 表Ⅱ 

殺す側 殺される側 殺す場面 作品名 

国王 求婚者 そんなわけで、来る人人が、一人ものこらず、みんな王さまに切り殺されてしまひました ぶくぶく長々火の

目小僧 

お爺さん 鶏 （お爺さんは）大いそぎでその鶏の頭を割って見ますと、なるほど、魔法つかひが言ったとほり、きれ

いな小さな石の玉が出て来ました。 

かじり大王 

蟻 ほかの虫（蜘蛛） それにまた大変に気の強い蟻で、ほかの虫を見つけると、すぐに噛みついて殺してしまひました。蜘蛛

にさへもずんずん手向って行きました 

蟻と驢馬 

家来 蜘蛛 家来はそれを見ると、ためしに、死の水を少しばかりその蜘蛛へ振りかけて見ました。すると蜘蛛は忽

ちころりと死んでしまって。 

魔法の魚 

王様 王様 早速、役人をお召になり、これこれかういふわけだから、みんなで己を斬り殺してくれとお言ひつけに

なりました。役人たちは、さういふお言ひつけなので、仕方なしに王さまの首を斬り落としました 

魔法の魚 

王子様 魔法使い 実は、ワシリサ姫はあまり美しくて、悧巧すぎるといふので、まだほんの子供のころに、悪い女の魔法

使ひにねたまれて、青蛙にされて居たのでした。それがこの時初めて皆にわかりました。勇ましいイワ

ン王子は直ぐさまその魔法使を探して征 をしました。 

蛙の王女 

鍛冶屋 犬 恐ろしい犬が、宝物の張番をしてをりました。けれども、鍛冶屋の槌の一打で、その犬は殺されてしま

ひました。 

灰色の小人 

召使 犬 幸ひ犬がついて来ましたから、あれを殺して、心臓を切り取って持って帰りませう ボビノが王様にな

った話 

子豚 狼 すると、その真下の鍋の湯がもうぐらぐらに煮え立つている中へ、どぶんと真つ逆さまに落ち込んで、

「うわア熱い熱い熱い。」ともがくうちに、体中は忽ち赤ただれになつて、それなりに死んでしまいま

した。 

三匹の子豚 

ポリツシ 野猫 （ポリツシは）近所の森の中へ入って行って、大きな野猫を捕へて、いきなりその爪を剥しました がらすの山 

ボリッシ 鷲 （ポリッシは）今まで掴まへてゐた二本の足を横にさっと切り払ひました。鷲は血の滴る足を震わせな

がら、二声三声悲しさうに啼き立てたかと思ふと、やがてばたばたもがきながら、麓の方へ転げ落ちて

行きました 

がらすの山 

若者 獣（牝鹿） 獣さへ出て来たら、そいつを手斧で切り殺し、その皮を剥いで袋をこしらへて、その中へ蜜を入れて、

担いでかへらうと思ったのです 

大法螺 

カリフ 大男 （カリフが）持って来た山羊の角で大男の横腹のあたりを位一突きぐさと突き刺しました。大男は手足

をもがきながら、その儘苦しみ死に死んでしまひました  

山羊の角 

大羊飼 犬 （大羊飼は）すぐに、一ばん年を取った正直な老犬をのけて、あとの犬をすっかり刀で切り殺してしま

ひました 

鳥の言葉獣の言葉 
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狐 七面鳥・鶏 狐はいきなり飛びかかって、その七面鳥や鶏を瞬く間に一匹も残さず引き裂いてしまひました あひる 

蜂たち 王さま 蜂たちはしまひには王さま一人を目の敵にして、ぶんぶん刺し通しに刺しましたので王さまは、「ああ

痛い痛い痛い、痛い痛い痛い。」と狂人のやうに泣き狂ひながら、とうとう外の往来へ飛び出してばっ

たり倒れて死んでおしまひになりました 

あひる 

お爺さん 三人の悪者 お爺さんは、くるくるとかたく袋の口を縛っておいて、よ、どつこいしょのしょ、ドブンと川の中へ落

してしまひました 

大当てちがひ 

獅子・猫 熊 熊は忽ちどしんと木の上から転がりおちて、ううんと言ふなり動けなくなってしまひました 金の毬 

男爵 悪い奴 おれはそいつの頸の上へどしんと飛び下りたので、その男は頭の骨をへし折って、ううんと言ったきり

死んでしまった。併しよかったよ。そいつは大変な欲張りの悪い奴で、いつも飼料を法外にたかく売り

つけるので、ひどく人に憎まれてゐたのださうだ。だからおれが殺したってだれもぐずぐず言ふものは

ゐなかったよ 

ある男爵のお話 

王子 お婆さん その家に出るときに、王子は毒をお菓子の中へいれて、台の上へおいておきました。それから、お婆さ

んは王子たちが逃げてしまったあとへ、のそのそかへって来ました。そして、台の上にあるお菓子を食

べて、そのはげしい毒にあたって忽ち死んでしまひました 

蟹の王子 

魔女 娘 魔女はきらきら光る包丁をもって部屋に中にそって入って来て、暗やみで寝間帽子を探り探り、十一人

の兄弟達だと思って、十一人の娘達の首をのこらず切って落してしまひました 

少年と魔女 

王様 赤士爵 王様はお喜びになって十一人の兄弟をゆるしていぢの悪い赤士爵をその代りに死刑になさいました 少年と魔女 

若もの 魔物 若ものたちは舟の中でびくびくしてゐましたが、いかに魔物でもこれだけの湖水の水が飲みつくせよう

筈もありません。そううちにお腹がぼぼんと張りさけて、そのまま死んでしまひました 

骸骨の島 

山羊飼 虎 （山羊飼は）鉄の棒をふりかざして、虎の頭をううんといふほどたたきつけました。虎はその一とうち

で殺されてしまひました 

やんちや猿 

ライオン 狐 （ライオンは）つかんでゐる狐の顔を、ぽんと、自分の前脚へたたけつけました。 悪狐 

悪魔 悪魔 （悪魔）互に魔法のありつたけを尽くして戦争しましたが、いたづらに双方が怪我をしたり、死んだり

するばかりで一向勝負はつきません 

悪魔の尾 

殿様 床屋 「はい……。恐れ入りますが、山羊の耳によく似たお耳でいらつしゃいます。」と、揃いも揃つて答え

たものでした。すると殿様は、その返事を待ちかまへてでもいたかのように、「やッ！」という掛声と

一しよに、その床屋を手討ちにしてしまはれるのでした。 

山羊の耳 
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『赤い鳥』欧米昔話関連作品 表Ⅲ 

殺す側 殺される側 殺す場面 作品名 

王様 王子 

 

１王さまは、王子に向かって「では試に番をして見るがよからう。併し、もし、うっかり居眠りをして、

王女を部屋から逃がすと、早速お前たち四人の命取るが、それでもいいか。」と念をお押しになりました 

２王女はそれを聞いて、「では、きつと、お父さまの兵たいがあなた方を殺しにまいりましたのでござい

ませう。私、いいことがございます。一寸お待ち下さいまし。」と息を切らしながらかう言つて、王子た

ちに手を放して貰いました。 

ぶくぶく長々火

の目小僧 

王様 娘 （王様は）「さあ、おはじめ。いいか、明日の朝までにこの藁をすっかり金の糸にして見せないと、お前

の命はないぞ」（怖い） 

小人の謎 

狼 兎 「お前は俺の言ふ事を聞かなかつたから、その罰に殺してやる。併し、今日は俺も俺のお上さんも、御飯

を食べたばかりでお腹が一ぱいだし、それに餌食もまだ五日分位はあるから、それの無くなるまで、お前

はそこの藪の下で待つてゐるのだ。その時になれば、勘弁してやるかも知れないよ。」／狼はかう言つて

笑ひました 

正直もの 

王さま 家来 １「お前だって、一と切れでも食べると、すぐに切り殺すぞ」 

２「さあ、の縁まで、一ぱいつげ。よく気をつけて、あふれないやうにつぐのだよ。一と雫でもこぼすと、

命をとるぞ」 

「さあ来い。首斬りの役人に引き渡すから、こっちへ来い」「では、今鳥がはなしてゐた、あの金の髪の

王女をさがし出して、私のお嫁に貰って来い。さうすれば殺すのだけは許してやらう。それができないと

言へば今すぐに切り殺してやる」 

３「あんなひどい罪を犯したからには、死刑はとても逃れられないが、その代りに死骸を鳥や獣に食はせ

るのだけはゆるしてやらう」 とうとうその家来を斬り殺しておしまひになりました。 

魔法の魚 

お父さん ボビノ 「あなたが悪いこともなさらねば、別に越度もありませんでした。けれども何年も学問をなさいましたの

に、動物の言葉より外になんにも覚えていらっしやらなかったので、お父様は気ちがひのやうにおこって

お出でです。つまり、お父様はあなたにもっと外のことを勉強して貰ひたかったのです。あなたを殺した

くなったといふのもさういふわけからでせう」 

ボビノが王様に

なった話 

王様 ヂオノ １王さまは、そんなわけで、もうあたり前の手ではその子を奪ひ取ることができないものですから、とう

とうしまひには、悪い計略をめぐらして、或一人の悪ものを雇って、その赤ん坊を上手に盗み出してこッ

そりと殺して来いとお言ひつけになりました 

２弟さまの王さまへあてたお手紙には、この使のものは甚だよくない奴だから、そちら着くと、すぐに牢

屋にいれて、中でこっそり殺してしまつて下さいと、こんな無慈悲なことを認めてお置きになりました 

星の予言 
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３「何だ、お前はこの王女を奪ひ取って、スペインの王位を盗まうとした、極悪の大罪人ださうではない

か。そんな奴が王女を貰ぶどころか、これからすぐに切り殺してやる。こりゃ、ここへ来ておとなしく命

をわたせ」 

王様（年をとった家

来） 

レベッカ 裁判官は王女を最も重い刑にすることといひ渡しました。最も重い刑といふのは磔にすることでした。 白い鳥の話 

兄二人 頓助 この二人の兄が、頓助の油断を見計らって、夜更に頓助を海に突き落としたのでした 頓助の物語 

地主のお父さん ピイタア 「づうづうしいやつだ。おい、ジャック、お前すぐに行って撃ち殺してこい。面は見たくない。死骸は棄

てて、心臓を引きずり出して持ってかへれ。犬に喰はしてしまふのだ」 

三人兄弟 

殿様 若もの 「頭をあげよ。」と、気短かな殿様は、もう刀の柄に手をかけておつしやいました。「近頃、余のことを、

あれこれと悪しざまに取り沙汰いたすものがあるがそれはお前の言ひふらしたことに相違あるまい。」 

山羊の耳 
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付表（『赤い鳥』子どもと動物の死関連童話作品一覧） 

１「猫を殺した話」野上豊一郎 大正八(一九一九)年九月、三巻三号 

子ども二人が、父が若かったころの話を聞いている。昔、父の大事に飼っていた鳩が数羽ずつ減っていった。それが野良猫の仕業であると気づ

いた父は、腹を立て、ロオレル棒で猫を叩き殺そうとする。失敗すると、今度は、一本の手槍を買ってきて、それを猫に突き立てた。数回は手槍

から逃げおおせた猫も、最後にはとうとう突き抜かれ、重傷を負って逃げだした。猫を殺そうとしたことに遅まきながら罪悪感を覚えた父は、猫

も自然界に生れ、人間と同じように生きる資格のある生物なのだと気づかされ、猫の行方を心配する。しかし次の日、父は人づてに、近所の植木

屋の苗畑で死んでいた野良猫が、畑の隅に埋められた、という話を聞くのである。 

２「薬缶熊」江口浩 大正一〇(一九二一)年一月、六巻一号 

内地から北海道へ渡っていく人たちが開墾地を作る時代に、石狩の国の山奥に親子三人が暮らしている。或る日、父親の帰りが遅くなり、母と

子ども二人が戸口の外で夕飯の支度をした。一匹の熊が急に現れて、薬缶の中に茹でている食物を食べようとした。手首に食い込んで薬缶が取れ

ずに、熊が逃げた。その熊は猟師に打たれて、札幌の博物館で取っておくことになった。 

３「ぺいちゃんの話」片山廣子 大正一〇(一九二一)年六月、六巻六号 

南アフリカまで航海した船の船長が、南国の青い鳥ペリコを、ふうちゃんにプレゼントしてくれた。ふうちゃんはペリコに、牛乳やビスケット、

ひまわりの種などを与えたり、オハヨウ、コンチハなどの日本語を教えたりして、大事に可愛がった。ふうちゃんの家はサミという名の犬も飼っ

ている。母に可愛がられるサミに、ペリコはやきもちを焼いていたが、やがてサミは病気で死んでしまう。一家がサミを手厚く葬っているとき、

ペリコも悲しそうな声で鳴いた。或る日、ペリコが外へ飛んでいってしまい、土方人夫に捕まって戻ってきた。助けられたペリコに向かってふう

ちゃんは、「遠くいくんじやないよ」と言い聞かせるのであった。 

４「宝探しの計略」有島生馬 大正一〇(一九二一)年六月、六巻六号 

次郎、三郎はおとなしい子どもだが、太郎は金魚や、鶯を平気で殺す子どもだ。或る日、三人は父からもらったボールを遊んでいたが、太郎は

自分のボールを早くも無くした。ボールを土に隠してから、宝探しをしようと太郎は強引に弟の二人のボールを埋めた。埋めた場所が分からず、

二人は泣く泣く家に帰ったが、太郎も親に叱られるかと心配し泣き始める。 

５「ふるさとの林の歌」小川未明 大正一〇(一九二一)年一二月、七巻六号 

町のものを見ると目が汚れるから、町へ行ってはいけない、という母鳥との約束を守る小鳥は、美しい姿のまま林に生きていた。その小鳥に出

会った娘は、小鳥の死と引きかえにその美しさをもらい、その代わりとして、永久に小鳥の思い出を愛し、いつまでも林を見捨てないことを誓っ
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た。そして、小鳥は約束を果たして死ぬ。その後、かつて小鳥の友であった一羽の鳥が、小鳥を探して林に戻ってきた。娘が小鳥からもらった美

しい声で林の歌を聞かせると、その鳥は、心臓を鷲づかみにされたようになり、木からばたりと落ちてしまったのである。 

６「鯉」上司小剣 大正一一（一九二二）年、九巻一号 

母のいない正作は父と二人で暮らしている。貧しい家では、不運に不運が重なって、父は重病になった。重病になった正作の父が大好きな鯉を

食べたら、病気が治ると言う。正作はそれを聞いて、どこかで鯉を捕まえて、父に食べさせないといけないと考える。或る日、正作は濠の鯉を捕

まえて、隣の叔父に料理を作ってもらった。鯉を食べた父は回復したが、濠の鯉を捕まえる罪が役人にばれた。正作の孝行に感心した隣人は買っ

た鯉を役人にあげて、その罪を自分で引き受けた。 

７「海蛍」小川未明 大正一二(一九二三)年八月、一一巻二号 

 或る日、兄弟は海蛍と呼ばれる大きな一匹の蛍をもらった。二人は海蛍の謂れを知らないが、海蛍には悲しい言い伝えがあった。昔あるところ

に、両親から大切に育てられた美しい娘がいた。娘は、悪意の旅人に騙されて、遠い離れた村へ嫁に行くことになる。しかし、嫁ぎ先で低能な夫

をどうしても好きになれず、いつも故郷を恋しく思っていた。娘は或る日、嫁ぎ先をひそかに逃げだしたが、川に落ちて死んでしまう。それを知

った夫も、娘の後を追って川に身を投げ、死んでしまった。そして、川で溺れた娘の魂は小さな川ホタルに、なきがらが海まで流された夫の魂は

大きな海蛍に転生した。そして、二人の兄弟がもらった海蛍も、やがて間もなく死んでしまうのである。 

８「鼠のお葬ひ」森田草平 大正一三(一九二四)年九月、一三巻三号 

田舎のお百姓の子どもで幼なじみの仙松と太吉は、毎日学校から帰ると、家の近くの野原で遊んでいた。或る日二人は、発見した鼠の穴を掘り

おこし、中にいた赤肌の子鼠を取り出しては、「俺はこいつを食える」、「君は弱虫だ」などと言い合って遊んでいた。また、穴に水を入れて飛

び出して来た鼠を捕まえ、それを瓶に入れて水に浮かべては、中の鼠が跳ねる様子を見て喜んだり、瓶から取り出した鼠を水につき落としては面

白がったりしていた。それでとうとう鼠が死んでしまうと、自らの行いを後悔した二人は、鼠の葬儀を執り行うのである。鼠の魂は極楽へいける

だろうか、と話し合いながら、二人は仲良く家路につくのであった。 

９「太一郎とつばめ」下村千秋 大正一四(一九二五)年九月、一五巻三号 

太一郎の家には、毎年つばめがやってきて巣を作る。卵から孵化して成長していく雛を、太一郎とお爺さんは温かく見守っていた。或る日、つ

ばめが巣から落とした糞が、太一郎の家で働く作男の額に落下した。腹を立てた作男は、蝉取りを持ってきて巣を壊そうとするが、つばめは家の

宝物だから、と言って太一郎がそれをなだめた。翌年の夏、成長した雛たちは、再び太一郎の家に戻ってきた。だがその夏、太一郎はひどい日射

病にかかり、生死の境をさまよっていたのである。その折、太一郎はつばめの背にのって家へ帰ってくる夢を見た。すると、太一郎の病気は途端
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に快方へ向かうが、それと前後して、飛来したつばめのうちの一羽が死んだ。太一郎から夢の話を聞いたお爺さんは、つばめが太一郎の身代わり

になって死んだと教え、懇ろに死んだつばめを弔ったのである。 

１０「巣の中の卵」細田源吉 大正一四(一九二五)年一〇月、一五巻四号 

姉のつう子ちゃんと、弟のちやぶやちゃんの家に、真っ白な小さい卵が入った鳥の巣が持ちこまれた。つう子ちゃんは、この卵を神様からの預

かりものだと思い、親鳥が戻ってくるだろうかと心配している。一方のちやぶやちゃんは、卵は親鳥から盗んだものだから、食べてしまったらい

いのに、といたずらっぽく笑った。実際、この持ちこまれた巣は、もともと、庭掃除をしていた父がマキの木の上で見つけたものだった。そして、

庭の植木を植え替えたとき、父はこの巣を檜葉の茂みに移したのだが、それを境に、親鳥が寄りつかなくなったのである。それから半月近くも経

つが、親鳥に温めてもらえない卵は孵る気配がない。仕方がなく父は、その巣を家まで持ってきたのであった。 

１１「ジンチャンの犬」中村星湖 大正一四(一九二五)年一二月、一五巻六号  

東京近郊の新興住宅地に、隣り合って建てられた二軒の家があった。一匹の子犬が二軒の家の境となっている路地へ迷い込んできた。ジンチャ

ンの一家は、子犬をポチと名付けて放し飼いすることにしたが、隣家の母は大の犬嫌いであったため、息子に命じてポチを捨てさせる。だがポチ

は、自力で再びジンチャンの家に戻ってきた。ポチに対する隣家の圧力が増すなか、ジンチャンの父は、鎖をつけて正式にポチを飼う決心をする。

成長したポチは、たまに鎖から解き放たれると、喜びのあまり近所の家をいたずらしてまわった。そしてある夜、近隣の住人に毒を食べさせられ

たポチは、狂気に陥る。狂気となったポチは人に噛みつく恐れがあるため、ジンチャンの父は仕方なくポチを殺して林の奥に埋めた。幼いジンチ

ャンは、目に涙をためて、黙って側に立っていた。 

１２「吉郎さんと犬」宇野千代  大正一四(一九二五)年一二月、一五巻六号 

子どもの吉郎は、雨にぬれていた二匹の痩せた子犬を家に連れて帰った。山の向こうの赤い西洋館の住人は、飼い犬がたくさんの子を産むと、

飼いきれない子犬を捨てるという噂がある。この二匹も、そこで生まれた犬だろう、と吉郎は思った。子犬はデべとクロと名付けられ、吉郎によ

く懐いた。ひどい雨が降った或る日、学校から帰ってきた吉郎はデべがいないことに気づき、辺りを探しまわるが、いくら探しても見つけられな

かった。残されたクロの姿を見ると、吉郎はいつもデべを思い出し、何とも言えない悲しい気持ちになるのであった。 

１３「わたしたちの先生」吉田絃二郎 大正一五(一九二六)年一一月、一七巻五号 

わたしたちの学校は生徒が一六人で、先生が一人でしかいない小さな学校である。松並先生は親切で、絶対に人の話を信用する。母熊を殺して、

子熊を売ろうとする猟師たちに、先生は一年分の貯金を渡して子熊を引き取る。その話を知る旅の男はもう一匹の子熊を先生に売ってから、こっ

そり子熊を盗んで行った。 
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１４「子どもと子猫」宮原晃一郎 大正一五(一九二六)年四月、一六巻四号 

いつも早起きできない幸坊とふく子は、その朝、家の猫が子どもを産んだと聞き、跳ね起きて子猫たちを見に行った。子猫はなぜ目が見えない

のか、なぜ子猫には父親がいないのか、と周りの大人が全く関心をよせない問題について、二人は興味津々であった。しかしあるとき、ふく子が

裾の下に子猫を隠していることに気づいた父は、子猫をドブに捨てると言って怒った。子猫が殺されてしまうのではないかと心配した幸坊とふく

子は、飼い犬のクマに子猫を守る父親の役目を与え、クマを子猫たちが眠る台所に入れた。あくる日、クマが子猫たちを食べてしまった、と大人

たちが笑いながらからかい、二人はしくしく泣きだすのであった。クマがほんとうに子猫を食べたかどうかは、謎のままである。 

１５「おとも雀」宮原晃一郎 大正一五(一九二六)年六月、一六巻六号 

幸坊は雀の巣から五羽の小雀をとってきて、自分で育てようとした。しかし、幸坊がいくら心を砕いて世話をしても、小雀は次々と死んでいく。

残った最後の一羽を鳥かごにいれ、毎晩一緒に寝ていた幸坊は、眠りにつくといつも、雀が自分の「おとも」をしてくれる夢を見た。夢の中で雀

は、幸坊を「舌切雀の宿」へ連れて行き、人間の言葉で語りかけてくるのである。幸坊はその話を深く信じこみ、学友たちにも打ち明けた。そん

な或る日、学校で授業を受けていた幸坊は、教室の窓から雀が一羽飛んでいくのを目にする。それは自分の雀ではないかと心配になり、放課後、

急いで帰った幸坊は、母に、雀は鳥籠から逃げたと告げられる。悲嘆にくれる幸坊は、空になった鳥籠を外に出し、雀が戻ってくるのを持つので

あった。 

１６「一本の柿の木」小川未明 大正一五(一九二六)年七月、一七巻一号 

山を住処とする一羽の鳥が年をとり、翼が弱くなって目も衰えたため、鷲に追われ、村に迷いこんできた。村の少年が、怪我した鳥を引きとっ

て介抱してやると、命を救われた鳥は、少年に深い恩義を感じる。そして翌年、二羽の鳥が少年の庭へ飛来し、胡桃の木の種を落としていった。

その木の苗は、雪の重みで折れてしまったが、次の年、また二羽の鳥が少年の庭を訪れ、今度は、柿の木の種を落としていった。成長して憐みの

深い大人になり、やがて年をとった少年は、子どもらに立派な実をつけるようになった柿の木の由来を語るのである。あの鳥はもういないが、今

でも、秋になると鳥の子孫たちが飛来して、村の子どもらと一緒に、柿の実をついばむのである。 

１７「虫をとる子」中村星湖 大正一五(一九二六)年一一月、一七巻五号 

裕福な家に生まれ育った松男は、上等な西洋菓子も食べ慣れていた。しかし、五歳の時に、地震で両親を一遍に亡くし、叔父夫婦に引き取られ

る。八歳になった松男は、やんちゃ坊主で、よく姉たちと喧嘩しては、叔父に叩かれることもあった。ある夏の熱い日、松男は外でカニをとった

り、虫をとったりして、遊んでいた。つかまえた虫が逃げないように、虫の後ろ脚をもぐ松男を見た兄は、生き物を殺したり、傷つけたりしては

いけない、と松男にお説教する。松男はその話を聞いて合点がいかないようであったが、すぐにそのことは忘れてしまい、兄が買ってくれると約



267 

 

束した西洋菓子のことばかりを考えているのであった。 

１８「猫のお墓」下村千秋 大正一五(一九二六)年一二月、一七巻六号 

或る日、よし子の父の友だちの家に、真っ白な子猫が迷いこんできた。金色の左目と、銀色の右目を持つその子猫を、父はよし子のためにゆず

ってもらう。よし子たち家族は、しろと名付けて子猫を大事に可愛がったので、衰弱していた子猫はぐんぐん元気になり、活発に外で遊ぶように

なった。ところが或る日、いつものように外で遊んでいたしろは、肉屋の大きな犬にのガブッリとのどを噛まれて死んでしまう。倒れているしろ

を見つけたよし子は、たまらなくなってワーツと泣き出した。それから、よし子の父が庭の桃の木の下に穴を掘り、手足をきちんとそろえてしろ

を埋葬した。しろは来年、桃の花になって咲くに違いない、という父の言葉を信じたよし子は、「しろのお墓、来る春はうす桃色に咲いて出よ」

と綴った長い板を、墓標がわりに立てるのであった。 

１９「正坊とクロ」新美南吉 昭和六（一九三一）年八月、二巻二号 

村々を興行しているサーカス団があった。病気になった馬のクロが薬をなかなか飲まないから、怪我して入院中の正坊を連れて帰ってと団長が

千代に言う。正坊が戻ったら、様々な方法を使い、うまくクロに薬を飲ませた。回復したクロは正坊と一緒に舞台に戻ったが、ほかの馬が病気で

死んで、軽業師も皆逃げ出した。団長は仕方なくサーカス団を解散し、クロを動物園に送った。千代と正坊は再び動物園でクロに会えた。 

２０「笛」森三郎 昭和八（一九三三）年二月、五巻二号 

生まれて身が弱い右大臣の子、朱実（十二歳）はある日、三井寺から帰る途中、牛車の牛が急に動けなくなって、そのまま死んでしまった。そ

の時、知り合いの少年の笛の音が聞こえた。その子の助けで、牛車を借りて、家に戻った。笛が気にいった朱実は無理に笛を奪ったが、綺麗な音

はしない。翌日、朱実は熱が出って、庭で雪山を作ろうとしたら、少年のことを思い出した。 

２１「けんかの後」水野由之 昭和八(一九三三)年四月、五巻四号 

四年生の研吉と昌二は、仲の良い友達である。或る日、昌二がカナリヤを飼うという話を聞いた研吉は、昔、自分もカナリヤのつがいを飼って

いたことを思い出した。しかし、そのカナリヤは、雄のほうは猫に食べられて、メスのほうもある日突然死んでしまった。自分のカナリヤが子ど

もを生んだら、それを研吉にあげよう、と提案する昌二であったが、何となくそれが面白くなかった研吉は、カナリヤの世話など面倒だ、と言っ

て突き放した。そのため、二人はけんかになってしまう。その後、数日も互いに口を聞くことがないまま、二人の学級は級長選挙の日を迎えた。

昌二が自分に投票してくれたことを知った研吉は、自分が狭量でほかの人に投票したことが恥ずかしくなり、一刻も早く昌二に謝ろう、と決心す

るのであった。 

２２「あのころ」北村よしの 昭和八（一九三三）年六月、五巻六号 
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みち子が五年生のとき、大野という子が東京から転校してきた。みち子が大野のことが好きだが、積極的に話をかけることが出来なかった。あ

る日、大野にあだ名で呼ばれたみち子は恥ずかしい思いをして、家に帰ったら、弟と喧嘩にもなった。椿の下に立つみち子は蟻をつめでつぶして

殺した。そのあとの終業式で、大野に自分の一とう引け目にしているところを真似られたから、みち子は大野のことがすっかり嫌いになった。 

２３「ステッキえんぴつ」早川七郎 昭和八年（一九三三年）一〇月、六巻四号 

敏雄と弟の竹は叔母から雑誌とステッキえんぴつをそれぞれもらった。自分の雑誌を貸す代わりに、弟からステッキえんぴつを借りられたが、

敏雄は学校でそのステッキえんぴつを無くした。お祭りの際に買った兄弟二人はそれぞれ三匹の金魚を買ったが、竹の金魚は全部死んでしまった。

ステッキえんぴつを無くして申し訳ないと思って、敏雄は残った二匹の金魚を竹にあげた。竹にすでに金魚を上げたと思って、敏雄はその後見つ

けたステッキえんぴつを友達にあげた。 

２４「ほたる」森三郎 昭和八(一九三三)年一一月、六巻五号 

毎年夏休みになると、東京から久子の家に遊びに来ていた従妹のよし子が、今年は病気で来られなくなった。久子はよし子のことが心配でたま

らない。或る日、二匹の蛍をもらった久子は、三日すぎても二匹とも死なないでいれば、よし子の病気は治る、と心の中で願を掛けた。三日目に

なると、久子は蛍が死ぬことが心配でたまらなくなり、わざと友だちの家へ遊びに行って、蛍を見ずにいようとするのである。ところが、帰宅し

てみると、大切な蛍は、家へ遊びに来ていた従妹の敏ちゃんに持って行かれてしまっていた。それを知った久子は、目に涙があふれてくる。そし

て、あの蛍は弱っているから、じきに死んでしまう、と自分に言い聞かせると、いくらか腹いせになるのであった。 

２５「鈴」芝口謙 昭和九(一九三四)年一月、七巻一号 

四歳になる良一は、歯医者から帰宅する途中に、猫柳をとってもらった。そして、土に埋めた猫柳から猫が生まれてくる、という噂を聞いた良

一は、庭のすみに穴を掘って、それを埋めようとする。土を掘り起こしているとき、良一は、誤って土の中にいたミミズを、真っ二つに切断して

しまった。そして、ミミズが化けて出ると言われ、怖くなった良一は、ミミズの墓を作るのである。再び歯医者に行った良一は、生まれてくる猫

のため、首につるす金色の鈴を飼ってもらった。しかし、爺やに、ミミズを殺したから、猫が怒って、猫柳は猫にならない、と言われ、良一は自

分がとても悪かったと反省し、ミミズの墓にその鈴を埋めるのであった。 

２６「トンネル」宮下とみ子 昭和九(一九三四)年四月、七巻四号 

友たちの千代が毎日、軽便鉄道の線路を歩いているという話を思い出し、あや子もチャンレンジしてみた。途中に十間あるかなしかのトンネル

があり、あや子は恐る恐る中へ足を踏み入れた。すると、どこかからふと、白い猫が飛び出してくる。びっくりしたあや子は、急いでトンネルを

駆け抜けたが、その際、お気に入りの櫛を落としてしまった。再び暗いトンネルに入ることが怖くなったあや子は、探しに行くのが躊躇われ、後



269 

 

日、千代に取ってきてもらおうか、と考えるのであった。翌日、いつものように線路を歩いた千代は、トンネルの中で猫が汽車にひかれて死んで

いるのを発見する。その話をあや子に伝えると、二人とも何とはなしに恐ろしいような気持ちがわいてきた。だが、しばらくすると、二人はまた

たわいもないことで笑い始めるのであった。 

２７「蜂の女王」坪田譲治 昭和九(一九三四)年六月、七巻六号 

四月の或る日、善太は足長蜂の女王を探すため、蜂の巣の探ろうとしていた。女王蜂は王冠をかぶっているかしら、と想像しながら善太は、青

虫を巣の近くに置いて、蜂を誘い出そうとする。それが功を奏しないとみるや、今度は竿で蜂の巣をたたき、中にいる大方の蜂を追い出してから、

とりもちで残った蜂をとろうとした。ところが、いくらとっても、王冠をかぶった蜂は見つからない。かき出した蜂を下駄ではたいて全て殺し、

巣をもぎとろうとしたとき、善太は手の甲を大きな足長蜂に刺されてしまう。痛い思いをして家に駆け戻った善太は、女王蜂は王冠をかぶること

のない、すこし体の大きな蜂である、と母に聞かされるのである。 

２８「上等兵と白犬」吉田絃二郎 昭和一〇(一九三五)年六月、九巻六号 

総攻撃前夜、田澤武二上等兵は戦場で一匹の白い犬に出会う。それが、子どもの頃に飼っていた犬のエスにそっくりであることに田澤は気づい

た。子ども時代の田澤は、エスをスケッチした絵画で賞をとったこともあり、非常にエスを大切にしていた。だが、エスは急な病気であっけなく

死んでしまう。あまりにも悲嘆にくれる田澤少年を不憫に思った母は、エスは生まれ変わってくるかもしれない、と言って慰めたのである。戦場

で母の話を思い出した田澤は、白い犬にエスと名付け、ともに戦地を駆けまわった。そして終戦後、負傷した田澤が広島の病院へ送還される際、

犬は忽然と姿を消したのである。帰還した田澤は、毎朝母とともに、欠かさずエスの墓参りをするのであった。 

２９「白ねずみ」坪田譲治 昭和一一(一九三六)年二月、一一巻二号 

善太と三平の兄弟は、お祭りの夜店で、一匹の白いねずみを買ってもらう。二人はねずみを可愛がり、餌をやったり、友だちに自慢したりして、

仲良く遊んでいた。だが、しだいに飽きてくると、ねずみは放っておかれることが多くなった。そんなねずみをかわいそうに思った母は、もう一

匹ねずみを買ってきて、籠へ入れてやる。二匹のねずみは五匹の子ねずみを産み、ねずみ一家は籠のなかで仲良く暮らしていた。ところがある日、

籠の餌が底をついたため、母ねずみが食べ物を探して籠をとび出し、それっきり戻らなくなった。そして、餌を運んでくれる母親がいなくなった

五匹の子ねずみも、次々と死んでしまう。それに気付いた善太と三平の母は、子どもたちにそれを見せまいと、子ねずみたちをそっと庭先へ埋め

てやった。残った父ねずみは、相変わらず籠のなかの回し車を、カラカラ回し続けている。 

３０「兄妹」森田草平 昭和一一(一九三六)年一〇月、一二巻三号 

ひさ子の兄の武雄は尋常小学校六年生で、夏休みになると、ほかの町に住んでいる叔父の家に泊りに行った。ひさ子は兄が帰ってくるのを楽し
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みにしている。ところで、ウサギの餌をやると兄から頼まれたが、ひさ子はそれがすっかり忘れていた。たれ耳のウサギは種がよくないから、皆

亡くなったとお爺さんから聞かれると、ひさ子は兄に教えるのが怖くなった。翌日帰ってきた武雄はウサギの死を知ると、ひさ子をひどく怒った。

ひさ子は一人で納屋で泣いたが、武雄は再びひさ子を探しに来て、二人が仲直りした。 

３１「キントゝ」茶木七郎 昭和二(一九二七)年一一月、一九巻五号  

四歳の秀ちゃんは、父に三匹の金魚を買ってもらった。毎日縁側で金魚と遊ぶ秀ちゃんは、よその猫がよってくると、金魚を守って猫を追い払

う。しかしある朝、猫に襲われて金魚が死んでしまった、と母に告げられ、秀ちゃんは大声で泣いた。金魚の死骸を庭に埋めた翌日、秀ちゃんは、

まるで金魚のことを忘れてしまったかのように、いつも通り遊んでいた。ところが次の日、大きな金魚がそとにいる、と秀ちゃんが急に姉に向か

って言い出した。そとに出た姉は、金魚の形をした雲が空に浮かんでいるのを発見するのである。 

３２「犬の子」堤文子 昭和二(一九二七)年一二月、一九巻六号 

ある日曜の朝、隣の空き家に新しい住人が引っ越してきた。三年生の正子と二年生の涼が隣家を覗きこもうとして庭へ出ると、そこに一匹の子

犬がいた。急いで子犬を家に連れ帰る二人を見て、母は、隣の新しい住人の犬が迷い込んできたのではないか、と問いただす。それでも正子と涼

は、その子犬を飼いたくて仕方がない。そこへ、隣人が子犬を探して訪ねてきた。二人は、慌ててタンスの奥にあるカステラの空箱へ子犬を押し

こみ、犬はどこかへ逃げてしまった、と嘘をつく。隣人が去ると、二人は母に真実を打ち明け、タンスの奥にあるカステラの空箱から子犬を助け

出したが、時すでに遅く、子犬は息を引き取っていたのである。 
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付表 『赤い鳥』子どもと他人の死関連童話作品一覧 

１「酔っぱらひ星」小川未明 大正九（一九二〇）年一月、四巻一号 

佐吉は寝につくとき、いつも夜空の星を眺めていた。ある星は、三角帽子を被ったお爺さんの顔に見える。その後、佐吉はお母さんに先立たれ、

クリスマスにもらった小鳥も死に、一層苦しい生活に陥る。ある日、佐吉の前にお星様のお爺さんが現れる。佐吉がお父さんのために買ったお酒を

飲んだお爺さんは酔っ払い、夜空へ帰る時、頭に被っていた三角帽子を落として行った。佐吉とお父さんはそれを拾って欲しいという人に売り、幸

せな生活を送った。 

２「奈々ちゃん」藤浪音よ 大正九(一九二〇)年二月、四巻二号 

奈々ちゃんは幼稚園児である。皆から可愛がられている愛くるしい子だが、生まれつき片方の足が短い。奈々ちゃんが自分の足についてたずねる

と、母は黙って涙目になる。それを見ると、奈々ちゃんは、おばあちゃんが亡くなった時の母の姿を思い出して、自分の足のことを聞くのが恥ずか

しくなる。奈々ちゃんの亡くなった姉も、小さいころに足を怪我したという話を、奈々ちゃんの母から聞いていた幼稚園の先生は、いつも奈々ちゃ

んを気にかけ、守っていた。或る日、奈々ちゃんをからかう男の子たちを先生が叱ってから、奈々ちゃんはだれにもいじめられないようになった。 

３「蓮の曼陀羅」長田秀雄 大正一〇（一九二一）年四月、六巻四号 

当麻の寺に蓮の糸で織った奈良朝の末に出来た曼陀羅がある。当時、奈良の都に住んだ中将姫は一二三になったとき母を亡くなられた。父から死

んだら魂が極楽にいくという話を聞いてから、姫は深く人間の生死について考えるようになった。その後、当麻の寺に出家した姫は百駄の蓮の茎を

集める。蓮の茎からとった五色の糸で編まれた曼陀羅に仏がいる極楽の景色が現れる 

４「信ちゃんの死」吉田夏子 大正一〇(一九二一)年五月、六巻五号  

四郎と信ちゃんは幼馴染であり、腕っ節の強くない信ちゃんはいつも四郎を頼っていた。四郎の方も、信ちゃんの悪戯に泣かされ、時々信ちゃん

に怒ることもあったが、いつも信ちゃんの見方だった。そんなある日、信ちゃんがふと病気になる。四郎は信ちゃんのことが心配でたまらず、淋し

くて悲しくなった。そのうち、とうとうある夜、信ちゃんは病院で息を引き取った。涙ながらに仏壇に線香をあげる祖母の姿をみると、四郎は信ち

ゃんのことがほんとうに可哀そうに思える。そして、大きくなった四郎は、いまだに一番の親友である信ちゃんの死を哀しく思っている。 

５「鋼鉄色の自動車」長田秀雄 大正一一(一九二二)年三月、八巻三号 

或る日、子どもの仙太は鋼鉄色の自動車に乗った爺に攫われ、行方不明になった。母がその後病気で亡くなり、仙太一家が不幸になる。仙太は同
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じく攫われた子どもたちとしばらく暮らしていたが、その後帆前船に載せられ、上海にいるフランス人のお金持ちの家に売られた。フランス人から

お金をもらい、仙太は日本に戻り、妹のところにたどり着いた。 

６「めぐりあひ」加藤武雄 大正（一九二二）年六月、八巻六号 

幸吉のお父さんは猪に突き殺されてしまったあと、一二歳の幸吉は深い山奥に一人とりのこされた。木挽きをする叔父の家に厄介になることにな

ったが、幸吉の猟犬クロが叔父に売られた。幸吉はその後東京の呉服家に丁稚奉公に出た。迷子になった幸吉は偶然にお金持ちに買われたクロに出

会った。幸吉とクロの話を聞いた主人は幸吉を引き取った。中学に入学した幸吉を、いつもクロが送り迎えする。 

７「お銀の歌」吉田絃二郎 大正一一年（一九二二年）八月号、九巻二号 

お銀は工場で働く工女である。毎日の朝と夜、お銀は亡くなった母から教えられたように神様にお祈りする。亡くなった母に会いたくて、お銀は

いつも教会堂の讃美歌を歌う。お銀の綺麗な歌声を聞いた若者は自分が捨てて来た妻と子どものもとに戻ることにした。父の葬式をする兄弟もお銀

の歌を聞いて、仲直りした。人のために何かができるようにとお銀は祈り続る。 

８「天国の夢」宇野浩二 大正一二（一九二三）年七月、一一巻一号 

孤児の三太郎は鍛冶屋で日々働いている。偶然に天国のことを聞いた三太郎は天国に行きたいと願う。或る晩に三太郎が自分は翼が生えて、天国

へ飛んで行く夢を見た。夢だけでは満足できないと思い、三太郎は羽根をこしらえようとする。こしらえた羽根を使って、三太郎は天国へ着いたが、

しばらくしたら下界に落ちた。地面についた三太郎はひどく叩かれて、盲目になった。盲目になった三太郎は再び天国へ飛んで行ったが、やがて落

ちってきた。死ぬかと思ったら、三太郎はやっと夢から覚めた。 

９「実さんの胡弓」佐藤春夫 大正一二(一九二三)年七月、一一巻一号 

両親を失くした実たち兄弟四人が、私の父に引き取られたが、十五、六歳になったばかりの実は、一人アメリカへ出稼ぎに行った。アメリカで数

年重労働をした実はひどい肺病になり、帰国することになる。実の病気はうつる病気なので、家族は私が実のところへ見舞いに行くことを喜ばなか

った。しかし、私は実からアメリカの話を聞いたり、実が弾く胡弓の音を聞いたりすることが好きだった。それでもとうとう、私は実との付き合い

を禁止される。その後二、三年して、実は二十六、七歳の若さで亡くなった。 

１０「銅屋の子」上司小剣 大正一二（一九二三）年八月、一一巻二号 
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京都の西七條にある銅屋には二人の子がいた。大事に育てられていた二人は突然母を亡くなられた。母さんが亡くなると間もなく、二人の子が継

母に虐められてきた。二人は母がいう北野の天神のところを探しに行って、いつか家を出ていくことを決めた。父が丁度北野の天神の拝殿の修繕し

に行き事に決めたので、二人は父に弁当を持っていくさいに、毎日北野の天神にお祈りする。継母はそのあと二人を可愛がるいい母になった。 

１１「馬鹿の傳七」宮原晃一郎 大正一二（一九二三）年九月、一一巻三号 

 昔、ある田舎に傳七というばかいた。十七になる時、母が死んで一年忌に当るので、寺に行ってお経を読みに行ってと父に言われた。傳七は鴉を

和尚だと思い、寺に行けなかったことや、風呂敷にいれた書付を無くしたなどことに父は怒る。和尚は父から話を聞いて、一所懸命傳七を教えよう

としたが、傳七はそのあと牛の喧嘩を止めようとしたところで、牛の角に突かれて死んだ。 

１２「もくべい杢平爺さんの死」吉田絃二郎 大正一三(一九二四)年一月、一二巻一号  

海安寺の鐘つき男もくべい爺さんは、酒が大好きで、お葬ひがあるたびに墓を掘ることで得るお金を、お酒につぎこんでしまう。そのため、もく

べい爺さんはいつも、次の日にお葬ひの行列が来るかどうかを気にしていた。年をとったもくべい爺さんは、お寺の鐘が夜中に陰気な音が響かせる

と、翌日には人が死ぬことに気付いた。それは、死んだ人の魂が寺へ挨拶に来るからだ、と皆は言いあった。或る夜、また鐘の陰気な音が響き、も

くべい爺さんはいつも通りに墓穴を掘りに行ったが、翌朝、そのまま穴の底に倒れて亡くなっていた。 

１３「青い釦」小川未明 大正十四（一九二五）年一月、一三巻一号 

新しい転校生の水野は、同級生に「きつね」と呼ばされ、悲しい思いをしていた。正雄も一緒になって悪口を言ったが、お母さんに諭され、自分

が悪いことをしたことに気づいた。それから、正雄は水野をかばって、二人は仲良くなる。水野は引っ越してゆく前に、亡くなったお父さんからも

らった三つの釦を正雄にくれた。いつか釦が再び水野の目に止まることを願って、正雄は、遠くまで旅する汽車乗りと金魚売りに釦を一つずつあげ

た。そして、最後の一個は決して手放さないと誓った。 

１４「クリスマス」秋庭俊彦 大正一三(一九二四)年一二月、一三巻六号 

子どものゴトリエフは父を病気で失い、母と二人で貧しい生活を送っている。クリスマスのお祝いができないことや母の苦労などを、コドリエフ

が手紙に書いて、サンタクロースに送ろうとした。その手紙が町長のところに届いて、町長がコドリエフの家に贈り物を持っていく。 

１５「都へ出てみたら」細田源吉 大正一四（一九二五）年一二月、第一四巻六号 

姉弟の姉おときは、母親を亡くし、東京で奉公をするようになった。弟の平吉から送ってくる手紙を日々楽しみにしている。忙しい一日が終わっ

て、おときはよる手紙を楽しく読みながら、田舎の生活、東京の生活を思い出す。その後、「わたくしも毎日よく働いてゐますから御安心下さい。

なにごともしんぼうしろとお父さまがおいひでしたから、しんぼうします」と、父への手紙をしたためる。 
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１６「センタアの教子」中村星湖 大正十四（一九二五）年九月、十五巻三号 

ギリシャの南の方のイカルカス国の王様アサマスは王妃の話を信じて、他の女と生んだ子ども達を祭壇へ運んだ。子ども達は金毛の羊に命を助け

られたが、王様は王妃の子どもの一人を殺した。王妃は残った子を連れて、海へ身を投げて死んだ。一方、助けられた子ども達の妹は水に溺れて死

んだ。兄フリキサスは王様イーチスの養子になったが、間もなく病んで死んだ。フリキサスの従弟ジェソンは、フリキサスの魂を救おうと思い、ピ

リオン山で住んでいる大変の智慧がある怪物センタアを尋ねた。ジェソンはセンタアの弟子になって、十年を修業し、故郷へ戻った。途中、金毛皮

の盾を手に入れて、ギリシャ第一の勇士になった。 

１７「お菊と小菊」宇野浩二 大正一四（一九二五）年一一月、一五巻五号 

お菊と小菊の父は小さいうちになったので、二人は母に育てられた。お菊は色白の可愛い子で、小菊は色黒で、醜い顔をしいている。しかし母は

小菊のほうを可愛がっている。寝床の枕に刺を仕込んだり、みそ汁に毒を入れたりして、母はお菊を殺そうとしたが全部失敗した。小菊は姉のこと

が好きで、母の仕業をお菊に話す。お菊は母から逃げることに決めた。一人ぼっちになったお菊は小菊のことを思い出したら、小菊はそばに現れた。

二人が可愛い白鳥になった。 

１８「三吉堂物語」加能作次郎 昭和一（一九二六）年二、三、四月、一六巻二、三、四号 

 ある田舎の山の中に、一軒の小さな寺があった。村人は毎日寺の鐘の綺麗な音を聞きながらくらしている。或る日から、鐘の音が濁り始めて、村

中に不祥事も次々と生じる。青鬼に化けた鐘師は鐘を修復するために、正直で、愛があって、何一つやましいものを持たない人を探していたところ

に、孤児の子どもの三吉に出会えた。心の綺麗な三吉の助けで、鐘の音は綺麗になった。 

１９「三つの波」福永渙 大正一五(一九二六)年三月、一六巻三号 

 海岸で一番大きな漁船に、十六歳の船に乗ることが大好きな少年水夫のトーマスと、仲間のビリンチは乗っている。船長の伯父は、トーマスたち

船員を引きつれて、冬の海へ漁に出ていた。漁船が港に停泊していたある夜のこと、ビリンチはおかしな夢を見た。夢の中に二人の女が現れ、この

漁船は沖へ出帆すると、乳の波、涙の波、血の波という三度の大波に見舞われ、乗組員は永遠に海の底に沈むだろう、と話した。ビリンチはその話

を水夫仲間に教えたが、誰も彼の話を信じなかった。そして漁船は、預言どおり、三度の大波に遭遇した。しかし、水夫たちは皆無事に脱出し、命

拾いしたのである。ところが、航海を終えて叔父が家に帰ってみると、妻は病気で寝込んでおり、その眼つきは人を憎むような険しいものに変わっ

ていた。そして、ついには息絶えてしまう。トーマスの従妹にあたるマリーも、同じような経過をたどって亡くなった。これを怪しんだトーマスは、

ビリンチを問いただし、夢の中に現れた二人の女の容貌を詳しく聞いた。そうして、その二人の女が、亡くなった伯父の妻と従妹のマリーであった
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ことが分かるのである。 

２０「天城の子」吉田絃二郎 大正一五(一九二六)年四月、一六巻四号  

修吉は天城の奥の里に暮らしている一〇歳の子どもであった。東京から来た叔父の話を聞いて、修吉は東京に大きな憧れを抱くようになる。よう

やく東京に行ける機会をえた修吉は、電車の中で人々が疲れ切った顔をしているのを見て、かるい失望を覚える。その後、西洋館で、色の青い瘦せ

こけた人たちが働く姿を見たり、自動車にひかれて死んだ若者の死体を見たり、動物園で病人のような動物たちを見たりして、修吉は東京の生活何

もかも不愉快になった。故郷に帰った修吉は、「東京はつまらない」と皆に伝えるのである。 

２１「十二の月」大木篤夫 大正一五(一九二六)年五月、一六巻五号 

これは、ある北方の国のカントリーサイドに暮らす、お金持ちのお嬢さんホレーナと、同齢の召使いマルーシュカの話である。成長するにつれて

美しくなっていくマルーシュカを、ホレーナとホレーナの母は、いつもいじめていた。或る日、いじめられたマルーシュカは、泣きながら山の奥に

入り、そこで神様にお祈りをした。すると、十二ヶ月の月の化身である十二人の男が現れる。一月と二月の化身の男の助けにより、マルーシュカは

無事、命じられたすみれの花苺と林檎を摘んで屋敷に戻ることができた。それをみたホレーナは、奇妙な木を探すといって、自分も山の奥へ入って

いく。月の化身である十二人の男に出会えたホレーナであるが、一月の化身の男は、ホレーナを助けるどころか、逆に燃えている火をすべて消しさ

ってしまった。すると、世界はホレーナの見知った雪国に戻り、ホレーナは吹き溜まりのなかに倒れた。ホレーナの母も娘を探して山へ入るが、つ

いに二人とも、戻ってくることはなかった。 

２２「桃の実」宇野千代 大正一五(一九二六)年六月、一六巻六号 

或る寒い朝、こんと言う名前の可愛い女の子が吉郎の家にやってきて、女中として雇われることになった。よく働くこんは皆から可愛がられてい

たが、吉郎は洗濯をしているこんの後ろ姿に、白い尻尾が見えていることに気付く。母にその話をすると、それは吉郎の勘違いだと言って笑われた。

ある夜、吉郎は、こんが一匹の白い狐と一緒に家を出ていく夢を見た。翌日、こんの姿は家から消えていた。夢の話を誰にも打ち明けることのでき

ない吉郎は、いつもぼんやりしていたので、皆が病気ではないかと心配した。沖合の島にある桃の実を食べるとどんな病気でも治る、という噂を聞

いた爺さんは、吉郎をつれて島へ遊びに行った。桃の実を食べた吉郎は、いい気持ちになり、爺さんに夢の話を語った。亡くなった婆さんからよく

狐の話を聞いていたから、そういう夢を見たのだ、と爺さんは言った。 

２３「蝋燭をつぐ話」大木篤夫 大正一五(一九二六)年七月、一七巻一号 

マルチンという貧しい小作人のところに、男の子が生まれた。死の女が二人を自分のお寺につれて行って、赤ん坊の命の蝋燭を付けたが、マルチ
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ンは新しい蝋燭の一部分を自分の蝋燭に接ぎ出した。その後、死の女の助けで名医になったマルチンは、自分が奪った蝋燭は息子の蝋燭の一部分だ

ったことが分かった。後悔したマルチンは蝋燭を息子に返して、亡くなった。 

２４「ガラスの心臓」宇野浩二 大正一五(一九二六)年八月、一七巻二号 

むかし、ある国の王様に三人の姉妹の姫たちがいた。姫たちは三人とも心臓がガラスで、一番上の姉は心臓が割れて亡くなった。二番目の姉も熱

で心臓にひびが入った。残りの妹は無事に成長して、多くの王子やお金持ちの男性が求婚してくるが、ガラスの職人である王子や王だけに娘を嫁に

すると王様が言う。あの小姓が姫に惚れて、四年間を頑張って立派なガラス職人になった。そして、姫の承諾で、二人が結婚して、かわいい子ども

も生まれた。 

２５「居ねむり婆や」細田源吉 大正一五(一九二六)年一〇月、一七巻四号 

前年の秋に夫を亡くした婆やは、自分の子どもを身内に預けて、東京へ奉公に出て来た。一日五、六時間しか寝る時間のない婆やは、いつも眠く

て仕方がない。しかし、婆やの仕事は、自分よりもまず、奉公先のお嬢さんを早く寝かしつけることであった。だが、竜宮城の話をせがむお嬢さん

は、なかなか寝ようとしない。それで、婆やはひどく困っていた。寝ないで泣いている娘の姿を見た奥さまは、婆やが子どもの知的教育の相手とし

ては役不足であると思った。田舎の子どもたちに給料を送金することが楽しみだった婆やは、とうとうお役御免となり、お邸から出ていかなければ

ならなくなってしまう。 

２６「大晦日の夜」木内高音 大正一五(一九二六)年一二月、一七巻六号 

大晦日の夜、美代子は一人で雑貨の店で働いている。小さい時から父と母を失った美代子は伯父の家にお世話になっている。深夜に、一人の女が

店にやってきた。一三歳の娘用に羽織の紐を探しているが、お金に困っている女の様子を見て、美代子は頑張って値引きした。 

２７「曲馬団と少年」宇野浩二 大正一六(一九二七)年一月、一八巻一号 

少年幸吉が雇われている曲馬団は、軽業師が肺病で亡くなった時からけちが付き始めた。病気で死ぬ人も、行方不明になる人もどんどん増えていく。

がむしゃらに働きさせれている幸吉は、黒人の少年に出会える。少年から自由を与えて来るアブラハム・リンコルンさまの存在を知った幸吉は、リ

ンコルンを探しに行く。途中で倒れた幸吉は病気に連れられ、日本領事館の助けで、日本へ帰る。 

２８「空になつた重箱」宇野千代 大正一六(一九二七)年一月、一八巻一号 

父も母もいない三吉は祖母と一緒に暮らしている。一三歳の三吉は足が速いため、村人が手紙の配達を彼に頼む。一通の手紙を届く途中に、三吉

は赤い重箱を持つ爺さんに出会える。爺さんはほしいものは何でも手に入る重箱とどこでも見えるメガネを三吉に挙げた。それ以来、三吉は欲しく
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ないものも取るし、仕事もしなくなる。とうとう重箱は何も出て来なくなる。後悔した三吉は再び手紙配達をしに行く。 

２９「壜の中の世界」小川未明 大正一六(一九二七)年一月、一八巻一号  

正坊のお爺さんは有名な船乗りだった。年をとって船をおりたお爺さんは、海の中で拾った一枚の黒い板を大切にしていて、いつか海から人が自

分を迎えに来る、と言っていた。そんな様子だったから、皆は、お爺さんが耄碌して亡くなったと言ったが、正坊は、それを信じなかった。或る日、

正坊は、家にある壜のなかに不思議な世界が見えることに気付いた。その壜を持って外へいくと、馬に乗る男に声をかけられる。男の馬に乗せられ

た正坊は、お爺さんの旧友だったという老人に出会う。壜に油を入れてもち帰り、家にある黒い板をみるがよい、と老人は正坊に言い聞かせた。家

に帰って、老人に言われたとおりにしてみると、黒い板に帆船の姿が浮きあがり、そしてそれが煙のように消えていったのである。 

３０「吹雪の夜の森」下村千秋 大正一六(一九二七)年一月、一八巻一号 

子どものイワンとリードチカは、母と一緒に、馬車で森を突っ切り、オルガ伯母の家を目指していた。御者台に座るオルロフとミハエル爺は、狼

の来襲にそなえて弾丸を用意している。案の定、森の中で、狼の群れが彼らを待っていた。一行は、生贄に馬を一頭切り放し、追ってくる狼から逃

げた。さらにもう一頭切り放し、それ以上切り放せなくなったとき、ミハエル爺は自ら馬車を飛び降りて、狼の餌食となった。ミハエル爺が犠牲と

なったおかげで、子供たちはオルガ伯母の家に辿り着くことができた。翌日、父とオルロフは森へ行き、ミハエル爺の形見のコートを拾って帰って

来た。そして、家に祭壇を設け、二頭の馬とミハエル爺の霊を祀ったのである。 

３１「アイヌの物語から」大木篤夫 昭和二(一九二七)年四月、一八巻四号  

死に瀕したウサギの頭（かしら）は、ウサギの子どもたちに若かった頃の話を語っている。私はそのころ、体が鹿ほどもある大きなウサギだった。

一緒に遊んでいた兄が仕掛け罠にかかって死にそうになったとき、私は急いで仲間に助けを求めよう駆け出したのだが、途中でそれを忘れ、遊びに

行ってしまった。兄が死んでしまっても、私は相変わらずいたずらっ子だった。或る日、私は見たことのない仕掛け罠にかかって、神様のような美

しい若者に捕まえられた。かろうじて逃げ出したが、それは、私と仲間たちが人間の仕掛け罠にいたずらすることを怒った、オキキリムイ（アイヌ

の神）の仕掛けた罠であったことが分かった。それ以降、私と仲間たちは、体がすっかり小さくなってしまった。 

３２「たましひの敵討」宇野浩二 昭和二(一九二七)年七月、一九巻一号 
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十二、三歳の少年、万作が自宅の窓から外を眺めていたとき、隣人の平兵衛爺さんが、肥料を運んできた男を不意打ちで死なせ、死体を川へ蹴り

落とすところを目撃した。だが、万作はそのことを誰にも話さなかった。二十歳になった万作は或る日、平兵衛爺さんに殺されたはずの男が、北八

という人の家に入っていくのを見た。ちょうどその頃、北八の家に子どもが生まれたので、万作は、あの男の魂が生まれ変わるために、北八の家へ

来たのだと思った。八、九年がたって、北八の家の子は大きくなった。彼が石を投げて遊んでいたとき、その石が平兵衛爺さんに当たって、平兵衛

爺さんは亡くなった。誰も平兵衛爺さんの死因を知らないが、万作だけがそれを目撃していた。 

３３「村の話」吉田絃二郎 昭和二(一九二七)年八月、一九巻二号 

汽車を見たことのある人がまだ村に一人もいなかった時代、村人は狐や狸は人をばかすと信じていた。或る夜、西海寺の小僧、空念は、隣村の檀

家からわらづとにしたお土産をもらい、急いで村に帰ろうとしていた。帰途に出会った若い夫婦を狸だと思った空念は、お土産を二人の方へ投げて、

自分は一目散に逃げた。そんな狸さわぎがあって間もなくのこと、空念は雪の中で行き倒れていた若い女と子どもを、寺へ連れて来て介抱した。し

かし、女と子どもは亡くなり、空念は大変悲しんで、二人の墓を立てた。時が過ぎ、大人になった空念もやがて亡くなった。村人は空念のことを忘

れたが、空念が立てた女と子どもの墓のことはずっと語り継いでいる。 

３４「遠方の母」小川未明 昭和二(一九二七)年一二月、一九巻二号 

三つになった正ちゃんが、はじめて自分に母のないことを自覚したとき、女中は母の死を直接子どもに教えるのはかわいそうだと思い、正ちゃん

の母は「ののさま」になったと伝えた。ある日、女中は団扇に描かれた女性を、正ちゃんの母だと言い、正ちゃんはそれを信じた。その後、うっか

り団扇を焦がしてしまった女中は、新しい団扇が手に入らないため、母は月にいるといって、正ちゃんを慰めた。正ちゃんは、月に笑いかけながら、

このときはじめて世の哀れを理解した。 

３５「町角のうり子」小野浩 昭和二(一九二七)年一二月、一九巻六号 

七歳のベツシイは生まれて間もなく、父も母も亡くなった。祖母に育てられているベツシイがいつも寒い町の中に卵を売っている。或る日、かわ

いい女の子にたまごを買ってもらたが、女の子は間違えて金貨をベツシイに渡った。祖母の説教を聞いて、ベツシイは女の子に返そうとしたが、不

注意で金貨を落としってしまった。最後は、おまわりの助けで、金貨を無事に見つけた。 

３６「ひれの生えた話」塚原健二郎 昭和二(一九二七)年一二月、一九巻六号 

子どものまさおとみつ子と久作爺は浜でおさかなの神さまに出会えて、ひれの生える方法を教えてもらったが、子どもにはひれが生えないと久作

爺に言われた。さかなの神様たちが老人だけにひれをやると決めたあと、久作爺はひれが出来て、海の中に入った。その後、年よりが死ぬとひれを
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もらうと噂になる。 

３７「清造と沼」宮島資夫 昭和三（一九二五）年一月、二〇巻一号 

両親が一時に病気で亡くなって、山奥の村に生まれた清造は初めて東京の郊外の町に仕事を探しに来た。お腹がすく清造は沼に石を投げて、浮か

んできた泡をみて元気を回復する。疲れ切った清造はある凧屋にたどり着いて、店の小僧になった。団扇に綺麗な多くな泡の絵を描いた清造の才能

に感心して、凧屋のお爺さんが彼を絵の先生のところに連れて行った。先生の弟子になった清造は十何年後、「沼」という名の展示会をやった。 

３８「人質少年の手記」大木篤夫 昭和三（一九二八)年三、四月、二十巻三、四号 

ミレト出身の少年たちはローマ軍の人質である。子どもたちがどんどん殺され、僕（十五歳）、タンネスと一番幼い子ファビヨン三人だけが残っ

た。ローマ軍凱旋式の日、僕たちは将軍の家の小さな室へ押し込められた。タンネスがある日、叔父に救われた。僕も仕事中、父親と出会った。僕

は両親が亡くなったファビヨンのことを心配し、一緒に暮らすことを父親に頼んだ。一方、将軍はファビヨンを自分の息子に入れようとした。ファ

ビヨンは結局将軍のところに残って、将軍は僕の身代金を返した。 

３９「鼻なし半兵衛」福永渙 昭和三（一九二八)年四月、二十巻四号 

ある山国に小さな町に半兵衛という小さな酒屋があった。半兵衛は鼻がないから鼻なし半兵衛と子どもたちに呼ばれて、息子の半太はくやしい思

いをする。半太は学校で隆鼻術があると聞いて、父に勧めようとするが、父は聞かなかった。父は或る冬、風を引いて亡くなった。父は鼻がないの

を商売の宣伝のためにうまく利用したが、生涯に一度も写真を撮らなかったことが気の毒だと半太は思う。 

４０「鼻白の木馬」加治亮介 昭和三（一九二八)五月、二十巻五号 

お爺さんは遊園地の掃除人で、父も母もいない信吉と一緒に遊園地の裏通りの長屋で暮らしている。遊園地のとってのない鼻のはげた木馬は誰も

乗らないが、信吉は乗るのが好きだった。その木馬を鼻白と名付けて、信吉がいつも遊びに行った。しかし、鼻白は新しい木馬に変えられて、信吉

は悲しくなる。 

４１「ぴいぴい三吉」宇野千代 昭和三（一九二八)五月、二十巻五号 

子どもたちによく泣き虫と呼ばれる三吉は体の弱い子で、野原で一匹の雀と遊ぶのが大好きだった。或る日、叔父と叔母のところの養子となり、

三吉は親と離れて東京へ行った。寂しい三吉のところに、雀がやってきた。両親が死んだ雀は雀の村の村長になるからしばらく会えないという話を

聞いて、三吉はこれから泣かないことに決めた。 



281 

 

４２「少年間諜」木内高音 昭和三(一九二八)年一一月、二一巻五号 

母を亡くした十五歳のステヌは父と二人でパリの教会町で暮らしている。プロシャ軍がパリに攻撃してきてから、町中の皆が警戒しながら生活し

ている。或る日、ステヌは年上の男の子に騙され、プロシャ軍に新聞を売りに行った。今夜予備軍が出動すると男の子がプロシャ軍に情報を教えた

ところを見て、ステヌはとても恥ずかしく思った。苦しい思いをしながら、ステヌはようやくこの件を父に告白した。ステヌがもらったお金を取っ

て、父は予備軍がいる広場に行ったが、それはステヌが見た父の最後の姿だった。 

４３「よいお爺さんたち」塚原健二郎 昭和四（一九二九）年一月、二二巻一号 

ある夕方、パリーの場末の町を小さなセリー婆さんのお葬ひが通った。セリー婆さんは長い間孫のパナートとアパートの三階に住んでいた。セリ

婆ちんは上品で、親切で、皆から愛されている。セリー婆さんが亡くなってから、パナートはアパート住人の三人のお爺さんと仲良く暮らしていた。

或る日、セリー婆さんの遺言で、パナートの叔母が突然やってきて、パナートを裕福な家に連れ帰った。パナートは日々お爺さんたちのことを忘れ

ず、こっそり邸から逃げ出して、お爺さんたちのところに遊びに行った。 

４４「蜂の王さま」塚原健二郎 昭和四（一九二九)三月、二二巻三号 

蜂飼いの子のゼネットは去年母を亡くなられてから、学校を下がって、父の手伝いで蜜蜂の世話をしている。王様が蜜蜂に刺されたから、国中の

蜂を役人が焼き捨てようとする。父は蜜蜂を馬小屋に隠して、ゼネットと飼い方法を一生懸命探る。父は町で買った板で、蜂の女王を引き移すため

の巣箱を作った。それを城とよんで、自分達は蜂の王様になると父が言い出す。 

４５「スヰート、マシーン」隈本信也 昭和六（一九三一）年三月、一巻三号 

父も母もいない八ちゃんは靴磨きの爺さんのお手伝いをしている。八ちゃんはご褒美の五銭でスヰート、マシーンという自動菓子売機でチョコレ

ートを買う。自分の五銭をお金持ちの子どもにあげて、その代わりに一銭をもらったが、その一銭が金だったことに気づき、八ちゃんは交番へ届け

にいた。お巡りさんから二枚の五銭をもらった八ちゃんは深くおじきをした。 

４６「山火事」安東玉彦 昭和七(一九三二)年五月、三巻五号 

冬休み期間、私は友達と一緒に角力場の草原の上に火を燃やして遊んでいたが、その火が恐ろしい勢いで燃え上がった。大人たちがやってきて、

火が消された。友達の父がみな集まってきたが、家族誰も来なかった私は亡くなった母のこと、忙しい父のことなどを悲しく思う。最後、叱られた

私たちは無事に家に帰る。 
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４７「だ々つ子」村井安男 昭和八年（一九三三年）三月、五巻三号 

正男の父が働いている呉服屋に、良という正男と同い年の子がいる。良は赤子の頃に母を亡くし、祖母に甘やかされて育った。良のわがままぶり

によって正男は幾度となく周りの大人たちに叱られ、涙で枕を濡らしてきた。勝手に木を登った良は正男が自分に登れと言ったから登ったと嘘をつ

く。また叱られる正男は泣きながら家に帰る。 

４８「かへり」今村義夫 昭和八年（一九三三）年五月、五巻三号 

一年生の広は母に亡くなられたので、学校へ来ても、なんだかじぶんだけはつまらないと思う。教室にいても、教わることを耳に入れない。学校

が終わってから、広はコートを着ようとしたが、ブタンの穴が小さいうえに、手がかじかんでいるから、うまくはめられない。六年生の女の人が助

けてくれたが、広は母のことを思い出すと、涙流しながら雪の上を帰る。 

４９「雪」森三郎 昭和八（一九三三）年四月、五巻四号 

父が亡くなってから、弘は母と一緒に市内から郊外に引っ越した。六年生の弘は郊外から市内の小学校へ通っている。母が朝早く起こしてくれな

いことや、お弁当の箸を忘れたことがあって、弘はいらいらしていた。その日は雪がひどくなって、母が駅に迎えにくると思ったら、母の姿が見え

ないから一人で家を帰った。怒った弘は、母が迎えに来たことを聞いて、恥ずかしい思いをした。 

５０「小猫」森三郎 昭和八（一九三三）年五月、五巻五号 

桂大納言の子の菅根は小猫を抱きながら、母の帰りを楽しく持っていた。しかし、数ヶ月後に母は風邪で亡くなった。菅根は小猫を抱きながら母

を探しても母はいない。ある日、迷子の小猫が百姓の子どもに見つけられた。百姓の子どもが小猫をずっと欲しがっていることを知っている菅根は

小猫をあげた。その後、自分には母も小猫もいないことに菅根が苦しく感じる。 

５１「乳母」早川七郎 昭和八（一九三三）年七月、六巻一号 

尋常三年のとき、乳母のまさが実家に帰ってから、母のいない私は祖母のところへあづけられた。町に小さな寄席でときどき活動がかかる。私は

赤い織を担いで、楽隊につ入れ行かれたいといつも考えている。祖母に内緒で、織を担いでいた日に、私は町で偶然にまさに出会えた。叱られるか

と思ったら、まさが私を助けてくれた。それ以降、私はまさに会えず、まさが亡くなった。 

５２「楯」堤みどり 昭和八(一九三三)年九月、六巻三号 

従妹が病気で亡くなり、遺児の男の子ラーリイをミス・ライダーが引取人になる。母も父も失った八歳のラリーイが曲馬団にいた苦労話を聞いて、
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ライダーが泣き出す。ラーリイはライダーと一緒に楽しく暮らしているが、或る日ラリーイがいた曲馬団が村にやってきた。仲間だったトミーを助

けようとして、ラリーイが彼を家に隠した。ラリーイの勇敢なところに感心したライダーはトミーを引き取る。 

５３「少年鼓手」住谷康 昭和八（一九三三）年一〇月、第六巻四号 

イタリアがオーストラリアと開戦したとき、一部の歩兵部隊が村の一軒家に立てこもっていた。本隊へたどりつけばすぐに援兵がくると思い、一

四歳の少年鼓手が銃弾の中に突入していく。少年が途中で座り込んでいたと思い、大尉が突撃と命令した。たくさんの戦士が亡くなったが、騎兵が

援護に来て、大尉らが無事に病院に辿り着いた。そこで負傷した少年の姿を発見し、大尉が少年を褒める。 

５４「沼」森三郎 昭和九(一九三四)年一月、七巻一号 

一年生の雄吉の家の隣に、七つの男の子、清が家族とともに引っ越してきた。清は父のいない一人っ子で、小さいときの小児麻痺が原因で、びっ

こを引いている。清の母は、雄吉に清と一緒に遊んでほしいと頼み、そのお礼だといってお菓子をくれた。しかし、清をかわいそうだと思う雄吉だ

が、一緒に遊ぶところを誰かに見られたら、ばかにされるだろうと躊躇する。夏休み中に、清は亡くなった。その後、雄吉はゆめの中で清を見るこ

ともあった。或る日、雄吉は近所の沼に落とされた清のぬいぐるみを見つけて、清と一緒に遊んでやらなかったことを深く後悔するのである。 

５５「鯉のぼり」堀川たま 昭和九(一九三四)年五月、七巻五号 

五月の節句が近づいた或る日、母は、去年亡くなった明が初節句の折りに、東京の叔父から贈られた鯉のぼりを箱から取り出した。鯉のぼりを見

ると母は、明のことを思い出し、涙がこぼれそうになる。明の姉のよし子は、鯉のぼりを、学校で雇われている小間使いの孫の研坊に譲ってはどう

かと提案する。研坊は五つになる可愛い男の子で、小さな頃から両親と離れて祖母と暮らしていた。学校の皆は、よく研坊のことをからかったり、

いたずらを仕掛けたりする。鯉のぼりが研坊に譲られた次の朝、よし子が登校すると、研坊はニコニコして小間使い部屋の前にはためく鯉のぼりを

見上げていた。ところが、学校の皆は、研坊の家は貧しいから、その鯉のぼりは布ではなく、紙でできているだろうと囃し立てる。それを聞いたよ

し子は腹を立て、研坊のものになったばかりに、布の鯉のぼりが紙に見えると言うのなら、いっそ上げなければよかった、という気がするのであっ

た。 

５６「絵馬」吉村つや 昭和九(一九三四)年七月、八巻一号 

清子は赤ん坊のころ、とても体が弱かったので、祖母は祈りを捧げる自分の姿が描かれた絵馬を、村にあるお堂に奉納した。祖母が亡くなったあ

とも、清子はいつも学校への道すがら、お堂に立ち寄っていた。七月の或る日、級長の原田が目の病気で学校を休学したため、清子が級長になる。
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するとそのとたん、クラスメートの玉江がすり寄ってきた。一二月の試験の日、清子は、お堂の前で一心に祈る原田を見かけ、目の病気が快癒した

ことのお礼参りと、試験の上首尾を頼む願掛けに来たのだろうと合点した。その後、原田は、試験で首位をとり、級長に返り咲く。すると、玉江は

すぐに清子から離れていき、原田にすり寄っていくのであった。 

５７「まほう壜」村尾茂 昭和九(一九三四)年八月、八巻二号 

叔母が死んだのは修吉が四つのときで、修吉は叔母の顔さえ覚えていない。ところが、叔母が長い間、転地療養をしていた大濱という海岸を訪ね

た修吉は、すごく懐かしいと感じる。夏休みに入ると、修吉は母に買ってもらったまほう壜をもって、クラスの皆と一緒に大濱の海岸へ遊びに行っ

た。カキのからであしの裏を切ったため、休憩場となっている寺で休んでいた修吉は、まほう壜に水を入れようと思い、寺にいる若い女性に声をか

けた。やせた、青白い女性をみると、修吉は亡くなった叔母のことを思い出すのであった。しかし、実際の叔母はそういう様子ではない、と後ほど

母から聞いて、修吉はなぜか、へんに寂しくなった。 

５８「お馬」坪田譲治 昭和九(一九三四)年一一月、八巻五号 

庄屋をしていた祖父は、断髪令が施行されてから十年が過ぎても、昔のままに髷を頭にのっけて、それを自慢にしていた。祖父の親友である馬の

先生も、同じく頭に髷を残していた。祖父は月に何回か訪ねて来るこの親友とともに、乗馬を楽しんでいた。しかし、日清戦争末期、親友の一人息

子が戦争で亡くなり、それを追うように親友も病気で亡くなる。祖父は自分の髷を切り取って、親友の棺に入れた。それ以降、祖父はすっかり老け

こみ、馬にも乗れなくなる。だが、次善の策として木馬を作り、それを小屋の中に設置して、子どもたちと一緒に遊んでいた。その後、亡くなった

祖父の葬式では、木馬と鞍が副葬され、祖父の冥土のお供となったのである。 

５９「弟」小松淑郎 昭和九(一九三四)年一一月、八巻五号 

豊と浩吉は兄弟である。小学五年生の浩吉は兄だが、体が弱くて、内気な子である。他方、三年生の豊は、店の手伝いも積極的にする、元気な次

男坊である。夏休みのあいだ、兄弟のどちらか一人を母が温泉へ連れて行き、もう一人を父が海へ連れて行く、という計画を聞いた豊と浩吉は、互

いに、怖い父ではなく、優しい母と一緒に温泉へ行けることを祈っていた。結局、温泉の成分は体の弱い子に効くだろうという理由で、浩吉が母と

旅することになる。しかし、温泉地で過ごす浩吉と母のもとに、「スグカエレ」という電報が届く。パイナップルの種を食べてしまった豊が、ひど

い病気になっていたからである。母と浩吉が家に帰りつくと、まもなく豊は亡くなった。その後、もし弟の豊が母と温泉へ行っていたら、死なずに

すんだであろうか、と浩吉はよく考えるのである。 

６０「祖母」槙三次 昭和一〇(一九三五)年一月、九巻一号 
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八十三歳になる祖母は、昔はとても元気だったが、リュウマチを患い、長い間自分の隠居部屋に寝付いていた。だが、隠居部屋のガラス障子から

差し込む日がまぶし過ぎて、頭が痛くなるからと、天窓のあるうす暗い部屋に床をうつす。或る日、私は屋根に登り、天窓の外側から祖母を覗いて

呼んだ。ところが、祖母は目が悪く、それが私の顔であると気づかない。祖母が家族にその話を告げると、皆は部屋に攻め入ろうとする一寸法師が

いるのではないかと心配し始める。私は、それが自分であると白状しづらくなり、祖母の部屋に居ると、鴨居に飾られている叔父の遺影が「このい

たづら坊主め」と叱っているようにも見えてくる。その年の六月に祖母が亡くなり、私はとうとう天窓のことを話せずじまいになった。そして、家

人の誰もいないときにそっと、「おじさん、ごめんなさい」と遺影に向かって謝るのであった。 

６１「ばあや」塩野百合子 昭和一〇(一九三五)年七月、一〇巻一号 

母の体が弱いため、私は小さい頃からばあやの乳をもらっていた。ばあやは、呼ぶといつも、「ホイ、ホーイ」と返事したことを私はよく覚えて

いる。また、ある年の夏、ばあやの背中に負んぶされて、お祭りを見に行ったことも覚えている。ばあやはそれからまもなく暇乞いをして出て行っ

た。私が泣きじゃくる姿をみたばあやは、「ホーイ、ホーイ。オトナになりなはれよ」と言って去って行った。小学校二年生のとき、母と町を歩い

ていた私は、偶然ばあやと再会し、ばあやの「ホイ、ホーイ」という返信を懐かしく思い出した。そのあと、ばあやは亡くなり、私は一人でいると

きによく、口の中でホイホーイと唱えてみるのであった。 

６２「三吉とお母さん」宇野千代 昭和一〇（一九三五）年一一月、一〇巻五号 

母は長い間ずっと病気で、その具合を心配する三吉は学校帰りでなかなか家に入るのを躊躇する。二年ほど前から母は電車道で転んで、心臓が悪

くなった。それ以降学校の運動会や学芸会も来られなくなった。三吉はいつも寂しい思いをしている。母が亡くなってから、父のいない三吉は自分

が孤児になると思い、学校に行くときも皆に母じゃなくて祖母がなくなったと嘘をつく。同じく母のいない子に告白すると、三吉はすきっりするよ

うになる。 
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付表（『赤い鳥』子どもの死関連童話作品一覧） 

１「俵の蜜柑」小山内薫 大正七（一九一八）年六月、一巻一号 

問屋に売るはずの蜜柑を全部食べた太郎は、空っぽになった蜜柑の俵に入って、問屋を騙そうとした。その俵を担いで帰る問屋は、途中に太郎の悪

戯に驚かれて、全ての蜜柑を張り出したまま、逃げました。太郎は残りの蜜柑をたべたあげく、お腹が裂けてしまった。 

２「芥子の花」丹野てい子 大正八（一九一九）年八月、三巻二号 

インドのあるところに、若い母親が大事に育った赤ちゃんが重病になってしまった。赤ちゃんを助けるためには、一人も子どもを死なしたことのな

い家から買った芥子が必要だとお釈迦様が母親に教えた。いくら探しても子どもを死なした家は見つからないことに気づき、母親はわが子の死に諦念

した。 

３「奈々ちゃん」藤浪音よ 大正九(一九二〇)年二月 四巻二号 

奈々ちゃんは幼稚園児である。皆から可愛がられている愛くるしい子だが、生まれつき片方の足が短い。奈々ちゃんが自分の足についてたずねると、

母は黙って涙目になる。それを見ると、奈々ちゃんは、おばあちゃんが亡くなった時の母の姿を思い出して、自分の足のことを聞くのが恥ずかしくな

る。奈々ちゃんの亡くなった姉も、小さいころに足を怪我したという話を、奈々ちゃんの母から聞いていた幼稚園の先生は、いつも奈々ちゃんを気に

かけ、守っていた。或る日、奈々ちゃんをからかう男の子たちを先生が叱ってから、奈々ちゃんはだれにもいじめられないようになった。 

４「艦長の子」菊池寛 大正九(一九二〇)年六月、四巻六号  

ナポレオン時代、フランスとイギリスの軍艦は海で戦っている。フランスのロリアン号の艦長の息子は一〇歳の海軍候補生で、初めての戦争を迎え

た。ロリアン号は勇ましく戦ったが、敵の弾で火事になった。兵士たちが味方のボードに逃げる際、少年は父の命令があるまでは動かないという。艦

長の父は大けがで甲板に倒れたので、少年は結局軍艦から去ることはしなかった。船が爆発したが、少年は最後まで父の死体を守り切った。 

５「けしの圃」小川未明 大正九（一九二〇）年七月、五巻一号 

片目を潰してしまった乞食の小太郎を、お父さんが知らない人に売ろうとしたが、失敗した。人々にかわいそうと思わせるため、お父さんは小太郎

の入れ目を取り出して捨てた。とうとうお父さんに捨てられた小太郎は倒れてしまって、死の国に入った。死後の世界で、実の家族に出会って何不足

のない生活を送った。 

６「ほととぎすの昇天」中村星湖 大正九(一九二〇)年八月、五巻二号 

咽喉から血が出るまで泣き続けるホトトギスが下界から天上界に呼ばれた。姫様に向かって、ホトトギスは自分の過去を語る。もともとは人間だっ
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たホトトギスは子どもの頃から、元気な弟の次郎と違い、体が弱かった。ホトトギスは親が次郎のほうを大切にしていると嫉妬する。或る日、母から

焼き芋をもらったが、次郎はもっといいものを食べさせたと思い、ホトトギスは次郎の喉を鎌で割った。次郎の喉から芋の皮しかないことに気づき、

ホトトギスは狂人になり、弟のお墓のほとりで死んでしまった。死んだホトトギスの魂は鳥になり、弟のために数百千年の間に泣き続けてきた。 

７「少年と海」加能作次郎 大正九年（一九二〇）八月、五巻二号 

八歳の為吉は、能登国の西海岸にある小さな漁村に暮らしている。ある日、海の沖に加 

賀の白山がくっきりと見えるようになった。彼はその白山を海難の兆しと考えて、お父さんに注意を促そうとするが、上手く伝わらない。それから、

為吉は海の様子を観るために、一人で家の舟に乗り込むが、舟が波に飲まれ、そのまま死んでしまう。 

８「身に咲いた花」宮原晃一郎 大正一〇（一九二一）年二月、六巻二号 

太郎が死んでから天使の招きで天国についた。勉強家で、学問がよく出来、親孝行で、信仰の篤かった太郎が悪魔サタンの誘惑に負けることを避ける

ため、神様が彼を早く天国へ招いたとのこと。そして、人間世界に何一つも残っていない、不死になった太郎の身に「聖書の教え」という花が咲いた。 

９「信ちゃんの死」吉田夏子 大正一〇（一九二一）年五月、六巻五号 

四郎と信ちゃんは幼馴染であり、腕っ節の強くない信ちゃんはいつも四郎を頼っていた。四郎の方も、信ちゃんの悪戯に泣かされ、時々信ちゃんに

怒ることもあったが、いつも信ちゃんの見方だった。そんなある日、信ちゃんがふと病気になる。四郎は信ちゃんのことが心配でたまらず、淋しくて

悲しくなった。そのうち、とうとうある夜、信ちゃんは病院で息を引き取った。涙ながらに仏壇に線香をあげる祖母の姿をみると、四郎は信ちゃんの

ことがほんとうに可哀そうに思える。そして、大きくなった四郎は、いまだに一番の親友である信ちゃんの死を哀しく思っている。 

１０「母の祈り」中村星湖 大正一一（一九二二）年五月、八巻五号 

旦那さんが死んでから、一番頼りになる子の久夫、一番かわいい子の勝男を次々死なせた母は、朝晩一心に祈ったか神様にも愛想をつかした。それ

でも、重病になった長男のため、自分が代わりに死ぬと神様に祈った。最後に、家族の命を背負いながら、長男は生き残った。 

１１「ザクロの実」中村星湖 大正一一(一九二二)年九月、九巻三号 

むかし天竺に鬼子母神という魔女がいた。鬼子母神は人間の肉が好きで、よく人間の子どもを浚って餌食にした。政府の役人は全く当てにならない

から、国の人々は釈迦牟尼佛に訴えた。子を失って始めて子の可愛さを知ることで、人間の愛情がよくわかってくると釈迦が語った。魔女の災いがな

くても、子どもは病気などのために死ぬから、子どもが生きているうちに親らしく愛してやることを人々に教えてから、釈迦は鬼子母神の末子を隠し

た。我が子を返してもらうために、魔女は人間の子どもを取らないことに誓った。人間の肉が食べたくなったら、その味に似ているザクロの実を食べ
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ればよいと釈迦が魔女に伝える。 

１２「仇討」青木健作 大正一二（一九二三）年二月、一〇巻二号 

 金ちゃんが一一歳のとき、父が村の村長になった。金ちゃんは父のことを誇りに思っている。ところで、百姓の金ちゃんの父より、士族だった自

分の家のほうがえらいと二歳上の庄吉が金ちゃんをいじめて来る。それ以来、庄吉は金ちゃんをからかったりして、怒鳴らることもよくする。金ちゃ

んが悔しくて、いつも仇討ちのことを考えていた。六月から雨が急にひどくなり、村中が騒いでいる。洪水になれば、低い谷の中にある庄吉の家が一

番に浸って押し流されること金ちゃんは妄想している。庄吉が溺れ死するところを想像していたが、雨は止んできた。金ちゃんはうんざりしていた。 

１３「馬鹿の傳七」宮原晃一郎 大正一二（一九二三）年九月、一一巻三号 

昔、ある田舎に傳七というばかいた。十七になる時、母が死んで一年忌に当るので、寺に行ってお経を読みに行ってと父に言われた。傳七は

鴉を和尚だと思い、寺に行けなかったことや、風呂敷にいれた書付を無くしたなどことに父は怒る。和尚は父から話を聞いて、一所懸命傳七を

教えようとしたが、傳七はそのあと牛の喧嘩を止めようとしたところで、牛の角に突かれて死んだ。 

１４「阿呆鳥」秋庭俊彦 大正一二（一九二三）年一一月、一一巻四号 

ある海辺の村に、百姓の親子があった。一人息子の太郎市は、小さい頃から父親の言うことを聞かない強情者で、父親を困らせる一方だった。瀕死

の父親は自分の死骸を山に埋めてもらいたいから、「死骸を海の底へ捨ててくれよ」とあべこべのことを太郎市に伝えた。太郎市は初めて父親が話す通

りに、死骸を海へ捨てた。それが父親の本音ではないことを知り、太郎市は後悔するあまりに海に身を投げて、死んで阿呆鳥になった。 

１５「妙華寺の鐘」長田秀雄 大正一三（一九二四）年六月、一二巻六号 

妙華寺の鐘の音は赤ん坊の泣き声に似ていると村人が思う。寺男の権平は鐘に赤ん坊の魂がこもっていると昔のことを語り始める。ある年疫病が流

行って村人がたくさん死んだ。妙華寺の和尚の三七日の祈祷で、疫病が止んできた。村人は皆寄付して、妙華寺に釣り鐘を寄進しようとしたが、疫病

で息子夫婦を失った鬼松は何も出す気はない。鬼松から一品をもらわないと鐘は吹き上がらないと鐘造りが言う。結局、息子夫婦が残した赤ん坊が取

られて、坩堝に投げ込まれた。鐘造りが完成した鐘を突くと、村中の赤ん坊が一斉に泣きだす。 

１６「娘と大きな鐘」小川未明 大正一三（一九二四）年七月、一三巻一号 

北国の村にある寺に、哀れな昔話がある。毎日鐘つき堂の鐘をつく寺男が病気になったとき、村人はだれも助けを差し伸べず、ただひたすら鐘をつ
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くことを強要した。寺男の娘は、父の病気を治すため、睡蓮を取ろうとして、そのまま池に落ちて亡くなってしまう。ちょうど同じ時刻に、鐘を吊っ

ていた綱が切れて鐘が落ちた。その後、村人たちは、憚る気持ちから、女の子どもを鐘つき堂に近寄らせなくなる。 

１７「神様の布団」下村千秋 大正一四（一九二五）年七月、一四巻四号 

新しい小さな一軒の宿屋を開いた主人は、お客に「布団の中から子どもの声が聞こえる」と不気味な話を聞いた。その中古の布団の由来を調べた結

果、布団の持ち主は非常に貧乏であることが分かった。父親も母親も病気で亡くなり、二人の子どもは家中の品物を売って暮らしていく外はなかった。

冬で一番寒い日に家主に追い出され、二人の子どもは雪の中に死んでしまった 

１８「彗星の話」豊島與志雄 大正一四（一九二五）年六月、一四巻六号 

悪い言い伝えのある一際強く光っている星が流れる際、ケメトスは生まれた。祖父から自分の不思議な出生の話を聞いたケメトスは、空を飛べるよ

うになろうと訓練を重ね、王様に招かれて宮殿へ向った。王様の宴会で、その技を披露させさらたケメトスは、とうとう彗星のように美しく淵に落ち

ってしまった。  

１９「町の天使」小川未明 大正一五（一九二六）年一月、一六巻一号 

S 少年は登下校の途中、いつも菓子屋の看板に飾られた天使を仰ぎ見ていた。その天使は夜になると、空を飛びにゆくと少年は考えた。病気で学校

を辞めたあと、友達が家へ遊びに来ることもなく、少年は寂しかった。ある日、少年は、死んだ友たちから遊びに誘われたことを母に伝える。母は、

それは夢だと断言した。その後、少年の病は一層重くなる。いつも仰ぎ見ていた天使に手を引かれ、一度は旅に出た少年だが、途中で我が家が恋しく

なり旅をやめる。それから少年は元気になっていった。 

２０「三つの波」福永 渙 大正一五(一九二六)年三月、一六巻三号 

海岸で一番大きな漁船に、十六歳の船に乗ることが大好きな少年水夫のトーマスと、仲間のビリンチは乗っている。船長の伯父は、トーマスたち船

員を引きつれて、冬の海へ漁に出ていた。漁船が港に停泊していたある夜のこと、ビリンチはおかしな夢を見た。夢の中に二人の女が現れ、この漁船

は沖へ出帆すると、乳の波、涙の波、血の波という三度の大波に見舞われ、乗組員は永遠に海の底に沈むだろう、と話した。ビリンチはその話を水夫

仲間に教えたが、誰も彼の話を信じなかった。そして漁船は、預言どおり、三度の大波に遭遇した。しかし、水夫たちは皆無事に脱出し、命拾いした

のである。ところが、航海を終えて叔父が家に帰ってみると、妻は病気で寝込んでおり、その眼つきは人を憎むような険しいものに変わっていた。そ

して、ついには息絶えてしまう。トーマスの従妹にあたるマリーも、同じような経過をたどって亡くなった。これを怪しんだトーマスは、ビリンチを

問いただし、夢の中に現れた二人の女の容貌を詳しく聞いた。そうして、その二人の女が、亡くなった伯父の妻と従妹のマリーであったことが分かる
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のである。 

２１「十二の月」大木篤夫 大正一五(一九二六)年五月 一六巻五号 

 これは、ある北方の国のカントリーサイドに暮らす、お金持ちのお嬢さんホレーナと、同齢の召使いマルーシュカの話である。成長するにつれて美し

くなっていくマルーシュカを、ホレーナとホレーナの母は、いつもいじめていた。或る日、いじめられたマルーシュカは、泣きながら山の奥に入り、

そこで神様にお祈りをした。すると、十二ヶ月の月の化身である十二人の男が現れる。一月と二月の化身の男の助けにより、マルーシュカは無事、命

じられたすみれの花苺と林檎を摘んで屋敷に戻ることができた。それをみたホレーナは、奇妙な木を探すといって、自分も山の奥へ入っていく。月の

化身である十二人の男に出会えたホレーナであるが、一月の化身の男は、ホレーナを助けるどころか、逆に燃えている火をすべて消しさってしまった。

すると、世界はホレーナの見知った雪国に戻り、ホレーナは吹き溜まりのなかに倒れた。ホレーナの母も娘を探して山へ入るが、ついに二人とも、戻

ってくることはなかった。 

２２「村の話」吉田絃二郎 昭和二(一九二七)年八月 一九巻二号 

 汽車を見たことのある人がまだ村に一人もいなかった時代、村人は狐や狸は人をばかすと信じていた。或る夜、西海寺の小僧、空念は、隣村の檀家か

らわらづとにしたお土産をもらい、急いで村に帰ろうとしていた。帰途に出会った若い夫婦を狸だと思った空念は、お土産を二人の方へ投げて、自分

は一目散に逃げた。そんな狸さわぎがあって間もなくのこと、空念は雪の中で行き倒れていた若い女と子どもを、寺へ連れて来て介抱した。しかし、

女と子どもは亡くなり、空念は大変悲しんで、二人の墓を立てた。時が過ぎ、大人になった空念もやがて亡くなった。村人は空念のことを忘れたが、

空念が立てた女と子どもの墓のことはずっと語り継いでいる。 

２３「小川の葦」坪田譲治 昭和三（一九二八）年九月、二一巻三号 

岡山に近く、草深い野原の中に、小さい村があった。この村に庄屋甚七というお爺さんと孫の太一がいた。あるひ、太一は村の子どもたちと一緒に

納屋の中に積んであった葦束を持ち出して、ネツキという遊びをした。お爺さんが激怒して、太一に葦を刈りに行ってこいと命令した。一人で葦刈に

行った太一は川に落ちて死んだ。村人が太一の死後、太一が落ちたあしのところのたんばを「太一のあし場」として守ってきたが、いつの間にか、太

一のあし場がきれいんに耕されて、一本のあしも見られなくなる。 

２４「曲馬団『トッテンカン』」下村千秋 昭和三（一九二八）年九、十、十一月号、二一巻三、四、五号 

丁稚として鍛冶屋で日々重労働をさせられている一一歳の新吉の町へ、ある日、曲馬団がやって来る。ある時、曲馬団が町から離れるのを知り、新

吉は鍛冶屋を飛び出し、曲馬団に入りたい一心で曲馬団を追いかけた。そして、曲馬団の女性からの入団を思いとどまるようにという忠告も聞かず、
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団長からの甘い言葉にのせられ、入団する。しかし、曲馬団で新吉を待っていたのは鍛冶屋の時と同様、辛い重労働であった。新吉は無我夢中に働き、

やがて曲馬団の人気者「トッテンカン」になる。しかし、いつも自分を助けてくれた少女のきえが団長のいじめで肺炎を患い死んでしまったことを機

に団長と激しく対立するようになり、最後は曲馬団から逃げ出してしまう。そして、東京の上野動物園にたどり着いた。 

２５「花火」宗像彰 昭和七(一九三二)年七月、四巻一号 

三吉は銀座のあるデパートの玩具売り場で働いている少年である。六月の或る日、綺麗な洋服を来た十一二歳の女の子は花火が欲しいと父にねだる

が、売り場にはまだ花火がなかった。花火が入荷してから、三吉は配達の少年に頼んで、女の子の家に配達した。ところで、女の子が病気で亡くなっ

たことで、花火は再び三吉のもとにやってきた。実家に帰るとき、弟と一緒に花火をやろうと三吉は考えたが、女の子のことを思い出すと、寂しい気

持ちになる。 

２６「パチンコ」井上健 昭和八(一九三三)年五月、五巻五号 

五年生の民男と武造は仲が悪いが、新学期になってから机が一緒にならばされた。武造はいつもぼろぼろの汚い着物を着ている貧乏な子で、よく意

地悪なことをする。或る日、クラスメートの高松は誰かにパチンコを盗まれた。放課後、民男は自分のカバンに高松のパチンコを見つけた。それは武

造の仕業だと彼が考えると、武造のことがにくらしくて、いっそう死んだほうがいいと思う。その後、武造は家の子のお守りをするために退学した。

夏休み中、再び武造に出会った民男は、武造のことが可哀そうだと思い始める。武造がしんでしまえばいいと思ったことに恥ずかしくなった。 

２７「フィルム」森三郎 昭和八(一九三三)年八月、六巻二号  

 五年生の三也は学校の文房具屋で活動のフィルムを見つけた。クラスメートの正宗は自分が五銭を出して、買ってあげると言い出す。正宗が持って

いる一円はきっと家から盗まれたものだと思いながら、活動フィルムを買ってもらうことにした。その後、正宗が同級生の中河から一円を盗んだこと

が先生にばれたが、正宗は活動フィルムのことを先生に教えたかどうかと三也は心配する。三也は活動フィルムを自分の部屋に隠したが、弟の進に見

つけられた。その後、進が病気で亡くなった。亡くなる前に亡くしたフィルムを、三也が見つけて、それを見ると、進のことを思い出す。 

２８「少年斥候」住谷康 昭和八（一九三三）年一二月、六巻六号 

一八五九年七月、イタリアがオーストラリア開戦したとき、イタリア軍の騎兵の小部隊が百姓家の前へ来た。一二歳の少年がたった一人で杖をこし

らえている。敵兵を偵察するために、少年が木の上に登っていく。高い木のてっぺんに登った少年は敵から丸見えになったから体が撃たれた。戦士た

ちは亡くなった少年を少年兵士として軍葬をあげた。 

２９「沼」森三郎 昭和九(一九三四)年一月、七巻一号 
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 一年生の雄吉の家の隣に、七つの男の子、清が家族とともに引っ越してきた。清は父のいない一人っ子で、小さいときの小児麻痺が原因で、びっこ

を引いている。清の母は、雄吉に清と一緒に遊んでほしいと頼み、そのお礼だといってお菓子をくれた。しかし、清をかわいそうだと思う雄吉だが、

一緒に遊ぶところを誰かに見られたら、ばかにされるだろうと躊躇する。夏休み中に、清は亡くなった。その後、雄吉はゆめの中で清を見ることもあ

った。或る日、雄吉は近所の沼に落とされた清のぬいぐるみを見つけて、清と一緒に遊んでやらなかったことを深く後悔するのである。 

３０「鯉のぼり」堀川たま 昭和九(一九三四)年五月、七巻五号 

 五月の節句が近づいた或る日、母は、去年亡くなった明が初節句の折りに、東京の叔父から贈られた鯉のぼりを箱から取り出した。鯉のぼりを見ると

母は、明のことを思い出し、涙がこぼれそうになる。明の姉のよし子は、鯉のぼりを、学校で雇われている小間使いの孫の研坊に譲ってはどうかと提

案する。研坊は五つになる可愛い男の子で、小さな頃から両親と離れて祖母と暮らしていた。学校の皆は、よく研坊のことをからかったり、いたずら

を仕掛けたりする。鯉のぼりが研坊に譲られた次の朝、よし子が登校すると、研坊はニコニコして小間使い部屋の前にはためく鯉のぼりを見上げてい

た。ところが、学校の皆は、研坊の家は貧しいから、その鯉のぼりは布ではなく、紙でできているだろうと囃し立てる。それを聞いたよし子は腹を立

て、研坊のものになったばかりに、布の鯉のぼりが紙に見えると言うのなら、いっそ上げなければよかった、という気がするのであった。 

３１「弟」小松淑郎 昭和九(一九三四)年一一月、八巻五号 

 豊と浩吉は兄弟である。小学五年生の浩吉は兄だが、体が弱くて、内気な子である。他方、三年生の豊は、店の手伝いも積極的にする、元気な次男

坊である。夏休みのあいだ、兄弟のどちらか一人を母が温泉へ連れて行き、もう一人を父が海へ連れて行く、という計画を聞いた豊と浩吉は、互いに、

怖い父ではなく、優しい母と一緒に温泉へ行けることを祈っていた。結局、温泉の成分は体の弱い子に効くだろうという理由で、浩吉が母と旅するこ

とになる。しかし、温泉地で過ごす浩吉と母のもとに、「スグカエレ」という電報が届く。パイナップルの種を食べてしまった豊が、ひどい病気になっ

ていたからである。母と浩吉が家に帰りつくと、まもなく豊は亡くなった。その後、もし弟の豊が母と温泉へ行っていたら、死なずにすんだであろう

か、と浩吉はよく考えるのである。 

３２「人質少年の手記」大木篤夫 昭和三（一九二八)年三、四月、二十巻三、四号 

ミレト出身の少年たちはローマ軍の人質である。子どもたちがどんどん殺され、僕（十五歳）、タンネスと一番幼い子ファビヨン三人だけが残った。

ローマ軍凱旋式の日、僕たちは将軍の家の小さな室へ押し込められた。タンネスがある日、叔父に救われた。僕も仕事中、父親と出会った。僕は両親

が亡くなったファビヨンのことを心配し、一緒に暮らすことを父親に頼んだ。一方、将軍はファビヨンを自分の息子に入れようとした。ファビヨンは

結局将軍のところに残って、将軍は僕の身代金を返した。 
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３３「二太郎の手相」宮原晃一郎 昭和三（一九二八）年八月、二一巻二号 

大工の子一太郎と、瓦屋の子二太郎は大の仲良しである。二人はある易者の爺さんに、手相を見てもらった。一か月たったの日に、一太郎はのみに

喰われて死ぬこと、二太郎は同じい日に犬に喰い殺されることを言われて、二人とも気にかかった。その日になると、二太郎は易者の忠告で仕事を休

んだが、一太郎は家が貧乏のため休まずに仕事に行った。結局、二太郎は救われたが、一太郎は仕事中、のみに腹を刺されて、死んだ。 

３４「赤いガラスの宮殿」小川未明 昭和四(一九二九)年一月、二二巻一号 

一人ものの平三はよく村はづれの丘のふもとで、日向ぼっとをしていた。或る日、子どもを亡くした母が子どもの玩具を川に捨てようとしたが、平

三は子どもの玩具をもらうことにした。ところで、平三の留守の間に、村の子どもたちが玩具を持ち出して無くしてしまった。とうとう冬がやってき

て、平三は徳利の酒を飲んで寝て夢を見た。夢の中で、旅に出た平三は、亡くなった子どもに出会えた。子どもは平三を赤いテラスで作られた宮殿へ

案内した。宮殿の中で暮らしている人々は無くした玩具だったことに気付かないまま、平三は目が覚めた。そして、平三は永遠に村から去った。 


